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美 濃 國諸直 全 

濃 陽 諸. HM: ち P 全 


美 濃 國諸舊 記 十二 卷 

本書 は、 美 濃國に 於け る. 國司 守護 を 始め、 名家 豪族 等の 由來 より、 或る は 戰爭、 或 

る は 诚廓郡 村 名 等に 至る まで、 當國に 係る 歷史 地理 を 悉く 記した る ものな， 9。 

地誌 書目 稿に 云、 美 濃 國諸舊 記 十二と 見え たれば、 古來 其の 名の 聞え たる 書と 見 

えたり。 又國書 解題に は、 本書の 內容を 記して 云、 

美 濃 國諸舊 記 寫本 十二 卷 

美濃圃 守護、 土 岐氏來 住、 齋 藤氏 艰由、 土岐氏 零落、 齋藤道 三の 事、 土 岐賴藝 松 波 

庄五 g- を 取 立つ る 事 等よ..^、 當國諸 城 生 及び 所 主、 西 美 濃 十八 將、 土岐氏 一 族の 

家柄 分明の 分、 城主 諸士傳 記、 岐阜 沒 落後 諸士成 行、 當國 1 1 十 一 郡 總村名 付 等に 

至る 數 十目 を 記載す。 十二 卷六 W に 寫傳せ b。 


以て 本書の 大槪を 知るべし。 

本書 作者 詳 ならす。 隨て 編纂の 時代 も 知る ベ からすと い へ ども、 强 ひて 考 ふれ 

ば、 本文 中卷四 厚見 郡 加納の 城の 事の 條に 「寛 永 十六 乙 卯年よ b 松 平 丹 波 守 藤 原 

光重に 賜 は b 居住な. 9」 i 見え、 また 卷五石 津高須 城の 事幷 地之戰 記の 條に、 「德 

永 法 印、 松 木の 城より 是に 移り 在住し、 其 子 左 馬 助相續 いで 是に 住しけ るが、 f  7 氷 

五 辰年 故 ありて 所- S 沒收 せられて、 是 より 城 は 破 却して、 守將 又斷絕 しけるな り」 

と 見えて、 木 書中 寬 永の 年 號 まで を 記された る こと を 知らる。 されば 乍 者 は 今お 

るべ からすと い へど も、 作 時代 は 凡そ 寬 永の 末年 か、 若しくは 正 保 時代の 作なる 

ベ しと 推定 せらる 、なり。 猶後 賢の 考を 埃ち て定 むる こと、 せむ。 

濃 陽 諸 士傳記 一 卷 

本書 は、 美 濃國に 於け る 名家 豪族 を 主として 記した る ものに て、 一名 「濃 州 諸士傳 


記」 とも 「美 濃 諸士傳 記」 ともい へ り。 地誌 書目 稿に 云、 濃 陽 諸士傳 二と 見え たれ 

r 、で ま ニ卷 本な.^ しと もお ぼ ゆれ ども、 予が藏 本卽ち 此の 底本 は 一 卷 本な 。さ 

れば 本書 は、 一 卷 本と ニ卷 本との 兩樣ぁ し 事 も 亦 知るべきな b。 

本書 內容 にっきて は、 國書 解題に 記して 云、 

濃 州 諸 士傳記 寫本 一 卷 

美 濃 出の 諸 士の傳 記な り。 守護の 事、 土岐氏 來歷、 齋 藤氏 由來、 岐阜 城主 織 田 三 

代の 事 等よ h  、保々 氏の 事、 船 田亂記 等に 至る 二十 九條 あり。 一 名 美 濃 諸士傳 

記と もい へ ，.^。 

と 記されたり。 猶內容 に ついては、 正 法 寺、 瑞 « 寺、 大寳 寺、 美 江 寺、 立 政 寺、 梅 之 

寺、 崇福 寺、 常 在 寺 等の 名刹、 又は 土岐 氏の 氏神、 齋 藤氏の 氏神、 ある は稻葉 山、 岐 

阜城、 長 森 城、 川 手 城、 大桑 城、 及び 其の 他 數城を 記載せ り。 

本書 奥 書に 據れ ば、 k 永 十五 年の 作 なれ ども、 作者 を 記さ や。 但ー 本に 奥 田 利矩 

と あれば、 同人の 作なる べし。 未だ 其の 傳記 を詳 にせざる は、 遺慽 とすると ころ 

解 題  一 "- 


解 M  - 

なり。 Si 後 賢の 考を续 ちて、 更に 審に する こと を 得ば、 幸甚と い ，os  、、、 


し- 


大§ 年. V 月  黑 川 眞 道 識 


例 言 

一 

一、 本 編に は 美 濃 國諸舊 記 に 濃 陽 諸士傳 記と を採收 す。 

一、 讀誦を 早 易なら しむる 爲め、 語尾 を 補 ひたる もの 頗る 多し。 原本 中 反讀の 個所 

と 請 下しの 個所と 混交せ るの みならす、 且 多く は 語尾 を 示さ いる を 以て、 假名 を 

補 ふに あら ざれば、 素 讀に堪 ふべ からざる もの 多 か， 0 しが、 本 編に は今此 等の 晦 

澀を 除き 得たり しと 信す。 

一、 地名 中、 現 時の 名 稱と合 はざる もの 或は 之 あるべし と雖 も、 原本 中 其 文字の 一 定 

せる もの は 却て 之 を 改め ざ， りき.) 例へば 佐 和 山を澤 山と 記せる も、 其 儘に 從 ひた 

るが 如き 是 なり。 

1 、「濃 陽 諸士傳 記】 中 稀に 虫 損の 個所 あれ ども、 全く 異本 照合の 方法.^ か..^ しを以 

て、 其 儘に 止めたり。  . - 

一 、括弧 〔 〕 を附 したる 註記 は、 當 編輯 部に て 補記せ る ものにして、 括弧 を用ゐ ざる も 


の は 原本に 記載し ありし ものな.^。 又 原本の 文字 中 左 _ 

審の儘 校訂の 途 なかり しもの を 示す。 
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美 濃 國諸舊 記卷之 I 


美濃國 守護の 事 

當國 は、 東 山道の 齒舌 なれば、 古より 守護の 國司 は、 其 人 を 選ばる、 所な.^, 往古 天 

武 天皇の 御宇、 御子 高 市の 皇子、 始め 當國不 破 郡に 着 住し 給 ひ、 村 國の男 依 をして、 當 

國を 守らし む。 男 依、 美. 濃國を 守護して、 大友 皇子と 戰ひ、 勝利 を 得て 後に、 高 市が 皇 

子. 大津の 皇子 を 守護して、 國依は 國政を 執せ り。 之 を當國 守護の 最初と い へ..^。 其 

戰、 天 武.大 友の 亂は、 壬 申の 軍な り 人皇^ 九 代天智 天皇の 御 弟 を、 天武 天皇と い へ 

-^。 天智の 御子 を、 大 友の 皇子と いふ. - 其 御 妹 を、 持統 天皇と いふ。 天武 帝の 皇后 

なり。 又天武 帝の 御 娘 を、 十 市の 皇女と いふ。 大友 皇子の 后な り。 于. 時天武 天皇 元 

年 壬 申の 年、 天武 帝、 密に 謀叛の 志 ありて、 吉 野へ 引 籠り 給 ふ。 是に 依って 天 智の御 
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^1^.1 卷之 一  一一 

子犬 友 皇子、 之 を 計って、 吉 野へ 人 を 遣して、 天 武を召 返して、 近 江國に 於て 其 様子 を 

窺 ひ、 殺すべき との 沙汰 あ、 りし かば、 大 友の 后 は、 天 武の御 娘なる が 故に、 之 を 悲み給 

ひて、 密に御 父 天武の 方へ、 此事を 知らせら る。 天 武大に 驚きて、 村 國の男 依と いふ 

大臣 を 召して、 汝 早く 美 濃國に ft きて、 彼 地の 兵 を 催し、 不破 郡の 關を 固めて、 道路 を 

差 塞ぐべし。 我 も亦頓 て進發 せんと 宣ふ。 是に 依って 村 國の男 依 は、 濃 州に 来って， 

軍勢 を 相 催す。 鷹 橋の 兼 俊. 河邊の 音 人. 桂の 八 摩 太 等、 是に從 ふ。 其 後天 武は、 大伴 

志 摩と いふ 臣を 使に して、 大和の 留主高 坂の 王 を 語ら ひ 給 ひける が、 同心せ す。 依 

つて 天皇 幷に后 持統、 且つ 太子 草 壁の 皇子. 忍 壁の 皇子 以下 近臣 廿四 人、 吉野を 出で 

て 落ち 給 ふ。 路 次に て獵師 共廿 餘人來 りて、 御供に 候す。 此路次 山城の 國を 越え 給 

ふ 時、 流れ矢 來， -て、 天皇の 背中に 中る に、 其 所 を 矢 背と 號す。 拆 山中に 逃 入 て、 鞍 

馬 を 繋ぐ。 其 地 を 鞍馬 山と いふ。 それよ. 0 伊賀の 國に 赴きて、 中 山に 入る 時、 當國の 

軍士 數百 人來， りて 從ふ。 夫よ， り $: 勢の 國に 赴きて、 國司三 宅の 連が 軍兵 五 百 人 を 得 

て、 鈴 鹿の 關を 塞ぐ。 時に 天 武の子 高 市の 皇子. 大津の 皇子 二人 は、 近 江國に 在りけ 


るが、 密に逃 出で て、 伊賀. 伊勢の 內 にて、 天武 に參會 せらる • 古の 逢坂の 關是 な." 

去 程に 衬國の BR 依 は、 美 濃國に 在りて、 鷹 橋 兼 俊. 河邊音 人. 桂 八 摩 太. 大野 阿 氣津等 

を初め、三千人を催し、^t破の關を差塞ぎ、軍兵調ふ由を註進しければ、 天武 帝、 高 市 

皇子 を大將 として 不破 へ 遣し、 國を 守護 させし む。 東海 .li- 山兩 道の 軍兵、 來. -て相 

從ふ。 天武帝 は、 又 伊勢 圃桑 名の 郡に、 暫く 休足 せられて、 美 濃 國へ來 ，9、 大野の 郡に 

着 住し 給 ひ、. 夫より の 流れに 出で て 合戦す： 大 友の 軍兵 五 千餘人 、尾 州より 來 

. 'て、 終日 相戰 ふ。 天武帝 利な くして、 大 友に 追 はれて、 不 破の 關迄 逃げ 來り、 靑 野の 

地 こ-て 大こ戰 ひ^る 時に、 尾 張の 國司小 子 部 組 釣、 二 萬の 兵 を 率^て、 大 友の 後 を 襲 

ひ、 天 武に從 ふ： 故に 天皇 大軍 とな， -て 合戦す。 然れ ども 大 友軍 能くして 屈せす 合 

戰日を 重ねて、 靑野 にて 相 挑み 合み 大友 終に 大軍を 破りて、 近 江の 伊吹に 引 籠る t 

天武 帝、 江 州 和 g の 里に 陣 して、 逢坂の 關を 固めて 之を攻 むる。 高市の皇ョ，^ .^國 

の 男 依 を副將 として、 江 濃の 圏 境に 障し、 不 破の 關を 堅めて 攻む る。 近 江の 東西よ 

b 戰ひ 入る の 時に、 大和の 國司大 伴 吹 負、 軍兵 を 起して 天 武の御 方と なり、 所々 にて 

美 濃 e 守護の 事  ョ 


美 遣 國諸舊 記 卷之ー  JI 

大 友の 勢と 戰ひ、 利 を 得て、 旣に奈 良 迄 進み 入り、 鈴 鹿の 關を 守り、 近 江へ 攻め入， 9 ぬ， 

天武. 高 市、 諸 軍 を 下知して 攻め 給 ふ" 大 友の 皇子、 軍兵 を 方々 に 差 向け 、防戦す と雖 

も、 利 を 失 ひて 引返く  • 時に 美 濃の 守護 衬國男 依 大將、 一 番に打 勝ち、 數 萬の 軍兵 を 

いて、 近 江に 打 入りて 伊吹に 馳向 ふ" 大 友の 大將 境部藥 i. 息 長の 橫町 にて 切 合 

ひ、 男 依、 藥を討 殺す。 又 高 市の 皇子 は、 鳥籠 山繊 Mil き |;物 藤に て、 大 友の 大將秦 の 

友 足 を 射る。 野 州 川に て、 男 依、 土師の 千鳥 を 生 捕る。 大 友軍 破れて、 勢 多まで 引 行 

くノ 村國 進んで 追 懸け 攻め 戰ふ。 大友 自ら 群臣 を 率^て、 橋の 西に 陣を 取る。 男 依 

と、 互に 弓矢 を亂 して 相戰 ふ" 大 友の 大將智 高と いふ 者、 勝れた る 剛勇な， り。 能く 防 

ぎ戰 ひける 故に、 軍兵 進む 事 能 は ざ. 9 しが、 終に 男；^ が 矢に 中，.， て 死す。 是に 依つ 

て大 友の 軍兵、 悉く 散り 走る。 男 依 は 又 橋を乘 越えて、 粟. 津に攻 詰む る。 又大 友の 

大將犬 養の 連 谷の 鹽手 等、 皆 討 取らる。 大 友愛に 於て 打 負け、 行くべき 所な く、 山 前 

に隱れ て、 自ら 首 38 して 死す。 廿五歲 な， 0,。 此亂 治ま， て、 衬國 は、 美^の 大連 とな 

りて 當國に 住す. 依って 之 を 守護と して、 東海. 東 山 を隨へ 大臣と す。 是れ壬 申の 大 


車 返の 坂 

不 被の 翻 


，とい ふな b。 美濃國 にして、 守護と いふ を 居うる 事 之を始 とす。 然るに 當 國の靑 

野の 地. 不 破の 里. 關ケ 原の 鄕. 墨 俣の 渡 は、 古よ，..' の 戦場に して、 獄所 なり t 何れの 亂 

にしても、 不破. 墨 俣の 兩所 にて、 合戰 のなか， 0 し 時な し。 天武. 大 友の 亂を始 として、 

職弘 仁、 1 .1®  、透 天曆、 i 正曆、 ま承曆 I 天 仁、 灘白保 元、 t ゆ 治. I 養 和. 壽永、 職 息 承久、 赚醋 

元弘. 建武、 戮曆應 、賺花 永享、 鍾^ 應仁. 文明. 明應、 贿は慶 長 五 年關ケ 原 合戦に 至る 迄、 凡 

そ 七十 五 僚 度の 戰場 なりと い ？ C されば 此 故に、 今 車 返しの 坂と いふ あ て、 去 

頃 大中臣 親 守の 歌に、 

あられ もる 不 破の 關屋 に旅寢 して 夢 を も 得 こそ 結ば ざ，.^ けれ 

車 返しの 坂と 號 せし は、 關ケ 原と 今須 との 間の 宿大關 村に あり。 不 破の 關屋の 跡 は、 

同所 南の 方 町中に あり。 中頃 普光院 MIgl と ゆせ しゃん ごとな き 御 方、 不 破の 關 

を 御 尋ね あ， 9 て、 月 を御覽 せられん と、 遙々 都より 下らせ 給 ひしに、 關守 は、 此事を 聞 

き 及び、 斯く 荒れた る體 こそ 見苦しと、 屋根 をし つら ひ、 愛 彼 を 繕 ひ、 待 受け 奉，.^ し 由 

を、坂の下にて聞召^^、惜ぃかな關守、荒れたる所こそ賞15^なれと、歎じ給ひて、 一首 
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の御訪 歌に、 

葺か へ て 月 こそ もれぬ 板 ひさしと く 住み荒らせ 不 破の 關守 

斯く詠 じ 給 ひて、 坂の下よ. り 御 車 を 引返して、 都へ 歸らせ 給 ふと ぞ" 夫 故に 車 返し 

の 坂と い へ り： 右 委しき は、 古跡 緣記 にあり、 之 を 略す" 

去 程に 其 後程 經て， 元 正 天皇の 御宇 養老 一 一 午年、 志津の 大佐 美と い ふ 者、 敕を 受けて 

當國を 治 化 是 は靈龜 三年に、 當國不 破 郡 高 田の 奥山 中に、 靈水 涌き 出で、 老人 之 を 

汲みて 服し ける に、 忽ち 其齡、 壯年 となる、 故に 其 靈水を 養老と 號，、 - 靈龜の 年號、 又 

之に 改元す。 元 正帝此 所に 御幸 ありて、 養老の 靈水 を御覽 ありて、 御 還 幸の 砌、 志津 

大佐 美に 敕 ありて、 當國の 目 代に 命せられ しと 云々" 拆 夫よ， 9 ー百餘 年を經 て、 宇 

多 天皇の 御宇 寬卒 年中、 美 濃の 大目 橘 高貞、 當國の 司に 任じ、 其 身 一 世に して、 終に 其 

後、 村 上 天皇の 御宇 天曆 年中、 多田滿 仲、 當國の 主に 任じ 給 ひて より、 其 子賴光 幷舍弟 

賴信 迄、 相續 いて 是に 住し、 又賴 光の 嫡子 讃岐守 賴國、 幷に賴 光の 舎^ 大和 守賴 親の 

嫡子 肥 前 守賴房 迄、 承 治し 給 ひける。 ^又賴 光め 子賴國 • 其 子 美 濃守圃 房、 K に當國 


の 守護た b しが、 白 河院の 御宇 承曆 三年 七月、 國房隱 謀の 企 ありて、 敕勘を 蒙り、 解官 

せられけ る。 故に 伊豫 守 賴義の 二 SR 加 茂の 次郞義 綱、 美 濃 守に 任じ、 當國を 守護す。 

其子義 俊相續 ぎて 之に 住す。 其 後 又程經 て， 文治. 建 保. 建 治の 頃、 土 岐左衞 門 藏人光 

衡. 梶原平 三景 時. 二階 堂 山城 守 行政. 岩 手 小忠太 知事 別當 光家. 伊賀 三 郞左衞 門 光 资. 

相模守 雅義. 小 笠 原 十郞四 郞泰綱 等、 代る ぐ當 職に 任じ けれども、 皆 其 身 一 代に し 

て 終.^ ぬ。 又 時 移 、後醍醐 天皇の 御宇に、 土 岐光衡 が 四 代の 孫 土 岐伯耆 入道 賴^、 

當國の 守護に 任じて より、 後奈良 院の 御宇 迄 相續 ぎ、 光衡 よ、 り 十 一 代 住し、 當國を 治 

む。 拼此 後奈良 院の 御宇 天文の 頃の 大守 を、 土岐左 京大 夫賴 藝と號 しける が、 家臣 

齋藤 山城 守秀龍 入道 道 三が 逆心 故に、 土岐は 守護 を 離れて、 賴藝、 越 前の 國に落 行き 

ける。 夫より 道 三、 當國の 守護と な b  、其 子 一色 左 京大 夫 兼 美 濃 守 義寵. 其 子 齋藤右 

兵衞大 夫寵典 迄、 三代の 間當國 を押領 す。 時に 正 親 町の 院の 御宇 永祿七 甲子 年 九月、 

織 田 上總介 平信 長の 爲 めに 國を奪 はれ、 龍 興、 終に 江 州に 落 行き、 淺 井下 野守久 政が 

許に 至る。 是に 依って 信 長 は、 同 十月 朔 日、 尾 州淸須 より 岐阜 へ 移りて 之に 住し、 當 
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國を 治む。 其 後天 正 四 年の 春 1 江 州 蒲生邵 安土 山に 一 城 を 築き、 是に 移住す。 

l^r 囊 wl^ 。羽 岐阜の 城に は、 嫡子 三位 中 將信忠 公住し、 當國の 主と な b 、其 子秀信 

迄、 三代の 間是に 住す" 然る 所 慶長五 庚 子年 八月、 岐阜 中 納言秀 信 卿 は、 石 田 治部少 

輔三 成に 組し 給 ふ 故に、 江戶將 軍秀忠 公よ. り、 國々 の 諸將に 命じて 之を征 し、 秀信卿 

も、 當國を 退去す。 是に 依って 此 時よ.^. 以後、 當國の 守護 は斷絕 して、 江 tr^ 將軍、 其闕 

國を、 幕下の 諸將 へ 分け 與 へ られ、 其餘は 公領と なり て、 岡 田 伊勢 守 源 義同之 を 支配 

す。 

土岐氏 美濃來 住の 事 

土岐氏 は、 淸和 天皇 四 代の 孫 、鎮守府 將軍左 馬 權頭兼 伊豫 守源満 仲の 嫡子、 鎭 守府將 

軍 正 四 位下 攝津 守賴 光の 嫡流に して、 淸和 源氏の 眞裔 な， -。 代々 禁裏 守護の 名家と 

して、 武名 を逞 うす。 攝津守 源賴光 は、 天 曆八年 甲 寅年 七月 廿 四日 降誕す。 母 は 近 江 

守 俊の 娘な， -。 量 名 文殊 丸と いふ。 康保元 子年、 十一 歲 にて 元服し、 兵部丞 とい ふ， 


天祿元 午年 五月、 十七 歲 に て 家督 を受繼 ぎ、 冷泉 院 判官 代と い ふ • 其 後上 總介、 又 左 

馬權 頭、 肥 前 守、 正 四 位下、 美 濃 守、 同上 陸 奥 守、 鎭 守府將 軍、 內の 昇殿 を聽 され、 九ケ國 

を 受領し、 攝津 守に 任す。 治安 元 酉年 七月 廿 四日 卒去。 六十 八歲。 賴 光の 子 右 馬頭 

下野 判官 從四 位下 美 濃 守 賴國、 其 子 • 治 部 少輔、 多 田 伊豆守 正 五位 下 美 濃守國 房と い 

ふ。 天 喜 五 丁酉 年 一 一月、 始め て 當國東 美 濃 土 岐郡大 富の 里 に 住し、 美 濃 守と 號す。 

然る 所國房 は、 白 河院の 御宇 承 曆三己 未年 七月、 駿河國 の 住人 佐 渡 判官 重 宗が勸 に 

依り そ、 隱謀を 企つ る。 此重宗 i いふ は、 多田滿 仲の 舎弟 治 部 少輔武 藏守満 政の 四 

代の 孫な，^。 满 政の 子 刑 部 少輔忠 重. 其 子騣河 守定重 • 其 子 則ち 重宗 な， 9。 代々 駿河 

の國の 住人に して、 重宗、 父の 遺跡 を相績 して 在りけ る 所， 伊豫 守 賴義. 其 子 八幡 太郞 

義家 父子の 武威 壯 なる を 憎み、 重宗 嫉妬の 志 深く、 賴義の 一 家 を 傾けん i 、心 を 計り 

ける が、 一 擧の 力に 及ば ざれば、 美 濃 國に來 b て、 嫡家國 房 を 語ら ひ勸 めけ る， 依り 

て、 國房、 是に 同心して 約 を 堅む。 同年 七月、 重宗 は、 嫡子 佐 渡 源 太重實 とて、 十五 歲に 

なりけ る を 相 具し、 駿河國 を 立 出で て、 五 百 餘騎を 率し、 濃洲に 至.^、 國 房と 倶に、 厚 
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見 郡の 岐 山の 城に 循籠. り、 長 良 川 を 前に 當て S 要害 を 構へ、 軍馬の 用意 頻 な..^。 妓^と 

0^ 是に 依つ て 國中大 に動亂 し、 頓て都 へ 聞え ければ、 濃 州 征伐と して、 左 馬權頭 

源義 家に、 討 手の 大將の 命 を 賜 はり、 同 八月 三： n 京都 を 打 立ち、 三千 餘騎 にて、 當 謂に 

發向 なり" 時に 國房. 重宗、 敵 を 引受けて ゃ戰 はん、 且つ 打 出で て戰 はんと、 軍， 一 i 

せ ざ. -け るが、 重宗 は、 敵の 近邊 〈來ら ぬ 先に、 途中に て 支へ 戰 はんと 欲し、 八月 五日 

の 夜に、 長 良 河原 を 打 出で 馳 せけ るに、 其翌曉 方に、 株瀨 川に 着きた..。 愛に て檨子 

を 聞きけ るに、 討 手 は 黑地川 を 越えたり と 沙汰し ければ， 重宗 夫より 急ぎけ る 所、 其 

H 靑 野が 原に て、 討 手の 勢と 行 合 ひて、 愛に 於て 双方 矢 合して 相戰 ひける。 討 手の 

先陣に は、 坂 1!^ 判官 則 明と 鳥 海三郞 太夫 安部宗任な、 り。 宗任 は、 頃年義 家に 給 比し 

て、 此 度の 戰 場に 先手 を 望んで， 大に 武功す： 一 日 殊に 相戰 ひ、 兩陣死 t も 多 かりけ 

るが、 重宗打 負け、 馬上に て 自害し、 鞍の 前輪に 抱 付きて 死したり ける， 家の 子郞 等、 

悉く 散亂 して 、合戦 終りければ、 義家、 其 夜 は 赤 坂の 驛に 止宿して、 翌七 H 、技 山に W 

寄せけ るに、 國房、 味方 利な きを 察して、 重宗の 一 子 重實、 倶に義 家に 降參 して 艮 一成す。 


是に侬 つて 國中忽 に SK 國1實， 此 科に 依って 敕勘を蒙 ，り 解官 し、 阿 波國 へ 

. ^流せら ける が 、程なくして、 其 後 永 保 元年の 暮に 至， り 、赦免せられ 謹して、 本官 

i 塞れ I  I 房の 子 出 羽 守 光國. 其 子 土 佐 判官 光信. 擎 伊賀 守 光基 .挈 

土 岐左衞 門 藏人霞 守 光衡 とい ふ。 久 安五 己巳 年 五月 四 £ 誕。 は舊 五代の 

孫、 攝 津守源賴| 娘？。 光衡 は、 壽永 三年に 關 東に f  、 嫌 倉右 大將賴 朝 卿に 隨 

ひ、 文治 五 酉年 三月、 墓守纖 I は. i 岐 S 住し、 氏 を 土 fs。 後に？ 

に 移.^ し 住す。 賴 朝の 御 下 文に 曰く、 

下 美 濃 國土岐 郡 所領の 事 

一 、右 件 之 所 者、 盡相 lis 。而 £s 無 任 之 間、 百姓 S 領之 由、 S 

之 至 也。 自今 停 = 止 之，。 早 以，， 光衡， 爲，， 地頭 之 職， 畢。 子々 孫々 永代 不レ可 fe.- 他 之 妨- 

故に 下す。 百姓 等宜- >  承知； 敢 而不レ 可" 違 失 一 

文治 五 酉年 三月 十日 右兵衞 佐 源 朝臣 賴朝判 

源 左 衞門藏 人 殿 

、  二 

土岐氏 美瀵來 住の 事 


時に 光衡 は、 建 永 元 寅年 三月 廿日 卒す。 五十八 歳な， >。 光 衡の子 土 岐左衞 門 尉 光行， 

土 岐郡淺 野の 里に 住す。 其 子 隱岐守 光定、 末子 たれ ども、 總領職 i なりて、 土岐 郡に 

住す。 其 子 右 衞門藏 人伯耆 守賴貞 入道 存孝 寺 土岐郡 高 田の 里に 住す， 是れ 

又 末子 たれ ども、 總領 職と なる。 此時又 足 利 尊 氏 卿より、 當國 守護 職 を 賜 ユレる。 其 子 

左 近大夫 賴淸、 ^^^^ &」 W 西 美 濃 池 田 郡瑞岩 寺に 住す。 其 子 土 岐西池 田 美 濃 守 賴忠. 其 

子 左 京大 夫賴 益、 總領 職と な， > て、 厚見 郡 川 手の 城に 移住す。 其 子 左 京大 夫 持 益 • 其 

子 美 濃 守成 賴 入道 宗 安と いふ。 始めは 厚見 郡長 森の 城に 住し、 明應五 年より、 城 田 

の 城に 移り 是に 住す。 其 子 美 濃 守 政 房、 城 田の 城主な り。 其 子 左 京大 夫 賴藝な 

以上 光衡 よ.^ 十一 代、 斯の 如く 相績 し、 子孫 永く 繁榮 して、 末流 數多 あり。 淺野 • 三 栗 

は、 光衡 より 分る。 小 里. 获戶. 猿 子. 郡 深澤. 吉良. 小宇淨 右谷. 芝居. 桐 原. 大竹 を嫡 

流 i して、 饗寧郡 家. 小彈正 入居. 多 治 見. 受地由 原. 蜂 尾. 久尻. 金山. 土 居. 三 石 十二 流 

は、 光行よ. 0 分る。 船 木. 福 光 • 外 山. 今 峯. 北方. 小 柳. 荒 川. 井口. 穂 積. 麻 生. 墨 俣 は、 賴貞 

よ.^ 分る。 西 池 田. 島 田. 明智. 揖斐. 山 尻. 世 保. 稻木 は、 賴宗の 子孫な り。 久々 利. 宇田. 


陶 江. 所. 肥 田. 瀨戶. 拜崎も 、同流な り。 萱津 • 鷲津. 領 原. 西鄕. 田 原. 衣斐 は、 賴忠 よ， Q 分 

る。 大桑. 佐 良 木. 長 山. 本庄 は、 成賴 よ， - 分る。 滿木. 衬 山. 梅戶. 菅沼 二色 も、 同流な り。 

總 じて 何れも 子孫 繁昌して、 光 衡、. 文治 五 年、 守護 職に 任じて よ..、 天文 十一 年、 賴藝 

落 去 迄 十一^に して、 三百 五十 餘年 を經、 甍を 1^ ベて 住居す。 光衡 より 賴貞迄 は、 さ 

せる 威勢 もなかり しが、 尊氏將 軍の 御代に、 賴定 を、 當國の 守護に 任せられ てよ.^ 以 

來、 後屋 形の 號を賜 は， -、 次第に 威光 を 輝し、 仁 木. 細 川. 土岐. 佐々 木 • 今 川. 荒 川. 山 名* 

一 色. 畠 山. 吉良. 石 堂. 高丄 杉と て、 其 代の 高 家と して、 天下の 諸 大名 尊敬す。 賴貞の 

子數多 あり" 長男 小 太郞、 從五 位下 福光藏 人助賴 通と いふ。 方 縣郡福 光の 住人な り。 

二 男 民 部大輔 賴淸、 後に 左 近 大夫賴 宗と改 む。 三男 彈正 少弼賴 遠. 四 男 兵 部 卿 律師 

周 寝坊. 五男 賴明 入道 道 謙な b。 賴宗 は、 池 田 郡瑞岩 寺に 住居す。 子息 數多ぁ b。 嫡 

子 大膳大 夫賴康 とい ふ。 將軍家 尊 氏. 義詮兩 公に 隨ひ、 美 濃. 尾 張. 伊勢三 ケ國の 守護 

t とな b て、 延文 五子 年 三月、 厚見 郡 川 手の 府に 一 城 を 築き 之に 住す。 尊 氏 卿 逝去 

の 後、 入道して 善 忠と號 す。 賴宗ー 一男 を、 明智 次郞. 長 山 下野 守賴兼 入道 善 桂と 號す。 
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康永元 午年 三月、 東 美 濃 可 兒郡明 智の鄕 長 山の 地に 一 域 を 築き 之に 住す。 明智 家の 

元祖 是 なり。 同 三男 を、 揖斐三 三輪 新藏 人. 出 羽 守賴雄 入道 祐禪 i いふ。 康永ニ 

未年 八月、 西 美 濃 大野 郡揖 斐の庄 三輪の 山上に、 一 城 を 築き 是に 住す。 同 四 男、 土岐 

西 池 田 三 郞美濃 守賴忠 とい ふ。 池 田 郡瑞岩 寺に 住す。 後 本鄹に 住す。 拆又大 膳大夫 

賴康の 嫡子 同康行 • 其 子 左 馬助康 政相續 ぎて、 川 手の 城に 住し、 其 威勢 甚 しか b ける。 

時に 左 馬助康 政、 將軍 家の 命に 背きて、 叛逆の 色 を 立てら る 故に、 足 利義満 公より、 

同氏 美 濃 守 賴忠の 嫡子 賴 益に 命じて、 康政を 討た せらる /-。 賴益公 命 を 重んじ、 忽 

ちに 康政を 征伐し、 國中を 平均 させし め、 其 戦功 莫大なる を 感じ 思 召して、 將 軍義滿 

公より、 土 岐總領 職 を、 賴 益に 賜 は， りけ る。 是に 依って、 川 手の 城へ 移，^ 是に 住す。 賴 

益の 子 持 益. 其 子成賴 迄、 川 手の 城に 住し、 守護 職たり。 拆此 成賴と 申す は、 實は持 益 

の 嫡子に あらす、 一 色 兵 部 少輔義 Is の 男と もい ふ。 又 饗庭備 中 守 元 明が 子と いふ- 

實 なるべし。 文 安三 寅年 三月 誕生な. >。 父 左 京大 夫 持 益の 嫡子 太郞持 兼と いひし 

が、 早世に して、 家督に 立たざる の 故に、 家臣 齋藤帶 刀 左 衞門尉 利 永 入道 宗甫が 計ら 


ひに て、 養子と して、 持 益の 家を繼 がせた，^。 然るに 持 益の 妾腹の 一子、 國 千代 凡と 

いうて あ， -け るが、 齋 藤が 爲に 依って、 家督に 立たざる 故に、 妾 之 を 恨み 圃甄れ 、暫く 

騷 動す。 戦記 は、 長祿 軍記に あ， -。 之 を 略す。 成賴 は、 家督 を受繼 ぎて、 始め 川 手の 

城に 住し、 明應五 年よ. り 城 田に 移る。 入道して 宗 安と 號す" 子息 數多 あ， り。 嫡男 美 

伊 法師 九と いふ" 文明 五 卯年 誕生" 元服して 疆と いふ。 後將軍 I 公に 目見え 

し、 政の 一字 を 賜 は， り、 美 濃 守 政 房と いふ。 城 田の 城主な り。 永 正 十六 己 卯年 六月、 

加 茂 郡 米 田に 於て 逝去す。 法名 承 隆寺宗 壽と號 す。 二 男 を、 大桑 兵部大 輔定賴 とい 

ふ" 文明 七 未年 誕生。 明應五 年よ b 、山 縣郡大 桑の 城に 住す。 子孫 關東 にあ， 三 

男 を、 佐 良 木 三 郞尙賴 とい ふ" 各 務郡更 木の 住人な り。 右三人、 倶に 同腹の 兄弟な り t 

拆四男 を、 四 郞元賴 とい ふ。 是は當 室の 子に て、 父成賴 にも 寵愛 甚 しきな り 此故 

に、 長男 政 房 を 押込めて、 四 郞元賴 を 以て、 家督に 立てん と、 當室思 立 ありて、 密に逆 

意 を 企て、 齋藤新 四 郞利國 が 家臣 石 丸 權左衞 門 利 光 を 語ら ひて、 明應三 寅年 十二月、 

加 納大寶 寺の 開 堂 有レ之 時に、 事寄せて、 政 房 及び 執 權齋藤 新 四 郞利國 入道 紗 0 1 起 
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公 性 を 討たん と 謀りし かば、 事 顯れて 本意 を 遂げす。 其 後明 應五 辰年 六月 1 1 十日、 

城 田 寺に 於て、 元 賴幷に 石 丸 利 光 以下、 其 外の 一 味の 輩、 悉く 自害す。 右亂記 は、 舟 田 

記に あり。 略. ZNT 

^同年の 秋、 成賴 は、 池 田の 安國 寺に て剃髮 して、 宗安 と號 す。 世 をば 長子 政 房に 讓 

、同 丄ハ 巳年 四月、 川 手の 正 法 寺に て 卒去す。 年齢 五十二 歲。 1^ 謹 山お 政 

房 家督 を受繼 ぎ、 明應六 年の 秋より、 川 手の 城 に 住し、 守護 職と す。 政 房 は， 佛神を 尊 

み、 上 を 敬 ひ 下を憐 み、 仁義 正しき 名將 なり。 其 後、 世 を 長子 盛 賴に讓 .C/ 其 身 は 永 正 

十二 乙 亥年、 城 田の 城に 移り、 同 十六 己 卯年 六月、 可 兒郡米 田の 里に て 卒去な り。 又 

成賴の 五男 國賴、 六 男 賴亂、 七 満喜、 土岐 大夫賴 春と い ふ。 上 總國満 喜の 住人と な 

るな り" 賴 春の 子 上總 介賴尙 とい ふな， o。 拆又美 濃 守 政 房に、 子息 數多 あ. 9。 長男 

左衞門 尉盛賴 とい ふ。 後に 賴 純と 改む。 明應八 未年 六月 生る" 始め 永 正 十二 年の 

六月、 父 政 房の 讓を 受けて、 川 手の 城に 移り、 是に 住す。 然る 所に、 逆臣 齋藤道 三が 爲 

に、 舎弟 賴藝と 不和に な， 9、 大永七 亥年 八月、 川 手の 城を攻 落さ れ、 越 前 國に落 行き、 


朝 倉 彈正左 衞門孝 景を賴 みて、 一 倐 谷に 住居す。 其 後、 天文 十六 丁 未年、 齋藤 退治の 

爲に、 朝 倉が 加勢 を 得て、 再び 美 濃 國に歸 り、 大 桑の 城に 入りて 楣 籠り、 同年 八月 十五 

=1、 道 三と 戰ひ 討死す。 法名 南 泉 寺 殿 玉 5< 「之 桂大 居士。 M 十九 歳。 

^又 政 房の 二 男 を、 左 京大 夫賴藝 とい ふ。 文龜元 酉年 生る" 永 正 十六 年に、 方縣^ 鷺 

山の 城主と なり、 其 後、 大永七 年 三月より、 大 桑の 城に 移り 在住す。 當國の 守護と な 

. り 、屋 形と 號す： 三 SR 、三郞 伊豆守 治賴 とい ふ。 常 陸 國信田 郡 信太ノ 庄江戶 崎の 城主 

なり： 四 男 は、 四 郞光尙 とい ふ。 勢 州 梅 戸へ 養子、 梅戶民 部大輔 とい ふな ひ。 五^ は、 

五郎 光親と いふ" 霄國 揖斐へ 養子、 揖斐周 防 守と いふ _d 六 男 は、 鷲 巢六郞 光龍、 七 男 

は、 七郞丹 波守賴 光、 八 男、 八 賴香 とい ふ： 女子 一 人、 江州箕 作の 城主 佐々 木 六角 判 

官彈正 少弼義 賢 入道 承 鎖の 室是 なり" 然るに、 逆臣 齋藤新 九 郞秀龍 入道 道 三、 天文 十 

一 年に、 大守 賴藝を 攻め 落し、 國を奪 ひて、 自ら 山诚 守と 號す。 ^賴藝 の贪弟 七郞賴 

^入 郞賴 香. 此 二人 を、 道 三 謀-りて 聱 となし、 契 を 結びて 勢 を 集め、 後密に 謀計 を以 

て、 兄弟 5 ^に 害せん とす： 然れ ども 賴光 は、 心 悟き 人に て、 害すべき 便なければ、 毒 を 
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以て 害せ..^: 弟賴香 は、 天文 十三 甲 疑 年 八月。 織 田 備後守 信秀、 濃 州に 攻入、 りし 時に、 

羽 栗 郡 無 動 寺 村に て、 道 三が 家來 松原 源 吾に 討た る、。 f£ 鳩随 1^  一 # ？リ。 時に 賴 香、 

一 人の 幼子 あり。 鶴壽丸 i いふ。 家臣 名 和 安左衛門と いふ 者、 下野 國に伴 ひ 落ちて、 

彼 國の郡 波の 庄 にて 成長す： 子孫 東國に 在.^。 

美 濃 守 政 房の 二  左 京大 夫 賴藝， 道 三が 勸に. 依って、 舎兄 盛 賴を追 落し、 總領 職と な 

,9 て、 當國の 守護と な. りぬ。 子息 數多 あ， 5。 嫡子 を 北 美 伊 之太郞 法師と いふ。 父賴 

藝. 常に 愛宕 權現を 崇敬 あ-^ ける に、 彼 神の 使 ひ 者 は、 猪なる 故に、 一重 名 を 猪 法師 丸と 

も 付けら る、。 享祿三 寅年 生る。 逆臣 道 三が 讒言に 依って、 父君 へ對 して、 謀叛の 志 

あると 沙汰 せらる、 の 故に、 父 の 勘氣を 蒙り、 總領 たれ ど も、 家督 に 立たざる な b 。の 

ちに 織 田 備後守 平信 秀の 烏帽子 子 i な.^ て、 一色 小 次 郞賴秀 と名乘 る」 尤も 始めは、 

衬山 越後 守藝 重の 聱 となるな， -。 二 男^ 郞 法師と いふ。 兄の 太郞 法師 丸 勘氣の 後、 

家嫡 とせら る、 な， o。 後に 一 色 左 京亮賴 師と改 む。 其 後、 又 宮內少 輔賴榮 とも 號す。 

晩年、 明 智日 向 守 光秀の 客 家と な.^ て、 江 州に 住す。 天 正 十 午年 六月 十四日、 光秀 生 


害の 後、 見 松 喪 宗智 と號 して、 京都に 住居な ト人 拆賴藝 の 三男 三郞 は、 早世な り ^ 

は 女子な， -。 四 男 を、 四 郞左衞 門尉賴 興と いふ。 後に 入道して、 道 庵と 號す。 五男 

を 、五郎 左衞 門尉賴 茂と いふ： 後に 主 水 正と 改む。 入道して 久 安と 號す。 六 男、 江 崎 

六郞賴 通と いふ。 濃 州 大野 郡淸水 村に 住居す。 又 賴藝、 別に 妾腹の 男子 も數多 あり。 

土岐兵 庫介藝 元と いふ" 天文 四 乙 未年 生る。 母 は各務 郡の 住人 岩 田 茂 左衞門 娘な 

be 藝 元は、 賴藝 零落の 後、 江 州に 至り、 淺井長 政が 許に て 成長す" 後に 明 智日 向 守 

光秀の 客 家と なりて、 天 正 十 午年 六月 十三 日、 山 崎の 合戰 にて 討死す。 四十 八歲。 

同 弟 兵 太夫 藝次. 同 半 太夫 賴元、 右 兄弟、 俱に 日向 守 光秀に 屬し、 藝元 同時に、 山 崎に 

て 討死す： 兵 庫介藝 元の 子、 大 學賴國 i いふな ト人 子孫 關 東に 在り。 兵 太夫 藝 次の 

子、 兵 右衛門 藝 春と いふなり： 山崎亂 後、 濃 州に 至り、 子孫、 岩 村の 城主 松 平和 泉 守 家 

乘に仕 ふるな り。 

^又 一色 小 次 郞賴秀 の 子息 數多 あり， C 長子 を 小太郞 正義と いふ" 後に 越後 守 光義 
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とい ふ。 母 は 村山藝 重が 娘な， り， 故に 村 山が 家に て 成長す。 二 男 は、 小 次 郞茂賴 と 

いふ， 後に 三 左衞門 尉と いふ。 永祿十 一 辰年 七月 廿七： n  、祖父 稻葉 伊豫 守 良 通 入道 

一 哲 齋に携 へ られ て、 厚見 郡 西の 庄の龜 甲 山 立 政 寺に て、 足 利 將軍新 公方 義昭 公に 

目 見して、 昭の 一 字 を 賜 は， りて、 織 部正昭 賴と改 む。 三男 小三郞 は、 稻葉 一 哲齋の 養 

子と して、 同年 八月、 義昭公 へ 仕 へ て、 江 州御發 向の 御供して、 稻葉靱 負佐賴 永と 名乘 

、後に 又、 勘 解 由良賴 と改化 ^四 男 は 又 次郞、 後に はま 稅 介榮與 とい A 其 後、 掃 部 

助 光！ K と改 む。 五 は 女子、 石 谷 左 京亮源 光廣の 室な り。 六 も 女子な り" 關小 十郞室 

たり。 拆賴藝 の 二 男 宫內少 輔賴榮 入道 見 松 齋宗智 の 子 二人 あ ，り， 長男 左 • 馬助賴 善. 

二 男 縫 殿 助賴昌 とい ふ。 兄弟 俱に、 日向 守 光秀の 養育に て 成長す。 左 馬助賴 善の 嫡 

子 を、 內 匠助賴 俊と いふ。 縫 殿 助賴： € の 嫡子 を、 九 左 衞門賴 之と いふ。 其 子 圓右衞 

門 之 信と いふ。 尾 張 宰相 義直 公に 仕 ふ。 內 匠助賴 俊の 子 二人 あり。 長子 出 羽守賴 

氏. 二 男 兵 庫助賴 孝と いふ。 各 江 將軍 家の 幕下に 仕 ふ， 

拆叉賴 藝の四 男、 四 郞左衞 門賴奧 入道 道 庵の 子、 四 郞左衞 門 賴繼、 後に 宗 見と 號す。 


紀伊常 陸 介賴宣 卿に 仕 ふ。 

S 男 主 水. I 茂 入道 久 安の 子、 主 水 正 I. 其 子 市 正 賴季挈 大膳囊 治と いふ 

江戸 將軍 家の 幕下に 仕 ふ。 

然るに、 宮內少 輔賴榮 、見 松齋宗 智と號 して、 京都に 住しけ る 時に、 天工 十 年 午 十二月 

朔： n  、父 賴藝、 濃 州 大野 那岐 禮の鄕 にて 逝去の 以前、 其 臨終に 至り、 七^ 兵 衞尉を 使と 

して、 累代 相 傅の 旗 幕. 太刀. 甲 一 つ. 系 圖の卷 物. 綸旨 .宣 命 • 御敎 書、 其 外、 家の 軍 S 等 

迄、 賴榮に 相 讓られ けり" 本 系 則ち 此家 にあ. り。 5$ 此 外の 土岐 氏族 は、 正 流に あらす， 

庶流なる べし。 又 一族 條屋出 羽 守 賴隆. 石 谷 播磨守 光俊 二 家の 正 流 は、 江戶將 軍の 

幕下に あり。 又 石 谷 近 江 守 光重の 正 流 は、 井伊 掃 部 頭 直 孝の 家に あり。 又 妻 木 長 門 

守忠賴 は、 明智 H 向 守 光秀と 叔 姪な. -。 是れ 明智の 一家に て、 嫡家 忠賴、 江戶將 軍の 

幕,， 《 にあ、 り。 明智の 流の 嫡家 は、 桂の 鄕に 蟄居。 子孫 彼の地に あ、 り。 揖斐 氏の 正 流 

は rfi 戶將 軍の 幕下に あ， り- 又 原 氏の 正 流隱岐 守久賴 は、 慶長五 年 八月 廿四 n 、關ケ 

原の 合戦に て 生害す。 子孫 池 田 邵東野 六" 井の 鄕に 蟄居す。 又 松 平 安藝 守 綱眷森 美 

土歧氏 美瀵來 住の 事  一一 一 
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作守忠 政. 成 瀨隼人 正正 成の 三 家に、 原の 末流 あ 又 中務丞 政賴が 子孫 も あり， 小 

里 出 羽 守 正 流の 子孫 和 田 助 右衛門が 末 は、 松 卒丹波 守 光重の 家に あ hN。 満 喜の 末 道 

鐵が 子孫 は、 田 釆女正 氏 信の 家に あり。 又 一 色 賴秀の 末 は、 池 田 輝 政と 前 田 利 綱 

との 家に あ..^。 此外、 彼の 氏 性を稱 する 者 多 けれど. rd- 、皆 以て 傍に 出づ る 一 系に し 

て 信す るに 足らす。 此文、 土岐氏 後世の 爲 めに、 能く 問考 して 傅へ 書 置き 畢。 

、 . 齋 藤氏 来由の 事 

當家 は、 大織冠 鎌足 公の 孫、 內 大臣 房 前の 三男、 川邊 大臣 魚 名 卿の 末パ刈 仁將軍 末流な 

り。 魚 名の 二 男、 從五 位下 中 務少輔 鷲 取と いふ。 其 子 藤嗣、 其 二 男 越 前 守 高 房. 其 七 

男 常 陸 介 時 長、 其 子 鎭守府 將軍左 近 將監利 仁 也。 利 仁の 六 男 齋宮頭 齋藤叙 用、 其 子 

中務 少輔吉 信、 其 子 則 親、 其 子吉原 四郞則 光、 其 子 河 合 大夫則 重、 其 子 河 合權頭 助宗、 

其 子 左 馬允實 遠、 其 子 齋藤次 郞大夫 實賴、 其 子 齋藤左 衞門賴 常、 其 子 帶刀左 衞門尉 親 

賴と いふ。 後鳥羽院の 御宇、 親賴 始めて、 美 濃 國の目 代に 任じて、 承 久の戰 に、 鵜 沼の 


渡に 馳せ向 ひける。 其 戦功よ， りして、 其 子 賴國、 其子賴 有、 其 子 賴爲、 其 子 中 務丞賴 茂 

迄、 當國の 目 代な りしが、 足 利 將軍尊 氏 卿の 御代に、 土岐大 膳大夫 賴康、 美 濃. 尾 張 • 伊 

勢 三 ケ國の 守護と な. M し、 其權威 甚だ 壯な， - しかば、 い つと なく 土岐 氏の 家臣と な 

hs ける。 久しく 當國に 住する に 依り、 子孫 數多 あり。 林. 長 井. 岡. 疋 田. 加 藤. 國 枝. 安 

籐. 水 野. 牧野 .靑 山. 安田. 藤 井. 小野& 田. 松 波. 和 田. 羽田. 花 衬. 名 拿 曾 我 屋， 近 藤 • 赤 塚 • 

後藤. 佐 藤 .堀. 前 田. 吉 原. 河 合. 都 筑. 中 村. 松 田. 矢 木. 靑 木. 松 井. 豐田. 白木 • 井上 夫 谷 • 谷 

務. 加々 野 江. 三 井. 村 山 等な り。 右の 外、 所々 にあれ ども 記さす。 此 書に 出す 所の 面 

面の み。 

齋藤賴 茂の 子 利 茂、 其 子 利 政、 其 子 齋藤帶 刀 左 衞門尉 利 永 入道 宗甫。 

其子齋 藤帶 刀 左 雷 尉 利 藤 入道 持 金院妙 椿。 法名 開 雲 殿權 

大 僧都、 大年 妙手 椿  <ム 居士。 

利 藤 子、 齋藤新 四 郎利國 入道 妙 純 一 超 公 性 僧都. 

利國 子、 齋藤新 四郞利 良。 

齊 藤氏 来由の 事  さ 一 
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、 利 藤 弟、 齋藤左 金 吾 利 安。 

利 安 弟、 齋藤 式部 大輔 伊豆守 利 綱 • 

利 安子、 長 井 豐後守 利險， ヒれー パき卒 

利隆 子、 長 井藤 左 衞門尉 長 張- 法名 桂 岳宗昌 * 

拆嫡家 は、 齋藤新 四郞利 良」 是は 子孫な し。 天文 七 年に 斷絕 す。 庶流 は 記さ や- 

長 井 長 張の 子、 井上 忠左衞 門 尉 道 勝と いふ。 不破郡 今 須の城 まなり" 二 男 長 井谁人 

正! 利と いふ C 始めは 羽 栗 郡竹ケ 鼻の 城に 住し、 後に 武儀 郡關の 城主と なる。 永祿七 

年子の 九月、 信 長の 爲 めに、 美 濃の！ i を 出で、 齋藤龍 興 を 伴 ひ、 越 前へ 落 行き、 朝 倉に 

屬し、 後足 利義昭 公に 隨 順し、 其 後、 天 正 元 癸 S 年 八月 八日、 越 前 國敦賀 にて 討死す。 

井上 忠左衞 門 道 勝の 子、 井上 小左衞 門利定 とい ふ。 永 祿七年 九月、 信 長の 爲に攻 出 

され、 齋藤 龍興竝 叔父 長 井阜人 正道 利と 俱に、 美 濃國を 出で て 越 前に 落 行き、 後 三 好 

三人 衆に 與 力し、 又 義昭 公に 組し 奉る" 于， 時元龜 元年 二月、 荒木 攝津守 村 重、 信 長に 

隨 順して、 和 ffl 伊賀 守雅 政を攻 むる" 其 時義昭 公の 命に て、 井上 小左衞 門利定 をし 


て、 和 田 を 救 はしむ。 同ん 月卄 八日、 白 井河 原に て合戰 し、 利定、 荒木が 臣 三田傳 助..」 

組んで 討死す。 卅九 歳？" 法名 德靈 舞と いふ。 華、 井上 小 左 胃 I 利と い 

ふ。 秀吉 父子に 仕へ て、 攝 州の 代官と なる。 黃母衣 組の 入數 にて、 天下に 武勇 隱れな 

し。 于， 時 元 和 元年 五月 六日、 河 州 道 明 寺 口の 戰に 討死す。 五十 歲。 法名 宗 利と 號す 

定 利の 子 長男 を、 井上 治 兵衞利 中と いふ。 二 男 を、 同 瀨兵衞 利 負と いふな，"。 治兵衞 

利 中の 子孫、 濃 州に あ、 り。 利貞の 子孫、 大坂亂 の 後、 稻葉 伊豫 守 典 通に 仕 ふ。 又齋藤 

« 興の 權子新 五郎 長 « は 、信 長 公に 仕へ て、 濃 州 武儀郡 加 治 田の 诚 まな，" 于 ぃ時ヲ 

正 十 壬 午年 六月 二日、 京都 ニ條の 城に 於て、 一族 齋藤內 藏助利 三に 討た る。 其子齋 

籐齋宫 は、 岐阜 中 納言秀 信 卿の 小姓な b しが、 慶長五 年 八月 廿 三.^、 岐阜 合 戰_ -カ砌 

足 立 中務. 武藤助 十 郞と俱 に、 白 晝に女 姿に 出立ち、 長 良 川 を 打 渡り、 北山 へ 落 行き、 

齋宮が 子孫 は、 松 平 大和 守 直 基に 仕へ、 子孫 彼 家に あり。 又 齋藤利 綱の 末 內藏助 利 

三が 子孫 は、 江戶將 軍の 御 幕下に あり。 右 衞門督 が 娘 は、 稻葉良 道が 室な， -。 右衞 

0: 討 治 利が 娘よ、 稻葉內 匠 助 正 成 室な h へ 慶 長の 頃 迄 ありけ るが、 加々 野 江の 城主 

齋 藤氏 來 由の 事  ， 0 
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加々 野江彌 八郞. 三 井の 城主 三 井 彌巿等 は、 皆 彼の 末流な， 0, 三 井 氏 は、 加州に 有， 之 

？。 

. . 土岐氏 零落、 齋藤道 三の 事 

土 岐美濃 守 政 房、 當 國の屋 形に して、 明應六 巳年、 厚見 郡 川 手の 城に 住し、 守護 たり。 

其 後、 永 正 十 1 一年 六月、 當職を 嫡子 盛 賴に讓 り、 其 身 は、 方 縣郡城 H の 城 に隱 居し、 後 

同 十六 己 卯年 六月、 可兒郡 米 田の 里に て 卒去 也。 嫡子 盛賴、 家督 を受繼 ぎ、 川 手の 城 

に 在住な， 9。  二 男 左 京大 夫賴藝 は、 永 正 十六 年 五月より、 方 縣郡鷺 山の 城に 在住し、 

其 外の 息 男、 所々 に 在住し、 其 威 專ら壯 にして， 一 族 倶に榮 えけ る。 然るに 其 頃、 齋藤 

道 三と いふ 者 あり。 其 由 緖を尋 ぬるに、 元來其 先祖、 禁裏 北面の 武士な り。 藤 原 氏 

にして、 大織冠 鎌足 公 六 代の 孫、 河 內守衬 雄の 子、 武藏 守從四 位下 鎭守 府將軍 藤原秀 

鄕の六 男、 從四 位下 千 常の 子、 相 模守公 光の 四 男、 同 公俊、 其 子 m 城 守 經秀、 其子秀 遠、 

其 子 佐 藤 筑後守 遠義、 其 五 sf ^五郎 義景、 其 三男 左 近將監 義忠、 其 子 甲斐 守 時忠、 其 子 重 


房、 擎 七郞舊 SI 、華 松 波 三 郞左衞 門讓、 辈松波 彈正讓 、華 Is 

fr 擎同 直將讓 春、 挈 S8I、 其 S 議、 擎 S, 大 I 宗、 章 

左 近 將監義 、章 道？..。 松 波、 代々 上 北面の 侍な りしが 、業が 代に 至り、 故 あ 

,0 て、 山城 國乙訓 郡 西の 岡に 居住す。 道 三 は、 永 正 元 甲子 年 五月 出生。 I 費と 

い. ふ。 生れ つき 美々 しく、 諸人に 勝れ、 幼少の 砌ょ i 舊く、 成人の 後 は、 然る ベ き 

者と もな らんと、 謹 甚 しか. > ける。 父讓、 峯 丸、 I 貨 ならざる を 察して、 凡 下 

になし 置かん も殘 念な りと て、 峯 A 十 一 歲の春 出家 させ、 京都 妙覺 寺の 日 善 上人の 

弟子と なし、 法 蓮 房と 號す。 元 來利發 の 者 なれば、 日 善 上人に 隨 身して、 學は 顯密の 

奥旨 を 極め、 辯 舌 は、 富樓那 にも 劣らす、 內外を 能く 悟り、 頗る 名僧の 端と もな りぬ • 

然るに、 又 此日善 上人の 同じ 弟子に、 If い ふ あち。 此南 陽房 は、 法 I が 5 

下： して、 年齡 もニ歲 下な， -。 此故 兄弟子 法 蓮 房 を 慕 ひて 學を 極め、 其間斷 金の 交 

こ ノて、 殊， i しか， りけ る。 SIf いふ は、 籠 圃土岐 氏の 幕下 長 井 8 守 

籐原利隆が舍 弟に して f ける が、 是も 仔細？ て 出家し、 幼少 上人の 弟 

土岐氏 零^ 齋藤道 三の 事 
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子と なり、 法 蓮 房の 傍輩た b しが、 元來發 明の 生れな トし 故に、 諸學の 奥旨 を 極め、 法 

連 房に も 劣ら ざ， りけ る。 其 後、 段々 諸學に 達し、 近代の 名僧と なりて、 日 運上 人と 號 

しけ る" 然る 所、 永 疋三丙 子年 1 一 月、 舍兄長 井豊後 守が 請 待に 依つ て、 濃 州 厚見 邵今 

泉の 鄕鷲林 山 常 在 寺の 住職と な， 0 て、 美 濃 國に歸 りぬ。 又 法 連 房 は、 常々 南 陽 房 

を 引 廻す 稃の者 なれば、 專ら無 養の 名僧な りしが、 或 時 如何なる 心 か 付き けん、 一一 一 衣 

を脫 ぎて 還俗し、 西の 岡に 歸.^ て 住居し、 奈良屋 又兵衞 とい ふ 者の 娘を娶 りて 妻と 

なん、 彼の 家名 を 改め、 山 崎屋庄 五郎と 名乘. りて 燈油 を商內 す。 後に 父が 氏 を 用 ひ. 

て、 松波庄 五郎と 號 す，' 元來此 者、 心中に 大志 も あり けん、 出家の 間に も、 和漢の 軍書 

に 眼 を 晒 L. 、合戦の 指揮、 進返懸 引の 奥義 を學 び、 又 能く 昔 曲に 達し、 或は 弓炮の 術に 

妙 を 得たり" 大 永の 頃よ.^、 每年美 濃 國に來 b  、油 を賣. ける が、 彼の 厚見 郡 今 泉の 

常 在 寺の 住職 曰 運上 人 は、 幼少の， 砌の 朋友、 其知邊 あるに 依りて、 數 3 常 在 寺に * り、 

檨々 の 物語な どして、 當國の 容體を 窺へ り" 元來 聰明 英智 にして、 武勇 剛計を 志し 

て、 身は賤 しき 商 民 なれ ども、 心剛 にして、 思、 內 にあ，.： >と 雖も、 を 得すして 本國を 


離れ. 期の 如く 身 を 落し、 瀘 州に 來. 9、 立身出世 を 心 懸け、 川 手. 稻葉ま 山な どの 城下 

に 至り、 H 々燈油 を賣. -步 行きけ るが、 辯 舌 を 以て 諸人 を 欺き、 或 時人に 向って 申し 

ける は、 我等 油 を 計る に、 上 戶を用 ふる 事 之な く、 一文の 錢を 以て， この 穴より 通す ベ 

し。 若し-:: >  より 外 へ 、 少しに ても懸 b しなら ば、 油 を無價 にて 進す ベ しと い ひけれ 

ば、 皆 人、 是は 希有の 油賣な とて、 城下の 者 共、 餘 人の 油 は 曾て 求めす、 ロハ 庄 五郎が 

油 をのみ 買 ひける 故に、 暫時の 內に、 數 多の 利 分 を 得て、 大に 金銀 を貯 へ、 猶も油 を 商 

內 しける 故、 稻葉 山の 城主 長 井藤 左 衞門長 張が 家臣 矢 野 五左衛門と い ふ 者、 此由を 

聞きて、 庄五郞 を 呼びて、 自ら 油 を 求めければ、 畏 つて 錢 一 文 を 取 出し、 件の 油 を、 四 

角なる 柄杓に て 汲み出し、 流る、 事 糸 筋の 如く、 細く 満 つて、 錢の穴 を 通しければ、 五 

左 衞門大 に 感じて 申して 曰く、 誠に 是れ 不思議の 手の 內 な，.^" 能く も 手練せ しもの 

ぞ かし， 去， 9 乍ら 惜む べし。 是 程に 業 を 能く 得 たれ ども、 賤 しき 藝 なる 故に、 熟し 

たる 所が、 僅の 町人の 業な，^。 哀れ 斯 程の 手練 を、 我が 嗜む 所の 武術に 於て 得る 程 

ならば、 適れ 後代に、 其 名 を 知らる、 武士と もなる ベ きに、 殘 念なる 事よ と 申しけ る 

土 岐氏零 i 傳齋藤 道 三の 事  一一 九 
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庄五郞 之 を 聞きて、 實 にや 矢 野が 一 言、 其理に 至極せ、 りと、 我が家に 歸、 り、 其 儘 油 道具 

を賣彿 ひ、 右の 商賣を 止め、 心中に 思 へ らく、 我れ 聊か 軍書に 心 を 寄す る. と雖 も、 未だ 

熟せす。 何れの 藝を嗜 む も、 其 極意の 至る所 は、 一 文の 餞の 穴よ. > 油の 通る に、 外へ 

懸ら ざる 如く、 皆 手の 內の究 まる 所な ，9。 弓矢 鐵炮の 能く 的當 する も、 此理に 等し。 

さらば 長鎗を 手練 せんと 欲し、 自ら 工夫 をして、 我が家の 後に 行き、 藪の ありけ るに、 

錢 一 文 を、 竹の 先に 釣 b 置き、 三 間 半の 長 錢を捲 へ、 穂先 は 細き 釘 を 以て 製し、 一 心不 

亂に、 每： n 々々錢 の 穴 を 目 懸け、 下より 之 を 突きけ るが、 中々 始めの 程 は、 掌 定まらす、 

突 通す こと 能 は ざ， 0 しか ども、 極 志 も 業 も 1 心に あ， 9 と、 兵書に い へ る 如く、 一  心 一 1 

業 一 眼 二 早速 一 心眼に 入り、 早速 心に 入、 りて 業 定ま-り、 後に は 終に、 之 を 突 通す 程に . 

なりし かば、 百度 千度 突く と雖 も、 一 つも 外す 事な く、 其 術 殆んど 一 心定に 止り た. o。 

則ち 之 を 旨と して、 名師 とさ へ 聞けば、 忽ち 隨 身して これ を勵 み、 切 達 琢磨の 功 を 積 

み、 武藝兵 術 一 つと して 缺 くるな く、 實に 希代の 名士と ぞ相 なりけ る。 世に 三 間 半 

の長鏠 流布して 遣 ひける が、 是 より 始めたり。 尤其德 普く 多 かりぬ。 又炮 術に 妙 を 


得たり。 細やかに して、 提針を も 外さす。 天 正の 頃、 明智 光秀 炮 術に 妙 を 得たり と 

いうて、 其 名 を 知られし は、 始め 此道 三を師 として、 之 を 手練せ し 故な り。 W 庄 五郎、 

武藝の 奥義 を 極め、 是 より 彌々 立身 を 心 懸け、 るに、 常 在 寺の 曰 運上 人、 昔の 好 身 を 

S ひ、 是に取 入りけ るに ぞ、 則ち 曰 運の 吹擧を 以て、 長 井. 齋藤 家へ 出入 させし む" 是 

よ， 0 彼の 家に 得意と なりて、 出世の 道 を 求めけ るに、 庄 五郎 始め 出家の 間 も、 遊山 *® 

水 を 好みて、 又亂舞 音曲に 堪能し、 辯 舌 利口の 者なる 故に、 一 を 聞きて 萬 を 悟..、 諸人 

の 心 を 能.. 取り、 誠心 を顯 しける 故に、 長 井藤 左 衞門長 張、 これ を 深く 愛し、 常に 興 を 

催し 慰みけ る" 此長 井藤 左衞門 は、 土岐 氏の 執權 にして、 始めは 池 田 郡 白 程の 城に 居 

住しけ るが、 府城 へ 程遠く して、 世務に 便宜 惡し とて、 嫡子 左 衞門利 親、 明應五 年の 冬 

討死の 後、 孫の 勝 千代 後見の 爲め、 居城 白 程に は、 家老 矢 野 五左衛門 を殘し 置き、 其 身 

は、 本 SB- 郡に 要害 を 構へ 住し、 又稻葉 山の 麓 長 良に、 館 を 建て、 これに 住み- 國 中の 政 

務を執 計ら ひける が、 其 後、 山 神の 吿 あるに 依って、 館を點 じて 寺と なし、 長 良の 崇 

福 寺と 號す是 な， り： 夫よ. り稻葉 山の 城に 在住な.^"  » 藤 左 衞門長 張、 庄五郞 を大に 

土岐氏 零落 齋藤道 三の 事  一一 一一 


齋薛道 三 

土 岐政房 

に 仕 ふ 


道 三逐は 
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愛し、 末の 賴 みともなる ベ き 者な らんと 思 ひ、 其 後藤 左衞門 吹擧を 以て、 川 手の 城 へ 

召 連れ 行き、 屋形政 房に 目見え を させ、 此者利 發英智 にして、 武 藝遊藝 一 つも 缺/、 る 

事な く、 萬 能に 逢せ し 者に 候へ ば、 少祿 にも 召 抱へ 置かれ 然るべき やと、 執 成しけ る • 

然るに 屋形政 房の 嫡子 左衛門 尉盛賴 は、 萬 人に 勝れた る良將 なりし かば、 庄 五郎-が 

人相 骨柄 を 見て、 密に父 政 房、 及び 執事 藤左衞 門に 申されけ る は、 此者 諸藝に 達し、 發 

明なる はさる 事ながら、 胸中 面 だまし ひ、 何 さま 大事 を 企つ べき 相 あ， 9。 智辯音 曲 

に Ig. き、 之 を 愛する は、 渠が 謀計に 落人る に 等し。 麁忽に 親しむべき 者に あらや" 止 

め 置かば、 頓て 災を發 せん。 無事の 內、 早々 我 國を追 立つ べしと 申され、 川 手の 出仕 

を 止められ ける。 藤 左衞門 心を盡 して、 再諫 すと 雖も、 大 守の 若君の 命 なれば、 詮方 

なく 召 連れて 返 出し、 先づ 我方に 止め 置き、 折 を 見て 是非 執 成せん と 差控へ 居る。 庄 

五 郞此事 を 聞きて、 大憤 しける が、 九 牛が 一 毛、 すべき 樣 なく、 怒 を 押へ 時節 を 窺 ひ、 

此恨を 散 せんと 思 詰め、 彌々 國家を 押 額す るの 志を盡 し畢。 

美 濃 國諸舊 記卷之 一 終 


齊藤道 三 

土 岐賴藝 

に 仕 ふ 
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土 岐轘藝 、松 波 庄五郞 を 取 立つ る 事 

愛に 土岐左 京大 夫賴藝 とい ふ は、 屋形美 濃 守 政 房の 二 男に して、 左 衞門尉 盛 賴の舎 

弟な. 9。 當時方 縣郡鷺 山の 城に 在住たり。 此 人ば、 舎兄 盛賴に 等しから す 萬 端 遠慮 

薄く、 血氣 の破將 たり。 されば 其 行跡 正しから や、 酒宴に 長 じ、 亂舞 遊舆を 好まる S 

壯將 なる 故に、 庄五郞 如きの 者 を、 愛する の 志 ありぬ。 是ヒ 依って 執事 藤左衞 門、 又 

大永 三年の 春、 賴藝の 許へ 目 見させし めけ るに、 兄 盛賴の 許と は、 拔 群の 相違に して、 

賴藝 深く 之 を 愛し、 永く 止め 置き、 其 後、 長 井藤 左衞 門が 家老、 西 村 三 郞右衞 門 正 元と 

いふ 者の 遺跡 を相繼 がせて、 西衬勘 九郞正 利と 改名し、 長 井が 臣下と な， りて、 大永五 

年 酉の 二月より 始めて、 本巢 郡， 輕海 村の 西の 城の 住人と ぞ させた ぬ。 是ょ. り 愈 利 

土 岐賴藝 松 波 庄玉郞 取 立つ る 事  量 
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口 を a て 、主ん を 始め 傍輩に 至る 迄、 隨分 意に 叶 ふ樣に 働きけ る ま \ 日 を 追うて 立 

身し、 後に は賴藝 及び 長 井が、 腹心 肱 股の 者と 相な. ^ける， しかるに 永 正 十六 卯年 六 

月、 大守政 房 卒去 あ， 9 て、 嫡子 盛賴 家督 を受繼 ぎ、 當 國の屋 形と なりて、 相 變らす 川 手 

の 城に 在往 たり。 愛に 於て 西 村 勘 九郞、 大望の 企 を 窺 ひける が、 折 を 見て、 賴藝に 稲 

稀 謀叛 を勸 め、 知 辯 を 以て 申して 曰く、 御 兄 君 盛 賴殿闇 弱に して、 一 國の 守護 覺 束な 

く 候。 父君 政 房 公 御 在世の 間 は、 其 餘英を 頂戴して、 威 あるに 似たり と雖 も、 今 は 御 

父君 隱れ させ 給へば、 臣下 盛賴 殿の 下に 付きて、 忠勤の 勵む 心なし。 勿論 政 房 公の 

命と して、 盛賴公 へ 御 家督 御讓 ありし- 1 其 器に 當ら すと 雖も、 是は 總領た る の 順 

義な るの 故に、 斯く はなし 給 ふ もの ヽ然 しさに あら じ。 是は 四海 静謐の 時の 計ら 

ひに して、 曾て 一 崖の 儀に なり 難し。 應仁. 文明の 頃より、 天下 絲 筋の 如くに して、 悉 

く 亂れ、 隣國の 諸將緣 者と 雖も、 賴 みとし 難し。 互に 爭 威し 國を 取合 ひ、 頗る 鬪諍最 

中の 世に 候へば、 國の 守護 職 柔弱に して、 武奥 鈍き に 至って は、 終に は 他の 爲に、 國家 

を 押 頭せられ なん。 君、 土岐氏 S 家名 全き こと を 思 召 あらば、 愚 謀に 隨伏 やりて、 只 


速に 盛 賴殿を 追 落し、 君、 直に 總領 職と な b て、 ー國を 守護し 給ぶべし 征 する 

の 罪 あるに 似た b と雖 も、 國家 安全の 爲 なれば、 先祖の 尊 靈に對 して は、 其 孝、 莫大の 

儀な り。 然うして 臣下 を愍 み、 萬 民 撫育の 政道 を 施し 給 は V、 國家 誠に 安穩 にして、 

繁榮 永く 御子 孫に 傳 へ られ、 土岐 氏の 名家、 萬 代 不易の 結構なる ベ しと、 逆 諫を逞 う 

す。 賴 藝は壯 年に して、 遠き 慮 〈，，r 、、血 氣剛猛 をのみ 先と する 破將 なり-ければ、 勘 九 

郞が 諫言 知 辯 明かに して、 理 の當然 たる 趣なる 故に、 忽ち 傾き、 殆んど 意に 叶 ひ、 實に 

世 中 最も 静謐なら す。 加 之 兄 盛 賴總領 職に して、 當 國の屋 形と 仰がれ ぬれば、 我れ 

生涯 僅の 分地 を拜 して、 幕下の 爲體、 本意な き 無念の 儀な、 りと、 須臾に して 逆心 發し、 

彌、 兄 を C し、 我れ 總領 職と な. りて、 當 國の屋 形に 住せん と、 忽ち 其 志 一 定す」 是に依 

つて 彌、 勘九郞 をして、 膝元 を 去らし めす： 日夜 朝暮、 ロハ 謀叛の 諸事に 傾き 畢ぬ。 然 

れば 勘九郞 は、 益 出頭し、 猶も 腹心と なる」 時に 賴藝の 愛妾に、 深芳 野と いへ る美婦 

あ、 りけ る を、 賴藝 寵愛の 餘り、 大永六 年の 十二月、 勘 九 郞に賜 は." て 妾と させら る： 

勘 九郞、 此美婦 を 申請け 妾と なして、 其 中 殊に 睦 しか b ける。 翌年 大永七 亥年 六月 

土 岐賴藝 松 波庄玉 都ん 取 立つ る 事，  0 
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十日、 男子 出産す： 童 名豊太 丸、 後に 新 九 郞と號 す， 晚年齋 藤 左 京大 夫義 籠と いふ 

則ち 是な， り。 實は賴 藝の胤 子な り- 去年 戌 十二月、 賴藝の 手 を 離れ、 勘 九 郞に具 せら 

れ、 七 ヶ月 を 過ぎて、 今年 六月 誕生。 是を 以て 顯然 たり： 時に 西 村 勘 九 郞正利 、再び 

賴藝 を勸 め、 某に 討 手 を 命せられ、 聊か 御 勢 を 付けさせ 給 はい、 忽ちに 川 手の 城 を攻 

破り、^*賴殿を追落し、君 の本意達せしめ ん こと、 踵 を 巡らす ベ からすと い ふ に、 賴藝 

許容 あ， し、 さらば 早く 攻 落，， ：參れ かしと、 下知 を傳 へられ、 兼て 語ら ひ 置く 所の 軍 

勢 を 差 出す。 其 面々 に は、 小 彈正太 郞左衞 門. 衣裴 修理 亮. 船 木大學 頭. 土 居 左 門. 本庄 

駿河 守. 郡 家 刑 部丞. 曾 我 尾 彈^. 石 吉對馬 守 • 村 山 越後 守. 國島 將監. 則 武主膳 正 • 仙 石 

又 之 丞. 羽 生 善 助. 西 江 五郞. 春 近 新 八 §.彥 坂 九 八郞. 高 橋 但馬守 原 藤 馬 之 助. 汲 田 

源 之 助. 林 左 近， 岩 利 善左衞 門. 雛 倉 吉左衞 門. 小 柿 主 水 正. 深 尾 下野 守. 竹 中 丹 波 守. 曾 

井 八郞. 國枝 太郞. 道家 淸 十郞. 石 原 淸左衞 門. 岩手彥 八郞. 牧村彥 太郞を 始めと し て、 

其 勢 五 千 五 百 餘< と 云々。 于. 時 大永七 年 八月 十二 日な、 り。 勘 九郞、 自ら 先陣に 進 

みて 押 寄せたり。 盛 賴之を 聞きて 大に 驚き、 元來 智慮 深き 良將 なれ ども、 不意 を 討 


たれ 俄の 事 なれば、 過 急に して、 遠方の 幕下 は 夢にも 知ら や、 馳せ 参ら ざれば、 s  く  w 

に 在， <1 兵に、 俄に 聞 付けて 馳せ加 はりし 輩 を 集め、 其 勢 僅 一 一 千餘 人な り。 其 面々 に 

は、 安藤 太 郞左衞 門. 齋籐源 吾. 長 井 太 郞左衞 門. 今 峯長門 守. 蜂屋 主馬 助. 猿 子 源 助. 多 

治 見 藏人. 岩 田 茂 兵衞. 永 S 靱 負. 私 市 次郎. 太夫. 谷移傳 之丞. 大澤主 水. 鷲 見 新 五郎. 高 

桑 才左衞 門 以下、 我 も/, \- と 持 口に 馳せ 行き、 飛 矢 を 射出し 防戰 す。 勘 九郎域 下に 

付きて、 自分 眞 先に 進んで、 鎧の 釉を 翳し、 必死と な." て 少しも 緩めす、 短兵急に 攻め 

動かし、 難なく  《 を乘 越え 亂 入して、 多年 手練した る 件の 長 譴三間 半 を 持ちて、 城 方 

の 兵 を 數多突 伏せ、 十分に 打 勝ち、 旣に 落城に 及びぬ" 愛に 於て 盛賴の 臣下 共、 主君 

を諫 め て 曰、 天 な る か な 命な る か な.. 味方 不意 を 討 マ れ、 殊 に 勢 微少 に し て、 防禦の 手 

* 薄く、 空しく 敗軍に 及べ、 り- 一 戰 にして、 甲斐な，：、 逆臣の 爲に、 御 生害 杯 あらん も 

歎 か はし 、無念に 存じ 奉る- 苒戰を 志して、 一先 づ城を 落ち 給うて、 重ねて 御 誅伐 

あらん 事、 然るべ く 候 はんとい ふに、 蔬賴も 詮方な く 是に隨 ひ、 主從 僅に て 城 を 立 出 

で、 直に 隣國越 前に 落 行き、 朝 倉 彈正左 衞門尉 孝景を 頼み、 一條 谷に 蟄居せ り I 斯く 

土 岐賴藝 松 波 庄玉郞 取 立つ る 事  f 
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て 勘九郞 は、 一 戰に 勝利 を 得， 盛 賴を追 出し、 此上 は， 我れ 土岐 家の 執權 とな， 9 て攻道 

を 行 ひ、 追々 本懷を 達せし めんと、 快 然と 勇み、 早々 諸 軍 を 纏め、 鷺 山に 歸陣 し、 合戰 

の 次第 を 委細に 言上し ける。 賴藝悅 び、 其 功勞を 稱し畢 ぬ. 勘九郞 則ち 賴藝 を勸 め、 

總領 職と なし、 當 國の屋 形と 敬 ひぬ： 是に侬 つて、 賴藝川 手の 城に 移、..^ 住しけ るが、 

世 中物悤 なれば とて、 又 山 縣郡大 桑の 城に 移住し、 當 國の大 守と 相な りけ る、" 勘 九 

郞は、 此 度の 戰功、 殊に 拔 群な，. -と て、 其 賞と して、 本巢郡 文殊 村祐 向山の 城主と せら 

れ、 同 九月 廿ニ  n 、輕海 西の 城より、 是に 移住せ，. 嗚呼 今 思 ひ當れ り- 盛賴の 明察、 

適れ 感 する 所、 惜 むべ し。 實に 名家の 摘 子と して、 此人 當國の 守護たら ば、 繁榮 永く 

あらし めん に、 舎弟 賴藝、 血 氣 の 破將 に し て 、聖賢 の 道に 至 らす、 舎兄 盛賴 の 停止 せら 

れし 逆臣 を 愛し、 忠臣の 善 諫を用 ひす、 勘 九郎を 愛する 事、 偏に 虎痕を 膝元へ 居 ゑて、 

養 ふに 等し： 因果の 道理 歷然 なれば、 頓て之 を 知るべし： 閬將の 行 故に、 終に 國家 

を 失 ひ、 永く 土 岐氏斷 絕し畢 ぬ。 是れ 天命の 至らし むる 所なる べしと、 人 之 を 歎す。 

然るに 勘 九郞は 、日々 立身して、 國 中の 政事、 一 人して 執行 せんと 欲す。 然れ ども 土 


岐氏 代々 の 執 權職稻 葉 山の 城主 長 井藤 左 衞門長 張 あ-りて、 之 を 任せ t 殊に 勘九郞 

が 古主 同然に して、 其 恩 深し" 故に 强 ひて 琼 意の 振舞な り 難く、 長 張が 下に 付きて、 

之 を 敬 ひける が、 心中 悅 ばす。 此上は 長 井 を 失 ひ、 我れ 直に 稻葉 山に 在 城し、 國政を 

執 せんと、 其 惡謀を 運ら し畢 ぬ。 斯くて 夫よ.. > 長 井藤 左 衞門を 欺き、 酒宴 を勸 め、 亂 

酒 遊 輿 を 志さし め、 政務 を 怠らせて、 諸人に 疎ませ 置き、 享祿三 庚 寅年 正月 十三 日、 長 

井が 行跡の 正しから ざる を 言 立て、 岐阜に 於て、 藤 左 衞門長 張 を、 夫婦 共に 殺害して、 

終に 目 代 長 井の 家 を押領 して、 自分 是 より 長 井新 九郞正 利と 相名乘 り、 K に 稻葉山 

の 城を乘 取りて、 是に 住し 畢ぬ。 然る 所、 長 井. 齋 藤が 一族 共、 大に 怒， りて、 卽 時に 押 寄 

せ、 攻 め 殺さ んと議 す。 新 九 郞叶は ざ る を 察し て、 早々 稻葉山 の 館 を 逃 出で、 大桑 の 

城へ 走 b 込み、 大守 賴藝の 許に 隱 れ畢： 長 井が 一類 彌 憤り、 言合せ て大 守に 申 受け、 

是非 育 を 刎ねん と訇 りけ る。 然る 所、 今 泉 村 常 在 寺 の 住職 南 陽 房、 H 迷 上人、 昔の 好 

を 思 ひ 不便 を 加へ、 早速に 大 桑に 登城し、 大 守に 謁し、 新 九郞が 一 命 を 乞 ひ、 長 井が 一 

類と 和睦 させけ る。 尾 形 賴藝も 寵臣の 事故、 新 九郞が 仕方 不 道と 雖も、 之 を 憎ます、 

土 吱賴藝 松波庄 玉郞^ 取 立つ る 事  一一 一九 
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早速 誘 を 加へ、 長 井が 一 類 を 宥め、 和睦 を させた.^ ける が、 猶 向後 意 恨な き樣 にと、 他 

人 を 以て 計ら はせんと 欲して、 江 州の 屋形 佐々 木 修理 大夫 義秀の 許へ、 使 を 以て 內 

通しけ る。 是れ緣 者た るの 故な ，-。 佐々 木 義秀、 則ち 江 州より 馳せ來 りて 之 を 扱 ひ、 

雙方 誓紙な ど 取替し、 終に 和睦 相 調 ひける。 尤 後日に 遺恨 を 差 挾まざる やうに とて、 

義秀 は、 新 九郞が 烏帽子 親に なりて、 秀の 一 字を與 へて、 長 井新 九郞秀 寵とぞ 名乘. > 

ける。 是 より 秀龍 は、 當國の 目 代と な，. M し、 彌 武威 を發 しける が、 倩 謂 へ らく、 我れ 今 

已； - 大志の 端に 取懸 れ，. -。 此上は 四海に 英雄 を顯 し、 天下 掌握の 計議 をな さんと 欲 

しける に、 今斯の 如く 國 主の 下に ありて は、 中々 其 事 能 はや。 何卒 是 より は 屋形賴 

藝を 亡し、 我れ 此國を 治め、 而 して 後、 隣 國を漸 々に 打 隨へ、 拆 天下の 大事 を 計り 見る 

ベ しと 思 ひ 込み、 深く 奸計 を 巡らしけ る。 拆又大 謀 を 施さ んに は、 先づ 然る ベ き 名 

家 を 求めて、 緣を 結ばん と 工夫し、 今 秀寵、 深芳 野と い へ る 妾 はあり ぬれ ども、 本 室な 

し。 然るに 當國可 兒郡明 智の城 生 明 智駿河 守 光繼の 長女 、容顔 美に して、 而も 詩歌の 

道に 賢く、 利 發負烈 の 娘な 0 ければ、 新 九郞、 則ち 屋形賴 藝に訴 へ 、緣談 の 事 を 願 ふ e 


賴藝 許容 ありて、 頓て i? 智驗河 守に 命せられ、 自ら 媒 とな、 りて、 婚姻 を させら る 、 

光繼 も、 大 守の 命 なれば、 早速 承知して、 光繼. 秀龍、 聱 舅の 契約して、 天文 元 辰年 二月 

朔日、 稻葉 山に 入 輿し、 小 見の 方と い へ， 9。 明 智光繼 は、 子息 數多 あ， -。 嫡子 十 兵衞尉 

光. 辋、 後に 遠 江 守と いふ。 H 向 守 光秀の 父是 なり。 二 男. 兵 庫 助 光安 入道 宗寂 とい 

ふ。 左 馬 助 光春の 父な り。 次 は 女子、 山 岸 勘 解 由 左衞門 光信の 室な.^。 三男、 明智次 

左 衞門尉 光久と いふ。 治 右衞門 光忠の 父な り。 四 男、 原 紀伊守 光賴、 次 は 女子な り。 

其， の 女子、 則ち 秀 龍の 室と なる" 其 次の 女子 は、 土岐丹 波守賴 光の 室、 未 子 を明智 

十 平 次光廉 入道 長閑 齋と いふなり。 十 郞左衞 門 光 近の 父是 なり。 以下 之 を 略す。 

明智家 は、 東 美濃隨 一 の 名家に して、 一族 數多 ありて、 殊に 光繼の 子息、 皆 以て 智勇 兼 

備の者 共 なれば、 今 明智 家と 緣を 結べば、 東 濃の 諸家 歸 伏し、 大事の 手に は、 一 方の 助 

ともなる ベ き 大家なる を 以て 、思慮 深き 秀寵 故に、 遠 計 を 察して、 契 を 結びし 所な り" 

然るに 小 見の 方 は、 秀 龍に 嫁して、 其 後天 文 四 乙 未年、 女子 出產 す" 其 後天 文 十八 年 

二月 廿四 尾 州 古渡め 城 生 織 田 上 總介信 長に 嫁す" 歸 蝶の 方と いふ： 又鷺山 殿と 

十一 岐賴藝 松波庄 五郞. ^取 立つ る 事  e 
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もい ふ" 明智 光秀 從弟 なる 故に、 其餘情 ある 所な..^" 然るに 秀寵の 室 小 見の 方 は、 

不幸にして，天文ニ十^^亥年三月十  一 ^卒去す： ，九歲 なり， tn 頃 多病に して、 外 

に 子息 出產 なし。 然れ ども 深芳 野が 腹に して、 義 « 共に 四 人の子 あ b ぬるな，^。 秀 

寵本 室の 息女 を、 織 田家に 嫁せ しめし 事 も、 是れ 緣邊に 繋ぎ 置き、 一 方の 楣 とする 

計と 云々： 斯くて 秀： S は 次第に 再 進し、 左 近 大夫を 兼ね 山城 守に な， り、 氏を齋 藤に 

改め、 是ょ. り齋藤 山城 守秀 龍と ぞ號 し畢。 拆秀 龍、 猶も逆 意の 企に、 肝 膽を碎 きけ 

るに、 大守賴 塞に 嫡子 あり- 又 賴藝の 舎弟 も數多 ありて、 鬼 角 謀叛の 妨 となりぬ る。 

大 守の 舎弟の 內 にても、 大野 郡 揖斐の 城主 揖斐 五郎 光親 は、 殊に 智謀 武勇の 將 にし 

て、 日頃 秀 観が 法外の 振舞 を 憤. 9 居られけ るが、 元來 仁義 正しき 勇士な， りけ るに、 諸 

人秀龍 を追從 し、 敬 ひ 詔 ふと 雖も、 光親 は 少しも 是に 同せ す •  ロハ 廉直の 儀 を 計られ 

けり。 是に 依って 秀 ffi は、 光親 を 大に患 ひ、 之 を 計りて 除かん と 工夫す • 此 故に 連枝 

一 門 を 始め、 幷に 賴藝の 子息 達へ 對 しても、 秀龍其 當.. ^惡 しく、 無禮 をな しつる 事、 詞 

に 述べ 難し。 賴藝の 嫡子 を、 北 美 伊の 太郞 法師 九と いふ。 母 は 江 州の 屋形 佐々 木定 


賴の 娘な-., 賴藝、 常に 秀龍を 寵愛 甚 しきに 依って、 無禮を 振舞 ふ 事 言語に 絕 せり 

或時舊^ へ、 太郞 法師 を 始めと して、 一 s: の 勇士 幷に 幕下の 少年 等 春して、 數 

輩 的 矢 射け る 所 を、 齋藤秀 龍、 出仕の 爲に 馬に 乘 り、 無 禮し通 b ければ、 太郞 法師 幷小 

里 孫 太 郞. 山 岸 小 太郞. 原彌 太郞. 萩原 彥 ^郞等 以下， 的 矢 を 以て 殿中 迄 追 込めたり。 

是 のみなら す、 太郞 法師へ、 秀鸡か 法外の 無禮、 主從 の禮義 もな く、 奇怪の 仕方、 言に 

過ぎた b ぬ。 是に 依って、 衬山 越後 守藝 重が 末子 市 之丞藝 家. 國島三 之 助 等 以下 若 S 

の 者共、 大 桑の 殿中に て、 秀 観が 出仕の 歸、 りに 、廊下の 闇き 所に 待 受け、 只 一 打と、 左 

右より 切懸る を、 秀寵は 叙 術の 達者 なれば、 請 流し、 漸く 通れ 歸.？ しが， 是 より 彌 身の 

大事 を 思 ひ、 太郞 法師の 事 を、 樣々 大 守へ 讒言し、 若 公太郎 御曹司 殿へ、 御 舎笫の 揖斐 

五郎 殿、 內々 謀叛 を勸 めら れ、 則ち 御 若年の 御！^ 司 を大將 として、 軍兵 共 を 集めら る 

る 由に 候と 云々。 賴藝 聞きて 甚だ 驚き、 如何 あらんと、 其 實否を 窺 ひ 居られけ る。 然 

る 所に、 如何なる 蓮 にゃあり けん、 天文 九 年の 暮な. りしが、 揖斐 五- 郞 光親、 大 桑に 登城 

し、 大 守に 謁し 諫め て 曰く、 去， -し頃 舎弟 鷲 巢六郞 と 同道に て 、端 《 寺 へ 參詣仕 る 所、 

土 皮 頻藝松 波 庄玉郎 取 立つ も-事 .  g 
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鳥 羽の 新道 に て 、秀. 龍 に參り 合せ 候 所、 彼 者 馬 に乘り 乍ら 禮義も な く、 撗合 に 本道 へ 

通り 拔け候 故、 奇怪の 曲者と 存じ、 六郞追 懸け 候 所、 山 田が 館の 邊 にて 見失 ひ 候 故、 其 

儘捨 置き 候 ひ畢" 總 じて渠 が太郞 法師に も、 常々 無禮の 振舞、 中々 言語に 絕 して 候： 

是れ皆 大守餘 りに 御 寵愛 甚 しきに 依り、 猥りに 矜り、 往古の 凡卑を 忘れ、 御 家 嫡を始 

め 一門 連枝の 面々 に、 法外の 働き、 口惜しき 事に 候" 加之秀 龍が 心中、 甚だい ぶかし 

き體相 見え 候 間、 其儘捨 置き 給 は 、如何なる 大事 を 仕出さん も 計り 難く 候 間、 早々 

追放し 給 ふ べし。 さなく ば、 太郞 法師 幷に 我々 が 輩へ 下し 給へ と、 思 ひ 込んで 之 を 願 

ふ。 大守之 を 聞きて、 自然と 光親 を 疑 ひ、 秀 龍が 讒言 を 信じ、 折 を 以て、 我が 子 太郞法 

師と弟 光親 を、 密に 害せん と議 せられけ る。 近臣 林 駭河守 正道 • 明 智十平 次 光簾以 

下 之 を 諫め、 昔よ.^ 讒 者の 詞を 信じて、 以て 後悔した る 事其數 多し。 秀 龍が 申條信 

する 所な し。 過ちて 殺害 あらん こと 不可なる べし。 先づ 止り あるべし と 云々。 賴 

藝 許容な く、 先 づ密に 嫡子 太郞 法師 を 害すべし と 仰 あ.^ ける を、 忠臣 等 之 を 聞きて、 

其 難 を遁れ しめん，， J 欲し、 村 山 越後 入道 を賴 み、 方 縣郡村 山の 要害に 取迎 へて 入れ 


i 霞 山？ 此事を 聞きて、 安から や 思 ひ、 籠の 下知と 僞 りて、 天文 十 i 

年 It 二十 曰、 軍兵 S して、 村 山の 要害に I せて f 攻 むる。 蒙 ほ. 

I 唯 覃 道家 助六秦 .黑田 監物 S. 內 藤新 十 響 近 .高橋 修理 治 千 岩 手强 正 道 

寧大 S 郎 左雷爲 寧 川 村 霧 §• 沼田 內變親 ま 枝參 河 守守衡 .1 建 助 

知お I 議八 光率都家 七 I 雷 春等を始 として、 藝 五千餘 人と 云々。 是に侬 

つて 衬ゃち も、 秀 sn 頃 I 載し き I り、 之甚 たんと 欲して、 忽ち 軍勢の 

手 分して お 山の 南の 手 へ \.i、isi. 靈五郞 左 胃 l.ss 右 衞門盟 

重" 同じく 東の 手へ は、 河 野 木 H 助 通 房. 年 井宮內 光行。 同じく 北の 手に は、 大 西太郞 

左 衞門勝 祐. 片桐鏠 殿 助 爲春. 中條左 近將監 家忠等 以下 馳せ參 b  、二 千の 兵 押出して、 

雙方矢 合せして、 大に戰 ひける 折節、 太郞 法師の 手へ、 揖斐 五郎 光親. 衣斐 與三 左衞門 

光 兼. 原 紀伊守 光廣. 山 译勘解 由 左衞門 光信、 遠 山 加 藤 太 正景. 板 井越 中守宗 信. 小 森 

肥 後 守 道 親等、 一人 當 千の 勇士 追々 馳加 はり、 大 合戦に 及びたり ぬ： 此事近 國に隱 

れ なく、 三月 二十日 i 日 を 重ねて、 相 挑みけ る 時に、 尾 州の 織 田備 後 守 信秀、 之を 聞 

土 歧賴藝 松波庄 五郎.^ 取 立つ る 事  f 
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て 驚き、 父子 兄弟に 和睦 させんと 馳せ 來，. >  、兩 陣を駔 廻り、 之 を 制して 誘き ける 故、 漸 

く 軍に 止みに ける" 又 江 州の 屋形 佐々 木定賴 は、 大郞 法師の 母方の 父な り： 越 

前の 大守朝 倉義景 は從弟 故に、 使 を 以て 此事を 告げ 知らせけ る。 是に 依って 兩將も 

早速に 馳せ來 ，9 て、 信 秀と俱 に 之 を 扱 ひ、 兩勢を 宥め、 終に 父子 兄弟の 和睦 させたり 

ける。 然 りと 雖も、 秀 龍が 所存 計り 難しと て、 太郞 法師 を、 村山藝 重が 許に 預け 置か 

れ、 織 田 信秀の 烏帽子 子と して、 同年の 五月 五日、 十二 歳に て 元服 させられ、 信秀 より 

一 キを讓 b. 、又 父の 一 字を繼 がしめ、 一 色 十 次 郞賴秀 と號し 畢-- 拆秀龍 は、 和睦の 印 

とて、 諸人に 實を 知らし めんが 爲 めに、 同年の 六月、 常 在 寺に 於て 入道し、 道 三と 號 

す。 而 して 後、 猶又 叛逆の 志絕 ゆる 間な く 、鬼 角に 賴秀 を氣 遣し、 是非 之 を 害せん と 

欲し、 又々 賴藝 へ、 種々 の 事 を 讒言し ける に、 賴藝も 流石 父子の 間、 左 迄の 心底 如何 あ 

らんと、 不審に 思 ひ、 雌雄の 體 にて 敢て 許容せ す。 依って 道 三思 慮 を的當 せす、 兼々 

相違し ければ、 急 度 工夫 を 巡らし、 所詮 密謀して 調 ひ 難し。 只 明らかに 事を發 し、 大 

桑に 押 寄せ、 賴 藝を攻 落して、 一 時に 國家を 奪 はんと 欲し、 兼て 語ら ひ 置きし 所の 一 


味 合 瞪の蕈 兵 一 萬餘人 i し、 羣 天文 十一 壬 寅年 五月 二日、 不意に ，て大 桑の 

城- -I せ、 短 8 に攻 動かし 畢。 其 面々 は、 林 駭河守 .|源五|| 物 .s 內記 

道家 助 六. 可田阜 人. 同 新左衞 門. 松原 治 郞右衞 門. 大澤治 郞左衞 門. 高 橋 修理 .村瀨 率 

四 ゆ 川 村 8 守 ま 書 弁 上 加々 塞 S 手 彈正 .奧田造酒之|邊 源 助 f 始 

めと して、 命を輕 んじ攻 立てけ る。 城 中 折節 軍勢 在 合せ や、 不意 を 打た れ混亂 して、 

難儀と なりぬ" 此時 賴藝の 嫡子 小ャ ^ 郞賴秀 、勘氣 の 身な b と雖 も.、 父 を 救 ひ 奉らん 

とて、 衬山 越後 入道 • 中島 監物 .國 島 將監. 衣斐 與 三右衞 桐 縫 殿 助 等の 兵 を 率し 

て、 大 桑に 乘 付けて 防戰 す： 中に も揖斐 五郎 光親、 一 番に馳 付けて、 道 三方の 兵を數 

多 I り勇戰 す： 其 外 山 岸勘解由左衞 門. 松 山 刑 部. 竹 中半 兵靠 兩養 十八 家の 

勇士 等 も、 追々 に S きて、 暴 S け 防戰 しける" 然れ ども ，格別の 大軍、 诚方 

は 小勢なる 上に、 始めよ， り 不意 を 打 たれ？ 事なる 故に、 再び取 直す 事 能 はす、 落 足 

になり て 破れ ST 賴 藝も詮 術な， ゝ、 士卒の 諫に 依って、 f 出で て 尾 州に 落 行き、 織 

田 信 秀を賴 みて 、古渡の 城-」 S き、 熟 5 一  向寺 居し ける が、 此時 賴秀も $ 

十- 岐賴藝 松波庄 五郎^ 取 立つ る 事  P 
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も、 勘氣を 赦免せられ 畢： 爰に 於て 道 三、 多年の 宿望 一時に 晴らし、 屋形賴 藝を攻 出 

し、 忽ち 一 國を 掌握して、 猶其身 は、 國 中の 總要 なれば とて、 同じく 稻葉 山の 城に 在住 

し、 終に 當國の 守護 職と な， 0 畢： 實 にや 亂國の 世の中、 淺 間し き有樣 な， CS ける： 過 

ぎし 大 永の 頃に は、 油 賣の庄 五 郞と號 して、 賤 しき 商 民に て あ ける 者が， 十 五ケ 年 

餘の內 に、 忽ち 美 濃 國の大 守と な.^ し 事、 古今 未曾有の 事共な り。 拆道 31、 國 中の 諸 

士を 悉く 歸 伏せし めんと、 檨々 思慮 を 以て 懷け、 るが、 土 岐氏恩 願の 諸將、 幕下の 面 

面、 S| 伏の 色な かりけ る 故に、 道 三が 妾深芳 野に、 始めに 出產 せし 所の 長男 新 九郞義 

寵は、 實は 賴藝の 種子 なれば、 則ち 之 を 以て 家督と なし、 當國の 守護に 備へ なば、 諸將 

其 謂れ を 知る の 間、 各歸 伏す る は 必定。 然れば 之 を 以て 一 旦 治め、 而 して 後に、 毒 を 

以て 義寵を 害し、 實 子の 二 男 三男の 內に、 家督 を讓 らんと 遠盧を 巡らし、 同年 六月に、 

義 « を 左 京大 夫と なし、 美 濃 守 を 兼ねし め、 W 是に 隨.， ノは、 君臣の 順 道なる ぺ しと、 國 

中に 沙汰し ければ、 土岐氏 宗徒の 面々 を 始め、 外樣の 宗徒 稻葉 伊豫 守 良 通. 氏 家常 陸 

介 友國. 不 破河內 守 通定. 安藤 伊賀 守 安 就 を 始め、 日 根野備 中守弘 就. 長 井维人 正道 利. 


竹 中年 兵 衞重治 以下に 至る 迄、 之， を 能く 知った る 面々 なれば、 道 三 は 生 君の 仇な り 

と雖 も、 嫡子 義 寵 は、 故大 守の 一子 顯然 た，^" 是を 以て 守護 職と 仰ぐ の 上 は、 敢て否 

むべき にあら すと て、 終に 諸將、 齋 藤に 歸 伏したり ける。 W 又 賴藝の 舍弟數 多 あり 

ける 所、 七郞丹 波守賴 光， 八郞賴 香、 此兩人 を、 道 三 謀りて 聱 となし、 契 を 結びて 聱と 

なし、 勢 を 集め、 密 に？？ 冰-を 以て、 兄弟 共に 害せん とす" 賴光は 心 賢き 人に て、 害すべ き 

便なければ、 毒に て 害す： 賴香 は、 翌年 松原 源 吾に 討た る、。 扱又賴 藝の舍 兄左衞 

門 討 賴ょ、 先の 屋形 にて あ， 9 ける 所、 去る 大永七 年の 八月、 道 三が 讒言に 依って、 賴 

藝と 不和に な， C/ 川 手の 城に て戰ひ 破れ、 國を 去りて 越 前に 落 行き、 朝 倉を賴 み、 一 條 

谷に 住居し ける が、 此度又 弟 賴藝も 落 去して、 尾 州に 返 去し ければ、 織 田 信秀、 道 三が 

^^ひを惽み、越前 へ 牒じ 合せ、 朝 倉 義景も 心 を 合せ、 土 岐の舊 臣稻葉 伊豫 守. 氏 家常 陸 

介. 安藤 伊賀 守. 不 破河內 守 等に 言合せ、 盛賴は 此時賴 純と いひけ るが、 左衞門 尉賴純 

は、 朝 倉の 加勢 を 得て、 七 千 餘人を 率し、 道 三 返 治と して、 當國 大野 郡 板 所. 大河 原 • 根 

尾の 口より 攻 入りけ る" 時に 天文 十三^ 辰 八月 十五 日な り。 又 賴藝も 、同じく 相圆 

、  土 妓輯藝 ^波 庄玉郎 > ^取 立つ る 事  四^ 


む 道 盛 
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を 逢へ す、 信秀の 加勢 を 得て、 五千餘 人に て、 尾 州より 攻 入りけ る。 道 三 驚き 乍ら、 手 

菌の 手當 をな して、 之 を 相 待ち 畢。 時に 織 田の 先將織 田與十 郞實近 、瑞寵 寺の 西南 

の廣 野に て、 齋藤 勢と 大に戰 ひ、 過半 討 取り 畢。 此時 又信秀 は、 岐阜の 日 方より、 四方 

の 民家に 火 を かけ、 攻 立てけ る。 拆 西の 手より 朝 倉 勢、 同音に 鬨を 合せて 揉 立て 畢" 

是に 依って 道 三 も、 叶 ひ 難く 思 ひて、 兩勢 和睦 をして、 賴藝 を、 大野 郡揖 斐の庄 北方と 

, ふ 所 こ、 城 を 構 へ て是に 入れ 置き、 賴純 をば、 厚見 郡 川 手の 城 を修屬 して、 是に 入れ 

置き、 又 道 三の 息女、 本 室 明 智駿河 守 光 繼の娘 小 見の 方が 產む 所の 女子、 今年 十 歳に 

、ナ りけ る を、 信秀の ニ男吉 法師 丸. 信 長に 嫁せ しむべき の 契約 をして、 勢 を 引かし め 

n 扇 ひ、 漸く 軍 は 止みに ける。 依って 織 田. 朝 倉 得心して、 國々 へ 引取. 9 畢。 而 して 

後、 信秀. 義景、 倩 思 へらく、 道 三 が 心底 始終 計 b 難 けれ ば、 是非 賴藝 兄弟 を、 大 桑の 城 

へ 入れて、 稻葉 山の 城 へ 不意に 押 寄せ、 道 三 を 討 捕らし めんと て、 天文 十六 未年 八月、 

先づ 何の 故 もな き體 にして、 賴純. 賴藝兩 人、 倶に大 桑に 入 b て 籠城したり ける。 道 

三 之 を 傅へ 聞きて 甚だ 驚き、 窮鼠 却て 猫 を 食む の戒、 織 田. 朝 倉の 加勢 を 以て、 再び 當 


城に 押 寄せ、 是非 我を攻 討たん との 手術なる べし • 先ん やる 時 は 人 を 制する の 本 

文、 是 なるべし。 敵に 用意の 揃 はぬ を 幸 ひ、 所詮 此方よ，^ 逆 寄せに 押 懸け、 只 一 揉に 

攻 潰し、 根を斷 ちて 枝葉 を 枯らす べしと、 卽 時に 軍勢 を 催し、 一 萬 三千 餘人 にて、 同 八 

月 十五 日、 大 桑の 城に 押 寄せ、 無體に 之を攻 立て 畢。 城 中 又々 不意 を 打 たれ 、防戦し 

兼ねて 亂れ ける。 右衛門 尉賴純 は、 迚も 叶 はざる を 察し、 打って出 でて 血 戰を遂 W 

II 一  終に 討死して 果て 畢。 道 三下 知して、 火を發 して 燒 立てけ る。 故に 愛に 於て 城中彌 

防ぎ 難く、 亂れ 立ちて 落 足に な， - ければ、 賴藝 も、 天命 時 至りし とて、 生害 せんと あ，" 

けるを、近習の士山本數馬藝貞.不破小^1^郞廣純.村山市之丞.山岸支蕃光敎等以下七 

人口 を 揃 へ、 一 先づ越 前の 方へ 落 行き 給 ひ、 重ねて 軍勢 t し、 退治 然る べしと、 諫言 

數 刻に 反び ければ、 賴藝 も、 仕方なく 諫に隨 ひ、 城の 後靑 波と いふ 所へ 通わ 出で、 夫 < 

、り 山を傳 ひに、 山 岸 支蕃が 居城 本巢 郡河內 とい ふ 所 迄 落延びけ るが、 此邊、 道 三が 一 

味の 者 共 充満して、 襲 はんとし ける 故に、 又 加 宇 知 を 立ちて、 本巢 郡と 大野？ の 一 ずん 

る長瀨 川と いふ を 打 渡して、 山本數 馬が 在所の 大野 郡岐醴 とい ふ 所 迄 落ちた.^ ぬ 

土 吱賴藝 一お 波 庄玉郞 取 立つ る 事  お 一 
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然るに 道 三 は、 賴藝を 取 逃して 安から や 思 ひ、 直に 家臣 川 村筑後 守が 嫡子 同名 圖書 

良秀. 林 駿河守 正道に 下知 を傳 へ て、 賴藝を 追討に なさん とて、 手勢 六百餘 兵に て 追 

懸けさせけ るに、 林 正道 IP 後 は 如何 思 ひけん、 本巢 郡の 佐 原と いふ 所より、 行方 知 

らす落 去りぬ。 川 村圖書 は、 猶も追 懸け， 同 郡 神 海と い ふ 所に 備を 設け て、 伊野と い 

ふ 河原に 打 出で、 長 瀨川を 隔て、 戰 ひしが、 圖書 良秀倩 思へ らく、 我れ 一 旦道 三が 威 

に 伏して、 今渠が 臣に屬 すと 雖も、 土岐氏 は、 三代 相 恩の 主君な り。 然る を 何ぞ、 是に 

向つ で 弓 を 引く 事、 天の 照覽 恐る ベ き 所と、 忽ち 善心 發 して、 密に謀 書 を 認め、 斯の 如 

く 計ら ひ 給 は 5.、 我れ 歸陣 して、 道 三に 疑 を 晴らさし めんと、 山 本が 方へ 矢文 を發し 

て、 內意を 示し 畢。 是に 依って 七騎の 兵、 圖 書が 申す 旨に 隨ひ、 計略 を 行 ひ、 各 表 服 を 

着し、 屋形は 巳に、 此所 にて 御 生害 之 あるに 付、 近士等 只今 葬禮の 儀式 を 執行 ふな b 

と 披露して、 岐禮の 山上に て柴を 積み、 火を發 し畢。 其 煙 四方に 立 上る を 見て、 圖書 

は 士卒に い へらく、 賴藝 巳に 生害せられ、 山上に て、 火葬の 營 なすと 見えたり。 さら 

ば 返 寧す 乂 しと 呼 J はり、 同音に 勝閧を 作， り、 是 より 直に 引返き 畢。 拆賴藝 主從は 


賴藝越 前 

に 通る 


賴藝 逝去 


圖書 が變 心 故に 命 を全 うして、 失よ ，り又主從 八 人に て， 山 を傳 ひに、 長瀨 川の 岸 を 打 

登り、 板 所. 大河 原 を經て I 國に落 行き、 朝 倉義景 i みて、 一 條 谷に 蟄居せられ け 

るが、 今 は 朝 倉の 心底 も、 始終 計り 難く 見えけ る 故に、 近士の 計ら ひに て、 翌 天文 十七 

年 四月 二日、 密に 一 條谷を 立 出で、 上 總國に 至り、 滿 喜と いふ 所に 落 行き、 满喜 土岐上 

總介賴 尙を賴 み、 則ち 彼 所に 館 を 構 へ で 住居し ける. 此賴尙 と い ふ は、 賴藝の 父 政 

房の 富 8 土 岐大轰 治？ な..。 然るに i は、 如何なる 霞に S りけん、 

同年の 秋の 頃より、 眼病 を 煩 ひ 出し、 眼醫の 印な くして、 天文 十八 年の 春。 終に 目を闭 

おて 盲人と なりぬ。 故に 是 より I して、 宗 藝と號 しける。 其 後、 暫く 此 所に 住居せ 

られ ける が、 遙 に年經 て、 天 正 十 年の 五月、 濃州淸 水の 城主 稻葉 伊豫 入道 一 哲齋、 古主 

の義を 重んじ、 宗藝 入道 を本國 に呼迎 へ 、 近士 山本數 馬が 在所 大野 郡 岐禮の 里に 新 

館 を 構へ て、 米 五百石 を參ら せ、 侍女 五六 人付け て勞 は，^ ける。 其 後、 程なく 同年の 

十二月 四日、 此所 にて 卒去な h.。 年齢 八十 ニ歲。 近 士の內 山 本数-海 は、 岐禮に 住し 

一- 子孫 猶" S 地に 在りて、 山 本 五左衞 門と いふ。 岐禮 の鄕士 にて ありけ るな り。 山岸玄 

土 吱賴藝 松波庄 五郎..， ど 取 立つ る 事  璧 
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蕃ゲ， 子孫 は、 中 川 家に 在、 りけ る。 斯くて 齋藤道 三 は、 思の 儘に 當國 を押領 し、 守護 職 

とな. 9 て、 則ち 明 智の威 主 駭河守 光繼は 先年 死去し、 嫡子 遠 江 守 光 綱 も、 又 卒しけ る 

故に、 一 一男 兵 庫 介 光安 入道 宗寂、 家瞀 とな し、 甥の 光秀 を 守 立て  >  在， りけ るが、 之 を 

緣 家の 隨 一 後見と 仰ぎ、 檨々 厚意 を盡 し、 東 美 濃 尾 州境の 政務 を 任せけ る， 玲尾州 

の 織 田 備後守 は、 道 三相 舅の 契約に して、 一 方の 循と なし 置け るが、 天文 十八 年の 春 

に 至， o、 信 秀病氣 に 取 結びけ る 故に、 早く 存命の 內結緣 たるべし と、 催促 あるに 付き 

て、 婚禮を 急ぎ、 則ち 明智 入道 宗寂 を媒 として、 同年 二月 廿 四日、 尾 州 古渡に 入 輿し、 

上 總介信 長の 北の方と ぞ相 なりぬ。 道 三本 室の 子 は、 此 息女の みなり。 拆又同 三月 

三日、 織 田信秀 卒去す。 四十 ニ歲。 法名 排 岩と 號す。 此年、 信 長 十六 歲、 奥方 十五 歲、 

拆又道 三 は、 去る 天文 十七 申年 三月、 嫡子 左 京大 夫義 龍に、 稻葉 山の 城を讓 り、 其 身 は 

方 縣郡鷺 山の 城に 隱 居す： 然るに 嫡子 義寵 は、 道 三が 實子 にあら す。 先の 大守 賴藝 

の 胤 子な り。 W 次に 男子 二人 あ h ^。是 は實 子な， り。 然れ ども 義龍 ある 故に、 二 男 三 

男と せ. 9。  二 男 は 、董名 勘九郞 とい ふ。 元服して 齋藤孫 四郞龍 重と いふ。 三男 は、 


蓳名喜 平 次、 元服して 支 蕃《 定と號 す" 此兩 人は實 子なる 故に、 道 三、 是に 家督 を讓 

らんと 思 ひ ぬれ ども、 然る 時は國 中の 諸 士土岐 氏 恩顧の 輩、 歸伏 をせ ざる を "患 ひて、 

止む 事 を 得す、 先 づ義寵 をして、 總領 職と なした， りけ るが、 次第に 我 威 強くな 、國中 

复 むの 如く 歸 せしめければ、 今 は 恐る、 所な しと 察して、 天文 廿 三年 寅 十一 一月、 二 男 

孫 四 郎寵重 を、 左 京亮に 改め、 總領 職に 立てん と 計、 りけ る。 此 故に、 義 龍へ の あしら 

ひ惡 しくな， 0 て、 何し なく 隔 つる 色 見えた， -ぬ。 義寵 は、 心中 安から や 3 元 來道三 

は、 繼父 なりと い ふ 事 を 知らざる 故に、 如何なる 故に 斯く麁 略の 振舞 せらる 、 やと、 

いぶかしく 思 ひつ/' 、或 時義 龍、 近臣 の 日 根 野 備中守 弘寵. 長 井辈人 正道 利 雨 人 を 招 

きて、 密に 右の 次第 を 物語し ける 時に、 雨 人 申して 曰く、 左 こそ あるべし" 其 由緣を 

知 召さねば 尤 ならめ" 君 は元來 先の 大 守の 瓶に して、 道 三と は 父子に あら， 君の 

爲には 臣下た. -。 其 上御實 父賴藝 公、 道 三が 爲に國 を 奪 はれ 給へば、 御 父の 仇な，" 

君 早く 心 を 改め、 父子の 因 を 切って、 速に 勢 を 集め、 道 三 を 妹し 給 ふべ し" 今 義兵の 

趣、 國 中に 觸れ給 は K 一  観の 諸將、 忽ち 君の 御 咏 方に 馳せ參 らん は、 必定なる ベ し • 

土 岐賴藝 松 波 庄玉郎 な 取 立つ る 事  五 五 
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我々 粉 骨を盡 して、 逆徙を 平らげ 申さん と 云々。 義寵之 を 聞きて 甚だ 驚き、 忽ち 近 

臣の諫 に 依って、 義兵 を發 して 繼父道 三 を 討たん と、 衆議 已に 決しぬ。 愛に 於て 右 

の 次第 を觸れ しめ、 又義 龍、 道 三と 父子の 義を 離る ベ き爲 に、 仇敵の 氏 を 用 ふ ベ き 用 

なしと て， 一 色と 改め、 國 中に 知らし む。 又 舎弟 等 1 1 人が、 是 迄の 無禮を 怒り、 時候の 

饗 應と號 して、 弘治 二： 內 辰年 四月 朔： n  、左 京 亮龍重 .5 蕃寵定 の兩人 を、 稻葉 山の 下 尾 

敷に 招請して、 日 根 野備中 守に 命じて、 一 一人 俱 に討果 し畢。 而 して 使 を 以て、 此事を 

道 三が 方へ 言 送り、 土岐左 京大 夫 賴藝が 一 子 一 色 左 京大 夫義 龍、 實 父の 仇 を 報 せん 

爲 め. 此度 義兵 を 發 して 候 ひ畢： 速に 一 戰を 期すべし と 云々。 道 三 之 を 聞きて 仰天 

し、 拆 は 密事 露顯 せし やと、 長歎し 乍ら、 倶 に 合戰 の 用意 をな し、 卽刻國 中 に 軍馬 を 廻 

し、 勢， ど 集め 催し 畢- 然れ ども 天の 許さ  >  る 所 にゃあ， けん、 此 時に 當 つて、 國人等 

皆義 龍の 勢に 加 はり、 十が 一 つも 鷺 山へ は * らす、 大半 稻葉 山へ と 集りけ る.、 其 人人 

に は、 先づ 西 美 濃の 連士隨 へ た る揖斐 五郎 周 防 守 光親. 原 紀伊守 光廣. 石 谷 近 江 守 光 

重. 明智十 兵衞尉 光秀、 是は 伯父 宗寂道 三が 入魂. • 又 伯母 は、 道 三が 內室 にして、 旁 有 


緣の中 なれ ども、 土岐 一 門の 義を 重んじ、 光秀 一 人、 義 龍の * 方に 加 は 、 る 所 也" ヌ 

宗 S よ 仔細 あ b て、 何方へ も 加 はら ざ b ける。 田 原 式部 安久， 村 山 越後 守 藝重. 小 

正 三郞國 家. 农斐與 三 左衞門 光兼. 高山 伊賀 守 光俊. 船 木 大學頭 義久. 妻 木 勘 解.^ 左衞 

門範 照. 同 太郞範 賢. 土 居 右京亮 光宣。 本 庄民部 少輔光 元. 遠山 刑 部秀友 • 一  色宫 內少 

輔 賴榮. 土岐小 次郞賴 重. 鷲 巢六郞 光龍. 曾 我 屋內藏 一家 治. 池 田 又 太 郞信政 敷 右 

京亮長 正. 蜂 屋兵庫 頭賴隆 • 金山 治 郞左衞 門 勝 長 • 相 庭 掃 部 助國信 • 八 居 修理 亮國淸 • 

肥 田支蕃 家鎮. 多 治 見 修理 進 光淸. 大桑 次郞 兵衞定 雄. 小 里 出 羽守賴 長. 萩原 孫 次郞國 

繁. 郡 家 七 郞兵衞 光春. 猿 子 主計國 基. 牛牧 右京亮 光久. 外 山 修理 賴安. 今峯源 八 光次 • 

同賴母 光之 • 落 合 掃 部 助 家 氏. 福 光藏人 賴國. 深 澤三郞 左 衞門定 政、 此等を 皆 宗徒の 輩 

として、 W 此外 他家 宗徒の 面々 に は、 安藤 伊賀 守 守寵. 氏 家常 陸 介 友 國.不 破 河 內守道 

定. 稻葉 伊豫 守 良 道 .^^：^、^：^、 山田兵庫頭正康.竹腰攝津守守久.武井肥後守1^5^助.岩田 

民部丞 光季 • 井 戶 才助賴 重. 山 岸 勘 解 由 左衞門 光信. 中 條將監 家忠、 那波 上野 入道 久昌. 

軒 林 生水 正道 政 • 石 河 駿河守 家晴. 深 尾 下野 守宗 平。 國枝 大和 守 守 房. 加 藤 作十郞 貞泰. 
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井上 忠左衞 門 道 勝. 長 井 隼 人 正道 利. 小 牧源太 道家， 樫原伹 馬. 治 定. 羽 生 善 助長 繁， 所 

七郞 信國. 杉 山 刑 部正定 以下 を 始めと して、 悉く 義 龍の 方へ 馳せ加 はり、 稻葉 山の 麓 

に 充満せ， り" 其勢數 一 萬 七 千 五百餘 人と 云々。 拆又道三に加は.=^て、鷺山に馳せ集 

る 面々 に は、 川 島 掃 部 助 唯 重. 祌山內 記 義鑑. 林 駭河守 正道 入道 道 慶. 同 主馬 正 長. 道 

家 助 六郞定 重. 同彥 八郞定 常. 同淸 十郞. 松原 治郞左 衞門義 保. 高 橋 修理 治 平. 岩手彈 

正道 高. 竹 中 遠 江 守 道 治. 大澤 治郞左 衞門爲 泰. 同 生水 氏泰. 中 村 宗助秋 益. 川村圖 書 

良秀. 井上 加々 右衞門 賴久. 片桐鏠 殿助爲 寿. 大西太 郞左衞 門 勝 祐. 溝 尾 庄兵衞 茂 朝. 

一 柳 右近 直 秀 .大« 籐三郞 種 長. 山內傳 兵衞盛 重. 梶川 彌三郞 昌宗. 飯 沼 杏 之 助 知 俊. 

三 宅 式部 信 朝. 鷲 見 新 藤 次 基 綱 • 桑原 十 郞左衞 門 久明等 を 始め i して、 僅 二 千 七百餘 

人と 云々。 拆弘治 一 年 四月 十二 日より 合戰 始まり、 稻葉 山と 鷺 山との 間に 於て、 雙 

方 挑み 爭ひ、 道 三 は、 長 良の 渡に 出で て 下知 をな す。 齋藤 方の 川 島 掃 部. 神 山內記 • 林 

駿河 入道. 道家 助 六 等の 勇臣、 川 を 隔て、 相戰 ふ。 敵 も 味方 も 同家の 臣 にして 、道 三 

の 旗大將 林駿河 守と、 義 龍の 旗 大將林 主 水 は、 伯父 甥の 事 なれば、 互に 恥お て 味方 を 


勵 まし 下知 をな す。 其 外の 軍勢 も、 或は 父子 又は 兄弟 從.^ i& にして、 皆 以て 一 門 親 

族の 事 なれば、 後日の 恥辱 を殘 さじと て 二 入 勇 を 震って 相戰 ひ畢。 其體、 誠に 凄じ 

き ぎ晴巳 に 同 十四 曰の 朝 迄、 息 をも繼 がす 挑みけ るが、 道 三方 打 負け、 れば、 少し 引 

si」 き山縣 郡の 小 野よ. り、 城 田 村へ 引 移りて、 岐阜の 景氣を 窺 ひつ ヽ 又 再び 勢 を 繰 出 

し、 中の 渡に 打 出で、 同 十八 曰の 午の 刻よ • り 同 二十日 迄、 雙方入 亂れ、 聚散 離合して 

戰ひ勵 みける が、 終に 道 三 打 負け、 賴み 切った る 兵士 今 井 修理 貞久. 石川覺 右 衞門泰 

政 • 乾內記 正慶. 極 口 忠左衞 門 行 兼 杯を始 として 七： 白餘 人、 悉く 討死し 畢。 道 三 も 叶 

はじと や 思 ひけん、 廿日の 暮 方に 及びて、 主從 僅に な，.^ て、 方 縣郡诚 田 寺衬を 指して 

落 行きけ る を、 義 tt 方の 兵 小牧源 太. 長 井 忠左衞 門. 林 主 水 三騎、 手勢 を 率して 追 懸け、 

城 田 寺の 渡 場に 於て、 主 水. 忠左衞 門飛懸 りて 組んで 追 伏せ、 終に 林 主 水、 道 三が 首 を 

討 取， り畢 3 忠左衞 門 は、 後の 證據 とて、 道 三が 鼻 を 殺ぎ て持歸 り、 » 長 良の 河原に 於 

て、 義 龍の 實檢 にかけ、 後、 首 をば、 長 良の 邊 にかけ た， りけ る を、 小 牧源太 之 を 取上げ、 

土中に 埋めて 葬り 畢ぬ。 今 ある 長 良の 齋藤 塚と いふ は、 則ち 是也： 此源太 は 出生 尾 

土 岐賴藝 松 波庄玉 郡ん、 取 立 つる 事  チ 
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州 小牧の 者に して、 幼少の 砌、 道 三 側近く 仕へ しに、 其 後 道 三が、 非道の 振舞 を數 多な 

しつる 故に、 源 太 其 憤 深く、 多年 恨 ある 故に、 今度 人 多き 中に、 別して 道 三 を 追 懸け 、 

れ ども、 主 從の好 捨て 難く や 思 ひけん、 道 三の 首 を 葬， 0 ける。 &義龍 は、 一 戦に 道 三 

を 討 取り、 悅喜 少な か らす、 諸將へ も、 檨々 恩賞 感狀等 を 出し、 日 根 野備中 守. 長 井 車 

人 正 をして、 萬 事 を 計ら はせ、 終に 當國の 守護と 相な り畢： 妻室 は、 江 州 小 谷の 城主 

淺 井下 野守久 政の 娘、 近 江の 方と いへ る を 嫁す" 尤義寵 は、 生 質 勇猛 絕倫 にして、 身 

の 丈 七 尺 計り、 古今の 剛將 な， 嫡子 右兵衞 大夫 寵與、 天文 十八 年 酉の 二月 誕生.、 

則ち家督として、稻葉山に在城た-^： 義 « 、元來 先の 屋形土 岐賴藝 の 胤 子な りと 雖 

も、 道 三が 子と して、 彼の 家に て 成長し、 親子の 恩惠 ある 中 なれば、 義を思 ひて、 氏 を 

一 色と も 改名せ り： 然れ ども、 子と して 親を誅 せし の 天罰、 遁れ ざる もの か、 僅六ケ 

年 を 保ちて 後に、 難病 を 受けて 大に 苦しみ、 永 祿四辛 酉年 六月 十 一 日、 卅五歲 を 一 期 

として、 終に .Kvi し/、 相な りけ る，^ さ. り 乍ら 義龍、 常に 禪法 を歸 依し、 信心 を 明らめけ 

るに や、 臨終に 及んで、 辭 世の 偈を殘 せり。 其 詩に 曰く、 


三十 餘年 守 譜人天 刹那 一句 佛 想不傳 

又永祿 元年に、 自分 傳燒 寺の 別傳和 尙に歸 依して、 國中 寺院の 式を定 む。 令嗣 寵興、 

« ェに 仰せて、 義 tt の 繪像を 書し、 快 利 和尙の 筆を假 b て、 辭 世の 偈を其 上に 書せ 

り- 義 tt 死後に 至りて、 尾 州 淸須の 城主 織 田 信 長、 濃 州 を 窺 ひ、 軍馬 を發 して 寵典を 

攻 ひる。 時に 同年 七月 十三 日、 始めて 信 長 三千の 兵 を 率して、 美 濃の 國へ亂 入して 

淼部衬 にて 合戦す。 齋藤方 長 井 甲斐 守 利 房 .H 比大三 郞種定 根 野 下野 守 弘定等 

討死して、 織 田 方 勝利 を 得て 引取、 り畢： 而 して 後、 同月 廿 二日、 信 長 再び 五 千 七 百の 

兵 を 率し、 濃 州に 打 入り、 笠 松 川 を 打 渡して、 新 加 納. 芋島 邊 にて 合戦す： 齋藤 方揖斐 

周 防 守 光親. 山 岸 勘 解 由 左衞門 光信. 竹 中半 兵衞重 治. 日 根 野 備中守 弘就. 同 弟彌^ 右 

衞門 弘繼. 長 井 車 人道 利. 大澤 治郞左 衞門爲 泰. 國枝 大和 守 正 則. 野 木 澤右衞 門 等、 渡 

合せて 大に戰 ひ、 織 田 方 一戦に 利 を 失 ひ、 尾 州 を 指して 逃歸 り畢" 其 曰の 戰 にて、 織 

田の 軍兵 九 百餘人 討死し ける が、 其 死骸 を 悉く 集めて 土中に 埋め、 一 つの 塚 を 築き 

-こ りぬ。 今 ある 俗 呼んで 織 田 塚， とい ふは是 なり" 合戦 は 終. り ぬれ ども、 此塚雨 降、 り、 
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或は 日 曇， りたる 時 は、 土中に 関の 聲を 上げて 泣きし かば、 里人 恐 をな して、 其 後 厚見 

郡 高 桑 村の 雲 外和尙 とい ふ驊 僧を賴 みて、 頌を 作り 塔婆 を 建て、 懇に 追善し ける" 

其 後 は怪事 止み 畢，" 其頌に 曰、 

一 塔 巍然徒 碧 從來將 謂 名 英雄 戰場 秋暮好 時節 

. 劎樹刀 山 黃落風 

^又.s縣郡天王村とぃふに、石打祭とぃふぁ..^。 今以て 每 年祭 禮 日に は、 川 を 隔て 

て、 里人 共 互に 石 を 打 合ひ爭 ひけるな. り。 此等も 織 田. 齋藤殿 合戦の 砌 、雙方 討死せ 

し 者の 靈怪と 云々。 拆又信 長 は、 容易く 齋藤 を征し 難き を 察して、 永祿五 年の 夏よ 

り、 濃 州 墨 俣に 足 溜の 砦 を 築きて、 是に勢 を 籠め て、 稻葉 山に 攻 寄せ 畢： 其 後、 西 美 濃 

の 勇 土の 內、 山 岸 勘 解 由左衞 門、 良策 を 以て 敵 を 破らん と 欲し、 寵 興を諫 むと 雖も、 大 

將閻 弱に して、 之 を 用 ひざる の 間、 揖斐周 防 守 を 始め、 國枝. 郡 家. 杉 山. 小彈 正， 衣裴. 竹 

中等 以下、 西 美 濃 十八 將の 面々 之 を 憤， リ て、 悉く 居城 々 々 に 引 籠りて、 寵奥を 助け ざ 

りぬ。 是に 依って 信 長、 其 內變を 察して、 又々 稻葉 山を攻 むる- 齋藤、 難儀と 相な ちけ 


る の 所、 美 濃 四 人 < 雄 稻薬. 氏 家. 不 破. 安藤、 龍 興 を 助け て、 f- 田 勢 を 破る， 是に 依って 

又々 信 長、 利な くして 引取. り畢。 斯くて 信 長 手術 を 以て、 右の 四 人 衆を昧 方に 伏せ 

しめ、 而 して 之 を攻 むる 故に、 齋藤 方、.^ 勢な くして 難儀と な， り、 西 美 濃 十八 將と 和睦 

して、 加勢 を 乞 ふ。 是に 依って 揖斐、 山 岸 以下、 苒び來 つて 寵舆を 助け、 織 田 勢 大に破 

る。 是れ永 祿六年 三月 十二 曰の 戰 なり。 其 後 揖斐. 山 岸 等、 彼の 四 人 衆が、 織 田 方へ 

變 心せし を 察して、 之 を 早く 除くべし とて、 善諫を 進む。 然れ ども 寵與 愚に して、 又 

之 を 用 ひ す。 愛に 於て 西 美 濃 勢、 所訟齋 藤の 家運 滅亡せ しむる の 奇瑞 を 遠 察して、 又 

又 悉く 居城に かへ り、 或は 林 中. 山 下等に 閑居し 畢。 愛に 於て 齋藤 をた すくる の 良 

セ なし。 故に 忽ち 威勢 衰へ、 戰ふ每 に 打 負けす とい ふ 事な く、 稻葉 山に ありけ る 諸 

兵 等 、味方の 叶 はざる を 知. i し、 悉く 織 田 方に 降參 して、 次第に 微勢 となりて 、防戦の 

術盡き 果て、 終に 永 祿七年 八月 十五 日、 落城に 及び 畢。 齋藤 方の 兵長 井 隼 人 正道 利. 

齋 0 九 郞左衞 門 利 長. 井上 忠左衞 門 道 勝 • 畏井雅 樂頭 • 同 今右衞 門. 日 根野備 中守弘 

就. 同 弟 彌次右 衞門弘 繼. 牧村牛 之 助 春 豐. 木 E 掃部實 政. 山 岸箪人 光定. 加 留見五 左 

土 岐賴藝 松 波 庄玉郎 . ^取 立 つ る 事  カづー 
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衞門光 曉. 桑原 十郞左 衞門久 明. 所 又 右 衞門墓  一 • 同 新 左 衞門基 盛. 山 田九藏 吉算. 大 

桑 治 郞兵衞 光雄. 池 之 上 又 藏等を 始めと して、 忠心 無二の 勇士 等、 大將寵 輿 を 守護し 

て、 住み慣れ たる 城 を 出で、 生從 僅に て、 江州淺 井の 許へ と 落 行き 畢。 龍 興 今年 十九 

歳と 云々。 其 後寵興 は、 江 州 を 出で て 上方に 赴き、 三 好 家を賴 みて 身 を 寄せけ るが、 

後 又 越 前に 至， 9、 朝 倉の 扶助 を 得て ありけ るが、 後天 正 元年 八月 八日、 越 前の 敦賀に 

て 討死し、 齋藤 家斷絕 し畢： 織 田 信 長 則ち 永祿八 年の 三月 十五 日より、 稻葉 山に 移 

り 在住し、 嫡子 信忠. 孫の 秀信迄 居住せられ ける が、 慶長五 年、 關ケ原 合戦より、 當城 

落 去して、 永く 斷絕に 及び 畢。 


美 濃 國諸舊 記 卷之ー 一 終， 
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美濃國 出土の 事 

土岐. 齋藤、 年久しく 當國に 住しけ る 故に、 此兩家 を 始め、 且其 幕下た る 家々 數多 あれ 

ども、 詳に 記し 難し。 天文 十 一 年、 道 三が 爲に土 氏 零落し ける 故に、 一 族 士、 數代 

の 舊領を 捨て \ 思 ひ，， \ に 立 返き ぬ。 多く 駿河國 へ 落 行き、 今 川 家に 馬し、 其 後 は、 

德川 家に 仕 ふるな り。 斯の 如く 土岐氏 永々 當國に 住する 故に、 其 末流た る 者、 數多 

ありと 雖も、 其 名 を顯さ 3. る は、 知る 人 もな し" 然れ ども 近代に、 其 名を顯 したる 人 

人、 少々 あり ぬれば、 之 を 記し 畢。 又 當國の 風義を 見る に、 他國に おしなぶ る に、 尤宜 

しき 國と い へ り。 然るに 土岐 一 族 明 智曰向 守 光秀、 弘治 一 一年の 秋 當國を 出で て、 其 

翌年よ b 六ケ 年の 間、 國々 を遍歷 して、 其 後 織 田 信 長 公に 仕へ、 十五 年の 內に、 六十 八 

美 澹國出 士の事  山、 0- 
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萬 石 を 額す。 尤 智謀 軍 慮 兼ね 備 へたる 德な 然るに 主君 信 ft 公、 元來. は智 の大將 

なれば、 折に 觸れ 時に 寄せ、 光秀 を 召され、 種々 の義を 尋ね 給 ふ。 然 りと 雖も、 光秀、 一 

度 も 其 尋の趣 知らざる とい ふ 事な し。 或 時 織 田 殿、 光秀に 尋ね 給 ふ は、 汝諸 國を修 

行せ しかば、 凡そ 國の 人の 風俗の 善 惡を知 つらん。 何れの 國は 善なる や、 且何 

國は惡 しぞ。 其 心 見た る 所 あらば、 語，^ 聞かす べしと 宣ふ。 其 時 光秀、 あらまし 國 

國の人 風 を、 言上に 及びし 事 あり。 然れ ども 光秀、 諸國 修行に 志し、 其 國を領 する 大 

守の 政道、 將の心 持、 家中の 諸士の 剛臆 を 見て、 仕官 を 志す 故 なれば、 人 風 を 知る ベ き 

に は あらね ども、 少々 づ 日 を 重ねて、 逗留す る內 に、 其 地の 人に 會 して、 察せし のみ 

？。 然れ ども 其 察せし と、 格別 相違せ ざる 所、 尤御感 ありし 事な り。 中に も 美 濃 

國は、 光秀 生國 なれば、 風俗の 能き 國 とい はんも 如何な， 9 とて、 申 上げざる と雖 も、 元 

來濃 W よ、 代々 良將の 住する 國故、 自ら 人 風 も 宜しき 國な b とて、 常々 家臣 等へ SL" せ 

しとな り。 是に つて 古 は 知らす、 近代 濃 州より 出で て、 その 名 を 聊か 知られた る 

武士 を有增 止む。 尤土岐 .齋 藤の 一 族の みに 限らざる 所な.^。 


明智 u 向 守 光 秀. 蜂屋出 羽守賴 隆. 妻木畏 門守忠 賴. 同 主計 頭範 賢. 凉瞎岐 守久賴 

紀伊 守. 石 谷 播磨守 光 俊. 同 近 江 守 光 重. 揖斐作 之進貞 次. 土岐 山城 守宣 政. 滿 喜土岐 

大夫 春賴. 肥田玄 蕃. 间豊後 守. 植村. 氏 先 祖. 菅沼 新八郞 先祖. 淺野氏 先祖. 羽 柴筑前 守 

先祖. 片桐東 市正且 元. 丸 毛 河內守 光兼、 此 等土岐 氏の 分流な り。 此外、 竹 中半 兵衞 1 

治. 池 田 勝 三郞信 輝. 森 三 左 衞門可 成. 和 田 彌太郞 .武 市 常 三. 坂 井 右內. 森武藏 守 長  一 • 

稻葉 伊豫 守 良 通 入道 一 哲齋. 林 佐 渡 守 正 成. 關十郞 右 衞門長 重. 氏 家常 陸 介友國 入道 

ト全. 其 子 左 京 亮直 元. 安藤 伊賀 守 守 就 入道 道 足. 其 子 五左衛門 守宗. 加 藤 左衞門 光長 • 

同 作 十郞貞 泰. 同 主計 頭淸 政 .德 之 山 五兵 衞重 政. 一 柳 市 助. 山內傳 兵衞盛 重. 其子對 

馬 守 一 豐. 不破 河內守 道定. 同 子 彥三郞 道 之. 大澤次 郞左衞 門 爲泰. 仙 石 權兵衞 秀久. .7 

祖. 堀 尾 帶刀吉 晴. 加々 野 江 彌八郞 光 重. 齋藤新 五郎 長 寵 根野備 中守弘 就. 同弟彌 

次 右衞門 弘繼. 娃井阜 人 正道 利. 井上 小 左 衞門定 利. 堀 太 郞左衞 門秀重 • 其子久 太郞秀 

政. 巿橋九 郞左衞 門 直 重. 同 壹岐守 長 利 • 遠山 久兵衞 友 政. 同 子 久兵衞 友 忠. 靑木民 部 

少輔 一 重 *齋 藤 內藏助 利 三. 谷 大膳亮 勝 好. 遠 藤 但馬守 慶隆. 竹 腰攝津 守守ク 衬越 

类濃圃 出士の 事  ぶハ" 


城 
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後 守 正 俊. 德永 左衞門 信國法 印. 武光 式部 少輔忠 親. 高木 十 郞左衞 門 好康. 中條 左近將 

監 家忠. 梶川彌 三郞重 宗. 水 野大監 物. 酉 尾 豐後守 光 敎. 川尻 肥 前 守 重 遠. 飯 沼 勘 平常 

利ん 女 田作 兵衞 n 次. 村瀨權 九郞勝 重 • 伊藤 彥 兵衞. 可 a 才藏 定吉. 佐藤才 次郞義 安、 此 

外常國 より 出で て、 大家に 仕官の 面々 數多 あり， 0 雖も、 際限な きに 依って、 有 增此分 

を 記し 畢。 

、 厚見 郡長 森の 城の 事 

此長 森の 地の 川 手の 東、 g 下 村の 東の 方 を、 古代よ. り 長 森と 申す 由、 加 納の大 寳寺申 

さる、 由、 伊籐 又 左 衞門記 した. > 。 » 當城 は、 多田滿 仲より 四 代の 孫 多 田 美 濃守國 

房、 天 喜 五 年の 春、 始めて 當 圃土岐 郡に 住し、 子孫 永く 當國の 住人と なり、 代々 土岐郡 

に 在住せ り。 國 房より 五代の 孫光衡 代に 至って、 關 東に 參り、 右大將 家よ.^、， 又 改め 

て 守護 職 を 給 は b ぬ。 此時 光衡、 郡戶へ 移り 住みて、 其 子 光行 を、 土 岐郡淺 野の 里に 

住せし め、 其 子 光定、 其 子賴貞 迄 三代 相續 ぎて、 土岐 郡に 住居す" 尊氏將 軍の 御代に、 


賴負 總領 職と な b て、 當國の 守護に 任じけ る 故に、 同 郡 高 田の 里に 一 城 を 築き 之に 

住す。 其 子 彈正少 弼賴遠 は、 同郡大 富の 里に 住した， 9 しが、 建武四 1 年の 正月、 土岐 

總領截 を、 賴 遠に 賜 は，.^ ける。 故に 其威甚 し/、、 國務を 執行 ふに 便惡 しければ とて、 

賴遠始 て、 建武 Et 年 二月、 此 厚見 郡長 森の 地に 一 城 を 築き、 大 富の 城 を 捨て 之に 住 

す。 于 fe 曆應 元年 正月 十六 日、 北 畠 中 納言顯 家と、 靑野ケ 原に て戰 ひ、 賴遠疲 を 蒙り、 

長 森の 城 へ 返く と いふ は、 此 節な， e^" 尤此地 は、 往古-平 治 年中に 至り、 其 後 文治の 頃、 

溢 谷 金 王 丸が 要害と 申傳 ふなり" 然るに 賴遠 は、 京都に 於て 狼藉 を 振舞 ひ、 誅 せられ 

ける. - 其 故 は、 暦 應五年 午の 九月 三日、 故 伏 見 院の御 忌 H にて あ， - しかば、 帝都に 於 

て、 御佛事 執行 はれけ る： 是に 依って、 持明院 上皇、 伏 見 殿に 御幸なる。 其 H 法事 相濟 

ん で、】 V にー弋 りて 主上 還 幸な りし 時に、 東の 洞院を 上り、 五條 渡， 9 を 過ぎさせ 給 ふ 所 

に、 土 岐彈正 少弼賴 遠. 二階 堂 下野 spn 行 春雨 人、 樋 口 東の 洞院の *1 にて、 御幸に 參り 

合せけ る 時に、 行 春 は 下馬して 傍に 畏る： 然るに 賴遠 は、 御幸と も 知らざる 故 か、 散 

散惡 口し、 傍若無人の 體 にして、 御 車を眞 中に 取 込め、 馬 を 駆 寄せ 射出し け...^"  S 

厚見 郡 111! 森の 城の 事  六 九 


土 岐賴遠 

らる 
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竹 休 院中納 言 公 重 卿 供奉に て、 打た せ 給 ひしが、 大に 驚き、 狼藉の 由 申されし かば、 行 

春 は 叶 はじと 思 ひて、 己れ が本國 へ 逃 下， 9、 賴遠 も、 美濃國 へ 下りけ るが、 行 春 は、 咎 

なき段を檨々陳じ申すに付、此由分明なれば、隱岐國へ流されけ，0^。 賴遠は 本國に 

退き、長森の诚に楣籠.0、5^抓叛を企っる由聞ぇければ、討手として、甥の大膳大夫賴 

康へ 命じて、 御 敎書を 下され、 賴遠 治の 由 仰 下されけ る。 是に 依って、 賴遠叶 は ざ 

ると 思 ひ、 密に 京都に 上り、 天 « 寺の 開山 夢想 國師 を賴 みける。 依って 國師、 樣々 願 

ひ 申、 されし かど も、 大逆の 罪 なれば 叶 はすして、 賴遠 を、 侍 所の 別 當細川 陸 奧守顯 氏. 

に 渡され、 六條 河原に て 首 を 刎ねら る  > 。 賴遠舍 弟 周雀坊 も、 旣に誅 せらる ベ き の 

所 なれ ども、 夢想 國師の 願に 免じ、 赦免 せられて 本 國へ歸 り、 總領 職と なりぬ。 

厚見 郡 川 手 城の 事 

彈正少 弼賴遠 卒して 後、 弟 周 雀坊、 總領 職を拜 し、 相續 ぎて 長 森の 城に 居住せ り。 其 

後、 甥の 大膳大 夫 賴康に 至りて、 相續 いて 尊 氏 卿 御 父子に 屬し、 數度 動功是 あるの 故 


に， 土 岐總領 職に 拜し、 其 t 賴康、 美 濃. 尾 張. 伊勞三 ケ國の 守護 職に 任せら.. - し故厂 

長 淼の府 域 甚だ 狹 くして、 政務に 便惡 しとて、 延文五 年子 三月、 代々 の 舊地を 改め、 始 

て此 厚見 郡 川 手の 地に 一城 を 築き、 之に 住す。 賴康の 子大膳 大夫康 行、 其 子 左-海 助 

康政、 相續 いて 當國の 守護と して、 當 城に 在住せ， 9。 然るに 康政 は、 將軍 家の 命 を 背 

き、 叛逆 を 企て、 同氏 賴 益が 爲に攻 殺さる。 其 故 は、 將 軍義詮 公の 御子 義満 朝臣、 應 、マへ 

元 戌年、 將軍 宣下 ありし 所、 同 六 卯年 九月、 鎌 倉の 公方 左 馬頭 満兼、 內々 陰謀の 企 あ.^ 

て、 關 八州 幷に東 山道に 廻文 を 達し、 同意の 面々 を 語ら はる \ 此時 左^ 助康 政、 鎌 

倉の 廻文に 隨 順して 逆心 を 企て、 將軍 家の 命に 背き、 】 族幷に 遠山が 一 家 を 語ら ひ 

五 千餘騎 にな b て、 川 手の 城に 楣 籠り、 國中大 に 騒動し け， -。 是に侬 つて 將軍 義満 

公よ..^ 討 手と して、 同氏 左 京大 失賴 S に 仰せて、 差 向けら る"。 賴 益と いふ は、 賴糜 

の 舎弟 西 池 田 美 濃 守 賴忠の 子な り。 祖父 賴宗 よ， り 以來、 西 美 濃 池 田 郡 端 に 在住 

せ，.。 故に 土 岐西池 田と 號す。 尤賴 益、 始は尾 州 萱津に 住する 故に、 萱. 津氏 ともい 

/ り。 此切 は、 賴益池 田 郡に 住しけ るが、 今將軍 家の 命 を 蒙."、 不破. 池 大野 三 郡の 

厚見 都 川 手 城の 事 • -  ち 
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西 美 勢 を 相 催し、 1 ー莴五 fs 餘騎を 率し、 同年 十月 十三 日、 川 手の 城 へ 押 寄せ 攻 園む。 

賴益 同氏の 好 身 を 重んじ、 先づ城 中へ 使者 を 入らし め、 利害 を 示し、 關 東の 一 味、 速に 

變心 あるべ き 由 を ゆすと 雖も、 康政聊 も 許容せ や。 使者に 無 鱧し、 結句 飛 矢 を 射出 

し、 劎刀を 構 へ て 、防戦の 用意 頻 なり。 愛に 於て 賴益 止む 事 を 得す、 攻 詰めて 合戦す。 

翌 十四 H 終日 相戰 ひ、 賴益 勝利 を 得、 城兵 一千 七 百餘人 討死す。 是に 依って 康政、 防 

«の 手術 盡き、 弓 折れ 矢 5： 木て、 終に 叶 は t 翌十 五日 未の 刻に 至り、 自害して 51- てた 

,9 ぬ。 賴益 ®- み悅 び、 勝鬨を 作って 退陣す。 依って 國中 忽ち 平均し 畢。 康政 行年 卅 

ニ歲。 法名 善 昌と號 す。 康 政の 嫡子 刑部少 輔持賴 は、 永享 十二 庚申 年 五月 十六 日、 大 

和國 にて 生害す。 是に 依って 當 家の 嫡流 は、 此 時斷絕 せ， 9。 左 京大 夫賴 益、 國屮ギ 均 

の 趣、 言上に 及びければ、 將軍家 聞 召し、 公 命 を 重ん する の忠 志、 殊に 此 度の 戦功 を感 

じ 思 召して、 義滿 公より、 則ち 土岐 iiffi 職 を、 左 京大 夫賴 益に 賜 は，^、 常國 守護に 任せ • 

られ ける。 是に 依って 應永七 辰 正月、 賴益、 池田邵 よ.^ 此川 手の 城へ 移り 是に 住す。 

賴益子 左 京大 夫 持 益、 家督 を受繼 ぎ、 當國 守護 職と して、. 相續 いて 當 城に 住す。 持 S 


子 美 濃 守成 賴も、 相績 いて 是に 住す。 其 後成賴 は、 明應五 年の 秋、 池 田の 安國 寺に て 

剃髮 し、 宗安 と號 し、 國を 嫡子 政 房に 讓り、 其 身 は 同年の 暮に、 方 縣邵城 田の 鄰に 一 城 

を 築き、 是に 移， 0 住す. - 翌年 巳の 四月、 川 手の 正 法 寺に て 死す。 成賴の 嫡子 美 濃 守 K 

房、 家督 を受繼 ぎ、 國主 とな.^ て、 相績 いて 川 手に 在住す。 其 後、 嫡子 盛賴 に、 當 城を讓 

,0、 其 身 は 又、 父 成 賴の隱 居城 城 ffl に 移り 是に 住し、 其 後、 永 正 十六 卯年 六 R: 逝去な り。 

嫡子 盛 頼、 家督 を相續 しける が、 幼少た る 故に、 長 井豊後 守. 齋藤帶 刀 左衞門 を、 後見 

として 附屬 せ.^。 依って 諸國の 使節、 或は 台 命を帶 する 所の 使と 雖も、 此 所に て饗 

應し、 城 ffl 村へ 通 やる 事な し。 盛賴 家督 を受繼 ぎ、 左衞門 尉と 號し、 後に 賴 純と 改む。 

當 國の大 守と して、 相. 續 いて 川 手 S 城に 在住し ける 所、 逆臣 齋藤道 三、 賴藝に 叛を 

勸め、 自ら 勢 を 率して、 大永七 亥年 八月 十一 一 日 、當城 を攻立 つ る。 盛賴 不意 を 打た れ、 

防戰 難儀な りしに、 俄の 事 なれば、 遠方の 幕下 は 夢にも 知ら や、 馳 せ參ら ざれば、 防ぐ 

ベ き やう もな く、 盛 賴城を 明けて、 越 前の 國へ落 行き、 朝 倉 彈正左 衞門孝 景を賴 み、 

一 條 谷に » 居し、 其 後天 文 十六 年、 再び 越 前よ、 り 歸.. ^、大 桑の 城に て 死す。 賴藝總 

厚見 郡 W 手 城の 事  七 一-一 


大 

桑 
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領職 となりて、 當 國の屋 形と 稱 して、 當 城に 在住せ， 其 後、 又 山 縣郡大 桑の 城に 住 

す。 其 後 道 三、 當城 を燒拂 ふ。 是ょ b 川 手 は 斷絕す • 

大桑 城の 事 

山 縣郡大 桑の 城 は、 伊豫 守 源 賴義の 三男、 新羅 三郞常 陸介義 光の 子、 逸見 太 郞義淸 、其 

子 逸見 黑源 太淸 光、 其 子 光長、 其 子 逸見 判官 基義四 代の 孫、 逸見 又 太郞義 重、 i^f-^ 承 

久の勳 功に 依って、 當鄕を 始めて 賜 はりて より、 其 子 又 三郞義 光相傳 へて、 大桑又 三 

郞と 改め、 是に 住して より、 其 子孫 代々 此 所に 居住す。 其 後、 暫く 明 城に て ありし が 

土 岐成賴 の 二 男 定賴、 明應五 辰年 三月、 當城を 改め 築きて 是に 住す。 大桑兵 部大輔 

とい ふな， り。 定賴 一 代當 城に 住し、 其 子土岐 山城 守定昌 は、 其 後 駿河國 に 至 b 、今 川 

家に 入る。 子孫 關 東に 仕 ふ。 其 後 左 京大 夫 賴藝、 總領 職と なりて、 當 國の大 守に 任 

じて、 大永七 亥年 九月、 方 縣郡鷺 山の 城よ， -、 是に 移り 住す。 然る 所、 天文 十一 寅年 五， 

月、 齋藤道 三 叛逆 を 企て、 大軍を 率し、 當 城を攻 落す。 賴藝戰 ひ 打 負け 、逆臣が 爲に國 


を 奪 はれ 、守護 を 離れて、 同月 十  一 B  、當城 を 退去して 尾 州に 落 行き、 織 田備後 守信秀 

を賴 み. 古渡の 城に 入， -て、 後に 熱 田の 一向 寺に 蟄居す。 是ょ b 道 一二、 當國の 守護と 

なりて、 國中 を押領 し、 稻葉 山の 城に 在住せ， -。 然るに 賴 藝の舍 兄左衞 門尉賴 純、 

g  、去る 大永七 年の 秋、 是れ 又、 道 三が 逆心 故に、 川 手の 城を攻 落され、 越 前に 至."、 朝 

倉 彈正左 衞門孝 景を賴 み、 今以て 一條 谷に 住しけ る。 是に 依って 尾 州の 織 田 信秀、 

. 孝 景と心 を 合せ、 賴純 は、 朝 倉の 加勢 を 催し、 賴藝 は、 織 田の 加勢 を 催し、 土岐の 《臣 

稻葉 伊豫 守 良 通. 氏 家常 陸 介 友國. 安藤 伊賀 守 守 就に 言合せ、 大軍を 催して 稻紫山 へ 

押 寄せ、 攻めさせたり しかば、 道 三 叶 はじと 思 ひ、 和睦して、 天文 十二 卯年 二月 賴純 

を大 桑の 城へ 入れ、 又賴藝 をば、 大野 郡揖 斐の庄 北方 _ぃ 奧鄕 に、 城 を 構へ て 入 置きけ 

る。 是に 依って、 暫く 靜謐 な， - しか ども、 斯の 如く 賴純. 賴藝 兄弟、 當國に 在住な りし 

かば、 道 三 も 心安から す 思 ひ、 時節 を 窺 ひ、 兩人俱 に 討たん とす。 其 後 朝 倉 孝景. 織 田 

信秀 兩將、 心に 思け る は、 道 三が 心中 計， - 難ければ、 賴純. 賴藝 兄弟 を、 大 桑の 城 へ 入 

らしめ、 稻葉 山の 诚 へ 押 寄せ、 是非 道 三 を 討たん と 欲し、 • 天 文 十六 丁 未年 八月 上句、 

,  大桑 城の 事  M  - 
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賴純. 賴藝に 下知 を傳 へて、 大 桑の 城に 入， 5 て楣 籠る" 道 三 之 を 聞きて 大に 驚き， 先 

ん する 時 は 人 を 制する の 本文、 捨て置く 中に、 當方 へ 攻め 來 らば 大事な らん" 速に 

押 寄せ 攻 討たん と、 忽ち 軍勢 を 催し、 同月 十五：！：、 逆 寄に 大 桑へ 攻 詰め 相 戰ふ： 城 中 

にも 劣らす 防 鶴の 備厳 まにして、 打戰 ひける が、 道 三が 軍 慮、 頗る 賢き 剛勇の 者 なれ 

ば、 忽ち 攻 破- -火を かけた， 9。 左衞門 尉賴純 は、， ^戦して 敵 を 數多討 取， り、 終に 其 身 

も 討死し ける。 賴藝 も、 旣に 自害 せんとし ける を、 近習の 山 本 數馬藝 重 .不 破 小次郞 

廣純. 原彥 次郞. 村 山 市 之 一. 小彈正 源太郞 以下 七 人 之 を 諫め、 一 先 づ城を 落ちて、 越 

前の 國へ 赴き、 重ねて 軍勢 を 催し 征戰し 給へ と、 各 口 を 揃へ て， 諫言 數 刻に 及び けれ 

ば、 賴藝も 是に隨 ひ、 自害 を 止ま， o、 城の 後靑 波と いふ 所へ 出で、 夫より 山 を 傅 ひに、 

數^ が 在所 大野 邵岐禮 の鄕迄 落來. o、 越 前の 國へ 移りけ る。 此時道 三、 士卒に 下知 

して、 當城幷 に 川 手の 城 ：^ハ に 火 を かけ 、一片の 煙と 燒拂 ひける。 是ょ トジ雨 城、 共に 斷 

絕な. y。 


山 


方 縣郡鷺 山城の 事 

方 縣郡鷺 山. の 城 は、 新羅 三郞常 陸介義 光、 其 子進士 判官 代 相 模守義 業、 其 子 佐 竹 冠者 

昌義、 其 子 佐 竹 常 陸 介 隆義、 其 子 佐 竹 太郞義 政、 其 子 佐 竹 美 濃 別 當秀義 な、 0: 則ち 秀 

義は、 右 大將賴 朝 公に 隨ひ、 武功 之 あるの 故に、 文治 三年 二月、 始めて 當鄕を 賜 はり、 

此鷺 山の 要害 を 構へ て、 秀義 一 代是に 住す- 秀義の 長男 は、 佐 竹 太郞藏 人義繁 とい 

ふ： 二 男 又 丸 次 郎義晴 とい ふ。 同 郡の 內、 又 丸の 鄕に 住す。 三男 野原 三郞義 政と い 

ふ" 加 茂 郡 野 の鄕に 住す。 四 男 板 井 四 郞義 兼と いふ。 谷 子孫 常國に 散在す。 承 

久 一二 年、 後鳥羽院の 御陰 謀に 組し 舉 b  、三男 野原 三郞 は、 尾州智 多の 郡 司 山 田 次郞重 

忠と倶 に、 陰謀に 與 して、 同年 六月 六日、 大野 郡杭瀨 川の 渡に て、 關 東の 討 手の 勢 小 鹿 

島 左 衞門公 盛と 戰ひ、 大に 破れ、 山 ffl 次郞 は、 信 濃國の 住人 伊佐三^ 行政と 組んで 

危か， 0 し を、 山 田が 郎等 藤 兵 衞尉落 合 ひて、 主人 を 助 返き け..。 野 原義 政 は、 池 田 郡 

の 山 下へ 落延び、 手 を 負うて 其 後 蟄居す。 又 四 男 板 井四郞 は、 糟 28 四 郞左衞 門久季 

縣都 遠山 域の 事  七 七 


美 瀵國^ 舊記 卷之三  セ< 

_ と俱 に、 大 井の 渡に 寄 向 ひ 討死す。 此時、 K 山の 城 も 落 去し ける。 然る 所、 遙に 年を經 

て、 永 正 十六 年 卯 五月、 土岐左 京大 夫 賴藝、 當城を 改め 築き 是に 住す。 其 後 大永七 亥 

年九月ょ.=^、當城を明捨て、川手に移り、後又大桑に移住す。 其 後齋藤 秀寵、 享祿 三年 

の 正月、 長 井藤 左 衞門長 張 を 害し、 自ら 長 井新 九郞正 利と 名乘 る。 此 新九郎 は、 始め 

當 國へ來 b し 頃 は、 松 波 庄五郞 といへ り。 其 後、 長 井藤 左衞 門が 家老、 西 村 三 郞右衞 

門が遺跡を繼ぎて、西村勘九郞と號す。主人長井を討ってょ，.^、自ら長井新九郎正利 

と名乘 り、 稻葉 山の 城主と なり、 秀 寵と改 む。 其 後、 次第に 舁 進して、 左 近 大夫を 兼 

ね 山城 守に なり、 入道して 道 三と 號し、 天文 十一 年 五月 十一 日、 賴 藝を攻 出し、 當國を 

押 額し、 嫡子 義 龍に、 美 濃 守 を 兼ねし め、 左 京大 夫と なし、 天文 十七 申年 三月、 稻葉山 

の 城 を、 嫡子 義寵に 譲.^、 自身 は此 * 山の 城に 移り 在住す。 是ょ， り 弘治ニ 年 迄九ケ 

年の 間、 當 城に 住しけ るが、 極惡の 罪遁れ 難く、 時來 りて 弘治ニ 年の 四月、 嫡子 義寵の 

爲に攻 落され、 同 二十日、 同 郡 城 田 守の 渡に て、 林 主 水 正道 政に 討た る气 時に 道 三 

五十 三歲。 是 よ.. >當 城斷絕 せり。 


美 


IS 

葉 


道 三 法名、 過去 濃 州 司 前山 城 大守道 三 居士。 位牌 常 丘 寺に あ， 9 

厚見 郡稻葉 山の 事 

當山 は、 和歌の 名所に て、 廿 一首 萬 葉 集に 入りたり。 此 山に 三つの 名 あり。 金 花 山- 

1 石山. 破鏡 山と 號す。 仁 明 帝の 御宇、 中 納言在 原 行年、 敕を奉 て 、陸 奥よ b 金 花 石 

を 引かせ 來， りて、 美 濃國に 着く の 所、 藏王權 現の 神託に 依， 9 て、 又敕を 下し、 都へ 登ら 

せけ る。 行 ゆ 卿、 彼の 石を當 所に 捨て置きて 上洛 あ.^。 其 後此石 を、 金大明 神と 號 

す。 .此 段 和歌に 詠 じて、 世の 人の 知る 所な..。 行卒鄕 は、 人皇 五十一 代卒城 天皇の 

皇子 阿保 親王の 御子な り。 正三位 中納 言と 號す。 宇多 天皇の 御宇、 寬平五 丑年 七月 

卒去す。 七十 五 歲ハ； り。 當國加 茂 郡 勝 山村の 邊に、 石碑 を 建立す。 

立 別れ いなばの 山の 峯に生 ふる 松と しき かば 今歸り 二ん 

暫 ともな どか 止めん ふ はの 關稻 葉の 山の いなばい ねと や 

美 濃 八景 此所. にあり。 

厚見 郡稻葉 山の 事  f 
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長 良の 歸帆， 稻葉 山の 秋の 月 圓城 寺の 晚鐘 鏡 野の 夜雨 

鞍 智の淸 嵐 高 富の 落雁 萱 場の 暮雪 中 節の 夕 照 

當 國に祐 光山の 秋の 月と いふ あり。 故に 九景 とい ふなり。 

» 當社大 明 神 は、 人皇 十一 代垂仁 天皇 第 八の 皇子 五十 a 磯 诚人彥 命な り。 景行 天皇 

十三 年に、 當 出に 鏡 座し 給 ふ。 ま、 観 元 己 卯年 二月、 正 一 位 s 幡 正三位 &の 社と、 勅額 

を 賜， はる。 今 葉酸 媛 命. 五十 瓊 磯城 入 彥命 i 同じと いふ。 因幡の 社の 舊記を 見る 

に、 當社 は、 本 地 阿 彌陀 如來、 奥の院 は權 現と 申して、 本 地 は藥師 如來と 知りぬ。 奧の 

院と は、 內宮の 儀と 申す。 然れば 陰 神な り。 五十雄 磯城の、 正 IS を崇 むる 所な らん 

か。 ー說 に、 峯の社 は、 垂仁 帝、 我が 朝の 神、 何ぞ西 夷の， 語りに 渾 すべき や。 本 地 垂迹 

とい ふ は、 皆 是れ浮 屠 氏人 の 感す る の 言葉 に て 、信す るに 足ら ざ る 事な， cs。 

岐阜 稻葉 城の 事 

山を岐 山と いひ、 里 を 岐阜と いふ 事、 普 明應の 頃より、 永 正の 頃 迄の 舊 記に、 岐阜. 今 


阜の名 

稻葉城 


泉. 桑 ffl. 中 節. 井ノ口と いひけ る を、 信 長 公 御 入城の 後、 沓井. 吉田を あはせ、 加 納と號 

し、 中 節. 井ノ口 人 「枭. 桑田 を 合せ て、 岐阜と さだめら る、。 岐府と いふが 本字に て、 岐 

阜と いふ は、 古の 文字に て、 信 長 公の 府は、 字に あらす。 W 當城 は、 大織冠 鎌足 公の 孫、 

太 政 大臣 武智 麿の 子 乙 麿、 其 子 右大臣 是公、 其 子 正 二位 大納言 雄 友、 其 子弟 河、 其 子 

高扶、 其 子 維 幾、 其 子 1 一階 堂 遠 江 守 爲憲、 其 子 间遠江 守 維 遠、 其 子 同 遠 江 守 維 光、 其 子 

同 維 行、 其 子 同行 遠、 其 子 二階 堂 山城 守 行政、 右 大將賴 朝 公に 隨 ひて、 鎌 倉の 金 司に 任 

じ、 其 後 建 仁 元 酉年、 始めて 當 山に 要害 を 構へ、 行政 一 代、 是に 住するな り。 其 後、 佐 藤 

伊賀 前 司 藤 原 朝 光、 是に 住す。 其 子 伊賀 郞左衞 門 光宗、 相績 いて 是に 住す。 其 後 

光宗 は、 故 ありて 信 濃國へ 配流せられ、 後 赦免 あ b て、 式部 大夫 入道 宗監 と號 す。 光 

宗 配流の 後、 舎弟 三 郞左衞 門 尉 光資、 打績 いて 住す。 光資 は、 鎌 倉 知事の 別 當岩手 小 

忠太內 食 人中 原 光家 S 養子な り。 是ょ， - 氏を稻 葉と 改む。 拆此 伊賀 氏と いふ は、 大 

織 冠 鎌足 公の 御子 淡 海 公、 其 子房 前、 其 子 魚 名、 其 子 藤 成、 其 子 下野 權守 豊澤、 其 子 河 

內守村 雄、 其 子 武藏守 藤 太 秀鄕、 其 子 千 常、 其 子. 公 光、 其 子 公備、 其 子 公輔、 其 子 木工 頭 

岐阜 稻葉 城の 事  八 一 


美， 縝國^ 舊 卷之三  八 一一 

公季な， 0,。 其 子孫 系圖を 左に 記すな り • 

藤 原 氏 所 伊賀 

公季 木 ム助 I— 守 文鄕ほ 正 Islllf 覿ま llfli 離 Isfs^ 

. ヒ&.!^せ，^ぉ¥^^^^^—^5^4^衞門尉京都諸司代大夫判官。 後鳥羽院 承久 義兵の 始依 レ爲二 關 Ml 

1光琴^^7^.,,.^レ刀^^遣7$6〕ゃ-铍ニ追討-"承久ミ年玉月十五《1於--京都高辻京極家-^死 

.,ド 伊賀 次 郎右衞 門 尉平 政 村の 母 儀惡意 に依リて^?„1,騷^£^^-宗等，^^^—％解-,-^^^- 

1.?^^: ，ま 口お 一一 耽領？ 「ケ 『i 國 流。 後紋免 有力 式部 大夫 入道 光 西 如， 本 政所 執事と なる 

I 女子 北 條義村 後の 室 平政 村 以下の 惠此腹 也 

1- 女子 結 城 朝 光 妻 

_ 光資稻 II 伊 la; 三郞 尉  .  

一 了 伊賀 四 郞左衞 門 尉 I  I 

, 草 1  一 ひに』 一 ゆ 伊賀 隱岐守 I 右 in 一郎 左 衞門尉 

—  ，e 重； 1^ 郞 4^ 衞門！ ー! 光範 伊賀 三 耶左衞 門 尉 

Isi  一 


厂宗綱 門， 尉 光 氏 


式部 右 g 門 尉 1,1 

rl 光 素 伊賀 三郎 左^ 門 尉 


,|^0^式？<耶  1 丁 光綱壽 王冠 者 

—光一 n 问 伊賀 左 衞門尉 

-光時 同 壹岐守 

I— 光政 伊賀山 城 守 

三 郞左衞 門 光資、 氏を稻 葉と 改む。 其 故 は、 承久の 頃、 光資兄 光季、 京都 諸 司 代た，" し 

時に、 光資も 京都に あ， -て、 或時圓 座と いふ 物 を 作らせて、 舗 物と せリ。 公卿 之を從 

覽 じて、 珍しき 物な b とて、 頓て叙 覽に備 へ 奉る。 主上 之 を御覽 じて 宣 はく、 是は稻 

葉に て 作， - たる 物 やと 敕詔 ありけ る。 光資 有難く 悅び、 則ち 主上の 敕詔を 氏と な I 

て、 此 時よ. 0 稻葉三 郞左衞 門と 改 むな ヒ是に 依って、 居城 を稻 葉の 山城と 號 するな 

り。 其砌、 此圓 座を數 多作， りて、 御調 逢し ける。 夫ょり星霜遙に隔て、岡田主，^^正と 

いふ 武士、 能く 詩歌に 逋達 しける が、 始め 美 濃國ょ 出で て、 禁裏 仕官せ 或 時 一 

首の 歌 を 詠す。 其 一句、 稻 葉に 寄す るの 意 ありと いへ h.。 時に 時の 主上よ， -、 圓座 

を 頂戴し ける 事 ありと いへ り。 何れの 頃と も 委しく は 知れす。 拆 又光資 は、 籐原氏 

にして、 家の 定紋 藤の 丸な， 9 しが、 此 時よ b 角 切 角の 內に、 三の 字 を 用 ふ。 是は光 y 

i!?  招 葉 城の *-  _  .  .r に l,J-r:  .   八 一一 一 I  .  i 


美 濃^ 諸舊記 卷之三  <s 

在番の 節、 白木の 三方の 上に、 切 餅 を 三つ 置きて、 官女 之 を 持 出で て 光 資に賜 はる， 

是を稱 して 三方 膳、 三つの 方 は、 餅の 形 を 表して 家紋と す。 後年 豫 州の 越智の 姓の 

稻葉、 當國 へ 入來 して、 久しく 住しけ るが、 此定 紋所 俱に紛 はしき 故、 能く 亂し考 へ 

知るべし。 光 資が孫 稻葉三 郞左衞 門 光房の 代に 至り、 敕勘を 蒙り、 飛 驛國へ 至りて 

蟄居せ り。 依って 當城 生斷絕 せし 所、 其 後 時代 遙に 隔て、 後深草 院の 御宇、 正 元元 年 

1 一階 堂 行政が 五代の 孫、 1 一階 堂 出 羽 守 行 藤 入道 道曉、 少しの 間、 當 城に 在住す。 山城 

守 行政が 子 隱岐守 行 村、 其 子 出 羽 守行義 法名 道 、其 子 備中守 行 有 法名 道隆、 其 子 行 

藤な り。 行 藤 在 城の 間に、 武儀 郡吉田 村に、 新 長 谷 寺 を 建立す。 其後應 永の 末の 頃、 

齋藤槽 刀 左 衞門尉 利 永、 古城 を 再び 修復して 、居城と なして 住せし よ， -以來 、其 子 利 

藤. 齋藤新 四郞利 良. 長 井藤 左 衞門長 張 迄、 斷絕 なく 住居せ b。 然る 所長 張 は、 享祿三 

庚 寅年 正月 十三： n 、家臣の 西 村 勘 九 郞が爲 に、 夫婦 共に 害せら る。 此 勘九郞 は、 始め 

庄五郞 と い ひし 時 は、 本 巢郡輕 海 西の 城に、 少し の 間 住し、 其 後、 同 郡 文殊 の 鄕祐向 

山に 住す。 今 長 井藤 左 衞門を 討ちて、 長 井の 家 を押領 し、 自ら 長 井新 九郞正 利と 名 


戰齊 

死 藤 
龍 


乘り 、則ち 是ょ. 9 當 城に 在住せ，^。 其 後天 文 十一 年 五月 十 一 日、 屋形 賴藝を も. 攻出 

し、 當 1； を押領 し、 其 後 同 十七 申年 二月. 當城を 嫡子 義 M に 讓り、 其 身 は 方 縣邵鷺 山の 

城に 移，. > 、是に 住せ. o。 嫡子 義 « 、當 城主と な h> 、國 守た b しが、 永祿四 酉年 六月 十 一 

日 卒す。 箭五 歳な， -。 法名 左 京大 夫 義寵雲 玄寵大 居士と いふ。 義 « の 子 齋藤右 

兵 衞大夫 « 興、 天文 十六 未年 三月 朔日 生る。 母 は 長 井 車 人 正道 利の 娘な り。 室 は 江 

州 小 谷の 城 生 淺井備 前 守 藤 原 長 政の 妹な り。. Lfi^ つ 娘と « 興 家督 を受繼 ぎ、 打續 いて 

當 國の大 守と して、 稻葉 山に 住しけ る 所、 永祿七 甲子 年 八月 十四日、 信 長の 爲 めに 攻 

落さ れ、 « 與城を 捨て ， 、 近江國 へ 落 行き、 淺1^;下野守久政.同子備前守長政に與し、 

又 朝 倉 左 衞門督 義景の 客分と な b て、 越 前に 在 b ける が、 天 正 元 癸 酉年 八月 八 H、 織 

田 信 長の 爲 めに、 淺井 • 朝倉滅 i3 す。 時に « 興、 敦賀 にて 討死す。 . 廿七歲 なり。 永祿 

八？^-年三月朔曰ょり、信長公當城に移り住し、其子三位中將信忠、其子中納言秀信迄、 

三代 相續 いて 城主たり。 然る 所、 慶長五 庚 子年 八月、 秀信卿 は、 江 芦. 將軍 家の 鈞命を 

奉， 0, 乍ら、 逆臣 石 W 治 部 少輔三 成に 與カ せられし に 依って、 江 戶將軍 家、 諸 太 名に 命 

岐阜 葉 城の 事 .  八！ - 


錄？ぉ 圃諸舊 卷之三  さ 

じて、 岐阜 を 攻めさ せらる、。 諸將 木曾川 を乘 越え、 城の 南面よ. 9 押 寄せ 攻 落す" 時 

に 池 田 三 左 衞門尉 輝 政 は、 當 城の 案 內者 なれば、 城 山の 後、 水 手口より 攻 上るな b 

»此 輝 政 は、 案內 者た る 寧、 理 な， り。 此頃 岐阜 城主 十代 衆と 言 傳ふ事 あ."。 其 衆 は、 

齋藤 山城 守秀 《 入道 道 三、 一 色 左 京大 夫義 《• 齋藤 右兵衞 大夫 tt 典. 織田彈 正 忠卒信 

長. 同 三位 中將信 忠. 同 三 七 郞藏人 侍從信 孝. 池 田 勝 三 郞信輝 • 同 三 左 衞門輝 政 • 羽柴 

少將秀 勝 • 中納 言秀 信な り。 &政は 右 十 人 衆の 內 なれば、 能く 案內を 知る 故に、 終に 

攻 落しけ る。 秀信卿 は、 川 手 村の 閻摩堂 迄 出. ii^ なりし を、 虞に して、 加納の 圓德寺 へ 

入れ 參ら せ、 夫よ. -紀州 高野山へ 送る。 是 より 城主 斷絕 し、 公領と なりて、 岡 田將監 

源 善、 同 府中 の 事 を 掌 るな り。 

織 田 三代、 岐阜 住居の 戰 記に 曰く、 織 田家 は、 梪武 天皇の 皇子 一品 式部 卿 葛 原 親王 十 

1 一代の 後裔、 新 三位 中 將越前 守 平 資盛忘 形見の 四 男、 津田 櫂大夬 親眞と い ふ。 越 前 

國織田 明 神の 神職 津田 氏の 家督 を 繼げ. -。 親眞 十二 代の 末孫 織 田 勘 解 由 左 衞門尉 

敏定 と 申して、 尾 張. 越 前 守護 職 斯波左 兵衞督 義敏の 家臣なら。 義敏の 家の 三 職 を、 


織 田 勘 解. H 左衞門 敏定. 增澤 甲斐 守 祐德. 朝 倉彈正 左衞門 敏景と 申しけ 力、 增澤甲 

斐守 儀、 返 逆 を 企て、 ffi 川 左 衞門大 夫 義兼を 語ら ひ、 主の 武衞 義敏を 害す。 是に 依つ 

て、 將軍義 政 公 御 立腹 ありて、 織 田. 朝 倉の 兩 家へ、 逆臣 增澤を 誅伐の 御敎書 を、 文 正 

元き..： 戌の 春 S ユ つ て、 應 仁よ 長享 迄、 相戰 ふ事數 度な，.^。 終に 逆臣 甲斐 守 討死 

し、 長享 1 一 戊 申年、 將軍義 政 公よ. -、 越 前 を 朝 倉に 賜 はり、 尾 張 を 織 田に 賜 はる。 敏定 

の 子彈正 忠信 定 入道 月巖と いふ。 其 ft 子懷後 守信秀 とい ふ。 尾 州 勝幡の 城主に し. 

て、 天文 十八 己 酉年 三月 三日 卒す。 四十 ニ歲。 法名 徘岩 居士、 信秀の 子、 二 男 信 長、 天 

文 三 甲 午年 五月 廿 八日 誕生。 母 は 佐々 木 六角. 高 頼の 娘な り。 同 十五： 内 午年 正月、 十 

三 まに て 元服し、 同時に 名 古 屋の诚 を 築き、 是に 移住し、 則ち 平手 ホ務 大輔淸 容を以 

て 老臣と す。 十四 歲 にて、 始めて 參河吉 良 • 大濱の 軍に 出陣す。 十六 歲 にて、 天文 十 

八 年の 春、 齋藤道 三の 息女 を迎 へ て 室と せ..。 此室 は、 明智 光秀の 從 弟な."。 其 後 今 

川 治 部 大輔義 元、 駿遠參 三 ケ國の 大軍ニ 萬 餘人を 引率し、 尾 州 を 返 治して、 直に 京都 

へ攻上 、己れ 公方と ならん と議 し、 永祿 三年 申の 夏 五月に、 進んで 尾 州に 亂 入す。 

岐阜-稍 葉 城の 事  八 七  . 


信 長、 義 

元 討つ 


信 長 安土 
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美， 濃^ 諸舊記 卷之三  八 八 

其 時の 信 長の 居城 淸須 へ、 三 里餘に 近付きて、 數 城を攻 落し、 鳴 海 庄桶狹 とい ふ 所に、 

二 萬餘人 屯して、 近日 信 長 を 討 取るべき と議 す。 然る 所、 信 長 手勢 三千 餘人、 必死と 

思 ひ 切って、 彼の 表に 出向 ひ、 同 五月 十八 日 桶 狭に て 一 戦し、 終に 今 川が 多勢 を 切 崩 

し、 大將義 元 を 討 取り 畢ぬ。 時に 義元 四十 ニ歲。 毛 利 新 助秀詮 と、 服 部 小 卒太相 討 

にして、 其 首 を 得たり。 而 して 後 信 長、 永 祿七年 八月、 稻葉 山を攻 落し、 齋藤 « 與を追 

出して、 終に 美濃國 を押領 したりぬ。 天 正 三年の 十月 十七 日、 正三位 右大將 兼櫂大 

納 言に 任せられ、 信 長の 武威 遠近に 發し、 是 より 彌、 ill 海 靜謐の 謀を專 とせられ、 猶 

も 天下に 忠勤 を勵ま しめられん 御 心に て、 別して 帝都 守護の 爲め、 王城 近き 江 州の 

內に 居城 を 築かるべし とて、 則ち 近 江の 國蒲生 郡 安土 山に、 大城を 改築 ありて、 翌- 

天 正 四 年 丙 子の 二月 廿 二日、 濃 州 岐阜より 御移徙 あ.. >  ける。 其 跡 岐阜の 城 は、 嫡男 

秋 田 城 之 介信忠 に御讓 あ， 0 て、 則ち 是に 在住たり。 然る 所 天 正 十 壬 午年 六月 二日、. 

土岐 一 門の 英將明 智曰向 守 光秀の 爲に、 信 舉信忠 父子、 共に 京都に 於て 害せられ 畢。 

其 跡 岐阜の 城に は、 信 忠の舍 弟 神 三 七 郞藏人 侍從信 孝、 是に 在住し ける" 然る 所、 


越 前の 守議 田修麗 s に 組して、 羽 If ぁ， 及びけ る 所、 利 あら t 

て、 天 正 十 一 年の 夏、 柴田 は、 江 州 賤ケ嶽 にて 打 負け 滅」 しし、 信 孝 は 岐阜 を攻 出されて， 

尾 州に 落 行き、 野 間の 內 海に 於て、 羽 柴が爲 に 生害す。 時に 廿六歲 な，^。 辭 世に 曰く、 

昔より 主 をう つみの 野 間 なれば 因果 を 待た で 羽 柴筑前 

又 一 本に 曰く、 

重代の 主 をう つみの うらなれば 美 瀵尾張 をば 羽 柴筑前  • 

柴田勝 家の 忘 形見の 一 子 あり。 岐阜の 城下に て 成長し、 後に 商 民と なりて、 柴 田と 

稱 して、 代々 大 なる 商人た，..^。 尤 系書此 家に あり。 信 長の 法名 總見院 殿 泰岩大 居士、 

信忠法 名大 雲 院殿仙 岩 大禪定 門、 年齢 廿六 歲。 信 孝 落 去の 後、 岐阜の 城に は、 信忠 ilil 

二^との 息 大和 大納言 秀俊 住す。 是は羽 柴秀吉 の 舎弟 美 濃守秀 長の 養子な り。 太 問 

秀吉 朝鮮 征伐の 時、 俱に發 向して、 肥前國 名護屋 にて 病死す。 秀 俊の 妹 二人 あ，..。 森 

美 作守忠 政と、 毛 利 甲斐 守秀 元の 室たり。 其 後 岐阜の 诚に は、 信忠の 子秀信 在住す。 

阜中納 言と 號す。 前 田 德善院 法印玄 以後 見と す。 然る 所、 慶長五 年の 秋、 江 

' ■  >Ki.^^*.f.  ！  ,.  —  ：    ,プ ， .  .. . ,1 
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州 佐 和 山の 城主 計；^ 石 田 治 部 少輔三 成 反逆 を 企て、 濃 州の 諸士を 多く 語ら ひ、 當 國靑 

野ケ 原に 出張す。 江戶將 軍、 六 萬 九 千 三百 餘騎を 率せられ、 八月 朔日、 江 戶を御 出馬 

之 あ， 9。 先手 は、 尾 州 淸須の 城 生 福 島 左 衞門大 夫 正則に 仰 付けられ、 濃 州 高 須の主 

德永法 印 昌壽に 名馬 を 賜 はり、 濃 州の 案內 者に 仰 付けられ， 畢ぬ。 然るに 是ょ、 り 先、 

岐阜 秀信 は、 元來始 よ. -江戶 君の 御供の 人數 なりし が、 石 田 方より、 一 向賴み 申し 來 

るに 付、 家老 木造 左 衞門尉 具 正 |喊。阜；ホ競，跳^|^， 百々越前守に密談ぁh^け る 

所、 人せ ハに之 を 制し、 其 儀 不可た， 9。 旣に關 東の 御人數 にて、 钩命を 承り 乍ら、 今更 

御 變智の 段 本意に あらす、 速に 止ま. - 候へ かしと、 諫言 數 刻に 及びぬ。 然れ ど.^ 秀 

信 許容の 色な し。 依って 兩臣苒 び 申して 曰、 然 らば 今 京都に 居候 德善院 にも 談 じて、 

其 差圆に 任せ、 而 して 石 田へ の 返事 あるべし と 申 置きて、 兩臣は 宿所に 返き、 直に 上 

京の 支度 を 致し 畢ぬ。 其 夜に 入. 9 て、 附屬 の士樫 原但馬 父子、 兩臣の 善諫を 悉く 難 

じて、 我意の 諫言 を中勸 むる に 依って、 終に 秀信之 に 決す。 頓て石 田よ...^ 賴 みに 來 

る 所の 使者 を， 殿中に 召 入れ 盃を 出し、 終に 石 田に 合體の 評議 決して、 樫 原 御供に て、 


に 右 ほ 

舆田田 

す S 秀 

成 信 


佐 和 山に 赴き 給 ふに 至， 9 ぬ。 木造. 百々 は、 此事を 曾て 知らす。 上京して 德善院 の 

差圖を 受け、 直に 馳せ歸 るの 道筋、 佐 和. H を 通りし に、 石 田より、 其路 次に 人 を 出して 

秀富 S は是に 御座 候 間 、入来せられ 候 へ と いふに、 兩臣之 を 聞きて 畏 歎し、 扬 は御述 

の盡 なり。 さ， 0 乍ら、 此上は 是非な しとて、 使と 打 連れて 佐 和 山に 立 寄 b 畢。 发に於 

て、 反逆 明白と ぞ聞 えたり ぬ。 而 して 岐阜の 城に 楣籠 りて 、防戦の 用意 嚴 重たり。 

拆關 東の 勢 は、 八月 十四日 淸須に 着きて、 川越しの 評議に あ b ける。 池 田 三 左衞門 

輝 政 は、 北 美 濃 へ 向 ひ、 笠 松. 甲 &の渡 を 相 越え 申す ベ しと 定めら る。 福 島 左 衞門大 

夫 正則 は、 川下の 荻 原より、 小 越の 渡 を 打 越え、 西 美 濃に 亂 入し、 火の手 を 上げ、 其 時 

上 笠 松の 人數 も、 乘渡 るべ きとの 堅 約な り。 川下 へ 打 越え 候人數 割の 次第 は、 福 

島 左 衞門大 夫. 細 川 越 中守忠 興. 京 極侍從 高吉. 黑田 甲斐 守 長 政. 加 藤 左 馬助嘉 明. 藤 

堂 佐 渡 守 高 虎. 田 中 兵 部 少輔吉 政. 井伊 兵 部 少輔直 政. 本 多 中務大 輔忠勝 等な ト つ 川 

上 笠 松の 渡 を 越 ゆべき 人數 は、 池 田 三左衞 門. 淺野左 京大 夬幸 長. 有 馬 玄蕃豊 氏. 松 下 

右兵衞 尉. 山 內對- 馬 守 一 豊. 堀 尾 信 濃 守忠氏 • 一  柳 監物直 守 等な り。 八月せ  一 n 、福 島 

岐阜 城の 事  _  I  ： . 九 一. 
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左 衞門大 夫 は、 小 越の 渡 を 打 越え、 西 美 濃よ b 打 廻. 0 て、 足輕を 出し 追拂 ひ、 長. 35- の 近 

邊 を燒拂 ひ、 其 夜 は、 長 良の 堤に て 夜 を 明し、 八月 廿ー 一 日 拂曉 に、 茜 郡 村 を 打 越え、 岐 

阜 近所に 陣を 取りぬ。 尤尾 州の 內、 犬 山 口 を 押 へ に は、 駿州. 遠 州の 人數差 向けら る 

る。 川上の 渡し 口 は、 池 田 三左衞 門、 小 越 口の 相 園の 煙 を 見て、 甲 田の 渡を乘 越えぬ。 

« 家臣 伊木 淸兵衞 • 村 山 織 部 寬賴等 は、 當國の 案內者 なれば、 相 闘 も 待た す、 木曾川の 

先陣して 乘 越し 畢。 秀信卿 は、 加納を 過ぎて、 川 手 村の 閻魔 t まも 御 出馬 あり て、 佐 

藤 六左衞 門. 木造. 百々. 飯 沼 十 郞左衞 門、 武者 大將 として 五 百 餘騎、 新 加 納へ駔 向 ひ、 

足輕 に千餘 挺の 鐵炮を 打た せ、 一足 も 引かす 防戦す。 殊に 飯 沼 勘； 牛 先登して、 大に 

働きけ るが 、一柳が 家臣 村 山 長左衞 門. 大 塚藤藏 等、 飯 沼に 懸 りて 討た れ畢。 勘； 牛 は 

猶も深 入して、 池 田備中 守が 突， 鐽を 受け 失して、 池 田が 爲 めに 討 たれた， C 'ぬ。 武市 

忠左衞 門 は、 一柳が 手へ 生 捕りぬ。 前 田 半 右 衞門を 始め、 使番 佐々 彌三郞 等 も 討た 

れ畢。 新加納 よ， り、 敵の 大勢 は、 悉く 木曾川 を乘 越え 、一戦に 利 を 得て、 川 手の 荒 田 橋 

迄攻 寄せたり ぬ。 是に 依って、 百々. 飯 沼 も 防ぎ 難く、 秀信を 守護して 阜に 引返く， 


然れ ども 川 手に 於て、 津田 藤三郎 紅の 母お を 懸け、 兼 松 又四郞 は、 黄色の 母 衣 を懸ぉ 

て、 俱に 返し 合せ 返し 合せ 血戰 す。 又 瀧 川 早 市. 中島 傳左衞 門 等 以下 も、 五騎 同じく 

引返して 相戰 ひ、 頻に 勝負 を爭 ひ、 終日 を暮 した，.^ ぬ。 依って 何れと も 勝敗 見分け 

難く して、 互に 心配し、 » 其 夜 は、 幸 島. 平 島に 陣を 取りて 過した.^ ける。 翌 八月 廿三 

日 未明に、 兩 口の 人 數 一 手に な，. M し、 一 同に 岐阜の 町 口に 押 寄せ、 先 を 1 矛ひ亂 入す。 

福 島の 臣福島 伯耆. 梶田新 助、 殊に 先駆して、 頗る 高名せ，^。 山 下 御殿の 前へ、^ 田 藤 

三郞 打って出で、 諸 兵 を 下知し、 寄 手 を 犬に 駆 立て 、勇戦し ける 其體、 諸人の 目 を 驚か 

しぬ。 津 田が 子孫 は、 池 田家に あ， -。 瑞寵. 守 山ニケ 所の 砦の 方へ は、 淺野左 京大 夫 

攻上， 0 て、 一旦に 之を攻 落し 畢。 福 島の 手勢 百餘騎 は、 七 曲へ 攻 上る。 京 極侍從 は、 

百 林 口より 荒神 洞に 懸. -、 柴田 修理 亮が古 屋敷 を 破りて、 述目 口より 攻 上れり。 池 

田 i; 政 は、 川原 水の 表へ 攻 上る。 此ロ は、 當山 第一 の 難所な，^ しか ども、 伊木 淸兵衞 • 

村 山 織 部. 乾 平 右衛門 • 同 十 郞左衞 門、 其 外 共に 當國の 武士 多し。 故に 案內は 能く 知 

b ぬ。 難なく 殿 守の 下迄攻 着きた. 9。 正則の E 大橋 茂右衞 門. 星 野 一角 等、 別して 

. ： lte..%.s'  ,..Lr,-i:lp  ..  ： .— ——  ，：，  t  |  —，； i  .... ； 
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高名す。 城 中に も、 津田藤 三郞. 木造 左衞門 佐. 飯 沼 十 郞左衞 門. 大岡覺 助 • 伊東 長 左衞 

門 等の 面々、 勝れた る 働して、 其體 を、 諸將等 一 見し、 敵 乍ら も 甚だ 感心したり ぬ。 上 

格子の 前にて、 福 島の 臣寺島 太 兵衞、 城兵と 組 打して 首 を 取る。 愛に 於て 岐阜 方 難 

儀と な.^、 殘. 9 少なに 打な され 、防戦の 術盡 きた. 9 ぬ。 東國 勢、 大手 搦手 悉く 亂 入し 

て、 東 城 近く 攻 詰め、 秀 信の 居 館 を、 稻痲竹 葦の 如く、 鋒 先 を i ぼべ て 取 園み 畢。 然れ ば、 

瑞龍. 守 山ニケ 所の 砦 も 申す に 及ばす、 悉く 敗北せ り。 樫 原但馬 父子 を 始め、 其外殘 

黨千、 餘人、 之 を 討 取りけ るが、 秀 信も是 迄な りと 思 ひ、 自害 をすべし と あ，. >  ける を、 木 

造 以下 之 を 諫めし に 依って、 降 參し給 ひぬ。 池 田 三 左衞門 は、 君臣の 好 身 を 思 ひ、 秀 

信 を 生 捕. 0 て、 上 加納の 一向 宗の 道場へ 入れ 申しけ る。 御供 侍 小姓 以下 十四 人な hs. 

警固 の 武士 は、 白；^. を 持ち て 前後 を圍 み、 常 家 房 圆德寺 に て、 池 田の 臣乾十 郞左衞 門 • 

衬山織 部. 伊木 淸兵衞 、左右 を 取 固め、 鎧を脫 がせ 申しけ る。 御馬 印 金の 瓢簞、 大身の 

鏠 一筋. 鎧 一 領. 甲 一 刎、 此 寺に 殘し 置き、 夫よ， -尾 州に 送り、 知 多 郡より 船に 乘 せて、 

紀州 高野山へ 送り 申しけ るが、 同月 晦日、 行年 廿 一 歲 にて 病死 せらる、 と 云々。 息 


女 一人お はせ しが、 江 州 佐々 木 六角 右兵衞 大夫義 鄕の內 室に て、 氏 鄕ひ捺 儀な ト> 

又秀 信の 舎弟 左衞 門佐秀 則と いひけ るが、 敵軍 本丸へ 攻入 b し 時、 料紙 を 召され、 此 

間隨 身の 者 共に、 威 狀を與 へらる。 此 子孫 岐阜に あり。 城 は 福 島 正則 請 取，^ て、 當 

日 未の 下 刻、 終に 落 去に ぞ 及びけ る。 織 田 三代 岐阜 住居、 是 にて 斷絕 す。 始め 齋藤 

帶刀左 衞門利 永、 應 永の 末の 頃當 城に 住し、 三代 を 保ち、 享祿 三年 寅の 正月 十三 日、 & 

井藤 左 衞門長 張に 至りて、 其臣道 三に 誅 せらる。 此間 年數、 百ケ 年の 餘に 及ぶ。 道 三 

則ち 是に 住して、 其 子 義《. 其 子 M 與迄 三代 住し、 永祿七 年の 八月 落 去す。 此 間年數 

三十 五ケ 年。 是 より 信 畏之を 取りて、 其 子 信 忠. 其 子 秀信迄 三代 在住し、 終に 慶長五 

年の 八月 斷絕 す。 此 間年數 三十 七ケ 年な り。 是に 依って 其 頃 世俗の 唄 物に いひし 

に、 齋藤 三代 又 三代、 織 田 も 三代、 岐阜に 住して 跡 もな しと、 申しけ る は.^ 事な， 5 
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厚見 郡加納 の 城の 事 

厚見 郡 加 納の城 は、 齋藤帶 刀 左 衞門尉 利 永、 文 安二 己巳 年 八月、 始めて 要害 を 構へ て 

住居 レて、 川 手 城の 後見たり。 代々 土岐 氏の 執 權の嫡 傅た る 者、 是に 住す。 帶刀左 

衞門利 藤. 左 金 吾 利 安. 新四郞 利國. 長 井藤 左 衞門長 張 等に 至る 迄、 代々 是に 住しけ， 5, 

然る 所、 天文 年中よ. >  、當城 生斷絕 して、 久しく 明 城な りし を、 慶長五 年關ケ 原陣の 後、 

江 1:^ 將軍 父子、 此所を 見 分 ありて、 城 を 改築し 給 ひ、 间六辛 巳年より、 御 聱奧平 美 作 守 

信 昌に賜 はり 是に 住す。 是ょ， 9 十五 年 在住して、 元 和 元 乙 卯年 三月 十四日、 信 ：n 曰 逝 

去。 法名 久昌院 殿 前 作 洲大守 泰雲安 公大 禪定 門。 

信 昌の內 室 は、 加納 殿と 號 して、 將軍 家の 御 長女な り。 寬永ニ 乙 巳年 逝去 せらる。 法 


鏡 
島 
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名 盛 德院殿 香 林 急 雲大姉 。 

信昌の 嫡子、 氏 を 改め、 加 納ニ代 目 松卒攝 津守忠 政と い  慶長 十九 甲 寅年 十月 一 一 

日 逝去。 法名 光 國院殿 前 攝州大 守 雄山英 公大 居士。 

信 昌のニ 男加納 三代 目 松 平 飛驛守 忠隆、 寬永九 壬 申年 正月 五日 逝去。 法名 實相院 殿 

前 驛州大 守 大林功 公大 禪定 門" 此 年よ. -大久 保 加 賀守長 重、 是に 住す" 同 十六 乙 卯 

年ょ，.^、松卒丹波守藤原光重に賜は，-、居住なり。 

厚見 郡 鏡 島 の 城の 事附 安藤 氏 の 事 

當城 は、 橘 姓の 嫡流 關 東の 武士 平 山 左 衞門尉 橘季重 三代の 孫、 花 城 冠者 賴綱、 建曆三 

酉年 和 田 合戰の 後、 當國に 落ち 來，. -、 稻葉 山の 城主 伊賀 三 郞左衞 門 尉 光 資へ好 ある 

の 故に、 則ち 此鏡 島の 地 へ 要害 を 構 へ、 建 保 一 ー戌年五月、始めて是に移-^住す。 是ょ 

b 氏 を 改め、 鏡 島 左衞門 尉賴綱 i 號す。 賴綱、 實は右 大將賴 朝の 胤 子な-.。 母 は 於 

龜の 前と いふ。 美女に して、 鎌 倉 殿の 愛妾な，^。 子孫 代々 當國に 住し、 後に は 土岐氏 

厚見 郡 鏡 島の 城の 事附 安藤 氏の 事  九 七 
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の 幕下と なりぬ。 拆賴綱 は、 其 後承久 三年 六月、 後鳥羽院の 御昧 方に 與 力し、 一方の 

大將を 承り、 關 東の 大 軍と 戰ひ、 同 七日、 當城 にて 生害す。 是 より 久しく 當 城主 斷絕 

して、 なか ける 所、 寬正ニ 辛 巳年、 齋藤帶 刀 左 衞門利 藤、 當城を 改築し、 少しの 間是 

に 住す。 夫よ， り 後 は、 土岐氏 代々 の舊臣 安藤 氏の 居城と す。 安藤 民 部 藤 原 守 利、 永 

正 元 甲子 年よ， -是に 住す。 其 子 伊賀 伊賀 守 守 就 入道 道 足、 是に 住す。 守 利の 二 男 

五 左衞門 尉守宗 は、 土岐 氏の 砦の 城、 輕 海の 要害に 住せし が、 守 就. 守宗 兄弟、 其に 信 

長 公、 に隨 ひ、 元 龜ニ辛 未年 五月、 信 長 公、 勢 州 長 島の 一 授を 征伐の 爲め、 彼の 城へ 御 出 

馬 ありけ るが、 一 戰利 なくして、 昧 方 退陣の 所、 敵 徒 等に 追 詰められ、 難戰 して、 五 左 

衞 門守宗 は、 同 十二 日の 夜、 多 藝郡太 田 村 七 屋敷と いふ 所に て、 氏 家 十全と 一 所に 討 

死す。 時に 守宗、 四十 九歲 なり。 其 舎弟 七 郞左衞 門 尉 守 之 は、 本 巢郡芝 原の 北方の 

要害 を 自ら 構へ て、 天文 廿 三年の 春より 是に 住す。 又 同じ 分れの 國枝 大和 守 守 房 は、 

池 田 郡本鄕 村に 住す。 明應四 卯年 七月 五日 卒去。 法名 前 和 州 大守宗 捧禪定 門。 同 

じく 加 藤 左 衞門尉 光長 は、 方縣 郡賴嗣 の、 黑 野の 城に 住す-。 是れ皆 藤 原 守 長 卿の 末 


孫に して、 土岐 氏の 守臣 な. -。 安藤 伊賀 守 守 就の 子、 同 太 郞左衞 門 難， 尙 就と いふ、 

二 男 七郞左 衞門尙 重と いふ。 道 足の 弟に、 瑞の 藏主尙 ffi とい ふ あり。 太郞左 衞門尙 

就の 子 を、 忠 次郞尙 政と いふなり。 然るに 安藤 伊賀 守 守 就、 代々 土岐 氏の 舊臣 にし 

て、 其 後義龍 俞 與に 至りて 相屬 しける 所、 永祿七 年の 春、 稻葉. 氏家ネ 破. 安藤、 右の 四 

人 衆、 倶に變 心して、 信 長 公に 屬す。 依って 相續 いて 當 城に 住しけ る 所、 安藤 は、 天 正 

の 45  二心 變 りして、 武田信 玄に內 通せり。 信 長 怒，.^ 給 ひ、 攻. D すべ きの 御 支度な り 

しいよ、 安藤 守 就、 叶 はざる を 察して、 罪を陳 じて 降參 す。 故に 信 長 公、 其 罪 を 赦免せ 

られ、 元の 如く 差 置かれけ るが、 元 來信長 公 は、 心に 狐疑 深く、 少し にても 心に 懸けら 

れし事 は、 腹黑 にして、 年久しく 經 ると 雖も、 忘れ 給 はすして、 終に は 其 胸 を 散らし 給 

ふ>ひな，0^。 是に 依って 伊賀 守 守 就、 武 田に 內 通の 不埒の 儀、 一旦 其 儘に 差 置かれ、 終 

に 其 沙汰な か b しに、 天 正 八 年に 至 舊惡 の あ- ,0 し 面々 、佐 久間右 衞門尉 信 盛 父子. 

林 佐 渡 守 逋豊. 安藤 伊賀 守 等 所領 を 召 上げられ、 追放 仰 付けられ ける。 是に 依つ て、 

安藤 も 同年 三月 廿日、 當城を 改易せられ、 住 慣れし 舊地を 立 出で、 北山に 落 入り、 身 を 

Itn^f の 城.^ 事附 安藤^の 事  ：究 
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隱 して 入道し、 道 足と 改め 蟄居せ.^。 其 後、 天 正 十 年 六月 1 一 日、 信 長 公生 害の 後、 御子 

信 雄 • 信 孝. 孫の 秀信 三人 家督の 儀に 付、 柴田 修理 亮勝 家と、 羽 柴筑前 守 秀吉と 確執た 

bo 神 UU 二 七 § 信 孝 は、 岐阜の 城に 在住し、 柴田勝 家是に 組して、 羽 柴秀吉 と 合戦す 9 

時に 天 正 十 一 未年 四月 十七 日。 安藤 伊賀 守 守 就 入道 道 足 は、 信 孝に 組して 、北山より 

本 * 郡に 出張して、 北山の 要害に 楣 籠る。 是に 依って、 羽 柴秀吉 の 眛方稻 葉 伊豫 守 通 

朝 入道 一 鐵齋儀 は、 元來 安藤と は舊 友たり と雖 も、 其 中 不和なる の 故に、 今度 安藤 を 

退治、 として、 大野 郡淸 水の 城より 出張して、 富 田 村に 要害 を 構へ、 安藤と 對陣 す。 一 

鐵齋の 嫡子 右京亮 貞通 は、 曾 根の 城よ.^ 出陣して、 同じく 富 田 村の 要害に 陣を 取る。 

稻 葉が 家臣 稻葉 長左衞 門. 加 納悅右 衞門等 は、 本 巢郡本 田 村の 要害に 在りて 打出づ 

る。 同 郡見延 村の 柵より は、 原 掃部亮 打出づ る。 拆斯の 如く、 北方の 要害 を 諸方より 

差 挾みて、 一同に 攻立 つる。 同 四月 十七 H の 宵よ. 0 合戦 を 始め、 入亂 れて戰 ひける。 

一 鐵は富 田の 要害に 在 b て、 郎等 江 崎 六 郞左衞 門を馳 せて 下知 を傳 へ 、 攻 立て けれ 

ば、 稻葉左 近. 加納 悅右衞 門. 其 子 雅樂. 山 本 六 郞右衞 門 等 一 陣に 進み、 粉 骨 を 盡し戰 


ひける. - 北方に て は、 安藤 伊賀 守 守 就 入道、 八十 有餘の 老功の 士 にして 軍 場に 練，^ 

たる 勇士な りしに、 子息 舎弟、 父兄に 劣らぬ 輩 なれば、 多勢に 臆せす、 自ら 眞 先に 進み，. 

士卒 を 下知して、 愛 を 先途と 挑み 戰 ひける。 是に侬 つて 稻 葉が 先手 稻葉左 近. 加納雅 

樂 山 本六郞 右衛門 等、 多勢に 取 込められ 討死し ける。 是に 依って、 稻 葉が 勢亂 れん 

としければ、 須藤 權右衞 門. 石丸權 六郞. 山 岸 權左衞 門 等、 一 人當 千の 勇士 等 口惜しく 

思 ひ、 亂る、 味方 を勵 まし、 命 を 捨て、 攻戰 ひければ 、安藤 道 足. 伊賀 守尙就 • 其子忠 

次郞 卜り 政 父子 孫、 幷に道 足の 二 男 七郞左 衞門尙 重. 道 足の 弟 端の 藏ま 尙寵、 幷に 家老 

松 田 雁 助 就 行. 岡 八 兵 衞友久 等 を 始めと して 七百餘 人、 三 段に 備へ 防ぎ 戰ひ、 旣に四 

月 十七 日の 宵より、 翌十 八日の 午の 刻 迄、 追 ひつ 返しつ、 火花 を 散らして 戰 ひける が、 

安藤が 兵士 も、 百 五十 餘人 討死し ける。 稻 葉が 兵 も、 二百 餘人 討死し ける が、 元來稻 

葉 多勢なる が 故に、 新手 を入替 へ、 息 をも繼 がせす 攻戰 ひける つ 安藤が 勢樹 にして、 

1 晝 の 戰に兵 勞れ、 救 ふべき 勢 もなかり ければ、 愛に 於て 苦戦と なり、 道 足 も 討死 

と 覺悟を 極め、 自ら 鐽を追 取り、 稻 葉が 勢に 突いて 懸り、 敵 を 五六 騎 突いて 落し、 六 人 

厚見 郡 鏡 島の 城の 事附 安藤 氏の 事  さ 一 
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に 手 を 負 はせ ける を、 稻 葉が 郎等 村瀨大 隅、 幷に弟 古田 五郎 兵衞兩 人、 谷鏠を 持って、 

左右よ， り 突 い て懸る を、 道 足、 一 一人 を、 弓手 馬 手に 引受け 戰ひ、 老人と い ひ 腕 弱り、 古 

E が 突く 鏠を受 損じ、 弓手の 脇 をした  >  か に 突かれ、 馬上に 泳 へ す 落 つ る 所 を、 村瀨 

大 隅箭懸 りて、 終に 首 を 取った， 9 ける。 道 足、 行年 八十 四歲 な， 9。 道 足が 舍弟 瑞の藏 

主尙龍 も大に 働き、 兵士 二人 迄 討 取りし が、 終に 村瀨大 隅と 渡り合 ひ 討 たれけ る。 道 

足の 二 男 七 郞左衞 門尙重 は、 隱れ なき 大力 量の 勇士に て、 二 間 半の 大身の 鏠を 持つ 

て、 稻 葉が 兵 を 十四 人 突 伏せ、 猶も勇 を 振 ひて 戰 ひける を、 武藤 小左衞 門. 遠山 作之丞 

するど  一 

兩人、 之 を 討たん として 渡り合 ひ、 暫し戰 ひ ありけ るが、 尙 重が 剛勇の 鏠先 尖に して、 

終に 武藤. 遠山 兩人、 共に 討 たれけ る。 是に 依って、 只 一 人の 七 郞左衞 門が 爲に、 數多 

突立 てられて、 より 討つ 者 もなか，^ ける を、 石丸權 六郞. 山 岸權左 衞門兩 人、 共に 鐽追 

取り、 尙 重に 渡り合 ひ、 突きつ 流しつ 戰 ひける が、 山 岸 權左衞 門 は、 元來翁 術の 達人な 

りし かば、 終に 尙重を 突 止めた h^。 依って 石 丸 a 寄って 首 を 取りけ る。 伊賀 守尙就 

は、 士卒に 下知して 居け る 所へ、 加納悅 右衞門 打って 懸り、 暫し戰 ひける が、 終に 尙就 


討 たれけ る。 子息 忠次 郞尙政 は、 稻葉 右京亮 虑 通に 討た る、 • 家老 岡 八兵衞 は、 十 

文字の 鶴 を 持って、 兵士 七 八 人 突 伏せ、 頓て貞 通 を 目 懸け 馳せ來 る を、 郞等 加納外 記、 

之 を 隔て 、渡り合 ひ、 左の 手 を 打 落し、 八兵衞 怯む 所を附 入りて、 終に 首 を 討 取りけ 

る。 又 松 田 雁 助 就 行 は、 稻 葉が 郎等 長. H 與左衞 門に 手 を 負 はせ、 長 山 危く見 ゆる 所 

へ 、下人 馳せ 來，. . ^、雁 助が 橫 合より 打 つ て懸. ^、終に 切 伏せ て、 長 山が 手 へ 首 を 討 取 

ける。 是に 依って 安藤 父子 兄弟、 一 人 も 殘らす 討死し、 其餘の 家臣、 俱に戰 ひ 討死し 

ければ、 相殘る 輕卒等 は、 或は 降參、 又は 落 行きて、 忽ち 其 曰の 午の 下 刻に 至 h ^、合戦 

は 果てた，.^ ける。 道 足 は、 當國武 儀 郡紛陽 寺の 住僧に 歸依 しける が、 此度 討死に 付、 

禪僧、 道 足の 死體を 取り 退きけ る を、 一 鐵齋の 家へ 村 瀨大隅 • 弟 太 郞左衞 門 等、 之を勞 

は. 0 馬に 乘せ、 奧村 1,! 送. > ける。 夫よ b 稻葉は 士卒に 下知し、 鏡 島の 城 を 攻め 落し、 

番卒 を殘し 置き、 直に 岐阜の 城 へ 押 懸け、 池 田 勝 三 郞信輝 入道 勝 入齋と 倶に攻 立て. 

ければ、 織 田 三 七 郞信孝 防ぎ 難く、 城 を 捨て、 尾 州 野 間の 內 海へ 落 行きて 生害せ， 9。 

其 跡、 岐阜 中 納言秀 信の 代と なりけ る。 然るに、 安藤 七 郞左衞 門尉尙 重の 一子 勝 之 

厚見 郡 鏡，！ S の 城の 事附 安藤 氏の 事  10 ーュ 
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丞 とて ありけ るが、 W 重の 姉 聱山內 對馬守 一 豊、 勝 之 丞を密 に隱し 養育して、 後に 土 

佐國に 至りぬ • 山內靱 負の 先祖 是 なり • 又 安藤 父子 孫 兄弟 五 人の 位牌 は、 武儀邵 

紛陽 寺に あるな.^。 此紛陽 寺 は、 齋藤利 永の 建立な り。 ^此內 、對馬 守 一豊と いふ 

は、 其 先祖 を、 掃 部助實 道と いふ。 代々 當國の 住人な b 。齢辭 gl^g ^，山 內實道 

は、 方縣 郡に 住す。 一 說に、 本巢郡 北方に 蟄居し、 其 後 討死す と雖 も、 何れの 所と も、 

其 場所 詳 ならす • 又 安藤 伊賀 守尙就 討死の 時、 四歲 にな， 5 ける 男子 ありけ るが、 大 

野 郡 住人 高屋 氏の 家に て 成長し ける。 父 討死の 砌、 童 名 を 松 千代 九と いふ 由なる 

が、 成人の 後、 實名詳 ならす。 今高屋 氏と 號 する 家 は、 此 末流な らんと いへ， -。 諸 

士傳記 に 曰、 山內と い ふ は、 其 先祖 を 首 藤 山 內權介 範季と いうて 、關東 の 勇士 に て 、伊 

豫 守源賴 義に屬 しぬ。 子孫、 又 鎌倉賴 朝の 時代に も、 東 國に仕 住す。 中頃に て は、 山 

內五郞 左 衞門時 重と いひて、 足 利 尊氏將 軍の 時代、 美 濃國に 在住して、 土岐 大膳大 

夫賴康 i 倶に、 將軍 方に 屬 して、 文 和. 延 文の 頃の 戦に、 武名 顯然 た.^。 是ょ b 美 濃 

の國に 居住し ける。 家の 定紋、 翰 逢 を 用 ひた. 9* 近代 は其紋 なし。 此山內 時 重の 


嫡流に、 山 內掃部 助 首藤實 通と い ふ 者 あ， -て、 滚州 本巢郡 北方に 住居せ り • 尤 遁世 

して 蟄居な b と 云々。 始め 天文 元 二三の 頃 は、 當國方 縣郡木 田の 鄕と、 厚見 郡 市 橋 

の庄 西の 庄衬 と、 ニ鄕の 領主に て、 二百 貫の 地を領 せり。 M^ls"^ 此 時は實 通、 方 

縣郡木 田に 住せり。 又 其 始めは、 同郡大 桑の 邊に 居住し ける 由に て、 山內 氏の 屋敷 

跡と いうて、 彼の 所に、 其 形 今に 殘 りて あ h.。 然れば 何れの 地 も、 土岐の 幕下な り。 

其 子 傳兵衞 盛 重と いふ。 各務 郡長 塚 村に 居住す。 天文 十一 年の 春、 濃 州 を 出で て、 

尾 州 こ 至り、 織 田 左 馬助敏 信の 子、 伊勢 守 信 安の 幕下と なる。 後 又 齋藤道 三に 志 を 

i じ、 隨 順して 濃 州に 來り、 弘治ニ 年 四月 廿日、 齊藤義 « と戰 ひて 討死す とい ふ •  土 

にて は、 本國尾 州黑田 村の 城主な りと 言傳 ふる 事、 其譯も ある ベ けれども， 不審な 

KVO 黑 田の 城に は 、一柳 監物. 越智通 盛、 久しく 居住な，..^。 厚見 郡 西の 庄 村の 龜甲山 

立お 寺に も、 山內 氏の 過去 記に あ， りけ る は、 山 內主膳 正 實豊、 大永四 甲 申年 二月 六日 

卒す、 五十 九歲. _ 法名 養 源院宗 侶、 其 子 掃 部助實 通、 天文 五 丙午 年 七月 廿日 卒す。 五 

十四 歲。 墳墓 は タ部ケ 池の 邊 にあ. 其 子 傳兵衞 盛 重、 弘治ニ 年 丙 辰年 四月 廿日、 

厚見 郡 鏡 島の 城の 事附 安藤 氏の 事  一 g 
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鷺 山に 於て 討死， 廿 三歲。 法名 祐泉院 と號す • 又實 通の 舎弟 深 尾 和 泉守義 通と いう 

て、 山縣 郡の 太郞丸 村の 住人な りしが、 永祿 年中に 卒す。 又山內 傳兵衞 は、 山縣方 

側 島と いふ 所に、 住せし 事と ありと 云々。 山 內氏美 濃 • 尾 張の 戰記 にも、 何れ 武功 

の 名 あ， 0 とも 見え 申さす、 小身と 見 ゆ。 今 土 佐よ，..^、 西の 庄の立 政 寺に 來る 書付 等、 

數多 あるな り。 山內 氏の 家系の 實書、 大野郡の鄕士山內小右衞門が家にぁ，c^。 山 

內盛 重の 長男 右 內盛定 とい ひて、 明 智日 向 守に 仕 ふる。 二 男 小 右衞門 一豊と いふ。 

纖，" S は? 1?。 後、 對. 馬 守と い ふ は、 是 なりと かや。 

鄕 渡の 驛 古城の 事 

方 縣郡鄕 渡の 城 は、 古， 堀 河院の 御宇 永 長年 中、 美 濃 四郎義 仲と いふ 者、 始めて 此地 

に、 一城 を 築きて 住しけ ると 云々。 此義 仲と いふ は、 加 茂ニ郞 源の 義 綱の 四 男な，. >。 

義綱 は、 伊豫 守 源 賴義の 次男に して、 八幡 太郞義 家の 弟な り。 長久 二 辛 巳年 八月 

朔日、 河 內の國 香呂峯 にて 生る。 量 名 源 次 丸と いふ。 母 は le. 直 方の 娘な り 人 乂賴義 


の 遺言に 依て、 永 承 四 己 年 正月 七 曰、 加 茂の 社に 參詣 し、 明 神の 氏族に 奇附し 奉 

hs 、寶 前に 於て 元服 させ、 則ち 氏 を 改め、 加 茂 ニ郞義 綱と 號す。 武勇に 勝れ 、強弓の 

逢 人たり。 奧州前 九 年の 戦に、 僅十歲 にて、 兄義 家と 俱に、 父賴 義に從 ひ、 彼の 國に下 

向し、 安部の 負 任と 戰ひ 武功 あ， 其 後、 承 曆三己 未年より、 正 五位 下 美 濃 守に 任じ 

て、 W の 守護 職と な. o、 同年 八月 十二 日 當國に 移り、 則ち 岐阜の 城に 住居す。 其 後 

天仁ニ己？^^年八月、惡名を蒙りし事ぁりて、陰謀を企て、 江 州甲賀 山に 榻 籠.." ける 

が、 陸 奧四郞 爲義の 爲に攻 破られ、 降參 して 佐 渡の 國に 配流せられ 畢。 此義 綱に、 六 

人の 男子 あり。 嫡子 加 茂 太郎院 1: 官 代義弘 とい ふ。 當國筵 田 邵の府 におす 天 仁 

二 年 八月 廿 七日、 江 州甲賀 山に て 討死す。 二 男 美 濃 次郞義 明と いふ。 池 田 郡靑柳 

に 住す。 腰の 瀧 口 大夫季 賢が 館に 於て 討死す。 三男 を、 宫 三郞義 俊と いふ。 是も池 

田 郡に 住す。 義弘 同時に 討死す。 四 男 則ち 四 郞義仲 也。 甲賀山 籠城の 砌は、 他に 

在 hs て 之 を 知らす。 故に 其 企に 組せ や。 其 後、 刹髮 して 貞 山と 號し、 厚見 效今 衆..^ 

に 住す。 大治五 年 十月 二日 卒去。 五男 美 濃 五 郞義範 とい ふ。 大野 郡 結 城に 住 1 

鄉 渡の 驛 古城の 事  ち ^ 
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甲賀 山に て 討死す- 六 男宫ノ 冠者 義 公と いふ。 本 巢郡生 律に 住す。 拆鄕渡 は、 四郎 

義仲退 兵の 後、 斷絕 しける 所、 程 經て承 久の戰 の砌に 至て、 江 州 佐々 木の 一族 鏡 右 

衞 門尉久 綱、 院 方に 組し 奉りて、 大 井の 渡に 馳向 ひ、 攻 上る 所の 關 東の 大軍を 防ぎ 

戰 ひける が、 小勢に して 勝つ 事 能 はす。 大 井の 渡に 破れて より、 鄕 渡に 返き て、 再 

び 戰ひ畢 ^ 然れ ども 院方利 あらざる に 依て、 諸 兵 悉く 逃散す。 然. -と雖 も、 久綱ー 

人 曾て 退散せ や、 鄕 渡の 渡に て 烈しく 戰ひ、 我が 姓名 を 旗の 表に 記して、 要害の 內 

に 建立して、 其 後、 本丸に 於て 自害したり ける。 是に 依って、 鄕 渡の 城 は斷絕 した b 

畢- 然れ ども、 東 山道 往來 の驛路 たるに 依って、 地 銘繁賑 は衰へ ざ， - ける。 其 後、 遙年 

數を經 て、 文明の 頃に 至， り、 齋 藤が 持 城に な. 9 ける 所、 又 程 過て、 永祿五 戌年 五月より、 

井卢 十郞兵 衞賴重 1ふ# 助り ととい ふ 者、 是に 住す。 此井 戶賴 重 は 、奥州の 出產 にして、 當 

國へ 住す。 後に は 織 田 信 長の 幕下と なりて、 廿ー 年此 城に 在住せ り。 然る 所、 天 

正 十 壬 午年 六月 1 1 日、 信 長 公、 京都本能寺に て御生害ぁ，.^け る が、 其 後程な く、 天下 

の 政事、 羽 柴秀吉 の 執に 寄せ， 9。 然れ ども 井 賴重 は、 何方へ も 出仕せ すして あ， 5 


ける。 f 5 い 賴 利の 嫡子 井 R 若 狹守利 兼、 1 一男 齋藤賴 重、 三男 監物 とい 

ふ * 和 州 郡 山の 生 筒井 法 印 順慶に 仕へ り。 若狹 守が 一子 井戶 左^ 助 利 政と いふ。 

明 智日 向 守 光秀の 姪聱 にして、 則ち 光秀に 隨ひ、 天 正 十 年の 頃 は、 出城の 國 宇治 都 

棋 島の 城に 住せり。 光秀 滅亡の 後 は、 細 川 與ー郞 忠舆曰 な タ^の 客分と な.^ て、 丹 

後の 國田邊 に 在，. > け るが、 其 子 新 右衛門と 申しけ る を、 德川 家に 召 出され、 御 旗本 

に 候し ける。 井 戶美濃 守と いふ。 崔¥ 、も 愛 井 戶齋助 は、 信 長 卒去の 後出 仕せ す、 鄕 

渡に 籠居して 在， りけ る 所、 元來曾 根の 城主 稻葉 伊豫 入道 一 鐵齋 は、 常に 其 中、 不和に 

て ありけ る。 是に 依って 伊豫 入道 は、 羽柴秀 士ロ に屬 して、 其 下知と 號し、 天 正 十一 年 

の 七月 廿 七日、 居城 安八 郡 曾 根よ， 0. 出陣して、 多勢 を 以て 取懸 り、 一 戰に鄕 渡の 城 

を攻 取りけ る。 是に 依って 當城 は、 稻 葉の 持 城と なせり。 尤此頃 ー鐵齋 は、 曾 根の 

城 を 本 城と して、 是には 嫡子 右京亮 貞通を 住せし め、 其 身 は、 大野 郡の 淸 水の 地 城に 

居住な， -。 尤貞通 は、 天 正 十 年より、 暫く 大野 郡 揖斐の 城に も 在住し けるな り。 0 

ニ男彥 六、 三男 右近、 四 男 作 右 衞門此 三人 を、 鄕 渡の 域に 入れて 守らし め羅： せ 根. 鄕 

榔渡驛 の 古城の 事  -  一 0 九 
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渡. 鏡 島 等の 三ケ 所の 城 共、 程遠からす、相隣.^ての在城たh^• ー鐵齋 は、 天 正 十八 

年に、 郡 上 郡 八幡の 城 へ 移る。 其 後、 秀吉 逝去の 後、 江 戶將軍 家に 歸 服し、 慶長五 年に、 

豊後國 臼 木の 城 を 賜 は..^、 是に 移る。 然れ ども、 ー鐵齋 は、 當國に 止ま..^、 淸水 村の 

北なる 長 良 山に 隱 居す。 嫡子 右京亮 負 通 は、 其 後、 國に 移.^ ぬ。 彥六 は、 早世す。 右 

近 は、 東 美 濃 七 組 山の 村 下に 住居す。 是 よ-^ は鄕 渡の 城 は、 家老 林 宗兵衞 正 三に 守 

らせ ける。 此 宗兵衞 は、， gll ゆ 始め 七 郞右衞 門と いうて、 本巢郡 十八 條 村の 出 

產 にして， 稻葉 右京亮 Is; 通の 妹聱 なり。 宗兵衞 は、 林 駿河守 通 政 入道 道 魔の 二 男な 

、り。 兄 を 林 市 助 支 蕃亮長 正と いふ。 又 通 政 は、 林 右近 大夫越 智通忠 の 子な， 9。 先 

代 は、 大野 郡淸 水に 住しけ るが、 左 近代より、 十八 條 村の 城主な b と 云々。 玄蕃長 

正 は、 十七 條 村の 住人たり。 當國 高須に 住せし とい ふ 事、 誤な， 9。 林 宗兵衞 は、 其 後、 

江戶將 軍に 仕へ、 稻葉內 匠と 改名せ. -。 其 子 稻葉佐 渡 守 正 成と. いふ。 闢 東の 大名 

fo 拆鄕 渡の 城 は、 文 祿.慶 長の 頃より 頹破 しける。 慶長八 卯年の 秋.、 石垣 を 崩し 

掘 を 毀ちて、 終に 破 却せられ 畢。 此城、 家中 居 屋敷の 所、 南 表 は 堀 切の 川な. -。 尤夕 


輕 

城 


部ケ 池の 流れ 迄相續 けり。 北 は 寺 田衬の 境な り。 東は大 川、 西 は 日 詰の 橋 切な..。 

城の 天守 臺、 二十 間 四方に して、 常の 住居の 臺の 西に あ. 9。 上河邊 村の 里人の 住居 は 

外に あ hs。 井戶十 郞兵衞 は、 三百 賞の 小知な り。 1^ 奸ず百 稻葉 右京亮 は 二 萬 石に して、 

曾 根の 割 地な り。 此城構 は、 井戶賴 重が 身上に は 相違に 見えた b 。又 井 の 知行 

は、 方 縣郡鵜 飼の 黑 野の 城主 加 藤 左 衞門景 泰に奪 はれ、 漸く 城 を 守る の 由" 然る 所、 

1 鐵齋持 城と して、 殿中の 修理 等增 補せ し 故に、 一 城の 名 を 得お ると なり。 

本巢郡 輕-。 海の 城の 事 

本 巢郡輕 海の 城の 事、 此城地 は、 元祖 加 留見中 納言長 勝卿舊 館の 地な り。 長 勝 卿 は、 

安八 郡 中 川の 加納 村に て 逝去な り。 今輕海 村の 長 勝 寺と いふ は、 此 古跡な，^。 其 

後 は、 朝 倉太郞 太夫 高淸 住しけ るが、 其砌、 輕 海の 里に、 高淸、 天台宗 長 翁 院香柳 寺 を 

建立し ける 歌に、 

五月雨に 螢集 ま. 5 飛ぶ 池に 風 こそ 匂 ふ 香 は 柳 寺 

本 巢郡輕 梅の 城の 事  二 1 
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其 後高淸 は、 甲 州へ うつりぬ • 越 前の 朝 倉 氏 は、 高淸の 末流な り。 右の 寺 は、 永祿七 

年、 織 田. 齊 藤との 兵火の 爲 にて、 本尊 ま 記 金 器等殘 らゃ燒 失して、 苒興 なし。 此輕 

海の 地 は、 數 度の 戦場たり。 永祿五 年の 五月 廿 三日の 夜 合戦に、 織 田 勘 解 由 左衞門 

信 益の 討死し ける も、 此の所な り。 拆又朝 倉 氏と いふ は、 人皇 卅七 代孝德 天皇の 御 

子 表 米の 宮と い ふ。 天智 天皇の 御宇、 異賊 襲ひ來 るの 時、 防戰 として、 表 米 王に、 日 

下部の 姓 を 賜 はる。 其 子 荒 島と いふ。 但馬 國の大 守と して、 朝 米 郡に 住し 給 ひ。 日 

下部、 氏の 大祖 たり。 荒 島の 子 治 良、 其子國 良、 其子國 守、 其 子 乙 長、 其 子 磯 主、 其 子 

貞禰 十七 代の 後胤、 朝 倉 又四郞 高繁、 其 長子 太郞 太夫 高淸 なり。 其 子 朝 倉 右 衞門督 

廣景 とい ふ。 足 利 尾 張 守 高 經の臣 となり、 越 前に 住す。 廣景 五代の 孫 敎景、 其 子孫 

次郞 家景、 其子彈 正左衞 門敏景 入道 英林 i い ふ。 戰功 あるに 依 つ て、 義政將 軍よ， 9 

越 前 を 賜 は， り、 足 羽 郡 、大 一 條 谷に 城 を 築き、 文明 三 辛 卯年 五月 廿ー 日、 黑 丸の 城 

よ， -、 始めて 是に 移住す。 同 十三 年 年 七月 廿 六日 卒す。 法名 宗雄。 其 子 彈正忠 氏 

景、 同 十八 午年 卒す。 廿 八歲。 其 子 左 衞門尉 貞景、 永 正 九 壬 申年 三月 廿 五日 卒す。 


其 子彈正 左衞門 孝景、 其 子 左衞門 督義景 なり。 天 正 元 癸 酉年 八月、 朝 倉 義景. 淺井長 

政. 土岐 M 興 右の 三 家、 織 田 信 長の 爲に滅 C して、 子孫 斷絕 せ.^。 朝 倉 家 は、 越 前の 

事 なれ ども、 高淸ー 代、 當國輕 海の 里に 住する 故に、 是に 記せり。 扨輕 海の 里 は、 其 

後、 土岐 氏よ，.^ 要害 を 構へ て、 稻葉七 郞越智 通 高、 康曆 元年 十二月、 始めて 是に 住す， 

是ょ，0^稻葉數代、當城主た.0。 通 高の 子 通 兼、 其 子 左衞門 通祐、 其 子備中 守通以 入道 

元 蓬と いふ。 稻 葉元麈 の老國 記に も、 我が 館 は、 糸 貫丄ハ 種の 二 川 を 請 じて 要害と す 

と 記せ.^。 元麈の 歌に、 

岡の 原 松の 下草 霜枯れて すみか や 虫の 聲も 淋しき 

元麈 代に 至， 9、 應仁ニ 戊 子年の 秋 、御座 野の 里 遠見 山に 要害 を 構 へ て、 是に 移り 住 

す。 子孫 繁昌して， 所々 に 住せ， -。 元 塵. の 子稻葉 伊豫 守 通 富、 法名 靈壅、 其 子備中 

宇 通則、 其 六 BR 伊豫 守 通 朝 入道 一 鐵齋 なり、 拆其 後、 輕 海め 城 は、 六十 餘年、 明 城に て 

ありけ る を、 其 後、 天文 十 一 壬 黄 年 三月よ， -、 安藤 伊賀 守 守 就の 舎弟 五左衛門 守宗、 是 

に 住す。 然る所、元龜元年五月十ニョの^^太田村の七屋敷とぃふ所にて、勢州長島 

本 巢都輕 海の 城の 事  一一 一一 一 
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の 一 揆と戰 ひ、 氏 家常 陸 介と 俱に 討死し ける。 是に 依って， 以後 當 城主 斷絕 な...。 » 

又 同所 西の 城 は、 松 波 庄五郞 、大永 五 年の 春、 始めて 是に 住す。 其 後、 文殊 村の 祐向 S 

に 移， り 住せ， o。 其 後、 西の 城 へ は、 永祿三 庚申 年より、 片桐 半右衞 門、 要害 を 改め 是 

に す 後に 片桐 は、 池 田 勝 三郞信 輝の 臣 となる。 片桐縫 殿助爲 春の 子に して、 助 

作且 元が 從弟 なり。 天 正 十五 年の 夏、 半 右衞門 は、 安八 郡 池 尻 村の 城へ 移りぬ。 同 十 

七 a 年 三月より、 一柳 伊豆守 越 智直季 、西の 城に 住せ.^。 翌 十八 庚 寅年、 相 州 小 田 

原の 北條氏 直攻の 合戦の 時、 直季は 太閤に 隨ひ、 小 田 原 山中の 城に て 討死し ける。 

是 よ.^。 城主 斷絕な .-。 直季 は、 輕海 にて 六 萬石餘 なり。 尤直季 、始めは 岐阜の 今 

泉に て 成長し ける。 量 名 を 市 助と いふ。 伊豆守 討死の 後、 舎弟 四 郞右衞 門 直 盛と い 

ふ を 、太閤よ，.^ 召 出され、 尾州黑 田の 城 を 賜 はりて、 一 二 萬 五千石 を領 するな，.^。 後に 

監 物と 改名す。 其 子 一 柳 丹 後 守 直 重、 1 一男 美 作 守 直 家、 三男 藏人直 家と いふ。 子孫 

德川 家へ 仕へ て、 繁榮 長久た. 9, 


大 
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安八 郡大 垣の 城 は、 源 尊 氏 公 十二 代の 將軍 源義昭 公の 御 下知と して、 牛 谷川 を 形取 

b て、 天文 四 乙 未年 三月、 宫川吉 左 衞門尉 友 種と いふ 者、 始て城 を 築き 是に 住す。 本 

來は、 牛 谷の 城と い へ り。 其 後、 城主 代る ぐな， 天文 十七 年の 夏よ. -、 織 田 播磨守 

信 辰 • 同廿 亥年より、 竹 腰 攝津守 道陳。 永 祿ニ己 未年より、 介友國 入道 卜 全。 

元龜 元年 五月 士 一日の 夜、 太 田 村に て 討死す。 其 跡 嫡子 左 京 亮直 元。 天 正 三 乙 亥年 

四月より、 羽 柴秀吉 の 弟 木 下 美 濃守秀 長。 同 六 戊 寅年より、 加 藤作內 光泰。 の 長 k なリ。 

は、 光， 声の。 同 八 辰年 七月より、 氏 家內膳 正直 元、 後に 勢 州 桑 名に 移る。 同 十 一 未年 

二月より、 池 S 勝 入齋. 同 紀伊守 之 助。 同 十二 甲 申年よ. -、 秀吉の 甥 三 好 孫 七郞秀 

次。 同年の 十 一 月より、 一 柳 伊豆守 直季。 间 十七 a 年 三月、 輕 海に 移る。 是 より 羽柴 

少將秀 勝 住す。 是は信 長の 四 男に して、 童 名 を 於 次 九と いふ。 天 正 九 年に、 秀吉の 

養子と なる。 文祿 年中 高麗 陣の 時、 在 都に て 病死 せらる。 天 正 十九 卯年より、 伊藤 
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長 門 守 住す。 * 長 四 亥年より、 伊籐 彥兵衞 住す， 然る 所、 石 田 三 成に 組して、 同 五子 

年 五月 十五 ：11、 關ケ 原に て 討死す： 同 六！ 4- 年より、 石 川 長 門守康 通。 同 十二 年より、 

石 川 n! 向 守 家 成な. >。 

大垣 地の 戰 記に 曰、 牛 谷川 景淸の 端と いふ 事 あ， 9 ける， 其 故 は、 天文 十七 年の 九月 

三日、 尾 州 古渡の 城主 織 田 備後守 信秀、 濃 州の 齋藤道 三が 逆 意 を 憎み、 之を攻 付けん 

と 欲して、 織 田 因幡 守 を大將 とし、 一 萬餘 人の 兵 を 率して、 濃 州に 亂 入して、 在々 所々 

を 放火し、 同月 1 一十 二日、 稻葉 山の 城下に 取 懸.. 、衬々 へ 押 詰めて、 悉く 火 を 放つ。 町 

口 迄 押 寄せ、 巳に 日 も 晩景に 及んで、 軍兵 を 引退き ける が、 諸手 半分 程 引取りけ る 所 

に、 道 三 之 を 見て、 究竟の 勢 を 揃 へ 、 步行立 の 兵と なして、 前後に 立て、 敵 を 只 討捨に 

して、 必ゃ首 共 を 取る ベ からすと 下知 を 傅へ、 南 向に 進んで， 一 同に 切て 懸 りぬ • 

尾 州 勢 甚だ 周章て、 支へ 兼ねて 切 崩され、 悉く 敗軍す • 愛に 於て、 織田與 次郞實 近. 織 

田 因幡 守 • 同 主 水. 靑山與 三右衞 門. 千秋 紀伊 守， 毛 利 十 郞. 寺澤又 八. 毛 利 藤 九郞. 岩 越 

喜 三 郞を始 として、 尾 州 五十 餘人 討死し ける。 中に も 千秋 紀伊守 は、 其 頃 古の 平家の 


盲 士惡七 兵 衞尉景 淸が重 寶の蘚 丸と いふ 太刀 を 所持し ける に、 最期の 時 此 太刀 を 

帶 した， o。 紀伊守 討 たれて 後、 齋藤 方の 兵 蔭山 掃 部 助、 又此 太刀 を 求めて 帶 した 

り。 愛に 彼の 大 垣の 城に は、 尾 州より、 織 田 播磨守 信 辰 を 入 置きたり ぬ。 齋藤道 三、 

今度 尾 州 勢の 敗 車に 利 を 得て、 此 勢の 冷めぬ 中に、 急ぎ 大 垣の 城を攻 取るべし とて、 

道 三よ， o、 江 州の 佐々 木 義秀. 淺 井久 政の 許へ 加勢 を 乞 ひて、 同 十一 月の 始 より、 多勢 

大 垣の 城 を 取， -卷、 攻めた ぬ。 此時 蔭山 婦部助 は、 道 三方の 先手の 將 として、 彼の 

蘇 九の 太刀 を 持ちて、 大 垣の 近所 牛 谷の 寺內 を燒拂 ひて、 敵に 働かん とす。 其 時お 

ち 牀几に 腰 を かけて、 諸卒を 下知して 居た，^ ける に、 流れ矢 一 筋、 寺內 よ. - 飛び 來り 

て、 蔭山が 左の 眼へ、 ニ寸 計. 9 射 込みた，^。 其 矢を拨 きて 捨てければ、 又 矢 一 つ 飛び 

來 b て、 右の 眼 を 射 潰された，^。 一度に 兩眼盲 ひたる 事、 是れ 只事に あらす と S 

說 しける。 其 後、 故 あ， りて、 此 太刀、 丹 羽 五 郞左衞 門 手に入りて 所持し ける が 、五郎 左 

衞 門長秀 も、 又 眼病 を 煩 ひて 難儀し ぬ。 所詮 此 太刀 所持 の 人 は、 兩眼 に 祟 あ る 由、 世 

以て 皆 沙汰し ける 故、 此 太刀 を、 則ち 熱 田大明 神へ 奉納し ける。 然れば 即時に 、五郎 
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左衞門 眼病 卒愈 しける。 是 なん、 正しく 景淸の 太刀 故なる べし。 ^も 尾 州の 古渡へ 

は、 齋藤 方より、 大 垣の 城を攻 むる 由、 聞え ける に 依って、 備後守 信秀、 又 賴み勢 を 申 

遣られ、 同じく 十七 日、 後 詰の 爲に とて、 濃 州に 出張 あ..^。 起して 川 を 船に て 渡し、 打 

越えて、 类 濃の 地に 亂 入し、 竹が 拳 森 部の 邊を 放火して、 稻葉 山の 近所の 在家 民屋を 

燒 立て、 赤 鍋 村の 口 迄 l^^gf が 働き 入る。 道 三 之に 驚き、 大 垣の 城 攻を差 置きて、 井ノ 

口の 城 に 人數を 入れけ る。 信秀、 猶も濃 州に て 、合戦 を せ ん と相議 しける 所に、 其 頃 

尾 ffls 洲の 城に は、 織 田 彥五郞 在住し ける。 是は織 田 大和 守 入道 常祐の 跡目 なれ ど 

も、 實は 去る 九月に 討死し ける 因幡 守の 子に して、 淸洲三 奉行の 棟梁な り。 此 家老 

坂井大 膳. 同甚 助. 河尻與 一 郞 など i いふ 者 共 相談して、 謀叛 を 起し、 信秀の 留守 を 幸 

として、 軍兵 を 催し、 同月 一 一十 H、 信秀の 居城 古渡 へ 働き 來.^ て、 町 口 を 放火し 敵と 

な る 。 此註進 聞え け る 間、 信 秀先づ 濃 州の 軍 を 止めて、 尾 州に 歸 b  、是 より 度々 彥五 

郞と戰 ひ、 度々 止む 間な か. りけ る" 是に 依って、 道 三苒び 出馬して、 終に 織 田 播磨守 

を攻 出し、 大垣 の 城 を 受取.^ て、 竹 ノ腰を 入れ 置きけ るな り。 
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十九 條の 城の 事并 地の 戦記 

本巢邵 十九 條 村の 诚は、 始は齋 藤 新 四郞利 良. 之 を 築き、 少しの 間 住しけ るが、 其 後 

他に 移りて、 是には 住せす、 明 城と なりて あ. - ける 故に、 年々 に頹 破した，" ける。 然 

る 所、 永祿四 年、 織 田 信 長 濃 州 を 窺 ひ、 齋藤龍 興 を； 值 せんと 欲して、 數度 當國に 軍". S 

を發 して、 合戰に 及びけ るが 、毎度 織 田 方 敗軍して 歸國 せり。 是に 依って 信- 长、 右 合 

戰の 工夫 勝負の 所 を 考察 あ b て、 老臣 諸士を 集めて、 評議せられ ける に、 我れ 數ケ皮 

濃 州に 出馬して、 合戰 すと 雖も、 必勝の 利な く、 味方の み 敗軍す る 事 は、 是れ 偏に 足 

溜の 砦な どのな き 故な- -。 是に 依って、 中 野. 圓城 寺. 笠 松. 墨 俣、 又は 十九 條 などの 邊 

に、 一 ニケ 所の 砦 を 築き、 要害 を 構へ、 此方の 人 數を籠 置きて、 夫 を 便と して . ^第 次 

第に 彼の 國へ亂 入せば、 可なる べしと 云々。 諸士尤 と是に 同す。 さるに 依って タづ 

濃 州齋藤 家の 領分の 內、 墨 俣に、 一 ケ 所の 砦 を 築くべし i て、 老臣 佐 久間右 衞門尉 信。 

盛 をして、 普請 奉行と 定め、 人數を 率して 墨 俣に 來， -、 敵 を 恐れす 砦 を 築かん とす 
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時に 永 祿五年 四月 二十 三日。 齋藤 方の 勇士、 彼 所に 砦 を 築かせて は惡 か， りきと て、 

武備 郡關の 城主 長 井 阜人佐 道 利： K 野 郡 揖斐の 城主 揖斐周 防 守 光親、 府內の 城主 山 

岸 勘 解 由 左衞門 光信. 各 務郡鵜 沼の 城主 大澤次 郞左衞 門 爲泰. 不破郧 の 菩提の 城主 

竹 中半 兵衞重 治、 其 外 日 根野備 中守弘 就. 同 弟彌次 右衞門 弘繼. 牧村牛 之 助 春豐. 野 木 

澤右衞 門 爲賴等 以下 多勢 を 率して、 稻葉山 を 出^し、 墨 侯に 馳せ 付きて、 一戦に 佐 

久間を 追 ひけり。 石材 木の 類 を 悉く 取捨て、 十分に 打 勝ち、 稻葉 山に 引取. 0 畢。 佐久 

間 這々 淸須 に歸. 9 て、 敗軍の 由を訴 ふ。 信 長 殊に 殘 念に 思 召し、 再び 柴田權 六郞滕 

家に 仰せ て 、是非 砦 を 築 かせんと せらる。 依って 勝 家、 又 墨 俣 に來， りて 普請 を始 む。 

齋藤方 甚だ 憤. >  て 、同 五月 二日、 揖斐. 日极 野. 長 井. 井上. 山 岸. 國枝. 安藤の 面々、 不時 

に 彼の 所に 攻め 至り、 結 府下 宿の 邊 にて 大に戰 ひ、 又々 柴田 を追拂 ひ、 石材 木 等 を、 

皆 以て 取捨. てけ， o。 滕家打 負けて 無念 乍ら 歸陣 す。 信 長 彌心 をい らち、 三度 目と 

して、 木 下 藤 吉郞秀 吉に命 せらる 5* 其 頃 木 下 は、 尾 州 愛知 郡の 內 にて 百 貫、 海 西 郡 

の內 にて 百 五十 貫 I 都合 二百 五十 賞の 知行 を 所領せ， o。  久間. 柴田仕 損せし 後に 


秀吉墨 侯 

喊な 紫く 


秀士： ： 墨 侯 

城丰 とな 


して、 諸 士各難 溢に 申す の 所、 木 下 則ち 望んで 之 を 勤む。 同 五月 廿 七日の 夜中より 

墨 侯に 來て、 砦の 普請 を 始め 畢。 齋藤方 之 を 見て、 味方 を 侮， -し織 田 _の 振舞、 再三の 

亂妨 捨て ffi き 難し。 早く 馳せ 行きて、 以前の 如く 追拂 はんと 云々。 其 時、 西 美 濃 十八 

將の 勇士の 內、 山 岸 勘 解 由 左衞門 光信、 00. 木 下が 振舞 凡なら ざる を 察し、 今. 

度 麁忽に ば、 却て 敵の 謀計に 落つべし。 川 手と 陸 手と 二方に 分れて 押 寄せ、 火 

を 以て 攻 付くべし と、 軍 慮 必勝の 良計 を勸 む。 然れ ども、 日 根 野. 長 井の 面々、 只血氣 

にして、 勇戦の み を 心 懸け、 山 岸が 良策に 隨は ざり ぬ。 是に 依つ て、 山 岸 善諫の 至ら 

ざる を 患 ひ、 此上眛 方の 敗軍 せん 事 を 見る にあら や。 所詮 齋藤を 助く ると も、 始終 

の 全き 事 あるべ からすと 察し、 是 より 齋藤家 內變 起り、 西 美 濃 勢 山 岸 • 揖斐 • 國枝. 竹 

中等の 面々、 悉く 居城に 返き て 出仕せ す。 日 根 野. 長 井. 牧村等 は、 直に 墨 俣に 馳せ向 

ひて、 木 下と 戰ふ。 秀吉 謀計 を 以て 之に 當. > 之を碎 く。 齋 藤方是 より 勝つ 事 を 能 は 

す。 終に 日なら すして、 墨 俣の 砦 は 成就し ける。 信 長 甚だ 悅喜 ありて、 木 下が 功 方 

を稱 せられ、 是 より 則ち 秀吉 をして、 墨 俣の 城主と せらる。 是れ木 下が、 城主と な b 
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し 始めな り。 尤此 時より 先、 地 を 加へ、 六 千 貫の 知行と な. 9 て、 侍 大將の 列に 加 は，^ 

畢。 後に tl 州 長濱の 城主と な， りて、 是に 移る。 以後 墨 俣 は、 漸々 に頹 破し ける。 » 又 

墨 侯の 一 城、 全く 成就し ければ、 信 長 苒び議 せられ、 同時に 今一 . ^所、 濃 州の 內 にて 能 

き 地 を 見積り、 足 溜の 一 城 を 築くべし とて、 前日より 仰 出され、 則ち 此本巢 郡 十九 條 

衬に 一 城 を 築かれ、 一 族の 內、 織 田 勘 解 由 左 衞門信 益 を、 入れ かれけ る。 是は尾 州 

犬 の 成 主 織 田 十 郞左衞 門 信 盛 弟な り。 信 盛と いふ は、 與次郞 信康の 子な、 り。 信康. 

は $5 秀の 弟な り。 然るに 勘 解 由 左 衞門信 益、 五六 百の 勢 を 以て、 十九 條の城 を 守り 

在りけ る 所に、 其 頃 五月雨 降績 きて、 起して. 墨 俣の 兩川 悉く 水增 りて、 中々 渡 もな 

難く 見えけ る 故に、 齋藤 方よ. 0 其 體を見 察して、 實 にも 此 洪水に て は、 信 長が 後 詰 

も 思 ひも 寄ら や、 早々 攻 ほすべし とて、 寵與 下知して、 稻葉山 を 出馬し、 十九 條の 城に 

押 寄せた ぬ。 一陣 牧衬牛 之 助. 二 陣稻葉 又右衞 門. 三 陣日极 野 兄弟、 其 外 段々 に備 

を 立て、 攻 懸け i る。 勘 解 由左衞 門、 水練の 飛脚 を馳 せて 淸須に 遣し、 急ぎ 後 詰 を 給. 

はる べき 由 を 申 送る。 信 長 聞 召し、 時 剥 を 移さす、 淸須を 出" 馬 ありて 向 はせ 給 ふ" 


一 番池田 勝 三 郎信輝 .1 一番 佐 久間右 衞門尉 信 盛. 三番 柴田權 六郞勝 家. 四 番钵佐 渡 守 

通 ま 早 其 外 佐々. 森. 墙を始 として、 旣に墨 俣 川に 着き けれども、 洪水 湛 へて 渡り 難く、 

少した めら ひ 居け る 所 を、 信長眞 先に 進みて、 河水 增 されば とて、 勘 解 由 左衞門 を、 眼 

前に 討た すべき かとて、 ロハ 一騎 乘 入りて 渡らせ 給 ふに ぞ、 大將 斯樣に 進み 給へば、 我 

もくと 諸勢乘 入り、 總軍 一同に 川 を 渡て、 向の 岸に 着きに ければ、 勘 解 由 左衞門 

出向へ て、 忝き 由 を 御 鱧 申 上ぐ る。 さらば 合戦の 手 分 有べ しとて、 兼て よ， り 池 田 を 

先手に 御 定め 有 けれども、 勘 解 由左衞 門、 此 地に 住し 居ながら、 他に 先陣 を 渡さん 事 

面目 を 失 ふ 由、 頻に 先手 を 望みければ、 然 らば 汝、 先陣 を 仕る ベ しとて、 福 富 平左衞 

門貞^^を御使にて、池田はニの手に進むべき由を、仰付けられ畢。 拆 五月 廿 三日の 

夜、 目 さす も 知れぬ 暗の 夜に、 何處を 敵と も 知らね ども、 只々 懸れ /、と 下，^ せらる 

勘 解 由左衞 門、 一 陣に 進み 案內 して、 輕海 村の 深 田 を 傳ひ溝 を 越えて、 向の 岡 野 へ 打 

上りければ、 齋 藤の 先陣 牧村牛 之 助、 閧を 作りて 切て 懸る。 勘 解 由左衞 P 暫く 戰し 

打 擦ち て、 牧村を 追 立てけ るに、 二 陣の稻 葉 又右衞 門入替 りて、 繁く駔 入り、 愛 を 
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先途と 戰 ひける 程に、 勘 解 由左衞 門が 手の者せ r 切 立てられて 敗軍す。 然れ ども 信 

益 は猶、 一 足 も 返 かす、 多くの 敵と戦け るが、 頓て齋 藤 方の 兵、 野々 村 三十 郞と渡 h> 

合 ひ、 暫く 戰 ひける が、 心身 勞れ て、 終に 愛に て 討死し ける。 ぺ」 信 三十 郎は 甚だ 

勇み、 織 田 勘 解 由 左 衞門信 益 を、 討 取りた るぞ とい ふ 程 こそ あれ、 池 田 勝 三郞. 佐々 內 

藏助 等、 ニ陣 よ， -鎚を 揃へ て、 透 間 もな/、 切って 懸 b 戰 ひける が、 美 濃 勢 打 負けて、 

稻葉又 右衞門 をば、 佐々 と 池 田と 相 打に して、 討 取りけ るが、 互に 首 をば 讓 b 合 ひて、. 

首 を 取り得 兼ねた る を、 柴田勝 家、 脇より 進み出で て、 さあら ば 其 首 を 取りて、 御邊方 

の 其 次第 を 言上 せんとて、 又右衞 門が 首 を 取. 9 て、 信 長に 見せ 奉り、 池 田. 佐 々が 手柄 

の 次第、 殘らゃ 申 上げた，.^. ぬ。 拆此時 池 田 は 痛手 を 負うて、 引 兼ねて ありけ る を， 郞 

等 土 倉四郞 兵衞. 伊木 淸兵衞 、敵の -it を 奪 ひ 取. >  て、 ま 人 池 田 を搔乘 せて、 味方へ 引き. 

て歸. - ける。 斯くて 暗 4^ にして、 敵 味方の 勝敗 も 知れ ざり ければ、 又 右 衞門を 討 取 

ちた る を、 能き 潮 合と して、 信 長 は、 勝閧を 上げら る。 齋藤方 も、 勘 解 由 左衞門 を討耿 

りたる を、 幸と して 引取り 畢。 信 長 其 夜 は、 輕海 村に て 夜 を 明し、 翌朝 早々 尾 州 へ 歸 


城 


,o 申されけ る。 今 十九 條 村の 北の 出 離れの 道の 傍に、 五 翰 形の 石塔 あり。 勘 解 由 左 

衞 門が 墳墓、 卽ち是 な. -と 云々。 拆 十九 條の城 は、 其 後、 織 田 方よりも、 强 ひて 守る 

事 をせ ざり ければ、 いっとな く 明 城と な， 9 て、 次第に 頹 破に 及び、 幾， 程なく 斷絕 した 

むける 

福 塚の 城の 事 井 地の 戰記 

安八 郡 福 塚の 城 は、 應永廿 1 午年 九月、 土岐左 京大 夫賴 益の 命と して、 福束藏 人十郞 

益 行、 始めて 當城を 築き、 是に 住して、 南 伊勢の 便と せり。 其 接、 正 長 元 申年より、 九 毛 

中 務少輔 光慶、 是に 住す。 光慶 は、 土 岐大膳 大夫賴 康の從 弟、 明智 五郞賴 高の 子な り • 

^1!;^?? 光慶の 子、 丸 毛 三 郞左衞 門 光 益と い ふ。 、相續 いて 當城 生な り、 其 子 河 內守光 

長と いふ。 文明 二 寅年 八月、 同 郡 脇 田の 里へ 移る。 光長の 子 三 郞兵衞 兼行 は、 又 福 

塚に 歸 りて 住せり。 其 子 兼定、 其 子 三 郞兵衞 光兼、 後に 兵 庫 、晩年 河內 守に 改む。 右 

光兼 は、 齋藤寵 興に 屬 して、 相續 いて 福 塚の 城に 住しけ る 所、 永祿七 年の 秋、 信 長の 爲 

isi  a- の 城の 事 井 地の 戰記  S 
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に、 寵 舆は國 を 奪 はれ、 稻葉 山の 城 を 明 渡して 落 行きけ る。 其 時、 齋藤 譜代 恩顧の 家 

臣等 は、 主人 龍 興 を 守護して、 俱に 退去せ り。 外檨 幕下の 諸將 は、 思々 にな b て 家 を 

立てん と 欲し、 悉く 織 5 家に 隨 身せ.^。 稻葉. 氏 家. 不 破. 安藤の 四 人 衆 は、 先年より 

寵與を 捨て.'、 信 長に 歸 伏せり。 又 其 後に は、 遠 藤 左 馬 助. 遠山 久 兵衞. 原 彥次郞 • 金 森 

五郎八. 加藤權 兵衞. 伊東 彥 兵衞. 德山又 兵衞. 西 尾 小兵 衞. 竹 中半 兵衞等 も降參 せり。 

今度 寵興返 去に 及びて、 丸 毛 光兼. 井戶齋 助賴重 等の 輩、 信 長に 隨 身した b ぬ。 信畏 

降參御 許容 あ，.^ て、 卽ち九 毛に は、 是 迄の 城 福 塚 を、 一 旦改城 仰 付けられて、 同 郡 今 尾 

の 城 を 賜 はる。 是に 依って、 永祿七 年の 秋 九月より、 丸 毛 は 今 尾の 城に 移，. M し、 是に 

住す。 十ケ 年の 餘 過ぎて、 信 長 御 生害の 後 は、 九 毛、 又 羽柴秀 吉に隨 ひて、 天 正 十 一 

未年の 春より、 又 福 塚に 移り、 歸 りて 是に 住せり。 其 跡 今 尾の 城に は、 市 橋 下 總守長 

勝 住す。 此市 橋と い ふ は、 藤 原 氏に して、 市 橋 長 利が 子に て、 池 田 郡 市 橋 村の 出產な 

K 文 祿ニ癸 巳年 二月 三日、 丸 毛 光兼 卒す。 六十 ニ歲。 法名 善 孝と 號す。 其 子 三 

郞兵衞 兼 利. 太閤に 仕へ、 相續 いて 福 塚に 住す。 然るに、 慶長五 庚 子年 關ケ 原の 合戦 


に 付、 丸 毛 兼 利 は、 石 田が 語 ひに 應じ、 是 に合體 して、 福 塚に 榍籠， り畢。 是に 依って、 穎 

島 左 衞門大 夫の 幕下、 尾 州 赤目の 住人 橫井 伊織 は、 丸 毛と は 多年の 知 昔 ある 故に、 福 

塚に 來.^ 、 早く 石 田の 味方 を 離れ、 關東 へ 隨 順せられ 然る ベ しと 勸め ける。 然れど 

も 兼 利 承知せ す、 遮って 敵對の 色を發 したりぬ。 是に 依って、 橫井も 止む 事 を 得す、 

關 東の 命に 應 じて 之 を攻 むる 時、 同 八月 十六 曰、 今 尾の 城主 市 橋 下 總守長 勝. 同石津 

郡 高須の 城主 德永法 印 昌壽、 橫 井伊 織. 同 孫左衞 門. 同 作 左 衞門等 勢 を 率して、 福 塚の 

東 加 知 村の 川 を 船渡して 攻 寄せけ る。 丸 毛 少しも 恐れす、 川端に 出向へ て、 大に戰 

ひ畢。 其 時、 大 垣の 城 生 伊藤 彥兵衞 尉. 不破 郡長 松の 城主 武光 式部 少輔 楝忠、 幷に石 

田 方よ. 0 の 加勢 前 野 兵 庫 頭. 高 野 越 中 守. 武藤 右京. 雑 賀內膳 等、 時 を 移さす 福； に馳 

せ 着きて、 三千 餘騎 になり て 丸 毛 を 助け、 大藪 村と 大榑 村との 間に 陣を 取，..' て、 大川 

を 隔て 合戦す。 然れ ども 三 町 計の 大川を 隔てし 事故に、 勝負 相 決せ ざり ける。 是に 

依て、 市 橋 下總を 思慮 を 巡らし、 我が家 來の金 森 平 左衞門 • 竹 田 四 郞左衞 門に 下知 を 

傳 へ、 十六 日の 夜半に、 密に川 を 渡させ、 敏の 陣取， りし 所の 後なる 目 蓮 房 村と 偷役村 

；醌 塚の 城の 事 井 地の 戦記  S 
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へ 忍び入， 9 て、 火 を かけて 裏切 を させ、 相 圖を違 へ ゃ攻立 つ る • 是に 依つ て、 忽ち 九 

毛 方 打 負け、 大に 敗走して、 援兵 伊藤 武光等 愛 を 捨て、 大 垣の 城へ 逃歸 る。 然る 間、 九 

毛 兼 利 も、 今 は 城に 泳 へ 難く して 福 塚 を 捨て、 是又大 垣 へ 引 入り 逃 つぼみけ る。 依 

つて、 市 橋 則ち 城を乘 取り、 忽ち 入替 り畢。 關 * 原 合戦 終りて 後、 當城破 却 仰 付けら 

れ、 以後 は 城主な く、 斷絕 した b ける • 
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{ か 人 郡 曾 根 の 城、 西 尾 在住 の 事 、 

安八 郡 曾 根の 城主 西 尾 氏 は、 其 先祖 籾 井 兵 庫 頭 光家と いうて、 丹 波 國の大 守 波 多 野 

上總介 藤原晴 通の 旗下な り。 然る 所、 籾 井 兵 庫 頭 光家 義、 仔細 ありて、 參河國 播豆郡 西 

尾と いふ 所に 住す。 是に 依って、 鄕名. f 取りて 氏と せり。 其 子、 出 羽 守 信 光と いふ。 

天文の 頃より 濃 州に 來り、 多 藝郡野 口に 住し、 氏 家常 陸 介友國 入道 卜 全の 組 下な り。 

知行 三千 石と いふ。 其 子、 西 尾 小 六光敎 とい ふ。 二 男、 小 左衞門 iin 次と いうて、 參州 

に來， -德川 家に 仕 ふ。 後に 隱岐 守と 號す。 然るに 小 六光敎 は、 相續 いて 氏 家に 馬 

し、 元龜ニ 年、 勢 州 長 島の 退 口 太 田 村 七 屋敷の 戦に、 武功 を衋 す。 天 正 二 年の 秋より、 

信 長に 召 出され 直勸 となる。 是ょ.^西尾與左衞門光敎と名乘り、相isぃて 濃 州 野 
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口に 住し、 諸 度の 戦に 武功 あり。 信 長 公生 害の 後 は、 秀士 口に 屬し、 豊後 守に 任 や。 天 

正 十八 年の 三月 下旬よ. 9、 稻 葉が 居住の 跡、 安人 郡 曾 根の 城 を 賜 はり 是に 住す。 知行 

二 萬 石な b。 此肯 根の 城主と いふ は、 稻葉 伊豫 守 良 通 入道 一 鐵齋、 天文 廿 一 壬 子年 

八：：：：、 始めて 之 を 開 築し 居城と せし より 以來、 天 正 十八 年 迄、 父子 共に 卅九箇 年 住せ 

b。 尤此. S つ は、 稻葉ー 鐵齋、 大野 郡淸 水の 城に 住し、 嫡子 右京亮 負 通、 則ち 曾 根に 住し 

あ b, けるな り "然るに 西 尾豊後 守義秀 逝去の 後 は、 江戶將 軍に 隨 順し、 慶長五 年の 亂 

に は、、 石 田に 組せ す、 家 康公上 杉 退治に 御發 向の 御 跡 を 慕 ひ、 大 坂より 曾 根 へ 來る道 

にて、 大谷刑 1^ に 出合 ひ、 佐 和 山の 城に 行きて、 石 田 三 成に 參 見し、 弟 修理 亮 光次 を殘 

し 置き、 其 身 は 小山の 御 陣に參 じ 御供 をな し、 又關ケ 原の 軍に、 大 垣の 城へ、 家臣 谷淸 

兵衞を 人質に 入れ 置きて 城 を 受取り、 諸 度の 勳功 ありけ る。 然るに、 其 時 石 田 三 成 

は、 西 尾 を 味方に 招き 催す と雖 も、 是に應 せす。 依って 三 成 は、 諸士に 下知して、 曾 

根の 城を攻 取らん と 思 ひて、 其 工夫 をな しける が、 曾 根の 城を攻 取らん に は、 搦手の 

方賴 古村へ 火 を 付けな ば、 城 中よ h^a 出で て騷 動すべし。 其 機に乗じて 城を乘 取る 


べしと て、 三 成が 家臣 林 半 助 重利に 命じけ る • 此半助 は、 其 父 を， 林 半 四郞武 利と い 

うて、 明 智左馬 助 光春の 勇 兵に して、 身の 丈 七 尺七寸 ありて、 無雙の 大力 量、 i 光秀 

丹 波の 國を 征伐の 砌、 彼の 國の保 月の 城 生 赤 并惡右 衞門景 遠 を 討ちたり し 強ぬ、 後 

に 大津八 町 打 出の 濱 にて、 恐し き 戦して、 入水し ける 者な， 9。 其 子 半 助 重利 は、 明智 

滅 C の 後、 生國 なれば 濃 州に 歸り、 池 田 郡靑柳 村に 住し、 土民の 如くな りて ありけ る 

が、 元 來半助 は 大力 量、 勇猛 鋭に して、 而も 才智 も 勝れし 者なる に、 三 成が 嫡子 石 田 隼 

人が 乳^の 兄なる 故に、 三 成 之 を 召し出して、 七 百 石を與 へて 使 ひける。 半 助、 石 田 

に 仕 へ て、 白き しな ひの 指 物 をな して、 關ケ 原の 戰に 出で て、 勝れた る 武功 あ，...。 殊 

に 本 多年 八郞忠 勝と、 烈しき 挑 をな し、 家康 殿に も 之 を 見られて、 敵 乍ら も 白し な ひ 

の 剛の者の 强 さよと て、 稱 美せられ R 程の 者な， 9 ける。 然るに 半 助 は、 石 田が 下知 

を 受けて、 曾 根の 城を攻 取らん と、 其 思慮 を 巡らしけ る も、 我が 無二の 智音 なる 者、 馬 

淵 兵 左 衞門尉 を 相 語ら ひて、 右の 旨 を 申 傅へ ける。 此馬 淵、 元は 氏 家 左 京亮が 家人な 

^しが、 其 頃 浪人と な，. M し、 安八 郡呂久 村に あ，.^ けるな，.^。  < 「半 助が 申す 旨に 應じ 
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て、 則ち 朋友 高 田 村 W 村 瀨五郞 兵 衞と橫 山 多 兵 衞とー 一人 を 相 催し、 九月 十 H の 申の 

刻に、 瀨 古村の 北なる 田 所に 入， りて 相 窺 ふ。 然る 所、 此所 は、 西 尾の 領地なる 故に、^ 

田 をす る 者に 見顯 され、 三人： S に 逃 出しけ るに、 二人 は 東の 方へ 走.^ 行きて、 落 合 川 

を 越えて 逃 去りぬ。 馬 淵 は、 f 根 を 指して 逃 込みけ るが、 頓て瀨 古村の 名主 右衞門 

尉と いふ 者の 家に 走， り 込みけ るに、 此 所に は、 西 尾 光 敎の姉 娘靑野 殿と いうて おは 

せし を， 馬 淵 之 を 捕へ て、 我 を 害せば、 之 を 刺殺さん というて 、人質に 取， りた.^。 此故 

に e 一 懸け 來 りし 者 も、 す ベ き樣 なく 控 へ た り。 此 事城將 へ 聞え たれば、 西 尾の 侍 共 

駔け來 り、 樣々 僞. - 宥め 賺 して、 漸ぅ馬 淵 を 相 捕 へ 、 木 曾 海道の 境目に 出し、 首 を 刎 

ねた. 9 ける。 是に 依って 石 田が 手術 も、 事 成ら ざり ける 故に、 西 尾 方に. て は 恙なく、 

落城の儀なかりけるとな.^。 斯の 如く 光敎 は、 心 を 一 致に して、 志を關 東へ 通じ、 曾 

て 石 田に 組せ す、 誠忠 を顯 しける 故に、 德川殿 其 志 を 御感ぁ b て、 關ケ 原の 亂後、 光敎 

に 一 萬 石の 加 增を仰 付けられ、 慶長五 年 十月 十 n 、同國 大野 郡楫 斐の庄 三輪 村の 城 

を 賜 は. 0 是に 移，.^、 三 萬 石に て 在住せ.. >。 此揖斐 とい ふ は、 今 岡 田 將監の 陣屋な.^ • 
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然るに 此揖斐 の 城 は、 天 正 十八 年 迄、 稻葉ー 鐵齋の 持 城に して、 一 鐵齋 は、 同 郡淸水 

の 城に 住し、 揖斐に は， 子息 右京亮 負 通 在住し、 天 正 十八 年に、 同 國郡上 の 城へ 移れ 

,0。 其 後 は 石 河備中 守、 揖斐に 住せり。 其 後、 又 犬 山の 城に 移る。 又 西 尾 光 敎の舍 

弟 修理 亮光國 とい ふ は、 天 正 十八 年より、 淸 水"" 城に 住し あ.^ ける が、 今度 石 田 方に 

組し ける 故、 其 科に 依って、 淸水 を沒收 せられ 畢。 然れ ども、 舎兄 豊後守 光敎の 武功 

に 代へ て、 光 敎に御 預けと な. り、 揖斐 に來. ^て 蟄居な， 9。 此淸 水と いふ は、 當時岡 W 

將監め 分 知、 同姓 M 藏の 陣屋に して、 揖斐 より 十五 六^ 稗 東の 方な， -。 ^又 曾 根の 

城 は、 其 後守將 なか. 0 ける 故に、 慶長十 年の 頃より、 破 却いた しける となり、 曾 根と 

いふ は、 中 仙 道の 驛路 にして、 美 江 寺の 宿より、 赤 坂 宿の 間にして、 曾 根 • 北方. 三つ 屋- 

弘福 寺、 靑木. 池 尻、 皆此 間の 宿な り。 

高須 城の 事 弁 地の 戦記 

石 津郡高 須の城 は、 天文の 頃、 氏 家常 陸 介 友國が 、要害に 構へ たる 所な，^ • 然る 所、 元 

高須 城の 事 井 地の 戰記  一一 ま 
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龜三壬 申年 三月、 安八 郡 成 田の 城主 高木 十 郞左衞 門 尉 好康、 是に 移り 住居せ り • 高 

木好康 は、 其 始めの 名 を佐吉 というて、 織 田 信 長に 仕官して あ， 9 ける。 晚年、 十郞左 

衞 門と 改名せ り。 好 厳の 父 を、 高木 彥之丞 正朝と いふ。 當 國山縣 郡の 高木 村よ-り 

出で たる 者な り。 又 好康の 舎弟に、 高木 權右衞 門 安正と いふ あり。 是又信 長に 仕へ 

ける 者な.： >。 然るに 十 郞左衞 門 好康、 當 城に 久しく 住しけ る 所、 時 移り 慶長五 年に 

至り、 靑野ケ 合戦の 砌、 石 田 治 部 少輔三 成に 合體 して、 高須の 城に 楣籠 り畢。 然る 所 

旣に、 關ケ 原の 合戰始 りなん とする 其 以前、 尾 州淸須 の 城主 福 島 左 衞門大 夫 正則、 濃 

州の 內、 西の方 を 順 見と して、 僅 一 一 百餘騎 にて、 尾 州よ.^ 打 出で、 西 美 濃 安八 郡 今 尾の 

城主 市 橋下總 守が 方 へ 參陣 して、 今度 美 濃， S へ 差 出で たる 所の、 敵方の 强弱を 聞 合 

せ、 軍の 評定 をな しける が、 所謂 高木 は、 三 成に 與 力せ り。 然る 間、 先づ 高木が 居城 高 

須を第 一 に乘 取るべし とて、 軍談せ..^。 是に 依て、 卽剣同 郡 松 木の 城生德 永. 式部 卿 法 

印壽昌 に、 右の 由 密談 あ，.^ ければ、 法印領 掌して、 家 來布家 市右衞 門、 竝 一 向宗の 坊主 

安八 郡加納 村の 室 壽坊を 語ら ひ、 密に 高木が 方へ 遣し、 速に 石 田が 一 眛 を 離れ、 甲 を 


脫ぎ關 東に 降參 し、 開诚 して 相 渡され 然る べき 旨、 利害 を 示して 申しけ る. 高木 之ノ 

を 聞きて い か いせんと て、 原隱岐 守久賴 儀、 此程太 田 村の 中島の 鄕 に在陣 して 居け 

る 故に、 之と 相談したり けれども、 原 は 無二の 石 田 方 故に、 鬼に も 角に も 承知せ ざる 

の 旨 然る べしと て、 其 旨を德 永が 方へ 返答し ける。 然 ども 法 印、 樣々 の 計 策 を 以て. 

高木 を大に 欺き、 越 方 行末の 事 迄 を 申 遣し、， 一 戦して 城 を 明け 返くべし と 相 究めけ 

る。 W 慶長五 年 八月 十九 H  、德永 法 印. 同 左縣助 父子. 市 橋 下 總守長 勝 *橫 井伊 織 .1 

孫 左衞門 • 同 作左衞 門、 幷に福 15 よ. - 加勢の 人數 三百 餘騎、 馬の 目 口へ 押 寄せけ る。 

高木 は、 兼て 期した る 事故 .少 しも 臆せで、 兵士 を勵し 防戦せ， -。 寄 手橫井 作左衞 門、 

幷に德 永が 家人 河 村 忠右衞 門 等 は、 成 田 村よ， り 搦手へ 廻りて 攻け懸 た、 り。 高木が 

家 司 河瀨小 太夫 防戦して 愛に て 討死す。 又 寄 手の 德永 左衞 門、 姓名 を名乘 りて、 一 

. 番に乘 入らん とす。 城兵 寺 倉 孫左衞 門、 之に 渡， 9 合 ひて 相戰 ふ。 寺 倉 は 二 間柄の 鶴， 

德永九 尺 柄の 大身 鏠 にて、 相戰 ひける が、 此所橫 間 甚だ 狭く 小道に して、 而も 兩方は 

高薮 にて、 跡へ 廻らん とする 者な くして、 只 二人の み戰 ひける が、 德永 左衞門 戰ひ勞 
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れて、 深手 を 負うて 引退く。 寄 手 は 犬に 駆 立てられ、 敗走に 及びぬ。 時に 德 永が 家 

人 河 村 所右衞 門、 二の 九へ 攻 入り けれども、 城 中の 鐵炮に 打 凍め られ、 首 を 取られ 

ける。 斯の 如くして、 中々 城を乘 K る 事 能 はす。 福 島が 加勞 も、 數多討 たれければ， 

正則 方よ.. >  之 を 制して、 一先 づ圔を 引取る べしと 申來， りぬ。 是に 依って、 德永も 無 

念 乍ら 高 須の圍 を 引取. 0 ける。 高木 も 先づは 安堵し ける が、 然れ ども 當城 にて 後 

詰 もな きに、 永く 籠城の なり 難き を 察して、 敵の 退きし を 幸に、 夜中 城 を 出で て、 福 岡 

の 綱手に 差懸 り、 駒 野の 渡に 棹して、 山手の 方へ 返き けり。 是ょ， -德永 法 印、 松 木 城 

よ， 9 是に 移り 在住し、 其 子 左 馬 助、 相績 いて 是に 住しけ るが、 寬永五 辰年、 故 あ つ て 

所領 沒收 せられて、 是 よ.^ 城 は 破 却して、 守將 又斷絕 しけるな り。 

伊木 城の 事 

各務郡 伊木の 城主 は、 信 長 公の 臣 伊木 七 郎右衞 門常錢 〔f〕 な.^。 此常錢 とい ふ は、 千 

葉 氏の 末流に て、 後に は 秀吉の 黄 母 衣 衆な， 9。 幼年の 時 は、 半 七 郞遠雅 とい ひ、 後に 


ふ。 常 七 郞右衞 門 常 B 、と 改め、 制髮 して 有 齋と號 す" 常 鋭の 祖父 を、 武馬和 泉 守 常 

春と いへ り。 當國の 遠 藤氏 を 便， -て、 享祿の 頃、 下 總の國 より 來 りて、 織 田 備後守 信 

秀に仕 春の 子、 武馬七 右 衞門常 重と いふ。 相續 いて 上 總介信 長に 仕 ふ。 然るに 美 濃 

の 國各務 郡に、 伊木 山と いふ あり。 其 下 を、 伊木 野と いふ。 木曾川 を 相 隔て、 東 は 尾 

州 犬 山、 西 は 濃 州 伊木 山な り。 其頃此 伊木 山の 城 に、 香 川 左衞門 尉と い ふ將楣 籠り 

て 、信 長 に 敵 « す。 是に 依って 永祿 三年の 泰、 信 長 の 下知に て、 武馬七 右衞門 先登し 

て相戰 ひ、 伊木 山の 城 を乘取 b ける。 信 長 殊に 悅喜 あ， りて、 其 賞と して、 伊木 山の 城 

を、 七 右 衞門常 重に 賜 は.^ ぬ。 剩へ 末代 迄の 名 春の 印 たるべし とて、 是 より 氏 を 伊 

木に 改めさ せらる. -。 ^又此 城の 本丸に、 石の 井桁 ありけ る。 伊木 氏の 紋所 は、 千 

葉 氏なる 故に、 月 星に. て ありけ るが、 此 時より、 井桁 を 以て 家紋と せ、 り。 其 子 七郞右 

衞 門常鑌 な，. >。 常 籐、、 伊木に 住して あ. 9 ける 時 にゃあ. りけ ん、 詠 め る 歌に、 

夕 ざれば 伊木の 川風 さそ ひ 來て隈 なき 月ぞ鏡 野の 里 

伊木の 川 玉ち る瀨々 の 岩波に 碎け てうつ る 秋の 月 〔せ)、 

伊木 城の 事  S 
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常 1  旗 は 秀吉に 仕 ふ。 天 正 十九 年 秋、 當城破 却した. ^ける • 

岩 村の 城の 事 井 地の 戰記 

惠那郡 岩 村の 城 は、 當國 第一 の 山城に して、 苗木と 同じき 地形な り。 往古 文治 元 PL 

巳年 三月、 右 大將賴 朝 公より、 其 臣加藤 次 藤 原 景廉に 賜 はりて、 始めて 一 城 を 開 築し、. 

是に 住しけ る。 抑 此景廉 とい ふ は、 其 先祖 魚 名 卿より 六 代の 孫、 鎭守 府將軍 武藏守 

利 仁の 子敍 用、 其 子 加 賀守吉 信、 其 子 重 光、 其 子 加 藤 瀧 口 虞 正、 其 子 加 藤 修理 少進 景. 

通、 其 孫 加 藤 五 郞景貞 とい ふ。 其 長男 を 加 藤 太 光 員. 二 男 加 藤 次景廉 なり。 曾祖父 

景通 は、 源賴義 の處臣 にして 、奥州 前 九 年 合戰の 時、 賴義. 義家. 坂戶 剩 官 則剛. 加 藤 景-. 

通 .大 宅 太夫 光 任. 淸原貞 廣. 首藤權 介範季 とて、 主 從七騎 の 名 譽の內 な K 人 景 通の 子 

加 藤 右 允 景季. 间武藏 介貞輔 等、 八幡 太郞義 家に 隨 ひぬ。 景季の 子 景貞. 其 子 光 員， 

景廉 父子 三人 は、 賴朝 伊豆 國に 於て、 初めて 義兵 を 上げら る、 時、 第一 番に屬 し、 殊に 

景廉 は、 八 牧の司 和 泉 判官 を 討 取， 9 しょり、 石橋 山 敗北の 後、 艱難の 内よりも、 猶忠， 


節を盡 し、 度々 の 武功 莫大なる に 依って、 賴朝 之を感 せられて、 伊勢の 國の 守護 を 賜 

はり、 景廉 は、 又 美 濃 國の岩 村 を拜領 して、 是に 一 城 を 築きて 居住し、 實朝將 軍の 御代 

に 至 i し は、 鎌 倉 評定 衆と なり、 後に 入道して、 覺蓮坊 妙 順と 號し、 承 久三辛 巳年 八 =^ 

三 H 、六十 七歲 にて 卒す。 今 岩 村の 城內に 於て 、八幡宮の 社 あ.^。 是れ 則ち 彼の 景 

廉の靈 を 祭れる 所な， -と 云々。 ー說に 曰く、 景廉は 藤 原 氏な り。 此靈を 祭る 時に 

は、 必す春 n: 大明神 を 祭れ，. >。 八幡 は、 源氏の 祖神 なりと いへ， 9。 按す るに、 右大將 

賴朝、 久 安三 丁 卯年 正月 元日、 尾 州の 幡谷 にて 出産の 時、 虛 空より 白鎮 一 流れ、 其 産 家 

の 上に 舞 下りぬ。 後、 白雲と な，.^ て 消えぬ と 云々。 依って 童 名 を白幡 九と いへ，.^。 

然る 故 や あり けん、 又 何れ 源氏の 祖 神なる 故に や、 賴朝 生涯の 內、 殊に 八幡， 信仰 

あ て、 國々 の 諸 社 にても、 別して 八幡へ は、 段々 の奇 進の 事 其 多 か.^ き。 W  乂々 巾に 

八 番の像 を 所持 せられて、 朝夕に 深く 之 を 信仰. あ， りけ るが、 正 治 元 己 未年 正 H 十三 

日 逝去 ありけ る • 其砌、 加 藤 景廉を 近く 召されて、 段々 遺言の 馎 ありて、 彼の 所お の 

八幡の 像 を 下し 賜 は. >、 我が 信心の 餘營 を受繼 ぎて、 子孫 永く 崇敬な し吳れ よかし 

岩 村の 城の 事幷 地の 戰 0^ 
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と宣 ひしと 云々" 然れば 右 岩 村の 城內に 崇め 申す 所の 八幡宮 は、 賴朝 所持の 像に. 

して、 景廉 自ら 之 を 祭， 9 し 一 社なる べし。 曾て 景廉 の靈 にあら す、 必す 誤りて 論す 

ぺ からす。 » 又 一 說に 曰く、 此岩 村の 城 を、 霧が 城と もい へりと なん。 其 故を尋 ぬる 

に、 若し 此城變 事 ありて， 敵の 攻寄 する 事 あれば、 前後 谷々 より 霧 下り、 嵐 Js^ 起り 

て 咫尺 も 見えす 立掩 ひ、 敵軍の 爲に、 害 をな す i いひ 傳 へた， 9 となん • 然る 故に や 

あ，.^ けん、 武田信 i  、其 子 勝 賴賴の 者 だに も、 度々 攻 懸けたり と雖 も、 終に 之 を 落す 事 

をせ ざ. 9 しと かや。 昔 は 水の 手な か， けれども、 小 宇津が 代より、 水の 手 を 仕 懸け 

た， と 云々。 兵糧 だに 澤 山なら ば、 如何なる 大軍 にて 攻 むる とも、 容易く 落つ る 事な 

しと 云々。 然るに 景廉 卒去の 後 は、 城主 も斷絕 して、 永く 無住た. 9 ける 所、 遙に年 を _ 

經て、 建 武* 延 元の 頃、 土岐の 一 族 小 宇津美 濃 守と い ふ 者、 其 身 一 代 住して、 其 後 は 又 

明 城た. -。 而 して 後、 遠山 加 藤太景 政、 暫く 是に 住す。 遠山 氏 は、 則ち 加 藤 次 景廉の 

末流な り。 » 又 永 正より 大永. 享祿. 天文の 頃に は、 土岐 氏の 一族 岩 村筑後 守淸次 i 

い ふ 者、 住しけ るの 所、 死去の 後 は、 遠山 內匠助 友 通、 是に 住す。 又 同 郡 苗木の 城に 


は、 遠山 久兵 衞友忠 住す。 间郡明 地の 城に は、 遠山 勘 右 衞門友 治 住す。 是を 其頃惠 

那 郡の 三人 衆と いふ。 又 三 遠山と もい ふなり。 尤又 同國. 可兒 郡に 明智 あ.^。 惠那 

郡に は 明 地な り。 俱に 紛ら はし、 必す 誤る ベから す。 然るに. 此岩 村の 城主 遠山 內匠 

助の 內室 は、 織 田 信 長の 伯母な り。 111、 她 秀 然る 所、 此 夫妻の 間にして なし • 

是に 依つ て、 信 長の 六 男 御坊 九 と い ふ を、 養子と して 家督と 定め、 相榮ぇけh^。 然 

るに 內匠ま は、 日頃 多病に て. 9 りけ るが、 元 龜ニ辛 未年 十二月 三日、 終に 卒去す。 家 

督 御坊 丸 、幼少たり と雖 も、 兼ての 約束なる 故に、 乳 父の 五十 若久助 勝負と いふ 者、 之 

を 守 立て 在住し ける。 然る 所、 愛に 信濃國 伊奈 郡 高遠の 城主 秋 山伯耆 守源晴 近と い 

ふ 者 あ. -。 是は淸 和 天皇 七 代の 後胤 新羅 三郞義 光の 孫、 逸見 黑源 太淸 光の 子、 加々 

美 ニ郞遠 光の 嫡男、 秋 山太郞 光朝の 末葉な， 9。 代々 甲州武 田家の 一 族と して、 無二 

の 幕下な り。 元來 勇猛 絕 倫の 士 にて あ.^ ける が、 是 より 先、 武田 信玄の 下知 を 受け 

て當 國に亂 入して、 岩 村の 城 を 攻めん とす。 是は 元來信 i の 計略に て、 織 田 信 長と 

是 迄は綠 者の 間にして、 音信 を 通せし ホと雖 も、 信 支 大志 あるの 故に、 信 長と 不和に 
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ならん が爲 に、 秋 山 をして 濃 州 を亂妨 させし 事と 云 々。 是に 依つ て 秋 山 伯耆守 は、 

手勢 相備、 共に 三千 餘 人の 兵 を 率し、 高遠 を 出馬して、 元龜 元年 十二月 中句、 始めて 濃 

州に働き入.^ぬ。 是に 依って、 東 美 濃の 諸 將惠那 郡 岩 村の 城主 遠山 內匠助 友 通 .间 

明 地 の 城主 遠山 民 部 友 春 入道 宗春 • 同 子 勘 右 衞門友 治. 同 都 范 木の 城主 遠出 久兵衞 

友 政. 同 久太郎 友忠. 同 串 原の 城主 串 原 彌左衞 門 親 春. 同 高山の 城主^ 井宮內 少輔光 

行. 间子賴 母 光村 郡 飯 狭間の 城 生 飯 狭間 右 衞門尉 重 政 等 を 始めと して、 東 美 濃. 西 

參 河 の 者 共 相 集り. 五千餘 人の 兵 をなら し 、防戦の 用意して、 十二月 廿八 H  、惠 那の丄 

村と いふ 所に 於て、 秋 山が 勢 を 引受けて、 合戰を 始めけ る。 此時秋 山 は、 三千 餘人を 

五 備に 作， り、 魁 兵 耍の陣 を 敷きて、 火花 を 散らして 戰 ひ畢。 所謂 自ら 五 百 餘人を 率 

し、 魁 勢と 定め、 之 を 先 ffi の備 となし、 次に 兵 勢と 定めて、 左右 中と 三 備にな し、 中備 

に は 望月 與三郞 信 重、 左 は 原 藤 吾 昌定、 後 は 芝 山 主 水且舂 、各 五 百餘人 宛、 此兵を 以て 

敵と戦 はしめ、 後陣に は 松 本 右京亮 長繼、 雜兵を 幸して、 一 千餘 人に て 要と 定む。 

右の 五段 後 を 詰め、 連々 に 押出して 戰 ひける。 一番に 串 原 彌左衞 門 親 春、 一千 餘人 


を 率し、 近々 と 進み 寄 トメて、 一通.^ の 鐵炮を 放し かけ、 直に 足 輕組子 をた、 みて 切 結 

び畢。 秋 山が 二 陣の兵 勢と 定めし 中備 望月 與三郞 、五 百餘 人に て駔向 ひ、 鏈を 入れて 

突 交しけ る。 串 原 も 勇 を 振 ひて、 是非に 敵 を 追 破らん とす。 望月 愛な らんと、 敵の 

英氣を 見て、 逃ぐ ると なく 引く となく、 串 原が 鋒 先に 押さる、 體 にもて なして、 戰ひ 

乍ら 二三 町 も 退き 畢。 串 原 得た，.^ と 氣に乘 りて、 勇に 任せ 進みけ る を、 望月、 頓て足 

場 能し と 見定めければ、 愛に 於て 弓手 妻 手 を 差 招きければ、 左右の 1 一手 原. 芝 山、 五 

百 宛に て駔向 ひ、 兩 方より 鐘 を 入れて、 突崩し 畢。 然れば 串 原が 軍勢、 忽ち 亂れ 破れ 

ける を、 望月 苒び 勇を拫 ひ、 正面よ. り 烈しく 駆 立てければ、 串 原 勢 彌亂れ 、散々 にな 

b て 敗走し 畢。 此時岩 村の 遠山 內匠 助、 是も 同じく 一  千 餘人を 率し、 串 原が 後に 進 

み、 先手 を 助け、 入替 らんと する 所に、 早 や 串 原 敗軍して、 なだれ 懸 ければ、 戰 はん 

とする に 力なし。 され ども 是非に 取 直さ ん とし て、 彼是 相 支 ふる 所へ、 武 田の 軍兵、 

三方よ. 0 進み 來久 ひた 攻に揉 立てけ るに ぞ、 愛に 於て 串 原. 岩 村 悉く 崩れ 靡き、 右 

往左往 に 敗走し ける。 此時明 地の 遠山 民 部 入道 宗俊 は、 後陣 を 守り、 諸手 を 示して 
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あ，. > ける 所、 先手の 崩れし を 見て 備を 進め、 戰 はんとす る 所に、 魁 勢と 定めし 先駆の 

一 手 秋 山伯耆 守、 五 百 餘人を 自ら 相 率し、 谷 を 越えて 切 所 を 通り 拔け、 思 ひも 寄らぬ 

敵の 右の 方よ， -、 遠山が 勢に 突いて 懸 りて、 無二無三に 切 崩しければ、 遠山 勢 犬に 周 

章し、 軍勢 忽ち 四度路 にな b ける 所 を、 遙の 後に 控 へ し 三陣の 耍備、 松 本 右京亮 一 千 

餘 人の 勢、 急に 押し 來 るの 體に 見せて、 ロハ M の 聲を發 し、 打って 懸る 色を顯 しければ、 

遠山 勢 之 を 見て 堪へ 兼ね、 悉/、 破れて 敗北せ り • 秋 山 下知して、 追 懸けく 討ちけ 

る稅 に、 愛に て 遠山 入道 宗俊を 始め、 角 野 高 四郞繁 氏. 同 磯之 助 氏 幸. 同 覺八氏 益 • 多 

性 子宮 內義 正. 田代彈 正. 小 泉 義左衞 門. 吉衬 源藏 などと いふ 者、 悉く 討死し ける。 其 

外、 苗木が 手の者 も卅餘 人、 同所に て 討死し 畢。 秋 山 は 十分に 打 勝ち、 數 多の 首級 を 

得て、 甲府へ 進上 申しけ る。 濃 州に て は、 三 遠山 を はじめ、 坪內作 藏定國 • 同 式部 國 

倉 橋 與五郞 等 以下、 幷 に西參 河の 軍勢 • 作 手の 城主 奧平美 作 守貞能 • 同 子 九八郞 

貞昌. 駄 峯の戶 田 以下の 面々、 秋 山が 鋒 先 尖なる に當り 難く、 皆 面々 の 居城に 逃げ 入 

b ぬ。 » 秋山亂 入の 檨子、 遠山 內匠助 方より、 岐府 表に 註 進し、 早く 御 勢 を 給 はるべ 


しと ぞ申 送りぬ，. 信 長 之 を 聞 召し 驚き 給 ひ、 急ぎ 秋 山 を 追拂ふ べしと て、 土地の 案 

內 者明智 十兵衞 光秀に 命 せらる V 然るに 光秀、 其 頃 は 江 州 表よ， 0 歸陣の 後、 疲勞 

少なから ざるに 依って、 其 伯父 光廉 入道 佳 閑齋、 卽ち勢 を 率して、 惠那 郡に 着陣 し、 先 

方の 諸士と 一 手に な. M し. 同 十二月 廿九 曰、 秋 山と 駆 向 ひ、 小 田 子 村に 於て 合戦し 畢 J 

長閑 齋は、 秋 山が 軍 立 を 能く 知りた る 者 故に、 則ち 其 裏 を 謀りて、 四 五ケ所に 伏兵 を 

仕 懸けて、 一 戦に 秋 山 を 切 崩し、 火攻を 3 て、 悉く 追 立てた h^。 愛に 於て、 さしもの 秋 

山、 大に 後れを取り、 散々 に 打 負け、 早々 に 信 州へ と 返き ける。 依って 長開齋 も、 早 

早に 岐阜に 歸， りて、 一戦 勝利の 由 を 註 進せ.^。 然る 間、 東 美 濃 も、 暫く 靜謐に 及びけ 

る， 然 りと 雖も織 田 信 長、 上方の 敵と 取合 等 ありて、 江 州. 越 前 或は 五畿內 などへ 御 

出馬 あ.^ し 時には、 岐阜の 留守 を 窺 ひ、 秋 山、 時々 亂 入の 沙汰 も ありと 雖も、 山 石 村の 內 

匠 助、 隨分 心を盡 して 支へ ける ま气 何れに も、 惠那を 取 敷く 事 を 得せ ざ.. りけ るが、 然 

る 所、 元龜ニ 年の 十二月 三日、 遠山 內匠助 病死し け るに ぞ、 秋山晴 近. 此由を 聞きて 甚 

だ 喜び、 » は 心安し、 今， 】そ 岩 村を攻 取る ベ き 時 至れ， 9 と大に 勇み、 卽 時に 多勢 を 率 
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し、 又々 信 州 高遠より 亂 入して、 岩 村の 城を攻 動かし 畢。 是れ 元龜ニ 年の 十二月 下 

旬の 事な.， >。 然るに 岩 村に て は、 大將旣 に 死去し ける と雖 も、 家督 御坊 丸の 乳 父 五 

十 若久助 勝貞、 元よ. - 勇猛の 士 な，^ ければ、 曾て 恐れす、 後室 を 諫め 勵し、 幼君 御坊 丸 

を 守 立て、 猶も 烈しく 防戰 しける。 秋 山又嚴 しく 攻 立て けれども、 落 去の 色 も 見え ざ 

b ける まヽ 愛に 於て 秋 山き つ と 思慮 を 巡らし、 和平の 儀 を 計 つ て、 無事に 城 を 受取 

らんと 欲し、 頓て岩 衬の地 侍なる 坪 內靱負 國宗と い へ る 者 を 語ら ひ、 口上の 趣 を 申 

合め、、 城 中に 入らし め、 後室に 對 面して 申させけ る は、 晴近 未だ 定まる 妻な し。 依つ 

て 今より 御身 を 室 嫁と して、 御坊 丸 を是迄 の 如く 養子 丄 なし、 秋 山 則ち 當 城主 とな 

り、 御坊 丸 を 取 立て、 始終 是に 家督 を 相讓る ベ し。 願 はく は、 某が 心に 隨ひ給 はんや。 

若し 得心な くんば、 據 なく 多勢 を 以て 攻 崩し、 御身 も 御坊 丸 も、 俱に 苦しき 死 を與ふ 

ベ きなりと いふに、 後室 も 之 を 聞きて、 流石に 岩 木なら す、 女心の 果敢なき 故に や、 妻 

女に ならん 事を悅 びて、 終に 秋 山が 意に 伏し 畢。 是に 依って、 和睦 調 ひ、 城 を 渡して、 

秋 山 を 請じ入れたり ける，" 而 して 秋 山 は、 後室 を たぶらかして 申して 曰く、 某 今 御 


3^ 主 
頜岩 


身と、 夫婦の 結緣 をす るの 上 は、 武田信 玄老此 事 を 聞かれな ば、 晴近 こそ、 信 長の 伯 

母聱と 相な りしな り。 然 らば 家 を 背き、 信 長に 志 を 通せん は 必定なる べし。 早く 

之を誅 すべし と 怒りて、 軍勢 を 差 向けられ. ん事は 計り 難し。 然る 時 は 難儀なる ベけ 

れば、 信 支 殿の 心 を 休め、 疑 をな からしめ ん爲 に、 養子の 御坊 九 を 人質と なして、 甲 州 

へ 送 b 遣し、 預け 置く ベ しと 云 々。 後室 も、 御坊 丸が 事 は、 實の我 子に も あら ざ る に 

依，.^、 さのみ可愛と思ふ心もなか.c^けるにゃ、是又否みなく得心しぬ。 秋 山 喜び、 頓 

て 御坊 丸 を、 甲府 表へ 送り 遣して、 是は信 長よりの 人質な りと 申し、 段々 の 手段の 事. 

共 言 送り 畢。 時に 御坊 丸 は 七 歳な り。 織 田 信 長、 此 次第 を 聞かる と雖 も、 其 頃 は 折節 

上方に 取合 ありて、 之を征 せらるべき 隙な か. ける 故に、 無念 乍ら 秋 山が 狼藉の 振 

舞 を、 捨 置き 給 ひける が、 時節 を 以て、 此憤を 散すべし と、 心 を 懸けて 居 給 ひける と 云 

ふ。 斯て甲 州に て は、 武田 信玄、 人質 御坊 九 を 受取.^ 甚だ 喜び、 則ち 武田左 .it 助信豐 

に 預け 畢。 而 して 岩 村の 一 城 は、 秋 山に 與 へて 城主と なさし め畢。 猶又秋 山 一 圓の 

勢に て、 岩 村の 城 を 守らん も、 難儀なる ベければ とて、 加勢と して、 同じく 信 州の 住 
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美 濃 函諸蔡 卷之五  ，  0 

人 座 光寺 左 近 之 進 晴友. 同 勘 左 衞門晴 氏. 同與 市. 大島 杏之助 義 重. 同 織 部 義安等 を 差 

越し， 幷に 下地の 城兵 遠山 五 郞友學 同市 之丞. 间次郞 三郞. 同大 膳. 串 原 彌兵衞 等、 彼 

是 合せて 三千 餘 人の 勢に て、 相 守.^ 居け る。 愛に 於て 岩 村の ー诚 は.. 終に 武田 方の 

物と な， CS て、 秋 山伯耆 守が 居城と 相 成畢。 是 れ元龜 三年の 春な.^。 然るに 其 後、 武田 

信 支 は、 足 利 公方 義昭 公の 御 敎書を 得て 喜び勇み、 早々 上洛して、 天下に 旗 を 上げん 

と 欲し、 天 正 元年の 三月 九日 早天に 甲 府を打 立ち、 自ら 四 萬 餘の大 軍 を 率し、 濃州惠 

那 郡に 發 向し、 織 田 を 破って 上洛 せんと 謹す。 織 田 信 長 之 を 聞きて、 武 田が 軍勢 を 

我が 國に 差. 入れ、 今は捨 置くべき にあら ャ。 早く a 向って、 一 戰に 追拂ふ べしと て 

同 十四日、 二 萬 餘の勢 を 率し、 岐阜 を 御 出 liJI- ありて、 東 美 濃 岩 村 表 へ 發向 あ，.^。 始め 

て武田 勢と 合戰 をせられ 畢。 其 翌日 雙方矢 合して、 戰發 しける。 武田 方の 老臣 馬場 

类濃守 信 房、 手勢 一 千 餘人を 以て、 第 一 番に 進み 懸り、 蛇 籠の 瑪 印 を 押 立て、 織 田 勢 

に 突懸， り ぬ。 之 を 見て 織 田 方よ， り、 佐々 內藏 助成 政、 菅笠 三 蓋の^ 印 を 押 立て、 向 ひ 

きうて 戰 ひぬ * 同じく 河 尻 與兵衛 重 遠 は、 余-の 釣鐘の 馬 印、 池 田 勝 三 郞信輝 は、 金の 


三本 傘の- iil 印に て 進み 懸 b  、其 外、 敵 * 方 一 同に 備を 出し、 聚散 離合して、 烈しく 佻み 

戰 ひた. りけ る。 旣に 今日 辰の 上刻より 合戰 始まり、 申の 中 刻 迄. 終日 戰ひ暮 し、 人^ 

の勞れ 少な か らす、 雙方倶 に 相 引に な..^、 退き て 陣取 b 畢" 是 より 相互に 陣々 を 守 

KV. 敵 味方 對陣 して、 何れ より も 打 つ て も 出です、 合戰 もな くして、 四 五日 愛に て 睨 

み 合 ひて 慕し ける。 然るに 信玄 は、 是 より 商に 陸地 を經 て、 早々 上洛 せんと 思 ひけ 

X ど も、 信 長、 濃 尾 の 間に 相 支 へ 、 通す ま じと せらる に 依って、 信. W も、 左右な く 打 

つて 上， 0 難ければ、 是 より 信 長 を 押へ 置きて、 參州表 を切隨 へ、 吉 田の 城を攻 落し、 夫 

より 船 を 求め 取りて、 海上 を經 て、 勢 « 長 島に 上， リ、 上洛 せんと 欲し、 秋 山 伯 耆守を 

以て、 信 長 を 押 へ さ せ、 信玄 は、 則ち 馬場. 山縣 以下に 下知して、 三月 廿日に、 ？石村 表 を 

引拂 ひ、 參 州に 引取り.、 夫より 直に 鳳來 寺に 發 向して、 牛久保 A 澤. 御油 等 迄 を 手 遣 

して、 岡 崎 筋へ 押出し、 而て德 川の 臣下 酒 井左衛 門尉忠 次が 籠. りたる、 吉 田の 城を攻 

落すべし とて、 押 寄せけ るが、 時に 信玄、 不運なる かな、 軍 中に て 矢疵を 蒙り、 痛手な 

^しかば 惱み煩 ひ、 參州國 中 を 働く 事 能 はすして、 根 羽； まとい ふ 所に 至りて 在陣 し、 
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則ち 愛に て疵 養生 致しけ るが、 其 後、 四月 十一 日 死去す と 云々。 ^又 信 長に も： 岩 村 

表に 在陣 してお はしける が、 信玄旣 に參河 表へ 引取りけ る 故に、 聊か 安堵し 給 ひ、 然 

らば 此方 も歸陣 すべし とて、 三月 廿四 B に、 岩 村 表 を 引拂ひ 1 岐府 へ御歸 城な されけ 

る。 然るに 信 支、 終に 死去す と雖 も、 忠臣 等 之 を 披露せ す、 深く 隱 して、 病氣と 沙汰 

して、 少しも 死去 を 他へ 知らせす、 武威 は 又 曾て 落さす、 益壯 にして、 則ち 內々 にて、 

四 郞勝賴 を 家督と なして、 臣等之 を 守 立て、 以前の 如く 勇 威 を 震 ひ畢。 依って 秋 山 

伯耆守 も、 主君 信玄 死去 あ， りと 雖も、 其 事 を 他所 へ 更に 知らせ ざれば、 相替ら す岩衬 

の 城に 在住して、 少しも 武威 を 屈せ ざり ぬ。 信 長 は、 秋 山 失婦を 憎み、 早く 之 を 征伐 

せんと 思 はれ けれども、 鬼 角に も 上方に 敵 ありて、 其 隙な き 故に、 暫く 其 儘に 差 置か 

れけ るが、 岩 村の 近所に て、 小 城 を 一 つ 宛 構へ 居け る。 織 田 方の 諸將、 東 美 濃に 多く 

ありけ る を、 信 長 刖ち此 面々 に 御 下知 ありて、 十 騎廿騎 程 宛の 加勢 を 給 は..^ て、 丈夫 

に 相 守らせ • 又は 新規に 砦 を 築きな どして、 凡そ 十八 箇所の 城々 を 構へ て、 兵士 籠め 

置き 岩 村 の 城の 押へ とぞ せられけ る。 所謂 其 面 々 は、 惠那郡 高山 の 城に は、 平井宫 


內少輔 光行が、 居城に して ありけ るが， 宫內は 先年 死去して， 其 子賴母 光村. 七 W 餘 

人に て 相 守る。 同 苗木の 城に は、 遠山 久兵衞 友忠が 居城と して、 千餘 人に て 相 守る" 

明 地の 城に は、 遠山 勘 右 衞門友 治が、 居城と して 相 守る。 同 串 原の 城に は、 串 原彌左 

衞門親 春" 同 飯 狭間の 城に は、 飯 狭間 右衛門 尉 重 政。 土 岐郡妻 木の 城に は、 妻 木 ，彥 右 

衞門範 重" 同 兼 山の 城に は、 森 勝藏長 一が 留守， 代。 其 外、 惠那郡 東 野の 城. 久須 元の 

城. 阿木の 城. 孫 目の 城. 大 井の 城 を始 として、 田瀨. 鶴 井. 瀨 BS. 振 田 • 中 津川. 幸 田. 大富* 

千檀衬 等、 都て 十八 箇诚 な， り。 武田四 郞勝賴 、此事 を 聞きて 安から す 思 ひ、 然 らば 早 

く 濃 州 へ 出馬して、 彼の 小 城 共 を 悉く 攻 干す ベ しとて、 甲斐. 信 濃. 飛 驊. 越. 中. 西 上野 

の 軍勢 を 率して、 三萬餘 人に て、 天 正 一 一年 戌の 正月 廿ゼ 日、 甲府を 出馬して 東类 濃に 

着陣 しける" 斯くて 勝賴. 惠那 郡に 着す る や 否や、 二月 二日、 先づ 第一 番に、 高山の 

城を攻 落し、 夫より 苗木の 域 をも攻 落し、 而 して 串 原. 阿木. 久須 見. 瀨 大 井. 中 、律 川. 

孫 目. 大富. 振 田 由 瀨等、 旣に 十六 箇所の 城 々を、 四 五日 の 內に攻 清し、 夫より 直に 遠 

山勘 右衛門が 守， り 居る 明 地の 城を攻 落さん と、 勢 猛に押 寄せ 畢。 然るに 織 田 信 長 
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に は、 岐府 にお はしまして、 武田勢 を 追拂ふ べしと て、 御 嫡子 勘 九 郞信忠 に 仰せて 差 

向けら る、。 是に 依って 勘 九 郞信忠 は、 在 美 濃の 諸 將池田 勝 三郞信 輝. 蜂 屋兵庫 頭 

賴隆. 川尻 與兵衞 重 遠. 淼勝藏 長  一 • 塚 本 小 大膳安 賴. 中 條將監 家忠. 安藤 伊賀 守 守 就 • 

福赏 平左衞 門^ 次. 高 野 作右衞 門. 齊藤新 五郎 長 龍 等 以下、 三 萬 賒人を 引率して、 二月 

七 HI、 岐府の 城 を 打って出で、 其 日 は 御嶽 宿に 着 陣し給 ひ、 翌日 八 in に は、 明 地の 向な 

る 鶴 岡と いふ 所に 取 登りて 對陣 せらる。 此所 を、 本須 の若禰 山と いふなり。 武田方 

にて は、 織 田の 後詰來 らん 事、 兼て 覺悟 あ.^^ れば、 其受 手と して 山縣三 郞兵衛 昌景. 

大熊備 前守昌 依. 相 木 市 兵衞爲 三. 朝 比 奈駿河 守 • 三 浦 兵部丞 など、 一 萬餘 人に て 進み 

來.. >  、大草 衬に陣 を 取れば、 二の 手と して 勝 賴&ら 旗本 を 以て 進み出で， 大 草の 鄕に 

相續 いて 二 萬餘 人に て、 大草 平と いふ 所に、 本陣 を 居 ゑて 對陣 し、 殘 一  萬 は、 相替 

らす明 地の 城 を収卷 きて 攻 立て 畢： 武 田の 先 將山縣 三 郞兵衞 、鶴 田 山の 麓 を 左の 方 

へ 少し 廻， o、 備を 立直して 突懸 り、 愛に て 敵 味方 入亂れ て、 大に 挑み 戰 ひぬ。 織 田 方 

利 を 失 ひ、 ト： 道 三 里 を；^」 きて 陣取， -ぬ。 而 して 武田勢 は、 終に 明 地の 城を攻 落し 續 


戦 ft 

漆 

の 
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いて 钣狹間 を も 乘収. -て、 其の 猛威 あたり を拂 ひ、 以下 十八 ケ城、 悉く 攻 落して 悅び 

勇み、 其 邊の仕 S は、 岩 村の 秋 山に 命じ 置き、 猶又 加勢 を 添 へ て 守らし め、 同 三月 二 

:11、 惠那郡 を 打 立ちて、 參 州の 方へ と引収 りけ る。 依って 信忠 も、 軍勢 を 引上げ iiS: 

せら る。 尤武满 部 高 野と 於 里の 兩 所に 要害 を 待 へ 、 高 野 に は、 川尻 與兵衞 を 籠め 置 

き、 於 里に は、 池 田 勝 三 郞を入 置き、 土 岐郡鹿 山に は、 森 勝 藏を差 置き、 岩 村 を 押へ さ 

せ、 岐府へ 御歸陣 なされけ る。 而 して 後、 天 正 三年の 五月、 織 ffl 信 長、 德川 家と 一手 

にな， -て、 參州 長篠に 於て、 武 E 勝賴. と 大合戰 あ， -。 此時、 武田 方大に 破れ、 名 ある 諾 

士共、 悉く 討死し 畢。 信 長 甚だ 勇み 給 ひ、 其 勢 を 以て、 直に 岩 村に 押 寄せ、 攻 動かし 給 

ひぬ。 然れ ども、 守 將秋山 以下 二 千餘. < 、少しも 屈せる 色 もな く、 命を惜 ます 防戦し 

ける にぞ、 寄 手の 大軍、 數曰 烈しく 攻 立て けれども、 落 去の 體 もなかり ける ま、、 依つ 

て 信 長、 諸 兵 に 下知 あ り て 、城攻 を 暫く 止めし め 給 ひ、 只 々遠卷 にして、 兵糧の 盡 くる 

をぞ 待ち 給 ひ畢。 是に 依て、 天疋 三年の 六月 二 曰より、 城 を 攻め 始め、 十月に 至る 迄、 

勝負の 色 もな く、 城 を 取 卷き日 を 送り 畢。 然るに 城 中の 輩、 秋 山 を 始め、 何れも 頗る 

岩 付の 城の 事 井 地の 戦， 吒。  一 量 
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勇士な りし かど も、 當夏參 州長篠 にて、 * 方 敗軍の 後よ. は、 何となく 心 怯れ、 自然と 

兵卒 も勞れ ける の 所、 而も 形の 如く 城 を取圍 まれ ぬれば、 次第に 糧も 乏しくなり、 落 

去 近く 見え ぬれば、 秋 山 も 斯くて はなら じと て、 夫より 甲 州 へ 使 を 立て、 早く 後 詰 を 

なし 給 はるべし と 乞 ふ。 然れ ども 勝賴、 長篠 にて 後れを取， りしより 以來、 能き 勇臣 

等 なくなり ける ま ヽ後 詰の 事 も 叶 は ざり ける。 依つ， て 勝賴、 信 州 木 曾に あ ，0- ける 

勝 賴の妹 聱木曾 左 馬頭 義昌に 下知して、 ニ千餘 人の 兵 を 以て、 後 詰 を させし むる。 

然 i ども 義昌 も、 織 田 勢の 勇猛 尖なる 氣色を 見て 恐 をな し、 信 州 可 兒の邊 迄 は來り 

つれ ども、 夫より は敢て 進み 得す、 只 徒に 日 を 送. 9 ぬ • 然れば 岩 村の 城 中、 彌 兵糧 盡 

きて 難儀と なり、 落 行かん と 思へ ど あ、 織 田の 大軍、 十重 廿 重に 取 園み、 水 も 洩らざる 

やうに、 遠卷 にして 守り ぬれば、 何れ 出づ べき 透 もなければ、 ロハ 忙 然として あ ける 

が、 斯くて は、 城 中 終に 飢死に なるべし。 此上 は、 命 を 捨て 、打って出で、 織 田の 陣に 

夜 討 をな し、 悉く 追拂 ふべ しと 評議 をな し、 十月 二日の 夜、 泳へ 兼ねて 打って出で、 寄 

手の 陣へ、 夜 討 を 懸けたり ける。 織 田 信忠を 始め、 各 勢 を 繰 出し、 相 支へ て 烈しく 戰 


ひ、 又々 城 中へ 追 入れけ る。 尤此戰 にて、 城兵の 内、 淺利與 三郞義 益. 遠山 五郎 友 長 • 

澤中 左忠太 光利. 飯 妻 新 五郎. 小 杉 勘兵衞 などい ふ 兵 共 討死し ける。 又 後 詰に 來り 

居し 木 曾 左 馬頭 も 恐 をな し、 木 曾の 福 島へ 引返き 畢。 然る 上 は 、城 中 彌氣カ 勞れ、 兵 

糧 なくなりけ. る ま .-、 大に 難儀 困窮して、 貯へ ある 所の 金銀 財寶 はいふに 及ばす、 

鎧. 甲 .it. 物 具に 至る 迄、 段々 に 取 出し、 手賴を 求め、 近鄕近 村の 百姓 共 を 賴み賣 渡し、 

兵糧 鹽噌 等に 取替へ て、 やうく として、 其 H 々々を 送， 9 ける が、 是又 永から す、 終に 

は 又々 其 手段 も盡 果て、 今日 早 悉く 飢に 臨み、 中々 城 を も 抱へ 難く 相 成りけ るに、 後 

詰の 勢 も來ら ざれば、 さしもの 秋 山 以下の 輩 も、 最早 訟方 なかり ければ、 此上は 降参 

をな し、 城 を 渡して 落 行くべし と 評議 をな し、 同 十 一 月 五日に 至 、秋 山伯耆 守. 座 光 

寺 左 近 之 進. 同 勘左衞 門. 同 與市. 大島木 H 之 助 • 同 織 部 等、 笠 を 出して 降 參を乞 ひ、 一 命 

を 助け 給 は らば、 城 を 渡し 申す ベ しと わびけ るに ぞ、 大將信 忠之を 聞 召し、 其 儀なら 

ば、 一 先づ 父君に 申 上ぐべし とて、 右の 趣、 言上せられ 畢。 信 長 聞 召し、 此 期に 至り、 降 

參 して 命 を 生きん と は 事 を かし けれ。 さ，.^ 乍ら 先 づ其由 得心すべし。 而 して 斯樣 
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斯檨に 相 計 はるべし と、 御 下知 をせられ 畢。 信忠畏 ,9 て 、 其 由 を 味方の 諸 軍 に 相 示 

し 給 ひつ 、、斯くて 降參 承知せ， り。 早々 開城して、 何處 へな.^ とも 落 行くべし と、 申 

送りけ る に ぞ、 诚 兵 共 に 甚だ 喜び、 各 妻子 從類を 引 連れく 城 を 出で て、 信 州の 方へ 

と 落 行きけ る ^ 時に 天 正 三年 十 一 月 六日な り。 此 面々、 段々 に 打 連れ、 切 所の 地 を 越 

えて 落 行きけ る 所 を、 織 田 勢 之 を 遣 過して、 四方より ひた/、 と 取 包み、 後先 を 取 切 

つて， 悉く 駆 立てけ り. - 武田勢 は大に 驚き 、拆 は信忠 にたば かられた るか、 口惜し や 

と 怒り 憤り、 必死と な， 0 て戰 ひける。 然れ ども 織 田の 大 軍に 叶 ひ 難く、 愛に 於て 悉 

く 討た れ畢； 大將秋 山 伯耆守 は、 織 田 方の 蜂 屋兵庫 頭が 郎等 勝 山 頓兵衞 • 同頓八 兄 

弟の 爲に生 捕られけ る。 报又座 光寺 左 近 之 進 .大 島 木 H 之 助 等 も、 池 田. 河 尻の 手へ 生 

捕りぬ" 其 外、 座 光寺 勘左衞 門， 同與 市. 幷に 城兵 遠山 市 之丞. 同 次 郞三郎 ，同大 膳. 串 原 

彌 兵衞. 高木 十內. 高 坂 求 馬. 深淵 傳左衞 門. 久保 原內匠 • 大船 五六 太 等 以下、 悉く 討死 

しける e 信忠、 勝鬨を 作り、 悅び 勇み、 頓て 三人の 生 捕 を 引立て、 信 長の 方へ 送り 參ら 

一 れ、 M ち 岩 村落 去の 由 を 言上 せらる、 信 長 殊に 悅喜 ありて、 內々 秋 山に は、 多年の 恨 


淺 からす、 段々 重なる 存念 あ..^ しに、 今 こそ 本 を 達した. りと て、 直に 夫よ" 兵士に 

命じて、 又 秋 山が 妻 を も 倶に溺 め 捕らし め、 此 夫婦のお 共， 不義 を發 し、 我が 子 御坊 

丸 を 甲 州に 送りて、 人質と なしつ る 事、 其 僧し み 止む 間な し。 因果 歷然、 其 報、 思 ひ 

* らせんな りと て. 頓て秋 山 夫婦の 者 を、 役人の 手に 渡し 給 ひ、 十 一 月 八 、岐阜 長 良 

の 河原に 於て、 兩人を 一 所に 立竝 r 終に 磔に 掛けて、 殺し 給 ひ畢。 其 時、 秋 山の 妻室 

は、 聲を 上げて 泣き 悲しみ、 我れ 計らす も、 女心の 果敢なき 故に、 何 心なく 得心せ しと 

はいふ もの、 信 長の 爲に は、 我れ 現在の 伯 ゆなる ぞゃ。 斯る 死を與 ふる 迄に は 及 

ぶま じきに、 情なき 非道の 振舞、 不孝と やい はん 大惡 とやい はん、 我 は 其罪赦 すと も、 

爭 でか 天が 許し 給 ふや。 見よ/、 追 付 因 架 巡、 り * て、 苦しき 死に 逢 ふべき よと 泣 叫 

び. 聲を發 して 死せられ ける と 云々" 曰/、 彼の 秋. 5 が 妻女と いふ は、 正しく 信畏に 

は實の 伯母な り" 然れ どもい かに 僧し みあれば とて、 是程 迄に、 辛き 沙汰に は 及ぶ 

まじき 事 なれ ども、 夫 秋 山と  一 * して、 御坊 九 を 甲府へ 遣した る、 其 恨 みぞと 申しけ 

る。 然れ ども、 礎 迄に は 及ぶ ベ けんや。 信 長の 惡心、 莫大な b 云々。 現在の 伯母 を 
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殺す 事、 其罪最 深し。 古語に も 曰く、 伯父 は 父に 續く、 伯母 は 母に 績 くと 云々。 不孝 

の 罪 最多し。 御坊 丸 を 殺した る 恨 にても、 又 格別の 事、 まして S として 送. 9 しのみ 

な，.^。 我 子の 惽 あ，.^ とて、 父母に 同じき 者 を 殺す の 謂れ、 曾てな し。 然れば 信 長 時 

の 運と、 暫く は 果報の いみ じき 武德を 以て.. 一 旦 天下の 武將 となり 給 ふと は雖 も、 天 

の愴 まんす る 時節 來れ ば、 暫 も耐ら す、 後に 其臣 光秀の 爲に、 父子 共に 敢 なく 討た 

れ給 ひける は、 斯檨の 罪 や 報の 數々、 年々 に 重なり、 月々 に增 り、 積， 9  くて、 終に t 

び 給 ひける ものな り。 己が 罪 己を責 むる と は、 此 等の 事 を や 申すべき と 云々。 斯く 

て 岩 村の 城、 旣に落 去し たれば、 信 長 御 満足 ありて、 則ち 岩 村の 城 をば、 川尻 與兵衞 重 

遠に 下し 給 はり、 其 上 肥 前 守に なされて、 城主と させられ 畢。 又 毛 利 河內守 秀賴に 

は、 同 郡 明 地の 城 を 下されけ る。 是は其 先、 遠山 勘右衞 門が 居城な り。 拆又 蜂屋兵 

庫 頭 に は、 舊領抓 茂 郡 峰屋の 城に、 一 萬 石の 加 增を仰 付けられ、 守ら しめらる 

る。 過ぎし 元龜ニ 年の 春. 秋 山. 岩 村の 城に 住し、 天 正 三年 十一月に 滅 C しける。 其 

間 五ケ 年な り。 然れ ども 城の 破滅 はなく 相續 いて、 是 より 川尻 肥 前 守 在住せ り。 


誠に 當城 は、 其守將 代る ぐな，.^ とい へど も、 要害 堅固に して、 城 地 、神慮に は 叶 ひし 

故に や、 數 百年 來 破滅の 事な く、 萬 代 不易の 名 城な り。 此河尻 肥 前 守と いふ は、 其 先 

祖淸和 源氏と して、 攝 津守賴 光の 舎弟 大和 守賴 親の 三男、 福 田 次郞賴 遠の 末流な り。 

賴 遠の 子 柳 津源太 有 光、 其 子 石 川四郞 光家 • 其 子 石 川太郎 光盛、 其 子 河 尻 五郎 光兼、 

其 子 河 尻 修理 亮助廉 • 其 子 同 太郞助 光， 其 子 又 次 郞俊助 • 其 子 河 尻 孫 次. § 俊 光. 是 よ.^ 

十一 代の 後裔、 肥 前 守 重 遠な. -と 云々。 此度岩 村に 住し、 五 萬 二 千 石を領 せり。 其 

後天 正 十 壬 午年 四月、 武田四 郞勝賴 、甲 州 天目山に て滅 C の 後、 甲斐. 信 濃. 上野 等の 

武 田の 闕國 を、 信 長よ-り、 諸將に 分け 與へ 下し 給 はる。 此時、 河 尻 肥 前 守に は、 甲 州 を 

一 圓に給 はり、 岩 村 を 捨て ヽ甲府 に 移り、 十九 萬 石に て 在住な..^。 其 跡 岩 村に は、 森 

蘭 A 長 定拜領 して、 五 萬 石に て 在住な り。 此森蘭 凡 は、 信 長の 舊臣濃 州 土 岐郡兼 山 

の 住 入、 森 三左衞 1： 可成が 二 男に して、 勝 藏長ー が 弟な. り。 然るに 蘭 九、 是に 住する 

と雖 も、 其 守護 永から す。 同年 六月 二 曰、 京都 本能 寺に 於て、 明智 H 向 守が g 安田 

作 兵衞國 次が 爲に 討た れ畢 r 其 後、 城 生斷絕 して ありけ る 所、 靑木民 部 一 重、 少しの 

岩 村の 城の 事 弁 地の 戰記  0 
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間 之 を 守る。 而 して 後， 天 正 十八 庚 寅年 九月よ， リ田丸 中 務少輔 俱忠、 四 萬 石に て是 

に 住す。 是は其 先、 田 丸 幸 太夫と いうて、 勢 州 田 丸より 出で し 者、 太閣取 立の 武士な 

,^。 其 後 慶長六 a 年より、 大 給の 松 平和 泉 守家乘 .1 一 萬 石に て 在住な. 
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府內村 古城の 事 井鼻 闕泥龜 の 由来 

大野 郡の 北の方 は、 谷 汲山觀 世音參 詣の路 次の 邊、 結 城の 庄の內 に、 府內 とい ふ 所 あ 

KVO 此 所に 古城の 跡 あ， 0,。 其 城 まの 事を尋 ぬるに、 文 安二 乙 巳年 四月、 山 岸 加 賀守藤 

原 光範と いふ 者、 始めて 之 を 改築 あり。 居城とせ，.^。 抑 此山岸 氏と いふ は、 其祖 は， 

加 賀の國 の 住人な り。 大織冠 鎌足 公 四 代の 孫、 川邊 左大臣 正 二位の 魚 名 卿の 子、 從 

五位 下 中 務少輔 鷲 取、 其 子從四 位下 加賀守 藤嗣、 其 子 越 前 守 中宮 亮正四 位下 高 房， 其 

七 男 正 五位 下 常 陸 介 時 長、 其 子 鎭守府 將軍左 近 將監利 仁、 其 子 齋藤齋 宮娘敍 用、 お 子 

加 賀守吉 信、 其 子 加賀介 忠賴、 其 子 加賀守 吉宗、 是ょ. り 六 代、 今 域 寺太郞 光平 五代の 孫、 

山 岸 新 左 衞門尉 光章と いふ。 加州 江 沼 郡 山 岸と いふ 所に 住し、 建武. 延 元の 頃、 名 越 

太郞 時宗. 相 模次. 郞時 行な ど を、 北 a にて 討 取りし より 以來、 南朝に 組し 奉. り、 新田 義 

府內村 古城の 一 粱 井鼻 闘泥龜 の由來  ス 一 
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貞に 味方して、 前にて 數ケ 度の 戰功 あ，. -。 然る 所、 義貞 生害の 後、 其 舍弟脇 屋右衞 門 

佐 義助越 前 を 去 b て、 美 濃の 國に 落ち 來， 9 て、 大野 郡 尾德の 山の 城に 入， 9 て楣籠 

け る が、 土 岐賴康 に攻立 て られ、 其後吉 野に 參 りぬ。 拆又、 山 岸 新 左 衞門藏 人 は、 脇屋 

義 助の 後 を 慕 ひて、 是又 當國に 落ち 來り、 根 尾の 長 崎の 城に 入、 りて 籠 b ける が、 勢盡 

きて、 是 より 土岐 氏に 屬 しける。 依って 子孫 相續 いて、 長峯の 城主た b ける 所、 光章 

よ.. >  五代の 孫 加賀守 光範、 此結 城の 庄、 府內の 地 を 見立て、 自ら 一 城 を 構 へ て、 長峯ょ 

,9 是に 移， o て 在住せ.. rs。 然るに 光範に 男子な し。 是に 依って 可兒郡 明智の 城主 明 

智刑 部少輔 光宣 の 一 一 男 を 養 ひて 家督と し て , 山 岸 作 左 衞門尉 光貞と 號し、 相續 い て 

赏 城に 住す。 其 子 加賀守 貞秀、 其 子 勘 解 由 左衞門 光信 迄、 相續 いて 住しけ る 所、 勘 解 

由 左衞門 は、 齋藤 寵與の 幕下に し て , 其 頃 西 美 濃 十八 將と いふ 其內 なり。 永祿 の 頃 

よ り、 龍與 は、 織 田 信 長と 確執に なりて、 合戰度 々 に 及ぶ。 山 岸 勘 解 由左衞 門. 竹 中半 

兵衞等 以下、 西 美 濃の 老功の 謀士 等、 軍 慮 を 示して、 寵興を 助く。 然れ ども « 輿暗將 

にして、 其 諫を用 ひす、 非義の 事共 多 か， 9 き。 是に 依って， 各 天命なる を 察し、 所詮 齋 


藤の 家運 傾きぬ る 時節 到來 ならん と、 案に 之 を 推し、 竹 中 は 菩提 山の 城. を 捨て、 栗 原 

山の 奥に 入.： M し 閑居し ける。 又 山 岸 も 府內の 城 を 捨て、 西 美 濃 桂の 鄕の 山林に 入り 

て 閑居し ける。 夫よ. 9 程なく 齋 藤は沒 落しけ る。 是れに 依って、 府內の 城 も、 永祿七 

年より 斷絕 し畢。 光信の 子 作 左 衞門貞 連. 作 之丞光 連と て 兄弟 あ， 0 ける が、 明智光 

秀 の近士 とな..^ て 仕へ けるな り。 天 正 十 壬 午年 六月 十三 日、 光秀 山 崎の 合戦 破れて、 

坂 本に 返く の 刻、 其 夜、 伏 見の 小 栗粞の 里に て 生害し ける。 其 時、 第 一 番に 光秀の^ 

して、 殉死 をな したりけ る は、 此作左 衞門貞 連なり。 W 又此結 城の 鄕と いふ は、 西國 

三十 三番の 札 納所、 谷 汲 山華嚴 寺へ 參詣の 通路に して、 其邊の 沼田の 內に、 鼻闕. k ぎ 

とい ふ あり。 其由來 は、 結 城府 內の 城主 山 岸 作 左 衞門尉 光貞、 當 城主と して、 明應ニ 

年の 事な りしが、 遊 輿 川 狩の 爲め とて、 結 城 村の 邊 なる 沼田の 流 を 渡りけ る 時に、 泥 

すつ ほん 

中に 一 つの 鼈く  V まり 居て、 光貞が 足に 喰 付きけ るに ぞ、 山 岸 事と もせす、 頓て 自ら 

手 を 出し、 彼の 鼈 を 取って、 引 放しけ るに、 iaf 付きた る 班 口よ， り、 血の 出づ る 事 夥し • 

光貞 怒りて 曰く、 此者、 我が 領內の 沼地に 住んで、 他人の 獵害を 遁れ、 安く 身 を 置き 乍 

府 s: 村 古城り 事并 春闘 泥 翁の 由來  0 
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ら其恩 を 知らす。 領主た る 我が 足に 付きて 害 をな す 事， 物 を 知らぬ 曲者な. り。 魚 

鳥 獸蟲、 共に 命 を 大事と 思 ふ 事 同じ。 恩 を 知ら やん ば あるべ からす。 此鼈 こそ、 奇怪 

の 者 なれと て、 頓 て士. 卒に 命じ、 領內を 出し、 他の 川 水へ 流すべし と 云々。 其 時、 郞等 

沐 半四郞 とい ふ 者 申して 曰く、 君宣ふ 如く、 恩 を 得て 恩 を 知らす。 却て 害心 をな す 

魚 甲、 助けて 捨っ べき 謂れな し。 只 一 剌 にして 害すべし と 申しけ る を、 光貞 制して 

曰く、 死せ し怨 は、 死 を 以て 與ふ。 かれが 仇 は、 R 一  つの 喰 庇の みなり。 然 らば 只 庇 を 

し、 て與 ふべ し。 さ， 9 乍ら 報じても 止みなん かと 云々。 林が 曰く、 恩 を 受けし 君に さ 

へ、 害 をな す惡 鼈、 餘 人に はいかなる 害 をな さん も 計り 難し。 其 災を斷 たん 爲め、 上 

顎 を 切って 捨っ ベ しとい うて、 彼の 田龜の 鼻の 所より 上の 片顎を 切 落し、 主君に 害 

をな したる 惡鼈、 永く 斯 くな.^ て、 苦しめ かしと いひつ \ 其 邊の沼 水に 投込 みける 

とか や。 然るに 其翌 8、 又 光貞、 彼の 所に 至りけ るに、 泥の 面に、 鼈數多 群り 居け るが 

故に、 如何なる 事 やらん と 思 ひ、 林 をして 見せしめけ るに、 不思議 や、 數 多の 泥 龜共寄 

b たか. > て 、昨 H の鼻闕 a 龜を喰 殺し 居け ると かや。 誠に 此邊の 泥中に 住する 泥龜 


十 
七 
條 

城 


共、 s« 悉く 光貞が 領內 なる 故に、 人 之 を 害し 取 る 事 能 はす。 さるに 依つ て、 泥 龜共安 

住しぬ。 然る を 彼の 一 つの 鼈、 計らす も 光 負が 足を惱 し、 臣下 怒りて 詞を かけて 捨 

てたり ぬ。 林が 其 申す 所、 則ち 理 なり" 是に 依って、 其 餘の泥 龜共之 を 殺して、 領主 

の 恩 を 思 ひ 仇 を 報じて、 其 怒 を 安から しむる もの か。 生 ある 者、 いかで か 其 理を知 

ら ざらん や。 恐るべし。 光桌 も、 殊に 之を感 せし と 云々。 然るに 此邊 は、 山々 の 間な 

る 地に して、 水の 流れ 惡 しく、 深き 沼澤多 かりけ るが、 不思議な るかな， 其 所よ 出づ 

る泥龜 は、 今以て 悉く 上の 顎な く、 見苦しき 形な.^。 俗 呼びて、 之 を 鼻 闕田龜 とい ふ 

なり。 西國 三十 三番の 札所、 谷 汲の 觀昔 へ 参詣の 通路に して、 是に詣 でし 順禮等 は、 

里人に 聞きて、 能く 知る 所な-り。 右明應 年中より して、 星霜 遙に經 ぬると 雖も、 今以 

て 鼻 闕田龜 となりて 出生す る 事、 偏に 光貞が 貴き 威德の 故と、 知られけ ると い へ り。 

十七 條 村の 城の 事 

本 m 郡 十七 條の城 は、 土 岐伯耆 守賴貞 入道 存 孝の 八 男， 土岐 八郞賴 胤、 曆應ニ 己 卯年 

十七 條 おの 城の 事  S 
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八月、 始めて 改築し 是に 住す。 其 後、 又 同郡穗 積に 移り 住居す。 故に 穗 積九郞 とい 

へり。 又賴胤 は、 土 岐伯耆 十 郎賴貞 の 四 男と も 云々" 後に 舟 木.^ 郎と いふ 是な， =s。 

又 十七 條の城 は、 建 武三丙 子年 正月に、 草創せ しと もい ？。 于， 時曆應 元年 正月 十 

六日、 奥州の 國司北 畠 中 納言顯 家 上洛の 時に、 土岐賴 遠と 俱に 是と戰 ひ、 賴風も 深手 

を 負うて、 我が 城に 引取り 歸 ると いふ は、 此耍 害の 事な り。 同年 寅 五月 十一 日 卒去 

す。 法名 秀 山道 殿と 號す。 大日 山 美 江 寺の 過去帳に 見えたり。 幼少の 子 あ. 0。 家 

臣松田 何某 之 を 養育して、 十七 條に 住せし む。 成長して、 武 藤，^ 郞賴實 と 名乘， 0 て、 

江 州の it 津の 合戦に 大勢 を 引受け、 武勇 を顯 しける 事、 隱れ なしと 云々。 一 說に 曰、 

土岐の 庶流に、 舟 木 氏 は あれ ども、 武 藤と 名乘 りし 事 あ， 0 とい ふ說、 其 由來を 知ら 

す。 賴 胤の 子なら ば、 淸和 源氏の 後裔なる べし。 鹽津の 合戰に は、 武 藤次郞 藤原賴 

實 討死と あ.. >。 然るに 賴 胤の 妻女 は， 武 藤氏の 娘なる 故に、 母方の 氏 姓 を名乘 るか 

と 云々。 然れ ども、 其 子武藤 七郞. 同 八左衞 門と て、 兩人ぁ b けれども、 併し 一 城 を 守 

る 程の 器量 もな く、 武勇の 英名 もな し。 又 後々、 何國へ 行きけ るに や、 其 先 を も 知ら 
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ざ， - ける。 又 近 江山 縣郡 楚賀衬 に、 七條 氏の 者 二三 軒 あ..。 其 先祖 を 聞く に、 本巢 

郡 十七 條の 城主 武 藤の 末孫な、 りと いへ り。 又 秋 田 城 之 介 實季の 家に、 彼の 子孫 あ 

ともい ふ。 然るに、 賴實 討死の 後、 十七 條の 要害 は、 二階 堂 三藏. 其 子 安 右衞門 尉 之 

を領 せ. -。 其 後、 仙 石 權左衞 門 尉 秀豊是 に 住す。 嘉吉ニ 戌年 十一月 十七 H 病死、 法 

名 雪 峯院道 蒐と號 す。 此後、 和 田 五 郞兵衞 利 詮是に 住せ， 9。 享祿の 頃よ. 9、 林駿河 

守&長 住す。 ほ f ，其 子 W 蕃長正 11 丄 一男 林 宗兵衞 正 三、 是に 住せり。 政 S は、 

元龜三 申年 十月 廿 五日 卒す。 法名 前 駿州大 守月郞 宗白大 居士。 嫡子 玄蕃 は、 甲 州 

の武 田 信 i>l の勢亂 入して、 夜合戰 しける 時に、 討死せ り。 宗兵衞 は 落 去し ける" 其 

後、 當 城斷絕 な，^。 

明智 城の 事 井 地の 戰記 

可 a 郡 明 智の庄 長 山の 域 主の 事、 ー說に 曰、 池 田の 庄. 明智の 里と も 云々。 實 は明智 

の庄 なるべし。 明智の 城の あ， -し地 を、 長 山の 地と いへ、 り。 是に字 名なる ベ L 抑 
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明智 城と い ふ は、 土 岐美濃 守光衡 より 五代の 嫡流、 土岐民 部大輔 賴淸の 1 一男、 土岐明 

智次郞 長 山 下野 守賴 兼、 康永元 壬 午年 三月、 始めて 是を開 築し、 居城と して 在住し、 

子孫 代々、 光秀 迄是に 住せり。 賴 兼の 舎兄 を、 土岐 大膳大 夫賴康 とい ふ。 是は其 伯 

父賴遠 卒去の 後、 總領 職と なりて、 將軍尊 氏 公より、 美 濃. 尾 張. 伊勢三 ケ國の 守護 職 

を 賜 は り、 其 武威 甚だ 壯 な.^。 又賴 兼の 弟 を、 土 岐揖斐 三 郞新藏 人出 羽守賴 雄と い 

へり。 大野 郡 揖斐の 城 を 開基の 人是 なり。 然るに 明 智賴兼 は、 舎兄 賴康 と倶 に、 足 

利 將軍尊 氏. 義詮御 父子 兩 公に 屬 して、 南朝 官軍と 戰ひ、 數 度の 武功 あり。 舎兄 賴康 

の 威勢 盛な りし 故に、 賴兼俱 に 自ら 其 武威の 名高く、 近國 に隱れ なし。 東 美 濃 を 守 

護 i して 家 富み 繁昌せ. り。 崖 治 六 丁 未年 十二月 十二 日出 家す。 善 桂と 號す。 將軍 

義詮公 逝去 故な り。 其 後、 嘉慶元 卯年 七月 十六 日 卒す。 年齢 七十 一歳。 法名 眞誠寺 

殿 前 野 州 大守ニ 品 法 印 善 桂と 號 す.。 賴兼始 の 妻 は、 尾 張 民 部少輔 高國の 娘な， 9。 

後妻 は、 二 木 右 京大 夫義長 娘な り。 賴 兼の 子^ 智 小太郞 とい ひ、 後長 山 遠 江 守 光明 

と號 す。 將 軍義詮 公の 台 命 を 蒙り、 從弟賴 兼の 猶子と な b て、 明智 家の 總領 職を拜 


し、 彼の 家名 を相績 せ， ゆ。 此人、 智謀 軍 慮に 達し、 勇猛 絕 倫の 士な り。 身の 丈 高く 

七 尺八 寸、 無雙の 大力 量に して、 打 物の 達人たり。. 其 頃 足 利將軍 家の 御代に して、 五 

畿內. 東屮 北陸に 於て、 無雙の 大力と 云々。 北朝に 屬し、 武功の 名 譽數ケ 度な り。 其 

評、 記す に 計ろ ベから す。. 殊に 文 和 二 年 癸已の 六月 九 nl、 京都 四條 河原の 戦に、 頗 

る名譽 あり。 南方.：ぃ官£^吉良.石堂.和9楠.赤松等の諸將、山名時氏が勢とー 手に 

なりて、 京師に 押 寄せ、 四條 河原に 陣を 取る。 此時、 北朝 將軍方 は、 大將足 利 宰相 中將 

義詮朝 細川淸 氏. 土岐 賴康. 佐 々木 佐 渡 判官 等 之 を 支 へ 、 神樂 岡に 陣を居 ゑ、 河原 

に 出で て合戰 す。 折節 此頃 は、 尊 氏 公、 鎌 倉に 御座 ありて， 京都 以の外 無勢に して 北 

方の 勢 、一戦に 利 を 失 ひ、 京師に 溜ら t 義詮 朝臣、 主上 を 守護し 舉， 9 て、 東 坂 本に 落 

延び 給 ふ。 官軍 甚だ 勇み、 少しも 透 さす 後に 逼り、 襲ひ來 る事頻 にして、 昧方 返く に 

難儀な b ける 所、 長 山 遠 州 一 騎 のみ、 諸 軍に 柚んで 態と 引下り、 後 殿 をな し、 比類な き 

勇 戰を盡 して、 以て 主上 を 安く 落し 奉る。 其談に 曰く、 洗 革の 鎧 を 着し、 鹿 角の 前 立 

の 中に、 德頭を 居 ゑた る 六十 四 けんの 星 甲 を 載き、 五 尺 九寸の 太刀 劏 金. 五 尺 三 
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寸の添 指、 II、 此 1 一 振 を橫た へ ， 又 13- の 渡. 0 一  尺 六寸に 打った る 關緞の 大鈹、 柄の 

長さ 七 尺 二分， 之 を 持って 數 多の 敵 を 打 崩し 畢。 其 働 業、 凡 者の 所行に あらす。 而し 

て敵將 の內、 播磨國 の 住人 赤松 彈正少 弼氏範 と 渡り合 ひ、 雙方此 戴 を 引合 ひて、 頓て 

其 柄 を 半より 二つに 引 切って、 物 離れと な.^ ぬと 云々。 後に 此兩 勇の 爭を 論す る 

に、 光明が 勇力、 遙に增 さ， 5 しとい ふ。 宜な るかな 赤松 は、 の 方 を 持って 力に し， 溜 

る 所 あ. 9。 光明 は 柄の 方に して、 握る 手の 外る、 事 あ. りと い へ. o。 斯の 如く 光明が 

振舞、 生涯の 武功、 記す に 際限な し。 今度の 勳功、 主上 を 始め 義詮 朝臣、 殊に 御感ぁ 

b て、 一 通の 御感狀 に、 九 頭 « の 星 甲 を 添 へ て、 光明に 賜 ふ。 右 光明よ. H ハ 代の 系、 明 

智作十 郞光繼 とい ふなり。 後に 駿河 守と いふ。 入道して 宗 善と 號す。 文明よ. 0 大 

永の 頃の 人な り。 光繼に 子息 數多 あ， 9。 嫡子 を、 十 兵 衞尉光 綱と いひ、 後に 遠 江 守 

と號 す。 日向 守 光秀の 父是な トノ。  二 男 を、 山 岸 勘 解 由 左 衞門尉 光信と いふ。 大野 

郡 府內の 城主 山 岸 加賀守 A 秀の 養子な-。 I 驟 き?ぁ內3 111 男 を、 明 智兵庫 頭 光安 

とい ふ。 後に 入道して 宗 宿と 號す。 明 智左馬 助 • 三 宅 第十郞 などの 父是 なり。 四 男 


を， 次 左 衞門尉 光久と いふ。 明智治 右衞門 光忠の 父是 な...。 五男 を， 原 紀伊守 光賴と 

いへ， り。 原隱岐 守久賴 の父是 な， -。 關なケ リセ。 次 は 女子な に 齋藤道 三の 室 

となる。 織 田 信 長の 北の方、 幷に金 森 五郎八 郞長近 等の 內 室の 母 は是な h^。 次の 

六 男 を、 明 智十平 次 光 簾と いふ。 後に 入道して 長閑 齋と いふ。 十 郞左衞 門 光 近の 

父是 な， 9。 遠 江 守 光總、 家督 を受繼 ぎ、 明智に 住し、 代々 の 知行 一 萬 五 千 貫を領 す。 

大永 元年の 春、 山 岸 加賀守 貞秀の 娘を迎 へて 室と せり。 光 綱、 日頃 多病な 

、り。 天文 七 年 戊戌 年 八月 五日 卒す。 嫡子 光秀、 其 時 僅に 十 一 歳な- -。 右 幼少なる 故 

に、 祖父 光繼 入道の 命と して、 叔父 光安. 光久. 光廉 三人、 之 を 後見と して 光秀 を 守 立 

て、 城主と せリ。 然るに 光秀 は、 生 立 凡人に 變り、 幼少よ..^ 大志の 旨 あ. > ける 故に や、 

明智の 城主と して、 僅 一 萬 五 千 貫の 所領 を受繼 がん 事 を、 望と 思 はす、 家督 を 嫌 ひ、 居 

域 を 叔父に 任せ 置いて、 其 身 は遊樂 となり、 武術 锻 鍊の爲 に、 諸方 を遍歷 しける。 然 

る 所、 當國の 守護 職 齋藤左 京大 夫義寵 は、 實父 賴藝の 仇なる 故に、 養父 道 三と、 父子の 

義を斷 ちて 合戰を 始め、 弘治ニ 年 辰の 四月、 方 縣郡城 田 寺 村に て、 終に 道 三 を 討 取り， 
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ー國 を押領 し、 一色 左 京大 夫と 改め、 稻葉 山の. 城に 在住し 畢。 誠に 道 三が 多年の 不 

義、 諸人 皆 之 を 憎ん する 所 故に、 其 日の 合戦に は、 多く 子息の 義 tt の 手に 加 はり、 道 三 

が 許へ 馳せ參 る 者 は、 少な かりけ るな り。 然るに、 明 智兵庫 助 光安 入道 宗宿、 兼々 道 

三に 尊敬せられ、 常に 厚情 を盡 しける。 元來宗 宿が 妹 は、 道 三が 本 室に して、 尤 早世 

をす と雖 も、 一 度緣 者の 因 を 結びし 中な， 9 ける が、 宗宿 元よ .9 大丈夫の 勇士 なれば， 

道 三が 威 を 慕 ふに あらや、 緣邊の 義父 駭河 守光繼 入道 宗 善が 在世の 時に、 道 三 之 を 

乞 ひ、 大守 賴藝に 申して 緣結 せし 所な り。 道 三 は元來 大志 あるが 故に、 明 智の家 を、 

1 方の 楣と もな すの 心なれば、 常々 觼儀を 厚く して、 懇情 を盡 しぬ。 或は 尾 州の 織 

田 を、 他國の 垣と なして， 我が 娘 をして 信 長に 嫁せ しむ。 皆是 大志の 下心な り。 旣 

に 弘治ニ 年の 春に 至， 9、 子息 義« 義兵 を 起し、 合戦に 及びけ る 所、 國 中の 諸 士、 皆實 

義 を：^ し、 悉く 義寵の 手に 至りて、 道 三方 徵勢 となりて、 忽に 武威 衰 へて、 戰 はざる 以 

前に、 道 三 打 負けなん 事、 必然と 見えたり ぬ。 此時、 宗宿 1；! 赚ぜ 5 ひける は、 某 今度の 

合戰 こそ、 何れも 加 は，. > 難し。 道 三 は 頗る 逆臣 なれば、 之を誅 する は 利の 當然 たれ 


ども、 渠 H 頃 我 を 重んじ 厚情 を壶す 事. 詞に 述べ 難し。 其 下心の 程 は. 身の上 難儀の 

事 あらば、 頼むべき との 會釋 な.^。 渠旣に 今 大事の 期に 及べり。 某 恩情に 心 を 引 

かれて、 傾く るに は あら ざれ ども、 彼が 衰 へたる 時節 を 見て、 無體に 之を攻 討つ は， 

大丈夫の 所爲 にあら す。 又義 « 、實 父の 仇 を 討つ と號 して 義兵 を揚 ぐるに、 某 道 三 

に與 力し 是と戰 は V  、土 岐. 明智の 先祖 代々 へ對 して、 大 不孝と いひつべし。 此 故に 

兩儀 決せす、 何れも 加 は， - 難し。 併し 某 は、 進返究 まれ， -と雖 も、 甥の 光秀 は， 當家 

の眞嫡 なれば、 是 一人 は、 義 « の 許へ 參ら すべし とて、 光秀の み を、 稻葉 山へ 遣し 畢。 

»弘 治 二 年、 鷺 山の 合戦 終り、 道 三 旣に討 たれて 後 は、 道 三 一 味の 面々 悉く 討死し、 殘 

る 輩 は、 皆 以て 義寵 に降參 して、 國中 漸く 平均せ り。 然る 所、 宗宿 は、 曾て 出仕せ や、 倩 

倩 思へ らく 、義寵 義兵の 名 あ， りと 雖も、 現在の 養父に して、 胎內 よりの 恩 甚だ 深し。 

又 先の 大守 賴藝に は、 本 室の 實子數 多 あ.^。 長男 一 色 小 次 郞賴秀 、尾 州に あり。 二 

左 京 亮賴師 も 又當國 にあり 然れば 此等を 以て 義兵 を發 しなば、 實に 忠義 孝心なる 

べし。 然るに 今 旣に義 龍が 代と なり、 我 又是に 伏しな ば、 世上の 人に 之 を 惟み、 宗宿 
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こそ 懇情なる 道 三 を も 助けす、 又 合戦の 砌に は、 義寵 にも ffl せす、 命を惜 み、 運 を兩端 

に 計り， 勝負 を 詠め て 何方 へ も 出馬せ や、 軍 治ま， 9、 義 tt が 代と な，. >  し を 見て、 忽ち 

身 を 寄せし などと、 嘲， 5 笑 はれん も 口惜しき 次第な り。 殊に 某、 道 三が 尊敬 を 受け 

し 身 なれば、 諸人の 心に は、 道 三 を 心 最貭の やうに 思 ひ、 義寵 始め 我が 心中 を、 疑 ひ 思 

はん は 必定な り。 所詮 存ら へ、 諸人の 口外に 殘 らん も殘念 なり。 只 速に、 當 城に 楣籠 

り、 華々 しく 討 手の 勢 を 引受け 討死して、 武名 を殘 さん こそ 本意なら め。 さなく と 

も 某、 道 三と は 一 腹に も あらん やと、 諸人 疑 ひ 思 ふ 折 なれば • 、城に 籠りて、 出仕せ-ま 

じと いはい、 忽ち 討 手の 來 らん は 必定な ひ。 某 潔く 死し なば、 義 ある 道 三が 爲 にも 

道 立ちぬ。 主家の 恨 は 心に あれ ども、 現在の 妹の 聱の名 あ，..^、 厚情 猶甚 し。 某 五十 

歳の 上に 満ちて、 惜しから ぬ 命 を、 一 つ 捨てん として 死に 迷 ひ、 恥 かしき 名 を 取らば、 

淸和 天皇よ， 0 廿ー 代の 血脈 を 保ち、 汚名 を 付けざる 明智の 一家、 我の みに て 惡名を 

付け、 末代 迄 恥辱 を殘 さん 事、 無念の 儀な り。 早く 義 « 方へ 手 切の 使 を 送り、 一 門 を 

催し 當 城に 楣 籠り、 討手來 らば、 思の 儘に 戰 ひて、 尸 を 大手の 城門に 陽し、 本丸に 墳墓 


一 を殘 すべし と、 思惟 を 決して、 討死と 覺悟を 極めた， 9 ける。 時に 弘治ニ 年 九月に 至 

明 智宗宿 り， 一 門 を 催して、 明智の 城に 籠 ける。 大將宗 宿 五十 三 歳、 同 次 左衞門 光久 五十 歲。 

明智 城に 

籠る 其 弟 十 平 次光廉 は、 尾 州に あ， 0 て 之 を 知らす。 相隨ふ 一族に は、 溝 尾 庄左衞 門. 三 

宅 式部 之 助. 藤 田 藤 次郞. 肥 田 玄蕃. 池 田 織 部. 可兒才 右衛門. 森 勘 解 由 等 を 始め、 其 勢 

僅に 八 百 七十 餘 人な，..^ しが、 義心 金石と 固まり、 心 を 一 致して 籠城し けり。 右の 

仔細、 稻葉 山に 聞え ければ、 齋藤義 « 甚だ 驚き、 早く 誅せ すん ば、 東 美 濃 過半、 是に從 

ふ ベ しとて、 卽時討 手 を 差 向け 、 る。 其 時、 揖斐周 防 守 光親、 義寵を 諫め て 曰、 明智宗 

宿 古今の 義士な，..^。 名 を 重んじ、 叶 はざる を 知って 籠城す る は、 大丈夫の 振舞な り。 

只 速に 利害の 使者 を 送り、 平に 歸 伏の 旨 を 申 宥め、 然る ベ しと い ふ。 然れ ども 錢寵、 

血氣 の破將 故に 之 を 用 ひす、 只攻 討に 決しぬ。 是に 於て、 揖斐も 是非な く 討 手に 向 

ふ。 其 人々 は、 長 井 m 人 K 道 利 弁 上 忠左衞 門 道 勝 .國 枝 大和 守 正則. 一 一階 堂 出 雲 守 行 

俊. 大澤次 郞左衞 門 爲泰， 遠山 主 殿 助 友 行 • 船 木大學 頭義久 • 山 田 次 郞兵衞 • 岩 田 茂 太 

Is 夫 等 を 先と して、 其 勢 三千 七 百騎、 九月 十九 日 稻葉山 を 出陣し、 明智を 指して 押 寄せ 
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ける。 宗宿 少しも 恐れす、 愛 を 先途と 防ぎ 戰 ひける。 元來 城の 要害 堅固に して、 何 

れ 破る ベ き淺 間もなく、 攻め 兼ねて 見合せ ける 故に、 其 日 は、 旣に 暮れた.： >  ぬ。 K つ 

て其翌 H  、再び 鬨を 發し攻 寄せけ るが、 宗宿 前】 伎より 酒宴 をな し、 夜もすがら 謠ひ舞 

ひ、 死 出の 盃を なし、 翌： ：= 城外に 打って出で、 思 ふ 程に 一 戰 して、 早々 城に 入りて、 其 

日の 申の 刻、 本丸の 眞中 にて 火 を かけ、 悉く 自害して てた， 9 ける。 康永元 午年、 明 

智 開基して より、 年數 二百 十五 年に して、 今日 旣に 斷絕 しける。 然るに 嫡子 光秀、 是 

i ^しも 城 中に ありけ るが、 宗宿是 に 申しけ るに は、 我々 生害 せんと 存す る。 御身 定め 

て 殉死の 志なる ベ けれども、 某 等 は 不慮の 儀に して 斯 くな，.^、 家 を斷絕 す。 御身 は、 

祖父の 遺言 も あり、 又 志 も 小なら ねば、 何卒 愛 を 落ちて 存命な し、 明智の 家名 を 立て 

られ 候へ。 幷に 我々 が 子供 等 を も 召 連れて、 末々 取 立て 給 はり 候 やう、 賴み 申すな 

.0 と 申 置きて 死し 畢。 是に 依って， 死 を 止まり、 城 を 落ちて 西 美 濃に 至り、 叔父 山 岸 

光信の 許に 暫く 身 を 寄せ， 則ち 此 所に 妻子、 幷に從 弟 共 を 預け、 失よ. H ハケ 年の 間、 諸 

國 を遍歷 して、 武術の 鍛練 をな し、 夫よ.？ 水祿五 年に、 越 前の 大守朝 倉 左衞門 尉義景 


に 仕官し、 其 後、 同 十 一 年の 秋よ b 足 利 新 公方 義昭 公の 吹擧を 以て、 織 田 信 長に 仕へ， 

後に 六十 萬 石餘の 大名た. -。 光秀に 子 数多 あり。 嫡子 を 作 之 f ポー 光重と いふ。 母 は 

山 岸 勘 解 由 左 衞門尉 光信の 娘に して、 千草と いふ 美婦 た..^ し。 光秀、 部屋 住に なり 

て あ..^ ける 砌、 遊客と なりて 山 岸の 許に 來り、 桂の 鄕の下 館に 暫く 住しけ るが、 俱に 

若年 の 頃なる 故に 、密通して 設 け た る 長男 な 、り。 是 に 依つ て 、明智 氏 の 家督 ならす、 

氏 を 憚， 、母方の 氏 を 用 ひて 西 美 濃に 住し、 子孫 は鄕士 となりて あ， 9 ける。 次 は 女 

子な り。 母 は 妻 木 勘 解 由 左 衞門範 の 女、 本 室な り。 此 女子 は、 明 智左馬 助 光春の 

室な，. >。 次の 女子 は， 同 治 右 衞門尉 光忠の 室な り。 次の 女子 は、 細 川 越 中 守 源忠典 

の 室な， -。 次の 女子 は、 織 田 七 兵 衞尉罕 信 澄の 室な， -。 き |、| ず 田 次 は 男 

子に して、 明智 千代 壽九 とい ふ。 後に 十 兵衞尉 惟任 光慶と いふ。 ィ灭の 男子 を、 十 次 

郞 光泰と いふ。 次 は乙壽 丸と いふな 外に 養女 あり、 盛姬 とい ふ。 嫡家 光重の 

室な り。 實は是 れ土岐 要 〔滅〕 人 助 盛秀の 娘な. り。 古今 希代の 英婦 にして、 光秀 • 光 

重に 後れて. よ，.^ 後、 自ら 大義 を 志して、 國々 の 諸 大名 を 語ら ひて、 羽 柴の世 を 傾けん 
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と 欲した る 程の 烈婦な， ける。 又 外に、 妾腹の 男子 あり。 子孫 は 鞭 川 家に あ， 0 とい 

へ り。 實は是 れ左馬 助 光春の 一 子た-り ともい ふ。 又 一 人の 男子 あり。 丹 波の 國 桑田 

郡に、 其 子孫 ありと いふ。 然るに 明 智の城 は、 弘治ニ 年 落 去して よ， 9 後、 守將 なし。 

.齋 藤 t びて、 織 田の 支配と なりて、 又 光秀 先祖 代々 の舊跡 なれば とて、 拜領 して、 家臣 

石 森 九 郞左衞 門 を、 代官と して 置きけ る。 地形の みに て、 改築 はな か， 9 ける。 

、 揖斐 城の 事并 地の 戦記 

大野 邵揖斐 の 城 は、 土 岐大膳 太夬賴 康の舍 弟土岐 三郞賴 雄、 康永ー 一年 未 八月、 始めて 

揖斐の 山上に 一城 を 開 築し 是に 住し、 池 田 郡本鄕 城の 後見と せり。 故に 賴雄 は、 揖斐 

新藏 人と 號す。 含兄賴 康に隨 ひ、 將軍尊 氏  <ム. 義^ 公 御 父子に 屬し 奉り、 文 和 .延 文の 

戦に 功 あり。 賴 雄の 兄 を明智 次郞賴 兼と いふ。 其 兄賴康 なり。 各 土 岐賴淸 の 子な 

次 Bf^ 賴兼、 可 a 郡 明智の 里に 一 城 を 築き 住す。 舍兄 賴康、 將軍 家の 高 家 衆と して、 

濃 尾 勢三ケ 國の 守護に 任せし かば、 權威 殊に 壯 なり。 賴兼. 賴雄、 俱に 其威甚 しく、 繁 


榮 他に 越えたり • 賴兼 は、 東 美 濃 連枝と 號し、 賴雄 は、 西 美 濃の 連枝と 號 せり。 賴兼 

後に は 下野 守と：； ふ。 賴雄 は、 A 治 元 寅年 四月、 攝州芥 川の 城に 移り、 是に 住して、 

投斐出 羽 守と 改む。 其 跡に は、 撾ロ兵 庫 頭 兼 親 を 殘し撤 き、 守將 とせり。 後 又、 永德 

元 酉年 1 一月、 芥 川より 揖斐 へ 歸 城し、 入道して 祐驟 と號 す。 至 德三丙 寅年 十二月 四 

日 卒去な り。 賴 雄の 子 數多 あり。 揖斐左 衞門尉 讃岐守 詮賴. 二 兵 部 少輔光 名. 三男 

治 部少輔 光き、 次 は 女子、 今 川 貞^ 入道 了 俊の 室な り。 讃岐守 賴詮の 子 も數多 あり。 

長男 志 津山太 郞賴國 •！ 一男 土 岐左馬 助 賴且. 三男 揖斐野 村 三郞河 內守賴 三. 四 揖斐 

四 郞左近 大夫友 雄. 五男 左 近 將監賴 友と いふなり。 四 男の 左 近 大夫友 雄、 家督 を受 

繼ぎ、 常 城主と なるな， o。 友 雄の 子 長男 太 郞攝津 守 友 行、 池 田 郡 西の 保の 城主な り。 

二 男 左 近 大夫基 春と いふ。 應永 十三 年 戌 九月 生る と い へ， り。 家督 相續 して、 揖斐 

の 城主な り。 基 春の 子、 周 防 守 基 信と いふ。 相績 いて 當 城に 住す。 然る 所、 基 信 代 

に 至り、 男子な き 故に、 當國の 屋形美 濃 守 政 房の 五男 五郎 光親 を 養子と して、 家督 を 

讓り、 相續 させし むるな り。 政 房の 畏男 を盛賴 とい ふ。 二 男 賴藝. 三 治賴. 四 男 光 
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尙. 五男 光親な， -。 光親 は、 永 正 五 戊辰 年 三月 二  32 誕生して、 大永ニ 壬 午年 五月、 揖 

斐基 信の 家に 養子と なる。 然るに 此 光親 は、 生得 利發 にして、 智謀 軍 慮に 賢く、 仁義 俱 

に 正備の 勇士な り。 其 上 父 政 房 は、 當國の 屋形舍 兄 賴藝、 又大 守た るの 故に、 弟 光親 

其 威勢 甚 しく、 諸家 も 之 を 尊敬な しけ る 所な り。 光親、 後に 周 防 守と 號し、 天 正 七 

卯年 八月 二日 卒去な り。 七十 ニ歲。 然るに 近代の 說に、 光親 は、 天 正 八 年 十二月 大 

晦： n 、稻葉 良 通、 淸 水より 攻め 來， 0 て、 翌九 年疋月 元日 燒 落しぬ とい ひ傳 へり。 是 

れ Is な. -。 實は 伊豫 守に 攻 落されし は、 光親の 子 五郎 光 就の 代の 事な， -。 依って 

其 正しき 所 を、 是に 止む る。 考 合して 知るべし。 极 光親 代に、 揖斐の 山 下三輸 村に 要 

害 を 構 へ、 家臣の 出頭 堀 池 備中守 氏 兼. 大西源 吾 を 守護 代と して、 光親 は、 大 桑に 出 

仕な り。 古來 大野 郡に 名 城な しと 雖も、 揖斐の 城 は、 其 頃 名 を 得し 堅城に して、 山上 

本丸 天守 臺卅間 四方、 二の丸 臺廿四 間 西 方、 各 其 土 形、 今に 殘り あるな. 9。 桂 大手、 三 

輪 搦手に して、 東 « 北の 三方 は山續 き， 其 間々 の 地に、 侍 尾 敷 を 建てたり。 南 三輪 村 

表 は， 杭 瀬 川の 流な， 9。  » 光親の 子 五 光 就、 家督 を受 繼ぎ當 城主な， り。 光親 は、 大 


守賴 藝の舍 弟に して、 當 1! の屋形 連枝の 一 家 なれば、 光 就 とても 大 守の 甥 なれば、 其 

威勢 强く 短慮に して、 武房 人に 勝れて 剛 傑な り。 然るに 天文 十 一 年、 屋 形賴藝 は、 逆 

臣道 三が 爲に落 去 ありけ るが、 道 三の 嫡子 義 M は、 賴藝の 凰 子なる 事顯然 たる 故に、 

道 三 も、 主君 賴藝 を攻 出す と雖 も、 嫡子 義寵を 以て、 大守 となす ベ き 由 誓言す。 故に 

光親 を 始め 當國の 諸士、 是に隨 ふ。 後に 至り、 道 三 は實子 ある 故に、 渠に 家督 を 讓.^ 

總領 職に なさん と 欲し、 義 寵を隔 つる 振舞 あ b ける 故に、 揖斐 光親、 其 外の 一 族外樣 

の 面々 之お 憤， -、 義寵を 守 立て、 弘治ニ 年 秋、 終に 道 三を攻 殺し、 義 を 以て 大守 とな 

し、 誰 一" 1.5、 光親 刖ち之 を 補佐す。 義 tt の 子寵與 代に 至， 9、 終に 信 長の 爲に當 國を奪 は 

る。 此時 光親、 稻葉 山に て 織 田 勢と 戰ひ、 討死す と 沙汰し けれども、 其說詳 ならす。 然 

れば是 より、 揖斐も 織 田家に 降參 して、 相續 いて 报斐に 在住な り。 拆揖斐 落城め 事 を 

-尋 ぬるに、 其 頃 池 田 郡 本鄕の 城主 國枝 大和 守 正則と いふ あり。 是は 安藤 一 族、 國枝大 

和 守 藤 原 守 房の 末孫な り。 數 代本鄕 村の 城主に して、 又 本 鄕の內 に、 良德 寺と い ふ 

輝 寺 あり。 當 時には， 稻葉良 通の 父 臨仁定 門、 隱 住して 居け る 故に、 正則. 良 通、 折節 
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参詣せ り。 又 稻斐光 就 も、 時々 參會 しける が、 光 就. 良 通. 正則. 良德 寺に 參會 して， 碁 

會を 催しけ る 所に、 光 就と 正則、 碁の 勝負の 事に 付、 互に 口論に 及びけ るが、 良 通 之 を 

扱 ひ、 雙方を 宥め、 漸く 怒 を 晴らし、 其 日の 參會は 終りけ るが、 然れ ども 光 就の 利 分、 

尤も 正しき 所な り。 良 通 は、 正則の 舅なる 故に、 非 を 枉げて 無 體に极 ひける 振舞な 

、り。 是に依って、光就甚だ憤.=^、是ょり遺恨を挾みける。其後、天正六年寅八月十八日 

の 事な.^ しが、 正則、 大野 谷 汲の 觀 昔へ 參 詣の爲 め、 主從 僅に て 本鄕を 出で、 株 瀨川を 

越え、 道行の 慰み、 四方の 氣色 を遊覽 して 赴きけ る。 光 就 此由を 聞き 大に悅 び、 日頃 

の 憤 を 散すべき 時 至れり と 、郎等 を 下知して、 正則 來る 道筋、 名禮の 崎の 廣 野に 伏 

勢 を 隱し居 ゑ、 揖斐 城の 裏手へ 出で て 待 受け、 る。 新く とも 知らす、 其 日の 巳の 刻 

に 至り、 正則、 僅の 士卒 召 具して 來り ける を、 光 就、 す は 懸れと 呼ば はって 大昔 上げ 過 

ぎし 頃 碁會の 遺恨、 良 通が 不 道の 扱 ひ、 其 憤 を 晴らさ ム爲 め、 疾 くよ， 0 是に相 待ちた 

り。 遁す まじと 呼ば は. 9 ぬ。 正則 大に 驚き、 覺の ある 儀 なれば 心 を 決し、 少しも 恐れ 

す、 郞等を 下知し 切って 懸る。 揖斐勢 も、 鎗刀打 振り 血戰 しける が、 國枝勢 も、 愛 を 先 


揖 斐光訧 

正則 討 
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途と戰 うたり • 折節 木 藤よ .9， 揖斐の 伏兵 五十 餘人、 一 S と 叫んで 突いて 懸れ ば、 國枝 

も 仰天し、 是 迄な， 9 と 心 を 究め、 太刀 を 持って 自害 せんと 思 ふ 所へ、 揖斐の 郞等大 西 

太 郞兵衞 切って 懸り、 終に 首をぞ 取った， 9 ける。 正則 旣に討 たれければ、 相 殘る郞 

等、 七轉八 倒の 働して、 悉く 討死 をぞ した ける。 其 輩に は、 國枝八 郞守則 をば、 花木 

藤 五郎 討 取り、 上田 玄蕃常 房 をば、 小 野 新 六郞討 取， り、 遠 藤 佐 助 は、 林 久次郞 親 綱 討 取 

り、 早 崎 主馬 は、 松 井内 記 討 取， り、 早 崎 三次 郞は、 橫屋平 兵 衞* 掘 池 內藏雨 人に て 討 取 

り、 高 橋 利左衞 門義昌 は、 山 岸 十 次 郞. 花木 藤 五郞兩 人に て 討 取. o、 宇佐美 兵 太夫 は、 

宮城 彌六討 取，..^、 中 山 主 水 員 氏 は、 松 岡 幾 之 求 一 討 取り、 中 山 次郞戮 俊 は、 土屋藤 三郞家 

重 討 取り、 久保田 才ニ郞 は、 揖斐滕 之丞討 取り、 國枝 玄休坊 は、 佐 藤 金 兵衞討 取. り、 萩 

原 刑 部 一は、 野 村 十 左 衞門討 取， り、 获原友 之 一は、 玉 木 久四郞 討 取， り 舉。 都て 名 ある 

郞等 十三 騎 討死し ける。 其餘の 士卒、 皆 散々 敗走し ける。 揖斐 方の 討死 は、 細 野 源 

四 郞. 松 本 主馬 春 利 • 桂 藤 兵衞. 弟 總兵衞 由 中 勘 兵 衞. 服 部お 一 左衞門 .太出 繁之助 • 兼 田 

藤 兵衞. 小淼五 郞兵衞 等な り。 然れ ども 光 就 大に悅 び、 兵士 を 下知して、 早々 城 中へ 
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引 入.^ ける。 本鄕 勢の 十三の 輩、 其 死骸 を 取 集め、 名禮. 結 城 村の 邊の 土中に 埋め、 十 

三ケ 所に て 葬 b ける。 其 形 今に 相殘. りて、 谷 汲 道の 傍なる 十三 塚と いふ 是 な-り。 

然るに、 國 枝が 舅 淸 水の 城主 稻葉 伊豫 守 良 通 方へ、 名 禮の戰 に 命 を 遁れし 者 一雨 輩 

逃 込んで、 斯 くと 樣子を 告げければ、 良 通大に 驚き、 現在の 聱を 討た しめ て、 打 捨て 

置く 樣 なし。 速に 馳 付け、 敵 光 就 を 討 取らん と、 卽 時に 士卒 を 下知して 淸水 を乘出 

し 、戦場 指して 馳せ ける 所に、 深 坂の 峠に て、 國 枝が 家來又 一 兩輩 遁れ來 り、 主人 は旣 

に 討 たれて 候。 揖斐は 早 や 兵士 を纒 め、 城 中へ 引 入りたり と 申しければ、 良 通 無念 

骨髓に 徹し、 徒に 揖斐の 方 を 白眼み つ め、 齒嚙 をな すと 雖も、 光 就旣に 居城 へ 引 入り 

ければ、 力なく 馬 を 返し、 淸 水へ ぞ歸 りけ る。 光 就 は 頗る ®^ 剛の士 なれば、 容易に は 

誅し 難し。 是に 依って 折 を 窺 ひ、 油斷 を見濟 し、 不意に 押 寄せん と、 月日 を 送りけ る 

に、 天 正 八 年に 至り、 十一 一月 下旬に 及び、 淸 水に 於て、 良 通 急病な. りと 沙汰し ける。 是 

に 依って、 家の 子 郎等. 騷勸 する 體に て、 近邊を 輩 引き も 切らす、 揖斐 にて は、 

稻 葉が 振舞、 氣 遣に 思 ひぬ る 所 なれば、 之 を 聞きて 實と思 ひ、 大に悅 び油斷 をな す。 


已に 十二月 大晦日と なれば、 早春- H 朝の 儀式 等取禱 ひける が、 明 くれば 天 正 九 年 巳 

正月 元日な り。 良 通 は、 形の 如， 、士卒に 令を傳 へ 、 大晦日の 夜よ. r,. 出馬の 用意 をな 

し、 兵糧 等 十分に して、 其 夜の き 一つ 過ぐ る 頃に、 淸水を 出陣して、 揖斐坂 li^l^ ひ 

動 雄 S への 邊ょ， 9 打 上り、 山 續に押 通りて、 城 際へ 押 詰めけ る。 揖斐の 城 中には、 

元日 新 玉の 儀式と して、 新く とも 知らす 居た る 所に、 頓て寅 の 一 天に 至.^ ければ、 城 

の 前後より、 一同に 鬨を 作り 攻 立てたり。 城 中大に 騒ぎ 立ち、 こ は 敵に 不意 を 討 たれ 

た.^、 面々 持 口に 至り 防ぎ 候へ と、 上 を 下へ 周章し ける 所に、 良 通 下知して、 數 多の 明 

松 を燈し 連ね、 城の 四方 山上の 樹木へ、 一 同に 火 を かけ、 れば、 忽ち 猛火 八方へ 燃 上 

り、 烟の 下より、 寄 手 短兵急に 攻 立てければ、 堀 池 怖 中 守. 其 子 千代 壽 凡夫 西 源 吾. 花 

木 藤五郞 以下、 思の 儘に 戦って 討死す。 城 將光就 も、 旣に 討死と 馳せ 出で ける を、 士 

卒等之 を 制し、 一 先 づ城を 落ちて、 遁れ 給へ と勸 めけ る 故に、 光 就 も 力なく、 城の 西よ 

、り、 桂の 鄕へ 通れ 出で、 山 岸 勘 解 由 左衞門 光信の、 隱 館へ 落 入りたり ける が、 東南の 風 

荒く 吹き 來， 9 て、 山上の 猛火、 忽ち 桂の 鄕へ燒 下. ければ、 其 邊殘ら す、 一 片の烟 とな 
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て、 殘 なく 燒 {J しけり。 此時、 堀 池 父子. 宇佐美 年 馬. 稻川 治左衞 門. 大 西. 佐 藤. 花木， 

畑 野等數 多の 勇士、 討死したり ける。 稻 葉が 郎等に、 加納 悅右衞 門、 比類な き 武功 を 

顯 しける。 扨 光 就 は 桂 を 出で て、 安八 郡大垣 へ 落 行き、 氏 家 左 京 亮直 元 ほで セ生 を賴 

み 蟄居し ける。 其 後 氏 家 は、 勢 州 桑 名 へ 移りけ る 故に、 同じく 桑 名へ 赴き、 其 後、 文 i 

元 壬 辰年、 濃 州 石 津郡駒 野 村に て 卒去す。 五十六 歳な り。 》稻 葉 良 通 は、 光 就 を 討 

ち^ゃと 雖も、 揖斐の 一城 燒 落し 大に傥 び、 淸 水へ ぞ歸 りけ る。 此時、 揖斐 山上の 4,.- 

は斷絕 しけ..。 天 正 九 年 正月 元日の 事、 未明に 落城な， り。 此 故に 今に 於て、 揖斐に 

て俗說 に、 朝寢 すると 城が 落つ ると いふ は、 此例 なり。 今に 揖斐 中、 元日の 禮勤を 

に 草 未^より なしけ る は vg 例 を 引きた る 事と いへ り。 扨 又稻葉 ま、 是ょり 揖斐の 

山 下 三輪 村の 要害に、 嫡子 右京亮 を 入 置きて 守らし む。 然るに 良 通 は、 聱の怨 なり 

とて、 揖斐光 就を攻 出し、 聊か 憤怒 散す と雖 も、 三代 相 恩の 主君の 連枝 を、 攻 落しぬ る 

事 なれば， 勇士の 本意 あらす と 思 ひける にや、 其 年の 秋、 淸 水の 北の方なる 山の 麓ぽ 

良 村の 釣日 寺に て 鐘して、 一 鐵 f 號し 2。  fc^so 然るに 光蒙窗 


砌、 子息 三人 あり • 長男 榮 千代 丸と いふ • 此 時よ. -、 江 州 坂 本に 至， 9* 明智の 養育に 

て „KS し、 t に は 江戶將 軍に 仕へ ける とい ふ。 二 男 早世、 三 は 女子な り。 成長の 後 

他家へ 嫁す。 光 就の 室 は、 此砌 よ， り 尼と なりて、 橫倉 寺に 入る とい ふ。 又德山 五兵 

衛に 嫁す とも 聞け り。 拆此 度の 放火に 依って、 桂の 鄕皆 類燒 して、 鎮守 八幡宮 も燒 

失 4」 り。 然？ とも、 本 地 は 恙なし とい ふ。 後に 當 社へ、 明智 光秀の 靈を 祭るな り。 » 

C 虫 損. 1 

又、 周 防 守 墓 信 妾腹の 子に、 揖 斐六郞 太夫 墓 行と いふ あ."。 桂の 鄕戶 □ 渡と いふ 所 

に 住しけ るが、 弘治 元年 卯 八月 病死。 其 子六郞 太夫 貞行、 山 岸 勘 解 由左衞 門の な 

.0。 後に 勢 州 近士の 家に 養子に 行く といへ り。 晚年 明智に 仕へ、 近士 となりて、 四 

手 衆の 內 なり。 天 正 十 年 六月 二日、 京都 本能 寺に 於て、 湯 淺甚助 友 俊と 組んで、 雙方 

刺 違へ て 死す。 真 行の 子揖斐 造酒 三郞 とい ふ。 後に 作 之丞貞 次と いふ。 母 は 山 本 

對馬守 和 之 入道 仙 入齋の 娘な り。 貞次 は、 明 智が山 崎 合 戰の前 曰に、 光秀の 遠 W に隨 

ひ、 濃 州に 落ち f  、後に 江 S 軍に 仕へ、 子孫 業に あり。 康 永元 巳年 三月 、置 出 

羽守賴 雄、 始めて 當城を 築きて 在住せ しょ.^ 以來、 揖斐氏 代々 是に 住し、 二百 四十 ケ 
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年の 星霜 を經 て、 天 正 九 年 正月 元日、 終に 落 去した， りけ. り。 當城 は、 山上に 本丸 あ、 9 

て、 山 下 三輪 村に は 要害 あ， りて、 侍 屋敷 滿 々た， o。 山上 落 去の 後 は、 山 下の 要害 計な 

,9。 故に 後に 之 を 城に 改築し、 屋 倉. 摒. 土 居 .堀 など を修 覆して、 能き 一 城た、 り。 抑此 

揖斐 とい ふ は、 庄號 にして、 甚だ 廣大な ，0,。 城の ある 所 は、 揖 斐の庄 三輪 村と いふ。 

然れ ども 揖斐の 本 城 ある 所 故に、 三輪 i いはす、 只揖 斐と號 す。 揖斐 の庄の 村々 數 

多し。 三輪 村 を 始めと して、 桂. 南方. 北方 禽島 .仁 坂 • 中津. 原野 村の 內 なり。 當時此 

揖斐 は、！： 田 伊勢 守の 陣屋な り。  - 

. 揖斐 三輪 村の 城の 事 

大野 郡揖斐 とい ふ は、 庄號 にして、 其內の 村々 多し. - 然れ ども 三輪 山上に 城 を 築き 

て、 土岐出 羽守賴 雄、 始めて 是に 住し、 揖 斐と號 し、 代々 在住な せし. 故に、 三輸 村を以 

て、 揖斐 とのみ 唱へ しもの なり。 城 は 山上に ありて 其 下に 曲 輪 あ. o。 其曲輸 は、 則ち 

三輪 村な-。 然る 所に、 天 正 九 年 正月 元 m 、同 郡淸 水の 城主 賴，！ ^Mff^ 一  稻葉 伊豫 守、 


攻め 來りて 山上に 放火し、 城を燒 落し 畢。 是に 依って 當城 破. 却せ り。 然る 所. 山 下の 

曲輸、 恙なく 相殘 りて あ. 0 ける 所、 屋倉 .潘. 堀 共、 全く 堅 间に營 あ. 0 て、 究竟の 要害な 

b- ける 儘、 良 通 之 を 見積り、 捨て 難く 思 ひける にや、 則ち 其 三輪の 要害 を、 彼是 修覆 

して、 嫡子 右 京 亮貞通 を守將 として 入 置き、 其 身 は、 淸水 を隱居 城と して 是に 住せ 

,0。 貞 通は是 迄、 安八 郡 曾 根の 城に 住みし なり。 然るに 此揖斐 の 要害 は、 全く 三輸 

衬 なりと 雖も、 揖斐 とのみ 申傳 へて、 一 城の 名 を 立てたり。 W 稻葉 は、 &節 父子 四 人 

にして、 淸 水. 揖斐拉 に 安八 郡 曾极、 又鄕 渡、 共に 四ケ 城を懸 持ちし とい ふ。 然る 所 

天 正 十 年 六月 二日、 信 長 公、 明 智の爲 に、 京都 本能 寺に て 生害の 後、 羽 柴秀吉 、中國 よ 

b 歸陣 して、 同 十日、 攝 州尼ケ 崎に 於て、 織 田家の 諸將を 集め、 弔 合戦の 評議 をな しけ 

る。 此 故に 稻葉 父子 も、 是に馳 せ 加 はらんと、 濃 州よ， り 出馬して、 江 州 迄 出陣な しけ 

る 所に、 安土. 佐 和 山の 邊 にて、 明智の 家臣 同名 左 馬 助 光春. 荒木 山城 守 行 重 等に a 立 

てられ、 通行す る 事 能 はや、. t ノ ぶしく 居城に 返き、 病 氣と稱 して 出で ざ. 9 ける。 K こ 

そ 山 mzn 戦に、 稻 葉の 洩れた るは此 故な り。 是に 依って、 秀士 口の 不與を 蒙り、 後 暫く 
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不和と なりけ る i いふ。 ^其 後、 秀吉の 下知と して、 天 正 十八 年の 秋、 稻葉 父子 共 

に、 束类濃 郡 上 郡 八幡の 城に 移りけ る。 是又、 郡 上の 城と 世に いふ 所な. り-。 其跡揖 

斐の 城へ は、 石河備 中守康 行、 秀吉に 仕へ て是に 住す。 此時、 本 九 を 修造せ り。 又此 

時よ、 り、 淸水は 斷絕。 曾 根の 城へ は、 西 尾 豐後守 光 敎入替 るな り。 又 一 ニ說 に、 淸水 

へ は、 西 尾の 舍弟 修理 亮光國 在住せ りと もい ふ。 然る 所、 揖斐の 城主 石 河 備中守 は、 

其 後尾 州 犬 山 へ 移 り、 岐阜 中 納言秀 信に 屬し、 關 ケ 原 の亂に は、 石 田 方 に 組して 敗軍 

せ 、り。 後に 當 城へ は、 慶長五 年子の 十月 十日よ， 9tf 尾 豐後守 光敎， 江戶將 軍に 隨ひ、 

關ケ原 合戰に 忠節 あ b ける に侬 つて、 之を感 せられ、 三 莴石を 受領して 揖斐を 賜 は 

、曾 根より 是に 移. 0 て 居住せ り。 光敎 弟光國 は、 石 田に 組せ し 科に 依って、 淸水を 

沒收 せられ、 豐後 守に 御預 にて，、 揖斐に fi 居せ b。 然るに 光 敎揖斐 に 住し、 三 萬 石の 

分限に て 城 を 修造し、 二の丸 を 築き、 西 尾 父子、 廿餘年 在住せ り。 光敎 は、 元 和 元年 卯 

七月、 駿府に 於て 卒去す。 嫡子 ありと 雖も、 幼少に 付きて、 秀忠 公より、 木 下 淡 路守利 

當の 嫡子 を 養子と して、 家督 を相續 し、 後 又豐後 守と いふなり。 其 後江 戶內 室の 讒 


言に つて、 跡目 相續の 議論 起り、 家中 思 ひ/、 にして 政事 a れ、 終に 斷絕に 及びけ 

る。 此節、 揖斐の 町外れに 曲 輪 を 構へ、 堀な ど 掘 かけ 、るが、 此 5^ 成就せ すして、 斷絕 

に 及びけ ると なり。 是堀 など 掘りし 事、 內室 の 讒言 になり しと もい ふなり。 是に 依つ 

て、 揖斐の 町外れ 堀の 跡、 今に 殘り あるな り。 » 夫より は 公領と な b て、 寬永九 年 迄、 

ilffi 伊勢 守 善 同、 之 を 支 S す。 尤元和 九 年に 入部と いふ。 抑 此岡田 氏と いふ は、 淸. 

和 天皇の 後胤 治 部 輔陸奧 守滿政 I 仲 より 四-はの 孫、 佐 渡 前 司重宗 三代の 孫、 尾 州 浦 

野の 住人 信 濃 守 重 遠が 嫡子、 同 國河邊 の 住 山 田 先生 重 直より 四 代の 嫡流と して、 元 

曆の 頃、 木曾義 仲に 仕へ、 宇治. 勢 多の 一 の 口 を 堅め、 承 久の亂 に は、 院 方に 組し 奉り、 

其 名 を 知られた る 山 田 次 郞重忠 が 十二 代の 後裔、 尾 州 知 多 都 岡 田 村の. 鹿 岡 田 助 右 

衞 門直敎 といへ り。 織田備 後守秀 信に 仕へ、 天文の 頃、 今川義 元と， 三 州 小豆 坂の 合 

戰に、 七 本鎗の 武名 ありし 者な り。 其 嫡子 を-牛馬 允、 後に 長 門 守 重 善と いふ。 織 田 信 

長の 命に 依って、 信 雄の 老臣と なりて、 尾 州 鳴 海の 庄、 星 崎の 城主と なり、 十八 萬 石 を 

額す とい ふ。 然る 所 天 正 十一 未年、 信 雄の 臣下 瀧 川 三 郞兵衞 とい ふ 者、 羽柴が 反間に 

揖斐三 臻衬の 城の 事  一九 一 


^^澹國^^舊記 卷之六  一 さ 一 

^^られ、孤疑を含み、忠臣岡田長門守を反心せ..>と察して、其由主人に訴ふ。 信 雄 元 

來リ 3 將 なる 故に、 瀧 川が 詞を 信じ、 長 門 守を誅 せんと 志し、 勢 州 S 島の 城 へ 召 寄す る。 

同 三月 廿五： 口、 長 門 守、 何 心なく 登城す。 其 時、 信 雄の 臣飯田 半 兵衞. 淼勘解 由. 瀧 川 三 

郞兵衞 三人 切. り懸 り， 良久し く相戰 ひ、 長 門 守 討死す。 惜む べし、 重 善、 無罪に して 横 

死せ る 事、 秀}^ 口の 奸計な りと いふ。 長 門 守の 舍弟庄 五郎 善 同、 幷ー 族 岡 田 宇右衞 門. 

酒 井下 總守. 赤 川 總右衞 門. 角 倉 與左衞 門. 天 野 五 左衞門 • 北 野 彥四郞 • 山 口 半右衞 門. 

下、 方嘉 兵衞 等、 星 の 城に 楣 籠れり。 翌 の 三月 十 •  七 曰、 參州 i 刈 ざの 城主に、 水 野 和 

泉守忠 零の 嫡子 藤 十 郞勝成 攻め 懸り 落城せ. -。 其 後、 庄五郞 善 同 命 を 遁れ、 加 藤 

淸 正に 屬し、 朝鮮 陣に發 向す。 而 して 後、 江 戶將軍 家に 仕へ、 關ケ 原陣に 御供す。 于. 

レ時慶 長 六 辛 巳年 六月 九日、 家康 公よ、 り、 改め て庄 五郎に 五千石 を 賜 は.^、 濃 州 可 a 郡 

姬の鄕 に 移り、 美 濃 郡 代と して、 始めて 役 を 命 せらる。 寬永六 年 九月 十三 日、 伊勢 

守に 任せら る。 此時、 又 伊勢 .筑 後 兩國の 郡 代 、兼帯に て 仰 付け-: つる。 同 八 年 正月 廿四 

日、 姬の 鄕を替 へて、 大野 郡 揖斐へ 所替。 此時增 高 八十 石 を 加へ て 五 千 八十 石。 是 


ょり揖斐は、代々岡田家の知行とは相な，.^ける。 同年 五月 廿九： w  、京都 柳の 田 子に 

て 逝去。 法名 善 If 院と號 す。 然るに、 伊勢 守 善 同、 始め 當國郡 代の 頃、 支配 地の 內， 

川妓 用水な どの 取扱 宜しき に 付、 萬 民 共 悅の爲 め、 後年 井水 明 神と 泉む。 又 武儀郡 

立 花 衬の邊 に 大河 ありて、 田畑 道路 41 ハに、 悉く 濕地 とな， り、 耕作な b 難/、、  土民 等殊 

に 困窮す。 川下の 村々 は、 夏日、 又 水 乏しく して 干魃 しける。 是に 依って 岡 田 將監、 

其 患を斷 たん 爲に、 兩 方に 大堤を 築き、 要害の 爲に とて、 又 小さき 竝 木の 木 を植ゑ 

たり。 此竝 木、 其砌は 無益の 如く なれ ども， 後年 大木と なり、 悉く 用 木と なりぬ。 又 

濕地を 開き、 川 水 を 二つに 分け、 晝 夜の 番 水と して、 下の 鄕々、 之 を 取 分け 用水と しけ 

.^。 其 取 誘 殊に 能 か..' ける にや。 土民 大に悅 び 難-. 有く 思 ひ、 其賀 として， 或 老人 一 

首の 狂歌 をして、 之 を 郡 代 屋敷の 門に 立てた b ぬ。 

用水 を晝 夜に 分けし 御 さばき は 岡 S じけ なき 下の 喜び 

土民 忝き 儀 を 祝せ しと 見えた、 り。 又 番水爭 ひに も、 今以て 將監 さばきと いふ 古例、 

相殘、 りて ありけ る。 木の 松、 無益な らんと 流布す る 輩 ふ b ける 故に、 岡 田 一 首 

揖裴 三論 村の 城の 事  S 


美濃國諸舊，^13 卷之六  Is 

の 歌を殘 せ， 9。 

植 ゑお くも 我が 爲 なりし！ a 木 松 末の世 思 ふ 里人の ため 

果して 今に 至り、 悉く 用 木と なれり。 其 堤 丈夫なる 故に、 俗 之 を 呼びて， 岡 田 堤と も 

いふ。 又將監 堤と もい ふな. り。 善 同の 子 豊前守 善政 代に、 二 千 石 を加增 し、 七 千 石 

となり、 K 々關 東の 旗本に 候し、 揖斐の 地頭な.^ ける。 


美 濃 國諸舊 記 卷之六 終 
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淸 水の 地 銘の事 井稻葉 氏の 事 

大野 郡淸水 i いふ は、 揖斐 より 十八 町 程 東の 方の 在鄕 なり • 此所白 石の 里に、 姬ケ 

井と いふ 靈水 涌き 出 づる所 あり。 此緣を 以て、 淸水 とい ひしと い へ る說 あり。 然れ 

ども 詳 ならす。 抑此淸水は、往昔曆應年中、土岐彈正少弼賴遠の領地なh^。 然る 所 

同 五 年、 賴遠は 京都に 於て、 持 明院の 御幸に 行 逢 ひて、 不慮の 狼藉 を 振舞 ひ、 其 罪に 侬 

つて 誅 せられて より、 其舍弟 律師 周 齋坊、 相績 いて 領 しける。 然るに 周齊坊 は、 京 

都天寵 寺の 開山 夢 憲國師 の 弟子の 義 あるに 依って、 之 を 尊敬して、 則ち 此淸 水の 山 

の 麓に、 一宇の 寺院 を 建立して、 淸水山 釣 月 寺と 號す • 是を 以て、 其師國 師の隱 居所 

として、 進 じ 申しけ る 故に， 夢 窻國師 は、 此 寺に 來 りて 住しけ-る。 是に 依って、 淸水 

谙 水の 地 銘の事 井^ 葉 氏の 事 


类濃 圃諸蔡 SPa 卷之七  1 突 

は、 釣 月 寺の 寺領と 相な りけ る。 尤周 齊坊の 寄附な..." » 又 、貞和 年中に， 東 美 濃 土 

岐郡高 田の 鄕に、 一 寺 を 建立して， 定林 寺と 號す。 其 後、 夢 意國師 は、 此 寺に 移りけ 

る。 其 跡 釣 月 寺へ は 〔國師 の 弟子 嬾椿 和尙入 寺して 是に 住せり。 M§ くも 釣 月 寺 は、 其 

頃 天子の 敕願 所と なりぬ。 其 故 は、 愛に 伯 州の 住人 山 名 伊豆守 時 氏、 心を變 じて 南 

朝に 組し、 吉良. 石 堂. 和 田. 楠. 赤松 等 以下、 伯 耆. 出 雲. 隱岐. 因幡. 丹 後 • 但 馬の 軍兵、 悉 

< 一 手に な. 9 て 京都に 打 入り、 八條. 九條の 在家に 火 を 放ち、 相圖を 示して 亂 入す。 

其 時 山 名 時 氏、 之に 諜じ 合せて、 嗟 蛾. 仁 和 寺. 西 七條に 火を發 し、 京 中に 攻 入-りて 戰 

を議 す。 此時 北朝に て は、 足 利 宰相 義詮 朝臣. 土岐. 細 川. 佐々 木. 長 山 等， 馳せ 向って 

防戦し ける 所、 殊に 無勢な. - ける 故に、 一 戰に利 を 失 ひ、 京都に 止ま. - 難く， 義詮朝 

臣 主上 を 守護して、 東 坂 本に 落ち 給 ひける が、 愛に も 止まり 難く、 再び 坂 本 を 出で 

て 落ち 給 ふ。 時に 文 和 二 年 巳の 三月 十三 日、 義.^5^.朝臣、寵駕を守護して、美濃國不 

破郡垂 井の 宿 迄 落延び 給 ふ。 時に 行幸の 供奉の 人々 に は、 二 條前關 白 左大臣 ニニ 條 

大納言 實繼 .西 園 寺 大納言 實俊食 築地 大納言 忠秀. 松 殿 大納言 忠嗣. 大炊 御門 中納言 


家 俊. 四 條中納 言隆持 • 菊 亭中納 言 公道 • 花 山 院屮納 言 兼 定* 左 少辨俊 冬 * 右 少辨經 方 • 

左 中將時 光. 勘 解 由 次官 行 知. 梶 井二 品 親王 を 始めと して、 武士に は、 義詮卿 を大將 

と して、 細 川 相 模守淸 氏. 尾 張 民 部少輔 .舍 弟 左 京 權大夫 * 同 左 近 將監. 土岐大 膳大夫 

賴康. 同 長 山 遠 江 守 光明. 今 川 駿河守 賴貞. 同 兵 部 大輔助 時 • 同 左 近藏人 • 熊 谷 備中守 

直鎭. 佐々 木 三郞左 衞門秀 綱. 山 內五郞 左 衞門信 等 以下な.^。 拆垂 井の 宿に 着き 給 

ひて、 長者が 家 を 借、 り て 皇居と なし、 官軍の 面々 は、 四邊の 在家に 宿 を 取りて、 皇居 を 

警 固し 奉.^ て ありけ るが、 其 後、 又 垂井を 立ちて、 池 田 郡に 來に瑞 岩 寺 を 皇居と なし 

てお はし ましけ る。 其 翌年の 春、 尊氏將 軍の 上洛 せらる、 時 迄、 則ち 瑞$ ^寺に 皇居 

し 給 ひける。 然るに 其 居住の 間に、 美 濃の 國 中の 諸 寺 諸 社へ、 敕願を せられん との 

歙 慮に 依って、 諸 卿を敕 使と して、 所々 の 寺院へ 赴き 給 ふ事數 度な、 り。 此 時に 至 b て、 

大野 郡淸 水の 釣 月 寺 は、 土岐大 膳大夫 賴康の 祈願 所 なれば、 敕使 立てら る ベ しとて， 

大炊 御門 中納言 家信に 仰せて 赴かせら る。 然るに 敕使、 釣 月 寺に 至らせ 給 ふ路次 

にて、 俄に 雨 降 ひ 出せし に 依り、 傍に ありけ る 栴檀の 木の下に 立 休ら ひ、 暫く 晴間を 

清水の 地 銘の事 井 sss^ 氏の 事  U 七 


美， 濃 國諸舊 記 卷之七  一.^,, 

見合せ おはしけ るが、 其 家の 主 杉 原 與左衞 門と いふ 者なる が， 表へ 立 出で、 之 を 見て 

氣の 毒に 思 ひ、 頓て敕 使 を， 我家に 請じ入れ 奉り、 御酒 を 進め、 肴と して 杭 瀬,：， のぶ 

を燒 きて、 捧げ 申しけ るに ぞ、 敕使も 其 奇特に 感じ 思 召し、 斜 ならす 悅喜 なし 給 ひて、 

卽席 にて 一 首の 和歌 を 詠 じ、 杉 原に 下し 置かれけ ると ぞ。 

尋ね 來てぁ ふちが 許 を 宿るな り 若葉の 花の ゆかりと やい ふ 

又 一 本の 書に 見えた るに は、 

あ づけて ぞ生が もと をば 出づ るな b 若紫の はなの ゆか りに 

家 信 

杉 原 與左衞 門 へ 

斯の 如く 詠 じ 給 ひける。 是れ大 炊 御門 中納言 家信 卿と 知られたり 。夫より 與左衞 門 

は、 釣 月 寺へ 案内 をな し 奉り、 直に 又 池 田 郡瑞岩 寺の 皇居の 所 迄、 御供 仕りけ るに 

ぞ、 頓て 主上に も閡 召し 叙感 あ，， て、 是 より 與左衞 門 を、 其鄕の 頭と なされて、 杭瀨 

川 を 賜 はりけ る。 則其綸 旨に 曰、 


去廿八 m、 敕使 家信 釣 月 登山 之處、 令：， 案內， 之條御 感不. 斜。 爲， -忠 賞， 株瀨川 

賜" 天氣仍 如. 件。 

左 中 辨« 光 申 

文 和 二 酉 七月 七日  大膳大 夫賴康 取次 

淸水鄕 頭 方 へ 

此 時より、 杭瀨 川に 關所を 建て。 川 運上 を 取りし とい ふ。 其 後 とても、 淸水は 釣 月の 

寺領 な， - しが、 土岐左 京大 夫 成賴の 代より して、 漸く 釣 月 寺 も 斷絕に 及びぬ。 然れど 

も、 聊か 印の みの 庵室 殘， -て、 今 長 良 村の 岸に、 釣 月 庵と いふ あ..^。  » 又 彼の 杉 原が 

输 旨と いふ は、 與左衞 門が 子孫に 傳は、 りて、 與 三右衞 門と いふ 者、 所持して ありけ る 

が、 不. k5 に 彼の 與三右 衞門亂 心と なりて、 常に 所々 に 出歩きけ るに、 然れ ども 彼の 綸 

旨 を 放さ や、 我が 着た る簑の 襟に 括. り 付けて、 人に も 見せす 持 廻 b ぬ。 或 時、 淸 水の 

隣鄕 の 三右衞 門と い ふ 者の 方に 至. り、 簑を 着ながら、 签の 下に 火 を 焚きて あお 

清水の 地 銘の事 并稻葉 氏の 事  一九 九 


美 濃 國譜舊 記 卷之七  二 ◦◦ 

居け るが、 終に 其 火、 簑に燒 付きて、 其 身 も、 綸 旨も燒 U しける とな. り。 其寫、 淸水村 

の 江 崎七郞 兵衞. 志那三 右衞門 等に ありと い へり。 其後淸 水に は、 林 七 郞右衞 門 通 

兼 住す。 然る 所、 又程經 て、 齋藤道 三 の 時代に 至， 9 て は、 其臣加 納悅右 衞門寬 之と い 

ふ 者、 淸 水の 山上に 城 を 築きて 居住し ける が、 道 三 u びて 後、 弘治 三年の 春、 稻葉 伊豫 

守 通 朝、 安八 郡 曾 根の 城より 攻め 來 りて、 大軍を 以て 押 寄せ、 一 時に 之を攻 落しけ る。 

城 將加納 悅右衞 門 は 生害す。 其 子武藤 右衞門 尉と いひけ るが、 是ょ b 稻 葉に 降參し 

て、 後に 又 悅右衞 門と 改名し、 通 朝に 仕へ ける。 其 以後、 此 山上の 城 は 破 却し ける。 

其诚跡 は、 今 ® 切 山の 上に 形 あり。 又 永 祿八乙 丑年 三月、 稻葉通 朝 は、 淸 水の^に 一 

城 を 築き、 隱 居城と 號 して 是に 住せ， o。 居城 曾 根に は、 嫡子 右京亮 住せ、 り。 稻葉伊 

豫守 は、 其 後天 正 十八 年の 秋より、 郡 上 郡 八幡の 城に 移る。 其 跡淸水 へ は、 西 尾豊後 

守の 舍弟 修理 亮 光園， 一 萬 石に て 居住せ り。 然る 所、 慶長五 年、 關ケ 原の 合戦の 砌、 西 

尾 修理 は、 石 田 方に 組せ しに 依って、 其 科と して、 淸水を 召 上げら る、。 然れ ども 舍 

兄 豐後守 は、 關 東に 忠節 を 運びけ る 故に、 其 武功に 代 へ て、 舍 弟の 刑 罪 御免 あ，. M し、 


豐後 守に 御 預け 仰 付けられ、 揖斐に 入，.^ て 蟄居せ，..^。 然る 間此 時より 淸 水の 城 は 

斷絕 しける。 今 は 其 形 堀の 跡な ど相殘 りて、 田 所と なり、 俗 呼びて、 其 所 を 城の 內 

とも、 又 城 屋敷と もい ふなり。 慶長五 年の 秋よ b 、御藏 入領 とな. り、 林 丹 波 守 支配 

地と なりぬ。 此時淸 水に、 覺林 寺と いふ 一 宇 を 建立 あ b て、 淸 水の 鄕、 殘らゃ 法華宗 

となし ける。 寬永八 年より、 岡 田 伊勢 守の 知行 所と な ，9 て、 夫よ. り 後 は、 代々 岡 田家 

の 領分と 相な りけ る。 稻葉 氏の 略 系、 左に 記す。 

人皇 八 代 孝 元 天皇 御 弟 伊豫 親王と 號す。 ち 

伊豫 親王よ， り 四十 五代 河 野四郞 通信 十三 代の 孫 河 野 彈正通 直。 

.x,ar?i£lw^ 野 St 正 ！江守  If; 伊豫 守 始名彦 三部 通 成と 號す。   - 

S 通 直 お  通實藝 州お 原に て 川武 藏守賴 之が 爲に 生害す。 

一. a コ, 葉 七 鄞刑部 少輔 始め 豫 州，^ 人， な，： E:^*M1^^!1H:^^   

—、化 る 魔 I¥yirn^i 梅の 城に 住す。 

..a  葉 備中守 法名 元麈  . —— ,  L 

—通 お 卻ま輕 梅の 城に 住す  - 

清水の 地 銘の事 井^ 葉 氏の 事  二〕 一 
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i,^ 林 七 郞右衞 門、 後に 左衞門 尉と いふ。 大野 郡 清水の 城主 林 氏の 家督と なるな リ_= 


林 左衞門 尉、 稻葉氏 家督と なるな • 

.i 一は 守に 陣號. に 通 安；^ „ ^左 M 們 1 尉 


f^, 縣郡下 土 居 村に 住す „ 

通 中ぬ 後に. 左 近大 夫と いふ 0 


li 一お 又 政 lilK と！ J い ふ。 抹驗河 守 入道 道 慶本巢 郡 十七 條 付の 城主な リ 0 


元龜三 申年 十月 廿玉 B 卒す c 法名 壽昌院 前 駭州大 守月郞 宗伯大 居士。 


まな 林 支 蕃亮、 始名市 之 助と いふ。 

，長必甲州勢と^^合戰-して討死。 

£1 ヒ林宗 兵衞、 十七 條落 去の 後 は稻葉 伊豫 守ー艮 通に 仕へ 老臣と なる。 II 

故に 其 後 氏 受 5.? 稻 葉と 名 叫 力 ひ 

江 州の 住人 絵 江 左 近 大夫綱 房 室と い ヘリ。 

始め 休 市 助と いふ。 後に 稻葉佐 渡 守と いふなり。 濃 州.^ 出で て 後、 筑 前の 國主小 

- J お 早 川 中 納言金 吾秀秋 Li 仕 へ むリ C  , 正，^ の. fffj. 藤 內薪圳 利 三の 娘に， して、 お.^ 

くと いふなり。 後に 此妻は 江戶將 軍の 御 乳母に 召 出され、 春 HI の 局と， S ふな リ 0 


J,/^u観田勘左衞門^^利の室なリ" 秀秋 家臣た J 

,?„^^^母は齋藤內藏助利三の娘なリ。  . 


圏 子 


分稻蕖 字右衞 門、 後 改丹後 守。  コ ，  . 一 

. 正 肠子正 勝の 美 濃 守 正則 七 萬 石に 召 出さる。 一— is- 林 佐 渡 守、 尾 州 知 多に 住す。 織 田備後 

、、，-| 守 信 秀其子 信 良 一」 仕へ 老臣と なる。 一 

I 定同 七之丞  後に 信 長 意に 達 ひ 追放せ ちれ 畢。 


ーヒ ，=T 內記" 正 利の 子 は 堀 田 勘 左衞門 養子 と な —ig 林 新之丞 

r 禾り、 德川 家よ リ召 出され 七 萬 石.^ 頜 す，。 5^ & 


正 房 稻葉出 雪 守 


正吉 


^』 一 稻葉 伊豫 守 法名 鹽塵、 茂 郡 

Ig ま 曰 御座 野衬 遠見 山の 城に 住す J 


稻葉備 中 守、 ：！^ の 名 右京亮、 郡 上 郡 下 SI 

、え の 城主な リ C  , 、水， 正 年中 牧田 An 戦に 討死す。 


稻葉 右京亮 

. 通房宫 內少辅 

,通朝 刑 i 

清水の 地 銘の事 并稻葉 ti? の 事 


i 


系稻 
葉 
氏 
家 
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—  ^^ー豊四郞兵衞 ， 


&¥、 ュ 

ぽぉ右 兄 芽： i 人 父と 同時に 討死す 


稻 葉. 林 由緒の 事 

抑稻葉 氏と いふ は 其 先祖 を 尊る に、 人皇 七 代孝靈 天皇 第三の 皇子 伊豫 親王 を 以て 

元祖と す。 其 頃 南 蠻西戎 等 起. 9 て、 王 命に 隨 はざる に 依， りて、 伊豫の 皇子 を、 藩屛將 

軍に 任じ、 彼の 國に發 向な さしめ 給 ふ。 伊豫 王より 五代の 孫 を、 三 朝臣と い へ り。 

是は神 功 皇后の 三韓 征伐の 時、 十 人の 大將 軍の 內 にて、 海上の 先陣な. り。 三竝 より 十 

一 代の 後裔 を、 益躬 といへ り。 此人、 血氣の ー與將 にて あ、 りけ るが、 推 古 天皇の 御宇、 三 

韓ょり 日本 を 攻めん と 欲し、 數萬騎 を 率し 亂 入す。 其 大將軍 は、 鐵人 とい へ る不思 

議 の勇將 にて、 倭 軍 悉く 討 負け 、 るに ぞ、 益 躬も鐡 人と 戰 ひて、 叶 はざる の 故に， 謀計 

を 以て 降参し、 播磨 國蟹ケ 坂に て 射殺しぬ。 益躬 より 六 代の 後胤 を， 守 興 L いふ。 此 


人 ま， 敕 命に 依って、 新羅 11 に 赴き、 反逆 を 退治せ り。 守 典より 三代の 孫 を、 越智の 

玉 澄と い へ i  人 は、 稱德 天皇の 御宇、 宣旨を 蒙りて、 朝敵 太 宰少甙 廣嗣を 討って、 

天 忠を勵 ます。 玉 澄 八 代の 孫 を、 河 野 好 方と いふ。 此人 は、 天慶ニ 年、 錦の 鐘 Ifii を 

賜 はり、 軍船 を 以て、 藤 原 純 友 を 返 治す。 好 方 四 代の 孫 を、 河 野 新 太夫 親經 とい ふ。 

此人 は、 伊豫 守 源賴義 より、 伊豫の 国の 守護 職 を 賜 ふ。 然るに 親經に 子な き 故に、 賴 

義 の 四 男親 淸を 養子と し て 、 家督 を繼が しめ、 三 島 四 郞親淸 と 號す。 是は快 * 阿閣 

梨の 弟に し て 、 賴義 伊豫 任 園の 時に、 彼の地に て 出生の 子な り。 親 淸の子 を、 河 野 新 

太夫 越 智通淸 とい ふ。 豫州河 野の 住人な トた 其 子 三人 あり。 長男 河 野四郞 通信と 

いふ。 =^條四郞時政の聱とな，c^て家榮ぇ、殊に源家の 一 族な， りければ、 賴 朝に 一 眛 

して、 度々 の 武功 あり。 二 男 河 野 五郎 通 孝と いふ。 是は元 暦の 頃、 高 純の 城に て、 能 登 

守 敎經に 攻められて、 父 通淸と 一所に 討死す。 三男 河 野 六郞通 富と いみ- » 通信 九 

代の 孫 を、 河 野 隼 人 助 通有と いふ。 是 れは弘 安四 辛 巳年、 藥古國 より 襲來の 時、 海上 

の 先陣 を 承り、 筑 前の 國に押 渡り、 武功 あ， りし 勇將 なり * 通有より 五代の 孫、 河野彈 

稻葉林 由緒の 事  =g 
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正 忠遠江 守 通 直、 其 子 伊豫 守通實 i い ふ。 藝州竹 原に て、 細 川武藏 守賴之 入道 常 久が 

爲に 生害し ける. - 河 野 家 は、 此 時に 滅亡す。 然るに 通實が 末子、 出家 をして、 藝 州の 

安國 寺に あ， りけ るが、 此 時よ， り 還俗して、 稻葉七 郞越智 通 高と 名乘 る- 康曆 元年の 

十一 月、 豫州外 木の 城に て、 細川賴 之と 戰ひ打 負けて、 始めて 美 濃國に 落ち 來， り、 土岐 

氏の 臣下と な. y 、刑 部少 輔と號 す。 則ち 加 留見長 勝 卿の 開基 せられし 本 巢郡輕 海 村 

の明城を修覆して、始めて是に住せ..^。 是ょ b 代々、 土岐 の舊臣 となりて、 當國に 住 

f。 而も 稻葉. 安藤. 不被. 氏 家と て、 美 濃の 四 人 衆と いふなり。 此內 にても、 稻葉を 

以て 第一と せり。 又 ー說に 曰、 稻率 林の 先祖 は、 治郞高 光と いふ 人に て、 本巢 郡！ 

つ 粥 川 村の 邊に 居住の 由、 天曆 年中に、 武儀 郡洞戶 村の 山中の 惡魔を 退治して、 粥 

川の 邊に歸 り、 太刀. 長刀の 血 を 洗 ひ、 惡 鬼の 骸を、 其 所に 埋めけ ると ぞ。 是 よりして、 

粥 川 を、 赤瀨 川と いふと いへ り。 其 子 を 藤 原 長 勝と いふ。 後に は 安八 郡 中 川 村に 

住す」 是れ 林. 稻葉の 元祖な トメと い 7。 然れ ども 時代 遙に隔 ちた る 事故に、 其 な 

る こと を 知ら-すと 云々。 また 林と 名乘る こと は、 安八 郡 林と い ふ听に K せ し 故に、 


其 在 名な りと いふな. り。 然れ ども 是れ 又、 其 由來詳 なる 事 を 知らす。 稻葉 元麈の 

老國 記に 曰く、 我 館 は、 糸 貫丄ハ 種の 二 川 を 請けて、 要害に すと 記せ. り" 本 巢郡輕 海 村 

の 城主 故な り- 其 後、 應仁 1 一子 年、 加 茂 郡 御座 野 村の 遠見 山に 要害 を 構 へ て、 是に移 

住せ.^。 總 じて 子孫 繁昌して、 所々 に 住せり。 又 稻葉備 中 守 通則 は、 郡 上 郡 下田の 

城 生な り。 今の 北辰 寺 山に 城跡 あり • 又 林の 先祖、 中頃 武儀郡 山中 村に 住居す る 

の 由" 林駿河 入道 道慶 も、 武儀 郡に 居 域 あ. =^。 其 後、 川 手の 領 下と いふ 所に、 屋敷 を 

構へ て 住す i いへ， -。 其 外、 林 主 水 • 林 主馬. 林 外 記. 林 右衛門佐 • 林 忠助. 林 新九郞 と 

て、 歷々 の 一 族 多し。 拆又稻 葉 備中守 通則に、 六 人の子 あ， り。 長男 右京亮 通 勝 •  二 男 

宫內 少輔、 通 房. 三男 刑 部 少輔逋 明. 四 男 四 郞兵衞 通豐. 五男 又 五郎 通 廣丄ハ 男 彥六郞 通 

朝な り。 然るに 濃州牧 田合戰 に、 稻葉 通則 幷 子息 五 人 =s に 討死す。 六 男 彥六郞 は、 

岐阜 長 良 の 崇福寺 に て 出家し て 、 崇福寺 の 喝食と 申し て あ，.^ ける が、 父 兄； 死 の 後 

還俗して、 伊豫 守 通 朝と 名乘 b ける。 性質 勇猛 絕倫 にして 武功 あり。 先代より 相續 

いて、 土岐 氏の 舊臣 なり。 通 朝 は、 始め 土岐左 京大 夫 賴藝に 仕へ、 賴藝落 去の 後、 暫く 

稻葉林 由緒の 事  一一 S- 
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道 三に 伏し， 而 して 後、 一 色 左 京大 夫義 龍、 其 子齋藤 右兵衞 大夫寵 輿に 隨 身し、 永祿十 

一 年よ...^、 變心 をな して 齋藤を 背き、 織 田 信 長に 仕 ふ。 信 長生 害の 後 は、 羽 柴秀吉 に 

屬 した ，りぬ。 始は郡 上部 下田の 城に 住し 、天文せ 一 壬 子年 八月、 安八 郡 曾 根 村に 一 

城 を 築きて、 是に移 b 住しぬ。 其 後、 弘治 三年の 春、 大野 郡淸 水を攻 取りて、 是ょ b 此 

所に 在住す。 信 長生 害の 後に は、 又 方 縣郡鄕 渡の 城を攻 取， 9, 城主 井 tl^ 十 郞を追 出 

し、 三男 左 京. 四 男 勘 右 衞門を 入 置きぬ。 二 男 彥六兵 衞重通 は、 曾 根に 住す。 一 說に 曰、 

ー鐵齋 は、 天 正 十六 年 巳 十一月 十九 日 卒去と いへ.^。 然れ ども 誤なる べし。 其 故 

は、 慶長五 年、 關ケ原 合戦の 砌、 一 鐵齋 八十 有餘 にて、 郡 上の 城に ありて、 犬 山 勢と 戰 

ひし 事 あるの 故な り。 然るに 一 鐵齋 は、 勇猛の 剛將 たるの 故に， 生涯の 內に は、 不義 

不仁の 事共 多 か， りけ ると な b。 傍 友 安藤 伊賀 守、 信 長の 意に 逢 ひ、 居城 鏡 島 を 改易 

せられ、 濃 州 を 追放の 砌、 稻葉 は、 郞等 をして 鏡 島に 遣し、 狼藉 を させし などの 事共、 

以の 外の 不 道な.^。 夫 故に、 其 臣齋藤 內藏助 利 一 .那 波 和 泉 守 等 之を惜 みて、 稻 葉の 

家 を 出で て， 明智 光秀に 仕 へ し 事な ど あ，. >。 其 外 齋藤を 背きて、 織 田家に 身 を 寄せ 


し 事 も、 天下 國 家の 爲と雖 も、 實は 非義の 振舞な 而 して 天 正 九 年の 正月 元日、 揖 

斐 光親 を攻 落し、 是ょ， - して 發 心せし と 云々。 三代 相 恩の 主君の 連枝 を 追 落しぬ る 

事、 本意に あらす と 思 ひて、 入道して 一 鐵 齋と號 しける。 されば 其 後より は、 善道 を 

行 ひける といへ り。 其 故に や、 天 正 十 年の 夏な りしが、 當國 先の 大守土 岐賴藝 は、 齋 

藤 道 三が 爲に國 を 奪 はれ、 零落の 身と なりて、 其 節 は 上 總の國 海 喜と いふ 所に、 蟄居 

してお はしける が、 此八 先年よ， 眼病 を 受けて 惱み煩 ひ、 後に は 盲人と なり、 剃髮 

して 宗藝 と號 し、 世を賴 みなく 暮し居 給 ひける にぞ、 稻葉 一 鐵齋， 倩 思 ひ 出し、 君臣 

の義を 重んじ、 痛 はしく 思 ひ、 何卒 宗藝 入道 を、 美 濃國に 歸し迎 へ 参らせん と 欲しけ 

る。 然 りと 雖 .，.-1 鐵齋 は、 先年 揖斐 五郞 を、 攻 出せし 程の 事 なれば、 之 を^ かれな ば、 

我 を 恨み あ、 りて， 來向は ある まじと 思 ひければ、 夫より 思慮 を 運ら して、 厚見 邵江崎 

村に 住し 居け る 江 崎六郞 とい ふ は、 賴藝の 末子なる 故に、 則ち 之 を 以て、 迎の爲 めに 

遣すべし とて、 六郞を 尋ね 出して、 其 由 を 申 含めけ る： 然れ ども、 六郞 は、 幼少に て賴 

藝に 別れて、 久々 父子の 營面 もせ ざ，. >  し 事 なれば、 心 元な く 思 ひける 故に、 乳 父の 十 

稻葉林 由緒の 事  110 九 
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八條 村の 住人 林 七 郞右衞 門 を 差 添 へ， 天 正 十 年 七月、 上 總の國 へ 遣して， 宗藝 を呼迎 

へけ る。 是に 依って， 賴藝 入道、 再び 當國 に來 向せられ 畢" 則ち 一 鐵齋之 を 請 じて、 

大野^ ft 醴衬に 新館 を 構 へ 、 賴藝を 住せし め、 米 1 一 百 石參ら せ、 侍女 五六 人付け て勞 

はりけ る。 尤此岐 鶫の里 は、 稻葉 暫く 住せし 所な り。 然るに 賴藝 は、 同年の 十二月 

四日、 B«B に 病！ i 臥して、 終に 此所 にて 逝去な.^。 法名 東 春 院殿前 濃 州 大守左 京大 

夫文閣 宗藝大 居士、 年齢 八十 一 一歳な り。 則ち 一 鐵齋ょ 、南 化玄奥 和尙を 招き、 導師 

とせり。 下火 拈香 等、 南 化 文集に 見えたり。 日頃 住居 せられし 館 を、 東 春 庵と いひ 

ける 故に。 東春院 殿と 號 しける。 其 墳墓 は、 今岐禮 村の 東 春 庵の 西南の 隅に あ.^" 

賴藝の 遺命に 依って、 山 本 數馬藝 重が 食 弟の 僧 衆知に 庵 を 賜 ふ。 其 後、 火災に 依つ 

て、 庵 中の 重器 地藏尊 等、 燒 失しけ る。 然るに、 此 山本數 馬と いふ は、 先祖 代 々 i, 

岐禮 村の 住人に して、 則ち 賴藝の 近習なら。 忠節 無雙の 者に して、 始終 少しも 傍 を 

去らす、 美 濃國を 出で 越 前に 至り、 又 上總國 にも 隨ひ 行き、 此度又 本 國に歸 り、 我が 

在 に 於て、 生 君 を 介抱し 奉りけ る。 稜には 山 本 次 郞左衞 門と 改名せ り。 誠に 主 


君の 臨終 迄隨 身して、 忠 心を盡 せし 者な，. >。 子な くして、 小津の 住人 高橋但 馬が 二 

男 を 養子と す。 次 郞左衞 門 娘 は、 野 村の 住人 飯 田 道 純が 妻なら。 二 代 目の 次 郞左衞 

門 娘 は、 岩手彈 正が 妻な り。 山 本の 子孫 は、 今に 鄕士 となりて、 岐禮 村に あり。 又 

江 崎 六郞の 子孫 は、 淸水 にあり。 一 說に 曰く、 竹 中半 兵衞 と、 父子の 好 ある 故に、 紋所 

に 九 枚楚を 付く ると いへ り。 W 又、 林 七 郞右衞 門 は。 江 崎 六 郞に隨 ひて、 淸 水に 住し 

ける が、 其 後 は 西 國に至 、筑前 中納言 金吾秀 秋に 仕へ、 林 宗兵衞 正 三と 改名せ. o。 

其 子 は、 稻葉佐 渡 守 正 成と 號す。 關ケ 原の 合戦に は、 金吾秀 秋に 隨ひ、 在陣の 中に、 主 

君秀秋 を、 關 東への 味方に 進めけ る。 是は關 東の 御殿 內に、 春 日の 局と いふ 女、 正 成 

の 妻なる に 依って、 內通是 ある 故な， o。 是に 依って、 正 成 は、 脇 坂 中 務少輔 • 小川 土 佐 

守. 朽木 河內守 •； 牛 野 遠 江 守. 赤 座 久兵衞 等 六 人、 申合せ て 裏切 をな し、 武功 あ.^ け る 

故に、 江 將軍御 威の 上、 御 取 立 あ. -て、 十 萬 石に 立身し、 今の 丹 波 守の 祖 なり。 ^ 

彼の 春 日の 局と いふ は、 女 儀に 稀なる 人に て、 隱居 屋敷 を 賜 はり 住しけ るが、 宽永十 

1 甲 戌年 九月 十四日 逝去な， o。 法名 麟祥院 殿 仁 淵 了 儀 尼 大姊と 申しけ る、 ^稻葉 

S£ 葉 林 由緒の 事  11 二  . 
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父子 * 天 正 十八 年に、 郡 上の 城 を 賜 は， cZ 是に 移りぬ" 彥六は 早世な..^。 左 京 は、 東 

美 濃 七 組 村の 山 下に 住す。 一 鐵齋の 長女 を、 一 色小^？-郞賴秀に遣す。 土岐小 次郞昭 

賴. 其 弟 稻葉勘 解 由良賴 などの 母な り，^ 又 右京 贞 通の 妹 は、 林 宗兵衞 の 妻な， 9" 關ケ 

原 合戦の 後、 稻葉 右京亮 は、 豊後國 曰 木の 城 太 田 飛 驊守沒 落の 地 を 賜 はり、 是に移 

b 、以後 は 曰 木の 城主と なるな，. 一 鐵齋は 濃 州に 止まり、 舊領淸 水の 北なる 長 良 

衬の釣 月 庵に 住しけ る。 右 釣 月の 西の 面に、 一 つの 額 を かけて、 一 鐵齋の 自筆に て、 

辭 世の 一 首 あり。 

幾度 かかくす み 捨て、 出で ぬらん 定めな き 世の さ. - のか，.^ 庵 

其翌年慶長六年F^-十 一 月廿四日、逝去な...。 墳墓 は、 長 良 月桂 庵の 境內 にあ， 巳 其 

後、 一 鐵齋に 相隨ひ 居し 所の 家人 等、 殘 らす豐 後に 引 移り， ける。 相殘. りて 加 納道益 

とい ふ 者 一 人、 極樂寺 村に 住し 居け る 所、 豊 後よ. = ^召に 依って 赴きけ るが、 其 道す が 

ら、 船中に て 病死し ける。 女子 二人 ありけ るが、 一 人は淸 水の 若 原 市右衞 門に 嫁す。 

一 人 は、 極 樂寺衬 にて、 竹 中 氏よ ケ聱を 取りて， 家名 を相續 して、 若 原 も俱に 子孫 今 
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にあり。 稻葉兩 家 俱に德 川 家に 仕へ て， 武運 長久た. り。 

不破 氏の 事 

安八 郡 西の 保の 城主 不破河 內守通 貞は、 東 美 濃 遠山 刑 部 允 正 元の 孫な，^ とい ふ。 通 

貞の父 は、 不破彥 左 衞門通 直とい うて、 西の 保 村の 城主な り • 一  說に、 不破 氏の 先祖 

は、 山城 國の松 井 藏人直 家と いひけ る 者なる が、 笠 置の 城沒 落の 後に、 六 波羅の 命に 

隨ひ、 後醍醐 天皇 を 尋ね 奉る。 此 恩賞-として、 美濃國 にて、 數ケ 所の 庄園 を 六 波羅ょ 

b 賜 は， -て、 始めて 當國 に來， り、 不破郡 府中 衬に 住せり • 其 後， 氏を不 破と 改め、 其 

子孫 は、 不破. 多 藝の兩 郡に 數 多し： 府中の 住人 不破阜 人 直 重、 江 州の 條原 にて 討死 

しける。 是れ 通貞の 先祖な りと 云々。 W 又、 返 翁 新法 印の 日記 を 見る に、 天 正 元 癸 

酉年 十二月、 不 破河內 守通貞 儀、 瀧 川 左 近將監 一 益に 對し、 pai に 及びけ る 事 あり。 

是を 以て 見る 時 は、 源 姓なる べきに や。 其 故 は、 瀧 川 一益の 長女 を、 不破通 A の嫡 

子 彥三郞 通 家に、 嫁し 申 度の 由 を 申入る の 所、 瀧 川、 如何なる 故に や 之 を 承引せ す。 

不被 氏の 事  一 jlN 
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我が 娘 は、 筋目 正しき 大名の 內へ嫁 せんと こそ 思へ。 不破 などに は、 得 參らせ 難し 

とぃへ，r^。 通 貞之を 聞きて 大に 怒り、 心得ざる 左 近が 申條 かな。 我れ 今 信 長の 臣た 

, -と雖 も、 其 昔 をい はい、 淸和 源氏の 後裔 土岐. 遠山の 正統に して、 當國の 本家た，"。 

瀧 川 は、 何程の 者なる ぞ。 a は 只 江 州 佐々 木 出の 浪人 者と は 聞きつ る もの ヽ 祖父 

の 來歷も 知れす、 近年 漸く 信 長 公の 御 取 立に 預かりし 者な りしが、 今 勢に 乘っ て當 

家 を 侮りし 事、 奇怪な りと 立腹して、 其 年の 十二月 十 一 日の 夜、 瀧 川が 宿所へ 打 入り、 

に 及びけ ると 記し ありぬ。 然れ ば、 此等を 以て 考 ふる 時 は、 當國の 侍に て、 土岐 

氏の 庶流なる べし。 山城の 國ょ り來れ りと いふ は 不審な-り。 按す るに、 土 岐賴貞 の 

末子に、 五郞賴 之と いふ あり" 不破郡 府中に 住すと いへ り。 是れ 則ち 通貞の 先祖 

なるべし。 然れ ども 通 負 迄の 來歷の 次第、 詳 ならす と 云々。 拆通貞 、土岐 の 舊臣に 

して、 美 濃の 國四人 衆の 內 より、 土 岐賴藝 丄色義 龍- 齋藤 « 輿に 屬し、 永祿七 年の 秋 

より 心變 して、 織 田 信 長に 屬 した，..^。 此人 勇猛 武功の 事 は、 さして 其 名な し。 然 

れ ども、 其氣質 温和に して、 人 愛 深く して、 其 形、 咸相 なり" 殊に 辯 舌 綺麗に して、 


氏 家 氏 家 
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談合 扱 等の 事に、 能く 其理 明白の 人な，^。 然れ ども 戦功に 於て は， 生涯の 中、 一 立の 

働 勝れた る を 知らす 3 于. 時 天 正 九 巳年 八月 卒去せ り。 其 子、 彥 一二 郞通家 は、 柴田勝 

家の 與カ として、 北國 征伐の 烈將 た，..^" 依って 越 前國に 住せ..^。 後に は 加州に 移り 

ぬ。 天 正 十一 年の 賤ケ嶽 の 合戰に は、 前 田家に 組し、 度々 武功 を顯 した b。 子孫 は 

何れに ある や、 其 名 知れす" 今 濃 州不破 郡に も、 不破氏 を 名乘る 小百姓 等、 少々 あり 

と雖 も、 通貞の 子孫と も 見えす。 何れ 彥三郞 が 子孫 は、 北國 にあり と 見えたり。 今 

西の 保衬 にも、 少しの 堀の 跡、 幷に 小高き 岡な どの やうなる もの 見 ゆる。 是れ 則ち 

河內守 居城 の 跡と 見えた -^。 

氏 家 氏の 事 

氏 家の 先祖 は、 越 中の 國の 住人な，^, 中頃 足 利 尾 張 守 高 綱の 與カ にして、 氏 家中 務 

丞重國 というて、 延 元の 頃、 北 國の戰 に 武功 あり， - 殊に 延元ニ 年間 七月 二 U 、越 前國 

足 羽 郡 藤 島の 鄕に 於て、 新田 義貞の 首 を 取って、 京都に 差 上げけ る。 尊氏將 軍、 其 功 

 ...ss の 事 ：：. ：  i  (t . rt  s  . ;; . 
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を 賞せられ て、 美濃國 にて、 闕 所の 地 を 數多給 は， 9、 是 よ..^ 當 國に來 b  、石津 郡高須 

の庄に 住せ， 5" 尤重國 の 父 は、 彌三郞 胤義と 申して、 桃 井 氏の 一族な b といへ， 9。 

拆中務 丞重國 の 子 を、 氏 家內膳 胤國と いへ り。 相續 いて 高須に 住しけ る 所、 土岐氏 

の 勢、 殊に 壯 な，. = ^ける 故に、 いっとな く 彼の 家臣と 相な， りけ る。 然れ ば、 尤土 岐の舊 

臣た.^^" 胤 國の子 を、 左 京 進則國 とい ふ。 安八 郡淺 草の 城に 住せり。 其 子 越 中 守 

政國、 相續 いて 淺 草の 城主な り。 其 子 藏人政 幸と いふ-、 同 郡樂田 村の 城に 住せり。 

其 子 民部少 輔幸國 とい ふ。 同じく 樂 田の 域 主な.^。 其 子 氏 家常 陸 介友國 とい ふな 

,9。 入道して ト 全と いふ。 是れ 又、 西 美 濃 四 人 衆の 內な. -。 始め 樂 田に 住し、 永祿 

二 年より、 牛 谷の 城に 住す。 一，  土岐 賴藝. 一 色 義寵. 齋藤寵 興に 仕へ て、 永 祿七年 

の 秋よ， 9 心變 りして、 稻葉. 安藤、 不 破と 諸共に、 信 長に 屬 しぬ。 勇猛 武剛の 人な り。 

然るに 其 頃、 尾 州と 勢 州の 境なる 長 島と いふ 所に 一 揆 蜂起して、 織 田家の 領地 を、 亂 

妨 狼藉す る事數 度な り。 依って 信 長 之 を 征伐 ある ベと て、 元 龜ニ年 五月 十日、 岐阜 

を 御 出馬 ありて、 五萬餘 人の 軍勢 を 率せられ、 長 島 表に 御發 向な.^。 則ち 三 道に 分 


れ て 押 寄せ ら る。 所謂 中道 通， 0 は、 佐 久間右 衞門尉 信 盛. 池 田 勝 一 一 一 郞信 輝. 佐 々 內藏 

助成 政. 前 田 又 左 衞門利 家. 鋒 屋兵庫 頭 賴隆等 以下、 一 萬 五千餘 人と 云々。 又 西^, 鉍 

多藝 山の 麓より 押 寄す る 人々 は、 柴田 修理 亮勝家 • 氏 家常 陸 介、 友國 入道 卜 全 • 同 子 

左 京 亮直 元 • 安藤 伊賀 守 守 就. 同 子 小 太 郞尙重 • 五左衞 門守宗 狩 I- 稻葉 伊豫 守-:^ 

通. 同 子 右京亮 貞通. 市 橋 九郞左 衞門貞 正. 國枝 大和 守 正則 • 不破河 內守通 腐 等 以下、 

1 萬 五千餘 人な り。 又 石津. 安八 郡の 間を經 て、 大將軍 信 長 先陣に は、 明智十 兵衞光 

秀. 築 田 右近 政 長. 菅谷九 右 衞門行 淸. 小 瀨三左 衞門國 家 等 以下、 一 ー萬餘 人な り。 然る 

所 織 田の 大軍押 寄す ると 聞きて、 剛氣英 勇の 一 揆共、 少しも 恐れす 、貝. 鐘. 太詖を 鳴 

らして、 我 も f  、と 寄せ 集り、 下 間 三位 坊 蓮寵. 小 倉 三 河左衞 門. 手槌 與兵衞 など を 

大將 として、 長 島の 近 邊近江 五十 餘ケ 村駔 集， り、 貴賤 老若 女 童に 至る 迄、 弓. 鐵 砲. 繾. 

長刀 • 斧 .皴. 鎌. 鋤. 緻の 類、 得物々々 を 提げ、 一 同に 起 b 立ち 、防戦の 用？ - して、 之 を 相 

待ちけh^。 是に侬 つて 信 長に も、 案に 相違し 給 ひ、 百姓 一 揆. AJ 侮り、 何 心なく 攻 寄せ 

し 所、 斯く の 如く 速な ろ 振舞な しけ るに 依って、 今 は 麓忽に 進み 難し。 而も 此長島 

家 氏の 事  一一 一せ 
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とい ふ は、 隱れ なき 屈竟の 要地に して、 清 田 深 沼 等 多く、 別して 雨天の 節 は， 洪水し 

て 道な め， oZ  土地 不案內 にして は、 甚だ 難儀す る 所な り。 さしもの 信 長 も、 大に 困り 

給 ひ、 之 を 無體に 攻めん とするならば、 味方の 軍勢、 大半 は 討 たるべし。 然 らば 先 

づ此度 は 退陣して、 重ねて 不意に 押 寄せ、 攻 干すべし と 仰せて、 俄に 軍勢 を 返し 給 

ひ、 十二  H の 晩景に 及んで、 兩 口より 向 ひたる 昧 方の 軍勢 を 早々 引上げ、 退，、 べき 

の 旨 を觸遣 さる。 是に 依って 面々、 俄に 備を疊 みて 引取りけ るが、 中道 通りの 寄 

手佐久 間. 池 田 • 佐々 • 前 田が 輩 は、 敵 も 追 懸け 慕 は ざり しかば、 何の 災も なく 返き け 

る。 本道 通りの 津 島なる 信 長の 本陣 一 ー萬餘 人、 引返さん とする 折節、 早 や 一 揆原追 

懸け 來り、 犇々 i 喰 付きて 駔惱 ましけ るに ぞ、 信 長 甚だ 難儀な， 9 ける 所、 此 手の 先陣 

明智 光秀、 後 殿して 戰ふ 隙に、 信 長 は備を 返さす、 其 ま、 後陣 を 先陣と して 引取. CV 給 

ふ。 光秀 は、 後に 下りて 勇戦 をな し、 敵 を追拂 ひ、 是も 難なく 引取りけ る。 然る 所、 

多藝 口の 寄 手柴田 • 氏 家. 安藤 以下 は、 急に 進んで、 敵地 深く 押 寄せた， 0 しに、 十二 日 

の夕暮 方に 及び、 俄に 信 長より 退陣す ベ き 由 を 觸れ給 ふに 依って、 諸將 驚き， ら、 其 


日の 酉の 割 頃、 直に 備を叠 み、 引返さん とする 所 を， 一揆 共 之 を 止め， やら じと い 

うて 支 へ た， り" 是に 依つ て 各 難儀と なり、 後 殿 を 定め て 退く ベ しとて， 第 一 番の後 

殿 柴田勝 家な， りしが、 甚だ 苦戦し、 其 身 も 手 を 負 ひ、 漸 うとして 淡 海 加 島 を 過ぎて 

引取， 0 ける。 二番に 安藤 伊賀 守、 是も大 に 難儀し 乍ら、 漸 うに 切 拔け、 居城 鏡 島 を 指 

して， 遠 引に 退きに ける。 第 三番の 後 殿、 氏 家常 陸 介な， - しが、 此 時には、 早 や 夜に 

入， りて 案內 知れす、 いと V 難儀な， りけ る 所、 折節 大雨 降，^ 出し、 甚だ 困窮して あ、 りけ 

るに ぞ， 一 揆原之 を 幸と して 、数多 群り 來り、 追 懸け 追討して、 氏 家、 殊に 難儀せ..。 

され ども 漸 うとして、 太 田 村 七 屋敷と いふ 所 迄、 返き 來 りし 所、 又 愛に て 敵に 圓 まれ， 

戰 難儀な b ける 所、 卜 全 は、 深 田の 中へ 馬 を 乗入れ、 進返启 由なら ざる 所， 一 揆原 群. - 

來. し、 終に 是を討 取り 畢" 時に 卜 全 五十 九 歳な， り。 此時、 安藤 五左衞 門守宗 も、 討 

死し けるな， り。 卜 全 卒して 後、 其 子 氏 家 左 京 亮直 元、 相續 いて 大 垣の 城主な，..。 天 

正 元年 八月、 越 前の 敦賀 にて、 齋藤寵 興 を 討 取りぬ" 天 正 三年より、 又樂 田の 城に 

住せ，.^。 其 後、 又 同 八 年 七月よ， り、 氏 家內膳 正直 元、 I 々れ、 其 弟 志 摩 守、 大 垣に 再び 住 

氏 家 氏の 事  一一 r 
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せり。 而 して 後、 勢 州 桑 名の 城に 移住し ける。 慶長五 年に、 氏 家兄 弟、 石 田 三 成に 組 

し、 桑 名 の 城に 楣籠 りけ る。 是 より 沒 落し て 子^^ な く 、 衰徵 しけるな，.^。 


美 濃 國諸舊 記 卷之七 終 
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池 田 氏 美濃來 由の 事 

池 田 氏 家 當家 は、 淸和 源氏 攝津 守賴 光の 子、 美 濃 守 賴國、 其子參 河守賴 綱、 其 子 兵 庫 頭 仲 政、 其 

系 

子 源 三位 賴政 なり。 賴 政の 舍弟 右馬允 泰政 は、 母方の 叔父 紀 朝臣 泰貞の 養子と なり 

て、 紀 姓に 改む。 美 濃 國可兒 郡 池 田の 庄は、 外祖の 領地な り • 此 故に 泰政當 地に 住し 

て、 美 濃 介と 號す。 其 子、 氏 を 改め、 池 田 藏人俊 政と 號す" 此 代に 至， -、 又 姓 を 源に 返 

鶴 改す。 是れ 則ち 池 田 氏の 元祖な り。 然るに 池 田 氏 は、 楠 帶刀左 衞門橘 正 行が 胤に し 

て、 源. 橘の 兩姓 なりと、 世に いひ 傳 ふる 事 あ. りて、 濃 州の 池 田 氏 を も、 是な b とい ふ 

說、 甚だ 不審な り。 曾て さに あら じ。 彼の 楠の 胤 午 を 以て、 池 田の 家を繼 がしめ たる 

とい ふ は、 攝 州の 伊丹. 和 田. 池 田の 一類なる べし。 攝 州の 池 田 氏 は、 楠 正 行の 血脈の 

池 田 氏 美 來 由の 事  ニニ 一  • 
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家たり-. 和 田 氏 は、 楠 正武の 末な， 9。 此和田 氏 は、 天 正の 頃、 高 機の 城主 和 田 伊賀 守 

雅政 迄、 連綿と して 在住たり。 荒木 攝津守 村 重が 爲に 滅亡す。 濃 州の 池 田 氏 を 以て、 

楠の 血脈と いふ は、 諸家 傳記、 幷に濃 陽 諸士傳 記. 大系 圖 などに も、 決して 見えす" 

拆又 近代 池 田と、 名 を 得し 鄕々 は 所々 にあ... -て、 甚だ 紛らしく 候。 江 州 建 部の 池 田 • 

一 濃 州の 池 田 郡. 攝 州の 池 田の 里. 遠 州の 池 田の 宿、 俱に樣 々なり。 同じ 濃 州の 內 にて 

も、池田郡西美濃な.^。 池 田の 庄は、 東 美 濃可兒 郡な， 9。 又 厚見 郡鄕渡 川の 上 鏡 島 村 

ベ に 川の 邊を、 池 田と 今 世俗の いひ 傳 ふる は、 大 なる 誤な り。 是は尤 其 故な きにし 

も あらす。 慶長五 年、 關ケ原 合戰の 時、 岐阜の 城を攻 むる 爲め、 池 田 三 左 衞門輝 政、 諸 

勢に 柚んで、 一 番に大 川 を 渡し、 大功 を 立てた る 故に、 いっとな く 此邊を 池 田の 渡と 

いへ b-t 是れ池 田の 人數 渡りし 故に、 今斯く 異名せ り。 曾て 古よりの 名に あらす。 

關 ケ原陣 より 以來 の俗說 なり。 是又攝 州の 池 田 氏、 楠の 胤なる 事 は、 楠帶刀 左衞門 

尉 正 行、 南朝の 正 平 二 年 正月 五日、 河內 國四條 赎の戰 にて 討死す。 其 妻室 は、 攝州能 

勢の 住人 內藤 右兵衞 尉満 幸の 娘な り。 正 行 之 を 具して 室と し、 嫡男 多 門 丸 を 設けし 


が、 是 は四歲 にて 早世す。 然るに 父 正 行 討死の 後、 舅 內藤滿 幸、 不義の 振舞 ありけ 

るに 依って、 正 行舍弟 左- ii! 頭 正 儀 之 を 憤.^ て、 兄が 後室 を、 父內藤 右兵衞 尉が 許 へ 

送， 0 返した， os。 此時 後室 は、 正 行の 胤 を 懐胎して あり-け るが、 同國池 田の 住人 池 田 

九郞敛 依に 苒緣 して、 七 ヶ月 を經て 男子 を 生む。 是れ 正に 正 行が 二 男な り。 童 名 

美 勝 九と いふ。 則ち 敎 依が 家名 を受繼 ぎて、 池 田 十郞兵 庫助敎 正と いふな.^。  » 又 

池 田 九郞敎 依が 父 を、 池 田 五郎 政 依と いうて、 南朝に * 方し、 新田 義貞 に屬 した，..^。 

古今 精兵の 手垂の 人な，..^。 延元 元年 五月、 湊川 合戦の 後、 義貞 と倶に 山門に 楣 籠り、 

本 間 孫 四郞重 氏. 相 馬 次 郞左衞 門重忠 等と 俱に、 强弓を 引きて 寄 手， ど 射殺しけ る 事、 

武名 諸人の 知る 所な り。 然るに 濃 州の 池 田 氏 も、 右馬允 泰 政の 末な. -。 又攝 州の 池 

田 氏 も然， o。 其 由緒 詳 ならす と雖 も、 何れ 兄弟の 家と もい ふ。 池 田 兵 庫 助敎正 は、 

明 德ニ辛 未年 二月 廿 八日、 池 田の 五月 山の 城に て 卒去す。 法名 を 高 法 寺と いふ。 今 

攝州池 田の 里に、 待 兼 山 高 法 寺と いふ あ，..^。 池 田家の 菩提 所と 見えた.^。 敎 正の 

子 を、 池 田 十 郞備中 守 佐 正と いふ。 是. は永享 十一 己 未年 三月 四日 卒去。 法名 塞支院 

池 田 氏 美瀵來 由の 事  1  一二 一 一一 
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前 備前安 公大 禪定 門。 其 子 を 六郞恒 正と いふ • 母 は 野 田の 住人 野 田 左近宗 幸の 娘 

なり" 其 子 を、 太郞筑 後守恒 之と いふ j 是 より 累代 攝州池 田に 住して、 織 田 信 長の 時 

代に は、 池 田 筑後守 勝 政 |§ というて、 明智 十兵衞 光秀 之を攻 立て、 足 利 新 公方 義 

昭 公に、 歸 伏させし むる 所な り。 元來攝 州の 池 田 は、 他に 出です" 數代此 地に 住居 

しける を、 楠が 遺 腹の 血脈 ある を 以て、 所々 にて 池 田 氏と さ へ 號 する 族 は、 楠が 末流 

ならん と稱 せられん 事 を 欲して、 其實 正な きを も、 皆 楠が 末な りと 號す。 其 故に 紛 

はしき 名な， 楠 は、 元來 本朝 無雙の 名士た るに 依って、 其 末流と 呼ばれん 事 を 欲 

す。 若し 楠 無道 柔弱の 士 ならば、 誰か 之を稱 せんや 3 拆又、 愛に 池田恒 之の 孫 池 田 

三郞恒 利と いふ あ， り。 永 正より 大永. 享祿の 頃の 人と 云々。 攝州を 出で て、 始め 

足利將 軍義晴 公に 屬し 奉り、 紀伊 守に 任じ、 故 ありて 後に 江 州に 來， り、 佐々 木定賴 

の 扶助 を 受けて あ，..^ ける。 獨身 たるに 依って、 江 州 建 部の 一族 池 田 又 三 郞が娘 を 

娶 りて、 室と すと いふ。 然れ ども 或 人 曰く、 恒 利と いふ は、 佐々 木の 被官 にあら やと 

難 じ けれども、 其證 あ.^。 旣に恒 利の 子 勝 三郞信 輝の 小 招きの 印 は、 四つ目く づし 


の 定紋 を顯 した， 9。 是は 則ち 四つ目 結の 印 を、 佐々 木 家より。 拜領 せし と 見えた 

り。 然れ ば此恒 利の みは、 尤 正しき 說 にして、 後に 濃 州に 在住す と雖 も、 實に正 行の 

庶流の 家と もい ひつべし。 其餘は 信す る 所な し。 W 恒利 は、 其 後、 天文の 始めの 頃、 

濃 州に 來 りて、 池 田 郡 本 鄉の获 原と いふ 所に、 暫く 居住す。 子息 三人 あり。 嫡子 孫 太 

郞家利 •  二 男 は 彥次郞 長 利. 三男 勝 三郞恒 興と いへ，. T^。 嫡子 孫太郞 は、 萩原の 里に て 

卒去。 而 して 恒利 は、 土岐 氏に 伏して、 武儀 郡志津 野の 城主と なると 云々。 又 一 說に 

曰、 恒利は 尾 州に 移り、 居住す といへ， cv。 然れ ども 濃 州に て は、 池 田の 住せし 所、 様々 

にあり と雖 も、 尾 州に て は、 居住の 地詳 ならす。 織 田 信 長の 乳 父と いへ り。 其 &は、 

恒 利に 一 人の 女子 ありけ る を、 織 田 備後守 信秀の 手に 仕 はしむ。 信 秀の子 信 長の 乳 

を 付く る 故な り。 或は 曰く、 恒 利の 妻室、 則ち 信 長の 乳母に して、 信 長と 勝三郞 は、 乳 

兄弟な. 9 と 云々。 此方 實 なるべし。 勝 三 郞恒與 は、 信秀 より 一 字 を 賜 はり、 信 輝 i 

相 改めけ る。 又 輝の 一字 は、 將軍義 輝 公より 給 はりし とい ふ 事、 大 なる 誤な り。 信 

すべから す。 此 時代々 に、 信秀. 信 長 父子 共に、 將軍 家に は 陪臣の 家な. =>。 池 田 は 其 

池 田 氏 美 遣米 由の 事  S 
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臣な り。 御 一字 拜領の 謂れな し。 拆池田 勝 三 郞信輝 は、 始 信 長に 仕へ て、 忠節 

武功 隱れ なし。 後に 紀伊 守と なり、 天 正 十 年 午の 六月 八日、 入道して 勝入齋 とい ふ。 

又恒 利の 一 一男 亲次郞 長 利 は、 後に 池 田 庄兵衞 政義と 改め、 土 岐賴藝 に 仕 へ 、後に 齋藤 

義 寵に屬 して， 弘治ニ 年 四月 十九 日、 鷺 山の 戰 にて 討死す。 之れ 又 居住の 地 は、 武儀 

郡志津 野と いへ り。 拆 又土岐 氏に も、 土 岐西池 田. 東 池 田と いふなり。 又 土 岐氏連 

枝明智 家の 一族に も、 池 田 氏 あり。 是は可 郡 池 田の 住人に して、 應 永より 以來の 

者な， o。 同じ 可 a 郡と 雖も、 彼の 泰 政の 末流と 紛らす ベから す。 東 美 濃可兒 郡の 

在鄕 に、 鳥 井. 松 高山. 神 野. 勝 川. 明智. 坂 下. 內津. 池 田* 釜 戶* 竹 折 杯と い ふ 所 あり。 皆 

一 拉の 地に して、 尾 州に 相 隣.^ し 所な り。 拆又濃 州 先の 池 田 氏、 源 三位 賴 政の 舍弟 

右馬允 泰政七 代の 孫 を、 池 田 左衞門 大夫義 政と 申しけ るが、 此代 迄、 元祖 泰 政の 舍兄 

賴 政が、 近 衞院の 御惱を 治せし 時の 鶴 を 射殺した る 重代の 弓， 相 傅し 來，. - ける を、 義 

政の 代に 至. 9、 故 あ..' て當國 の屋形 土岐大 膳大夫 賴康の 舎弟 揖斐出 羽守賴 雄に、 相 

讓. -て 死去す。 子な くして、 家は是 にて 斷絕 すと いへ.^。 足 利 將軍義 公の 御 時 


代な り。 尤是迄 代々、 可 a 郡 池 田に 住せし とい ふ。 明智 一族の 池 田 氏 は、 是 より 遙、 

後に 出で たる 家な.^。 古老の 曰、 彼の 弓 は、 揖斐の 家に 代々 相傳 はり、 近代 德川 家の 

幕下 揖斐 氏に あ，..^ とい ふ。 » 又義 政の 跡目 を、 同姓 池 田 五郎 信 政と い ふ 者、 之を繼 

ぐと もい？。 一  說に、彼の弓は、信政の代に至，..^て、衞斐に讓りし，0もぃ へ，.^。 然 

るに、 此池田 信 政の 妻室 は、 楠 帯刀 正 綱と いふ 者の 娘な りと いへ り。 此等を 以て、 楠 

に紛 る、 事 も あらん か。 濃 州の 池 田ね、 曾て 楠 氏の 血筋な し。 彼の 池 田 藏人俊 政 

の 末 は、 累代 當國の 住人な， -。 俊 政の 子 池 田 左 衞門尉 俊 勝と いふ。 其 子 太郞俊 兼、 

其 子藏人 大夫國 家、 其子國 幸、 其 子 左衞門 大夫義 政な，. >。 是 迄可兒 郡に 住居たり。 曾 

て 外の 地に 住せし 事 見えす。 又 池 田恒利 は、 武儀 郡志津 野の 城主 として、 暫く 是に 

住す。 又津 村の 城に 住せし と 云々。 是に 依って か、 方縣郡 曾我屋 村の 邊に、 生津七 

鄕の 總社津 大明祌 とい ふ 一 社 あ， -。 生 津七鄕 は、 池 田の 領地なる べし。 當 社の 緣起 

楝 札に は、 池 田 三 郞源恒 利と あり。 然れば 津大明 神 は、 恒 利の 氏神、 且は 守護神なる 

べし。 恒利 一 頃 曾我屋 村の 片邊に 閑居して あ， 0 ける。 是は尾 州よ. 9、 再び a: 領に； i 

池 田 氏： 、遣來 由の 事  11 
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b て 住せし と 見 ゆ。 歌に、 

我が 庵 は 月見 ケ 原の 程ぞか やかたむ く 庭の かげ ぞ惜 しけれ 

古老の 曰く、 月見の 里と いふ は、 津の邊 なりと い へ り。 拆恒利 は、 天文 九 年子 九月 九 

日、 此所 にて 卒去。 或は 齋藤道 三と 戰ひ、 討死と いへ， 9。 年齡 五十一 歲。 法名 桂景 

院と號 す。 遺言に 依 つ て、 家臣 宗慶舍 人と い ふ 者、 其死體 を、 津大明 神の 鳥居の 下に 

埋めた b とい ふ。 今 は 田 所と な， 9 て、 其 中に 五輪の 石塔 ありぬ。 是 なるべし。 £^ 

久しく ふり ぬれば、 當 時の 里人 古老に 尋 ぬると 雖も、 其說を 委しく 知る 者 稀な..^。 

只 古書 記に 殘 りし を 以て、 信す るの みなり。 又恒 利. 信 輝 父子 家の 定紋に は、 桔梗と 

橘な.. >。 或 人、 桔梗 は、 土岐 氏より 拜領 な.^ とい ふ 事 誤な り。 桔梗 は、 賴 光の 愛花な 

れば、 之 を 家紋と して、 土 岐氏も 源 三位 も、 子孫た る 者 之 を 用 ふるな，...。 攝 州の 池 

田 も、 其 先祖 は泰 政たり。 然る を 信 輝の 代に 至.^ て、 橘の 形 を 改め、 三 葉の 立 俊に し 

ける と 見えたり。 同時に 信 長よ b 、家紋 年 氏の 蝶 を拜領 して 之 を 用 ふ。 恒利 は、 始 

め 勝 山村 § 茂に 住すと もい へ. >。 而 して 後、 武儀 部志津 野の 城 まとな， 9 しなり。 何 


れの地 も、 土岐の 下な り。 此 故に、 織 田の 臣下に あらす、 土岐の 幕下 たるべし。 信 輝. 

は、 織 田の 臣た， 5。 濃 州 岐阜. 尾 州 犬 山 等に 住し、 後に 濃州大 垣の 城に 住す。 知行 高 

十 1 萬 石の 餘 な.^。 又 池 田 郡 萩原の 鄕に、 暫く 住せし 事 も あ.^ となん。 嫡子 を 新 

太郞元 助と いふ。 後に 紀伊 守と 號す。 永祿七 甲子 年 二月 八日、 尾 州 中島 邵 にて 誕生 

す。 母 は津田 與三郞 娘と いふ。 天 正 七 年 卯の 十二月、 攝 州の 住人 荒木 攝津守 村重征 

伐の 砌、 伊丹. 有 岡の 戰に、 十七 歲 にて 初陣す。 二 男 を 小新發 とい ふ。 後に 三 左衞門 

輝 政と 改む。 永 祿九年 寅 七月 生る。 十五 歲 にて、 兄と 同時に 初陣す。 三男 小 三郞、 後 

に i 中 守長吉 とい ふな， o。 天 正 十二 年、 織 田 信 雄 卿と 羽 柴秀吉 、尾 州小牧 山の 麓、 長 ■ 

久 手の 合戰の 節、 池 田 勝 三 郞信輝 入道 勝 入齋の S 、森 武藏守 長 一 と 俱に秀 吉に隨 ひ、 

と 合戦す。 此時德 川 家、 後 詰 之 あるに 付きて、 勝 入齋も 武藏守 も、 頗る 奥 猛の將 

なれ ども、 不意 を 討 たれ、 勇に 餘. 9 血戦して、 森 武藏守 は、 井伊 兵 部 直 政と 戰 ひて 鐵. 炮 

に 中， o、 大久保 七郞左 衞門忠 世の 與カ本 多 八藏に 討た る、。 行年 廿ニ歲 な. -。 法名 

鐵圆秀 公と 號す。 勝入齋 は、 永井傳 八郎尙 政が 鐵炮に 中 b 討死す。 時に 四月 九 HrJJ 

池 田 氏 3^ 濃來 由の 事  一一 二 九 


美？ 55S 固諸舊 記 卷之八  1 一 Is 

の 下 刻な， o。 法名 有峯院 護圃勝 入と 號す。 一 說に曰、勝入齋、始めa^ど打たせて，步 

行 立に なり 戰 ひける が、 藤の 蔓に足 を 引かけ 倒れけ る を、 敵兵來 りて、 键 にて 突く と 

もい へり。 此 故に 彼の 家に て、 藤 を 悉く 忌む といへ，..^。 嫡子 紀伊守 之 助 は、 父 勝入齋 

を 助け 落さん とて、 大勢 を 引受け 防戦して、 安藤 帶刀直 次に 討た る、。 紀伊守 之 助 

の內 室、 齊藤左 京大 失 義德の 娘に して、 長 井 隼 人 佐 道 利の 養女と せ， -。 二 男 三左衞 

門 輝 政 も 討死 せんとし ける を、 家 來の輕 卒墙の 何某、 馬の 口 を 取って 引返しけ る。 

依って 命 を 保ち、 子孫 長久た. 9。 神 戶侍從 信 孝 落 去の 後、 三 左衞門 は、 岐阜の 城 を 相 

守る。 尤も 其 先 岐阜の 城に 天守 を 上げ、 要害 を 構 へ 總堀を 掘り、 山 下に 屋敷 を 持 へ 、 

新屋倉 を造營 せり。 是れ 三左衞 門が 修造な、 り。 此 故に、 關ケ原 合戰の 時、 城の 案內を 

能く 知， 9 たるに 依って、 一番 乘 したる と 見 ゆ。 尤 我が 造營 したる 故に、 火 を かけん 

事 を 惜しみた ると 見えた b。 其 後、 參州吉 田に 移りて、 十五 萬 石 を 額す。 大阪陣 の 節 

は、 播州 姫路 にて、 五十 萬 石を領 せ. -。 長吉の 子豊政 代に、 備前岡 山の 城 を 賜 はるな 

り。 輝 政 は、 慶長 十六 年 五月 十六 R 、姫路 にて 卒考 年 fi 六十 三歲 とい へり。 法名 國 


古 》 

挤ぶ 

井 

の 


淸 院と號 す。 濃 州に ある 池 田 氏、 數多 あるに 依って、 其 由緒 を是に 記す。 泰 政の 末流 

池 田 氏 は、 可 5^ 郡 池 田に 住して、 足利將 軍義詮 公の 御代に 斷絕 す。 明智 一族の 池 田 氏 

は、 應永 以来に して、 可 兒郡池 田に 住す。 此等 は、 決して 楠 氏の 血脈な し。 同じ 泰 政の 

末 なれ ども、 恒 利は攝 州の 池 田に して、 楠 氏の 血筋と して、 江 州に 來. -又濃 州に 移り、 

或は 尾 州に も 暫く 住して、 濃 州 曾我屋 にて 卒去したり。 其 嫡流の 子孫 は、 濃 州 池 田 

郡 萩原に あ，..^。 三男より、 尾 州 織 田家に 仕官せ し 者な，.^。 其 前後 を 紛らす ベ からす。 

白 石山 姬ケ 井の 事 ■ 

大野 郡 揖斐の 東なる 谷 汲 山觀昔 へ の 参詣の 路次， 白 石と い ふ 所 あ b。 此 山の 麓に、 

姬ケ 井と いふ 淸水 あり。 又此白 石山の 崎 半 腹の 所に、 八疊 岩と いふ 大石 あ.^。 是は 

其 岩の 上、 平にして 美しく、 疊の數 を 八疊程 敷くべき の 平 石なる 故に、 おの づ から 名 

となれ.^。  ^美 濃國 に、 姬ケ 井と いふ 所 三ケ所 あり。 白 石の 姬ケ 井、 幷に不 破 郡靑墓 

村の 西， 右の 方の 田の 中に、 松の 古木 ありて、 其 下に 姬 池と いふ 淸水 あり。 是は往 *«、 

白 石山 姬ケ 井の 事  一き 
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小 栗 判官の 妾 照 手と いふ 美 婦の用 ひたる 水に して、 今 姿見の 池と いへ.. -。 照 手と い 

ふ は、 赤 坂 宿の 萬 尾の 丁と いふ 者の 所に、 仕 をな して ありけ ると 云々。 右 丁が 子孫 

は、 赤 坂に あり。 又 安八 郡 結 父 村に も、 照 手の 姬勸 めして あ， りけ る 故にと て、 彼の 所 

にも 古跡 あ， 9。 拆又東 美 濃可兒 郡姬ケ 里に も、 姬ケ 水と いふ 靈水 あ. 9。 是は 大昔の 

頃、 橫获 右大臣 藤原豊 成の 御 息女 中 條姬、 或年此 里に 住し 給 ひ、 其 庵の 前なる 淸水を 

取りて、 朝夕 之 を 用 ひ 給 ふとい ふ。 中 條姬の 住せられし 鄕 なる 故に、 此地を 姬の里 

と號 せし な. 9。 其 故に、 其 流の 今に 殘 て ありけ る を、 末世の 今に 至る 迄、 姬が 水と 

申しけるとな.0^。 中 條姬と い ふは、和州當麻寺にぁ，c^ける曼陀羅を織，.^給ひし人な 

.^0 此姬、 又 此姬の 里に 住し 給 ひける 時に、 蓮の 糸 を 以て 織り 給 ひし 曼陀羅と て、 惠 

那郡 安村の 禪 寺に 納 りて、 今に ある 事顯然 た， 9* 然るに 此白 石の 綑ケ 井と いふ は、 

由 來を尋 ぬるに は、 是れ西 國順禮 の 往來の 道端な、 り。 其 所の 山際に 流る、 少し 計り 

の 水な り。 是は其 源 白 石山の 峯の 所より、 自然と 涌き 出 づる淸 水に して、 誠に 細 谷 

川の 漲なる が、 段々 落 合 ひて、 瀧の 如く 流る、 を、 麓に 井筒 を 構へ、 堰き 入れて 之 を 溜 


めつ、 道行く 諸人の 渴を 凌ぐ 便と して、 設けた る ものな り。 然れ ども， 今 はおの づ 

から 廢 りて、 心 を 付く る 人 も 稀な り。 されば 其 名 久しく 聞え ある 姬ケ井 なれば、 心に 

止めて、 古老に 其 謂れ を 尋ねて、 其 物語せ し 事 をのみ 記せ. o。 是は 昔、 延喜 以前の S 

とかよ、 天 满天祌 の、 谷 汲 山の 華嚴 寺に て、 御 經を書 寫し給 ふ 事 あ， 0 ける が、 其 時と 

や、 此白 石の 川の 淵より、 寵宮 の乙姬 出現し 給 ひ、 朝な/、 此 山の 井水 を 汲んで、 手づ 

から 携へ給 ひ、 阿 伽の 水に 運び 奉らる。 是に 依って。 此淸水 を、 いっとな く姬ケ 井と 

號せ しと かや。 彼の 乙 姬の姿 は、 諸人の 目に か 、 る 事な くして、 ® 廟の御 目に のみ 

見えさせ 給 ふと ぞ。 又 乙姬の 御製と て、 ® 廟に傳 へ 給 ふ 古歌に 曰く、 

この頃 は 汲みて は 知らん 山の 井の 淺さ 深さ を 人の 心に 

扨 又、 其御經 は、 谷 汲 山の 毘沙門天の 腹心に、 納め 給 ひて あ， りけ るな り。 彼の 山の 上 

に、 妙法 水と いふ 所 あり。 其 遺跡な りと ぞい ふ。 斯くて 時 移， り 事 去-りて、 星霜 も 久し 

く舊 b たれば、 姬ケ井 も、 おの づから 落 積る 木の葉に 埋もれ、 茂， り 合 ひたる 八重 に 

と ぢられ て、 在所 さ へ も辨へ ざ， 0 しとな， >。 此水、 元來 淸き靈 水に して、 流れ 注ぐ 

白 石山 姬ケ 井の 事  . ニー-一. 一一 
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程の 田 所、 皆 以て 五穀 豊饒な， 9。 白 石の 近 鄕の淸 水な どと いへ る 里の 流れ も、 此名 

を 引きし 故と かや。 水の性 淸冷 として、 甘味 潔き 泉に て あ， 9 ける。 百 病 を 癒し、 萬 江 

を沾す 事、 當國 養老の 菊 水に も 等しと いふ。 取 分け 難產の 婦人、 此水を 用 ひて 1^產. 

し、 母子共に 安全た る 事 其 例 多し。 殊に 不思議と いふ。 又 極暑の 頃、 小兒の 輩、 汗 か 

ぶれ、 汗い ぼと いうて、 頭 面の あたり、 病の 發 する 事 あるに、 此水を 以て 洗 ひ、 且 行水 

等な しける に、 忽ち 平 愈し ける 事 神の 如し。 是れ 則ち 観音の 御 加護、 福壽 無量の 大 

悲の 誓、. I4i しからぬ 故な b とい ひつべし。 猶其 流れの 末 は、 株瀨 川に 落 入 b て、 伊勢. 

や 尾 張の 方、 遙の 南海に 落ち、 其果 知る ベ からす。 されば 是を 以て 按ゃ るに、 古 は 株 

瀨 川の 流 も、 此白 石の 山の 麓 を 通りし と 見えたり。 谷 汲 山觀世 一昔、 卅三ケ 年 目に 開帳 

之ぁ，.^けるが、其頃には、別して參詣の貴賤釉を連ね、順禮の男女夥しく、引きも切ら 

や、 山 邊を傳 ひ 通る 體、 5^ にあ， 5 て 之 を 見れば、 影 殊に 風雅に して、 一 入の 詠な り。 漸 

漸 春の 日よ b 、炎暑の 時節に 向へば、 道行き 振の 釉ひぢ て、 行く 人 殊に 姬ケ 井と 流 を. 

汲みて 行き 通 ふ。 誠に 功德 他の 水と もい ひし 物語な...。 


桂の 鄕舊 跡の 事 

大野 郡揖 勢の 西、 桂の 鄕と いふ 所 あり。 是は其 往昔 は、 無雙の 繁華の 地に して、 絕录 

の 在所と いふ。 代々 桂の 長者 花ノ木 氏と いふ 者 居住し ける。 然るに 此 花木 氏と い 

ふ は、 其 先祖 を尋 ぬるに、 碓井靱 負丞貞 光の 末流な，.^。 貞 光と 申す は、 人皇 卅 一 代敏 

達 天皇 五代の 孫、 左大臣 橘 諸兄 公の 孫、 太 政 大臣 淸 友より、 六 代の 後裔、 河內國 交野 

の 住人、 交野 荒 太郎時 澄の 子、 同國 古市 郡長 野の 庄碓 井の 住人、 碓井 太夫 公^の 一 

子な り。 然るに 貞光 は、 天延 三年の 頃、 上 總の國 に 於て、 源賴 光に 仕へ、 腹心の 肱 股の 

忠臣と なりて、 四天王と 稱 せられ、 片時 もま 君の 傍 を 去らす、 千忠萬 功を盡 し、 生涯 

の 名 * 莫大な り。 然るに大守賴光朝臣は、長保三年？^=^の四月ょり、类濃守とな.9て、 

當國に 入 任せ られ、 寬弘七 戌年 迄 十 ケ 年の 間、 岐阜 の 城に 住し 給 ひ、 其 後、 任 限充ち て、 

陸奧 守と なりて 、奥州に 下向せられ 畢。 賴光、 美 濃 任圃の 中、 四天王の 面々 は、 皆 君 

命を承，.^、國政を執行する爲め、 一 國の內 にて 庄圓を 給 は.^、 東西南北の 四方の 鄕 

-鞋の 鄉舊^ の 事  >  ：  .  i  , 
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鄕に 在住して、 政事 をな しける とい ふ。 所謂 一 老の 家臣 渡邊綱 は、 惠那郡 中 S: 川に、 

居城 を 構 へ て 東方 を 守護し、 信 濃 口の 政務 を 司る。 卒井保 昌は墨 侯に 住して、 尾 州 

口の 政務 を収 る。 卜 部季武 は、 郡 上 郡 小 野に 住す。 坂 田 公 時 は、 多 藝郡橫 曾 根に 住.. 

せり。 碓井貞 光 は、 則ち 此 桂の 鄕に 住しけ ると 云々。 然るに 貞光、 當 所に 居住の 砌、 

此 桂の 鄕に、 數代 住しけ る 長者に、 藤內兵 衞家景 とい ふ 者 ありけ るが、 一 人の 娘 を 持 

つて、 殊に 寵愛 深 かりぬ。 貞光、 此家景 が 娘 を 相 具し、 暫く 妾と して あ.^ ける にぞ： 

程なく 一  子を設 く。 其 後、 當國の 任 終りて、 賴 光に は 、奥州に 至らせけ る 故に、 貞光當 

所 を 立 退く の砌、 形見の 一 子 を、 桂に 殘し 置きぬ。 是に 依って、 祖父 家 景之を 養 ひて、 

我が家 名を繼 ぎ、 碓 井三郞 太夫 貞 致と いふ。 後に 氏 を 花木と 改め 畢。 貞 致の 子 花木 

藤 內左衞 門 家定、 其 子 藤 內兵衞 家 致と いふ。 當國の 守護 加 茂 次郞義 綱に 屬 して、 天 

仁 二 年 14^ 八月 廿 八日、 江 州甲賀 山に て 生害せ り。 其 子彌太 郞宗貞 とい ふ。 其 後 子孫 

£e ^々、桂の 鄕に 住して 繁昌せ り。 碓并貞 光 は、 此 外に 實子ぁ りと 雖も、 早世して 子孫 

なし。 然 れば此 花木の 外に、 其， S 筋た る 者 曾てな し。 所々 紛 る.' 者 あ，.^ と雖 も、 信 


» 千 
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やる の 所 あら じと いふ。 然るに 此 桂の 鄕に、 千代 河戶 というて， 其 所より 自然と 涌 

き 出 づる淸 水 あり。 其 由 來を尋 ぬるに、 足 利 將軍尊 氏 公の 御 母、 ぼ 2?^^ 同氏 讚岐 

守へ 嫁して、 相 州 鎌 倉に 御座せ しが、 亂を 遣れて 尼と なる。 龍 請 ま S ぜ g ミ 

^^パ 举 I は噃 拆， は 人目 を 忍び、 星月夜 鎌 倉 山 を 忍び 出で、 其 頃 名僧の 聞え ある 

の 事ん るへ L 

京都 天寵 寺の 開山 夢憲國 師を師 として、 諸 敎を修 し、 敎外別 傳不立 文字、 直 指 人心 見 

性 成佛の 悟の 道 を 明らめ、 近代 無雙の 智識た，.^。 一  說に 曰く、 加州 千代 野と いふ 所 

に、 年頃 住し 給 ひける 故に、 禪 尼の 名 を、 千代 野の 尼 公と 稱せ しな-.^。 其 故に や、 い つ 

となく 名と なりて、 千代 野 殿と 申しけ ると いふ。 斯くて 一 つ 所に 止まるべき にあ 

らす とて、 諸國 を遍歷 して、 越 前の 國に 赴き、 或 一 流の 大 守に 案 內 して、 立 入られけ 

るふ ff。 生得 美麗の 禪尼 なりけ る 故に や、 彼の 寺の 主 僧、 頓 て出迎 ひ、 何の 掛酌も 

なくして、 其 前 陰 を 顯し答 〔f)〕 へて 曰、 坊が物 は 三尺と 問うた.^。 尼 更に 臆する 體 

もな く、 同じく 陰 所を顯 して、 相對 にして 曰く、 尼が 物 は 無 底と 答 へたり とい ふ。 主 

僧 心中 を 威す。 » 問答 終 b て、 住持に 對面 なして より、 數月 當院に 止宿 せられぬ。 此 

桂の 鄉舊 4^ の 事  一毫 
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尼 天性 麗質に し V  、美顔 類な かりし かば、 衆 寮の 若き 坊主 等、 折に 觸れて は 懸想し け 

る を、 うるさく や 思 ひけん、 或 時 大會の ありし に、 此尼 衣帶を 解き、 裸 形と なり、 聲を 

烈 うして 曰、 大衆の 內、 何某の 若僧、 我に 向って 日頃 艷言 を宣 へ，^。 心 あらば、 今 愛に 

來られ よ。 相會 せんと 申されければ、 彼の 僧大に 仰天し、 面皮 燒 くが 如く、 脇 汗 冷く 

して 流れ、 針 座の 上に 居す るの 思 をな し、 漸く 會座を 返き、 這々 になり て 逃 行きけ る 

を、 穰し 返せの 聲只 耳に 止り て、 足の 立ち ども 辨 へす、 行方 も 知れすな りけ ると いふ。 

誠に 希代の 活漢 とて、 女 天和尙 とも 稱せ しと かや。 大會 架て ければ、 千代 尼 も 旅立 

して、 東 山道に 差懸 り、 當國 に來， 、東 美 濃 園の 近所、 見延 とい ふ 所の 邊、 ある 尼寺に 

身 を 寄せて、 暫く 住し 給 ひ、 持 花 汲 水 怠らす、 一 H 水 を 汲まれし が、 桶の ！g や 切れた b 

けん、 底援 けて、 手 を 空しく 歸られ しが、 灘 尼の 胸中、 洞然 たる 事 ありて、 詠める 歌に、 

とにかくに 賴 みし 桶の 龜 ぬけて 水た まらねば 月 も 宿らす 

悟道 得道の 人 なれば、 其 名 近隣に 聞え 高く、 所の 名 を も、 則ち 千代 野と 號せ しと かや。 

其 寺 今に あり。 此 寺に 住する 尼 は、 必中 長老なら では 叶 はすと かや。 道德 とい ひ、 


族と いひ、 旁 由緒の ありけ る 事に や。 世人 悉く 感-慮 尊敬す。 夫よ， 5 千代 野禪尼 は， 

西荬濃に移.=^、大野郡當所桂の鄕に來り居住せらる。 其 年 は、 延 元三 戊 寅年 二月な. 

,0 といへ， o。 是は夢 寬國師 と、 師弟の 緣 ある 故に や、 但し 土岐 氏の 本國 故に や。 斯 

くて 桂の 鄕 長者 花木 彌太郞 政 和と いふ 者 ノ禪尼 を 尊敬して、 我が 領 園の 邊 なる 山の 

麓に、 美麗なる 庵室 を營 み、 是に 入らし めて、 住居 させし め畢。 此 花木 彌太郞 とい ふ 

は、 其 先に、 彌太 郞宗貞 より 八 代の 孫に して、 相 替らす 桂の 鄕に 在住し ける 者な. x:rv。 

然るに 此禪 尼の 住せられし 庵室の 前に、 一 流の 小川 あ， 9 ける が、 殊に 淸ら かにして、 

夏日に は、 其 冷氣甚 しく、 冬日に 至れば、 水氣 温々 として、 朝夕 陽炎 立 覆 ひぬ。 人々 此 • 

川 を、 千代 河 とい ひける とぞ。 尼 公 聞きて 喜び、 执は此 流れの 中 は、 尼領 にこ そ あ 

りけ る やとて、 戯れ 詠める 歌に、 

千代に 住む 月の か つらの 香 をと めて 流る  > 水 は あまの 川 かも 

一 說に、 此尼 は、 花木 氏の 娘な りと い へる 事、 至って 誤な， o。 總 じて 此； a は、 四 園皆以 

て 高山 峨 々 と し て 、巖石 上 下 に 聳え、 雲 霧、 山のと こしな へに 迫り、 片地 にして 、谷の 

桂の 鄉舊^ の 事  . 
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中に ありと 雖も、 一 體の地 }^ にして 山 を 形どり、 絕景の 地た h^e 星霜 經 るに 隨 ひ、.？？ - 

第に 土 肥えて 岡 を 現じ、 彼の 洞 此の 洞な どと 檨々 あ.^ て、 家居すべき 洞 共 多く、 其 地 

境、 鎌 倉に 能く 似た ると いふ 人 も あると なり。 其 頃 は、 大鄕の 地に して、 山の 內 地面 

滑に して、 大 なる 人家 千 軒と い へ....。 別して 農 人 は、 朝夕の 業も繁 く、 民の 竈 も賑は 

しく、 い つ の 世に か、 人家 も 次第に 流. U せし や、 年 を 追うて 衰微の 地と な， り、 其 名 も 

消えて 失 ひぬ。 一 說に 曰、 天文. 永祿の 頃に は、 未だ 人家 も 多 く，. -て、 繁 地な.^ とい ひ 

し 人 も ありと なん。 拆又、 其 頃 加州の 落人 山 岸 新 左 衞門藏 人 光章と いふ 者、 北國に 

あ， -て、 南朝に 組し 奉り、 新田 義貞 • 義助 兄弟 に 合力して、 加州より 越 前に 打 つて 出 

で、 足 利高經 以下と 數 ケ度戰 ひ、 武勇 を 振 ひける が、 曆應 元年 閏 七月 二日、 越 前足 羽に 

て、 大 將義桌 生害の 後、 山 岸 は 越 前 を 去りて、 美 濃國に 落ち 來り、 土岐賴 康に隨 順し け 

り。 是 より 山 岸 光章 は、 入道して 道貞 と號 し、 此 桂の 鄕に來 り、 牛ケ 崎と いふ 山の 麓 

に、 一 の 館 を 構へ て 是に隱 居せ. 9。 又 桂の 鄕の大 伽藍 月桂 山康永 寺に、 閑居し ける. 

i もい ふ。 山 岸 氏、 此 地に 來. 9 て 閑居し ける 事 は， 光章の 末子 新 五郎と いひて あ 


ける を， 花木 彌太郞 政 和に 子な き 故 に， 養子と しけ る。 則ち 此 養子 花木 藤 內貞淸 と 

いふ。 彌太郞 の、，^ 彌次 郞政吉 とい ふ は、 土 岐賴康 の 老臣な.^、 旁 其. S 緣 ある を 以て- 

光章 此 地に 閑居し け る と 見えたり。 千代 野 尼 公と. 其 庵 近く 住しけ る ま 、、俱 に 志 

を稱 して、 懇情し ける とか や。 其 故に や、 千代 野の 詠める 歌と て、 樣々 ありけ るが， 

皆牛ケ 崎の 山 岸の 館に- m まり、 子孫 迄も傳 はりて ありけ ると ぞ。 右 千代 野 尼 公、 自 

筆に て ありけ る 歌 共 見け る ま、、 是に 止めたり ぬ。 

かつら 山き しの 花の木なら ベ つ 、さかえて 薰る 千代の 橘 

牛 崎の 館 も 雲井の すゑ かけ て 住みながら 行く 千代の 川 水 

かつらなる 千代の 淸 水の 底 澄みて 心に 月の 影 はう つる や 

秋の 夜の 月も猶 こそ 澄み まされ 世々 に 變らぬ 千代が 川 水 

夕日 さす か つらの 岸 は 雪見え てし ぐれに/、 る、 山 岸の 里 

な を 照 らせ 代々 にか はらぬ 桂 山 岸 に 月影う つり ましけ， o- 

手 弱 女の 姿と な 見 そ 色 も 香 も 知る 人ぞ 知る 千代の 後に は 

桂の 鄉舊 跡の 事  lis 
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斯くて 千代 野 は、 康安元辛？^-年十月ー 一 日、 遷化せられ ける。 年齡 七十 八 歳と い ふ。 

臨終に 至る 迄、 名匠に して 座禪 合掌し、 五色の 花、 此河 戸に 降りけ ると なり。 一 說に 

曰、 紫雲の 棚引きし なりと い へり。 時 移り 事 去りて、 其舊跡 は、 今 田 跡と なわ、 川の 流 

もい つし か埋 りて、 僅に 殘れる 溜 水の み、 哀れ 果敢なき 世 語と はな， 9 ぬ。 あやしの 

山の 奧 なれ ども、 名 は 止ま， 9 て、 千代 河戶、 月 は 昔の 桂の 里、 古き 翁の 物語、 聞きけ る 

ま， まに 記し 畢。  . 

桂の 鄕 重石 の 事 

桂の 鄕の內 、持 多 星の 先、 東の 方の 山の 際に、 重 岩と い ふ あり。 其 形、 大 なる 石 を， 上下 

二 個 重ねて、 石 確の 如し。 其 由來を 聞き、 如何なる 者の 捲へ るぞ とい ふに、 碓井貞 光 

が、 戯 になし 置きた る 事と いへ.^。 【拆 源賴光 朝臣、 美 濃 守に 任せられて、 當國 の府に 

住し 給 ひける 砌、 其臣雜 井貞光 は、 桂の 鄕の 庄園 を 給 は b  、此 地に 住しけ るに ぞ、 元來 

貞光は 和歌に 達し、 又 庭 作 を 好みて、 自ら 土地 を 繕 ひ、 愛 彼 を 耕し、 樹木 草花 を植 .^、 


山水の 樂を なして， 美景 を轰 せり。 依って 此 地へ， 大守 賴來光 臨し 給 ふ 事、 折節な り。 

然るに 寬弘三 午年の 春と かや 、負 光、 心中 祝賀の 宴 あ， 0 て、 我が 子孫の 者、 必す 當鄕に 

永く 住すべし と 思 ふ 故 あるに 依って、 重代の 武器 一 通り、 幷に黃 の 地の 表に、 山吹に 

流水 を 顔した る 家紋の 旗 一 流れ. 萬 葉 集 一 軸. 太刀 一 腰、 其 外の 珍 寶等を 燒壺に 入れ 

て、 當 城の 地 山の 岸に、 大 なる 穴 を 掘りて、 彼の 一 瓶 を 深く 埋め 此 地に 殘す。 末世の 

印な， 0 とて、 彼の 上 へ、 大 なる 石 を 持ち 來りて 之 を 置きて、 又 我 氏の 印な りと て、 其 上 

へ 同じく 大石を 持って 積 重ねて、 其 形、 石 確の 如くに して ありけ る。 則ち 此形 を以 

て、 確 井と な ぞ ら へし 印な る べし 。誠に 此大 石、 上下せ ハ に、 中々 凡人の 力に して は 、動 

し 難き 大石 なり。 斯 くの 如く、 數十 人の 力に も 及ばざる 大石 を、 自ら 之 を 持ち 重ね 

た る 力量、 諸人 之 を 見 て大に 恐れ、 いとい 尊み ける と 云々。 然るに 其 節、 大 守賴 光、 桂 

の 鄕へ來 光 ありて、 所 々遊覧せられ、 頓て此 重石 を 見 給 ひ、 大に 感じ 給 ふ。 ..：n; 光 も、 我 

が 心中の ^曰 を、 有の 儘に 言上し ける。 賴光、 實 にもと 感じ 給 ひ、 子孫 必す當 地に 住す 

べし。 我 も 亦、 子孫 當國に 居住 させし めんと ぞ 申されぬ。 又賴 光、 此 重石の 毒に て 

桂の 鐸 重石の 事  1 蟹 
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は 定めし 詠歌 も ある ベ しと 宣 ひける にぞ、 貞光取 敢ゃ大 守 を 請 じて、 卽吟を 述べ た 

.9 とか や。  . 

君が代 は 幾 萬 代 も 重ね 石碓井 もく ちて 世の 終る とも 

賴 光の 御製と て、 二 首 あ，. >。 

殘し 置く みの、 桂の 重ね 石碓 井が 住みし 印な り けれ 

重ね？ S  く 石の 確 井に 身 を 寄せて 桂に すみし 貞 光が 跡 

其 時、 渡邊 綱の 歌と て、 

我み の、 名 をば 殘 さん 桂山碓 井に 似た る 石 を 重ねて 

住 なれし 桂に 殘す 重ね 石 末世に 止む 我が 名と ぞ 知れ 真 光 

斯の 如く、 桂 は 勿論、 諸 所に も、 期檬の 事數多 あ， りと 雖も、 委しく 覺ぇ ざれば 止め 

難し。 又 桂の 鄕牛ケ 崎の 東の 方に 當. て、 山の 半 腹に、 女 夫 岩と 號 して、 二つ 相拉び 

てぞ峙 ちた る大石 あり。 是れ又 負 光の 造れる 所な.. > と いひ 傅へ ける。 然れ ども 其 

糙 なる 所 は 知らざる なり ノ拆. 又、 池 S 郡の 內、 南の 方， 池 田 山の 半 腹に， 一 宇の 伽藍 を 


建て、 長 谷の 觀世 一昔 を 安置して， 其 頃專ら 利益 あ， りと て、 參詣の 人 々繁昌し ける が， 

負 光是に 信仰して、 日 每に詣 をな しける。 尤桌光 は 故 あ. りて、 長 谷 寺の 觀音を 信じ 

ける と 云々。 是に， 依って、 此觀 音に 寄附の 爲め、 大 なる 石 鉢を獻 じたる も、 又 其 節の 

事なる べし。 其路 次の 民家へ 與 へし 事な り I」 て， 大 なる 石 を 以て 四方 を疊 み、 洞屋 

を 造. 0 て、 施せし といへ り。 其 岩穴、 今禪 藏寺參 詣の路 次の 廣 野に 數多 あり，。 俗の 

いふに は、 是は 大昔の 頃、 火 の 雨 降.. りし 故に、 此 岩穴 を 造 、り て 、是 に 入， 0 て 慕したり と， 

いふ。 信す るに 足らす。 是れ只 負 光の 造， 9 たる 事と いふ 說、 尤と 云，々。 又 山の 岸な 

る長谷の觀音堂は、後に至..^、康和ニ辰年に池田山大に崩れ、土を降らし水發して、 

山拔 しける 其 時、 彼の 堂 は斷絕 しける とな， 0  。 是 よ. りして、 此山は 谷と なりて、 大雨 

の 節な どに は、 流水 夥しく、 俗 f んで之 を 長 谷 谷と いふ。 後に は、 只 長 谷と 呼びけ る 

を、 又 次第に 年經 てよ， り は、 其 元 を 忘れて、 只 はが 谷と 申しけ るな. -。 然るに 桂の 鄕 

の 重石 は、 末世の 今に 至る 迄、 其 形、 變じ もせす、 茶 確の 如く  二つ 重な， りて あ. >  ける 

. が、 俗の いふに は、 此 下に は、 御寶 物が 埋め ありと いうて、 亂妨 する 者 もなか.. >  き。 元 

桂の 螺 重石の 事  二  5f 
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よ. 0 常人の 微力 を 以て、 動かすべき やうの 石 にても なか， 9 ける 故に、 其 形の 變 せし 

事な，， ：。 然る 所、 遙に 星霜 を經て 天文の 頃、 當國可 a 郡 明智の 城主 明 智遠江 守 光 綱 

の 嫡子 十兵衞 光秀、 未だ 部 尾 住に て暮 しける 砌、 武道 鍛練の 爲め とて、 所々 を 徘徊し 

ける か、 其節此 所に 來 b て、 暫く 住しけ る， と 云々。 然る 所、 此 桂の 鄕の 西の方に、 中津 

原と いふ 所 あ.^。 其 所の 出産の 者に、 林 半四郞 とい ふ 大力 無 雙の大 勇士 ありけ る 

が、 此 時より して、 光秀の 臣 となりて、 相 仕 へ ける とぞ。 元來此 半四郞 は、 身の 丈 七 

尺五寸 ありて、 古今の 剛勇、 大膽 不敵の 者な， ける 儘、 或時此 重石 を 見て 甚だ 笑 ひ、 昔 

の貞 光と やら は， 賴光 殿の 四天王と 呼ばれし 者に て、 日本 無雙の 大力 量と 聞け り a 

其 故にして、 我が 武名 を 末世に 殘 さんと て、 此の 如く. の 大石を 積んで、 碓 井が なした 

る 印な， 0 とて、 末世に は 人な. き 如くの 事 をな したり。 是は何 さま 後々 に 至， り、 貞光 

如きの 大力 あらば、 此石を 動かし 見るべし との 手本なる べし。 然れ ども 夫よ b 以 

來、 之 を 持つ べきの大カなしと見ぇた，.^。 今 我が 主人と 賴 みし 光秀 殿 は、 其賴 光の 

末流 なれば、 我れ 又、 其 四天王に 同じ。 古の 賴 光の 四天王と、 我が 大力 を 比べ て 見る 


べしと て、 頓て 彼の 重石の 傍に 至り、 上に 積みた る 大盤石に 手 を かけ、 む，、 くと 擔 

ぎ 上げた，， >  ける とな， o。 人是を 見て、 大に恐 をな しける とぞ。 光秀 來 りて 甚だ 制 

し、 元の 如く させた b ける とい ふ。 然る 所 半四郞 は、 其 夜より 大汗 をな し發 熟し 

て、 三日が 間、 物 を 食せ やして あ.^ ける が、 後 は 事な く 平 愈し ける とい ふ。 是に 依つ 

て、 半 四郞が 勇名 は、 いと 上咼 くな...^、 生涯 明智に 仕へ て 其 名を顯 し、 天 正 十 年 六 H: 

十四日 ^<津 八 町 打 出の 濱 にて、 入水し ける となり。 然れば 重石、 何の 變 りし 事 もな 

く、 今以て 其 形歷然 た， 9。 千代 河戶 は、 夫よ.： >遙 後の 事 なれ ども、 其 古跡 は 漸く 衰微 

して， 只 僅の 溜 水と なれり。 光秀、 此 地に 住せし 時に、 詠める 歌と て、 

遙々 と 千代の 古跡 踏 分けてと はで か 行かん 山 岸の 里 

桂の、 千代の 川水淸 ければ 月 も 流れ を 尋ねて ぞ 住む 

桂の 鄕休 石の 事 

大野 郡 桂の 鄕本 村の 入！ ：！ 四方 辻の 眞 中に、 休 石と 號 して 大 なる 石 あ b" 此 石の 下に 
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は、 蛇の 死骸が 埋め あ， りけ ると、 今 世俗の 言傳 な， り。 是は 其昔應 安の 頃、 當鄕の 住人 

花木 藤內 A 淸と い ふ 者、 之 を 返 治しけ ると 申しけ る。 夫に 付藤內 は、 妖怪 ありて. □ 

びけ ると い へ.. -。 其 由来の 事共、 或 老人の 物語な、 りけ る を 聞 置く ま. -、 記しけ ると 

ぞ。 ^其 仔細 を尋 ぬるに、 足 利 將軍尊 氏 公の 御代の 事な りけ るが、 桂の 住人 花木 藤 

內 とて、 弓馬の 道に 能 達し、 而も 剛力 無雙 にして、 名を得し者な，.^けるが、是は元來、 

花木 彌太郞 政 和が 養子に して、 實は 加州の 落人 山峯 氏の 末子と いへ り。 藤 內の妻 

は、 養父 彌太郞 の 娘に して、 是と 語ら ひ、 其の 仲 もい と睦 しく 暮 しける が、 其 間にし 

て、 二人の 子供 を 設け、 妻 は 計らす も打惱 みて、 延文五 年の 秋と かや、 終に 死去したり 

ける。 藤內 は、 其 後、 妾 をも迎 へす、 暫く 獨身 にて 慕し 居け るが、 或 時 親類の 勸 めに 依 

って、江州柏原の宿の何某の娘とて、尤其氏姓は正しからぬ者と雖も、實にゃ氏ょ，<=^ 

育と て、 都人に も恥づ る 美麗の 娘な りと て、 取扱 ふ 者 あ， りて、 頓て之 を 我が 館 內に取 

迎へ、 愛妾と して， 睦 しく 相 語ら ひける。 其 名 を 菊 野と いへ， り。 然るに 此女、 若氣の 

誤に て や あり けん、 藤內の 家の 子の 若者 宇佐美 何某と いふ 美男子と、 密に相 語らう 


て、 不義 あ る に 依 つ て、 短氣 剛勇 の 籐內、 之 を 見顯し ク 、 、 害せん としけ る に、 宇佐美 

は、 漸 うにして 遁れ、 行方 知れす 逐電し ける。 菊 野 は、 逃ぐ る 事 を 得な さすして、 終に 

貞淸が 白 の 下に 懸 りて、 身 を 亡しにけ ると ぞ。 » 其 後、 或 夜の 事な りけ るが、 藤內 

は、 燈火 を 挑げ て 兵書 を 詠めて 居け る 所に、 菊 野 忽然と 來り、 我が 夫 恨めし やと 申し 

ける にぞ。 處淸 驚き、 正しく 彼 は 過ぎし 夜、 我が 手に 懸 て 死せ し 者の、 今 又 发に來 

りしに 妖怪なら め。 いぶかしと 思 ひけれ ども、 元來 大丈夫の 勇士な、 りければ、 少し 

も 心に かけす、 其 夜 はっく. < 、いらへ て、 臥所に 入り 休みに ける。 拆 夜明けて 見れ 

ば、 菊 野 は疾く 起きた る體 にて、 ま め や か に 家事 を營 み ぬ 。 藤內誠 に 勝れた る健士 

なれば、 事と もせ や 、 心 に 油斷は せす、 何樣 末に は 如何す る ぞ や。 其 終 を 見 ん とて， 

只 常の 體 にて 暮 しける とぞ。 月日に は 犯す 關守も あらす して、 なく 菊 野 か 死せ し 

月の 其 日に 當， りぬ。 時に 妾 は、 藤 內に向 ひてい へらく、 今 H なん、 君の 御顔 持 勝れ 給 

はす、 IH- 事 か 御 心に 懸る事 やお はする。 願 はく は 妾に 包ます 明かさせ 給へ と 云， く 

负淸 答へ て、 いや 何も 心に 懸る 事な し。 家は豐 にして、 金銀 米穀に は 乏しから や。 兄 

桂-り 鄉休 石の 事  一一 S 
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上は壯 にして 大 守に 候し、 そして 汝と 我が 中 も 宜し. 何事 を か 心に かけん やと 申し 

て、 敢て 取合 はす。 菊 野 又 押 返して 問へ ど、 藤內 答なければ、 妾 も 外の 咄に 紛らし 

ぬ。 早 鬼 角して 年 も 立ち、 又迎 ふる 年と な， 9 ける が、 其 日 は 雨 そぼ 降りて、 何 か物淋 

しきに、 妾 は 常よりも 美々 しく 化粧して、 藤 內と膝 を突竝 ベ、 いかに や 我 君 、今日 こそ 

思 ひ當. y 給 ふ 事 あ， 9 ぬらん。 何 か 隱し思 ひ 給 ふやと 尋 ぬれば、 貞淸 何の 答 もせす、 

良 ありてい へ らく、 我が家に 財寶 満ち、 家僕 又澤 山に 家業し、 兄 上の 御身 も榮 え、 兩 

家 共に 繁昌し、 此 上に 望なければ、 何の 心に 懸る事 や あらん。 譯も なき 事 を 問 ふ 者 

かなと いひ さして、 奧に 入りぬ。 夫より 妾 も、 何事 も 問 はすして、 年月 を 送りぬ。 其 

間 常に 變ら すと 云々。 程なく 三年の 忌に 當 りしに、 妾 はいつ もより 疾く 起きて、 貞 

淸が 前に 居 寄.. >  、膝 を 突 合せ、 君 今日 こそ 何 か 思 ひ 當らせ 給 ふ 事 あらめ。 顔色の 常 

に變， 給 ふといへば、 藤 內莞爾 と 笑 ひ、 汝何を 申す ぞ。 我に 少しも 憂な けれ は、 又 

心に 懸 るべき 事 更にな しと。 いとの どや かに 答へ し 時に、 不思議 や 女の 顔色 俄に 

朱 を 注ぎた る 如く、 眼 逆さまに 切れて 口 は 逆つ り、 吐息 炎々 として 凄じく、 皺 がれ 


たる 聲を發 し、 » 々世に も 君 程の 大丈夫の 氣質は あら じ。 過ぎつ る 年の 此 月日， 君 

の 手に 懸 て、 果敢なくな b し 菊 野が 一 念、 此 恨めし さ 忘られ や、 哀れ 折ぞ あらば、 

一 口に ひ、 K を 晴らさん と 思 ひしに、 折と して 尋. ぬれ ども、 其 答 烈しく 勇に して、 近 

寄り 誰し。 今日 こそ は、 過ぎつ る. 事 を 思 ひ 出し 給 ひ、 不便と も 恐し とも 思 ふな と 

官ー ふなら ば、 其 臆 意に 附 入りて、 直さ ま 咽 吹に 喰 付き 吳 れんと 思 ひしに、 勇氣 勝れて 

£ 寄り 難し。 あら 口惜し や、 此上は 大蛇と なりても、 此仇を 報いん とい ふかと 思 へ 

ば、 庭へ 飛 出で、 一 條の黑 雲に 打乘 り、 何方 ともなく 消え失せけ， 9。 家僕 は、 恐れて 立 

騷 ぐと 雖も、 藤內は 少しも 驚かす。 何ぞ妖 は德に 勝たん や。 不義 を 戒めて 打 捨て 

たるに、 何の 恨 か あるべ けんとい ふ 計りに て、 打 過ぎけ る。 實に大 膽の程 聞え あり. 

て、 人々 勇 威 を 恐れけ ると なり。 拆其 後、 暫く 何の 怪しき 事 もなか，.^ ける が、 或 日， 膝 

內 用事 あ， -て、 家僕 を 召 連れ、 名 禮の鄕 の 何某が 方へ 行き， 終日 物語して、 H 暮に 及び 

し 頃、 名 禮村を 出で て立歸 りけ るが、 いつもと 事變 り、 何と やらん 物淋しき 心 持に て 

自然と 身に 覺 えて、 折節 桂よ，.^ 名禮 越の 山道に 上り 懸 りて、 段々 と 步き述 びけ る 所， 

桂の 鄉^ 石の 事  一一 S 
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道の 傍よ-り、 白狐 一 疋 走り出で、 籐內が 行 先に 立ちて， 倶に步 きたりぬ、 直 淸 心なら 

す 家 來に向 ひ 申しけ る やう は、. H 道の 事 なれば、 狐 .狸. 猿. 猪の 居る 事、 不審に は あら 

ざれ ども、 併し 此山 越の 難所 を 凌ぎて、 他行の 爲 めに 往來 する 事數度 なれ ども、 今日 

に 限り、 何となく 心 憂く 思 ふな.： >。 汝が 心に は、 如何 ある やと 尋ねければ、 家來答 

へて、 さん 候、 某 も 仰の a に 物淋しく 覺ぇ 候と 申せば、 藤內、 ^は あの 狐、 我が 歸る 

を 窺 ひ、 たぶらか さんと 計る なるべし。 何ぞ狐 趣の 類、 諸人 は 惑 はすと も、 我に 於 

て や、 いかん ぞ 計らるべき や。 物 々しき 業な、 りと いひて 、家來 に 命じ、 早く 追 懸け 数 

取る ベ しとい ひければ、 家臣 心得、 彼の 狐 を 目 懸け、 追 かけ、 る。 然れ ども 登 道に し 

て險 しき 坂 中 なれば、 思 ふ 儘に 追 付き 難く、 狐 は 跡 を 見つ、 逃げ走りけ るが、 旣に其 

間近くな. りし 時に、 彼の 狐 は 逃 屍り て、 家來の 前に 來り、 を も 恐れす、 其 ま、 仰向け 

になり、 伏 倒れ 身 を 震 はし， 起 上りて は 頭 を 俯 垂れ、 悲しげ なる 聲を 上げて、 頻に泣 

叫びぬ。 家 來頓て 一 討と 振 上げけ る を、 藤內追 付き 之 を 制し、 窮鳥 K に 入る 時 は 之 

を 討た すと い へり。 必す 害する 事な かれ。 何 さま 仔細 ぞぁ， ぬべ しと 止めけ る：^、 


家來卽ち白？3^ど納めた.-ぬ。 彼の狐は、其儘藤內が裙に取鎚.9.何ゃらん手を慟か 

して泣叫びぬ"藤內彌不^^晴れゃらす思ひ乍ら、次第に日も暮れ懸."けるま\道を 

各 ひぎつ ヽ振彿 ひ/、 行 過ぎけ る。 時に 坂 も 下， りな，.^ ける 所、 彼の 狐 先立ちて 又 取 

鍵り： 彌 泣き叫ぶ。 藤 內又振 放しければ， 狐 は 1 町 計 も 先へ 逃げ走 b て、 一 衬茂， りた 

る 木 影 の 下 に て ， あ ち - J ち 職 廻 h, 、身 を あせ， 0 狂 ひ 廻りて、 泣 わめきけ る。 家 * も 之 

を 見て、 餘.. ， に 不審 晴れ やら ざれば、 駆 付けて 梢の 下に 來ひ、 山の 平の 方 を 見渡しけ 

れは、 頭 牛の 如くなる 者、 兩眼 殊に 光りて、 山際の 生 ひ 茂..' し 中より、 頭 を 差 出して 飛 

懸，.^ け る に ぞ、 家 來大に 驚き 恐 れ、 飛し さ り て 、藤 內に斯 くと 申す。 貞淸 走り 來 り て 

之 を 見け る に、 誠 に 見 も 慣れ ぬ 恐し き 者、 全く 大 なる 大蛇に て ありけ る。 膝內ぃ へ 

らく、 此 山奥の 谷 合に、 數 百年 を經 たる 大蛇 住みし と 聞く、 さも あらば あれ、 菊 野が 

一 念の 言葉に も 曰、 我れ 大蛇と な，..' て も、 恨 をな さんと へ り。 さ b 乍ら 我れ、 是 

式 を 恐れと せんや。 夫れ 妖は德 に 勝た や。 不義 ある を 以て 殺害した るに. 何の 憚る 

事 か あらん。 又 此山下 は、 我が 領內 なり。 我に 仇す る 者 を、 捨て 镊 くべき 所に あら 

桂の 鄉； 石の 事  1¥1 
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じと 大に 驚いて、 大蛇の 方 を はたと 睨みぬ。 件の大蛇は起上.=^,藤內を睨みて、臥し 

たる 大木 を 動かす が 如く、  二 丸 計り も 伸 上り 頭 を 振 立て、 怒れる 眼に 朱 を 注ぎ、 紅の 

舌 長く 見えて、 火炎と 息 を 吹き出し、 只  一 口と ため づく所 を、 藤內は 持たせ 來 りし 弓 

矢 追 取り 押番 ひぬ。 . 

曰く、 古 は 武士た る 者、 一 騎の名 ある 身分と して は、 必す 弓矢 を 持たせけ る。 是に 

依って 武士に なりし を、 弓矢の 道に 入， 9 しとい ふ。 又 武士 を 弓 取と もい ふ。 武 

家に 生る、 を、 弓箭の 家に 生れし とい ふ。 皆是故な，..^。 近代 は鐽 出で し 故に、 弓 

矢 を 止めて、 必す縫 を 持た する。 • 然れ ども 是れ 略儀な り。 武士 を 鍵 取と はい は 

す、 是れ 古法に あらす。 

元來 精兵の 手垂 なれ は、 十五 束 五つ 伏、 半月の 如く 引 絞. -て、 切って 放ちけ るに ぞ、 

過た す 大蛇の 胴中 を、 はっしと 射通し けれ は、 靑 喚き 血と 覺ぇ、 四方 へ、 ばつと 散り 

立ちて、 其 勢に 乘 りて、 彼の 者 二三 間 i.^ 中へ 飛 上り 躍り 上，^、 狂 ひ 廻りて、 傍の 谷の 中 

へ 落 入りた る。 折節 B は 暮れ 切って 夜に 入， 5、 忽ち 大雨 頻に 降り出しに ける。 次 


s?) 山鳴り 震動して、 物凄くな りけ ると ぞ。 籐內 は、 何にもせ よ A 者 は 仕 止めた 

れ ども， m 暮に 入りて、 正體も 篤と 見分け 難ければ、 其 儘に して、 我家に ぞ歸 りけ る。 

其 翌日、 早く 彼の 所に 行きて 見け るが、 不思議 や 血潮の 流れた るの みに て、 尸 は 更に 

見え ざ，. > け ると いふ。 此 大蛇 は、 元來此 山の 奥の 谷に、 數年 住み 居し ものなる にや。 

又 菊 野が 怨念なる や、 其 實否詳 ならす と、 老人 も咄し 申したり ぬ。 然るに 又 其 後， 何 

の 仔細 もなかり ける が、 頃は應 安七 年の 冬と いひ、 而も 十二月の 廿三 U の 事な りけ 

るが、 來春 正月の 用意の 爲 にゃあり けん、 花木が 家に て 用ひ傳 へたる、 十二 枚の 大な 

る签 ありけ るが、 家の 僕 共 寄 集り、 此签 にて、 蒸 物 を かしげる 爲 にや • 其 曰、 蓋 を 取り 

ける に、 如何して 入りたり けん、 大 なる 蛇、 凡そ 廻り 一 尺 四 五寸も ありけ ると 思しき 

が、 蓋に 付きて 頭 を 出し、 口 を 開きて 飛懸 らんと し：^ る。 家 來大に 驚き、 其 儘 蓋 をし 

て、 生 人 藤 內に斯 くと 申入れ ける。 藤內立 出で、 蛇なる か、 定めて 過ぎし 頃、 我が 矢先 

に懸 りし 者なる べし。 其 後 尸 を 見 ざり しが、 今以て 存命なる や。 時節 を 窺 ひ、 猶き 

念 深 く^に 怨を なさん とする か。 併し乍ら 今 こそ 遁 すべき やうな し。 中に 入. し 

桂の 鄉沐 石の 事  Ills 
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こそ 幸， なれ。 其 儘 煎 殺すべし。 外へ 出しな ば， 又々 逃 行くべし。 ロハ 早く 火 を 焚 立 

てよ かしと 命じけ る。 是れ 則ち 菊 野が 死せ し七ケ 年の 其 月 其 日と いふ。 家來 共、 頓 

て 签の蓋 の 上に 大石を 置きて、 下より 頻に 焚かけ、 るに ぞ、 忽ち 签鳴 出して う ご め 

きけ るに ぞ、 物凄き 有檨 にて あ， りけ ると いふ。 然れ どもい かで 泳 ゆべ き やう もな 

く、 難な/、 彼の 大蛇 を、 其 ま  >  煎 殺した， り ぬ。 夫より 其 釜 を擔ぎ 出し、 其签 と共に， 近 

邊の 山際 を 深く 掘，.^ て 埋めたり ける。 其 埋めた る 上に、 大 なる 石 を 居 ゑて 印と なし 

ける。 此石 を签ケ 石と もい ふ。 又う は 5- み 石と も 申しけ る。 此 石の 上卒 にして、 往 

來 の 土民 共、 荷な ど を 背負う て 、此石 の 上 に 荷 を 懸け て 休みけ るま气 いっとな く 休 

石と 申 習 は.， 'ける とな， り。 其古說 は、 此 故な、 りと いふ。 拆又其 頃 は、 此 石の 邊 にて-. 

大槪大 なる 石な ど を 持ち 來 りて、 大地に 打付けて 見る 時には、 地中に てばん くと 

いうて、 签の 音響き て 聞え ける とい へ -^。 近代に て は、 土中に て 割れ もやしつ らん、 

其 音 は 聞えざる とな，^。  ^其 後、 藤 內は病 ひ 付きて、 久し，、 打 臥し、 終に 永 和 三年 巳 

正月 廿 三：：：：、 死去し ける とな. り。 藤內が 子供 を、 一 人出 家 させ、 子孫の 祟 を遁れ しめ 


ける とぞ。 夫よ. 0 次第に 星霜 積る に隨ひ 零落して、 子孫 愛 彼に 蟄居し ける。 然れ 

ども 血筋 は斷絕 なく、 今以て 桂 一 鄕に、 花木 氏の 百姓 共 多 か， -き。 何れも 家い と 貧 

しくして、 名 もな き 者の 暮し なりけ る。 又 彼の 休 石に は、 其靈も あ. 0 ける にや。 道の. 

眞中 にして、 往來の 邪魔な， 9 とて、 或 時 里人 共、 右の 石 を 大勢 懸 りて 起し 動かし、 少し 

傍に 移しけ るに、 其 夜 悉く 大 熱して 苦しみけ る 故に、 其翌又 元の 如く、 以前の 所に 居 

ゑ 置きけ る。 夫 故、 今以て 細き 道の 四ク 辻の 眞中 にあ.^ けるな，. >。 拆又 藤內を 止め 

し 白狐 は、 彼の 大蛇の 害の あらん 事 を 知ら しめたる と 見えた.. >。 是は 花木が 領分に 

住した る 狐なる 故に、 常に 獵 人の 難に も 合 はす、 心安く 住しけ る ものなる 故に、 典 恩 

を 知， て、 其 恩人に、 難の ある 事 を 患 ひ 歎き、 心を盡 して 止めた る ものなる べし。 

物の いはれ 難き 畜類の 事故に、 期く と 申して、 吿 ぐる 事なら すと 雖も、 只 泣 叫び、 裾に 

槌. 0 などして 止めた， C> ける に、 果して 不意の 害 を遁れ た， 0 ける。 依って 藤內 も、 之 

をつ くぐ 感じて、 彼の 白狐に、 好 美の 食物な どを與 へ、 不便 を かけて 境內に 住まし 

めけ る。 後に 一 社を營 みて 是に納 む。 此 白狐の 子 狐 一 疋、 年久しく 保ちて ありけ る 

桂の 鄉休 石の 事  8? 
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が、 後に は 桂 を 出で て、 揖斐の 城の 曲 輪の 內に 住しけ ると ぞ。 諸人 之 を 御茶屋 刻と 

申して、 能く 知りて あ，.^ ける が、 數ケ 年を經 て、 揖斐の 三輪 明 舯 の 山に て、 死し ける と 

ぞ。 其 尸 をば、 則ち 其 死し 居た る 所に 埋め 葬りて、 小さき 石塔 を 建てたり ぬ。 之 を 

III と 申して、 其 形、 今に 山の 上に ありけ る を、 石塔の 小さき 故に や、 人々 之 をい ひ 違 

へて、 こぼが 墓と 申傳 へた b けるな.^。 桂の 鄕、 古名に も、 梨の 木 洞. 桃 木 洞 • 御堂 ケ洞. 

牛 ケ崎. 鼈ケ 洞. 持 多 星 4 岩. 休 石 • 千代 河戶. 卢の 渡. 打 越. 狐の 洞. 蛇ケ峯 などと 申して、 

此外古 小名 多し と雖 も、 得と 相 知れす、 漸く 古老の 物語 を 聞きて、 止め fi きしの み。 


美 濃 國諸舊 記 卷之九 

宫守山 木 守の 宫の事 

池 田 郡 柏 川 谷の 奥 一に あ る 高山 を、 俗 呼びて 宮守 山と いひ、 其 山に ある 小社 を、 ゐも 

りの 宫 とい ひ傳 へたる 事、 其 由緣を 愛に 記せり。 拆其ゐ もり 山の 上に、 長者が だい 

らと い ふ 所 あり。 是は 長者が だいら か、 長 左が だいら か、 不分明な りと 申 合 へ り。 

按す るに、 昔 文 永の 頃と かよ、 宮守 長左衞 門と いふ 大勇 士、 此 山に 住みし とい ふ。 是 

に 依って、 長 左が だいら とい ふなる べし。 美 濃 大系 圖を 見る に、 其 由緒 漸く 顕然た 

トノ。 然れ ども 宮守と 號 する 事、 其 謂れ 知れす と 云々。 拆此 宮守 長左衞 門と いふ 者、 

其 先祖 を尋 ぬるに、 俵 藤 太秀鄕 より 十代の 孫に 當 りて、 所 六郞從 五位 上 佐 藤 伊賀 前 

司 藤 原 朝 光と いふ 者 あり。 是は賴 朝 卿の 御代、 鎌 倉の 大名の 由に て， 建 保 三年、 九十 

宫守山 木 守の 宫の事  i 
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四 歳に して、 鎌 倉に 於て 頓死せ b とい ふ。 右 東镫に 出で たり。 朝 光の 子 を * 所右衞 

門太郞 伊賀 左 衞門尉 光孝と いふ。 是は 京都の 諸 司 代と して、 後鳥羽院 承久の 義兵 

の始 に、 召に 應 せざる に 依って、 官軍 來 つて 之 を攻 立て、 承久 三年 五月 十五 日、 京都 

高 辻 京 極 家に 於て 討死す。 右 承久戰 記に 見えたり。 二 男 を、 伊賀 次 郞左衞 門 光宗 入 

道 式部 大失光 西と いふ。 • 是は鎌 倉 政所の 執事たり。 三男、 伊賀 三 郞左衞 門光資 とい 

ふ。 然るに 朝 光拉に 次男 光宗 士ー 男光資 迄、 父子 三代 の 間、 代る -當國 厚見 郡 岐阜 

の 城に 在住せ り。 » 又光資 代に、 氏を稻 葉と 改名す。 光資の 子， 是ょり 永，， 、當國 に 

あ. 0 て、 所々 に 在住せ り。 光 資の子 伊賀 隱岐守 光盛、 其 子 光房、 其 子 光 有と いふ。 

然るに 此光 有の 末子に、 伊 目 良太郞 太夫 光遠と いふ 者 あり。 是は當 國山縣 郡 伊 目 良 

村に 住せり。 光遠の 子に、 伊 目 良 四 郞左衞 門 光 益と いふ 者 あ，.^。 後に 中 山 總左衞 門 

といへ. -。 池 田 郡に 移 、中 山に 住すと いふ。 其 子 を 、宮守 長 左 衞門義 益と いふ。 

此者 大力 量に して、 身の 丈 九 尺有餘 なりし とい へり。 是を 見た る 杣人共 は、 山 な 

るべ しとい へ.^。 義 益の 子 を、 次 郞左衞 門 光治と いふ。 元弘. 建武の 頃の 者な り。 


然るに 元弘 三年 五月、 京都に 於て、 新 帝： g に 後伏見 • 花園 上皇 を 始め 奉り、 足 利 高 氏. 

赤松 則 村が 勢に、 六 波羅を 攻め 落されて、 關 東へ 落 行き 給 ふ。 其路 次に 於て、 同 十一 

日、 近 江の 國を 越え 給 ふ 時に、 當國不 破 郡の 住人 小 笠 木 次 郞左衞 門 腐 政と い ふ 者、 大 

將 i なりて， 先帝 後鞮醐 天皇の 第五の 宫恒良 親王 を、 江 州 伊吹山の 邊 にて 守 立て 奉 

b 、六 波 羅の落 勢 を 待 受けて、 之 を 支へ 攻戰 ふ。 此時宫 守 光治 も、 貞 政に 一 味して、 

宫を守 立て 奉， o、 東 山道 番 場の 切 所に て、 大に戰 ひ 打 勝ちて、 主上 を囚 にして、 京都 

に 送り 奉る。 其餘の 軍兵 を、 悉く 攻 殺す。 • 是に 依って、 宫 守が 家に、 恒良 親王の 令 

旨、！ a に 錦の 御 旗 等 あ，.^ とい へ トノ。 一 說に 曰く、 中 山の 長左衞 門と いふ 者、 宫を守 立 

て 奉りし 故に、 氏を宫 守と 號 しける とい ふ。 則ち 是が 光治の 事なる べし。 氏の 事、 

又 此方 本說 なるべし。 然る を 後世に 至りて、 ゐ もりと 讀み變 へしと 見えた，.^ とい 

ふ。 古老の 物語に 曰く、 靑木 氏. 堀 氏な ど は、 此 末流な，.^ ともい ふ。 ^木 守の 宮の事 

を 問 ふに、 過ぎに し 足 利 御代 永 和 年中に、 池 田 郡 中 山の 山の 奥に、 い つの 程 もな く、 年 

の 頃 一一； 十歲餘 なる 男の、 いと やん 事な きがあ，.^ ける が、 山の 片陰に、 いぶせき 柴の庵 

宫守^ 木 守の 宮の事  112 
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を 結び、 朝夕の 煙 さ へ もた えぐに. いかなる 世の 營を悲 みて、 斯くは 住める よと， 此 

山に來，.^て、稀に逢ぅたる木樵杣人も，不審なる事に思へ り。 此 男の 有檨を 見る に、 

長 高く 健に して、 色 は 極めて 白く、 眼 尖く さかしまに 切れ、 綠の 林に 草 鹿 を 書きた る 

萠黃 色の 小釉の if? 付きた るに、 白浪に 帆 掛舟附 けたる 素袍の 破れた る を、 玉 だすき 

かけ、 褐の はぎして 小節 卷の 弓の 犬なる 握， 9 太なる に、 色色の 羽に て はぎた る 矢 を 

負 ひ、 輪寶 鍔の かけた る、 五 尺 も あ..^ ける 大 太刀 を 帶し、 九寸五分の 差 添して、 峯に攀 

ぢ 谷に 下り、 麓の 里 へ は 出で たる 事 もな く、 山里の 習 ひ、 幼き 量 人 は、 貧なる 女 共の、 

芝な どを莉 りに 來て、 其歸る さに、 重荷 を 負うて 難 道す るな ど を 見て は、 助けて 荷 を 

持ち 遣. 9， 炭燒 する 翁の、 老 苦なる を勞 り、 斯く する 程に、 後に は 自ら 人 も 能く 見慣 

れ覺 えて、 いかなる 人と 問へ ども. 定かに 答へ す。 是に 依って 袖 人 共、 只此人 をし て ， 

山の 大將 檨と唱 へた.. - ける。 近世 里の 子供 等の 遊び 戯れに も， 竹 木 を 以て、 大小と 

なして 腰に 差し， 小高き 所に 打乘 りな どして、 山の 大將 をして 遊びけ ると いふ は、 此 

一 事な.. >  と いふ。 然る 處、 或： n の 事な りけ るが， 當國 大野 郡西國 三十 三番の 札所 谷 汲 


山華嚴 寺の 住僧、 其 頃 名 を 得し 不思議の 智識たり.。 金胎雨 部の 液の 上に は、 四曼相 

卽の花 を 飯び、 瑜伽 三密の 道場に は、 六大 無碍の 月 を 磨き、 久 修練 行年 を 重ね 、観音 

の 加持 日 を 積れ り。 去 頃、 京 白 河に て、 兩 部の 大法 を 傅へ、 諸 尊の 床を學 び、 金剛 薩陀 

の 位に 住せり。 其 法 恩の 爲め 上京し ける が、 不 破の 山 越に 懸， り、 池 田 郡 市場 瀧 村 を 

經て、 此所を 通られけ るが、 秋の 曰の 習 ひ、 程なく 暮れ か、 り、 曰 も 山 根に 傾き、 遠近 

のた づき も 知らぬ 山中に、 往來の 人 は 更にな く、 猿 樹上に 叫びて 閬を 急ぎ、 鳥の 聲か 

まびす し。 計らす も 彼 男に 行 逢 ひぬ。 僭 は、 いかなる 山賊 强盜 やらん と猶豫 して * 

s« 一の 傍に 蹲り 居け るに、 化 男、 や、 御坊に は、 何方へ 御 通 b 候ぞ。 H も 傾き か  >  る 山 

中、 殊に 夜に 入，. >  ぬれば、 豺 狼の 恐れ も 侍る。 里 は 遠し 、いかいし 給 ふらん。 いた は 

しき次第な，.^。 我れ 夜 獵の爲 め、 假に 結び 置きた る 庵 あ， り。 一夜 を 明し、 夜 も 明け 

ょズ、 呵方 へ も 通り^ へ と、 懇に 申せば、 霄は、 斯る 恐し き 者の、 優しき 志 やと 免 伴 

ひける が、 彼の 峯を 越えて、 一叢 茂れる 木 影の、 淺 ましき 庵に 入りけ る。 小柴 折く ベ 

し爐の もとに、 藁 を 束ねし 夜の 物なら では 調度 もな し。 枕の 上と 思 はしき 處に、 守 

宮守 山 木 守の 宫の事  二 六 さ 
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護の本尊と書きたる不動尊の繪像をかけた.=^。 都て 食すべき 物な し。 いかんと し 

て か 年月 を 送. CS けん、 世に は斯 くしても 過ぐ る もの かなと、 思ひ續 けしに、 男 申す 樣 

は、 山中の 宿に、 いかいして か は 物 をも參 らせんと、 漸ぅ 芋と いふ 物を燒 きて、 僧に も 

參ら せ、 我 身 も 打 喰 ひて け， o。 僧 は あ， 0 し 次第 を 見て、 抑貴邊 は、 如何なる 御 事に て， 

斯る 人倫 稀なる 山中に、 斯く 一  人 居し 住ま ひ、 旁 不思議に 侍る。 願 はく は 其 故 を、 包 

ます 語. 9 給へ と あれば、 男 答へ て、 申す に付きて 便な う 候へ ども： 且は 懺悔の 爲め、 又 

は 再會も 期し 難し。 夜す がら 語， 9 申さん。 某 は數代 當國の 武士な りしが、 幼少の 

砌、 父の 命に 依って、 伊賀 國の 住人 名 鄕太郞 安盛と いふ 者の 養子と な， -ぬ。 5g 翅龍 

ほ；^^ 兄 然る 所、 十四 歲の 秋， 養父 を 山 田の 一 族が 爲に 討た せて、 安から す 思 ひ、 其 

翌年 其 敵 を 討 殺しけ る。 然れ ども 敵 山 田が 一 族數多 ありて、 所の 住居 もな b 難く、 

伊賀の 山中に さまよ ひしに、 浮世の 習、 兎角 存 ふべき よすが もな く、 自ら 夜 打 强盜の 

身となり、世には我名を、仁王冠者と呼びけ，，^。 數 多の 郎等 を 從へ、 富貴 尊家 を 窺 ひ、 

明 暮切取 追剝を 業と しぬ。 或 時黨を 組み、 卅人計 同心して、 人家 を 取 廻し、 打 入 b て 


候 ひしに， 家の 主、 心 早き 者に て、 散々 に 切って 追 出す。 人々 を 數多討 取られ， 或は 班 

を 蒙り 引きけ る 程に、 我が 腹心の 愛臣た る 者、 引 後れて 行方 を 知らす。 » は 家主に 

討义 ぬるに やと、 思 ひし か ども、 鳴 呼 の 者 なれ ども、 危忽 に は 討 たれ まじと 思 ひ、 人 

鎭ま. M し 後、 又 我れ 一 人跡に S り、 隱れて あるべき 所々 を、 小聲に 呼びて 尋ねけ るに、 

大 なる 柚の 木の 茂りた る 梢に 登りて 居た，.^ ける が、 愛に ありし と 答 ふ。 某聲を かけ、 

汝 いかにした るぞ、 早く 下りよ とい へ ども、 棘に 懸 h,- て 下り 得す。 時 移りけ る 程に、 

夜已に 明けなん とす。 いか V はせんと 思 ひて、 某 大昔 上げ、 S 人 一 人、 此 柚の 木に 上 

て あ，， >  ぬ。 取返して討殺せょと呼びた，.^ければ、彼の男難儀と思ひけるにゃ、思 

ひ 切って 飛 下り、 我と 連れて 逃げた， り。 彼 者 身 をおば ひて、 命 を 失 ふべ か つる を、 

身 を 捨て、 下さん と、 我れ 態と 謀 事に て 助けた ，e,。 是 を 以て、 萬 事 をつ くぐ 思 ふ 

に、 只 心 一 つの 仕業なる にや。 夫より 以後 、一向に 世 を 捨て、 山林 幽谷 を 住家と して， 

我が 先祖より 數 代の 住 國 なれば 是に歸 り、 慕 山に 薪 を 拾 ひ、 一 靈の性 を 見て、 萬綠 

の 執心 を斷 ち、 居 安から ざれ ども、 彼の 淨妙 居士の 丈 室を觀 じ、 食 乏し けれども 、顔 

宫守山 木 守の 宫の事 .  】§ 
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回が 道 を樂ん で、 山河の 大地 を 踏 S し、 一 乾坤の 外に 逍遙し、 形は廑 俗に 同じ けれど 

も、 無 爲を樂 み、 心 は 仁聖に 通じて、 一 心法界の源を悟..^、多念無相の理を觀す。 又 

此 山に 年月 を 送る。 されば 何方 ともなく、 美しき 女性 一 人 、夜毎に 通 ひ、 獨臥を 慰め、 

美食 を 運ぶ。 いつの 頃よ 馴 初めて、 夫婦と 語ら ひ、 淺 から ざり しに、 恩愛の 衾の 下 

より、 一 人の 男子 を 設けて、 彼に 慰み 生 を 送る。 御 僧の 御宿 も 多生の 緣 にて 侍れば、 

又 此緣に 引かれて、 後生 こそ 賴も しけれ。 世も靜 ならねば、 道の 程 も 心 元な し。 小童 

を路 次の 守に 附 添へ 奉らん と、 いと 賴 もしく 語りけ る。 此僧 も、 奇異の 思 をな し、. 扱 

御 妻女. 御 貴 子 はと 問 へ ば， 男、 答に、 御 侍ち 候 へ ば、 暫く 過ぎて、 母子共に 來 りなん と 

て、 兎角す る 程に、 亥の刻 計に もやと 覺 ゆる 時に、 嵐 一 通り 烈しく 落ちて、 其 凄じく 山 

谷に 轟き、 樹木の 枝に 靡き、 物淋しき 折節、 十四 五 歳計.^ の 童の、 髮を唐 輪に 束ね、 面 

の 色白く 淸ら かに 見え 乍ら、 目の 內 するどき に、 小 弓に 小 矢 を打番 ひ、 松明 を 點し來 

れ. 9。 後に 年の 頃 廿餘歲 に 見えて 、容顔 美麗の 女性、 組みた る 籠 を 左の 手に 下げ、 物 

優しく 靜に內 に 入りぬ。 拆 亭主に、 ® 慰に 禮を盡 して、 此僧を 見て、 驚きた る體 もな 


く、 いと >さ へ 旅のう きなるに、 斯 るいぶ せき 庵に 宿らせ 給 ふ 事の 痛 はし さよ。 未 

だ 夜 も 深く 侍， 0 しとて、 齋を 供養し 侍らん と、 持ちた る 籠の 內 より、 樣々 の 美しき 目 

馴れ ぬ 物 を， 數多取 出して、 小童に 通 ひ をせ させ、 僧に も與 へ 、 亭主に も 喰 はしめ け 

る。 女性の 容體、 童子の 取 成、 山中に あ、 りと 雖も、 其氣 高き 事譬 へ ん方 なく、 少しも 

賤 しき 體 曾て 見え や。 又齋の * ひ. 又と 世に 有難き 珍味に てぞ あ.^ ける。 斯くて 

小 筒の 內ょ， り.、 酒 を 取 出し 進めければ、 僧 は 禁酒に て 呑ます。 僧の 曰く、 斯，、 離れた 

る 住居、 いかに 夜毎に a ひ 給 ふらんと いへば、 女性 答へ て 曰く、 其 事に 候。 我が身 

は、 此峯の 彼方に 住む 者に て 侍る が、 さる 仔細 あ. 9 て、 人目 を 包む 身 なれば、 斯く  每 

に a ひ 侍る 悲し さ、 思 ひやら せ 給 へと て、 詠める 歌に、 

世の 外に 住み やなら へ る やま 祗の木 もりと 人の 名に や 立つ らん 

生の 男取敢 す、 

おの づ から 馴れて 來 ぬれば 木の下に 世を捨 つる 身の 名 を もい とし、 

斯くて 東雲 漸ぅ 明けなん とす。 歸 京の 折節、 尋ね 問 はせ 給へ と 出立ち て、 小童 を、 道 

宮守 山 木 守の 宮の事  二 六セ 
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の案內 者と し、 弓矢 搔負 ひて、 甲斐々々 しく 伴 ひ 連れ、 山中 を 凌ぎ 出で、 步みを 進む る 

驛路 の、 駒の 沓懸の 里 を 打 過ぎて、 愛知の 河原に 出で ける に、 昨日の 雨に 水增 して、 白 

浪岸を 洗 ひ、 逆 水 堤に 餘れ り。 橋 落ち 舟な うして、 登り 下、 りの 旅人 道絕 えて、 南北の 

岸に 群れり。 此僧、 川端に 大 なる 石の あ，^ ける に 座 を 組みて、 南方に 向 ひて 秘印を 

結び、 眞言 を 誦し ビー 密 平等観に 住し 給 ひければ、 此石忽 に 浮びて、 河 を 南へ 渡る。 毛 

室が 龜 に乘， 、張 騫が浮 木に 會へ る 如く、 向の 岸へ ぞ 着き 給 ふ。 此童之 を 見て、 や、 

待ち 給へ。 御供し つる 身の、 是 よ，. > 罷歸 らば 父母の 恨みん。 是非 御供と いひ も敢 す、 

菔 より 鎬矢 一 筋拔 出し、 弦卷 なる 弦 を 取り、 片端 を鑷の 目に 附け、 今 片端 を 我が 脇に 

結び付けて、 其 矢 を 弓に 差 はげて、 向の 岸 を 指して 、能 引 きて 放ち たれ ば、 其 矢 彼 の 童 

を 引下げて、 川の 西 五 丁餘を 飛びけ る に、 川の 中程に て、 勢ゃ盡 きけん、 落ちん とし 

ける を、 又 其 矢 を 取って 射 放ちた， 0 。 則ち 川 を 過ぎて、 向の 岸に 遙 なる、， 大日 堂の 前 

なる 畠の 中へ ぞ 立ちに ける。 あれ は 如何にく と、 數十 人の 者 共、 兩 方より どよめ 

きけ る 中に、 此童、 何 地 ともなく 失せに けり。 斯 ぐて 僧 は、 泣々 京 着し はるに、 思の 外 


なる 事共 あ. 9 て、 心なら ャ程經 ける。 然る ベ き 寺院に 入 寺し ける が、 供の 仕 丁 もな 

く、 如何せんと 案じけ るに、 彼の 童、 何處 ともなく 罷出 でて、 御供の 仕 丁の 事、 營み侍 

らんと て、 夜す がら 藁に て 人形 を 持へ、 密に 行し ける に、 殘らす 人の 形と なり. きらび 

やかなる 仕 丁と なり、 僧の 輿 を 仕りて， 公用 を勸 め、 童 申す やう は、 猶是迄 御供し 侍 

りて、 御 先途に 會 ひ參ら する 事、 身の 本望な り。 返す ぐ 父母の 後生、 助けさせ 給 

へ 暇 申す とて、 人形 も倶に 失せぬ。 僧 不思議の 思 をな し、 又もや 當國に 歸.. ^、今 一 度 

尋ね 見ば やと 思 はれ けれども、 公 請に 暇な く、 せめて は 報恩 を 謝せば やとて、 三 七 H 

道場に 籠.. M し、 金剛 摩 尼 法 を修 し、 逆修 を 行 ひ 給 ひしが、 遙に 過ぎて 彌 生の 頃、 只 一 

人、 谷 汲 を 出で て、 忍びやかに 粕 川の 谷に 赴き， f つ る 所 を 尋ね 給 へ ども、 誰れ 知 

る 人 もな く、 終日 山路 を 分 入りて 求め 給 へ ど、 そこと だに 知らす、 其 夜 は、 中 山の 麓 

の 家居に 至り、 亭の 翁に、 爾々 と 物語せられ ければ、 老人 答へ て、 其 事に 候。 過ぎつ 

る年の夏、不思議に左樣の人、我が方に來られ、暇を吿げて行方知らゃなh^にけ..^。 

其 年月 を 案じ 見る に、 疑 もな く、 御 僧の 都に て 摩 尼 法 を 行 ひ 給 ひし 日に 當れ り。 さ 

宮守 山 木 守の 宮の事  0^ 
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る にても、 彼の 女の 歌 がら こそ、 いかさま 其 邊に社 や あると、 彼の 老入 を案內 にし 

て 尋ねければ、 其峯の 彼方の 山の 影の 茂みに、 木 守の 社と て、 山の 神の 祠 ありぬ と、 

彼の 翁が いへば， されば こそと 思 ひて、 彼の 老人 を案內 として、 山 又 山に、 奥深く 尋 

ね 上， 0 見け る に、 疑 もな く 小社の ありければ、 過ぎ つ る 事も懷 しく、 彼の 者 共の 行 ひ 

澄まして、 社の 前にて、 種々 の 秘法 を修 し、 暫く 観念し 給へば、 神木の 椎の 梢に、 白雲 

一 村 覆 ひて、 三人の 形、 あり つるに 引換 へ、 衣冠 正しく 顯れ、 上人 を 鱧し、 去 頃の 摩 尼 

咒の功 身に 依って、 忽に 神仙の 身と なり、 無量の 樂を 受け、 朝に は 風雲に 乘じ、 夕に は 

仙境に 遊ぶ。 誠に 報じても 猶餘り ありと て、 三拜 合掌して、 雲と 共に 消え失せけ，. >。 

僧 も、 衣の 釉を 絞りけ り。 ^夫よ. り 彼の 社に 奴べ て、 1 1 つ の祠を 新に 建て、 翁に も 米 

錢を與 へ て 歸，. > け ると ぞ。 依って 此. 5 を、 木 守 山と い. ひける を、 近世 俗 呼びて、 ゐも 

b 山と いひ 習 はしける が、 是れ 又、 此故を 以て 見れば、 其 謂れな きにし も あらす とい 

ふ。 何れ 此 仁王の 冠者と いひし は 、宮守 長 左衞門 光治の 子 にても あるべし と 申 合へ 

,.^。 又 右の 歌 1 一首 は、 彼の 僧の 手跡に て書寫 して、 谷 汲 山の 院 下の 中に、 今に あ 


いふ。 當圃の中と雖も、此池田郡の山奥に至りては、さのみ深く分入，.^て、 行く 人 も 

稀 なれば、 何 さま 古 は、 さまぐ の 事 も ありし と 見えたり。 右の 女性と いふ は、 蛇 身 

にても ありけ るに やと もい ふ。 中 山の 奥山、 越 前 境の 方に て、 山の 絕 頂に、 夜 か 池 

とぃふ大池ぁ.=^。 當 山里に て、 百姓 共、 夏の 頃日 照打續 き、 田 所 旱魃に 及ぶ の 時には、 

必す此 山上の 夜 ケ 池に 雨 乞 を かける。 其 例に は、 馬の 首を切って、 此 池に 投入れ け 

るに、 忽ち 大雨 降り出し ける まま、 百姓 共 一 散に、 山 を 逃 下りけ ると ぞい ふ。 拆又； 同 

郡 上野 村の 山の 下に、 ふる かが 池と いふ あり。 是に 雌雄の 大蛇 住みし とい ふ。 天 正 

の 頃と かや、 岩 音 兵衞 とい ふ炮術 手練の 者、 此 池に 至りて、 雌 蛇 を 打取りぬ。 其 時 雄 

蛇 出で て、 兵 衞を追 懸け S るが、 漸 うにして 遁れ しとい ふ。 瑞岩 寺の 谷 迄 追 ひ來り 、 

C 虫 損： i 

悲み 歎きけ ると ぞ。 是に 依って、 此谷を 面目 谷と 號 しける。 拆又、 夜 ケ池 □□ 山々 

谷々 の 間に、 いぶせき 家居して 暮 しける 者と も 見えけ るが、 今以て 月 代 を 制る 事 を 

知らす、 又 言語 更 にわか らゃ。 俗の いふに は、 平家の 落人の 子孫な りと もい へ.^。 

何 さま 其 故 も 知れざる 事な. り。 其 外、 大野 郡 北山の 奥に も、 卒 家の 餘 流の 者な りと 

宫守山 木 守の 営の 事  11 さ 
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かや 申して， 面々 の 名を閡 くに、 傳內左 衞門. 彌平 左衞門 .甚 五太 夫. 前 司. 親王. 攉頭 • 平 

內兵衞 などと いふ" 都て 近代に あらぬ 名 を 付けた る 者 共 多し。 古老の いふに は、 或 

頃此 面々 なる にや、 かろさん とか やい ふ 物 を 着して、 里々 に 出で て、 す はう はなき 

やというて 尋ね 步き、 買 ひ 求めん と 申しけ るに ぞ、 里人 共 之 を 聞きて、 す はう と い ふ 

は、 染 物にす る 物なる やと い ふ" 彼の 者 共、 の 曰 く、 さ に あ らす、 着用す る 禮服 な KV. と 

いふ J 其 時、 里人 申す に は、 近世 は 素 袍は廢 りて、 上下と いふ 物流 行に て、 禮 服に 着す 

ると 申 聞かせた， りと ぞ。 是を 以て 按ゃ るに、 何 さま 素袍を 着用し ける 時節に 落 入.. > 

て 山中に 住し、 世間 を 見ざる 故に、 今の 上下と い ふ を 見知ら ざると 見えたり と、 物語 

しける な， 9, 右 古老 の 物語な ，0 ける ま 、 舊記 として 止めた .0 け る 物な， 9,- 

白 樫 村 金 吾が 穴の 事 

池 田 郡 白 檻 村の 鄕士矢 野 五右衞 門と いふ 者 あ、 り， 此 者の 屋敷の 後なる 山の 峯に、 

一つの 橫穴 あ， り。 金 吾 中 納言秀 秋 を、 此 穴に 入れて、 隱し 申しけ ると ぞ。 其 故に、 金 


吾が 穴と いふと いへ.^。 拆其 由來を 尋ね、 古老の 物語 を、 是に 止めたり ぬ * 愛に 中 

國の 大家 宇喜多 和 泉 守 直 家と いふ は、 赤松 家の 臣 とも、 又 浦 上 氏の 家臣に て、 備前國 

岡 山の 城主な， -。 後天 正 五 年の. 頃 かとよ、 羽 柴秀吉 に 降参して、 備前. 类作兩 國を隨 

へ、 五十 萬 石を領 して、 天 正 八 年に 逝去す： 此人、 生涯の 內に は、 不義の 寧 共 多 かりき 

とい ふ。 其 子 八郞秀 家、 恙な，：、 兩 國を領 して、 太閤に 隨ひ、 任官 中納 言に なりて、 威光 

を 天下に 輝かしに ける が、 父 直 家が、 一 生 作りて 置きけ る惡 種の 程、 其子秀 家に 勢 ひ 

來， りけ るに や、 其 家 を C しにけ る。 然るに 慶長五 年、 石 田 三 成が 反逆に 組して、 關ケ原 

へ 出陣せ り。 其 時 は、 騎馬の 侍 千 五 百、 雜兵 合せて 一 萬 五千餘 人の；^, を 率して、 一方 

の大將 な， 9。  a に 九月 十五 曰 合戦の 時 は、 關ケ 原の 詰、 海道 筋より 北に 當 りて、 天 間 

山と て 小山 ありけ るに、 則ち 此 所に 本陣 を 居 ゑて、 先手の 備は山 を 下し： 牛 場に 立て 

させけ り。 斯くて 合戰 始ま 雙方入 亂れて 挑み 爭 ひける 所、 其戰の 半の- S ほひ、 秀 

家 は 牀儿を 外して ふと 立上り、 伊吹山の 方、 道 もな き 山中に 步み 行き 給 ふ。 近習の 

侍 近 藤 三 左衞門 尉. 黑田 勘十郞 とい ふ 二人、 跡に 付きて 行きつ 、、何方へ 行き 給 ふと 
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窺 ひ 見れば、. 第に 足早に 步み給 ふ。 雨 人跡 を 慕 ひ 行きけ るに、 夫より 直に 、山奥 指 

して 落 行き 給 ふ。 近 藤. 黑田兩 人 も、 是非な く 主君の 供 をして、 落 行きに け h ん 秀家 

卿 は、 二人の 者と 諸共に、 伊吹山の 方 へ 行き、 夫より 山 又 山に、 奥深く 分 入.^ て、 不破 

越と い ふ 山路 傳ひ に、 當國池 田 郡糟川 谷の 奧 へ 踏 迷 ひ 落 入りて、 中 山と いふ 山里に 

出で たりぬ。 時 は 九月 十六 日の 七- ン下， 9 とい ふ。 此所を 今に 浮 田 越と いふなり。 

夫よ， =>漸 うとして 迪り 着きて、 河 合. 小 神. 上 香 六な どと いふ 山里 を 踏 迷ひ步 きて、 其 

夜 は 河 合 村の 辻堂に て、 夜 を 明し ける とぞ。 翌十 七日 谷川に 着きて、 麓の 方へ と 下 

わける。 然る 所に、 關ケ 原の 合戦に て、 西國勢 敗北して、 多く 落人 共 は、 糟 川の 谷へ 落 

入， 0 て、 段々 と 逃げ 來る由 を、 專ら 風聞し ける にぞ。 依って 池 田 郡の 里々 の 鄕士土 

民 共、 矢 野. 窪 田.. 園 枝. 野原. 栗 野. 宇佐美な どと い へ る鄕士 共. 之 を 聞きて、 さらば 分捕 

すべし とて、 手 縫 を 提げて、 立 集る 事 夥し。 中に も 白 樫の 鄕士矢 野 五右衞 門と いふ 

者、 粕川を 登，.^ に 山手 を 指して、 瀧 村の 奧迄 至りけ る 所に、 半途に て、 浮田秀 家に 

行逢ひた..^。 矢 野 之 を 見て、 適れ 能き 取 物 こそ 御參 なれと、 持ちた る 手 鏠を取 延べ、 


進み 寄りて、 其體を 見れば、 容貌 氣高 くして、 大將の 出立な り。 いかさま ロハ 人に て U 

あら じと 思 ひ、 五 右衞門 も、 何となく 痛 はしき 志 出で * て、 近く 寄りて 申 上ぐ る やう 

は、 殿： は、 可 方 へ か 知邊の ありて 落ち 給 ふぞ。 見る目 も餘. ^痛 はしく 覺ぇ 侍れば、 

何方 迄 も、 御 導き 申 參らせ んと い ふ。 秀家卿 始め 1 1 人の 侍 共、 爾々 の 由 を 物語して、 

宜しく 賴み 入る の 旨 を 申されければ、 五 右衞門 心得、 召 連れたり し家來 の九藏 とい 

ふ 者に 命じ、 背負 ひ參ら せ よと 申しければ、 九藏 則ち 秀家を 負 ひ參ら せ、 足早に 急ぎ 

行きけ る。 然るに、 他の 鄕士國 枝 左 門. 野原 乙三郞 などと いふ 者 =^ハ 之 を 見て、 追 懸け 

支へ ける を、 矢 野 漸ぅ辯 を 以て 言 紛らし 、鱒の 口 を 遁れ、 其 日の 慕 方に、 白授 村に 着 

きし かば、 我が家に 入れ 申して、 之 を 大に勞 はり、 さまぐ 信 を盡し 介抱し ける 故に、 

二人の 侍 も 心 を 救し、 是に 於て 中 納言秀 家 卿な りと、 有の 儘 を 物語したり ける。 秀 

家 は、 加賀 大納言 利 家の 聱君 なり。 又秀家 も， 矢 野の 事 を 尋ね 給 ふに、 五 右衞門 曰く、 

某 儀、 斯る 民間に は 住し 候と 雖も、 一 族 共の 內 にも、 作左衞 門と 中 者 御座 候。 是は關 

東の 大名 本 多 出 雲守忠 朝に 仕へ 罷在 候。 今度 靑野表 合戦に 付きて、 武功 御座 候 由 
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風聞に 候。 併し乍ら、 御 心安 かるべし。 親類の 者、 關 東方に あ と雖 も、 變心 仕る ぺ 

き 某に は あらす。 御 安堵 ありて、 御 休足 せらる べしと 申した b ける" 是に 依って、 

秀家 始め 二人の 近習、 共に 矢 野が 志 を 感じ、 漸く 安心して 逗留し ける。 而 して 後、 

一 一人の 侍 は、 秀家 卿の 御 出世の 方便 を 巡らす ベ しとて、 關東 へ 下りけ り。 ^矢 野 は、 

秀家卿 を 深く 隱 して、 人の 目 耳に も 知ら さじと、 心 を 付けて かくま ひける が、 幸に 

後の 山に、 岩穴の あ， 9 ける を 捲へ 圍ひ 籠め て、 其內へ 入れ 参らせ、 いと 懇に 介抱し、 朝 

夕の 食事 を も、 夫婦の 者 懐中して 進めつ ヽ 深く 隱 して、 知れざる やうに 取 かくま ひ 

ける。 折し も 秋の 末つ方、 後の 山風 吹 下し、 夜嵐 凄じ，、、 其 音 森々 として 山彥 答へ、 

株瀨 川ゃ糟 川の 水の 瀨の 音、 々として 物凄く、 越 方 行末の 事共 思 ひ 廻され、 今にも 

敵 兵 tt ひ來 るかと、 肝心 を 驚かし、 &は 夜に 入 b ければ、 見咎 むる 者 も あら じと 思 

ひ、 土 室の 內 よりよ ろぼ ひ 出で、 昔大 塔の 宮の鎌 倉に 於て、 土 率に 入れられ しも、 斯 

くや あらんと 恨めしく、 小 萩が 下の 虫の 鳴きけ る聲々 に、 鹿の 妻戀ふ 鳴く 昔 も 表し 

く、 月 を 友と して は、 曉の 明星に 名 殘を惜 み、 畫は 土中へ 埋れ給 ふ 籠居の 苦み、 哀れ 


便な き有樣 な. o。 せめての 心 を 慰む る爲 めに とて、 硯と 料紙 等 を 乞 寄せて、 手 習な 

ど をせられ ける が、 其 折 柄に、 古歌な ど を 吟詠し、 心に 浮み しかば、 狂歌 をして 書付 

け 給 ふ。 

おも ひき や 天が下なる 美 濃に 着て 淚の 露に 釉 ぬらす と は 

有 明の さすが つれな き 命に て 人の そしりに ぁふぞ 悲しき 

武も運 もつ き盡き 果てし 我がみ の、 國か ， る 浮世と いかで 知らなん K づ〕 

山里の 岩 もと 去らす 鳴く 虫 も 何れ 悲しき ことの あるらん 

しばし なる うき 世の 夢の さめぬべし 其曉を まつの 葉風に 

右の 歌 は、 秀 家の 自筆に して、 五右衞 門に 給 は. 0 ける が、 今以て 矢 野が 家に あるな り。 

手蹟 最 見事な ち。 然るに、 大阪 表に て は、 秀 家の 奥方 等 は、 加 賀黃門 利 家 卿に 預 りと 

なりて、 恙なく 屋形 住居 せらる  >  の 由 聞え ければ、 一 先 づ利家 方へ 昔 信して、 苒び出 

世の 事 をな さんと て、 大阪 へ 送り くれ ベ きの 由 を、 申されけ る 故に、 矢野倾 掌して、 夫 

より 秀家 を、 あんだ を 持 へ 是に载 せ て、 病人の 體に 見せ掛け、 其 年の 十月 廿 九日、 白 
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慳衬を 使 深に 舁き 出で て、 柏 川 を 渡， 9、 赤 坂の 宿に 出で、 上方 措して 上りけ るに、 垂井 

と關ケ 原に は、 新關を 構へ て、 嚴 しく 守り 居け る を 、五右衛門、 病人な りと かこつけて、 

數ケ 所の 關を 通り 拔け、 其^ は 江 州 鳥居 本に 泊り、 其 翌日 十 一 月朔 日に は、 森 山の 宿 

に 泊..^、 其 翌日、 伏 見の 京 島に 着きし かば、 矢 野 則ち 舟 場 を 廻り.. 大 坂へ 乘 合の 船 を 語 

らひ、 其夜大 坂へ、 事な く 赴きに けり。 斯くてた び屋に 至り て、 浮 田 殿 も 、奥方 に 對面 

をせられ て、 何 か 始終の 事共、 委しく 物語 をせられ ける とぞ。 拆矢野 も 、奥方に 對面 

しける に、 我 君 を 厚く 世話し くれられし 事、 11$ く 候と、 懇に 御會釋 ありて、 檨々 の 報謝 

の禮 をせられ 畢。 秀家 も、 頓て 我れ 世に出で なば、 此 度の 厚恩 を ft 謝すべし とて、 秀 

家 自筆に て、 證文を 書 認めて、 矢 野に 渡し 給 ふ。 此 書付、 今以て ありけ る。 拆又 、奥方 

より 音物と して、 黄金 三十 枚に、 又 妻子の 方へ とて、 小釉を 1 一重 賜 はりつ /-、 御 暇 申 

して、 頓て古 鄕に歸 りけ り。 依って 彌矢野 氏 は、 家 富み 繁昌し て、 子孫 代々 白慳村 の 

鄕士 として 連綿たり。 秀家卿 は 運 拙く して、 石 田 方の 大將 分た る 故に、 其罪輕 から 

やとて、 伊豆の 八丈島へ 配流 せられて、 跡 は斷絕 したりけ る。 » 又 、秀 家の 奥方よ hN、 


矢 野が 妻子の 方へ 送られた る 所の 小釉 二重 は、 いかにも 大切に して、 持傳 へけ るが、 

是は 息女の 物な、 りと て、 五 右 衞門は 娘 ありけ るが、 此 女子 他へ 嫁し ける 時に、 其 家へ 

持参し ける。 又 其 家に て、 女子 出生して、 成人の 後、 他へ 嫁 付し ける 時には、 又 其 

娘： きたしめ て 遣し ぬ。 いつ 迄も斯 くの 如/、 にして、 女子に 讓 りけ ると ぞ。 ^又、 

. ^矢盱 氏と い ふ 者、 其 由緒 を 聞きて、 あらまし を 止む る に、 元來其 先祖 は、 當 國の士 

にあら じ。 右の 來由を 見る に、 元祖の 本 苗 を 楊 井 氏と いふなり。 始めは 周 防の 國 

熊手 郡 楊 井 津縣の 出 姓たり と 云々。 昔百濟 國琳聖 太子 來 朝の 時、 百 司 官人供 舉の輩 

に、 推 古 天皇より、 多々 良の 姓 を 賜 はる。 其 末流、 彼國に 流布して、 武家と なりぬ。 其 

內 より 一 家 分派して、 安藝 國矢野 鄕に出 姓して、 始めて 氏 を 改め、 矢 野と 號す。 則ち 

姓 は 多々 良な り。 後 又、 大友. 大內と 、二 家 分れて 繁榮 せり。 矢 野の 末流、 安 襲 守通義 

とい ひしが、 康曆 年中に、 藝州竹 布に て、 細川武 藏守賴 之と 戰ひ打 負けて "稻 葉七郞 

通 尊と 俱に、 始めて 美 濃國に 落ち 來り、 土岐 氏の 幕下と なりて、 加 茂 郡切戶 村に 住す 

とい ふ。 美 濃 大系 圖 に 曰く、 矢 野 安藝 守 通義と いふ は、 明智 下野 守賴兼 入道の 聱な 
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. ^とい ふ。 加 茂 郡切戶 は、 明智の とい へ， り。 然るに、 文 安. 寶德の 頃に 當り て、 矢 

野 氏 は 子息な くして、 此時 巳に 家名 斷絕 せんと 欲す。 然る 所、 切戶の 隣鄕福 地の 城 

主 福 地 新 左衞門 光守と いふ 者の 五男 作 五郎 貞範， 父の 命 を 受けて、 矢 野 氏の 家名 を 

取 立て、 自ら 之 を受繼 ぎて、 矢 野 作 五郎と 號 し相續 して、 後に 周 防 守と 申しけ る。 此 

福 地 新左衞 門と いふ は、 則ち 明智 下野 守 入道の 曾孫、 明 智駿河 守 光淸の 子な り。 然 

る 間、 矢 野 氏 は、 多々 良の 姓 を 捨て、 血筋の 姓 を 用 ひ、 本 系に は、 源 姓 をす ともい ふ。 周 

防守貞 箱の 子 二人 あり。 a 男 矢 野 右京 進貞 長. 二 男 作 右衞 門貞國 とい ふ。 右京 進貞 

長の 子 を、 五 左 衞門真 重と いふ。 是は 當國の 執權長 井藤 左 衞門尉 長 張が 老臣と な 

りぬ。 然るに 長 井 は、 其 始め 明應の 頃、 池 田 邵白搜 に 要害 を 構へ て是に 住し、 其 後、 岐 

阜の 城に 移りけ る、 其 跡 白權に は、 矢 野 を 目 代と して 居 ゑ 置きけ る。 長 井 は 後に、 

齋藤道 三に. U されし と雖 も、 目 代 矢 野 は、 相 替らす 白 程に 住して ギ孫は 後に 鄕士と 

なりぬ。 浮 H を かくま ひ 申した る は右貞 重の 孫の 代な りと 云々。 其 一 族に、 白淫左 

馬助貞 成と いふ あ 是は大 坂に て、 秀賴 殿に 召 抱 へられ、 武勇の 聞え あわ-て、 諸人 


能く 知る 所な り。 拆又、 作 右衞門 尉. c:? 國 五代の 孫、 矢 野 作左衞 門^ 資と いふ は、 本 

多 出 雲守忠 朝に 仕へ ける が、 關ケ 原. 大坂兩 K の 戦に 武功 あ..' ぬ。 然るに 元 和 二 年、 

本产^^家にて政事正しからざる儀ぁ-るに依って、弘資、生家の仕置を恨み身を返き、浪 

人と な り、 諸國を 徘徊して、 其 後西 國 に 至 り、 肥 前國に 移り、 大矢野 村と いふ 所に 住し 

ける とぞ。 M 永 十五 年、 肥 前 天草 兵亂の 節、 大矢野 作 左衞門 とい ふ 剛勇の 武士 あり 

ける は、 何檨此 者の 出で たるなる べしと、 見えたり とぞ e 

安次 村 安人 太夫 の 事 

安八 郡 安次 村の 邊に、 餮 つけ 池と いうて、 今 田 所の 中に、 腹の 生 ひたる 古池 あり。 幷 

に 安次 村の 大 百姓に、 高 橋 傳右衞 門と いふ 者 ありけ るが、 其 先. S を、 安八 太夫と 號し 

て， 大 なる 長者な りと、 世の 人々 舊く いひ 傅へ て、 之に 付きて、 さま < ^とい ふ說ぁ 

り ける ま、、 其 故 を 知らん と 欲して、 心に 止めて、 或 古老に 其 謂れ を 尋ねて、 其 物語の 

次 を 聊か 記して、 舊 記に 入れたり ぬと ぞ。 其來由 は、 昔 承 和. 嘉祥の 頃と かよ、 安八 

安次 村 安八 太夫の 事  二 〈一 
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郡 安次 村に 住める 安八 太夫と いふ 長者 あり。 一 說に曰く、安^^とぃふは、太夫の名 

乘ょ りけ る ま、、 おの づ から あだ 名と な， 9 てい ひしな.， rs。 氏 は 高 橋と いふ，' 安次 

を 始めと して、 其 東西の 近鄕 神戶. 川 西 由 村. 末 森 • 一  色. 丈 六道. 鹿 野 *受 屋敷 *騷勸 島 

などと いふ 村々 の 長と して、 一 かり A 町の 田地 を特傳 へて、 無雙の 長者な りと いふ。 

或說に 曰く、 靑 墓の 長者 太夫と、 安八 太夫と、 桂の 花木 長者と を、 濃 州の 三 長者な り 

ともい 7, 然るに 安八 太夫 は、 右の 里々 の 長と して、 家 富み 榮ぇ暮 しける 所、 或 年 

tl^-u. 大旱 にして、 數月雨 降る 事な く、 干魃に 及び、 人民 歎き 苦しむ 事甚 し。 安八 太夫 

の 一 かり 八 町の 田地 も、 悉く 水渴 して、 干潟と な、 り、 稻の 作物 皆々 枯れて、 實る 事な 

し 。依って 太夫 も 大に歡 き 悲しみ、 諸 所の 宮神靈 社に 参籠し、 雨 を 祈る と雖 も、 夕方 

の もな く、 又 天水の 溜 水 だに なかり き" 或 日 太夫 二 僕 を 召 連れて、 田地 を 見廻， 5 

に 出で、 愛 彼と 順 見 をな し、 稻の 枯れた る を 見く よくと して 步 みける 所に、 と ある 

1 っの田地の中に、大なる蛇のー^^^、っぃらかきてぁ，.^ぬ" 太夫 之 を 見て、 何と 思 ひ 

ける： や、 戯 ともい ふべ けん. 申して 曰く、 いかに 蛇、 汝 畜類な りと も、 生 あらば 我が 


いふ 事 糙 に 聞け • 我れ 今 大地の 長と して、 何 不足な き 身と 雖も、 數 月の 旱に 依って、 

田地 旱魃し、 米穀 を 得る 事 を 失 へ り。 汝今其 田の 內 に^し 居るならば、 我が 領內の 者 

なるべし。 殊更 汝蛇 身なり。 然 らば、 我が 賴 みに 應じ て、 速に 大雨 を も 降らしめ、 數多 

の 田地 を 助く ベ し。 此事 全くなら しめな ば、 我れ 又、 汝が 心に 任せて、 何な b とも、 

望の 旨 を 叶へ て 得さす べしと、 語 b- ける とぞ。 其 夜に 入 b てけ る も、 太夫 は 終 H 

の 田 廻りに、 身心 勞れ ける にや、 其 夜 は 早く 打 臥して、 前後 も 知らす 寐 入，..^ たりけ る。 

然る 所、 大 なる 蛇體 一 疋、 太夫が 枕元に 忽然と 顧れ 出で、 安次に 向って 中して 曰、 我 は 

今晝田 所に 於て、 貴殿の 目に 懸， りし 蛇な り。 實 は是れ 大野. 池田兩 郡の 境なる 株瀨川 

の 奥の、 夜！ か 池に 住める 蛇 王の 眷族な..^。 貴殿 旱魃 を 患 ひて、 雨の 事 を 乞 ふ。 我 

れいかに も 蛇 王に 願 ひて、 一夜の 中に 大雨 を 下して、 全く 田作 を 助くべし。 就いて 

は 申 る、 旨に 任せ 望 あ， り。 必中 叶 はしめ 給 ふやと いふ。 太夫 答へ て、 雨 さへ 降ら 

しめな ば、 其 願、 急 度 承引せ、 りと 申しけ る。 蛇 體之を 聞きて。 さらばと いうて 喜び 

ける かとすれば、 忽ち 大雨 頻に 降. 0 出しけ ると ぞ。 其 烈しき 雨の 昔に 目覺 めて、. 起 
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上りて 見け るに、 怪しき かな、 いかにも 大雨 降 出して、 盆 を 傾る 如し。 然れ ども、 蛇體 

とて は 更に 見えす。 是れ 南柯の 一夢に して あ..^ ける とぞ。 さり 乍ら 不思議に も 雨 

降， り： P る 儘、 且は悅 び、 且は 奇異の 思 をな し、 田作の 樣子を 見る に、 忽ち 稻葉 =S 、悉く 

さへ 返り、 靑々 として、 豊年の 耕作と なれ.^。 太夫 喜び、 其 曰 を こそ は 慕し ける，^  ^其 

翌 rn に、 太夫が 家に、 大 なる 山伏 姿の 者 一 人、 おとな ひ來， 0 て、， K 夫に 對面を 乞 ふ。 長 

者 則ち 之 を 請 じて 一 間に 通し、 其 故 を 間 ひける に、 山伏 申して 曰く、 我 は 夜 12^ が 池の 

使の 者な り。 貴殿の 乞 ふに 任せて、 大雨 を 降らして、 耕作 を 助けたり。 定めて 満足た 

るべ し。 然る 上 は 我が 望、 約束の 如く 叶 はしめ 給へ とい ふ。 太夫、 實 にもと 答 ふ。 行 

者の 曰/、、 然 らば 贵殿息 女 三人 あり。 其 中 何れの 女子な りと も 一 人、 我に 給へ かし 

と 望みけ な。 太夫 之 を 聞きて 當 惑し、 我 子 何れ か 憎し と い ふ 方な く、 不便 やる 方な し 

と雖 も、 一 旦 誓言 を 立てし 事 なれば、 いかんと も 否み 難く、 夫よ.^ 末 娘 を 呼出し、 汝家 

の爲め なれば、 父の 爲に、 行者 の 許に 參る べしと いふ。 然れど も 得心せ す、 樣 々 歎き 

て、 行く 事 を 否めり。 然 らば i て 、第一 一番 目の 女子に 向 ひ、 參る べしと いふに、 是又さ 


めざめと 泣き 悲 みて、 否みた. 9 ぬ。 太夫 も 甚だ 當 惑し、 此上 は嫡女 をして 動めなん 

と 欲しけ る 所に、 ¥ 總領娘 は、 此時、 一 間の 中に て、 機 を 織. i しあり ける が、 頓て 機屋 

を 下りて、 父の 前に 出で て 申して 曰く、 父上の 願に 應じ 田作 を 助け、 數 萬の 人々^ 命 

を も 救 ひ 給 はりし 報恩の 爲め、 殊更 父の 約束の 事、 子と して 之 を 見る に 忍びん や" 

然れ ど も妹兩 人、 辭す る 事、 力な し。 此上 は妾參 るべ しとて 、少しも 否 める 色 もな く、 

織 かけた，^ し 白き 布 機を携 へ、 父母に も 暇 を 告げて 立 出で ける。 山伏 頓て 先に 立ち 

て 出で ける に、 前なる 池の ありけ るに、 彼の 娘 姿 を 映し、 櫛 を 取，.^ て 鬢の髮 を 撫で 付 

けた，. >  とぞ。 4r の鬢付 池と いふ は是 な、 り。 父母 も 別れ を惜 み、 暫く 之 を 見送りけ る 

に、 頓て黑 雲 起， -、 又々 大雨 烈しく 降 b 出しつ  、四方 水煙 叢立ちて、 兩 人の 面影 も、 

見えざる やうに な，.^ ける， » 其 後、 二三 ケ 日 過ぎて、 彼の 娘、 太夫が 許に、 忽然と して 

人. 9 來り、 全く 家居に 歸，. >  しにて は あらね ども、 父母の いとい 懷 しきに、 暫く 暇 を 乞 

うて、 對 面の 爲に參 ，9 たりと 申しけ る。 父母 大に悅 び、 如何なる 所に 住居し 侍る や，' 

折に 觸れ、 尋ね 行き だしと 申しけ るに、 されば 彼の 行者の いはれ し 如く、  ^^^^ケ池の 
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水 K に 宿り 歸， 0 ぬと 申しけ る • 母の 曰く、 何ぞ 物憂き 事-? のる やと 尋ねけ るに、 娘 

の 申す やう は、 何も 是 とて、 苦しき 事 もなかり けれども、 晝 三度 夜に 三度、 蛭 共の 多く 

身に 纒 ひて、 喰惱さ る 、事 あり ぬ。 ロハ 是 のみ 苦しき 事な りと 申しつ ヽ頓て 暇 を吿げ 

て 出 行きけ る。 其 後 父母 は、 猶も いと V 娘を懷 しく あこがれて、 紅. 白粉. 伽羅、 其 外 香 

具の 品々、 凡て 女子の 用 ふべ き 色々 の 物 共 を 取調へ、 之 を 土産と して、 遙々 夜 12^ ケ池 

に迪， 9 行き、 池の 邊に 佇みて、 女子に 對 面の 事 を 乞 ひ 歎き、 彼の 土産の 品々 を、 小き 板 

の 上に 載せ、 扇 を 持ちて 扇ぎ立て、 池の 半に 押出しけ るに、 頓て 右の 品 々、池の 眞 中な 

どに 至りけ ると、 忽ち 浪搔 立上りつ ヽ 彼の 土 產の物 を、 -ボ 中に 卷 入れけ ると ぞ* 程 

なく 娘 は顯れ 出で、 父母に 對 面に 及びぬ。 然れ ども あ ，9 し 姿の、 露程 も變る 事な く、 

互 に 無事 を 問尋し て、 時 を 移しけ る 其 折 柄、 父母 申しけ る は、 池の 中に て存へ あるに 

は、 如何なる 形と なりて ありけ るぞ。 其 姿 を 見せよ かしと 乞 ひける。 娘 聞きて、 是計 

り は 見せ 申す 事 歎 か はしく 候 まヽ 達って 許し 給 へ かしと 否みけ る。 然れ ども 父 

母、 是非 其 姿 を 見せて 吳れ よかし i  、深く 賴 みある ま ヽ娘も 今は辭 する に詞 もな く、 


其 儘 水中に 入， o ける が、 暫くして 逆浪 大に立 上.^ て、 池の 內 ど，？ として 鳴， o 渡 

りけ るが、 彼の 娘の 姿、 見し に變 りて、 恐し き 大蛇と なり、 長き 角 を 振 立て、 總身 悉く 

講顯れ 、父母に 向 ひて 頭 を 垂れ、 其 儘 水中に 入， りけ ると ぞ。 父母 大に » き 苦しみ、 t- 

び 叫びつ、 あこがれけ るが 、夫よ、 りして は、 再び 出づ る 事な かりけ る ま、 、是非な く 

心を殘 して 歸， りけ ると ぞ。 娘 も、 我が 父母ながら も、 淺ま しき 我が身の 上 を、 恥ぢた 

b ける にや、 其 後、 家居に 尋ね * る 事 もな く、 又 父母 尋ね 行きても、 顯 はれ 出 づる事 は 

なか， りけ る。 然れ ども 父母 は、 娘の 事の み 忘る、 隙な く、 其 後 とても、 折々 右の 用 

具、 其 外 娘の 好める 品々 を 取調へ、 夜 ケ 池に 持 參 して、 以前の 如 く. - M し、 扇ぎ 出しけ 

れば、 いつにても 池の 中程に て、 水中に 卷 入れけ ると な.^。 右の 娘、 始めて 夜 ケ 池に 

至る の砌、 持參 しける 白き 布 機 を、 株瀨 川の 流れの 中 を、 引す 行きし というて、 其 布 

の 形な， 0 しとい ひ傳 へ て、 今に 大雨 にても 降りて、 水出づ る 節に は、 株瀨 川の 眞 中に 

て、 而も 水底に、 白き 布の やうなる 物、 長く うね として、 所々 に 見 ゆるな り。 然れ 

ども 之 をき つと 見ん として は、 又 ある 事に てなければ、 見定 むる 事 もな し。 さ， り 乍ら 
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ふと 立 寄りて、 水面 を 見る 時には、 誠に 水中 を、 白き 布 にても 流れ 行く やうなる 體に 

て、 徼に見 ゆる、 尤愛 にあり ぬと 思 へ ば、 又遙隔 ちた る 所に も 見 ゆる.。 夫 を 見ん と 立 

寄る 時 は、 又 其 外の 方に 見 ゆる やうな り、 此 事尤實 たりぬ。 ，扱 又、 右の 安八 太夫が 家 

は、 子孫 長久に して 數 代の 星霜 を經 た. -と いふ。 尤 昔の 九分 一 が程もなき身體た.=^ 

と雖 も、 當 代の 安次 衬の鄕 士高橋 傳右衞 S! と 申す は、 右 太夫の 末流と も 申す 事、 何 さ 

ま虛說 にても ある まじと いふ。 其 故に は、 近代 にても、 其邊の 里々 にて、 夏日の 頃旱 

して 水に 渴し、 耕作 旱魃に 及びけ る 時 は、 百姓 共 集りて、 彼の 夜 fsi ケ 池に 祈、 り、 雨 乞 を 

かくる に。 此時、 安次の 傳右衞 門 方へ 賴 みて 手紙 を 貰 ひぬ。 百姓 共 則ち 此 手紙 を以 

て、 夜 池に 來り、 土產 として 櫛ん 开. 紅-白粉の 類 を 相 添へ て、 小さき 板に 載せて、 手 

紙と 共に、 池の 面に 浮 ましめ、 扇 を 以て 扇ぎ 出しけ るに、 忽ち 池の 眞 中と 思 ふ 所 迄 浮 

み 行きて、 其 儘 水中に 卷入 b ける。 果して 時なら や 天搔 曇りて、 大雨 降. 0 出しけ る。 

其驗 ある 事、 末世の 今と 雖も、 全く 不思議の 事共な り。 其 手紙の 文體 は、 ロハ 雨 を 降ら 

しめ 給へ かしとの 事の みなり。 拆今 安次 村と、 近 鄕神戶 村 に ある 鎮守 山 王 大權現 は、 


年々 祭禮の H に は、 安次の 傳右衞 門 方へ、 神戶 村より、 七 度 半の 使 を 立て、 而し て傳 

右 衞門參 向して より 社 を 開き、 翁 輿 を舁き 出して、 祭禮相 渡. り ぬ" 所 を 相 離れし 事 

と雖 も、 今以て 右山 王の 鍵預， り は、 傳右衞 門な り。 七 度 半の 使と して、 神戶ょ b 安 

次へ、 七 度の 使 を 立て、 八ケ度 目に は、 傳右衞 門 來り懸 りて、 彼の 使と、 半途に て 行 合 

ふやう に、 相な せし 事な 此山 王の 鍵預り 、傳 右衞 門仕來 りし 事 如何と いふに、 彼 

の 先祖 安八 太夫、 雨 を 乞 ふ 事に、 我が 娘 蛇 身に な b し 事故、 父母 之 を 歎きて、 何卒 娘 其 

苦界 を 免れ、 成佛 得道す る やうに とて、 其 追善の 爲め、 江 州 坂 本の 比 « 山延暦 寺の 開 

出 傳敎 大師 を 招待 申し 奉 て， 回向 を賴み 申しけ る。 依って 傳敎 大師 、逸々 太夫が 

許に 來向 ありて、 御 經を讀 誦せられ、 懇に 供養 をせられ 畢。 其 時、 太夫が 願に 依って， 

此 * 戶の鄕 に、 江 州 坂 本の 山 王 を 移し 申して、 一社 を造營 したりけ ると なり，^ 是を 

以て 按す るに、 安八 太夫 は、 承 和. 嘉祥の 頃の 者に あら じ。 植武 天皇の 御宇、 延歷の 頃 

の 者と 見えたり。 何 さま 千歳の 餘を經 て、 星霜 久しく 舊 りし 事 なれば、 其 前後 詳な 

らす とい ふ" 又 彼の 鬢付池 をば I 通 〔f〕 が 池と もい ふ。 是は此 地に て * 娘 愛 を 付く る 
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とて、 持ち た る S§g を 取 落し て 行きし 故 に、 一通が 池と もい ふなり。 i 通と い ふ は、 鶴 〔お 

を 織る 道具な りと いふ： 右 池の 跡、 今 田 所の 中に て、 少し 計りの 空地に して、 E 葦の 

生 ひて ありけ る 所な りと ぞ- 是れ皆 古老の 物語 をのみ 聞きけ る ま、 に、 記し 置く 

ものな rcN。 
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美 濃 i 近 江の 寢 物語と いふ は、 今 往還に、 幅 一 尺 五六 寸 計りの 小 溝 を 隔て、 之を以 

て 美 濃と 近 江の 國境 となせ り。 其寢 物語と いふ 由 來を尋 ぬるに、 昔 文治の 頃と か 

よ、 九郞 判官 源 義經、 御 兄賴朝 卿と 其 中 不和に なりて、 都 吉野を 落ちて 、奥州 秀衡の 許 

を 志して、 落 行き 給 ふと ぞ。 其 節義 經の 家臣に、 江 E 源藏廣 綱と いふ 者 ありけ るが、 

御供に 後れ、 御 跡 を 慕 ひ馳せ 下りけ るが、 則ち 此 所に 一 宿しけ り。 此家 のまと 源藏、 

夜もすがら 物語に、 計らす 其 姓名 を 名 乘，. > しに、 其聲 隣家に 聞 ゆ。 時に 其 隣國の 家に 

泊り 合せし 人、 之 を 聞きて 聲を かけ.、 壁 越に 申しけ るに は、 » は 其 家に 泊り 給 ふ は、 江 

田の 源藏 殿なる か。 嬉し さ 限りなう 存 する。 妾 こそ は義經 公に 御 情 を 受けし 靜と 

束 山道お 古財 井古 墳墓の 事  0 


美 濃 國讀 奪， 記 卷之十  元 二 

申す 者な り， 此程、 君の 御 跡 を 慕 ひ、 此所迄 來，. > しに、 附添ひ 居たり し 侍 共 も、 皆 敵の 

爲に討 たれて 候な...^， 願 はく は源藏 殿、 妾 を 同道せられ" 是 より 倶に 東へ 下り 給 は 

れ かしと 賴 みたり ぬ， 源 藏も靜 御前と 聞きて、 御 心安 かれよ、 某 御供 申 上げ、 明日 是 

を 出立 仕り、 東 へ 御 同道 申し、 義經 公に 合せ 奉る ベ しと い ふ" 靜 は彌悅 び、 夫よ b> 互 

に 心 置な く 終夜 物語せ しなり" 誡に靜 も 嬉し さの 餘り、 明 B を も 待た や、 夜 もす * か 

ら壁 越に て 物語して 其 夜 を 過し、 寢 ながら 隣 同士、 而も 美 濃と 近 江の 國を 隔て、 咄し 

明せ し 事故に、， 热 こそ 此所を 後々 迄、 美 濃と 近 江の 寝物語と 申すな b ける" 後 も 度 

度寢 物語の 舊跡 あり。 上聞に 達し、 くも 御上より、 御惠 みなし 下され、 萬 代 不易の 

蹤 跡な り。 

同 今須の 宿の 西 往還より 坂 を 上りて、 南の 方の 竹 藪の 中に、 常 盤 御前、 幷に千 種と い 

へ る 側 仕の 小 女の 墓 あり。 其由來 は、 中 昔の 頃、 長寬 癸未 年 五月 十 一 日の 夜な， りけ 

るが、 東の 方へ 下る とて、： S 山中の 宿に 泊り 給 ふ。 然るに 熊 坂 入道 長 範が爲 、に、 其 夜 

中、 兩人 共に 討 たれけ ると なり- 然る 所、 里人 等 其 死骸 を此 所ん 埋めたり とぞ。 其 後 


牛 若 九、 此 所へ 尋ね 來り、 石塔 を 建て， 入口に 松 を植ゑ 置き 給 ふとな り • 

不 破の 關、 家康 公關ケ 原合戰 ありし は、 此 所な，.^。 往還の 左の 方に、 關ケ原 合戦の 時 

の 首 塚 あり。 同所 右の 方に 見 ゆる 山 を、 鷄籠 山と いふ。 其 左の 穴 地 を、 斑 女 花 子が 

在所な， 0 とい ふ。 花 子と いふ は、 靑 墓の 遊君な しと 申傳 へた， o。 今古 跡と 申傳へ 

て 少しの 庵 あ..^。 愛に 花 子が 影 ありけ る。 夫より 野 上 川の 流な り。 古歌に 曰く、 

霧ぞ 立つ 野 上の 方に 行く 鹿 はう ぐ ひす 春になる らむ 〔？^ 

古鄕の 見し 面影 や 宿りけ り不 破の 關屋に 板 間 もる 月 

» 又 南の 方に、 古城の 跡 あり。 是は元 來今須 の 城主 長 井 今右衞 門が 要害に て あり 

ける 所、 關ケ 原の 合戦の 節に は、 筑前中 納言秀 秋の 居城な りしと 申 傅へ たり。 野 上 

川の 西、 土手の 下り 江の 左の 方に、 弘法 大師の 腰掛 石と いふ あり。 ^垂井 宿より 東， 

靑 野が 原に 出で て、 左の 方に ある 松の 古木 を、 熊 坂が 物見の 松と いふなり" 尤 古の 

長範が 登りた る 物見の 松に あら じ。 二 代 目の 松な りと ぞ。 里人の 申しけ ると ぞ，^ 

同所 靑墓 村の 上りに、 右の 方に 當 りて、 衬の出 離れ 田の 中に、 松の 大木 あり： 此 下に、 
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少し 計りの 淸水 あ.^。 之 を 照 手の 水と いふな，. >。 是は小 栗 判官の 室 嫁。 此靑 墓の 

東、 赤 坂の 萬屋 丁が 方に、 奉公して あ， りけ る 時に、 汲み 用 ひたる 水な りと 申しけ る。 

同靑墓 村の 後上り-に、 右の 方の 山の 上に、 古墳 墓 あり。 是は中 宫大夫 進 朝 長の 墓な 

り. 朝 長と いふ は、 左 馬頭 義 朝の 二 男に して。 賴 朝の 兄な り。 卒治ニ 庚 辰年 二月 朔 

曰、 此所 にて 生害な り" 里人 其 死骸 を、 此 所に 葬りけ ると な. >。 同所に、 又 左 馬頭 義 

朝の 廟所ぁ b。 是は 同年の 正月 三日、 尾 州 野 間の 內海 にて、 長 田の 庄司忠 致が 爲に 

害せられ 給 ひける。 然る を 故 ありて、 此處に 廟所を 建てた ぬ" 其 側に ある 少し 

計りの 竹薮 を、 今 S 竹の 教 とい へ り。 其 由來を 聞く に、 義 朝の 九 男 牛 若 丸、 佥賣橘 次 

安春に 誘 はれて 、奥州へ 下， -給ふ 時、 此廟 前に 參り、 拜禮を 遂げ 給 ひ、 あたりの 葭を折 

,9 て、 生へ た る 竹の 上 を 切りて 花 立と なし、 其處 へ 彼の 葭を揷 して 手 向 草と なし、 一 

首の 詠歌 を 手 向け 給 ふなり" 

さしおく も 形見と な れゃ 後の世に 源氏 榮 えば S 竹と な れ 

斯く詠 じて、 竹の 切 口に S を揷し 給へば、 忽ち 竹と なりけ る- J 末世の 今に 至る と雖 


も 往來の 諸人に 見せし む。 疑 ふべ けんや。 葉 は 践 にして、 軸 は 竹な り。 土地よ，^ 生 

ふる 寺 は、 竹と なりて 生 ふると 雖も、 段々 成長して、 葉の 出づ る 頃に 至 h.- て は、 其 葉 

全く 楚に あらす。 皆 S の 葉な り。 然るに 竹薮と いふ もの は、 年 數を經 るに 隨ひ、 段 

段と 蔓る ものと 雖も、 此 a 竹の 藪に 限りて、 曾て 廣く蔓 る 事な し。 只 漸く 二 間 四方 

計の 藪に て ありけ る- 5^ 又此蔑 竹の 事 は、 珍しき 物な，.^ と 思 ひて、 其 傍なる 家の 主に 

乞うて、 一 二 本 も 取り 来りて、 我が 庭前 杯に 植 うると 雖も、 其 竹つ く 事な し。 忽に枯 

れ果 つるな り。 乃至  一 丁を隔 つると も、 一 里を隔 つると も、 敢て 遠近に 拘ら ゃ其處 

より 少し にても 地を替 ふる 時 は、 更につ く 事な し。 是又、 一入め 不思議と いふべき 

事共な. -。 拆又牛 若 丸の 姉、 夜叉 御前と いふ は、 大 墓の 長者が 許に ありけ るが、 大野 

郡 谷 汲 山に 至る とて、 平 治 一 一年 二月 朔日、 池 田 郡 岡 島と いふ 所に て、 株瀨 川に 身を投 

げて 死し 給 ふな， 9* 其處 を、 今に 身投の 淵と 申傳 へしと なり。 拆又、 靑，？ ^の 後なる 

小山 をば、 ぎ i§ と い ふなり。 其 謂れ は、 靑 墓の 町、 大昔の 頃 は、 繁華の 地に して、 遊 

君 多く あ， 0 て、 朝夕 捨てた る 粉糠、 積り て 山と なれり。 是を 以て、 粉糠 山と 號 けたり 
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とぞ。 次第に星霜經るに隨ひ、 段々土々重.„^肥ぇて、山とな，..'しと見ぇた.=.^• 或 人 

の 曰、 攝 州の 待 兼 山と、 其 形 能く 似た， -と ぞい ふ。 故に 待 兼 山と 粉糠 山 を、 女 夫 山と 

いふと いへ りと なん。 又靑 墓の 村 中、 朝 長の 墓所の 下に、 長者が 屋敷 跡 あり。 是は 

保 元. 平 治の 頃より、 一 K 曆. 文治の 頃に 當り て、 靑墓 長者 內記卒 太 行 遠と い ふ 者 あ， り • 

是 は梪武 天皇の 御子 仲 野 親王の 末流た る 者な りと いへ り。 代々 靑 墓に 住して、 美 

濃の 靑 墓と 申して は、 天下に 知らざる 者 もな し。 極めて 其 名の 高き 者な り。 內記 

平 太： t 遠に、 子供 四 人 あり。 嫡子 を、 靑墓 大炊義 遠、 次 は 女子な り。 是 は源義 朝の 妾 

にして、 乙 若 以下 四 人の 母な. りと いふ。 ー說 に、 爲義の 妾と もい へり。 . ^に 男子、 內 

記 平 太 政 遠と いふ。 次に 平三眞 遠、 後に 出家して、 鷲巢深 光と いへ り。 義 遠が 子 を 

大內記 氏 遠、 其 子三郞 太夫 兼 遠と いへ り。 子孫 は 漸く 衰微して、 其 血脈 も斷絕 せし 

と なり。 

赤 坂 宿 西の 入口に、 龜塚 あり。 是は慶 長 五 年 八月 廿 四日、 關 東の 旗本 野 一 色 主 殿 頭、 

此處 にて 討死し ける。 兜 首 を 埋めし 塚な り。 又 笠ぬ き 堤の 方に も あり • 


加 茂 郡 勝 山村の 森の 中に、 中 納言在 原 行 平の 墓 あ， 9。 行 平 卿 は 岐阜 稻葉 山に、 « く 

住し 給 ふと ぞ。 歌に、 

. 立 わかれ 稻 葉の 山の 峯に生 ふる 松と しき かば 今 か へ， こん 

又國 量の 歌に、  . 

暫し ともな どか 止 め ん不破 の關稻 葉の 山 の いなばい ねと や 

秋の 田の 稻 葉の 峯に 吹く かせの 身に しむ 葦 は 冬の くれまで 

行 

昨日に も 秋の 田の 面に 露 置きて 稻 葉の やま も 松の しらつゆ 

行 平 は、 其 後、 此勝 山に 館 を 構へ て、 住し 給 ふと ぞ。 于，， 時 寛 平 五 癸 巳年 七 十一 日、 

七十 五 歳に して、 此處 にて 卒去せられ ける とぞ。 後の 古き 石塔 は、 數 多の 星 ffi を經り 

し 事故に、 寬保 年中、 村の 者せ r 石塔 を 再建し けり。 高さ 五 尺 程の 角 石に して、 正面に 

は、 正三位 在 原 黃門行 平 卿の 墓と 記し あり。 右 寬平五 年より 寬保 年中 迄 は、 凡そ 八 

百 五十 年 程に 及びけ ろな り。 印に 植ゑ おる 七 本の 櫻 木 あるな. り。 抑行ギ 卿と 中す 
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は、 人皇 五十 一 代 平 城 天皇の 皇子 三 品 彈正尹 阿保 親王の 御子な り J 御 嫡男 は 行 率. 

1 一男 兼 見 王、 三男 大 僧都 行慶、 四 男 正 四 位 上 左 中將業 1^、 五男 藏人守 IT 次 は 女子な 

り 3 行 平の 孑 基 平と いふ" 一人 は 女子な. 9。 四條后淸和后な..^,  ^ft 所より 十 町 

程 下りて、 北の方なる 田の 巾に ある 大塚 を、 鬼の 首 塚と い へ b。 是は 昔、 關の 太郞と 

いひし 鬼の 首 を 伐...' て、 橘に 入れて 都へ 送る とて、 此所迄 持ち 來 りしに、 俄に 重くな 

りて、 數百 人の 力に 及ば ざり し 故に 依って、 是非な く此 所へ 埋めけ ると ぞ" 又 橘 も 

埋めた る 故に、 此所 を桶繩 手と いふなり。 是 より 東、 松 井尻の 邊に、 右の 關の 太郞が 

住みし 岩穴と て 、奥の 知れざる 大 なる 岩穴 あるな り、 

御嶽 宿より 一 里程 東、 うと ふ 坂の 邊、 和 泉 式部の 屋敷 跡と て舊跡 あるな り 3 又 石塔 

も あり。 和 泉 式部 は、 此 所に 住し 給 ひて ありけ る。 歌に、 

夜 を こめて うた ふそら ねに 松風の 心に ぞし むく だかけ の聲 

長 保 四 壬 寅年 十一 一 月、 此處 にて 卒去せられ ける とい ふ， 抑 和 泉 式部と 申す は、 人皇 

卅 一 代敏達 天皇 五代の 孫、 左大臣 橘の 諸兄 公の 子， 太 政 大臣 奈良 麿、 其 子 島 问麿、 其 子 


伯 耆守眞 趣、 眞趣 の 子 阿波 守 卑範， 其 子 播磨守 仲 遠、 其 子 和 泉 守 道貞， 其 

子 和 泉 式部な り。 小 式部 內 侍の 妹な ちと 云々、 

大井 宿と 大久手 宿の 間、 花な し 山と いふ 所 あり。 其邊 なる 山 を、 西 行 坂と いふ。 此坂 

中の 北の方の 山の 上に、 西 行 法師、 庵 を 結びて 住し あ， - ける とぞ。 其 時、 詠める 歌に 

心 ある 人に 見せば ゃ大 井なる 花な し 山の 春の 景色 を 

. 西 行 は 此處に 住して、 建 永 元 丙 寅年 八月、 卒去せられ ける。 則ち 庵の 下に 笋り、 五輪 

の 石塔 を 建て ありぬ 抑 西 行 法師と いふ は、 大織冠 鎌足 一公 六 代の 孫、 村 雄の 一男 

原 藤 太 秀鄕の 子、 鎮守府 將第千 常、 其 子 相 模守公 光、 其 子 公淸、 其 子 兵衞尉 秀淸、 其 子 

從五 位下 左 衞門尉 康淸、 其 子 佐 藤 兵 衞尉藤 原憲淸 とい ふ。 禁裏 北面の 侍な りしが、 

出家して 西 行と い ふ、 則ち 是 なり。 拆此 所より 東 へ 下り、 大 井の 宿 を 出で、 一 里程 下 

,9 て、 南の 方の 山中に、 根津甚 兵衞是 行と いふ 者の 墓 あ..。 是は右 大將賴 朝へ 仕へ 

し 諸 士の內 な. -。 正 治 年中の 卒去と いふ。 同所 木曾川の 向に、 城 山 あり 此 0 に、 

木 曾の 武士 落 合五郞 兼行と いふ 者の 墓 あり。 今 を 建て、 愛宕 權現 を勸 請して あり 

東 山道 路驛^ ^井古 墳墓の 事  . 


笑 遣 國諸舊 記 卷之十  •.  一 |1〕0 

ける となり。 右の 外、 諸 墳墓 所々 に數多 ありと 雖も、 悉く 記し 難し。 餘は 略しけ る 

も のな り、 

土 岐. 齋籐歸 依 神社の 事 邦土 岐家 氏神 の 事 

土岐氏 は、 淸和 天皇の 嫡流た るに 依って、 八幡宮 を 以て 氏神と せ り。 依つ て 在 城の 

所へ、 石淸 水の 八幡 を勸 請して、 代々 之 を 尊敬せ り。 然る 所、 先祖 多 田 伊豆守 國房、 故 

ありて 三 熊 野の 權現を 信仰 ありて、 館の 邊に、 必す 之を勸 請す、" 依って 彼の 子孫た 

る 故、 土岐 氏、 熊 野の 兩社を 以て 鎭 守と す。 八幡 は 是れ應 神 天皇の 應化 にして、 源 家 

鎭 護の 靈 神な り。 三 熊 野 は、 伊 胖諾. 伊群册 尊に して、 我が 朝 洞 S 男女の 始闢の 神な 

り。 土岐の 一 流、 彼の 兩社を 尊敬して、 彼の 氏族 居住す る 所に は、 必す其 一 社 を、 勸請 

せす とい ふ 事な し。 國房 嫡流 居住の 地に は、 全く 彼の 兩社 を勸 請す。 彼の 家名 永く 

連續 して、 數年 當國に 居住し ける。 故に 一 族の 舊跡數 多し。 然れ ども 庶流の 面々 は、 

又 我が 信仰の 神社 を歸 依して、 領地の 內に勸 請せ しま 气 思々 にして、 悉く 記し 難し 


となり 

齋藤 氏神 天神 社の 事 

齊 藤氏 は、 大織冠 鎌足 公 四 代の 孫、 魚 名 卿よ. - 五代の 末、 鎭守府 將軍左 近 將監利 仁の 

後裔、 故 ありて 當家 は、 菅 神の 靈を 尊敬す。 利 仁の 子孫、 加賀. 越 前. 越 中に 住す。 所 

謂 加 賀の國 、林. 富 俊の 一 類、 越 中の 井ノ口 氏、 越 前 國の吉 原. 河 合. 齋藤の 一 類、 皆各サ K 

神 を 祭りて 、氏神と 崇め 奉る。 則ち 加 賀の國 江 沼 郡 敷地 山の 天神 は、 林. 富 si. 井， 口 • 

齋藤 .吉 原 • 河 合 家の 氏神なる に 依って、 今 濃 州に ある 所の 齋 藤氏、 是又、 彼の 一 族な 

る 故に、 少しの 間にても、 齋 藤氏が 居住せ し 所に は、 此 祉を勸 請せ すと いふ 事な し。 

所謂 厚見 郡。 加納. 岐阜， 長 良. 武儀 郡關. 本巢郡 文殊. 北 寺、 池 田 郡 白 si. 堀. 宮地、 安八 郡 

加々 野 江. 三 井. 八 神. 前 田. 各務. 鏡 島、 其 外 所々 に 至る 迄、 皆 是れ齋 藤 一 族の 住しけ る 

所に して、 天神の 社 を 建て、 則ち 之 を 守護と しけり。 • 齋藤數 代 當國に 住しけ る 故に、 

1 族の 舊跡、 其數 多く ありて、 容易く 知れす。 委しく は 尋ね 知るべし。 悉く 天神の 社 

齊 藤氏 神 天神 社の 事  邑ー 
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あ. り。 彼の 齋藤 家の-定紋 所に は、 梅 鉢 を 用 ふるとい ふ 事 も、 是れ 氏祌を 信じて 以て， 

天神 の 定紋 を 申 受け て 、 紋 となす 事と 見えた h へ- 堀. 前 田の 雨 家 も、 齋 藤氏の 庶流な 

る 故に、 則ち 梅 鉢 又 梅の 花 を 以て 家紋と す、 然る を此紋 ある を 以て、 先代の 舊記を 

辨へ すして、 何 さま 前 田 氏. 堀 氏の 先祖 は、 菅原 氏なる ベ しと 稱 する 事、 是は 全く 後世 

に 至りて、 誤れる ものなる べし。 前 田 氏 は、 則ち 齋 藤の 一族に して、 安八 郡 前 田 村に 

住せし を 以て、 氏と せり。 其 後、 尾 州に 至りて、 荒 子の 鄕主 とな b しもの な， o。 然る 

を、 前 田 氏 は菅相 S の 子に して、 兄 を 前 田と いひ、 弟 を 原と いひし 者な， 9 とい ふ 事、 1 

本に 見えたり と雖 も、 其證據 ある べきの 文 を 聞かす。 堀 氏 は、 又 池 田 郡 堀 村に 住し 

て、 後に 厚見 郡 赤 鍋 村に 住せし 者な り。 拆又當 國の內 にても、 中頃より、 梅の 花の 紋 

を 付く る 者 多し。 此等は 皆、 齋 藤の 紋を賜 は b て 付く るな り。 拆又、 愛に 大野 郡大洞 

衬 と いふに、 天神の 社 を、 一 鄕の總 社と して、 其鄕士 に、 梅 鉢の 紋を 付く る 者 ありて， 

民俗の いふに は、 彼の 鄕士 は、 梅 鉢 を 付く るに 依って、 鎮守と 一 つなり などと 申 はや 

せり。 同じ 事の 檨 なりと 雖も、 是は 全く 齋 藤の 一 族に あら じ。 或 人、 其 鄕士の 家に 行 


きて、 其 謂れ を 聞きし に、 彼の 大 洞と いふ 村 は、 今の 牛 洞 村と を， 二つ を 一 つに したる 

地に して。 洞ケ 里と いひし とか や。 其 先祖 加州の 住人 林の 一族、 山 岸 新 左衞門 光章 

とい ふ 者、 曆應の 頃、 當國に 落ち 來 りけ るが、 右 五代の 孫、 山 岸 加賀守 光範と いひけ る 

が、 畏祿 三年 巳 三月、 始めて 此洞ケ 里に 住しけ ると いふ。 彼の 鄕士 は、 則ち 山 岸 氏に 

して、 加賀守 光範の 末流な りと いへ り。 則ち 先代より 當 地に 住し、 いつの 時に か、 此 

天神の 社を勸 請し、 之 を 氏. 神と して、 一 鄕の總 社に 崇め 奉るな り。 家紋 又、 天 * を 信 

する 故に、 之 を 用 ひたりと 申しけ る。 是を 以て 按す るに、 山 岸 氏 は、 齋 藤の 一 族に は 

あらす と雖 も、 其 先祖 は、 利仁將 軍に して、 倶に菅 神 を 信す るの 一類なる 故に、 其 謂 

れ， 全く 齋 藤と 異なる 所な しとい ふ。 是等を 以て 見る 時 は、 堀. 前 田が 梅 鉢 を 用 ふ る 

も、 此 一儀と 同然 たるべし。 山 岸 氏 は、 其 本義 を 取 違へ ざる 者な り。 前 田. 堀 は、 先祖 

の鑼 足と、 氏神の 菅相丞 と、 取 違へ たる 事と 見えお り。 

靈葉山 正 法 寺の 事 

齊 藤氏 祌 天神； i^: の 事  邑ゴー 
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厚見 郡 川 手の 正 法 寺 は， 土岐 氏の 建立な，. 元 來土岐 氏 先祖、 代々 天台宗に して， 本 

巢郡 大日 山 美 江 寺！！、 ば！ t 衬 の 檀越 にて ありけ るが、 土 岐伯耆 守 賴貞， 始 め て 禪 法に 歸 

依して、 土岐 郡の 內に、 數ケ 所の 禪刹を 建立して、 之 を 則ち 氏寺と せり" 然る 所、 其 子 

彈正 少弼賴 遠、 建武四 年の 春、 厚見 郡長 森の 城 を 構へ て 以來、 甥の 大膳大 夫賴康 代に 

至り、 文 和 二 癸 巳年 四月、 厚見 郡 川 手の 城下に、 三つの 伽藍 を 建立して、 則ち 靈葉山 正 

法 寺と 號す。 土岐家 一類の 氏寺に して， 地面 高く、 寺 建 廿八間 四面 ありて、 次第ぶ 繁 

昌し、 寺務豊 にて、 國中 無雙の 梵刹な り。 開山 夢 憲國師 の 法 孫に て、 嬾桂正 榮和尙 と 

申すな り。 又^^gは、大醫禪師なb。 抑 夢 窻國師 と * すば、 京都 靈龜山 天 籠 寺 一 

の 開山に して、 諱は 智嚯と 申し、 又は 疎 石と も號 し、 或は 木納叟 とも 稱せ しなり。 其 

生れ、 勢 州の 人と いふ。 姓 は 近 江 源氏に して、 宇多 天皇 九 世の 孫な り。 母 は 観世音 

に 祈. 0 て、 金色の 光、 西より 來るを 呑む よと 夢見て 姓し、 十三 月に して 誕生す。 時に 

後 宇多院の 御宇、 建 治 元 乙 亥年 八月 朔 日な， 9。 四 歳に て 母に 後れ、 九 歳の 時、 I. 午鹽 

敎院に 至り 出家し、 十歲 にして、 法華經 を七ケ 日に 誦し、 母の 恩に 報じ、 自ら 母の 死 


屍 九變の 相を畫 い て、 獨座觀 想し、 十八 歲に 至， -、 慈觀 律師に 禮拜 して、 具足 戒を受 

け、 三 ケ 年の 間、 顯密の 敎を習 ひし かど も、 猶も 大道の 發明に足らすとて、 道場を建 

て、百ケ日聖慮を求められしに、期滿^； 日過ぎて、座中忙然として、夢の如く覺ぇ、 一 僧 

來り、 夢窻を 引きて 一 寺に 至る。 寺 を 疎 石と いふ。 又 一 寺に 至る。 之 を 石頭と いふ。 

其內に 一 人の 長老 あり、 夢 窻を迎 へ て、 持ちた る 一 軸 を與へ て、 能く 捧 恃， （給へ と 

いひ、 覺 めての 後、 夢 意之 を 開き 見る に、 達磨 半身の 畫像 なり。 夫より 志 を 定め、 禪 K 

に歸 し、 名 を 疎 石と 改め、 字 を夢窗 T いふなり。 後、 國師の 號を賜 ふ" 于. 時 a 應ニ辛 

卯年 九月 晦： n 、七十 七歲 にして 寂せられ ける となり。 » 正 法 寺 は、 是 より 土岐氏 代々 

の 氏寺と して、 寺務賑 かにして 繁榮 し、 天文 .弘 治 • 永祿の 頃 迄 も、 法 流 相 sit  、伽 も 

恙な かりけ る。 尾 州の 織 田 信 長、 齋藤道 三と、 甥 舅の 契 を 結びて 後、 此處迄 信 畏來臨 

ありて、 天文 十八 年 酉 四月 廿九 ほ、 道 三 は、 始めて 對面 をせられ ける は、 則ち 此 法 

寺に ての 事な り。 時に 永 祿四辛 酉年 六月 十一 ！=、 齋藤左 京大 夫義寵 病死し ける に 

ぞ、 時節 や 能し と 思 ひけん、 織 田 信 長、 其 弊に 乗じて、 同 七 甲子 年 九月 大軍を 催し， 稻 

|8^葉山正法寺の事  Ms 
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葉 山の 城を攻 立つ る。 其 時、 岐阜の 東西南北 を、 悉く 放火して 燒捨 つる。 此時正 法 寺 

も、 彼の 兵火の 爲に燒 t されけ るが、 是ょ， 0 當國 は、 信 長 の 守護と なりけ る が、 其 後 再 

興に 及ばす して、 荒墟 となり 果てたり ぬ。 左 京 兆 義寵、 法名 靈岸 玄寵大 居士。  S 

六月 十 

1 日。 

本巢郡 大日 山 美 江 寺の 事  - 

當 寺の 本尊 觀世音 は、 國 中無雙 の靈佛 なり。 往昔 伊賀 國 より、 當國 本巢郡 十六 條の 

里へ 移，.^ 給 ひ、 毒蛇 を 返 治して、 東 山道の 往還 を 安から しめ 給 ひて より、 人皇 四十 四 

代 元 正 天皇の 敕願 所と して、 養老 三年 己 未 九月に、 始めて 彼の 寺 を 建立 ありけ ると 

なり。 則ち 天台宗な り。 夫より 以來、 數： r:: 年の 星霜 を經 ると 雖も、 返轉の 事な く、 佛意 

冥 慮に 叶 ひしゃ、 法流榮 ぇ相續 しける。 右 養老 年中より、 四百 六十 餘ケ年 程 過ぎての 

後、 右 大將賴 朝 卿の 御代、 文治 元 丁 巳年、 定家 卿、 船 木の 山庄 より 日參 せられけ るが、 

其 後、 左 兵 衞尉則 重に 仰せて、 文治 1 一 丙午 年 一 一月、 寺院 堂塔 を 再興な して、 廓 を 寺領に 


寄附せられ にけ る。 之 を 卽ち船 木の 庄と いふなり。 5^ 又、 土岐氏 は、 先祖 美 濃 守國房 

より、 代々 當 寺に 歸 依して、 數ケ 所の 庄園 を 寄附せ り。 元應ニ 庚申 年 四月、 土岐賴 腐よ 

り、 安八 郡 落 合. 齋 田の 1 ー鄕を 寄附す。 又 左 京大 夫 持 益 は、 文明 一 一 庚. M 年 一 一月、 當 寺に 

於て 落髮 して、 法名 を 道 賢と いふ。 死去の 後、 程經て 文龜の 頃、 孫の 政 房の 代に 至り、 

一 宇 を 建立す。 道 賢 院と號 T 、則ち 是な り： 持 益の 子、 美 濃 守成 頼の 代に 至り、 永 正 五 

年の 頃、 其臣和 ffl 佐 渡 守 義繁に 命じて、 諸 堂 幷に塔 頭 廿四院 を 苒與せ h^。 和 ra は 則 

ち 美 江 寺の 守護 職な り-" 然るに、 佐 渡 守が 子 和 田 將監義 直、 相續 いて 之 を 守りけ る 

所、 天文 十 一 壬 寅年 九月 三日の 夜、 甲 州の 武田 信玄の 軍勢 a 入して、 火を懸 くるに 依 

つて、 和 田 は、 居城 を燒 落さる、.' 然る 故、 に 和 田 滅亡の 後 は、 守護の 入らざる 地 i 號 

して、 當國 他圃の 賊徒 等 一 揆共、 悉く 當 寺に 集り 住所と なし、 人民 を惱 まし、 往來の 通 

路を 塞ぎな どして 、動もすれば、 岐阜 を 犯さん としけ り。 依って、 守護 職 齋藤義 ffi 、之 

を 退治す るに、 堪へ 兼ねて、 永祿 元年の 夏に、 寺院 堂塔 を 破 却して、 觀世 昔を岐 C 十に 

移し、 今 泉 村に 一 宇を營 み、 是に 安置せ り。 本巢郡 十六 條村 とい ふ は、 今の 美 江 寺 W 

本巢郡 大日 山 美 江 寺の 事  3 
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西の 庄の立 政 寺の 事 

厚見 郡 西の 庄 村の 立 政 寺の 事 は、 昔、 智通 和尙の 開基に して、 打 籠 庵と い ひし を、 後 

光 嚴院の 御宇、 文 和 二 癸 巳年 十月、 改めて 一 寺に 建立し、 龜甲山 立 政 寺と 號す" 其 

後より、 代 々 の 帝王 の敕願 所と 號 して、 寺務賑 にして 山 威 高し。 後小松 院の 御宇に、 

紫の 衣を敕 許せら る。 又 大和 尙の位 を 賜 はりて、 智通 一 派の 本 寺と す。 永祿十 一 年 

の 秋， 足 利 新 公方 義昭 公. 信 長の 請 待に 依って、 當 寺に 暫く 御 滯留" 又 關ケ原 御陣の 

時、 當 寺の 和尙、 柿 を 以て 家康 公に 獻す" はや 大 垣が 手に入.^ しと 仰せて 悅び給 ひ、 

其 御 禮狀を 賜 ふ。 今に 立 政 寺に あ. > ぬ。 然れ ども 此寺 は、 土岐 家の 由緒の 寺に あ 

.C リざる 故、 餘は之 を 略せり。 

鏡 島 村 梅 之 寺 • 乙津 寺の 事 


厚見 郡錢島 村の 梅 之 寺と いふ は、 其 昔 は、 乙津 寺と 號 して、 此處は 則ち 七 里の 渡海の 

大湊 にて ぁトノ し 故に、 船 付 大明神 を 以て 鎭守 とす。 其 後、 一 寺に 點せ. り。 此寺 一 、派の 

本 寺に して、 土岐. 齋 藤の 兩家、 殊に 之を歸 依して、 數 * 所の 庄園 を 寄附せ り。 其記錄 

は、 宗 別に 見えたり。 當村 院內、 悉く 梅 樹を植 ゑたり。 故に 梅 之 寺と 號す。 按 する 

に、 齋籐家 言 仰の 一 寺と 見えたり。 信 長 御 入 國の後 も、 尤 寺務繁 く、 雙 もな く榮 えた 

りぬ： 然るに 信 長 公 は、 元 來佛法 を 嫌 ひ 給 ひて、 所々 にて 寺院 佛閣を 數多破 却し， 給 

ひけれ ども、 故 あ， りて， 當寺 をのみ 甚だ 尊敬し 給 ひ、 別して 當 山の 梅 を 愛し 給 ひ、 則ち 

之 を 分けて、 江 州 安土 拉に 京都 妙 心 寺 杯に 移し 給 ひけるな り： 依って 其 寺 威 甚だ 

しく、 敕願 所に も 異なら t 然る 所、 天 正 十 年 六月 二  R 、信 長生 害し 給 ひて より、 此寺 

の 威勢 も 薄くな.^ ける とい ふ。 其 後、 文 祿ニ年 癸 巳 間 五月、 秀吉 より、 寺領の 御朱印 

を 改正せられ ける と ぞ* 

, 厚見 郡瑞龍 寺の 事 

鏡 島 村 梅 之 寺乙津 寺の 事 
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當寺 は、 齋藤帶 刀 左 衞門尉 利 藤 人道 大年 居士の 建立の 地な り。 大年 居士 は、 悟溪和 

尙に歸 依して、 外 護の 檀 .11 なり。 應仁元 丁亥 年 八月、 天台の 舊 跡を點 じて、 此處に 一 

宇 .1 伽藍 を 建立して、 主君 美 濃 守成 賴の 菩提 所と す。 土岐氏 は、 近代 相國寺 派に て、 

川 IHi 正 法 寺の 檀那な..^ ける が、 成賴 一 人、 關山 派に 歸 依して、 數ケ 所の 庄園 を、 彼 寺 

に 寄附せられ たり。 寄進 狀は宗 別に あり。 美 濃 守 政 房、 父 成 賴の爲 めに、 法事 を 勤め 

らる、 節 は、 皆 川 手の 正 法 寺に て 勤められたり。 政 房の 子 左 京大 夫賴藝 も、 相續ぃ 

て 正 法 寺に て 法事 を 勤めら る。 然る 所、 天文 十三 年 辰 八月、 織 田 備後守 信秀、 齋藤を 

攻 討たん と 欲して、 大軍を 率して、 美 濃 國に亂 入し、 先手の 大將 織田與 次郞實 近と、 

道 三と、 瑞寵 寺の 西南の 廣野 にて 、犬に 相 戰ふ。 此 時信秀 は、 岐阜の 日 方よ 、四方の 

民家に 火 を かけて、 攻 寄せけ る 故に、 瑞寵寺 方丈 も 堂塔 も、 殘 らす此 兵火の 爲に燒 C 

しける。 然 りと 雖も 猿斷絕 なく、 法 流繁榮 して、 悟溪 一 派の 本 寺に て ありけ るな り。 

又大年 居士、 外に 一 宇 を 建立して、 位牌 所と せり。 今の 開 善院是 な， 9。  土 岐成賴 、法 

名 瑞龍寺 殿" ：1 左 京 •  兆國文 安 公大 S 定門。 お 『しほ： |f 


加納 の大寶 寺の 事  . 

厚見 郡 加納の 大寶寺 は、 齋藤利 勝が 嫡子、 新 四 郞利國 入道 一 超 公性惜 都、 明應三 寅年、 

始めて 之 を 建立し、 同 十一 一月に 開 堂な り。 悟 溪和尙 を 請 じて 開山と なし、 其 後 は、 奧 

山和尙 をして、 是に 居らし めけ る 開 堂の 日に 當.. . 'て、 利國、 入道して、 一 超 妙 純と 號 

t. 或は 公 性と も號 するな，^。 其 家臣、 石 丸 利 光との 合戰 は、 委しく 船田亂 記に 見 

えたり。 略. 之畢。 

岐阜の 崇 福 寺の 事 

厚見 郡 岐阜 長 良の $w 福 寺 は、 後土御門 院の 御宇、 文明 元 己 年 一 一月、 利 藤の 舍弟齋 藤 

左 金 吾 利 安、 自らの 居所 を點 じて、 一 寺 を 建立す る 所な り。 文明 二 庚 寅年 四月 十五 

日 開 堂たり。 然るに 當寺 は、 元 * 利 安が 館に て あ，. >  ける 故な.^ しか ども、 或 時、. H 

岐阜の SBg 寺の 事  一一 一二 
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神の 吿 あるに 依って、 館を點 じて 寺と なしけ る 事故に 、神 護山 崇福 寺と 號 するな， 9。 

利 安の 子 長 井 豊後守 利隆、 相續 い て當 寺の 檀越 なり。 然る に、 利隆の 1 一男 長 井藤 左 

衞門尉 長 張 は、 先代より、 池 田 郡白稷 とい ふ 所に 居城 を 構 へ、 是に 住して ありけ るが、 

利隆の 嫡子 長 井利 親 儀、 明應五 年の 十二月、 蒲 生 下野 守^ 秀 入道 知 閑と、 江 州 蒲 生 郡 

日 野の 中 野に て 戦死し ける。 其 後、 利 親の 子 勝 千代と 申しけ るが、 幼少なる に つ 

て、長張則ち後！：：^の爲め、本巢郡の內に耍害を構へて、稻葉山の麓、瑞«寺の西北の谷 

の 間に、 新館 を 構へ て是に 住し、 國 中の 政務 を 執行 ひける。 然る 所、 享祿 三年 正月 十 

三日、 家臣 西 村 勘 九 正 利 I お I が爲 に、 長 張 は、 夫婦 共に 生害し ける。 法名 桂岳宗 

昌と號 す。 妻の 法名、 法林宗 珠と號 す。 則ち 位牌 は、 右崇福 寺に 立て ありぬ。 又稻葉 

伊豫 守 良 通 も、 幼少の 頃 は、 出家に して 當 寺に 住し、 崇福 寺の 喝 食と 號 して あ. 9 け.？ 

な.. >。 拆又、 長 井 長 張が 住したり し 谷間の 新館の 跡 は、 後代 迄 相殘. ^て ありけ る 所、 

近年 此^に、 一 向宗の 坊舍を 建立して、 本願 寺の 談議 所と しけり。 俗 呼 びて、 此地を 

今 長 井洞と 號 するな. 9。 拆又崇 福 寺 は、 天文 二 年の 頃、 公 命に 依って、 此寺を 山縣郡 


大 桑の 城下に 移しけ る • 然るに 又、 同 十六 年の 秋、 大 桑の 城 斷絕の 後、 苒び長 良に 移 

し替 して、 寺院 長久た，.^ と ぞ。 

鷲 林 山 常 在 寺の 事 

齊藤帶 刀 左 衞門尉 誠 f 利 永 入道 宗甫迄 は、 禪法を 崇敬して 之 を 信じ、 利 永 左 京の 中 は、 

日 峯和尙 に參禪 し、 在國中 は、 雲 谷 和 尙に歸 依して、 直 措 心 印 を 得て、 武儀 郡汾陽 寺と 

いふ 一 寺 を 建立して、 氏寺と しける。 其 子 帶刀左 衞門利 藤、 相續 いて 土岐 氏の 執權 

職と して、 國 中の 政務 を 執行せ， -。 然るに 利 藤 は、 嘉吉 年中より、 曰逮 宗に歸 依し 

て、 川 手の 府に、 持 是院を 建立して、 其身晚 年に は、 則ち 自分 此院に 住居し、 政務 を 鱗 

子 新 四 郞利國 に相讓 りけ る。 文明 五 年に、 一條 兼 良 公の 筆 額 を 求めて、 法 城と いへ 

b。 此兼. HA 公 は、 本巢郡 文殊 里に 居住 あ， - ける。 其 時の 歌に、 

船. K. 山 糸ぬ き 川の 川上に 今日はつ く  b て 明日 やきの 里 

船 木と いふ は、 文殊 村の 事な， り。 ま 是は定 家卿 の i の 跡な-。 此 I 

鷥林山 常 在 寺の 事  一一 一一-一 
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卿、 一 年下 向し 給うて、 輕 海の 里 岡 野 を 通り、 若宮 を拜し 給うて、. . 

若宮の もみ ぢ 散りし く 岡の 原に しき 爭ふ あこめ くさ かな 

文殊に 着き 給 ひて、 

いか なれば 船 木の 山の 紅葉 は 秋 はふ くれ ど 焦れ ざ， 0 けり 

右、 名所 集 記に 見えたり： 

^利 藤 入道して、 法名 持 全院妙 桂と 號す。 權大 僧都 法 印の 僧綱 を 受けて、 經 外に は 

禪法を 信じ、 內には 妙經を 持して、 其 後 は、 嫡家 代々 妙 全に 至る 迄、 皆當 宗に歸 依せ 

り。 寶德三 庚 午年 三月、 京都より、 妙覺 寺の 住持 世 尊 院日範 僧都 を 請 じて、 厚見 郡岐 

阜山下 今 泉 村に 一 宇 を 建立し、 鷲 林 山 常 在 寺と 號す。 寬正六 乙 酉年 八月に、 一條 關 

白 兼 良 公の 額 を 求め、 寺 號を賜 はるな り。 第二 世 は、 運 法 院日審 上人、 妙覺 寺の 住持 

たりし を、 文明 十一 己 亥年 三月、 妙 椿 僧都より 招請せ り。 同 十二 庚 子年 二月 廿ー 日、 

妙 椿 逝去せ り。 法 號を開 善 院權大 僧都 大年 妙手 椿 公 居士と いへ り。 百ケ日 追福の 

爲 めに、 令嗣の 志 を 以て、 嫡子 利國、 祖師の 像 を 造 立して、 當 寺に 安置せ り。 明 應七戊 


午年 十二月 七日、 大獻紹 興 大德の 第三 囘忌 追福の 爲に、 令嗣 勝 千代よ.. >  、妙覺 寺の 日 

護 上人 を迎 へ て、 法事 を 相 勤め、 卽ち當 寺 三世の 住職と す" 永 正 三 丙 子年 一 一月、 本山 

妙覺 寺の 日 善 上人の 弟子 日 運上 人 を、 長 井豊後 守利隆 よ. >  請 じて、 四 世の 住職と せ 

り。 然るに 此日 運上 人と 申す は、 長 井 豊後守 利 隆が舍 弟に て、 幼少より 京都に 登 h.- 

て、 日 善 上人に 隨 身し、 學は顯 密の奧 旨 を 極め、 辯 は 富樓那 にも 劣らす、 近代の 名僧 

なり。 始めは 其 名 を 南 陽 房と いへ り。 又 其 頃、 日 善 上人の 嫡 弟に、 法 連 房と いふ あ- 

り。  是は上 北面 松 波 左 近 將監藤 原 基宗が 子に して、 山城の 國 西の 岡の 者な りしが、 

內外を 能く 悟り、 南 陽 房 を 常に 引 廻し ける となり。 或 時、 如何なる 心 か 付き けん、 三 

衣を脫 ぎて 還俗し、 西の 岡に 住し、 奈良屋 某が 娘を娶 りて、 彼の 家名 を 改め、 山 崎 尾と 

號し、 後に 松波庄 五郎と 名乘 りて、 每年美 濃 國に來 り、 油 を賣. しける が、 常 在 寺の 日 

運上 人 吹擧に 依って、 齋藤 家へ 出入 を させられ、 齋藤. 長 井の 得意と なれり。 此 sfT 出 

家の 中に も、 遊山 翫水を 好みけ る 故、 亂舞 歌曲に 堪能な りし 故に、 其 頃の 執權長 井藤 

左 衞門長 張、 之 を 請す る 事 限りなし。 大 守賴藝 も、 其 行跡 妄 にして、 酒宴 遊與を 好み 

•  林 山 常 在 寺の 事  づ 一一 五 
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給 ふ 故に、 藤 左 衞門折 を 以て、 大 守へ 目見え させし が、 大 守の 寵愛 又甚 しく、 長 井が 家 

老西村 三 郞左衞 門が 遺跡 を繼 がしめ て、 西 村 勘九郞 とい ふ" 其 後、 主人 長 井が 行跡 

正しから ざる を 見て、 享祿 三年 正月 十三 日、 岐阜に 於て、 長 井 を 夫婦 共 害し、 自分 長 井 

新 九郞正 利と 名乘 りけ る： 是に 依って、 長 井. 齋藤が 一 族共大 1,1 怒. >  て、 急に 押 寄せ 

討 取らん とせし に、 正 利 は 密に館 を 出で て、 大 守の 方へ 逃參 りけ る。 長 井が 一 類 共、 

大 守に 申 受けて、 首 を 刎ねん と 憤りけ る を、 常 在 寺の 日 運上 人、 昔 を 思 ひ 不便 を 加へ、 

大 守へ 願 ひゆして、 長 井の 一 類と 和睦 させ、 大 守よりの 內通 あ， 5 し 故に、 江 州より、 佐 

々木義 秀來- りて、 向後 遺恨 なきやう に とて、 烏帕子 親に なりて、 秀の 一 字 を與へ て、 秀 

龍と 名乘ら せけ る。 然るに 此時、 長 張の 幼子 一人 ありけ るが、 勘 九郞是 より 親分に な 

り、 後見 致し、 成長の 後 は、 執 權の家 を相績 さす べきに 相 極め、 此譯に 依って、 長 井新 

九 秀寵 と名乘 りけ る。 然れ ども 繼 がせ ざり ける。 此 幼子 成長して、 長 井 隼 人 正道 

利と て、 關の诚 生な り。 秀龍 は、 ni 速 上人に は、 古の 恩 あるに 依って、 我が 代に 至り 

てより 寺院 を 修造し、 數 V 所の 庄園 を 別狀に 寄附し、 猶又、 子供 を 1 一人 出家 させて、 


日 運の 弟子と せり。 常 在 寺 第五 世の 住職 日饒 上人、 第 六 世 U 覺上 人是 な，^。 義«、 

又 龍 興 も 尊敬 ありけ る _ 庫裏. 方丈. 鐘樓. 堂塔 頭に 至る 迄、 金銀 珠玉 を 鏤め 造 立し 

ぬ。 正 法寺領 厚見 郡領下 村. 竹 腰領. 日 野領. 淸 水領. 芥見 額. 那 波領. 晝飯 村. 西 海寺領 

三 宅 村に て、 寺 領五百 貫 文 寄附す。 其 後、 日 rSS 上人の 代 迄、 恙な かりし を、 信 長 公 御 入 

城の 時、 寺 領を召 上げられ しが、 又 日 野 村に て、 百 貫 賜 はりけ る。 天 正 十一 年、 信孝岐 

阜を沒 落の 時の 兵火に て、 朱印 を燒 失しけ る。 秀信 は、 朱印 を 賜 はら ざれ どもに； 寸頒 

は 相違な く 賜 はりけ り。 慶長五 年 秀信卿 御 生害の 後より、 寺 領斷絕 しける，. 今殘 

る 物と て は、 道 三 S 畫像 と、 義 tt の容 像の みなり。 道 三の 繪像 は、 信 長 公の 北の方の 

御 寄進な り。 義 龍の 眞影 は、 « 興の 寄進な り。 本尊 文殊 菩薩 は、 前の 左佥吾 利 安の 

建立な り。 本巢郡 文殊 堂の 本尊な り： 永祿 年中、 文殊の 要害 を 攻めし 時の 兵火に 

て燒 却し、 堂 舍斷絕 しける 故に、 齋藤 家の 由緖を 以て、 當 寺に 安置す。 文殊 堂. 法 輪 寺 

等 永く 斷絕の 後、 天 正 十 一 年、 信 孝 落 去の 時、 本尊 藥師燒 失し、 此 節よ， り、 文殊 を 本尊 

としけるなh^。 右の 外、 諸佛 堂塔の 奮 記、 數多 ありと 雖も、 悉く 記し 難し- 餘は之 を 

鷲 林 山 常 在 寺の 事  一一 一一 七 
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當國諸 城主 井 所 主 の 事 Is 、、リ 祿 


大野 郡淸 水の 城主 

安八 郡大 垣の 城主 

厚見 郡 鏡 島の 城 ま 

安八 郡 西の 保の 城主 


稻葉 伊豫 守 良 通人 道 一 鐵齋 III き 曾 

氏 家常 陸 介友國 人道 ト 全 llljil ほ 


安藤伊賀守守就入道道足^^^£^ 

不破河 內守道 定！^ .11 年 

右の 四 家 を、 西 美 濃 四 人 衆と 號 して、 土岐氏 代々 相 恩の 舊臣 なり。 尤谷 天文. 弘治* 

永祿. 元龜. 天 正の 頃の 人々 な， -。 土 岐賴藝 より 義 興に 屬し、 寵與 代に 至り、 永祿七 

年の頃ょ，..^、織田信長に隨身しけるなり。 右の 內、 稻葉は 子孫 繁 HIT 氏 家は內 腊 志 

摩 守、 閼ケ 原に て 終る。 不破 は、 彥三郞 よ.^ 北 國に果 つる。 安藤 は、 關 東に ありと 

常圃諸 城主 幷所 主の 事  Ml 九 
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云ケ 


西 美 濃 十 人 將の事 


大野 郡 揖斐の 城主 

池 田 郡 本鄕の 城主 

大野 郡 府內の 城主 

不破郡 岩 手の 城主 

大野 郡 松 山の 住人 

同 衣斐の 住人 

同 小津の 住人 

同 郡 家の 住人 

本 巢郡船 木の 住人 

同 • 八 居の 住人 


揖斐周 防 守 光親 

國枝 大和 守 正則 

山 岸 勘 解 由 左 衞門光 一 

岩手彈 正道 高 

松 山 刑 部正定 

衣斐 與左衞 門 光兼 

高 橋 修理 治平 

邵家七 郞兵衞 光春 

船木大 學義久 

八 居 修理 亮圃淸 


本巢 郡小彈 正の 住人 

不破郡 菩提 山の 住人 

本 巢郡唯 越の 城主 

大野 郡 相 庭の 住人 

本巢郡 十七 條の城 生 

同 小 柿の 城主 

大野 郡黑 野の 住人 

本 巢郡輕 海の 住人 


小 彈正三 郞國家 

竹 中半 兵 衞重治 

竹 腰攝津 守守久 

相場 掃 部 助國信 

林 主 水道 政 

小 柿 四 郞左衞 門&秀 

所 七 郞信國 

輕海 五左衞 門光顯 


右 大將分 十八 家、 天文. 弘治. 永祿 の 頃の 人々 な h.。 

土岐氏 一族の 家柄 分明の 分 

可兒郡 明智の 城主 れ千 明 智駿河 守光繼 同 子 遠 江 守 光 綱 其 子 十兵衞 光秀 


右 は、 文明よ 弘 治の 頃 迄の 三代の 人々 な、 

土岐氏 一族の 家柄 分明の 分 


當 家の 元祖 は、 土 teK 部大 輔賴淸 

Is 
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の 二 男明智 下野 守賴 兼と 申して、 大膳 大夫賴 康の舍 弟な り。 土岐氏 連枝と 中し 

て、 一 族の 內 にての 隨 一 にして、 此 上に 出づる 庶流な し。 代々 明智の 城主な， CN, 

大野 郡 揖斐の 城 キー &喊、 4" 男  1? リ守 揖斐周 防 守 光親 . 

當 家の 元祖 は、 明智 下野 守の 舍弟 にして、 連枝の 家枘と 申して、 明智の 家に 差績ぐ 

一家？。 

惠那郡 原の 城主 will 歯， 原 紀伊守 光廣 Ig. の弘 St 祿 同 子隱岐 守久賴 

當 家の 元祖 は、 土岐 光定の 子 隱岐孫 太郞定 親の 四 男原彥 四郎師 親と 申して、 後に 

出家し、 鏡 卓と 號す。 北條右 京大 夫 時 村の 合 戦に、 先登して 相 働き、 討 取し ける • 

是れ 則ち 元祖たり。 隱岐 守久賴 は、 慶長五 年、 關ケ原 合戦に 生害す。 子孫 池 田 郡 

東 野六ノ 井に 蟄居。 又松卒 安藝 守 總長. 森 美 作 守. 成 瀨维人 正、 右の 三 子に、 原の 末 

流 あ-。 

方 縣郡石 谷の， 城主  石 谷 近 江 守 光重 

當 家の 元祖 は、 隱岐定 親の 兄隱岐 太郞國 時の 孑 彌太郞 國經四 代の 孫 石 谷 太郞賴 


俊と いふな. cs。 夫よ. O 代々 石 谷に 居住す。 右近 江 守 光重 は、 天文 .弘 治の 頃の 人 

なり。 子孫 は、 井伊 掃 部 頭の 家に あり。 

各 務郡田 原の 城 ま  田 原 式部 少輔 安久 

當 家の 元祖 は、 土 岐出羽 判官 光行の 子饗 庭次郞 光俊の 三男 田 原 三 郞光繼 とい へ 

-.. .。 夫より 代々 田 原に 在住して、 右 安久 は、 天文. 弘 治の 頃の 人な り。 

本 巣 郡小彈 正の 住人  小彈 三 郞國家 

當 家の 元祖 は、 土岐饗 庭次郞 太郞國 綱の 三男 小 彈正次 郞國禮 にして、 夫よ. 0 代々、 

小彈正 村の 住人な り。 子孫 猶又 當鄕に 住し、 小 彈正右 膳と 號 して、 鄕士 にて あ b 

けるな り。 小彈：^i^村とぃふは、當時高家衆土岐大膳殿の陣屋なh^。 

大野 郡 衣斐の 住人  衣斐 與三 左衞門 光兼 

當 家の 元祖 は、 土 岐美濃 守 賴忠の 三男 海老 三郞左 衞門賴 勝と 中して、 代々 海老の 

住人に して、 光兼 迄 六 代に 至りぬ。 子孫 は、 尤 衣斐 村に あり。 又黑 K 筑前守 長 政. 

山 内 土 佐 守 忠義の 家に も あ， いふ。 右與三 左衞門 は、 天文 .弘 治. 永祿の 頃の 人 

土岐氏 一族の 家柄 分明の 分  00 
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にして、 齋藤 寵與を 守護して、 當國を 立 出 づる人 數の內 なり。 

土岐郡 高山の 住人  高山 伊賀 守 光俊 同 子 右近 光明 

元祖 は、 淺野藏 人 光元の 子 高山 十郎 光之な り。 

本 巢郡船 木の 住人  船 木大學 頭賴宗 同 子 八 之 丞賴次 

當 家の 元祖 は、 船 木 左 近 將監賴 直の 子、 同 孫 四郞賴 重、 始めて 船 木に 住し、 夫より 數 

代 當國の 住人に して、 賴宗 は土岐 屋形賴 藝に屬 し、 齋藤 義寵. 龍與 迄相屬 し、 其晚年 

は、明智：11向守に仕へ て、父子共に、天正十年六月に滅cしける.な..^, 

方 縣郡下 土 居の 住人  土 居 右京亮 光宣  * 

當 家の 元祖 は、 土岐饗 庭次郞 太郞國 綱の 八 土 居 七郞國 常， 始めて 是に 住し、 夫よ 

.„^'光宣迄、代々居住せり。 天文 .弘 治の 頃の 人な リ。 

大野 郡 本庄の 住人  本 庄民部 少輔賴 元 

是は、 其 父本庄 六郞賴 瓶と 申して、 大 守成 賴の六 男な， . 

本巢郡 鷲巢の 城. W  鷲 巢六郞 光 就  . 


是は、 大守政 房の 六 男に して、 始めて 是に 在住し ける。 子孫 は、 鷲巢 伊織と 號 して、 

關 東に 之 あるな り。 

加 茂 郡 蜂屋の 城主  峰 屋出羽 守賴隆 

始めは、 兵 庫 頭と い へ b。 元祖 は、 隱岐孫 太郞定 親の 子 蜂 尾 近 江 守 貞經と 申して、 

始めて 蜂屋に 住し、 其 子 安房 守賴貞 とい ふ。 夫より 代々 是に 住す。 賴隆 は、 後 

信 長に 奉仕し ける。 子孫 は、 關 東の 旗本に ありけ るな り。 

武 儀郡篠 洞の 住人  金山 次 郞左衞 門國勝 

元祖 は、 土岐國 綱の 六 男、 可兒郡 金山 に 住して、 金山 六郞國 政と いふな..^。 唭後武 

儀 郡に 住せり。 

大野 郡饗 庭の 住人  饗庭掃 部 助國信 

元祖 饗庭 三郞信 盛是に 住し、 代々 當鄕の ffi 主な りけ り • 

本 i 郡 八 居の 住人  八 居 修理 亮國淸 

當 家の 元祖 は、 小 彈正國 禮の舍 弟 八 居 三郞國 幸、 始めて 八 居 村に 住し、 夫よ..^ 代々. 

土 咬 氏 一族の 家柄 分明の 分  きお 
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國淸迄 在住す。 右國淸 は、 天文. 弘 治の 頃の 人な， 9。 

土 岐郡淺 野の 城主  淺野十 郞左衞 門 光 同 

當 家の 先祖 は、 土 岐光衡 の 1 一男 光 時、 始めて 淺 野に 住し、 其 子淺野 光淸. 同 光忠. 同 

光朝な どと 申して、 兄弟 多し。 然る 間 其 子孫 悉く 繁昌し、 所々 在住せ. >。 又 尾 州 

に 住する 一 族 も あ.^。 或は 羽 栗 郡 本 加々 野 江村に 住する 淺 野源藏 とい ふ も あり。 

其 家數多 あるの 故に、 餘は之 を 略す。 尤も 右 光 同 は、 代々 淺 野に 住し、 弘 治の 頃の 

人な り。 

土 岐郡肥 田の 城主  肥 田 玄蕃頭 家 澄 

此家 は、 可 郡 明智の 一 家に して、 其 元祖と いふ は、 明 智兵庫 介 光兼の^ 男 肥 田 十 

郎兵衞 尉光壽 とい ふ 者、 始めて 肥 田に 住し、 後に は豐後 守と い へり、 夫より 代々 

當 城主に して、 子孫 繁昌し、 一 門 類葉數 多に なりぬ。 右 玄蕃家 澄 は、 同 郡 金山の 城 

主 森 三 左衞門 可成の 妹聱 にして、 永祿の 末の 頃より、 織 田 信 長に 嵐し、 其 後 は、 明智 

日向 守の 幕下と なり、 天 正 十 年 六月 十四日、 江 州大津 にて 討死し ける。 玄蕃が 一 


門 肥 田 帶刀左 衞門家 則 .：11 弟 七 藏氏敎 此兩人 は、 光秀の 臣下たり • 

可 兒郡池 田の 城 生  池 田 織 部 正 輝 家 

當家 も、 明智の 一 家に して、 元祖 は、 明 智遠江 守 光朝の 三 三 郞左衞 門 尉 輝 S 、始め 

て是に 住し、 夫より 以來輝 家 迄、 當 城主な り。 右 織 部 正 は、 光秀に iS し、 後に 城 州 伏 

見の 城 を 守り、 天 正 十 年 六月 十四日、 羽 柴の大 軍 を 引受け、 討死し ける。 右の 外に 

も、 明智の 一 家に して、 隱岐 ふ€旱 奧 田. 三 宅. 藤 田. 肥 田. 池 田. 瀨田 • 柿 田. 妻 木な どと 

申して、 數代 血脈の 一 門 多くして、 皆 悉く 嫡家 光秀に II し、 後 は 天 正 十 年、 山 崎の 戰 

にて. U びたり ぬ。 明智 光秀 は、 信 長に 仕へ、 僅 十 五ケ 年に して、 六十^ 石餘の 大名 

となりぬ" 按す るに、 斯 くの 如く 能き 家臣 等、 皆 以て 一門た る 故に、 身命 を 捨て、 

働き ある 故に、 自然と 武功 も 勝れて ありし と 見えたり とい ふ。 又 土 佐の 一族の 內 

にも、 東 池 田と 號 して、 此池 田に 住した るの 家 ありと 雖も、 是は 先代の 事に して、 子 

孫な しと ぞ。 

土 岐郡多 治 見の 城主  多 治 見 修理 進^ 淸 

土岐氏 一 族の 家柄 八 R 明の 分  き 一七 
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當 家の 元祖 は、 土岐 太郞國 綱の 四 男 多 治 見 四 男 國經と 申して、 始めて 是に 住し、 其 

子 多 治 見 四郞次 郞國長 は、 土 岐伯耆 十郞賴 定と俱 に、 後醍醐 天皇の 密謀に 與し奉 

て、 元德 元年 巳の 九月 十九 日、 京都 錦の 小路 高 倉に 於て、 小 串 三郞左 衞門範 行と 

戦って 討死し ける。 其 子 一人 は、 加州に 落 行きて、 子孫 大聖 寺の 邊 にあり とい ふ。 

1 人 は、 本 國多治 見に 止り、 子孫 代々 相續 して、 右 國淸迄 連綿た， 9。 國淸は 藏人國 

好と 申しけ るが、 光秀に 隨 身して 後に、 山 崎の 戰 にて 滅亡し、 子孫 家名 を 失 ひけ 

ると ぞ。 

山 縣郡大 桑の 住人  . 大桑 治郞兵 衞定雄 

當 家の 元祖 は、 屋形美 濃 守成 賴 1 一男 大桑兵 部大輔 定賴と 申しけ るが、 明應五 年の 

春、 始めて 大 桑の 城に 在住し ける。 其 後定賴 は、 他の 城に 移る。 右定雄 は、 定賴の 

孫な，. >。 屋形 賴藝在 城の 頃より、 大 桑の 內に 蟄居な.^。 定雄 は、 後に 齋藤寵 典に 

附屬 して、 當國を 立 退き 候 人々 の內な b, とぞ。 子孫の 者、 今に 大桑 にも あり。 又 

東國に 下， 0 て、 德川 家の 大名 松 浦壹岐 守の 家に、 大桑 氏の 子孫 ありと 云々。 


土 岐郡小 里 の 城主  小 里 出 羽 守賴長 

當 家の 元祖 は、 土岐 判官 代國 村の 次男 小 里 太 郞左衞 門 國定、 始めて 當鄕に 住し、 其 

子 兵 庫助國 平、 相績 いで 是に 住し、 夫よ. -以 來賴長 迄、 當 城主な り。 右賴長 は、 天 

文 .弘 治の 頃の 人に して、 右 正 流の 子孫 は、 和 田 助右衞 門と 號し、 其 末 は、 松 平 丹 波 

守 光重の 家に あ， りと 云々。 

同 郡 萩原の 住人  获原彥 次 郞國繁 

當 家の 元祖 は、 小 里國定 の舍弟 萩原 孫 次 郞國實 と 申して、 夫より 國繁 迄、 當鄕の 住 

人に して、 天文. 弘 治の 頃の 人な り。 

大野 郡 郡 家の 住人  郡 家 七 郞兵衞 光春 

當 家の 元祖 は、 土岐 光行の 三男 郡 家 三郞光 氏、 始めて 是に 住し、 夫より 數代、 當鄕 

の住士 にして、 尤舊 家たり。 右 光春 は、 天文. 弘 治の 頃の 人な hv。 

土 岐郡猿 子の 住人  猿 子 主計 頭國基 

當 家の 元祖 は、 土岐 判官 代國 村の 四 猿 子 三 河 守 國宗と 申して、 始めて 是に 住し， 

土岐氏 一族の 家柄 分明の 分  1 九 
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夫よ， り 代々、 國基迄 連綿たり。 小 里. 萩 戶. 猿 子. 郡戶. 深澤等 を 始めと して、 光行よ. 

り 別れた る 嫡流 一 一十一 一流の 內 な.^ とぞ。 

本 巢郡根 尾 外 山の 城 ま  外 山 修理 亮賴安 

當 家の 元祖 は、 土岐賴 遠の 子 外 山 近 江 守 直賴、 始めて 是に 住せ，^。 根 尾. 德の 山な 

どと いふ は、 此 一 族に して、 皆 在 名 を 付けた る 者な， os。 根 尾の 城と いふ は、 往古 堀 

江 美 濃 守 貞滿の 居城に して、 後に は 新田 義贞の 舍弟脇 屋右衞 門 佐義助 も、 住しけ 

ると なり 

厚見 郡 今峯の 城主  今 峯賴母 頭 光之 同 弟 源 八 郞泰成 

當 家の 元祖 は、 外 山 通 賴の兄 今峯右 馬頭 氏 光と 申して、 始めて 是に 住す。 後に 氏 

光 は、 仁 木 右京 大夫義 長の 養子と な.^、 勢 州 長 野の 城に 楣 籠る。 將 軍義詮 公、 土岐 

賴康に 命じて、 之 を 攻めさ せらる、。 今峯. 外 山 は、 却て 賴康 に隨 伏せり。 其 後 仁 

木 は、 勢盡 きて、 將軍 家に 降參 しける。 ^光より、 其 子孫 當國に 住し、 今 峯賴母 頭. 其 

子 新 助泰正 父子、 俱に 後に は 明 智日 向 守に 屬 しける。 尤其 外、 今峯 氏の 子孫、 當國 


の內 所々 に 住居し、 一 類 數多之 ありけ るな. り- 

方 縣郡福 光の 城主  福光藏 人賴國 

常 家の 元祖 は、 土岐賴 負の 嫡子 福光藏 人助賴 通と 申して、 夫より 代々、 當 城の 住人 

なり。 

惠 那郡大 井の 住人  深 澤三郞 左 衞門定 政 

當 家の 元祖 は、 土岐 判官 代國 村の 五男 深澤 五郎 定 氏と 申して、 元德の 頃、 後醍醐 天 

皇の密 Si に 組し、 六 波 維の 使 山 本 九郞時 綱と 戰 つて 討死し ける。 猶其 子孫、 當^ 

に 住して、 定 政まで 連綿た. -。 尤右定 政 は、 天文. 弘 治の 頃の 人な， 

土 岐郡妻 木の 城 生  妻 木 勘 解 由お 衞門範 Si 同源 五郎 

當家 は、 明智の 一 家に して、 勘 解 由 左衞門 は、 光秀の 舅な り。 其 子供 主計 頭範 ga- 

次 sf^ 忠左衞 門 範武. 三男 七 右 衞門範 之 等、 皆 以て： n 向 守に 屬 しけり。 嫡家を 妻 太 

長 門 守 忠賴と 申して、 是れ又 光秀と は叔 姪な り。 子孫 は、 江 戶將 軍に 化へ、 代々 妻 

木 村の 領生 なりと ぞ。 

土 1« 氏 一 族の 家柄 分明の lis-  逢 1 
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右の 外、 土岐 氏の 一 族た る 家柄、 數多 ありと 雖も、 其 元祖、 得と 正しから ざる 故， 

を 除き 畢。 右 記し 候の 內、 是又 一門 分家 も 多し * 故に 略， 之。 

. 城主 所 主 諸士傳 記の 事 


之 


厚見 郡 岩 戶 の 住人 は 

惠那郡 山 田の 住人 は 

各 務郡岩 田の 住人 は 

方 縣郡鄕 渡の 城主 は 

本巢郡 秋澤の 住人 は 

厚見 郡 中 鶴 村の 城主 は 

大野 郡 杉 原の 住人 は 

當 家の 本姓 は 1^ な. 


武井肥 後 守 直 助 I はま 籠；；； ぉ⑩； - 

山 田 兵 庫 頭重 正 

岩 田 民部丞 光季 

近 松 新 五 左 衞門正 良 

多藝大 膳守定 f 謝 一；！ 杆石 

杉 原 六 郎左衞 門 家 盛 

其 元祖と 申す は、 年 相 國淸盛 の 1 1 男 小 松 三位 重 盛、 其 子 惟. 


盛、 其 子 秀衡、 其 二 男 伯耆守 光平と いふ。 平家の 一族 沒 落の 後、 听々 に 散在す。 光 


衡は、 當國 大野 郡 小山の 奥に 落 入りて、 杉 原 村に 住す。 故に 是 よ.^ 杉 原 氏と 改む 

光衡ょ 數十 世の 後、 杉 原 1^ 太夫 家 幸と いふ 者 あり。 其 子 則ち 六 郞左衞 門 家 盛な 

り。 » 二 男 を、 杉 原 七 郞兵衞 尉 家 則と 申しけ るが、 是は故 ありて 尾 州に 至り、 愛 

智 郡に 住す。 此人 一男 二 女を設 く。 嫡子を杉原七郞左衞門家^^-と中して、 木下 

藤吉 郞秀吉 に屬 せり。 女子 は 朝日と いへ， -。 杉 原 助 左衞門 入道 道 松に 嫁す。 次 

の 女子 を， 七 曲と いふ。 是は淺 野 又 右 衞門長 勝の 妻と なる.」 後に 高 臺院， i 號す。 

長 勝 ir 秀吉の 舅な、 り。 長 勝の 娘 は、 秀吉の 妻 故な...。 後 又 淺井長 政の 娘 を 取り 

て、 別の 妻と し、 淀 殿と いふ。 杉 原 助 左衞門 は、 後に 伯 耆守家 親と いふ。 其 子 肥 

後 守 家定、 秀吉 より、 木 下の 氏 を 負 ふ。 家 定の子 木 下 若 狹守勝 俊、 1 一男 宮內少 輔^ 

房、 三男 筑前 守延 俊、 四 男 信 濃 守俊定 な、 り。 五男 金 吾 中 納首秀 秋、 六 男 木 下 出 雲 守 

と 申しけ るな り 

可 兒郡兼 山の 诚主は  森 三 左 衞門尉 可成 

織 田 信 長に 奉仕す。 元龜 元年 九月 十日、 江 州 志贺郡 宇佐 山に て 討死す。 森 氏の 

城主 所 主幷 士傳 の 事  一-一 量 


美 滇！： 諸舊記 卷之十 I 

菩堤寺 は、 兼 山の 嘉祥 寺と 

本 巢郡穗 積の 城主 は 

同 別府の 住人 は 

不破郡 今須の 城主 は 

大野 郡 府內の 城主 は 

多 藝郡飯 ffl の 城主 は 

方縣郡 御望の 城主 は 

郡 上 郡 鷲兒の 城主 は 

方 縣郡小 野の 城主 は 

父子 合戦の 時、 道 三 

暫く 此城 LL 籠れ リ。 

郡 上 郡 中 坪の 城主 は 

本 巢郡小 柿の 城主 は 


き 一 3 

ふ。 是に 位牌 等 あるな b。 

長井將 監利満 長 井 雅樂頭 利 重 

齋藤八 郞左衞 門 利 基 同 石 見守 利 Si 

同 大和 守 利 盛 

長 井 今 右 衞門長 利 

山 岸 勘 解 由 左衞門 光信 

石 丸 主 殿 助 利 近 

蔭山 掃 部 助定重 

鷲 見大學 光安 

81 き 乍； す c( 光實 は、 光安の 兄弟、 始め ふ 野に 住： i 娘 

鷲 男 身 作 光 實加茂 郡に 移リ 5。 其 後 弘殆ニ 年 四月、 齋藤 

鷲 見 新 藤 次範綱 f§ 維 g 

小 柿 勘 六 郞長定 同 四 郞左衞 門長秀 


安藤 伊織 盛 基 

池 田 郡 堀の 住人 は  堀 監物直 有 堀與 郞直家 II^Jf~;5 智 

厚見 郡 赤銅の 住人 は  堀 太 郞左衞 門秀重 同久太 郞秀政 

當家 は、 左 近將監 利仁將 軍よ， 0 八 代の 孫 堀 櫂 太失季 高と 申して、 當國池 H 郡 堀の 

鄕に 在住せ， -。 是 より. 代々 當鄕に 住し、 季高六 代の 孫 堀 小 左 衞門康 重と いふ。 此 

時代に 至りて、 厚見 郡に 移. り、 上 赤銅. 下 赤 鍋の 二 鄕を頟 しぬ。 其 末流、 堀 掃 部大夫 

康重 i いふ。 其 子 小太郞 は、 齊藤道 三に 仕へ て、 秀の 一 字 を 貰 ひ、 太 郞左衞 門秀重 

i いふ。 其子久 太郞秀 政と いふ。 信 長に 仕へ、 其 後、 羽柴秀 吉に隨 身す。 天 正 十 

1 年、 長久 手の 戰 破れて よ. -、 濃 州 大野 邵 北山に 落ち 來り、 慶長 十四 酉年 七月 卒 

す。 七十 五 歳な.^ • 

武儀 郡關の 城主 は  長 井 車 人 正道 利 

長 井藤 左 衞門長 張の 子な り • 永祿七 年の 秋、 龍典沒 落の 節、 之 を 守護し、 關の城 を 

捨て、 江 州に 落 行きけ る。 

城主 所主幷 IS  士傳 記の 事  Mm 


美， 濃 圃諸舊 記 卷之十 一  S ハ 

各 務郡鶴 沼の 城主 は  大澤治 郞左衞 門爲泰 同 弟 主 水 爲之ほ 麟 f 

爲泰 は、 永祿 の 中頃、 信 長 の 疑 を 得て、 城 を 出で て 行方 知れす。 

郡 上郡莉 安の 城 生 は  遠 藤 左 馬 助慶隆 

後に、 但馬 守と いふ。 郡 上の 城主と なるな り， 當 家の 由緒 は、 平 姓に して、 千 葉 氏 

なり。 本名 東 氏な. o。 桓武天皇五代の孫村岡^^郞忠賴の 一 男千葉上總介年忠常 

とい ふ。 長 元元 年に 反逆して、 源 賴信之 を 征伐し、 忠賴を 召 捕.^ て、 京都に 牽き行 

くの 所、 其 路次美 濃國垂 井に て 死せ. -。 忠 常の 子 小 次 郞千葉 介 常將、 其 子 千 葉 太 

夫 常 兼、 其子從 五位 下 千 葉 介 常 重、 其 子 常 胤、 其 子 千 葉 太郞胤 正、 其 長子 兼 太夫 重 胤、 - 

其 子 東 左 衞門凰 行 |、|、 其 子 行 氏、 其 子 時 常、 其 子 氏 村、 其 子 常顯、 其子師 氏、 其 子 氏 

數、 其 子 益 之 難 1、 其 子 東 下野 守常緣 とい ふ。 始めて 關 東より 美 濃 國に來 り、 郡 上 郡 

山 田の 庄に 住せり。 其 子 賴數、 其 子 元 其 子 東 下野 守 常慶、 其 養子 遠 藤 新 五兵衛 

胤緣 とい. ふ。 同 郡 i 刈 安の 城主と なるな. -。 其 子 大隅守 胤基、 其 子 遠 藤 小 次郞瓶 直、 

其 子 左 馬 助慶隆 な..^。 後に 但馬 守と いふな h^。 一族の 嫡家 は、 東 六 郞左衞 門行隆 


と 申して、 是れ 連歌の 達人に して、 而も 歌書の 能筆た 

都 愛宕山 連歌の 執筆 是 なり。 


明智 光秀の 臣 にして， 京 


不破郡 栗 原の 城主 は 

同 郡 3 石 手の 城 i は 

同 郡 梅 谷の 住人 は 

同 郡 菩提 山の 城主 は 

方 縣郡鵜 飼山黑 野の 城主 は 

是は 安藤の 一 族に して、 國枝 氏と 一 つた 

是に 住しけ り。 

武儀郡 跡 部の 城主 は 

大野 郡太郞 丸の 城主 は 


栗 原 右衞門 尉義師 

岩手彈 正道 高 

竹 中 遠 江 守 重 高 

同 半 兵 衞重治 同 丹 後 守 重 定！? 115- 

加 藤 左 衞門尉 光長 

其 後 又 年を經 て、 加 藤 作十郞 貞泰. 

跡 部 將監賴 西 


深 尾 下野 守宗衡 同 和 m 守 宗重マ 孫に 掳. -の御 旗本 


, ゎリり 乂山內 佐 


守 家に 

も W リ 


本巢郡 見延の 城主 は 

城主 所 主 諸士傳 記の 事 


原 掃 部 介賴龍 同中務 ー賴； 


量 七 


瀵州七 加 

賀 I  . 
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山 縣郡川 屋の城 ifi は  武藤淡 路守貞 好 同 子 助 十 郞基之 

助 十郞は 岐阜 中 納言秀 信に 仕へ、 慶畏五 年の 秋、 岐阜 を 落 行きて、 子孫 は北國 にあ 

ふ。 

上田 加 賀右衞 門久重 

高 井加賀 右衛門 信 兼 

井上 加 賀右衞 門利久 

青木 加 賀右衞 門 重 直 

山 峯加賀 右 衞門氏 房 

臼 井 加 贅右衞 門義秀 

加 藤 加 賀右衞 門泰忠  、 • 

右の 七 人 を、 濃 州 七加賀 と號 しける。 尤加藤 泰忠、 後に 久馬 介と いふ。 其 弟 加 藤 

兵 部 光季 は、 惠那郡 坂 下に 住するな， 9。  . 

池 E 郡 八幡の 住人 は  石 河駿河 守家忠 


加 茂 郡 上田の 住人 は 

山 縣郡高 井の 住人 は 

大野 郡 伊野の 住人 は 

安八 郡 青木の 住人 は 

大野 郡 志那の 住人 は 

武儀郡 佐 野の 住人 は 

方 縣郡川 道の 住人 は 


惠那郡 苗木の 城主 は  遠山 久兵衞 友 政 

安八 郡牧 村の 城主 は  牧村兵 庫 介賴豊 同 子牛 之 助春豊 

武儀郡 牛牧の 城主 は  牛牧 右京亮 光久 

土 岐郡多 治 見の 城 生 は  多 治 見 修理 進國淸 

山 縣郡岩 崎 山 の 要害 は  齋藤道 三の 砦な り 

同 郡 福 富の 住人 は  福 富 七 郞左衞 門貞吉 

處吉の 子 平 太郞貞 家、 尾 州に 至り、 織 田 信 秀に仕 ふ。 一 說に 曰く、 道 三の 息女 婚鱧 

の 節、 附屬 して 赴きし とい ふ，^ 其 子 •  平 左 衞門贞 次 は、 信 長に 舉仕 しける。 天 正 十 

年 六月 二 曰、 京都に て 討死し ける" 福 富の 先祖 は、 明智 家の 一族な りと いふ" 

同 郡 伊 目 良の 城主 は  e 井 平 太夫 義連 伊 目 良 次 郞左衞 門秀澄 

方 縣郡岩 利の 城主 は  大岡左 馬 助家師 

加 茂 郡 御座 野の 要害 は  稻葉 元麈の 砦な り 

方 縣郡上 中 村の 城主 は  額 顧 右京 安秀  ♦ 

城主 所 主 諸士傅 の 事  憂 ル 
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先 a は 缀纈， 源 吾と いふ 者、 文治 年中に、 源賴 朝より 當城を 賜 は..^、 數代 是迄此 所に 

住す- ^ 尤舊 家た. り- 右京の 子 籙纈藤 太夫 晴 遠と 申しけ るが， 明智 光秀に 仕へ て、 

天 正 四 年、 松 永 彈正少 弼久秀 を 征伐の 砌、 和 州 志 貴の 城攻 にて、 討死し ける とな 

加 茂 郡 野原の 城主 は  中 江 中 務丞正 富 

伊 目 良 谷 合の 城主 は  臼 井 年 太夫が 居所な り 

大野 郡 小津の 住人 は  高 橋 但馬守 治 通 同 修理 治平 

十： 岐郡妻 木の 城主 は  妻 源 木 五. 郞忠賴 ， 

武 儀郡津 野の 城主 は  池 田 勝 三 郎信輝 §f 腿^; 住 ％大 

石津郡 安田の 住人 は  安田 主稅之 介國利 同 子 作 兵 衞國次 

國次 は、 明智 光秀に 仕へ、 安田. 箕浦. 山 本. 古河と 申して、 四天王の 內 なり" 

可 兒郡堀 尾の 住人 は  堀 尾 忠左衞 門氏晴 

先祖 は、 郡 上 郡に 住すと 云々。 氏晴、 始めは 土 岐左衞 門 尉 盛 賴に仕 へ て 當國 にあ. 


りけ る 所、 天文の 始めに、 齋藤秀 w が 爲に、 美 濃 國を落 去して 尾 州に 至り、 岩 倉の 城 

主 織 田 伊賀 守 信昌に 仕へ、 武功 多し。 弘治三 巳年. 故 ありて 信 昌の家 を 出で、 浪人 一 

. となりて、 濃 州に 歸り、 稻葉 山の 奧日野 谷に 蟄居し、 永祿五 年に 病死す e 其 子茂& 

吉晴 は、 同 七 年 の 秋より、 羽柴に 仕へ け ると な り。  > 

加 茂 郡 加 治 田の 城主 は  齋藤新 五郎 長 龍 同 子齋宮 寵幸  ■) 

新 五郎 は、 龍 興の 子な.^" 信 長に 仕へ て 、天 正 十三 午年 六月  一 一 H  、京都 ニ條の 城に 一 

て、 明 智が家 來內藤 內藏助 利 一 が爲に 討死す。 其 子齊宫 は、 岐阜 中 納言秀 信の 小一 

姓な りしが、 慶長 五子 年 八月 廿 三日、 岐阜 落 去の 砌， 信 友. 足 立 中務. 武藤 助十郞 と-一 

共に、 白晝 に、 女の 姿に 出立ち て、 長 良 川 を 越えて、 北山に 落 行きぬ" 其 子孫 は、 松！^ 

大和 守 道 基に 仕 ふ。 又 池 田 三左衞 門の 家に も あ. りと 云々。  ！ 

武儀郡 上 有 知の 城主 は  佐 藤 陸 左 衞門正 秋 同 才次郞 正 村 

兩人 共、 岐阜 中 納言秀 信の 臣下な り"  . 

方 縣郡村 山の 城主 は  村 山 越後 守藝重  . 

城主 所 主 諸 士傳記 の亊  311  . 一 
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其 外、 土岐の 一族 葦 敷 も是に 住す。 其 外 彥坂谷 等に も •  土岐の 氏族 住しけ ると い 

ふ" 

屋形左 京大 夫成賴 同 美 濃 守 政 房 

同 郡 城 田 寺の 减主は 

お  同 嫡子 左衞門 尉盛賴 

明應五 年の 夏 六月 廿 H  、政 房の 舍弟 四郞 元賴、 幷に齋 藤が 家臣 石 丸 利 光 以下， 生害 

せし 所 は， 則ち 是 な，..^" 其 後 は、 齋 藤の 家臣 交代して、 之 を 守れ..^" 然るに 以前 屋 

形 左 京大 夫 成賴の 住居せ し 所 は、 同 郡 城 ffl の庄に 閑居す とい ふ。 故に 持 是院の 

日記に、 城 田. 成 田 寺の 譯 分明なら す" 城 田の 里人に、 成 賴の舊 跡を尋 ぬると 雖も、 

其 館の あ.^ し 所と いひ 傳 へたる 所 は、 更にな しとい ふ。 然 らば 城 田 寺の 事なる 

べし。 又 城 田の 邊に、 正木と いふ 所 あ， りん 此 所に 古城の 跡 あ， りと いふ" 按 する 

に、. E 內 氏の 先祖 山內掃 部助實 通、 城 田に 住居せ しとい へば、 必定 是 なるべし と 

いふ。 

安八 郡 一 木の 要害 は  稻葉兵 部が 砦な 


同 宫田 村の 要害 は 

是は山 田 兵 庫が 弟な り 

なるな， os。 

同 大 塚の 所 主 は 

石津郡 市瀨の 城主 は 

同 太 田 中島の 要害 は 


葦 敷 又 三 郞重貞 

後に、 山 田 丹 後 守と 改む" 其 後、 是は稻 葉 一 鐵齋の 砦 i 


多藝郡 祖父 江の 所 主 は 


松 井 九郞次 郞直淸 

桑原 次 右 衞門家 影 

原 隱岐守 久賴の 砦な，^ 

祖父 江 孫左衞 門國舍 同 弟 源 助國成 

其 弟 孫次郎 H 之 

祖父 江國舍 は、 織 田 信 長に 仕 ふ" 其 子孫 丸國政 は、 天 正 十 午年 六月 二  、京都 本能 

寺に て 討死す。 國成 は、 明智 光秀に 仕へ、 山 崎に て 討死す。 其 子孫 四.！ §國 俊 は、 山 

內土佐 守 一 豊に仕官せ，.^。 國之 は、 後に 福 島 正則に 仕へ、 法齊と いふなり。 

大野 郡 九 鄕の所 主 は  稻葉權 之 丞通定 

同 有 馬の 所 主 は  杉 山 刑 部丞正 {1 

城主 主， 諸 +1 傳 g め 事... t  •  ：  i  ,  ,  J  L fs 
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惠那郡 一宮の 城主 は  中條 左近將 監家忠 

始めは、 齋#義 龍 に屬 し、 後 に 織 田 信 長 に 仕へ、 氏 を 山 澄と 改めさ せらる、。 

本 巢郡赤 石の 所 主 は  筑間左 衞門射 正 守 

不破郡 今 須の所 主 は  長 井 今 右 衞門長 利 井上 忠左衞 門 通 勝 

明智 十兵衞 光秀 赤 尾 宫內少 輔常政 

安八 郡 森 部の 要害 は 

不 破壹岐 守重桌 

大塚飛 驊守眞 政 足 立 中 務丞宣 成 

今 尾の 晚主は 

丸 毛 河 內守兼 利 市椅 下. t 守 長 勝 

大塚 は、 土 倉. 大藪の 一 族に して、 飛驊 守が 一 類 大塚久  一 ^眞之 • 同 孫 三 郞眞赛 • 同 

主 稅助眞 元 等 は 、信- iiK に屬 しける と な り。 

惠那郡 明 地の 城主 は  遠山 勘 右 衞門友 治 

本巢郡 文珠の 城主 は  中 納言定 家 卿の 舊 館の 地な ト人 本名 ％ 木 山と も 

いふな り/ 其 後 小 笠- g 四郞泰 綱是に 住す 文珠の 西の 城 は、 祐 向山の 城と いへ 


-ん 此诚は 土岐の 砦な.， 人 長 井新 九郎正 利、 則ち 是に 住す t 定家 卿の 歌と て、 

君が代 は 幾 萬 代 も 重ぬ べき 糸 貫 川の 鶴の 羽衣 

本 巢郡本 田の 要害 は  稻葉長 左衞門 住す ま lists 

同 定 原の 北方の 诚は 安藤 伊賀 入道 道 足 同 三男 七 郞左衞 門 守 之 

池 田 郡， 本鄕の 城主 は  圃枝 大和 守 守 房 同大 和 守 正 利 

和 田 佐 渡 守義繁 其 子 八郞將 監義直 

本 巢郡美 江 寺の 城主 は  其子瑞 門院 可 心 其 子 杉 本 市兵衞 定 

林 土 佐 守 越 智正長 

天文 十 一 年 九月 三日 夜、 武 ffl 信 支の 軍勢 來 b  、火 を懸 くるに 依って、 城を燒 落され、 

防ぎ 難く、 和 田將監 討死" 其子兩 人、 共に 城 を 落ちて 行方 知らす。 其 後 十七 條の 

城主 林 左 近が 嫡子 林 土 佐 守 正 • 良 住せり。 信玄の 夜合戰 に、 正 長 摘 子 支蕃亮 は， 討 

死し ける。 次男 總兵衞 は 落 去し けり。 

本 I 郡 十九 條の 城主 は  織 田 勘 解 由 左 衞門信 益 

城主 所 主 諸士傳 託の 事，  S 


美， 濃 國 諸舊記 卷之 十一，  lilSK 

永 祿五年 五月 三日の 夜に、 信 長.. 0 龍 典と， 輕 海の 合戦に て 討死し け， C 


池 田 郡 市場の 住人 は 

大野 郡 呂久の 住人 は 

安田 郡 前 田の 住人 は 

厚見 郡 江 崎の 住人 は 

本巢郡 長屋の 住人 は 

厚見 郡 西の 庄の 住人 は 

本巢郡 十七 條の 城主 は 

加 茂 郡 板 井の 住人 は 

惠那郡 高山の 城主 


內藤十 郞左衞 門 盛 重 

那波 上野 入道 久昌軒 同內匠 助久之 

佐 合 修理 忠正 

江 崎 三 郞右衞 門 光知 

宇佐美 左 衞門實 助 

永 S 靱負昌 道 

林 主 水 正道 政 

私 市 太 左 衞門信 家 

平井宮 內少輔 光行 同 子賴母 光村 


天 正 1 一年 戌の 二月 二 日 、武田 勝賴、 當 城を攻 落し、 光村 は 討死す， 

惠那郡 串 原 の 城主 は  串 原 孫 左 衞門親 春 Is 化 

同 飯 狭間の 城主 は  飯 狭間 右 衞門尉 重 政 g，f 化， 


武儀郡 高 野の 城主 は 

武儀郡 於 里の 要害 は 

方縣郡 則武の 住人 は 

三 太夫 は、 堀 尾帶刀 吉晴」 

各 務郡野 村の 住人 は 

多 藝郡小 倉の 住人 は 

安八 郡 加々 野 江の 城主 は 

本 巢郡曾 井の 住人 は ， 

惠那郡 下 村の 城主 は 

本 巢郡木 倉の 住人 は 

同 山 口の 城主 は 

城主 所 主 諸； H 博 Si の 事 


高 野 作 十 郞宣家 同 作 右 衞門政 家 

川尻 與兵衞 重 遠 

池 田 勝 三 郞信輝 砦な， 9 

則 武織部 丞武景 同 三 太夫 武之 

- 仕へ、 子孫 は、 安藤 對馬守 重 信の 一 家に あるな h 

野 村 越 中 守 正 俊 

羽 賀五郞 左 衞門常 遠 

日 比 下野 守弘近 同大 一 11 郞 I 難" ■， の 

加々 野江彌 八^ 重 望 

長屋 信 濃 守義豊 

下 村 丹 後 守 幸 近 

梶原平 九 郞景久 

古田 左 金 吾 安長 安長 弟 Gffllrl 左衞 門長宗 


类澧國 諸舊， c 卷之 十一  1  一一 S 八 

長 宗弟同 兵 郃少輔 長 政 政 子 同 織 部 正 長 脇 

此城 は、 昔梶原 -平 三景 時 の 居 城 なり。 當 城に 住し あ..^ け る 砌、 此所 の 鴨 を 取 し， 

賴 朝に 獻 じたり しと、 東鑑に 見えた、 り。 又 文治の 頃、 判官 義經 を、 木 振 寺に 於て 調 

伏しけ る 由- 此事、 五大 尊 寺に あるな り。 ^又 古田 吉左衞 門 は、 羽 柴秀吉 に 仕へ 

たり。 播州 三 木の 城 攻の砌 、討死し ける。 其 子 古田 兵 部 少輔長 幸. 二 男 大膳大 夫 

長 盛と て 二人 あり。 慶長五 年、 勢 州 松 坂の 城主と な，. -て、 六 萬 石を領 しけ..^" 其 

後 兵 部 少輔は 病死す。 其時六歲の孤子ぁh^。 將 軍家康 公よ， -、 大膳大 夫に、 兄の 

跡目 を相續 して、 則ち 兵 部少輔 となるべき 旨 を、 仰せ あ，.^ ける にぞ、 大膳 承.. i し 

申しけ る檨 は、 有難き 上意に 候 へ ど も、 孤 子 を 成畏さ せ て、 父が 名に 候 へ ば、 是は 

兵 部 少輔と 名 乘らせ 申 度の 由 を みける。 家 康公聞 召し、 今の 世に は 稀なる 者 

かなと 感じ 給 ふ。 孤 子漸々 成長せ しかば、 父が 擧具、 殘らす 目錄を 以て、 元 和 六 年 

の 頃 相 渡し、 勿論 六 一 € 石の 地 を も附與 して、 其 身 は 物淋しき 檨 にて、 江戶に 住しけ 

る， 潔き 事、 誰か 此 上に 立たん ぞ や； 稻葉 內藏助 丄柳監 物な ども、 兄の 跡目 を， 


名代と し て相續 せし が. 何れ も 古田 に は 及ば ざ ると いふ • 

加 茂 郡 川 浦の 住人 は  武市常 三 光邦 

同 郡 伊邊の 住人 は  同 善 兵 衞光種 

光 稀 は、 常 三が 兄な り。 善兵衞 は、 羽 柴秀吉 に 仕へ て， 天 正 十一 年に 討死す • 其 時 

三^ の 幼子 あ り . 伯父 常 三 之 を 養育し、 長と な し て 、父 の 名 なれば とて 、善 兵衞 {al 

核と 名 乘、， つせ、 兄の 家 を 修理し、 勿論 知行 所 家財 等 悉く 相 渡し、 常 三 は， 鍋 一 つ 手^ 

一 本 を 取，. >  て 、お 家し ける。 此等、 古田に 劣らぬ 信義、 賢き 勇士な，..' と 云々。 

池 田 郡 和 田の 住人 は  和 m 彌太^ 秀定 

美 江 寺の 城主 和田將 監が從 弟に して、 屋形 土岐賴 藝に屬 しける。 秀之生 « の 所 

は、 其 風、 常に 美 婦人の 如/、 にして 優しく、 物事 應揚 なり。 戰 場に 出で て、 魁 殿の 時 

も、 一 向騷 がしから す、 動 やる 心 も 見え ざり しかば、 何とも 知れぬ にて ありし よ 

と、 人々 沙汰し ける に、 傍 友 浦 野 若狹守 • 日 根 野 兄弟 • = 比纤 下野 守 杯 も， 颇る^  士 

と雖 も、 つまる 所の 武功 は、 和 田 彌太郞 すべき ぞと、 兼々 い へり： 55^ して 卅六歲 の 

城 キ所主 諸 士傳記 の 事  1 一一お 


美 濃 函諸舊 記 卷之十 一  1C 

春、 江 北の 淺 井下 野守久 政、 越 前 勢 を 語ら ひ、 一 萬 五 千の 着 到に て、 濃 州 西方 表に 發 

向し、 猛威 を 振 ひ、 * 方危く 見えし が、 彌太郞 は、 諸人の 目 を 驚かす 程の 鐽を、 1 一 日 

の 間に 三度 合せ、 歜を突 散らし， 終に 土 岐賴藝 蓮 を 開き 、泰平 を唱 へけ ると な，. =.。 


安八 郡 結 父め 住人 は 

同 橫 井の 住人 は 

大野 郡瑞 原の 住人 は 

厚見 郡 藤 生の 住人 は 

安田 郡 中澤の 住人 は 

大野 郡 郡 家の 住人 は 

同 西方の 住人 は 

羽 栗 郡 三 宅の 城主 は 

可 兒郡大 森の 住人 は 

羽 栗 郡 江川の 住人 は 


立田大 藏近季 

松 井 刑 部宗久 

村 瀨權九 郞重勝 

兼 松 右京 國氏 同 又 四 郞國行 

臼 井宫內 少輔盛 一 

小 森 隼 人 長 常 

所 七 郞信國 

三 宅 式部 少輔 光遠 同 周 防 守 業 朝 

可兒才 兵衞吉 家 . 

可兒才 藏吉長 


可 兒郡室 原の 住人 は 

安八 郡長 澤の 住人 は 

同 小 泉の 住人 は 

厚見 郡 中島の 城主 は 

同 古津の 城主 は 

土岐郡 豐田の 住人 は 

_不 破 郡 複戶の 住人 は 

多 藝郡三 笠の 住人 は 

武儀郡 坂 元の 住人 は 

郡 上 郡 粥 川の 城 生 は 

方縣郡 谷の 城主 は 

加 茂 郡 福 島の 城主 は 

政 淸のニ 男、 與右衞 門 政 家 I しい 

城主 所 主 諸士傳 記の 事 


奧田 宮內少 輔景綱 

宫內 左衞門 尉治久 

佐 藤 和 泉 守 信 通 

日 根 野備中 守弘就 

同弟彌 次右衞 門弘繼 

豐田 民 部 一 政 

大食 右京 贞正 

石 井遠 江 守 氏 屍 

衬山兵 庫 介 行 輝 同 主 稅行家 

粥 川 慷中守 光異顆 あほ？  . 

谷 五郎 左衞 門重衡 同大 膳 亮幸衡 

福 島 左近將 監政淸 

ふ" 大 永の 頃 尾 州に 至り、 二つ 寺に 住す。 其 子 新 

き 


美 濃 國諸舊 Si 卷之 十一 

左 衞門政 元、 其 子 市松 正則な 

惠那郡 签屋の 住人 は 

郡 上 郡 高原の 住人 は 

池 田 都 池戶の 住人 は 

本 巢郡曾 我屋の 住人 は 

同 生 律の 住人 は 

池 田邵田 中の 住人 は 

大野 郡 下方の 住人 は 

郡 上 郡 小川の 住人 は 

同 木 尾の 住人 は 

安八 郡 佐 渡の 住人 は 

大野 郡 高 科の 住人 は 

多 藝郡律 谷の 住人 は 


淺岡新 八. § 村 重 

國井治 郞左衞 門祐重 

國枝八 郞守景 

會我屋 內藏亮 家 治 

松景 右京 高 介 

池 田庄兵 衞政義 

後藤 右馬允 負乘 

小川 治 左 衞門賴 包 

關谷兵 庫 助行景 

岡 主馬 俊 春 

松 岡 內膳義 兼 

淺屋助 三 郎元常 


羽 栗 郡 松原の 住人 は 

同 米 野の 住人 は 

安八 郡 笠 木の 住 < ^は 

本 巢郡輕 海の 住人 は 

各務郡 各務の 住人 は 

羽 栗 郡 成 光の 住人 は 

大野 郡 樫 原の 住人 は 

野 村の 住人 は 

同  城主 は 


松原 源 吾藝久 同內 匠藝定 

矢 代 左衞門 尉與安 

掘 部 新左衞 門義廣 

輕海 五左衛門 光明 

各務 右近 將監 常久 

小 牧源太 道家 

.  概原但 馬治定 

汲 田 左 衞門佐 道順 

織 田 河內守 Iftf 刊域 S 耶 


美 濃 國諸舊 記 卷之十 一 終 


城主 所 主 諸士傳 記の 事 


霊 


美瀵國 諸舊能 卷之 十二  . 

美 濃 國諸舊 記 卷之 十一 一 


城主 所 主 諸 士傳記 の 事 


大野 郡 沖 野の 住人 は 

本巢郡 馬場の 住人 は 

加 茂 郡 山 本の 住人 は 

大野 郡 岐禮の 住人 は 

方 縣郡又 丸の 城主 は 

同 今 川の 住人 は 

本巢郡 十八 條の 住人 は 

大野 郡淸 水の 住人 は 


平野： 平 太 失 道 

馬場 大三 1,1 爲道 

山 本 三 郞兵衞 由 時 

山本數 馬藝貞 

川 島 掃 部 介 唯 重 

神山內 記義鑑 

林 驗河守 正道 入道 道 K 

林 主- iil 助正畏 


同 

本巢郡 石神の 住人 は 

池 田郡黑 田の 住人 は 

大野 郡 三輪の 住人 は 

筵 田 郡 石 原の 住人 は 

本 巢郡三 橋の 住人 は 

同 宗慶の 住人 は 

池 田 郡 古屋の 住人 は 

羽 栗邵笠 田の 住人 は 

安八 郡 入 方の 住人 は 

大野 郡 小津の 住人 は 

方 縣郡開 田の 住人 は 

方 縣郡中 村の 住人 は 

城主 所 主諸士  itsj- の 事 


加 納悅右 衞門勝 春 

道家 助 六 郞定重 同 彥八郞 定常 

黑田監 物 長 治 

堀 池備中 守定治 

石 原 左 衞門助 友 

三 橋 傳左衞 門 正 利 

河 田攀人 正常 同 新 左 衞門常 遠 同 八 五 郞重遠 

內藤新 十 郞吉近 

松原 治 郞左衞 門義保 

奧田 造酒 介景政 

高 橋 修理 治平 

改 田大學 武道 同 圖書武 良 同 太 郞作武 章 

中 村 惣助秋 益 

重 


美瀵 圃諸舊 IS 卷之 十二 

山 S 郡 高木の 住人 は 

方 縣邵木 田の 住人 は 

羽 栗 郡 平方の 住人 は 

同 一色の 住人 は 

加 茂 郡 市 橋の 住人 は 

池 田郡慳 村の 住人 は 

武 儀郡須 原の 住人 は 

方縣郡 古市場の 住人 は 

安八 郡 藤 江の 住人 は 

同 西 高 橋の 住人 は 

方縣邵 正木の 住人 は 

同 彥 坂の 住人 は 

本巢郡 中島の 住人 は 


川 村圖書 入道 務元 

木 田 掃 部 助實政 

箕浦 六郞兵 衞高繁 

渡 邊源助 唯 綱 

市 橋庄九 郞泰長 

遠 藤 修理 亮常景 

守屋中 務爲久 

安藤 刑 部 守 利 

片桐縫 殿 助爲春 

高 橋 兵 內氏衡 

大西太 郞左衞 門勝祐 

彥坂又 十 郞繁幸 多 田 新 

中島 石昆 成久 


武儀郡 中保の 住人 は 

厚見 郡 高 桑の 住人 は 

方 縣郡， ハ- 島の 住人 は 

可 兒郡中 村の 住人 は 

郡 上郡眞 鍋の 住人 は 

郡 上 郡 中 津屋の 住人 は 

同 前 谷の 住人 は 

郡 上 郡 田 尻の 住人 は 

惠那郡 坂 下の 住人 は 

方 縣郡鵜 飼の 住人 ほ 

池 田 郡 般若 畑の 住人 は 

羽 栗 郡 小 熊の 住人 は 

大野 郡 高屋の 住人 は 

拔主所 主 諸 十」 傳，？ 3 の 事 


一 柳 右近 將監 直季 

篠田 新左衞 門良宗 

武 H 年左衞 門賴^ 

長 山 新 六 郞善兼 

眞鍋外 記 友 澄 

今 井 修理 兼 負 

大塚藤 三 郞眞氏 

近 藤壹岐 守成 守 

加 藤 兵 部 光季 

鵜 飼 外 記 輝久， 

國枝參 河 守守衡 

毛 利 宮內高 家 

森 彌四郞 長 任 


美 瀵 ®, 諸舊詆 卷之 十二 


安八 郡 安次の 住人 は 

山縣 郡. 別 島の 住人 は 

中島 郡 桑 K の 住人 は 

大野 郡 廣瀨の 住人 は 

同 坂 本の 住人 は 

多藝郡 大野の 住人 は 

大野 郡 深 坂の 住人 は 

石 津郡駒 野の 住人 は 

大野 郡 池內の 住人 は 

武儀郡 山 田の 住人 は 

本巢郡 大須の 住人 は 

郡 上 郡 中评の 住人 は 

加 茂 郡 夕 田の 住人 は 


田 村 將監雅 長 

山 內傳兵 衞盛重 

桑原 十 郞左衞 門久賴 

廣瀨主 稅嘉常 

松 浦 民 部 助 氏 種 

大野 主 水義光 

堀江 掃 部 助満昌 

兼 本 內藏實 元 

所 新 左 衞門信 基 

山 田 九 藏重成 

早川籐 4^ 郞直季 

大學 の從弟 §1 見 新 藤 次範綱 

梶川彌 三 郞重宗 


羽 栗 郡 柳津の 住人 は 

同 川口の 住人 は 

大野 郡 麻 生の 住人 は 

惠那郡 福 岡の 住人 は 

武 儀郡吉 田の 住人 は 

武儀郡 高 野の 住人 は 

羽 栗 郡 栗 本の 住人 は 

同 中 野の 住人 は 

不破郡 樋 口の 住人 は 

方 縣郡則 松の 住人 は 

可 兒郡錦 織の 住人 は 

大野 郡 上 秋の 住人 は 

安八 郡 道 塚の 城主 は 

城主 所 主 諸士傳 記の 事 


水 野 民 部 丞兼好 

飯 沼 木 H 之 助國俊 川口 久助久 利 

衣斐 修理 入道 道寬 

三 山藏之 助信齋  • 

關十郞 右 衞門長 政 同 十郞太 郞長繁 

關小十 郞成政 

石 川 覺右衞 門泰政 

乾內 記正慶  た 

樋 口 忠左衞 門 行 兼 

野々 村辨 藏義宣 

錦織內 膳義忠 

松久三 郞左衞 門勝繁 , 

種 田 信 濃 守兼久 

-? 一  If 


美， 國諸舊 ，？p= 卷之 十二 

安八 郡 今 宿の 城主 は 

同 直 江の 城主 は 

同 西 江 崎の 城主 は . 

方 縣郡小 野の 城主 は 

安八 郡 池 尻の 城主 は 

池 ffi 郡お. 橋の 要害 は 

同 白 樫の 城主 は 

同 廣 尾の 要害 は 

安八 郡 中 川の 加納の 城主 は 

加 茂 郡 上 S の 城主 は 

安八 郡 三屋の 北方の 城主 は 

安八 郡 南方の 城主 は 

同 ， 墨 俣の 要害 は 


一一 一き 


氏 家の 組 下な リ 

稲田 助 六 郞兼國 


稱 K 彥七郞 兼 成 丸 毛 三 郞兵衞 兼 利 

林 權內通 度 

橫幕帶 刀 信 兼 i^tf^ も 

飯 沼 勘 平國長 片桐半 右衞門 一 柳 伊豆守 

市 橋 九 郞左衞 門 負 政 

長 井 齋藤左 衞門利 親 同 藤 左 衞門長 張 

右 同人の 砦な り 

名 和 和 泉. 守 i ま ■， 精 • 

齋藤內 藏助利 三  ， 

吉 ffl 休 三 入道 

久世民 部長 安 

信 長 卿の？. >lgs 廿之 一日 


ま 


不破 郡長 松の 城主 は 

郡 上 郡 上 山の 城主 は 

郡 上 郡 下田の 城主 は 

羽 栗 郡竹ケ 鼻の 城 生に 

石 津郡松 木の 诚生は 

不破郡 高須の 城主 は 

安八 郡 成 田の 城 生 は 

同 西の 保の 城主 は 

大野 郡 北方の 城主 は 

北山の 四 家 は 

土岐 氏の 本 城 厚見 郡長 森 

同 本 城 厚見 郡 川 手 

城主 所 主 諸士傳 記の 事 


武光 式部 少輔 忠宗 

稻葉 右京亮」 負 通 

同 備中守 通則 

不破源 六 郞貞乘 杉 浦 五 左 衞門重 勝 

德永 式部 卿 法 印 

高木 十 郞左衞 門好康 德永 父子 

高木 十 郞左衞 門 

不破河 內守貞 通 木 紂惣左 衞門家 包 

屋形 賴藝、 少しの 間 住す 

岩 手. 高 橋. 長江. 國枝 なり 

土 岐彈正 少弼賴 遠 

土岐 大膳大 夫賴康 同 左 京大 夫賴益 

同 屋形左 京大 夫 持 益 同 左 京大 夫 成 頼 

き 


美滇國 諸舊記 卷之 十二  き； 一一 

土 岐美濃 守 政 房 同 左 京大 夫賴藝 

長 井豊後 守利隨 同 藤 左 衞門長 張 ね 城 

厚見 岐阜 稻葉 山城 主 相 續く代 々 

1 一階 堂 出城 守 行政 佐 藤 伊賀 前 司 朝 光 伊賀 次 郞左衞 門 光宗 

稻葉三 郞左衞 門光資 一 一階 堂 出 羽 守 行 藤 齋藤帶 刀 左 衞門利 永 

齋藤越 前 守 利 藤 同 新 四 郞利長 長 井豊後 守利隆 同 藤 左 衞門長 張 

齋藤 山城 守秀龍 入道 道 三 齋藤左 京大 夫義寵 同 右兵衞 大夫 «與 

織 田彈正 忠信 長 同 勘 九 郞信忠 同 三 七 郞信孝 

池 田 勝 三 郞信輝 

羽柴少 將秀勝 岐阜 中 納言秀 信 

以上 

岐阜 沒後 諸士成 行の 事 


慶長五 年子 八月 廿 三日 、岐阜 落城に 付きて、 諸 士の成 行 を あらまし 記した b ぬ 先 

づ 大將秀 信の 舍弟織 田左衞 門佐秀 則と 申しけ る は、 落城の 節、 長 良 川 を 越えて、 定儀 

郡 鞍 知の 邊へ 落ち 給 ふ。 其 後 越 前の 國へ 退き、 在宅せられ て、 津田 左衞門 佐と 申し 

ける。 男子 二人. 女子 二人 あ， - ける： 越 前中納 言秀康 卿、 御 懇意に なされて、 女子の 

^ 一  人 は、 越 前 中 納言殿 へ 御 入， - なり。 松 平 但馬守 直 良の 母 儀、 則ち 是 なり。 1 人 

は、 尾 州亞相 公へ 御 入り、 貞松院 殿と 申す は是 な，...。 男子 二人 は、 松 平但馬 守の 御內 

に て、 $i 田九郞 次郞. 同 佐右衞 門と 申しけ る。 九 郞次郞 は、 後に 尾 州 へ 越され、 尾 州 

の 津田七 兵 衞の父 は、 則ち 是な りと。 » 又齋藤 齋宮刊 か は 知行 二 千 石、 武藤助 十 

郞は 知行 四千 五百石、 足 立 中 務は千 石に て、 町奉行な り。 此 三人 は、 秀 信の 家に て は、 

筋目 正しき 歷々 の 者たり しが、 軍の 負 を 見て、 白晝 に、 女の 姿に 出立ち、 長 良 川 を 渡 

り 越えて 落 行き、 齋宮は 長. 2- の 小 栗 野 村に 隱れ、 夫より 我が 在所 加 茂 郡 加 治 田 村へ 

t^s き けれども、 里人、 一 宿 もさせす 追 出しけ るに ぞ、 其 後方々 とかせぎ けれども、 有 

付な く、 後に は江戶 へ 出で て、 徘諧師 となりて、 法名 を德 元と 號 しけ る 。 此 子孫 は 

岐阜 後 諸士成 行の 事  員ミ. 


美湟！ S 諸舊訪 卷之 十二  Ms 

松； 牛 大和 守ナ  1 基の 家に あり。 武藤助 十 郞墓定 は、 久々 浪人して、 尾羽 打 枯らし、 京都 

に 出で、 或 日 町中 を、 縮 笠 を 冠り て步 きけ る を、 池 田 三 左 衞門輝 政 參內の 節、 馬上よ 

,..^之を見て、ぁれは助十郞にてはなきかとて、近習の侍を遣されければ、助十郞笠を 

脫 ぎて、 何方よりの 御 尋ぞと 申しけ る。 三左衞門の使な..^.と申しけるに付、 則ち 其 

所に て 目見え を 致し、 輝 政 昔 を 思 ひ 出し、 痛 はしく や 思 はれ けん、 御 扶持と して、 千 

石に て 召 抱 へらる /-。 其 筏 大坂御 陣の時 、手柄 を 致して、 岐阜の 面目 を 雪ぎ ける e 

足 立 中務は 行方 知れす、 子孫 は、 安八 郡 今 尾 村に あ とい ふ。 又 飯 沼 十 郞左衞 門. 野 

崎 市 兵 衞は、 羽 栗 郡 米 野に て、 飯 沼 勘^ 討死の 節 深手 を 負 ひ、 立 股 を 立 割に 致され、 

其 ま、 岐阜へ 歸 り、 本 町に て鹽を 求め、 足に こみ、 夫より 勘 年が 母 幷舍弟 幼少なる を 

引 連れ、 長 良 川 を 越えて、 十 郞左衞 門の 知行 所 へ 罷越 候の 處、 里人 共、 分捕に 懸 りけ 

る を、 以の 外なる 働 をな して 里人 を隨 へ、 却て 知行 所に 浪人して 居け る を、 福 島 正則 

よ 召 出され、 勘 ギ舍弟 を、 則ち 飯 沼 勘 平と 名付け、 父 十 郞左衞 門の 本 知 二 千 石を與 

へらる 野 崎 市兵衞 にも、 三百 石を與 ふるな り。 拆又津 田 藤三郞 は、 二 千 石の 身上 


たりし が， 新 加納川 中に て の 武者 振と い ひ、 七 曲 口の 働. 比類な き 勇士 なれば とて、 

其 後 池 田 三 左 衞門輝 政， 是れ又 六 千 石に て 抱へ にけ る， 松 平 左衞門 督忠繼 家の 臣 

下 十 家の內 なり" 又 山 田久兵 衞康重 は、 百 五十石の 身上、 同 甚次郞 は、 三百 石の 身上 

なりし が、 落城の 節、 岐阜の 近所の 野 村へ 退きけ るが、 山 下にての 働き、 すさまじき 事 

服 前 なれば とて、 兩人 共に、 是れ又 六 百 石に て、 池 田家 へ 召 抱 へらる" 誠に 近世 武勇 

を 磨く 池 田の 名家、 知行 を惜 ます 名士 を 抱へ ける 事， 尤感 する 振舞な り。 又木 造 左 

衞門佐 內奧田 喜太郞 は、 百 五十石の 身上な りしが、 武勇の 聞え ありけ る 故に、 條須賀 

阿波 守 正鎭の 家に 抱 へらる、。 其 後 彼の 家に て、 度々 の 高名 ありけ る 故に、 後に は 

千 五百石に 至りけ ると なり。 又 櫛 田 治 左衞門 は、 一 一 百 石の 身上な りしが、 是れ又 男 

名 ありけ る もの 故に、 松 平 下野 守 殿へ、 五百石に て 召 抱 へらる 入- 又 百々 越 前 守 も、 

武勇 天下に 隱れ なき 者 なれば、 本 知 五千石に て、 山 內對馬 守 一 豐 へ 召 抱 へらる、。 

木造 左 衞門佐 具 正 は、 秀信卿 補佐の 臣 にして、 仁義 正しき 勇士な り。 度々 武功 高名， 

天下に 隱れ なければ、 諸 大名より、 禮を 厚く して 招き けれども、 曾て 承引な く、 引返 

妓阜沒 後 諸士成 行の 事  きハぉ 


美 您國. 諸舊記 4;^ 之 十二  1§ハ 

き 居たり し。 如何なる 故 にゃあり けん、 其後大 膳と 改め、 福 島左衞 門大夬 正則が 臣 

となる。 二 萬 石 領 せり。 天晴 勇士 やと 、ままぬ 者 はなしと いふ。 拆又大 岡 左- 助 • 

和 田 孫 太郞. 飯 沼 小 十郞愈 見 久右衞 門、 此人々 は、 廿 三日の 落城 前に、 焰艄の 火に て、 

燒招 をして、 落城の 後、 長 良 川を步 行渡りし が、 此時燒 措疵に 水入りて、 四 五日の 內 

に 相 果てに ける。 誠に 惜しき 勇士な りと、 人々 申 合へ り。 大岡 左^ 助 は、 知行 所 方 

縣郡岩 利 村に て 死去せ り。 此外 討死、 又討殘 された る 侍 其、 武勇の 正しき 輩 は、 夫々 

に、 皆 諸 大名 へ 召 抱 へ られ、 一 人 も殘る 者な し。 朦 病なる 者 は、 廿 一 1 日の 夜、 大略 落 行 

き、 其 外 長 良 川に 逃 入り、 水に 溺れ 死す る 者、 其數を 知らす。 慶長五 庚 子年 八月 廿三 

日 午の 湖、 岐阜 落城して、 是 より 後 は、 天下 穩 にして 國家 治り、 弓矢 悉く 袋 中に 入れ 

て、 當國 にて、 軍馬の 沙汰 はな かりけ り。 

右の 書の 內、 土岐 氏の 事共、 專に候 所、 持 益の 頃より、 成賴. 政 房の 樣子を 書 出し 不 

fe. 候な り。 此ニ 代の 內に、 不埒の 事共 多し とい ふ。 夫 故に 賴藝の 代に、 道 三に 國 

を 奪 はれ 候 檨に相 聞え 申 候。 又 政 房 死去の 檨子 も、 得と 知れ 不 V 申 候。 米 田と 申 


す 所に て、 死去し ける と 有. 之 候 事な り" 尤大系圖にも、斯くの如く御座候な.^。米 

田と いふ 所 を 相 尋ね 候へば、 太 田 宿の 北 細目の 邊を、 米 田の 庄と申 候 由 承り 候。 攻 

房 死去の 所有. 之 候 かと、 尋ね 申 事に 候" 又齋 藤の 事 も、 書 出し 候 所 は、 承久の 以前 

に、 齋藤 中務、 美 濃の 目 代 i 書 出し、 末 は、 長 井藤 左衞 門よ、 り、 道 三 三代の 事 をのみ 

書記し 申 候。 齋藤利 政. 同 利 永. 同 利 藤. 同 利 安. 同 利 綱 • 同利國 の 事 を、 いひ 漏らし 

申 候」 此 故に、 前後 篤-と 相 聞え 申さ  > る 處 多く 有， 之 由。 吳々 長存 寺に て、 之 を 相 

調べ 候 事に て 候 t 

美 濃國廿 一 郡 總村名 付の 事 

不破 I 士ーケ 村 硕ぉ職 轄は 

岩 手, 十六 村  鋪原村  複戸衬 

荒 尾 村  赤 坂 宿  矢 道 村  長江 村 

德光衬  若 森 村  松 尾 村  峯村 

^^瀘國廿 一 郡 總忖名 付の 事 


晝飯村 

中 曾 根 村 

闢ケ原 宿 
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玉 村  大墓村  靑野村 

野 lift  大 石村雕 III 四 笠 毛 村 

荒 井村 1111 衞 府中 村  栗 原 村 

宫代村  垂井宿  錢戶村 

鹽田村  縫 野 村  室 原 村 

檜 木 村  坂 井村  福 田 村 

香 座 村  中原 村  色 原 村 

極 口村 平 尾 村 雌 細； 

多藝都 四十 八ケ村 

蛇 持 村  西岩衬  飯 田 村 

舟 付 村  大野 村  江 ケ島村 

橫曾根 村 鳥 江村  安久 衬 

津屋村 志津村 f  1^1^^ 柏 尾 村 


一一 一六 八 


大瀧村 

き、.^ 寸 神萬吉 

转<2^ 知行 所 

島 村 

荒 川 村 

今須宿 

熊 野 村 

高 田 村 


栗 笠 村 

宇田 村 

舟 見 村 

淸子村 


緣 光寺 衬 

巿丸村 

表 佐 村 

久法村 

小 笠 木 村 

吉良村 

養老 村 


下 笠 村 

江 月 村 

若宮 村 

« 泉 寺 村 


上方 衬  櫻 井村  野 口村 

高 淵 村  檜 爪 村  中 村. 

押 越 村  島 田 村  五日市 村 

尙 江村  金 尾 村  有 尾 村 

上 口村 ， 明德村  小 倉 村 

淡 海 村  祖父 江村  橫屋村 

石 津郡册 七ケ村 

福 田 村  五町 村  柳湊村 

乙 坂 村  馬澤村  奧茶村 

庭田衬  松 山村  中島 村 

安田 村  一 帆 引 村  宫地衬 

駒 野 村  安江 村  大里村 

澤田村  吉 田 村 新田 梶屋村 

美瀵^ 廿  一 ^總衬 名 付の 事 


多 喜 村 

豊 衬 

白 石 村 

大場村 

大跡村 


福 江村 

羽根 村 

東 小島 村 

上野 村 

下 一色 村 

ギ陣屋 


高須 津 


三 笠 村 

飯木衬 

飯 稀 村 

東-はみ 道 村 

根子 須村 


市 ノ瀨村 

德田村 新田 

萱野衬 

山 崎 村 

西 小島 衬 

東 駒 野 村 


づ 一一 (九 


美滇國 諸舊記 卷之 十二 

礼 野 村  牧田村  馬 淵 村 

時 良 村  深濱村 

安八 郡 W: 四十 六ケ村 

今 尾 村  大牧衬  森 部 村 

牧 衬  脇 野 村  中 衬 

大淼村  西 島 村  大尻村 

大明神 村 南條村  高 田 村 

落合衬  齋田村  築 寄 村 

林 中 村  宫村  室衬 

初石衬  木 tEl 村  一 色 村 

池尻衬  靑木衬  市 島 村 

北方 村  午 一 色衬  末 森 村 

安次 村  丈 六道 村  神戶村 


囊 

馬 淵 新田 多 良： S 師 g 


墨 侯 宿  大倉村 

海松 村  拂內村 

小 今ケ淵 村お 大野 村 

水 取 村 二 木 村 

高屋衬 林 本 村 

中屋村 大垣^ |パ# お 

笠 縫 村 笠 木 村 

更 屋敷 村 南方 村 

橫 井村 田 村 

川 西 村 下宮村 


新 屋敷 村 

和 泉 村 

南方 村 

下 開 敷 村 

今 宿 村 

江 崎 村 

柳 衬 

签富村 

東西 村 

江福衬 ， 

米 野 村 

三本 木 村 

美 濃國廿 


前 田 村 

加 能 村 

中澤衬 

領家村 

開 曾 根 村 

三 塚 村 

南 輪 村 

一 本木 村 

內 河原 村 

入 方 村 

難 波 野 村 

福 田 新田 

萬 石 村 

郡 fi- 衬名 付の 事 


本庄衬 

瀨 古村 

興 福 寺 村 

東 田 村 

津 村 

藤 江村 ， 

南 寺內村 

川口 村 

淺草村 

犬 ケ淵衬 

深 地 村 

平 村 

蓮 村 


鹿野衬 

曾 根 村 

川 間 村 

大島村 

加 賀野村 

西 高 橋 村 

今 村 

外淵衬 

示 之 森 村 

長澤村 

牧 新田 

直 江村 

佐渡衬 


八條村 

濱崎村 

中 野 村 

上 開 敷 村 

小野紂 

東 高 橋：；^ 

外 花 村 

友 江村 

築捨村 

小 泉 村 

古宮衬 

大 衬 

東 結 父 村 


美、 濃 國諸舊 記 卷之 十二 


西 結 父 村 

西 橋 村 

車戶衬 

福 塚 村 

西條 新田 

上 大狩村 

毛 地 新田 

西 橫山衬 

大門 衬 

船 子 村 

靑柳村 

田 中 村 


白鳥 村 

成 田 村 

西島衬 

下 難 波 野 村 

十連衬 

下 大狩村 

杉 野衬 

池 田 郡 七十 ケ村 

東 野 村 

市場 衬 

宮地村 

砂 畑 村 


草 道 島 村 

勝 衬 

高瀨村 

里 衬 

橋 股村 

五 友 江村 


一一： さ 一 

右衞 


岡 村 

小寺衬 

願 城 寺 村 

上野 村 


善 光村 南 今ケ淵 W 


下宿 村 

中須衬 

本戶村 

中 江村 

鹽 ia^ 衬 


野中 村 |1£^衞 市 橋 村 


山洞衬 

藤 代 村 

小牛 衬 

获原村 

白徑衬 


佛師河 村 

脇 m 衬 

西條衬 

大藪村 

海松 新田 


溝 尻 村 

段 村 

田畑 村 

本鄕衬 

黑田衬 


新宮 村， 堀 村 

三倉衬  外 津汲村 

親 衬  杉 原 村 

川上 衬  瑞 岸寺衬 

下 ケ流村  上 ケ流村 

香六衬  谷 山村 

小 佐 井村 種本 衬 

In- 入 村  門 入 村 

片山衬  菖蒲 池 村 

六ノ 井村 购薩^ 

大野 郡 百 五ケ 村. 


揖斐 fill 三輪 村 

衣斐 衬  古河 村 

美 湟國廿 一 郡 總村名 付の 事 


和 田 村 

西 津汲村 

羽根 村 

瀧 衬 

川 合 村 

中 山村 

安土 村 

萩町衬 

上田 村 


岡 島 W 

t^A^ す お！  si 

お 之 介陣駕 


畑 尻 村 

日坂衬 

小 村 

小 宮上村 

寺 元 村 

草深 村 

沓井衬 

池 


黑野村 

靑木缝 殿 0  « 


乙 辻 
村 村 


美 濃 國 諸舊記 卷之 十一 

東橫 山村 座 倉 村 

大月海 村 Mill 之 彈正村 


1 一 § 


屋居衬 

六 ノ里村 

櫻 大門 村 

小瀨村 

大洞村 

木 振 村 

大河 原 村 

高 科 W 

領家村 

一 太 村 

三 H 市場 村 


有 里 村 

五-里 村 難 M 

大野 村 

寺內村 

深 坂 村 

宇津 Ir^ 村 

小津村 

淺木村 

田 上 村 ， 

笠 庫 村 

德ノ 山村 


室來村 

國領村 

石神 村 

東 黑野村 

木 曾屋村 

野 村 

結 村 

高 尾 村 

東、 # 汲 村 

瑞原村 

改田村 

温 井村 

山本衬 


呂久衬 

海老 村 

本庄衬 

上 秋 村 

谷 汲 村 

有 鳥 村 

府內村 

水取衬 

徑原村 

數屋村 

中 ノ元村 

居 庫 村 

欞原村 


中 ノ宫衬 

下方 村 

相 羽 村 

更地 村 

上長 瀨村 

牛 洞 村？^ IJ^i 


赤 石 村 

大 井村 

岐禮村 

小 野 村 

市 陣屋 唐栗衬 

杉原衬 

塚 村 


能鄕村 

八 木 村 

高屋衬 

松 山村 

ft 良衬 

下 磯村 

三 橋 村 

山ロ衬 

川內村 

市場 村 

長 島 村 

西 小 鹿 村 


瀨 古村 

大 衣斐 村 

南方 衬 1 棚 i 助 

名禮衬 

淸水村 I 卵難藏 

小脇 村 

本巢郡 五十八 タ村 

祖父 江村 

小 地 洞 村 

奧 村 

越 草 村 

黑津村 

西 田 村 ■ 


西方 村 

野 村 

房 島 村 

大 光寺 村 

極 前 寺 村. 

橫屋村 

柳 一色 村 

神 海 付 . 

吉野村 

門脇衬 

越 島 村 

奥 谷 村 


窳生村 

島 村 

北方 衬 

志津 山村 

桂 村 

伊愛 .i^T 

曾 井村 

佐原衬 

板 敷 村 

長峯村 

橋 見 村 

髙屋衬 


公 江村 

神樂付 

志那村 

小楣衬 

上 礎 村 

沖 野 村 

十七 條村 

木倉府 

金 原 村 

天神 戶村 

板屋 村 

生津村 


美 濃國廿 一 郡 總衬名 付の 事 


進 


. 美濃國 諸舊， c 卷之 十二 

上 穗積村 下 稳積村 

前 野 村  宗敷村 

法 林 寺 村 美 江 寺 宿 

見 S ほ 十. <條 村 


上 眞桑衬 

牛牧村 

芝原衬 

三 橋 村 

新 福 寺 村 

上 西鄕衬 

東 政 田 村 


下 眞桑衬 

馬場 村 

$延田 郡 八ケ村 

石^ 村 

佛生寺 村 

方縣郡 四十 ニケ村 

喜 多 見 村 

沙 IJ^ 衬 

尻 毛 村 


戶 田內藏 


別府村 

十四 條村 

北方！ f 

十八 條村 

唯越衬 

鷲巢村 


新 色 村 

木 田 村 

川 道 村 


. づ 一七 六 

上 大須村 下 犬須村 

輕海村 文珠村 III 十 

小 彈正村 社 11^ 早 野 村 

十五 條衬 本 田 村 


秋澤村 


加 茂 村  郡府村 

上 ノ保村 


古市場 村 

小島 村 

又丸衬 


長屋 村 


春 近 村 


下 西鄕村 

西， お 《田： S: 

桑 山村 . 


開 田 村  下 鵜 飼 村 

下 土 居 村 I 纖鋪 J 受人村 

鷺 山村  正木 村 

東 栗 野 ，は 西 栗 野 村 

下城 田 寺 村 打 越 村 


上田 洞 村 

佐 野 村 

御 渡 宿 


小 崎 村 

雛倉衬 

山 縣郡卅 七ケ衬 

中屋村 


5  ォ本 庄申裴 


上野 村 

梅 原 村 

侧島村  宫上村 

伊佐美 衬 椎倉衬 

美 瀵國廿 一 郡 總衬名 付の 事 


中 村 

碓綱村 

洞 衬 

今 川 村 

衬山衬 . 

彥坂村 

東 秋澤村 


世 保 村 

小 野 村 

大桑村 

赤 尾 村 


則武村 

上 福 光 W 

御璧： J^i£§ 

上 良 村 

石 谷 村 

魔敷衬 

肯我屋 村 


加 野 村 

古市場 村 

西 源湘村 

高木 村 


o,^ ム寸尺 島大次 

ぉ衬郎 知行 所 

中 福 光村 • 

小 野 村 

上 城 田 寺 村 

橫洞衬 

岩 利 村 

寺 田 村 


伊 Gn 良 村 

芦田 村 

東 源瀨村 

佐赏村 


11 一七 七 


美瀵 阔諸舊 卷之 十二 

太 郞丸村 岩 原 村 

原 村  福 富 村 

畑 野 村  富 永 村 

神 崎 村  天 王 村 

厚見 郡 五十 一 ケ村 

小 熊 村 


三 七 八 


池 ノ上村 

西 島 村 

上加納 III 城 

藤生衬 

小一 色 村 

前 所 村 

下 川手衬 


中島 村 

古津 村 

下加納 

東 島 村 

前 一 色 村 

切通 村 

鶉 村 


上 輪 村 

岩 井村 

靑波村 


明 屋敷 村 

芋島 村 

東本庄 

鏡 島 村 

岩 R 村 

岩 地 村 

佃 畑 村 

佐島衬 


川屋村 

« 口村 

谷 合 村 


中ん 節 村 

今 泉 村 

六條衬 

江 崎 村 

0 野 村 

北海道 村 

領下村 

須木村 


落 村 

千疋村 

葛 原 村 


早 由 村 

淸 村 

西 ノ庄村 

江 口村 

野 一 色 村 

高田衬 

川 手 村 

下 奈良村 


小峯村 

中島 村 

萱場村 

鵜 沼 宿 

長 塚 村 

島 崎 村 

ざ SH.^ 行 所 

古市場 村 

大洞村 

岩 瀧 村 


室賀知 


高 河^ 村 

小島 村 

各 務郡卅 一 ケ村 

飛鳥 衬 

前 渡 村 

€JZ 寸德山 五兵 

更ォ. ^衞 陣屋 

八ム J^.^ 坪 內權左 

お ネネ門 知行 所 

坂 井村 


下 飯 田 村 


芥見 t 有賀兵 


加 茂 郡； m 三ケ村 

上 飯 田 村 


日 置 江村 

日 ーノ島 衬 


野 衬 

三 井村 

大島衬 11 知 

能 田 村 

東 島 村 

宮臺： fi 知 


小 久見村 


高 桑 村 

近 島 村 


小佐衬 

西 市場 村 


同 知 


陶器 村 

伊吹 衬 

岩 田 村 II 


板 井村 


紅 部 W 

穀田衬 


大野 衬 

亲カ#.4^^衞陣屋 

山 後： S 

各務衬 

小 洞 村 

持 田 村 


下 鹿 生 村 


美 濃國廿 一 郡 總衬名 付の 事 


美？is國s£舊；^- 卷之 十二 


葛牧村 

伊邊衬 

牧野 村 

勝山衬 

中 ノ方村 

太 田 宿 

赤 川 村 

荒 松 村 

德田村 

寺 前 村 

神戶衬 

大澤村 

水戶 野：！？ 


ffl 代. Ef^ 

河 小牧村 

和 知 村 

鳥 組 村 

深 田 村 

飯 地 村 

黑川村 

廣野村 

成 山村 

大野 村 

柏 本 村 

中屋衬 

泉 衬 


川浦衬 

小山 村 

野 上 村 

黑岩村 

今 衬 

嶺下立 村 

犬 地 村 

宇津尾 村 

久田島 村 

吉 ffl 衬 

久須見 村 

須崎村 

加持 村 


米 田 村 知行 所 

西 脇 村 

畑目衬 

姬栗村 

福 島 村 

福 地 村 

上田 村 

獨 井村 

室 原 村 

有 本 村 

下野 村 

深萱村 

中 ノ番村 


山上 村 

信 友 村 

久田見 村 

河 合 村 

鷹巢村 

切戶衬 

名 倉 村 

田 島 村 

小 野 村 

越原衬 

宫代衬 

小屋 村 

大狹間 村默滅 fi 


助 金 知 佐 
奸田 行 藤 
行 伊 所修 
所 之 理 


タ E 村 

下 古 井村 

大針村 

稻 口村 

高 畑 村 

少屋村 

絹 丸 村 

松 森 村 

曾 代 村 

加 淵 村 

坂 之 本 村 

佐 野 村 


山 本 村 

加 茂 野 村 

酉 倉 jw 

肥 田瀨村 

木 野 村 

石神 衬 

大山 村 

武儀郡 六十 ニケ村 

西 神野衬 

大野 村 

上 鹿 生 村 

沙和衬 

岩佐衬 


爲岡村 

野原 衬 

大杉村 

羽 丹 生 村 

東西 原 村 

上 河野衬 

瀧 田 村 

神 野 村 

志 津野村 

切 原 村 

出戶衬 

中 洞 村 


條屋衬 

則光衬 

鑄 物師屋 

今 泉 村 

小 狭間 村 

下 河邊村 


小野衬 

志 村 

篠洞村 

松 1^ 衬 

宇多院 村 


伊深 か 

原 

市 平 加 村 

市 橋 W 

大； 中加衬 

鹿鹽村 


保 木脇衬 

上 猪 串 村 

佥山衬 

柿野衬 

牛牧衬 


美、 濃國廿 一 郡 t? 村 名 付の 事 
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美 滇國諸 


舊記 卷之 十二 

小瀨村 

立 花 村 

洞戶村 

上 ノ保村 一 


11ー八 二 


： 大島肥 前 

一守 陣屋 


廣見村 

安毛 村 

坂元衬 

前 野 村 

吉田衬 

小屋 奈村 g 刷 I 針 笠 神 村 

上田 銀 村 加 治 田 村 III 部 

極 樂寺村 下 生 櫛 村 

郡 上 郡 百 四十 四ケ村 

八幡 illu 瞎 木 尾 村 


野 尻 村 

高原 村 

三 H 市 村 


下田 村 

前 安： 

相戶村 


高野衬 

蕨 生 村 

谷 口村 

須原村 

橫越村 

跡 部 村 


卷 村 

福 野 村 

杉原衬 

門 福 手 村 


大矢田 村 

神 洞 村 

小知 野 村 

中 ノ保村 

上 有 知 村 

一賀 衬 

池 尻 村 


勝 原 村 

新 刎 村 

赤地 村 

保戶村 


小 倉 村 

乙 狩 村 

長瀨村 

下 ノ保衬 

下 有知衬 

鞍 智村酣 111 

山 田 村 


紋 衬 

粥川衬 

關本村 

梅 原 村 


名 津佐村 

那比村 

腰 細 村 

五町 村 

上 神路村 

名 田邊村 

西 股村 

馬場 村 

畑 ケ谷村 

高久村 

爲貝村 

長 瀧 村 

中切衬 

美瀵 國廿 


西 乙 原 § 部 

寺 元 村 

中野衬 

坪佐衬 

辟-長 衬 

德永村 

母 袋 村 

中 津屋村 

野里衬 

柿 洞 村 

向 小 駄良村 

前 谷 村 

乾 見 村 

一 郡 總村名 付の 事 


東 乙原衬 

福 斗 村 

木口 島 村 

小 瀨子村 

島 馬場 村 

八 町村 

小 間 元 村 

成 衬 

野德村 

折 村 

越 佐 村 

步岐島 村 

中 坪 村 


千 尾 村 

鈴 原 村 

白 中野衬 

江 神路村 

落邊村 

眞木衬 

大間見 村 

大島村 

陰地 衬 

阿 田島衬 

白鳥 衬 

to 走 村 

首 本 村 


門 Is- 讨 

穀見村 

勝 原 村 

中 祌路衬 

內ケ谷 村 

東 股村 

叙 衬 

藤 村 

橋 詰 村 

中西衬 

二 町衬 

正 ケ洞村 

切 立 村 


15 


美漠國 諸舊記 卷之寸 二 


1 


穴 洞 村 

宇 律須村 

田 尻 村 

下 津原村 

大.^ 須見村 

小川 村 

西 田 村 

貝 間 村 

澤 衬 

厚 波 村 

沓邊衬 

中原 村 


西 洞 村 

皆佛村 

符路村 

有 原 村 

西 氣良村 

摄尾村 

本 谷 村 

東 野 村 

法師 丸 村 

\\ る ^ ネ 

相 原 村 

心 喜屋衬 

可 兒郡卅 七ケ村 


源 皿 村 

小 野 村 

川 佐 村 

神 谷 村 

東 氣良村 

添 原 村 

熊 谷 村 

宫地衬 

下 洞 村 

田： 牛 村 

祖師 野 村 

.郎 知行 所 


外 原 村 1熊五 


爲 安村 

鶴 佐 村 

石 原 村 

小 久須見 村 

二 間 手 村 一 

鎌邊村 

思谷衬 

野尻衬 

土更衬 

小 那地村 

乙 原 村 

弓褂付 


鳩 丸 村 

寺田衬 

市 島 村 

寒 水 

畑 佐 村 

坂 本 村 

安 貝 村 

宫代村 

方須村 

芦川 衬 

八 坂 村 


錦織衬  兼山衬  土 田 村 

谷師村  送木衬  矢 迫 間 村 

久 々 利 衬£滤| 财衞 小 見 村  伊 岐津志 村 

伏 見 宿  i 位戶村  三下 村 

根本 衬  小 木 村  伊 河 村 

怖 田 村 I 刷 fll 長洞衬  谷戶村 

明智村  御嶽 宿  中 村 

川 村  複戶村 

土 岐郡卅 三ケ衬 

日吉村  月吉衬  米 原 村 

川 合 村  定林寺 村  豐田 村 

細目 衬  柿 野 村  食 木 村 

藤 木 村 ggl 渡 下知 村  多 治 見 村 

美 國廿 一 郡 總衬名 付の 事 


古瀨村 一 

大森村 j 

上ノ 江村 一 

鹽村肆 M 知 一 

柿下衬 一 

室 原 村 一 

帷子 村 一 


大瀨村 

肥 田 村 

羽 庵 村 

部 尻 村 


河 合 村 

羽 崎 村 

中ノ 江村 

土 原 村 

小名 田 村 

池 S 村 

姬ケ鄕 


山內村 

駄知衬 

笠 原 村 

大富紂 


1 


美瀵 3i 諸舊記 卷之 十二 

土岐衬  高山 衬 

小里衬  猿 子 村 

小 田 村  寺 川 村 

惠那郡 七十 六ケ村 

落 合宿  中 津川宿 

正家衬  大井宿 

小 田 子 村 串原衬 

富 田 村  阿木 村 

0 村  中 野 村 

佐 往木村 掠實衬 

高 坂 村  高波 衬 

久保原 村 签屋村 

杉毕村  野 村 


一一 一八 六 


神 富 比 村 

山 田 村 

萩原 村 

手 全 那木村 

上 村 

澤中村 

飯妻衬 

良田 村 

小 杉 村 

嶺山衬 

m 代 村 


遠山 主 

永 陣屋 


淺野村 

P 狩 村 


駒 場 村 

下 村 

岩 村 量 

東 野 村 一 

柴井衬 ， 一 

落 合 村 ^ 

上手 向村 ： 

原 村 一 

上 S 村 " 


签戸： ^lls 

深宫村 


千 旦林村 

淺草村 

飯 狹間村 

久須見 村 

竹 折 村 

高木 村 

下手 向村 

柴志村 

大栗村 


多 性 子 村 吉良見 村  猿 爪 村  大舟衬  小 泉 村 

柏 尾 村  岩 竹 村  安 村  土 助 村  才坂村 

阿妻 村  淺谷村  小路 志 村  深淵 村  ー宫村 

野原 村  S 野 村  上 地 村  瀨戶村  坂 下 村 

田瀨村  福 岡 村  高山 村  蛭 川 村  毛呂村 

毛 呂窪村  茄子 川 村  馬場 村  山 田 村  水上 村 

大川村 

美 濃國、 郡數 十八 ケ郡、 村 數千百 四十 ケ村。 右の 外 羽 栗 郡. 海 西 郡. 中島 郡 三 郡 有 之. 

候 得 共、 尾 州と 入 <i 口に 候 間、 之 を 除き 置 候。 


美 濃 國諸舊 記卷之 十一 一大 S 

美 濃國廿 一 郡 総衬名 付の 事 


濃 陽 諸 士傳記 

守 護 の 事 

當國 は、 東 山道の 齒舌 なれば、 古より 守護 國主、 其 人 を 選ばる、 所な り • 村 上 天皇の 

御宇に、 多 田 満， 仲、 當國の 主に 住し 給 ひて より、 其 子賴光 *賴 信 迄， 相績 いで 是に住 

す。 賴 光の 嫡子 讃岐守 賴國" 賴 信の 嫡子 肥 前守賴 房、 敕勘を 蒙、 り解官 せられ、 賴義の 

1 一男 加 茂 次郞義 綱、 後 美 濃 守と 號し、 其 任を拜 し、 其子義 俊、 相續 いで 是に 住す。 其 後 

？ «i を歷 て、 文治. 建久の 頃よ，. -、 建 治の 頃 迄、 土岐 光衡. 梶原平 三景 時. 相模守 惟義. 小 笠 

原十郞 四郞泰 綱、 代る ぐ當 職に 任す と雖 も、 皆 其 身 一 代に て 終る" 又 時 移. りて、 後 

醍醐の 天皇の 御宇に、 土 岐賴貞 、當國 の 守護 職に 任じて よ，.^、 後奈良 院の 御宇 迄、 十一 

代 當國を 治す。 天文の 頃の 國司、 土岐左 京大 夫賴 藝と號 しける が、 家 E 齋藤 山城 守 

守 f お 事  九 


歷土 
岐 
氏 
來 


瀵陽諸 士傳記  S 

秀 ffi 入道 道 三 逆心 故に、 土岐、 守護 職 を 離れ、 賴藝、 越 前 國へ落 行く。 是ょ b 左 京大 夫 

道 三. 一 色 美 濃守義 寵. 齋藤 右兵衞 大 夫寵與 迄、 三代の 間當國 を柙領 す： 正 親 町院の 

御宇 永祿七 甲子 年、 平信 長の 爲に國 を 奪 はれ、 S 與 終に 江 州に 落 行きけ る 故、 信 長 卿、 

淸須 よ， り 岐阜へ 移り、 秀信 卿に 至る 迄、 三代の 間 之を領 す。 慶長五 庚 子 八月、 秀 信鄕、 

石 田 三 成が 叛逆に 組し 給 ふに 依り、 大神 君、 諸將に 命じて 之 を 征し給 ふ" 是 より 以 

來、 當國の 守護 斷絕 す。 

i 岐 氏來歷 

土岐 は， 淸 和の 嫡流に て、 代々 禁 庭護衞 の 名家、 武名 逞しき 家な，^。 源賴 光三 代 多 田 

伊豆守 國房、 始めて 當 國土岐 郡に 住居し、 美 濃 守と 號す" 五代の 孫 光衡の 代に、 當國 

守護 職に 任じ、 氏 を 始めて 土岐と 改め、 子孫 長く 繁榮 し、 末流 數多 なり" 淺野. 三 栗 は 

光衡 より 分る。 小 里. 萩戶. 猿 子. 郡 戶. 深澤. 吉良 • 小 宇津 • 石 谷. 芝居. 相 原. 大竹 嫡流， こ 

して、 饗寧邵 家. 小 彈正人 居. 多 治 見 A 池 田. 原. 蜂屋. 久 Ig. 金山. 土 居 1 一十一 一流 は、 光行 


より 分る。 船 木. 福 光 • 外 山人 r 峯. 北方. 小 柿. 荒 川. 井口. 穂 保. 麻 生. 明智. 墨 俣 は、 賴定ょ 

分家。 久々 利. 宇田. 陶. 江 所. 肥 田瀨. 羽 崎 も 同流な..。 萱津 ま： 津. 洲 原. 西 鄕. 田 原. 

月 海 は、 賴忠 より 分る。 満木. 村 山. 大 桑. 佐 良 木. 長 山. 本庄 は、 成賴 より 分る。 梅戶ニ 

色 # 沼 も、 同 末流な り。 總て 子孫 繁榮 して、 光衡 より 賴藝 迄、 1 一十 一 代 五百餘 年、 建 

續 して 當國に 居住す。 光衡 は、 郡戶に 住す。 其 子 光行 を、 土 岐郡淺 野の 里に 住せし 

め、 其 後 四 代、 相績 いで 淺 野の 鄕に 住す。 賴定 は、 土 岐郡高 田の 里に 住す。 其 子賴遠 

は、 土 岐郡大 富の 里に 住せし め、 建武の 頃、 厚見 郡長 森の 城 を 構へ て 居住す。 光衡ょ 

，り 賴定 迄、 させる 威勢 もなか ho が、 嫡子 彈正 少弼賴 遠、 尊 氏 公に 屬 して、 將軍 家より， 

當國の守護職を給はり、次第に威光を輝し、仁木.細川の同列に加は，9、天下の高^^と 

して、 諸 大名 之 を 尊敬す。 曆應五 年 九月、 賴遠、 法に 背く 事 ありて、 京都に 於て 誅 せら 

る。 舍弟園 濟坊、 總領 職に 任す。 又 甥の 刑 部大輔 賴康、 ニ代將 軍義詮 公よ. "^、薬 濃. 尾 

張 • 伊勢三 ケ國の 官領を 許さる。 始めて 厚見 郡 川 手 府の城 を 構へ て 移 トン 大 膳大， TTN 

と 改め、 入道して 善 忠と號 す。 賴 遠の 嫡子 土岐右 馬頭 氏 光. 外 山. 今峯 兄弟 三人 は、 仁 

土岐 氏來歷  さき 


遣 陽諸士 itva  s 

木 右京 大夫義 長に 組し、 伊勢の 國長 野の 城に 籠る- 將 軍義詮 公、 大膳大 失 賴康に 命 

じて、 之 を 討た しむ。 外 山. 今峯 は、 飜 つて 賴康に 組す。 其 後義長 勢盡 きて、 將軍 家に 

降參 す。 賴^ 舍 弟明智 次郞賴 兼. 同 新 藏人賴 雄と いふ。 賴康の 嫡子 土 岐大膳 大夫賴 

行. 左 馬 之助康 政、 將 軍の 命に 背き、 叛逆の 色 を 立つ る 故、 將 軍義満 公、 同 左 京大 夫賴 

兼に 命じて、 之 を 討た しむ。 康政 嫡子 持賴 は、 永享 十二 年 五月 十六 日、 大和 國 にて 生 

害し、 當 家の 嫡流 は、 此 時斷絕 す。 ■ 左 京大 夫賴兼 は、 其 氏族 を 捨て 、公 命 を 重ん やる 

志、 殊に 此 度の 戰功を 感じ 思 召し、 土岐 の總領 職を賴 兼に 給 はり、 川 手の 城に 移り、 賴 

兼 は、 賴 家より 以來、 池 田 郡に 住する 故、 土 岐西池 田と いふ。 賴兼、 始めて 尾 州 萱津に 

〔虫 核-〕 

住する 故、 萱津 とも 號す。 左 京大 夫 成賴と 申す は、 一色 兵 部少輔 義範の □□ 饗庭満 

中守義 政が 子に て あ， りしな り。 左 京大 夫賴 兼の 嫡子 持 兼、 早世に て 子な し。 執事 

齋藤利 永 入道 宗甫が 計ら ひに て 養 ひ、 持 益の 家を嗣 がせたり。 成賴に は、 息 數多ぁ 

り。 嫡男 美 伊 法師、 元服して 賴繼 i 名乘， -、 東 山 殿に 見え 奉り、 政の 字 を 賜 はり、 政 房 

と改 む。 二 男 は、 大桑兵 部大輔 定賴. 三男 佐 良木三 郞尙賴 とて、 同腹の 兄弟な り。 四 


男四郞 ー兀賴 は、 當室の 子に て、 成賴も 寵愛 甚 し- 故に 長男 政 房 を 押込め、 元賴に 家督 

を 立てん と、 當室思 ひ 立ん、 齋 藤が 家臣 石 丸 利 光 を 語ら ひ、 大寶 寺の 開 堂に 事寄せ、 政 

房 S3 に 齋藤公 時 僧都 を 討たん と 課，^ しが、 事 願れ て 本意 を 達せす。 其 後明 應五年 

六月 廿 HI 、城 田 寺に 於て、 元 賴幷に 石 九 利 光 以下、 悉く 自殺す。 同年の 秋、 成賴、 池 田 

の安國 寺に て剃髮 し、 法名 を宗 委と號 す。 世 を 政 房に 讓り、 川 手 城に 移らし む" 自 

分よ. 方 縣郡城 田の 庄に闊 居す" 同 六 年 四月， 川 手の 正 法 寺 を 、瑞寵 寺と 號す。 政 房 

は、 神佛を 崇め、 上 を 敬し 下を愍 み、 仁義 正しき 名將 な，..^。 息子 多し。 長男 太 郞盛賴 

も、 萬 人に 勝れた る良將 なり。 永正十四丁？^-年、家督を繼ぎ、同十六己卯年、父政房逝 

去し 給 ふ。 法名 承隆 寺宗壽 i 號す。 其 頃 京 郡 西の 郡 松 波 庄五郞 とい ふ 商人 齋藤. 

長 井が 家へ 出入し ける を、 昔 曲の 上手に て、 長 井藤 左衞 門醉亂 して、 政 房に 見えし 

む。 天晴發 明なる 者 故に、 政 房 甚だ 寵愛 あ， り。 長 井が 家老 西衬三 郞左衞 門と いふ 

者 早世して、 家を續 ぐべき 子な き 故、 此松 波に 家を續 がせ、 西 村 勘 九郞と 名乘. -、 齋藤 

の 家臣に なす。 盛賴 申さる、 は、 此者、 面魂、 何 さま 大事 を 〈止 てん 相 あ 、親しむべき 

土岐 氏來歷  づ 一な 一 


»s 諸士傳 記  i 

I 者に あらやと て、 出仕 を 停止せられ ける" 勘九郞 深く 憤り， 盛 賴の舍 弟 方 縣郞鷺 山 一 

の 城 生 賴藝に 近付き、 時々： Tfg 叛を 難め、 盛賴を 亡し， 賴藝を 家督に 立てん と 謀る。 賴 m 

藝も 年若く、 血氣 の勇將 なれば、 西 村が 深き 巧 を も 知らす、 兄 を 討ち、 總領 職に 立たん 

と 思 ひ、 大軍を 催し、 川 手の 城 を 攻めたり： 俄の 事 なれば， 遠路の 幕下の 者 共 一 人 も 

來ら す。 防ぐべき便なければ、盛賴も城を明け、越前の朝倉の方へ落行き給ひけ^^。ー 

夫より 賴 藝總領 職と なり、 川 手の 城へ 移 b 給 ひける が、 世の中 物騷 しければ とて、； 

長 井 豊後守 利隆を 城代と して、 川 手の 城に 差 置き、 其 身 は 山 縣郡大 桑に、 城 を 構へ て： 

移り、 諸國の 使節、 或は 官 使と 雖も、 川手府 にて 對面、 他 國の者 は、 大 桑の 地に 入る 事 一 

能 はす。 极又西 村 勘九郞 は、 賴藝の 代と なりければ、 次第に 勢强 くな り、 享祿 三年 正 一 

月 十三： n  、主人 長 井藤 左衞門 長弘を 害し、 齋 藤の 家 を 奪 ひ、 長 井新 九郞正 利と 名乘 り， 一 

追 付 立身し、 齋藤 山城 守秀 龍と 號す" 賴藝 の舍弟 三男 を、 三郞 伊豆守 治賴。 四 男 は、！ 

勢 州 梅 戶 へ 養子、 民 部大輔 光尙。 五男 は揖斐 五郎 光 周、 六 男 は 鷲 巢六郞 光 就、 七 男 は 一 

七 郞丹後 守 賴滿、 八 男 は 八郞賴 香と てお はしける。 治賴 は、 常 州の 信 太の 城に、 江 SSI 


崎の 城主な， -。 七 郞賴満 .八 郞賴 香へ. 齋藤秀 龍、 京都よ. ^美女 を 呼 下し、 我 娘と して 

彼兩 折へ 遣し、 親しくな. 5、 密に謀 を 以て、 兄弟 共に 害せん とす。 賴滿 は、 心 賢き 人に 

て、 害すべき 便なければ、 毒に て 害す： 弟賴香 は、 天文 十三 年 八月、 織 田 信秀、 濃 州へ 攻 

人る 時、 不動 寺に て、 賴香は 山城 守が 家來 松原 源 六に 討た る。 幼子 一 人 あり： 家臣 名 

和 某、 下野 園に 伴 ひ 落ち、 那 波の 庄に て 生長す。 揖斐 五郎 光親 は、 大桑 落城の 後、 尾 

州へ 退去" 其 後 當國に 移り、 宇多に て 逝去-" 鷲 巢六郞 光 就 は、 駒 野と いふ 所に て 逝 

去： 息女 三人 あり、 一人 は、 揖斐闳 防 守 室な り。 一人 は、 和 田 將監に 賜 はる。 今一 人 

は、 何れの 室と も 知れす。 又 政 房に 女子 一人 あり" 佐々 木 六角 判官 義賢 室な.^. 盛 

賴、 後に 賴 純と 改め、 天文 十五 年、 齋藤返 治の 爲め、 朝 倉 義景を 語ら ひ、 美濃國 へ 攻入 

り、 山 縣郡大 桑の 城に て 逝去" 法名南^^寺玉峯元鞋と號す。 美 濃 守 賴载の 息子 多し" 

嫡子 を、 北 美 伊太郎 法師と い ふ。 父 賴藝、 愛宕山 櫂 現 を 崇敬 あり、 此 神の 使者 は、 猪な 

る 故、 童 名 を 猪 法師と 付けら る。 生れ 付、 叔父 賴 純に、 姿 心 共に 逢 はす、 器量 は、 國中 

無雙の 美男な り： 然るに 父 賴藝、 常に 齋藤秀 寵 を 寵愛の 餘り、 剩へ國 中の 成肷を 彼 
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に 任せ 置かれけ る。 山城、 元來 心中に 大望 ありければ、 己が 味方に もなる べき 者 は， 

功 もな きに 賞を與 へ、 末々 は 仇と もなる べき 者 は、 檨々 讒を 構へ 科に 落す。 國生賴 

藝も、 齋 藤が 申す 事 は、 理非 を辨 へ す、 或は 誅 罰し、 或は 國を追 ひ 出し、 所領 を 沒收せ 

らる。 是に 依って 國 中も穩 ならす。 太郞 法師 此事を 聞きて、 揖斐 五郎 光親と 共に、 

齋藤 を執權 職に 置かれん 事 然る ベ からお と、 父 賴藝を 諫め 申され けれども、 御 承引 

の 色 もな し。 太郞 若年 なれ ども、 器量人に 勝れ たれば、 密に 山城 を 討ち、 國 中の 憤 を 

散 せんと 思 ひ 給 ひける 折節、 太郞 法師 幷に 一 門の 勇士、 幕下の 小童 數輩、 的 を 射け る 

所に、 秀龍、 乗 打無禮 して 通りけ る。 太郞 法師 を 始め、 小 里 孫 太郞. 原 彌太郞 • 萩原 彥次 

郞、 其 外的 矢 を 以て、 殿中 迄 押 込みたり。 其 時太郞 法師 は、 秀龍 法外の 體 、主従の 禮を 

忘れ、 奇怪の 仕方 言語に 絕 えたり。 依って 村 山 越後が 末子 市 之 f ポー 其 外 若輩者、 秀龍 

が 出仕の 歸り、 夜に 入り， 廊下の 暗 所に て 待 受け、 ロハ 一 討と 左右より 切懸 くる" 秀龍 

は、. S 術の 達人 なれば 請 流し、 漸ぅ 遁れ歸 りしが、 末の 大事 を 思 ひ、 太郞 法師の 御 事 を • 

樣々 賴藝へ 讒訴し ける。 太郞 御曹子" 揖斐 五， 殿、 御 心 を 合せられ、 御 媒叛の 思 召 立 


と讒 す。 流石 父子 兄弟の 間， 賴藝も 不審に て 時 過ぎぬ。 然る 所に 免 何なる 運に や 

揖斐 五郎 求り 給 ひ、 去 頃 鷲 巢六郞 同道に て 、瑞能 寺へ 參詣 仕る 所、 鳥 羽の 新道に て、 齋 

藤 山城に.^ 1 り 合せ 候 所に、 齋藤. 馬上 乍ら 1£義 もな く、 橫 合に 本道へ 通り 候 故、 奇異の 

曲者と 存じ、 六郞追 懸けし に、 山 田が 館の 邊 にて 見失 ひ 候。 總 て太郞 法師へ も 常々 

の 不禮、 當 語に 述べ 難し。 是皆御 寵愛に 誇り、 往昔の 凡卑を 忘れて， 御 家 摘 を 始め 一 

門の 面々 に 法外の 働、 口 惜く存 候。 其 上、 國の 成敗 を、 彼に 御 任せ 置かれ 候 所、 非道 數 

多し j 國 中の 恨. 甚だ 少なから す。 此者 は、 追 付 御 家の 仇と なるべき 間、 秀 龍が 首 を、 

我々 に 賜 は b 候へ と、 願 ひ 申され けれども 、鬼 角 賴藝御 返答な く、 秀 能が 申す 所僞 な 

し、 謀叛の 企に 疑なければ、 速に 太郞 法師と 揖斐 五郎 を 害せん と、 思 召 立ち 給 ひけ 

る色兑 えければ、 近臣 駿河守 正道. 杉.^ 刑 部 丞正定 • 佐 倉 修理 忠正. 眞野新 之 允吉袁 • 

同 三 之 允 以下、 諫め 申しけ る は、 昔より 讒臣 を 信じて 後悔 多し。 虛實も 御 a しなく 

御 生 寄と は、 後に 御 悔み 思 召さば、 甲斐 ある まじ。 是非 思 召 止まり 給 ふべ しと、 理を 

盡し 諫め けれども、 讒言 止 まざりければ、 密に 太郞を 害すべし と 仰 ある 由、 太 郞傳へ 
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聞き、 村 山 越後 守藝 重。 國島 將監隆 重. 中島 監物 正宣 を御賴 み、 則ち 取迎 へ 奉り、 越後 

入道が 村 山の 要 園に 入れ 奉る。 秀龍此 事 を 聞きて、 賴藝の 下知と 偽り、 押 寄せたり」 

衬 山よ， り も 南の 手へ は 、原. 羽賀. 內藤. 正木。 東の 手へ は、 河 野 *• 井。 北へ は大西 .片 

桐. 中條 等、 道 を 遮って 待 懸けたり。 山城 は、 城 田 寺を經 て、 改 田に 陣を 取る。 村 山 • 

國島. 中島 は 、 聞え た る 勇士 なれば、 鵜 飼 山 の 砦の 城に 陣を 取り、 敵を廣 野に 引受け 

て相戰 ふ： 齋藤 方の 兵 過半 討た るノ 揖斐 五郎 光親 • 穎 與三左 衞門尉 光兼. 原 紀伊守 

光廣. 片桐縫 殿 之 助爲春 • 遠山 加 藤 太 正景. 松 井越 後 守宗信 • 小 森 肥 後 守 道 親 • 染江與 

左 衞門尉 直 友. 山 田 兵 庫 介 重 勝. 佐 藤 新 左 衞門尉 信 通. 河 田 隼 人 入道 常久. 內藤 十郞左 

衞門尉 森 重. 河 野 查助通 房 .大 西 太 郎左衞 門 尉 勝祐. 平野 宫內 一光 行. 中 條左近 將監家 

忠. 圃枝 修理 亮能重 • 玉 井治郞 兵 衞尉祐 重. 藤 山 掃 部 助定重 等、 一 人當 千の 勇士 馳せ加 

はり、 大軍 及びけ る。 此事近 國に隱 なく、 平信 秀之を 聞き、 君臣 父子 兄弟 和睦 させ 

んと、 尾 州より 馳せ來 ，9、 兩陣を a 廻り 噯 ひければ、 漸ぅ其 ぼ の 軍 は 止みに けり.。 斯 

く て 賴藝 に 申して、 兩陣を 引 かせら る。 其 後江 州 佐 々木 定賴 は、 太郞 法師の 母方の 


藝道 

な 三 
逐 、 

ふ 


祖父、 又 越 前の 朝 倉義景 は、 從弟 なれば、 使者 を 以て 無事 を吿 知らす。 兩將馳 せ來り 

和.^ のヒょ 仔細 あら じ。 さ b 乍ら 秀寵が 所存 計り 難しと て、 太郞 法師 を、 越後 入道 

の 許に 願け 置きたり。 其後秀 S ズ 道して 道 三と 號し、 猶も圃 の 政道 を、 心の 儘に 取 

行 ふ。 國 中の 諸 士を、 我儘に 進 返す。 依って 齊 藤が 威勢 は、 次第に 強くなる。 國守 

賴藝 は、 追 日勢衰 へ ければ、 此時土 岐家を し、 國主 となら すん ば、 い つ の 時 を か 待つ 

ベ きと、 入道 道 三、 數 萬の 軍勢 を 催し、 天文 十 一 年 八月、 俄に 大 桑の 城 を取圍 み、 終に 

八月 廿 四日 攻 落す。 國 生賴藝 は、 主 從七騎 にて、 城の 後靑 波と いふ 所へ 出で、 夫より 

山 本 驚が 在所 I の I 落ち 給 ふ。 ii〕  liipl 夫 i 山 を 傅 

ひ、 越 前の 朝 倉 義景の 許 へ 落ち 給 ふ。 是 よりして 土岐數 代の 守護 職、 此 時に 斷絕 す。 

其 二 男次郞 法師 は、 兄の 太郞御 勘氣の 後、 家嫡 となし 給 ふ。 平信 秀烏帕 子 子と して、 

一色 小 次 郞賴秀 と名乘 り、 次郎 法師 は、 一色 左 京 亮賴師 と 申す。 三郞は 早世な り。 

女子 一人、 四 男 を 四 左衞門 尉、 五男 を 五 郞左衞 門 尉と 申す。 太郞 法師 は、 後宮 內少 

輔賴榮 と 改め、 息子 多し。 長男 小太郞 正義、 後に 越後 守 光義と いふ。 村 山が 娘の 腹 
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なり。 衬 山の 家に-て 成長す" 次男 小 次郞， 茂賴三 左衞門 尉と いふ。 祖父 稻葉良 通 入 

道 一族が 携 にて、 永祿 十七 年 七月 廿七 a  、厚見 郡 西の 庄立政 寺に て、 將 軍義昭 公へ 目 

見 あり。 昭の字 を 賜 は.. > 、織 部 正昭 賴と改 む。 三男 小次郞 は、 ー鐵の 養子と して、 同 

八月 義昭 公へ 仕へ、 江 州御發 向の 御供して、 稻葉靭 負佐賴 永と 名乘 り、 後に 勘 解 由 良 

賴と改 む" 四 男 又 次郞、 後に 主 稅助榮 興と いふ。 其 後 掃 部 助 光 榮と改 む。 女子 何 

れの 室と も 知らす。 ^左 京 助 賴師の 嫡子 左 馬 助、 次男 縫 殿 之 助と いふ。 左 馬助嫡 

子 を內匠 介、 其 長子 出 羽 守、 二 男 は 兵 庫 助と いふ，' 大樹の 御 幕下に 仕へ ける。 賴師、 

後 は 京都に 往き、 見 松 齋宗臣 とい ふ。 天 正 十 年 冬、 賴藝、 七 郞兵衞 尉 を 使 i して、 累代 

相 傅の 旗 幕. 太刀. 甲 .冑. 系圖. 綸旨. 御敎 書、 其 外 家の 軍記 等 を讓ら る。 四 男左衞 門、 後 

に 道 庵と 號す。 其 子 四 郞左衞 門 は、 德川 賴宣， 公に 仕へ、 後宗 見と いふ。 五 郞左衞 門 

は 、生水 正と 改め、 入道して 久 安と 號す。 長子 を 主 水と いふ" 其 子 を 市 正と いふ。 

其 子 を 大膳亮 とい ふ。 谷 大樹に 仕 ふ。 縫 殿 之 助 嫡子 を、 九左衞 門と いふ。 其 子 を 

圓右衞 門と いふ。 尾 州亞相 公に 仕 ふ。 其 外土岐 氏族 は、 賴藝の 正 流に あらす * 庶流 
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なるべし， 出 羽 守賴隆 と、 播磨守 光俊. 蜂屋. 石 谷の 正 流 は、 大樹の 御 幕下。 近 江 守 光 

重 正 流石 谷 は、 井伊 掃 部 頭 直 孝の 家に あ， o。 長 門 守 忠賴と 〔t§〕 日向 守 光秀と 叔姪 

なり。 明智の 家に て、 嫡 家の 忠賴、 大樹の 御 幕下な. -。 原の 正 流隱岐 守久賴 は、 慶長 

五 年 〔11;〕 合戦に 生害す。 子孫 池 田 郡 東 野の 鄕六野 井に 住居す。 又 松 1^ 安藝 守 • 森 

美 濃 守 長 政 • 成瀨隼 人 正の 三 家に、 原の 末孫 あり。 又 中務丞 政賴が 子孫 あり。 小 里 

出 羽 守 正 流の 子孫 和 ffi 助右衞 門が 末 は、 松 平 丹 波 守の 家に あり。 滿 喜の 末道鐵 が 

子孫 は、 池 田 輝 政と 前 田 利 綱の 家に あ.^。 此外彼氏姓と稱する者、繁多なれども、§^： 

後に 出づ るの 系圖 にして、 信す るに 足らす。 始に 六十 三流の 氏 姓た るに 依って、 藤 

代 其 氏族に 隨 つて、 其 閡ぇ傳 ふる 所 を 記し、 後世の 爲に殘 し 置く。 又 近 來問考 の 趣， 

愛に 之 を 記す • 

齋 藤氏 由来 

齋 藤氏 は、 利仁將 軍の 後胤に て、 數代越 前國の 住人なら。 中頃よ.^ 長 井の 齋 藤と 稱 

寮 藤 ft: 由來  101 


漠陽諸 士傳， 唣。  g 一一 

す。 齋藤 帯刀 左衞門 尉親賴 は、 鳥羽院 御宇に、 始めて 美 濃 國の目 代に 住して よ，^、 中 

務 頼 茂 迄、 相續 いで 當國の 目 代な _ りしが、 延 文の 頃より、 土岐大 膳大夫 賴康、 美 濃 • 

尾 張. 伊勢の 官領を 許され、 依って 櫂 威 甚だ 盛な， 9 し 故、 いっとな く 彼 家臣と な." ぬ。 

久しく 當國に 住する に 依， -、 子孫 數多 なり。 林. 長 井. 岡 • 疋田 • 加 藤. 水 野. 牧野. 青山. 

安田. 藤 井. 小 野. 汲 田. 松 波. 和 田. 羽田. 花衬. 名 倉. 曾 我 部. 近 藤. 赤 塚 • 後藤. 佐 藤. 堀. 前 田. 

吉原. 河 合. 都 築. 中 村 • 矢 木. 青木. 松 井. 豊 田. 白木. 大谷. 安東. 谷務. 加賀野 江. 三 井 • 衬山 

等な り。 嫡家 は、 齋藤越 前 守 利 永帶刀 左衞門 尉と いひ、 入道して 宗甫 とい ふ。 代々 

土岐 殿の 執權 にて、 國 中の 政務 を 執行 ふ。 嫡子 齋藤越 前 守 利 藤、 相續 いで 執事たり 

しが、 嘉吉 年中より、 日 蓬 宗に歸 依して、 川 手 府に持 是院を 建立し、 其 後 自ら 愛に 住し 

て、 政務 を 嫡子 新 四 郞利國 に讓、 り、 文明 十 一 乙 亥年 三月、 利 藤 卒す。 開 善 院權大 僧都 

妙 椿と 號 す-。 利國 嫡子 新 四郞利 良、 次 郞長井 豊後守 利隆、 利 親の 嫡子 新四郞 利， 浪、 ^ 

男 右 衞門尉 利 賢な 長 井藤 左衞門 迄、 相續 いで 執事 職たり しが、 享祿 三年 正月 十 

三日、 家臣 西 村 勘 九 郞が爲 に 害せら る。 此 勘九郞 は、 上 北面に て、 松 波 左 近 將監藤 原 


基宗の 庶子に て、 西の 郡の 者な， 9 しが、 京都 妙覺 寺に 隨 身して、 學は顯 密の奧 旨 を究 

め、 辯 舌 富 樓那に 劣らす、 近代の 名僧に て、 法蓮坊 とい ひける。 如何なる 惡 魔の 心 か 

入 替 りけん、 或 時 三 衣 を脫ぎ 還俗して、 西の 邵山 崎屋 とい ひて、 松波庄 五郎と 名乘 り、 

毎年 美 濃 國へ來 • り 、油 を賣 りけ るが、 常 在 寺 曰 護 上人 吹擧 にて、 齋藤. 長 井の 一族へ 出 

入せ させけ り。 元來此 男、 出家の 時よりも、 遊山 翫水を 好みけ る 故、 亂舞 音曲に 堪能 

なりし かば、 長 井藤 左衞 門、 請 じぬ る 事 限な し。 大守も 其 行跡 を亂 し、 酒宴 遊 與を好 

み 給 ふ 故、 藤左衞 門、 折 を 以て 大 守へ 目 見させけ る ^ 大守 寵愛 甚 しく、 御 側近く 召さ 

れけ るに、 辯 舌 利口 人に 勝れけ る 故、 甚だ 賞し 給 ふ" 其頃畏 井が 家老 西 村 三 郞左衞 

門 早世して、 家 を繼ぐ ベ き 子な し。 國 守よ， -、 此庄 五郎 を 家督に 言付けて、 西 村 勘 九 

郞と 名乘， り、 長 井の 家臣と なる。 天性 發 明なる 者 故に、 藤 左衞門 心に 叶 ひ、 家中 殘ら 

す此西 村に 思 付きけ り" 西 村つ くぐと、 國の 政道 を 計.^ 見る に、 大守賴 藝* 執事 長 

弘、 共に 淺盧 短才 にして、 政道 猥 なれば、 我 智略 を 以て、 當 國を從 へ ん事、 掌の 內 にあ 

h.c 先づ 主人 長弘を 害し、 其 後 國主を も 討 取り、 一 國 平均に 治めん と、 心中に 大望 を 

塞 氏由來  i 
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思 立ちけ る を， 知る 人 更にな か.. >  けり。 享祿 三年 正 H: 十三 日、 家中 を 語ら ひ、 主人 長 

井藤 左衞門 ft 弘失婦 を 害しけ る" 齋藤 • 長 井の 一 族大に 怒， 9、 急に 押 寄せ 討 取らん 

とす， 西 村 密に圍 を 出で て、 大 守の 御 方へ 逃參 りけ る" 齋 藤の 一族、 大 守へ 願 ひ、 首 

を 刎ねん と 憤..^ ける を、 國主 不便 を 加へ、 常 在 寺の 日 運上 人 を 以て、 ft 井の 一 族に 御 

詫 ある。 齋藤 .ft 井の 一 族、 猶 以て 立腹し 憤り けれども、 君命 なれば 力なく、 和睦 致し 

ける， 藤 左衞門 幼少の 子 一人 あり" 勘九郞 親分に なり、 後見して 、成長の 後、 執權職 

を繼 がすべき 契約に 相 究め、 此譯に 依って、 長 井新 九郞正 利と 改め、 其 後藤 左 衞門子 

成長に 及べ ども、 家 を 渡す ベ き 色 もな し，' 自分 執 權職を 司， り、 國 中の 政務 を 執行 ふ" 

齋藤 山城 守秀 龍と 改め、 入道して 道 三と 號す， 天文 十一 年に、 國 守賴藝 をも攻 出し、 

當國を 押 額す。 國 中の 諸士、 出仕せ ざる を c し、 幕下に 屬 せば、 所領 安堵せ させ、 一 國 

lei. 均に 治め、 近國迄 も、 其 命 を 重ん せす と い ふ 事な し。 嫡子 新 九郞義 龍、 一 一男 を 勘 九 

郞と いふ。 後に 孫 四 郞と稱 す、 文珠の 城主な. 9。 三男 喜 1^ 次と いふ。 後に 支 蕃と號 

す， 女子 三人、 織 田 信 長の 室と、 金 森 五郎八 妻. 三 木 休 庵 妻な り。 藤 左 衞門長 弘の子 


成長の 後、 畏井隼 人道 利と て， 閼の 城主な， 嫡子 新 九郞義 S を、 美 濃 守 を 兼ね 左 京 

大失 になし、 稻葉 山の 城を讓 り、 我 身は鷺 山の 城に 隱 居す。 義寵 は、 賴藝の 種子に て、 

道 三の 子に あらす。 此 仔細 は、 賴藝 常々 道 三 を 寵愛し、 身近く 侍りし な、 9。 賴藝の 

妾に、 三芳 野と て 美女 あり。 道 三 望み 深く、 執心の 體 見えけ る 故、 賴藝 よ. り 賜 は b け 

るが、 此女、 賴藝の 子 を懷姙 して ありけ るが、 追 付 誕生す。 是れ義 tt なり" 童 名 を 新 

九郞 とい ふ。 道 三、 義寵に 世を讓 b けれども、 如何なる 所存 か あり けん、 二 sf- の 孫 四 

郞を、 左 京亮に 改め、 總領 職に 立てん と 思 ひ、 義 W を隔 つる 體 見えければ、 義寵 ロ惜く 

思 ひける 折節、 關の城 生長 井 擎人佐 來り給 ひ、 君 は 前の 大 守の 種に て 侍れば、 道 三と 

父子に 非す、 君臣に て、 其 上 尊父 賴藝 公、 道 三が 爲に國 を も 奪 はれ 給へば、 御 父の 仇な 

我が 爲に は、 父母の 敵、 主君の 仇な り" 君 思 召 立ち 給 は 、土 佐 御 一族 は 申す に 

及ば や、 齋藤. 長 井の 一 族、 其 外 舊臣の 面々 馳せ集 b 、道 三 を 亡し、 土 岐の御 家 を 守 立 

て 申さん と 諫め 申しけ る。 依って 近臣 日 根野弘 «• 長 井助 直と 謀り、 舍弟 二人 を、 稻 

葉 山の 下屋敷へ 招き 寄せ、 日 根 野 備中守 弘寵に 仰せて 討た せられ、 此旨 使者 を 以て、 

楚 藤氏 由来 
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道 三に 吿 知らす" 道 三大に 怒りて、 弘治ニ 年の 春、 國 中の 勢 を 催し けれども、 皆義寵 

の， 勢に. S はり、 十が 一 も鷺 山へ は參ら す" 義 « は 父子の 義を思 ひ、 齋藤を 一 色と 改 

めて、 土岐 家相 傳の旗 を 立てら る。 一色 左 京大 夫、 義寵の 味方に 加 はり 集る" 土岐の 

一 族に は、 揖 斐周防 守. 原紀伊 守. 船 木 大學助 • 石 谷 近 江 守. 明智十 兵衞. 田 原 式部 • 衣斐 

與 三左衞 門. 高山 伊賀 守. 同 右近. 土 居 左 京亮. 本庄民 部少輔 • 遠山 刑 部少輔 • 一  色宫內 

櫂 少輔。 土岐小 次郞. 鷲 巢六郞 左衞門 尉. 曾 我 部內藏 助. 池 田 又太郞 * 蘆 敷 右京亮 • 山縣 

三郞 兵衞. 蜂 屋兵庫 頭. 金， W 次 郞左衞 門. 相 應掃部 介入 居 修理 亮. 池 田 勝 三郞 • 淺 野 十 

郞左衞 円. 肥 田^ 蕃. 多 治 見 修理 亮. 大桑 次郞 兵衞. 小 里 出 羽 守 • 萩原 孫 次郞. 郡 家 七 郞. 

猿 子 主計. 牛牧 右京亮。 外 山 修理. 金澤源 八. 落 合 掃 部。 其 外 他家 幕下の 輩に は、 伊賀 

伊賀 守 • 氏 家常 陸 介. 不破河 內守. 稻葉 伊豫 守. 武井肥 後 守， 竹 越攝律 守. 岩 田 民 部. 山 田 

兵.： t. 井戶齋 助. 近 松 新 五左衛門. 齋藤八 郞左衞 門. 同 石 見守. 市 岡 大和 守 • 石 丸 主 殿 ，小 

I？ 四 郞左衞 門 • 蔭山 掃 部. 長 井 將監. 堀 將監. 鷲巢九 郞兵衞 尉. 栗 原右衞 門 尉. 跡 部將監 • 

鷲兒 大學. 深 尾 下野。 武藤淡 路守. 佐 美 左 衞門. 上田 加 右衛門. 筑 間左衞 門. 石 河 駿河守 • 


大塚飛 驊守. 中 條左近 入道. 內藤市 祐.那 波 上野 入道 大昌 永. 同 內匠介 • 松 山 刑 部 • 佐 倉 

修理. 林 主 水 正， 親 市 太郞、 左衞 門. 野 村 越 中 守 •； 牛 井 宫內. 羽賀五 郞左衞 門. 比 野 下野 

守 .长 屋美濃 守. 下 村 丹 後. 梶原平 九郞. 立 田 大藏. 高 屋大炊 助. 和 田 六郞. 松 井 七 右衞門 • 

同 勘 兵衞. 同 喜右衞 門. 淺岡新 八. 向井 加 賀. 兼 松 右京. 臼 m 宫內. 宮 田左衞 門. 靑木新 左 

衞門.佐藤和^5^.山岸勘解由.豐田民部，土倉左京.石井遠江守.村山兵庫.同主稅介.玉井 

次 郞左衞 門. 國枝 八郞. 四 松 右京. 後藤 右 馬亮. 關谷兵 庫 助. 岡 主馬 • 高 井 加右衞 門. 松原 

源 吾. 馬 淵源 左衞 門. 那波 助右衞 門. 奧田內 記. 高 田 源藏. 岡 部 兵 助 •» 浦 喜 左衞門 • 矢 代 

左衞 門. 堀 部 新左衞 古田 左 近 將監. 和 田 主馬 • 谷 務 右近. 河 合 織 部、 此 等を始 として、 

在國 S 諸士、 鄕衬の 地 侍、 名 を 知られた る 輩 は， 我 もくと 馳せ 集り、 岐 山の 上下に 滿 

滿た り" 道 三方へ は、 川 島 掃 部 助 惟 ®. 神 山內記 義鑑. 林 駿河守 正道 入道. 道家 助六定 

重. 同 孝 八郞. 林 主：， 堀 池備中 守. 黑田監 物 • 河 田 隼 人 正. 同 新左衞 門. 內藤新 十 郞. 松原 

次 郞左衞 門. 奧困 造： i;. 高 橋 修观>  竹 中 遠 江 守. 岩井彈 正. 牧村兵 庫. 改田 大學. 同圖書 .大 

澤次 郞左衞 門. 観纈 右京. 中衬想 助. 河 野 K 書 入道 務元. 武部 式部 • 同 齊藏. 井上 加右衞 

齊藤^ 由來 
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門. 木 田 掃 部. 箕浦市 郞兵衞 • 渡 部 源內. 市橋庄 九郞. 遠出 修理 亮. 守屋中 將. 安東 刑 部. 原 

中務. 片桐鏠 殿 之 助. 篠田新 左 衞門. 氏 田 平左衞 門. 中島 石 見. 一 柳 右近 將監. 加 藤 右； liT 

助. 大西太 郞左衞 門. 多 田 新左衞 門. 長 山 新 助. 眞銅外 記. 今 井 修理. 大塚藤 三 郞. 近 藤 

壹岐守 • 加納兵 庫. 鵜 飼 外 記. 國枝三 河 守 • 毛 利 宮內. 森彌 四郞. 田 村 將監. 山內傳 兵衞. 桑 

原 十 郞左衞 門. 所 新左衞 門. 山 田 九 藏卓川 藤 治. 鷲 見 新 藤 次. 梶原孫 三 郞. 水 野 民 部. 飯 

沼 杏助. 世斐 修理 亮 入道. 三 山 內藏助 等な り。 此 小勢 を 以て、 義 寵の大 軍と 戰ひ、 利 あ 

る まじと て、 道 三 は 長 良の 中 渡へ 打 出で、 川 島 掃 部. 神山內 記. 林駿河 守 入道 道慶. 道 

家 助 六な ど、 と い ふ 家臣、 川 を 隔て 、 相戰 ふ。. 敵 も * 方 も 同家の 臣、 殊に 道 三の 旗大 

將林駿 河 守 入道と、 義寵の 旗 大將林 主 水道 正 は、 伯父 甥の 事 なれば、 互に 恥 を 重んじ 

下知 をな す。 其 外の 軍勢 も、 或は 父子 或は 兄弟 .從 弟、 皆 同國の 侍に て、 皆 一家の 事な 

れば、 後日の 誹 を 恥お、 命 を輕ん じ攻戰 ふ。 道 三 終に 打 負けて 引返き、 山 縣郡北 野 村 

に、 鷲 見 美 作 守が 住みた る 明 城 へ 楣籠， o、 林道 慶は、 鷺 山に 向 城 を 構 へ て楣 籠る。 道 

三 は 北 野より、 城 田 寺 村へ 移り、 岐阜の 景氣を 窺 ひて 居け るが、 道 三、 時節 や 好し と 思 


しけん、 同 二 年 四月 十八 曰、 爯び 中の 渡へ 打 出で、 同 廿日 迄、 息 をも繼 がす 攻戰 ひ、 終 

に 道 三 打 負け、 賴み 切った る 兵 五十 餘人 討死す。 道 三 も 、廿日の 慕 、城 田 寺 を 指し 

て 落 行く 所 を、 小 牧源太 道家. 長 井 忠左衞 門 通 勝. 林 主 水道 政、 追 懸けて 攻 伏せ、 道 三 

道 三 討た の 首 を、 道 政 討 取り、 後の 證據 として、 忠左衞 門、 道 三の 首の 鼻 を そいたり けり。 義寵、 

實檢畢 り、 長 良 川の 邊に 捨てたり し を、 小牧源 太、 土中に 葬る。 今に 齋藤 塚と いふ は 

是 なり。 此源 太、 生 國は尾 州の 者に て、 幼少よ わ-道 三 側に 近 仕せ しが、 非道 多き 故、 憤 

深く  R みし 故、 人 多き 中に、 道 三 を 追討し けれども、 主 從の好 捨て 難く や 思 ひけん、 道 

三の 首 を 葬りけ る。 抑 道 三 若 かりし 時 は、 僅なる 身に て ありし が、 末符を 謀り 智深 

くして、 損益の みに 心 を 用 ひ、 天命 を 恐れす、 利口 辯 舌に て 人を懷 け、 義を 露程 も 知ら 

すして、 一 生の 惡事、 第 一 は先づ 主君 長 井藤 左衞門 長弘を 害し、 齋藤家 を 奪 ひ、 國守御 

兄弟の 御中 を惡 しくな し、 終に 太郞賴 純を攻 落し、 土岐 殿の 末子 兩人を 毒殺し、 賴藝 

の 御 嫡子 太郞 法師 殿り 讒を 構へ 流浪せ させ、 其 外國 中の 大名 を、 或は 毒害し、 或は 

刑に 落し、 終に 國主賴 藝を攻 出し、 當國を 奪 ひ 取. -、 猛威 富み 溢れ、 一 往榮ぇ けれども、 

蹇 藤氏 由來  g%  .i 
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去 
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天 其 不義 を 許し 給 はねば、 其子義 龍に 討 たれ、 首 を 道路の 街に 捨てられ、 惡名を 天下 

に殘 しける こそ 口惜し けれ。 義德、 實 に土岐 殿の 御子に て、 道 三の 種 にあら ね ども、 

胎內 より 畜藤道 三に 下され、 道 三の 養育に て 成長し， 齋 藤の 家督 を 請け 乍ら、 其 恩 を 

忘れ、 父 道 三 を 討ちし 事、 實に 逆なる 事 4i 〈なり。 去 程に 義 龍 は、 道 三 を 13 し、， 本望 を遂 

げし 故、 齋將. 長 井の 一 族 を 呼出し、 所領 を安搭 させ、 心 を 合せて、 國 中の 政務 を 執行 

ひ、 義龍、 齋 藤の 13： にあらざる 事を存 せられし かば、 齋藤を 一 色と 改め、 源氏の 姓と 號 

し、 已 に 道 三 を 討たん と 思 立 ち し 時 よ り、 齋藤 を名乘 れば、 父子の 義 あり。 藤 原 氏 を 

改め、 源氏と 稱 すれば、 土岐 殿の 御子に て、 君臣の 別な り。 其 一 色と は、 土岐 殿の 簾 中 

は、 一 色 氏の 娘な れば なり。 又 多田満 仲の 御 末、 一 色と 名 乘らろ ， ロ傳 あり。 又 厚見 

郡 一色と いふ 所に， 土岐 殿の 屋形 あり。 世の 人、 一色 殿と 稱す ともい へり。 義寵、 器 

量 世に 勝れた る 男將 なれば、 國 中に 靡かぬ 草木 もな く、 井の 口の 大將 とて 仰ぎけ る 

が、 永 祿四辛 酉年 五月 十一 U 、病 に^して 逝去し 給 ふ。 常に 禪 法に 歸 依し、 心 源 を 明 

らめ、 辭 世の 偈に、 三十 餘年、 守護 人 天 、刹那 一句、 佛祖 不傳。 行年 舟 五。 法名 雲峯玄 « 


居士と 號す。 快 川 和尙の 筆を假 りて、 辭 世の 偶 を， 壽懊の 上に 書記す。 永祿 元年より 

傳燈 寺？ is し、 國 中の 寺院の 法式 を定 む。 s-ts の 所 意に 依ってな 

りと て、 國 中の 僧大に 擾亂 す。 拆又 家督 を、 嫡子^ 太 郞藜與 に讓ら る。 右兵衞 大夫 

美 農 守に 歷 任す" 齋 藤の 餘裔. H 〈と 心を& せ、 國 中の 政務 を 執行 ふ。 齋 藤の 名 

れば とて、 又齋 藤と 名乘ら る。 是ょ、 り 先 づ淺井 備中守 長 政が 娘、 名 を 近 江と いひけ 

る を 嫁す。 江 州 淺井氏 は、 道 三の 代よ. -、 折々 當^ を楚 はんとす。 義 W の 計略に Z 

聲舅 になり し 故、 寵 興の 代に は、 江 州 は 心 易くな，^、 佐々 木 は、 土岐の 一 族 なれば、 別 

條 なし。 甲州晴 信、 折々 井の 口 近所 迄 押 寄せけ る。 信 長 は、 故 道 三の 聱 なれば、 上に 

は別條 なき 檬 なれ ども、 義を思 はざる 勇將 なれば、 如何なる 底意 か あり けん、 越 前の 

朝 倉 義景も 一 族 なれ ども、 美 濃 守賴藝 敗北の 後より は、 當國を 奪 はんと 思 管り。 過 

ぎに し 天文 年中に も、 折々 押 寄せ、 根 尾. 德山 杯と 戰ひ、 或は 糟 川口より 打 出で、 岩 手. 

高 2£羣 靈 .國枝杯と 戰ひ、 鍬 原 合戦に は、 堀 池備 中 杯と、 S  く戰 ふと 見え 

f  、- 度々 の 合戰に 勝利な し。 然れ ども 齋 藤が 世 を 奪 ひ 返して、 土岐 殿へ 参らせ 
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ん爲 なりと いへ り。 當 世の 風俗 なれば、 底意 覺束 なし。 然れ ども 元來 一騎 なれば、 

無事にせば や i 思 付き、 朝 倉 常壽坊 を、 人質に 越さる S 故、 越 前に は 無事な り。 大略 

四方 治まりて、 近來の 静謐と 見えたり。 其 頃 義寵の 息女 馬場 殿と て、 小牧源 太が 預 

り、 山 下の 馬場 殿に おはしけ る。 容儀 世に 勝れけ る 故、 信 長、 妾に せば やとて、 寵與へ 

談 せられけ る。 寵與 申さる、 は、 信 長 は、 故 道 三の 聱 なれば、 信 長 妻の 爲に は娃 なれ 

ば、 其 妻 死後に 遣し 難し。 IS や 妾な どと は、 緩怠 過ぎた る 申 分、 當 家は齋 藤の 家督と 

は雖 も、 種 姓 土岐の 嫡流に て、 天下の 當 家たり.。 彼 は 今 勢に 乘 じて、 其 昔 を 忘れ、 斯樣 

の雜言 申す 條、 返す ぐ も 奇怪な り。 彼等 は武 衞の臣 にて ありけ る もの をと 申さ 

れ ける。 此事を 誰か 傳へ けん、 信 長 聞きて、 元來： g へぬ 勇者 なれば 、憎き 物の 申 分か 

な。 いざ 押 寄せ て 攻 C さ ん とて、 大勢 を 率し、 當國 へ 打 入 ，cs 、是 より 美 濃. 尾 張 不和 に 

なり、 度々 の 合戦、 其數を 知らす。 終に 永祿七 甲子 年 八月 下旬、 信 長 數萬騎 の 勢 を 率 

し、 稻葉山 の 四方 を 放火し て 取圍 む。 其 頃 西方 四 人と て、 寵興 の 舊臣不 破 河 內守道 

負. 安藤 伊賀 守 守 «• 氏 家常 陸 介 K 元 .稻 葉 伊豫 守 良 通、 此四 人心 替 ちし、 寵興を 背き、 


尾 州へ 內 通す. 斯くて 城 泳へ 難しと て、 唉を 入れ、 義 《 に は、 是非な く 城 を 明け、 閼の 

诚へ立 退き、 叔父 長 井 第 人 佐 通 利. 長 井 忠左衞 門 道 勝 等を從 ひ、 江 州淺井 氏の 許 へ 落 

行き、 其 後 朝 倉 義景に 組し、 天 正 元 癸 酉年 八月 八日、 越 前の 敦賀 にて 討死。 長 井 は、 後 

に 井上 小左衞 門と 改め、 義昭 公へ 組し けり。 元龜ニ 年末 八月 廿 八日、 攝州白 川原に 

て 討死。 法名 德翁道 舜と號 す。 - 其 子 井上 小 左衞門 兄弟、 秀吉 公に 仕へ て、 黄^の 人 

數 にて、 天下に 武勇の 隱 なし。 慶長 二十 年 五月 六日、 井上 小 左 衞門定 利、 道 明 寺の 戰 

に 討死。 行年 五十 歲。 法名 宗朴 とい ふ。 子孫 大坂亂 の 後、 稻葉典 道に 仕へ、 加 治 田 

の 城主 新 五郎が 子齋 藤齋宮 は、 岐阜 中 納言秀 信 卿に 仕へ 、小姓と なりし が、 慶畏五 年 

八月 廿 三日の 落城の 前に、 足 立 中 書. 武藤助 十郞 三人、 白晝に 女に 出立ち 城 を 忍び 出 

で て 長 良 川 を 越え、 北山 へ 落 行く。 其 子孫、 松卒 大和 守 直 基 に 仕 へ 、今に 彼 家 にあ 

內藏介 利 光が 子孫 は、 大樹の 御 旗下に あり。 右衛門 尉 利 賢が 娘 は、 稻葉良 通の 妻な 

り。 右兵衞 尉 治 利が 娘 は、 稻葉內 匠 介 正 成が 妻な り。 八 郞左衞 門 利 行の 養子 和 田 

五 郞左衞 門 直行 は、 主 君寵 興の 家 寶を數 多 奪 ひ 取りて、 信 長 へ 參ら せ、 織 田の 臣 とな 
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る。 其 弟 松 井 勘兵衞 は、 一 B 一  夜の 戦に、 數ケ 所の 疵を 蒙り、 東 美 濃へ 落 行き、 遠 藤 六 

郞左衞 門 許に 蟄居す。 其 子孫、 今に 郡 上の 城 生に 屬す。 齋藤石 見守が 末子 六郞利 

兼 は、 武儀 郡の 洞戶 村に 蟄居す。 其 子孫 今に あり。 和 泉 利 胤の 娘 は、 明 智左馬 之 助 

母な り。 慶 長の 頃 迄、 加賀野 江の 城に、 加 賀野江 彌八郞 、三 井の 城に、 三井彌 市. 花村修 

理亮、 皆 彼 末孫な り。 三 井が 子孫 は、 加賀利 長の 家に て、 本 田 安秀が 麾下に 屬す。 加 

賀野江 • 花 村 は、 秀信 卿に 組して、 其 後 子孫、 其 名を隱 して 知れす， 

岐阜 城主 織 田 三代の 事 

織 田家 は、 葛 原 親王 十三 代の 後胤、 新 三位 中 將越前 守平資 盛より 十 1 一代の 末孫、 織 田 

彈正 忠敏定 とい ひて、 越 前、 尾 張 兩國の 守護 を 〔ぼ 5 ァ〕、 斯波左 兵衞督 義敏の 家臣な り。 

義敏の 三 職 を、 織 田 彈正忠 敏定. 增澤 甲斐 守 祐德. 朝 倉左衞 門尉繁 景とぞ 申しけ る。 

增澤 甲斐 守 謀叛 を 企て、 溢 川 左衞門 太夫 義廉を 語ら ひ、 主の 義敏を 害す" 依 つ て將 

軍義政 公より、 織 田. 朝 倉に、 謀叛 人 を 誅戮の 御敎書 を、 文 正 元 丙 戌年 下され、 應 仁よ 


信 長 信忠 

拔ゼら る 


，り畏 享年 中 迄、 相 戰ふ事 度々 なり。 終に 謀叛 人 甲斐 守 を 討 取. り、 畏享ニ 年、 越 前 を 朝 

倉、 尾 張 を 織 田に 給 はる。 二 代の 孫月巖 長子、 尾 州 勝幡の 城主 備稜守 信秀の * 子 織 田 

上 Sl 介 信 長と 申す は、 故 道 三の 聲 なり けれども、 當國を 奪 はん 事 を 謀 、義寵 逝去の 

後、 度々 美濃國 へ 攻 入り、 所々 の戰、 其數を 知らす。 或 時 信 長、 大勢 を 率し 井の 口 へ 押 

寄せ、 瑞 《 寺 西方 64 にて 大に戰 ひ、 織 田の 大族 大分 討た る" 其 死屍 を 取 集めて、 一塚 

を 築く。 織 田塚是 な， り。 此塚、 雨 降る 日、 曇， - たる 時 は、 土中に 鬨の 聲を揚 ぐる e 里 

人 恐れて、 高 桑の 雲 外と いふ 禪潸 を賴 み、 頌を 作，" 塔婆 を 立て、 懇に 追善し け."。 其 

後怪 事 止みに けり。 頌曰、 一 塔巍々 Is 騸讓 r ァヒ、 從來將謂 名 英雄、 戰場秋 

暮好 時節、^ 樹刀 山黃落 風。 信 長猶も 計略 を 廻らし、 永 祿七年 九月 朔日、 終に 稻葉. U 

の 城を攻 落し、 《 興 を 追 出し、 城主と なり 給 ふ。 江 州 佐々 木 を 退治して 上洛す。 天下 

の 武將こ i はり、 正 一 位 右大臣に 歷 任す。 岐阜の 城 を、 嫡子 三位 中 將信忠 卿に 讓り、 

天 正 四 年に、 江 州 安土に 域 を 構へ て 移り 給 ふ。 天 正 十 壬 午年 六月 二 0 に、 土.？ 明 ノぜ 

光秀が 爲に、 御 父子 共に 京都に 於て 御 生害 あ..。 壽四 十九 歲な り、 諡官總 見 院殿贈 
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大相國 一 品 泰廢大 居士と 賜 ひ、 信忠卿 は、 大雲院 殿 仙 巖と號 す、 壽 廿六歲 なり， 其 後 

信忠 卿の 嫡子 中 納言秀 信 卿， 淸須 よ り 岐阜 に 移り 給 ふ" 御 幼年た るに 依って， 信忠 

の 御舍弟 織 田 三 七 郞信孝  >  後見の 爲め當 城に 住居し 給 ひしが、 越 前柴田 修理 亮勝家 

が 語ら ひに て， 羽 柴筑前 守 秀吉を C さんと す" 依って 天 正 十 j 年. 尾州內 海に て 生 

害 あり。 行年 廿六。 辭 世の 詞， 

昔よ. 0 主 をう つみの 野 間 なれ や 因果 を 侍て や 羽 柴筑前 

其 後 三位 法 印 一 路の息 大納言 秀俊、 其 頃 三 好少將 とい ひける を、 後見に, けらる。 

太閻 朝鮮 征伐の 時、 發 向して、 肥 前の 名護屋 にて 病死す る" 其 後より は、 前 田 德善院 

法 印玄以 に、 何事 も 仰 合されたり。 然る 所 慶長五 庚 子年， 石 田 治 部 少輔三 成、 逆心 を 

企て 大亂を 起す" 折節 岐阜 中納言 を、 * 方に 引 入れ 奉らん とす" 秀信卿 は、 關東陣 

御供の 御人數 た. > し を、 石 田 一 向賴み 申し 、川瀬 左 馬 之 助 を 使者と して、 是非 秀賴の 

御手 を 引かせ 給 ひ候欉 にと、 段々 申述 ぶる 故、 木造 左 衞門. 百々 越 前 守に 御 密談 あり 

ける に， 兩人， 口 を 揃へ て 申しけ る は. 旣に關 東御發 向の 御人數 として、 今：. 變改と 


一 は 本意に あらす、 其 上 君の 御 事 は、 前 將軍信 長 公の 嫡孫に 渡らせ 給へば、 天下の 主 

にもな り 給 ふ ベ き 御身 を、 秀. pi に 掠められ、 當 城に 蟄居し 給 ふ を、 口惜しと は 思 召さ 

れす、 石 田に 組し 給 はんな どと は、 言 甲斐な き 御 所存 かな。 必す思 召 止， ま， 9 給 ふ ベ 

しと、 理を盡 し 諫め けれども、 御 承引の 色 もな し。 兩臣 重ねて 率し ける は、 兩 家の 御 

事 は、 御 父 中 將信忠 卿の 御 遺言に も、 前 田德善 院玄以 の差圖 を、 何事 も 用 ふ ベ き^、 仰 

置かれ 候へば、 一 先づ す， 以の差 圖を請 ひ、 其 上に て 返事 然る ベ しとて、 兩臣は 宿所に 

歸り、 上京の 支度し ける。 其 頃の 出頭 人 樫原但 馬と いひけ る 者 あり、 治 _ ^少 より、 奠 

大の 金銀 を充 へ、 秀信卿 を 味方に 引 込み、 本意 を遂 ぐる 程なら ば、 其方 も 大國の 主に 

なさん と、 一 卷の 誓紙 を 書きて、 但馬が 方へ 送りけ る。 木造. 百々、 此儀を 夢にも 知ら 

す 上京し ける。 夜に 入りて、 彼 出頭 人 檻 原但馬 を始 として、 入江 左 近. 伊達 平左衞 門. 

高 橋 德齋此 四 人 を、 中納 言の 寢 間へ 召され、 此 度の 一 儀 如何と、 御 密談 ありければ、 何 

れも 申しけ る は、 大坂御 奉行 幷西國 大名、 殘らす 一 味の 上 は、 天下 一 統に、 奉行 方と 相 

i 見え 申 候。 然る 上 は 早速 御 同心の 御 返事 有 之 候 は V 、秀賴 公 も 御 満足に 思 召し、 治 
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一， 部少 も、 早速の 御 返答、 大慶に 存 せられん • 後日の 思 入 も、 宜しく 候 はんと 申しけ る 

本より 秀信 卿の 御 所存、 少しも 逢 ふ 事なければ、 早く 同心し 給 ひ、 石 田が 使者 を 殿中 

へ 召され、 御 盃を給 はり、 老臣の 面々 に 御 相談 もな く、 四 人の 出頭 人 を 御供に て、 忍び 

やかに 澤 山へ 越え 給 ふ。 是れ御 蓮の 盡 きぬる 印、 是非 もな き 次第な り。 木造 • 百々 

の舊臣 は、： S 儀 を 夢にも 知らす、 夜 を 日に 癱 ぎて 上京し、 德善院 の 差圖を 請けて 歸る • 

折節 鳥 本の 町へ、 石 田、 人 を 出し、 秀信卿 は、 是に御 入 候 間、 入來 せられよ とい ふ" 兩ノ 

杌は當 ヌの滅 t 近き にあり。 口惜しき 次第な りと て、 足摺 を すれ ども 甲斐 ぞ なき， 

さり 乍ら 是非 もな し。 透 間 も あらば、 治 部 少と刺 逢 へんと 思 ひ 込み、 使と 打 連れ、 澤 

山へ 立 寄れば、 色々 引出物 をし 饗應 す。 三 成 も 思慮 深き 者 なれば、 雨 人の 心中 を 推 

量し、 急ぎて 覺悟 やした. >  けん、 刺 違 ふべき 隙 もな く、 早 や 御 立 ある べしと て、 中納言 

の 御供して 岐阜に 歸， 9  、木造、 淚を 流し 申しけ る は、 時 移 b 事變 じて、 貴賤 位 を 易 ふ。 

治 部 は、 江 州 北の 郡 地下 人の子た，.^ し を、 邪智增 長し け るに 依つ て、 秀吉 公に 仕 へ 、五 

奉行の 數に加 はると 雖も、 天性 卑賤の 者ぞ かし。 義を 知り 道を存 せば 是へ 參.. ^、 御 


賴をぞ 申 上ぐべき 害なる に、 今 勢に 乘 じて、 往昔の 凡卑を 忘れ、 君を澤 山に 招き 寄せ 

ける こそ、 返々 も 奇怪 なれ。 其 上支以 の差圖 にも、 早く 關東御 出立 然るべき 旨 申 越 

された， 9。 如何 思 召 候 やと 申し けれども、 今度 江 州に 御 越の 上 は、 今： 史關東 御 出 勢 

は、 叶 ひ 難く 候 へ ば、 治 部少、 近日 當城 へ 可，， 罷越， 旨、 願 ふ 所の 幸な..^。 當 城に 於て、 治 

部 を 討 取り 給 は  >  、餘黨 の 輩 は、 力 を 落し 返 散して、 天下 靜謐 し、 御 家 繁昌な らん。 其 

上 家康公 も、 如何 計 御 満足に 思 召さん。 組 手な く 候 は、 某 を 組 手に 仰 付けら るべ 

し。 君の 御 心 一 つに て、 天下の 大亂、 忽に 治る 事に 候へば、 早く 思 召 立ち 候へ と.^ し 

ければ、 舊臣の 面々 も、 此儀尤 然る べしと、 一 統に、 早々 御 心 を 決せられ 候へ と 諫めけ 

れ ども、 秀信 卿、 徑原但 馬 父子が、 逆 謀に 引 入れ 奉る 上 は、 曾て 御 承引 無乏 こそ、 御 速 

の 末と ぞ覺 えけ る。 近所 なれば、 黑野 城主 加 藤 左衞門 尉、 郡 上 城主 稻葉 右京亮、 犬 山 

城主 石 川 備前守 を御賴 あり、 其 外國 中の 大小 名、 鄕 村の 地 侍 を 狩 催され、 謀叛の 色 を 

立て 給 ふ。 此事關 東へ 聞え ければ、 急ぎ 返 治せよ とて、 井伊 兵 部少輔 • 本 多 中 務大輔 

を御目代として、數ー€の軍勢を差上せらる、旣に八月十四0^、尾州淸須に着^"-て、川越 

岐阜 城主 織 田 三代の 事  5 九 


濃 陽 諸 +- 傳記  § 

の 評定 あり。 黑 田の 渡 は、 池 ffl 三 左衞門 尉. 淺野左 京大 夫 • 有 馬玄蕃 • 松 下 右京 • 山內 

對 ii^ 守 ニ柳監 物。 川下 小 越の 渡 は、 福 島 左 衞門大 失 • 長 岡 越 中 守. 京 極 侍從. 黑 田 甲 

斐守. 加 藤 左 馬 助. 藤 堂 佐 渡 守. 井伊 兵 部 少輔. 本 田 中務、 乘越ゅ ベ しと 定めて、 八月 廿 

一 日の 宵より、 黑田 村の 西 堤の 下に 陣を取 b 、池 田 輝 政の 臣 伊木 淸 兵衞. 村 山 織 部 寛 

賴 など、 當國の 案內者 なれば、 相圖の 狼煙 を も 待た すして、 八月 廿 二日の 卯の 刻に、 

木曾川 を乘 越え、 中 納言秀 信 卿 は、 川手衬 閻魔 堂 迄 御 出馬 ある。 有 知の 诚主佐 藤 陸 

左衞門 方秀. 木造 左衞 門. 百々 越 前 守. 飯 沼 十 左衞門 を、 武者 大將 として、 足輕千 計に 

騎ぉ 武者 五 百に て、 新 加 納へ馳 せ 向 ひ、 川岸 堤 下に 於て、 合戰之 あ， 9。 此時は 二 柳， 組 

物、 木 f 川の 先陣な. o。 其 外 諸 軍勢 一 同に、 木曾川 を乘 越え、 面 も 振ら や 切って 懸る • 

岐阜 方に は、 木造お 衞門. 飯 沼 勘； 牛眞 先に 進みて、 足輕に は、 千餘 挺の 鐡炮を 打た せ 

一 足 も 引か じと 攻戰 ひ、 一 柳が 臣大 塚權 太夫と、 岐阜 武者 藤 田 權左衞 門と 渡 o 合 ひ、 

大塚、 藤 田 を 討 取る。 然る 所へ 飯 沼 勘- キ馳 せ來 り。 權 太夫 を 討 取る。 夫より 池 田懷中 

守と 翁 を 合せ、 暫時 戰 ひしが、 池 田が 突く 鏠を、 請け 損じ、 飯 沼 は、 備中 守に 討 たれけ 


る。 武市忠 左衞門 は、 一柳の 手へ 生 捕に せらる。 前 田 半 左 衞門も 討死す ：em 藤 

三郞 は、 赤線 懸けて、 兼 松 又四郞 は、 黄 親 を 懸けて 渡し 合 ひ、 時 移る 迄戰 ひける が、 終 

に 勝負な く、 互に 相 引に ぞ した b け， o。 使番 佐々 彌三郞 も 討た る. 其 外岐卑 方の 武 

者、 大半 討 たれ、 大將 防ぐ に 叶 はす 引退く： 關 東の 大勢、 一 戦に 利 を 得て、 岐阜 武者の 

跡 を 慕 ひ、 川 手 村の 西、 荒 田の 橋迄攻 寄す る 所に、 百々 越 前 守. 飯 沼 十左衞 門、 殿して 

乘 廻し-/,^、 靜に 岐阜へ 引 入， 0 けり。 川 手 村に て、、 # 田 藤三郞 返し 合せ 、踏.^, まりて、 

比類な き 働して 相 支 ゆる。 加納 前にて、 瀧 川 平 市 • 中 崎 傳左衞 門、 其 外 五 人 取って返 

し、 足 輕を押 廻し 防ぎ 戰ひ、 此勢 にて、 寄 手の 勢 も 引返し、 其 夜 は 新 加.. 森邊に 陣 を 

取る。 中納言 殿、 岐阜へ 御歸城 ありて、 組頭の 面々 を 召 寄せ、 今日の 合戰 無下に 打 負 

け、 剩へ 岐阜へ 逃 籠るな どと、 後日の 評判 も 無念な..^。 軍の 勝負 は、 勢の 多少に 依ら 

す、 時の 仕 合 たるべし。 其 上 治部少 も、 後 詰 可. 致 候 間、 明 合戦、 一際 賴入 るの 問、 

成の 木戶 を惶 として、 討死 仕る 樣に、 侍 中へ 申 聞かせよ， V 一の 事に て、 面々 組 巾 を 呼 集 

むる に、 今 曰 新加納 へ馳向 ふべ き 兵 は、 大半 討死し、 今日 俄に 抱へ たる 新 參の輩 は、 大 
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方 落 行き、 十 人 組 は 纔に三 四 人なら では 見えす。 危き 籠城と は 思 ひ 乍ら、 愛 彼人數 

の 手配 をす。 抑 岐阜の 城 東西 は、 或は 谷峯 孝え て 難所な り、 北 は 長 良 川の 切 岸な り。 

此 三方 は 平素の 時 さ へ 、人馬の 通路な し。 旣に 以て 六 具して、 ぉ勢攻 入る ベ き檨 もな 

し。 西 は 七 曲 西 曲水の 手と て、 大手 搦手 三 筋の 道 あ h- と雖 も、 山險蛆 にして、 詰々 

の 難所に 伏勢 を 置き、 曾て 攻入 るべ き 方便 もな き 要害 竪同 の 城郭な り。 未だ 篠目も 

明 果てぬ に、 川上 川下 乘 越えた る兩 手の 軍兵 一 同に、 岐阜の 町に 迄 押 寄せ、 先 を ひ 

亂 入し、 福 島 左 衞門大 夫 • 同 福 島伯耆 守. 堀 田 新 介、 眞 先に 駆 入り、 火花 を 散らして 戰 

ひ、 山 下 御殿の 前の 門 矢 倉へ、 大岡左 馬 之 助走り 上り、 福 島が 人數 を打拂 ひ、 櫛 a 治 左 

衞門 • 木造 左 衞門內 奧田喜 三郞。 大岡 內鷺見 久右衞 門、 何れも 門の 櫓に 駔 上り、 福 島 

の 人數を 散々 に 打 立て^ぎ 戰ひ、 矢種 盡 きければ、 七 曲の 道 を 引上げけ hs。 福 島 家 

中、 續 いて 上らん としけ る 所、 津旺 藤三郎 打って出で、 大勢 を 駆 立て 防ぎ 戰ふ 有檨、 譬 

へ ん方 もな し。 津田藤 三郞、 心 は 猛しと 雖も、 大勢に 取圍 まれ、 旣に危 く 見えけ る 所 

へ、 山田久 兵衞. 同 甚次郞 、其 外歷々 、突いて 出で 戰 ひける が、 何れも 疵を 蒙り、 城へ 引 


上ぐ る。 大手 七 曲 は、 福 島 左 衞門大 夫 A 岡 越 中守攻 上る 所 を， 木造 左衞門 f 勢ぼ餘 

人 左右に 立竝 び、 鋒 先 を S ベ、 大山の 崩る、 如く、 七 曲より 打って出で、 追手 山 口に 於 

て 防ぎ 戰ひ、 比類な き 働な り。 百 曲 道 は、 京 極 侍從攻 口な り。 川原 水の 手の 道 は、 池 

田 三左衞 門、 „s 上の 案內 者に て、 此 水の 手本 城へ 攻 寄す るに、 P 井川 通 を、 直に 水の 

手へ 攻 入る。 此山 は、 當山 第一の 難所 なれ ども、 伊木 淸 兵衞. 村 山 織 部. 鷲 見 平 右左 衞 

門 • 同 十 郞左衞 門、 其 外當國 武士、 多く 城 中の 案內は 知った，^、 難なく 天守の 下 迄攻寄 

せた. o。 其 外 諸 軍勢 四方より、 鬨の聲 矢 叫の 音 は、 山 も 崩る. - 計な. 9。 木造 • 飯 沼. 和 田 

各手鐽 提げ、 大勢の 中へ 駔 入り、 面 も 振ら ャ 突いて 廻， -、 數多敵 を 討収， り、 天晴 勇士 や 

と感 せぬ 者 はなし。 敵 味方、 前後左右に 入 亂れ、 討ちつ 討た れつ 相戰ふ 有樣、 譬へ 

ん方 なし。 福 島 左 衞門內 大島茂 右衞門 は、 木造 左衞 門に 渡し 合 ひ、 比類な き 働して 

疵ま f  、兩方 へ 引く。 同家 中保 科 又 八 は 討死し、 〔f  r〕 敵の 首 を 谷 へ 落し、 又 追手 

へ 駔 上り、 重ねて 高名す. ^ 城 中には、 津田藤 十郞. 飯 沼 十左衞 門. 大岡 左-馬 之 助. 同^ 內* 

伊藤 長 八 • 和 田 孫 太夬. 竹 市 善 兵衞. 大野 善 八. 木 田 彌左衞 門、 此 人々、 四方 八而に 切つ 
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て 廻り、 突いて 出で 切 崩し、 今日 を 限と 戰 ひける。 上 格子 門の 前にて、 福 島 內傍島 太 

兵衞組 討して、 首 を 取上げ、 上 格子 門 は、 中島 傳右衞 門 • 布 川 三 郞兵衞 -齊 藤 新 五郎 預 

,-、 丈夫に 持 堅めて 見えけ るが、 大勢 一同に 押 寄せ 攻めければ、 中島 は 討 たれに けり。 

長 岡 越 中守內 澤井才 八、 之 を 討 取る。 然る 所に 福 島 內吉村 又右衞 門、 眞 先に 進み、 上 

格子の 門 を 立て、 透 間もなく 押 込み、 矢狹 間より 指 物 を 振 出す。 夫よ， り 我 劣ら じと 

駔入. -、 二の丸の 門前 迄 押 詰む る。 鐵 門の 近所に、 烟硝藏 あり、 焙 火矢 を 港へ、 域 巾 

よ.^ 打 出し 防ぎければ、 寄 手 手 負 死人 多く、 急に 攻寄 する 事 を 得す。 廿 三日の 巳の 

刻に、 贿藏に 火 移..^、 鳴 響きけ る 音、 山 も 崩る、 計 b なり。 其 響、 國 中に 聞え ける と 

なり。 其 時大岡 左- iiT 之 助。 和 田 孫 太夫. 飯 沼 十左衞 門. 幷鷲見 久右衞 門、 爐砲の 火に 火 

傷して、 心體合 期せす、 敵 を 防ぐ 事 を 得す。 寄 手 、二の丸の 門前に て 高名す。 同家 臣畏 

尾 隼 人、 操 際 へ 付く 所に、 家の 子內野 1^ 右衞 門、 主人よ， り 先 へ 飛乘. リ、 手 を 下げ、 引 上 

げ 申すべし とい ひければ、 汝を賴 み、 城乘 をすべき かとい ひ 捨て、 其 儘 飛乘， リ、 二の丸. 

の 門 を 押 開く 故、 門前に 支へ たる 武者 共 、大昔 揚げて つと 押 込み、 本 城 へ 押 寄せ、 中納 


秀 

信 
降 
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言 殿御 座所 を、 稻 麻竹萆 の 如く、 錢先拉 ベ 取 圍 みだり。 さる 間 旣に御 自害 ある ペ き 

御氣 色の 所、 杰差衞 門 を 始め、 其 外 谷 宥め 申し、 時節 は あるべき 間 、一先 づ御 降參然 

るべき の 旨、 達って 御意 見 申 上ぐ る。 秀信卿 聞 召し、 戰 場に 臨み、 骸を ssffi- に隱す 事， 

今更 珍 しからす。 兼て 其覺 悟せ しめ、 此 大事 を 思 立つ 上 は、 露命 惜 む に は あ " ね ど 

も、 今度の 合戦に 粉 骨を盡 し、 今少し 活殘， りたる 者 共の、 一命 を 助けん 爲め 、寒 W を 止 

め、 降 參の由 仰 出され、 城 明 渡し 申すべき 旨 呼ば はる。 其時總 勢矢留 な， 9。 ャ納富 、 

硯 料紙 を 取 寄せ、 感狀を 書き、 當 座に 有 合 ふ 者 共に 送らる。 此^ 終に 侍卅六 人。 治 部 

少 加勢と して 、川瀬 左 馬 之 助 .大 西 善右衞 門、 以上 卅八 人な. -。 本 城に 取 籠 之 あり。 

然るに 池 田 三 左 衞門棘 政 は、 筋目 を 忘れす、 秀信卿 を 抱き 取，.^、 上 加納村 一 向宗 の遞 

場へ 入れ 奉る。 御供の 侍 小姓 十四 人、 道す がら 哀れなる 事共な， り" 替 K の武 T- 、白 R 

を 持ちて 前後 を圍 み、 常 家 坊圓德 寺に て、 御 鎧を脫 がせ 舉， り、 御 1  かヷ印 • 大身の 键 一 筋. 

御 鎧 等 を、 此 寺に 殘し 置きたり • 尾 州 知 多 郡 迄 送り 舉.^  、夫よ.？ 御船に 召され、 紀州 

高野山へ 上り 給 ひしが、 岐阜 中 納言殿 は、 聖を 成敗に なされし とて、 高 野へ 入れ 巾 さ 
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ざるに 付、 麓に おはしけ るが、 月 行年 廿 一 歲 にて、 病死し 給 ふ。 秀 信の 御 

舍弟 を、 左衞 門佐秀 信と 申し 給 ひしが、 其 後 越 前 へ 返き、 在宅な され、 淺田左 衞門佐 

殿と 申しけ る。 男子 二人 • 女子 二人お はしける。 越 前中納 首秀康 公、 御 懇意の 由に 

て、 女子の 內 一 人、 越 前 中 納言殿 へ 御 入り、 松 年 但馬守 殿御 母 儀是な b。 一 人 は、 尾 州 

亞相公 へ 御 入.^、 貞松院 殿と 申す は是 なり.。 男子 一 一人 は、 松 平 但馬守 殿御 家に て、 律 

田九郞 次郞. 同左衞 門と 申しけ る。 九 郞次郞 は、 後尾 州へ 越えら る。 津田七 兵 衞父是 

なり。 ^又齋 藤 齋宮は 知行 二 千 石、 武藤助 十郞は 知行 四千 石、 足 立 中 書 は、 知行 千 石 

にて 町奉行な.^。 此 三人 は、 秀信 卿の 御 家に て は、 筋目 正しき 歷々 なりし が、 軍の 負 

色 を 見て、 白晝に 女に 出立ち、 長 良 川 を 越え 落 行く。 齋 藤齋宮 は、 長 良の 北 栗 野 村に 

隱れ、 夫よ. 0 父 新 五郎の 在所 加 治 田 村へ 返き けれども、 里人、 一 宿 を も 許さす 追 出し 

け り" 其 後方 々稼ぎ けれど も、 有 付な く、 後 は 江戶へ 出で て、 徘 諧の師 をして n を 送. 

り、 德元 i いひけ る。 此 子孫、 松ギ 大和 守 通 基の 家に あり。 武藤 助十郎 は、 久々 浪人， 

にて、 尾 州 を 打 立ち、 京の 町 を、 編 笠に て 歩きけ る を、 御 參內の 節、 池 田 三衞門 尉、 馬上 ■ 


より 見 給 ひ、 あれ は 助十郞 にて はなき かとて、 近習の 侍 を、 見せに 遣され ければ、 助 十 

郞笠 を脫 ぎ、 何方よ， りの 御尋. V 申す。 三左衞 門よりの 使と 申す に 付、 則ち 其 所に て 

目 見 致し、 輝 政 昔 を 思 出し、 痛 はしく 思 はれければ、 御 扶持 方と て、 千 石の 御 あてが， ひ 

にて 抱 へらる。 其 後大坂 御陣の 時、 手柄 之 あり， 岐阜の 面目 を 雪ぎ ける。 足 立 巾 書 

は、 其 行方 を 知ら や。 飯 沼 十 左 衞門內 野 崎 市兵衞 は、 木野衬 にて、 勘. 討死の 節、 深手 

を 負 ひ、 高 股 を 立 割りにせられ、 其 儘 本 町に て 鹽を賓 ひ 足に 込み、 夫よ.^ 勘- re 御 ^幷 

勘 舍弟 幼少なる を 引 連れ、 長 良 川 を 越え、 十左衞 門の 知行 所 へ 罷 越す 所に、 S. 一人 分 

捕に 懸り ける を、 以の 外の 働して、 里人 を 追 散らし、 知行 所に 浪人 致し 居 申す 所に、 

福 島 左 衞門大 夫 正則より 呼 出され、 勘 平舍弟 を、 則ち 飯 沼 勘 平と 名 づけ、 父 十お 衞門 

の 本 知 二 千 石 賜 はる。 野 崎 市兵衞 にも、 三百 石 給 はる。 » 又 律 田 藤三郞 は、 二 千 石の 

身上な りしが、 新 加 納. 川 手に ての 武： 3-、 七 曲 口の 働、 比類な き 男 者 なれば とて、 池 田 

三 左衞門 尉へ、 六 千 石に て 抱 へらる。 山 田 久兵衞 は、 百 五十石の 身上、 同 甚次郞 は、 三 

百 石の 身上な， り。 落城の 節、 日 野 村へ 退きけ るが、 山 下にての 働、^ 前の 事 なれば、 兩 

岐阜 城主 織 田 三代の 事  一一" 


濃 陽 諸 士傳記  さー 八 

人 A ハ六百 石 給 はり、 池 田 三 左 衞門輝 政の， 臣 となる。 木造 左衞 門. 奧田 喜太郞 は、 知行 

百 五十石な. 0 しが、 武勇の 聞え ありければ、 蜂須賀 阿波 守へ 抱 へらる。 彼の 家に 於 

て、 度々 の 高名 ありけ る 故、 後に は 千 五百石 給 はる。 櫛 田 治 左衞門 は、 一 一 百 石な， りし 

が、 松 平 下野 守へ、 五百石に て 抱 へらる。 百 々越-』 1 守に は、 勇武 隱れ なければ、 太 知 五 

千 石に て、 山 內對馬 守 一 豊へ抱 へらる。 木造 左 衞門負 正 は、 秀信 卿の 補佐の 臣 にて、 

仁義 正しき 勇士な り。 度々 の 高名、 天下に 隱れ なければ、 諸 大名より 、鱧 を 厚く して 

招かれ けれども、 曾て 承引な く、 引 籠り 居た，. >  しが、 如何なる 所存 にゃあり けん、 其 後 

大勝と 名 を 改めて、 福 島 左 衞門大 夫 正則の 家臣と なり、 二 萬石領 す。 天晴 勇士 やと、 

羡ぬ者 はなし。 » 又 大岡左 siir 之 助. 和 田 孫 太夫. 飯 沼 十 左 衞門. 鷲 見 久右衞 門 此四人 

は、 廿三 曰の 落城 前に、 烟硝の 火に 燒 措し、 落城 後、 長 良 川を步 IS: 渡して、 疵に 水し み、 

四 五日の 內に、 相 栗て ける となり。 誠に 惜しき 勇士な り。 左 馬 之 助 は、 知行 所い わり 

村に て 死す。 此 外討殘 された る 侍、 武勇 正しき 輩 は、 諸 大名へ 抱 へられ、 一人 も 殘-リ 

たる 者な し- 臆病なる 輩 は、 廿ニ 曰の 夜、 大略 落 行き、 其 外 長 良 川に 逃 入， o、 水に 溺れ 


田氐來 


て、 死す る 者數を 知ら や。 慶長五 庚 子年 八月 廿三 H 午の 刻、 落城な り。 偖 又 信 長 卿、 

永祿七 甲子 年 入城し 給 ひしょり、 子孫 三代の 歷數箭 七 年。 織 田 三代と は是 な， 

是 よりして 城主 斷絕 す。 

♦ 池 田 氏の 事 

源 三位 賴 政の 舍弟左 馬亮泰 正、 母方の 伯父 紀 朝臣 泰 負の 養子と なり， 姓 を 改め、 當國 

可 兒郡池 田の 庄は、 外祖の 領地な り、 愛に 住し、 池田藏 人と 號す。 姓 を 源に 改め 返 

す。 勝 三 郞源信 輝 迄、 累世 池 田の 庄に 住す。 始めに 信 長 卿の 臣 とな， 9 て、 信の 字 を 

賜 はる。 武 儀郡津 野の 城主な り。 入道して 勝 入と 號す。 嫡子 紀伊守 正 敎ぽは 5  •  二 

男 三 左 衞門輝 政と 號す。 天 正 一 一年 三月、 織 田 信 雄 卿と 秀吉、 尾 州-お 崎に て 合戦の 時、 

勝 入 幷聱の 森 武藏守 長 一 、常に 秀吉 公に 從ひ、 井伊 直 政と、 S 久手 山に て戰 ひ、 武藏守 

は 鐵炮に 中り、 大久保 七 郞右衞 か 與カ本 田 八藏に 討た る。 行年 サ ニ歲。 法名 鐡 

圍秀 公と 號す。 勝 入 は、 永 井 傳八郞 が爲に 討た る。 紀伊守 は、 勝 入 を 落さん 爲め、 大 

池 田 氏の 事  B 一一 九 


湟。』 諸 +傳記  S 

勢 を 引 請け 防ぎ 戰ひ、 安藤 彥兵衞 直 次に 討た る" 偖 又 三左衞 門、 岐阜 城主の 節、 公 命 

に 依り 天守 を 上げ 要害 を 構 へ 、始め て 總堀を 掘り、 山 下に 屋敷 を 待 へ 、新 櫓 を 造. o、 其 

後天 正 十八 年より、 三州吉 田の 城主な り。 大坂陣 の 時 は、 播州 姬路の 城 を 守る。 輝 

政 代、 備前 岡. 城 を 賜 はる。 勝 入 嫡子 紀伊守 は、 大 垣の 城主に て あ b ける。 內室 

は、 齋藤義 M の 娘と も、 長井辈 人の 娘と もい ふ。 追って 考ふ べし。 

負 和 五 年 正月、 楠 正成戰 死の 後、 其 妻 嫁して、 池 田の 家に 來， o、 池 田 兵 庫 助 敎正を 生 

む。 敎正 嫡子 六郞佐 正、 是 より 累世 を經、 起って 池 田に 城 を 構へ、 愛に 住す。 津の 

國の池 田と、 世に いひ 傳 ふる は 誤な， 9。 美 濃 國の在 名な り。 

. 安藤 氏の 事 


^ 藤氏 來 

 r 


厚見 郡 鏡 島 の 城主 安藤 民 部 藤 原 守 行、 入道して 道 足と 號す。 嫡子 伊賀 守 守寵、 鏡 島 

の 城に 住す。 一 一男 五 左衞門 尉守宗 は、 本 巢郡輕 海衬， 磐の 城に 住せし が、 元龜 1 一年 辛 

未 五月 十二 日の 夜、 太 田 村 七 屋敷と いふ 所に て、 氏 家 卜 全と 一 緒に 討死す。 三 SR 七 


道 
足 
戦 
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郞左衞 門 守 元、 本 巢郡芝 原衬に 住す： 同じ 分れ 伊織 條 元は、 何方へ も 出仕せ す、 本 i 

郡 小 柿 村に 尾鋪を 構へ 住す。 同じ 分れ 國枝 大和 守 は、 池 田の 本 江村に 住す。， 明應 

四 年 七月 五 m 死す。 法名 前 和 州宗椿 S 定門。 同じ 分れ 加 藤 左 衞門尉 光 は、 黑野 

の 城に 住す。 是皆藤 原 守 長 卿の 末孫に て、 土岐舊 臣の內 にても、 安藤. 稻葉を 第一 i 

す。 道 足 嫡子 伊賀 守守寵 は、 始めは 伊賀 H 向 守と もい へ り。 土岐滅 t の 後、 齊 藤に 

屬し、 其 後 信 長 卿の 臣 となり、 度々 忠 戰を盡 しける が、 天 正の 始め 心替. りし、 甲 州武田 

へ內 通す。 信 長 卿怒甚 しく、 攻. D すべき 御 支度 あり。 依って 父子 共、 鏡 島の 城 を 落 

ち、 北山に 身を隱 し、 其 後 本巢郡 北方 村に、 要害 を 構へ 楣 籠り、 稻葉 入道 一 鐡. 同名 右 

京亮、 大野 郡宮田 砦へ 出陣す。 一 鐵の 臣稻葉 長左衞 門、 太 i 郡 本 ra 村の 耍害 にあ 

りて 相戰 ひ、 見延 村の 城よ h.、 原 掃 部亮、 後より 狭み 之 を 攻め、 天 正 十 年 六月 七日の 

宵よ， o、 八 H の 朝 迄、 息 をも繼 がす 攻戰 ふ。 道 足 討死。 嫡子 伊賀 守 ニニ af^ 七 郎左衞 門 

尉. 伊賀 守 嫡子 忠次郞 • 道足舍 弟琦藏 主、 父子 兄弟 五 人. 家臣 1 一十 餘人 討死。 此七郞 左 

衞門 は、 山 內對馬 守 一豊の 姉聱 にて、 七 郞左衞 門 子 を、 一豊 扶持し 置く。  土 佐 山内靱 

安藤 氏の 事  §1 
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滇陽諸 + 傳記  ！ 

負 先祖な り。 右 五 人の 位牌、 東 美 濃汾陽 寺に あり。 北山に 蟄居。 何れの 所と も、 討 

死の 場 知れす 不審。 又 伊豆守 討死の 節、 幼少の 子 あ， 9。 高屋 氏の 家に て 生長の 由 * 

家名. 實名. 死去の 節 未. 詳。 菩提 山の 城主 竹 中半 兵衞尉 は、 伊賀 守聱 なり。 又 松ギ土 

佐 守 先祖 を、 掃 部助實 通と いふ。 天文の 年に、 方 縣郡大 桑に 居住の 由、 何れの 地 も、 皆 

土岐の 幕下に て、 右山 內 屋敷 も、 大 桑の邊 にあり けるな り。 一 豊父 は、 山內傳 兵衞尉 

盛 重と いふ。 谷 務郡內 に 蟄居。 其-後 當國を 出で て、 織 田 伊勢 守 信 安の 幕下に 属し、 

弘治 年中に、 尾 州に て 討死の 由。 土 佐に て は、 尾州黑 田の 城主と 雖も、 山 內氏美 濃. 尾 

張の 戰：： ： 記に も、 何れの 節、 戰功 ありと も 見えす。 又 知行 何程、 實の其 子孫 傳兵衞 兄 

弟 一 家の 末、 詳 ならす。 土 佐よりも、 立 政 寺へ 來る 書付 數多 あり. 

■ 稻葉 氏の 事 

稻葉氏 は、 伊豫 親王の 御 末裔に て、 伊豫 國の 住人な hs。 河 野 遠 江 守 越 智通直 含 弟稻 

葉 七 郞通高 は、 康曆の 頃、 細 川武藏 入道 常 久に打 負け、 當圃へ 落ち 來る。 夫よ.： >  土岐 


の臣 とな，^、 輕海長 勝 開基の 明 城を修 覆し、 是に 住す。 又稻 葉の 先祖 は、 次 郞藤原 高 

光と て、 本 巢郡粥 川の 邊に 住居 あり。 天曆 年中に、 武儀 郡洞戶 山の 惡鬼を 返 治して、 

粥 川の 邊に歸 りて、 太刀. 長刀の 血 を 洗 ひ、 惡 鬼の 骸を洗 ひ、 其 所に 埋む。 是 より 粥 川 

を、 赤瀨 川と 名 付く。 其 子 藤 原 長 勝と いふ は、 後 安八 郡の 內に 住居す。 是れ稻 葉 林 

の 元祖な り。 然れ ども 時代 遙に隔 り、 其詳 なる 事 を 知らす。 又 林と 名 乘る事 は、 安 

八 郡 林と いふ 所に 住居 あ. 故、 在 名な b と雖 も、 其 由 來未. 詳。 稻葉元 塵孝國 記に 

は、 我 館 は 糸 貫丄ハ 種の 二 川 を 請く 要害と 記せり。 本 巢郡輕 海 村の 城主な， り、 應仁 

二子 年、 加 茂 郡 御座 野 村 遠見 山に、 要害 を 構へ 移る。 子孫 繁昌して、 所々 に 居住す。 

稻葉備 中 守 通則 は、 郡 上 郡 下田 城 生な， り。 llfl 。山に 又 林の 先祖、 武儀郡 山 巾 村に 住 

居の 由。 林 左 近 入道 道慶 も、 武儀 郡に 居城 あ b。 其 後川 手の 領 下と いふ 所に 屋鋪 

を 構へ、 住居す とい へり。 其 外 林 主 水. 林 主馬. 林 外 記. 林 右衞門 • 同忠介 • 同 新九郎 と 

て、 歷々 一族 多し。 稻葉備 中 守 通則の 六 男 伊豫 守 良 道、 入道して 一 鐵と號 す。 安八 

郡 曾 根の 城主な h^。 又 岐禮. 淸水 などに 居住 i 見えた-り。 井 卢 十郞の 居城 方縣郡 

稻葉 氏の 事  §11 
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江 戶の城 A と 「き！5 渡 を攻取 b  、嫡子 右京亮. 二 男紊六 • 三男 右京亮 • 四 男 勘 右衛門、 此四人 

を 入 置きて、 我 身 は 曾 根の 城に 住す。 天 正 十 年 十一 月 十九 日 病死す。 大野 郡 淸水長 

良 山に 葬る. 淸光院 殿 前 豫州大 守 三位 法 印ー鐵 宗勢大 居士と 號す。 嫡子 右京亮 は、 

郡 上 八幡 城 を 賜 は. - 移る。 彥六は 早世。 右馬亮 は、 東 美 濃七祖 村の 山 下に 居住す。 

一 鐵の畏 女 を、 一色 小次郞 殿に 進す。 土 岐小次 郞義賴 *稻 葉 勘 解 由 良 賴の母 儀な..。 

又 林 惣兵衞 も、 一 鐵の聱 なり。 此 惣兵衞 は、 本巢郡 十七 條 村の 城主 林 騣河守 政 長の 

二 男な り。 甲 州 勢と 夜 合戦の あちし 時、 政 長 嫡子 支 蕃亮は 討死。 二 男 惣兵衞 は 落 

去。 ュ元龜 三 申年 十月 廿 五日 卒す。 前 駿州大 守 月 良 宗白大 居士と 號す。 惣兵衞 

は、 十. V 條 の產 にて、 稻葉畢 人 佐 娘の 腹な り。 十七 條の 要害 は、 土 岐賴貞 の 四 男 次 

郞賴胤 草創な り。 後 船 木 次 郞と號 す。 彼 奥州の 國主靑 野原の 合戦に、 賴胤 深手 を 

負 ひ、 我 館に 歸， -、 曆應 元年 五月 十一 日 死す。 法名 秀 山道 鐵と、 大日 山 美 江 寺の 過去 

帳に 見えた， -。 幼少の 子 あり。 家臣 船 田 某、 之 を 養育して、 十七 條に 住せし む。 成 

長し て、 武藏次 郞賴實 と名乘 る。 江州鹽 津合戰 の 時、 大敵 を 引 請け、 武勇 を顯 しけ る 


事隱 なし •  土 皮の 薛 流に、 船 木 氏 は あれ ども、 武 藤と 名 乘る 由來 を，^ らす 賴 胤の 

子なら ば、 淸和 源氏の後 胤なる ベ し。 鹽津 合戦に、 武藤 次郞藤 原賴實 討死と あ 

賴 胤の 妻女、 武 藤氏の 娘なる 故、 母方の 氏と もい ふ。 其 子武藤 七郞. 同 八左衞 門と て 

ありし が 二 城 を 守る 器量な く、 武勇の 名 もな く、 何國へ 行きけ るか、 其 先 を 知らす • 

山縣 郡楚賀 村に も、 七條 氏の 者 あ..。 本巢郡 十七 條の 败ま武 藤氏の 末孫な り。 又 

秋 田 城 之 助 實季の 家に、 彼 子孫 あ b とい ふ。 賴實 討死の 後、 十七 條の耍 害 は、 二階 堂 

三藏. 其 子 安 右衞門 尉、 之を領 す。 其 後 仙 石 權右衞 門 尉秀豐 住す。 嘉吉ニ 戌年 十一 

月 十七 日 病死。 法名 雪峯道 寬と號 す。 此後和 田 五郎 兵 衞利隆 住す。 享祿の 頃より， 

林 氏、 要害 を 改築し、 惣兵衞 尉 迄、 相續 いで 住居す。 天 正 六 i§l 囱 H 三 H 卒す。 宽月 

宗 本大禪 門と 號す。 是れ稻 葉 內匠正 成の 父な り。 扮又稻 葉 右京亮 は、 郡 上の 城に 

住しけ るが、 郡 上の 城 は、 元 來遠藤 家の 本領 なれば とて、 慶長五 年の 亂に、 遠 江 左 馬 助、 

郡 上の 城を乘 取る ベ きとて、 金 森 を 加勢と して、 長 瀧 口. 升 田 口より 攻 入る 所に、 右京 

亮は、 犬 山へ 加勢に 行き、 留守な b しが、 早速に 駆 良 合戰之 あ.^。 其 後、 « にて 和 ぼ 

稻葉 氏の 事  § ま 


不被 氏來 
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あ， -て、 右京亮 も、 神 君に 歸 伏す。 郡 上 は 、数 代の 本領の 地 なれば とて、 遠 藤 左 馬 助へ 

下 さ れ、 右京亮 は、 豊 後曰杵 の 城 を 賜 はり、 是に 移り 居住す. - 

不破 氏の 事  - 

安八 郡 西の 保 城主 不破河 內守通 貞は、 東 美 濃 遠山 刑 部丞正 元の 孫な り。 道貞、 又は 

不破 彥右衞 門と もい ふ。 代々 西の 保に 住す。 不破 氏の 先祖 は、 山城 國 住人 松井藏 

人 直 家と いふ 者、 笠 置の 城沒 落の 時、 六 波羅の 命に 隨ひ、 後 醐 天皇 を 尋ね 奉る。 此 

恩賞に、 美濃國 にて、 數ケ 所の 庄園 を、 六波羅 より-賜 はり、 始めて 當 國に來 り、 不破郡 

府中 村に 住す。 其 後、 氏を不 破と 改む。 其 子孫、 不破. 多 藝雨 郡に 數 多し。 府中の 住 

人 不破举 人 直 重、 江州篠 原に て 討死。 是れ 道貞. の 先祖な b とい ひ傳 ふ。 故 返 翁 軒 法 

印の 日記 を 見る に、 天 正 やや 努 酉年 十一 一 月、 不 破河內 守. 瀧 川 左 近、 場に 及びけ る譯 

は、 瀧 川 長女 を、 不破 道桌の 嫺子彥 三の 嫁に 請 ひける に、 瀧 川、 如何なる 故に や 之 を 嫌 

ひ、 我 娘 は、 筋目 正しき 大名に 嫁 せん。 不破 などに は 得させ 難しと いふ。 此 事道桌 


聞きて 大きに 怒り、 今 我れ 信 長 卿の 臣 たりと 雖も、 昔 は淸和 源氏の後 胤土岐 遠山の 

正 流、 當國の 本家たり。 彼れ 父祖の 來歷も 知らす、 信 長 卿 御 取 立の 者な." しに、 今 勢 

に 乘 じ、 常 家 を 侮る 事 こ そ 奇怪な れ とて、 十二月 十一 日の 夜、 瀧 川が 宿所へ 打 入り、 

傷に 及ぶ と 記せ， 9: 然れば 元 來當國 の 侍に て、 土岐の 庶流なる べし。 山城 國 より 

來る ，0 いひ 傅 ふる は 不審。 道貞の 嫡子 不破彥 三 は、 後、 加 賀國へ 移，^、 天 正 十 一 年柴 

田 合戦に も. 前 田 利 家に 組し、 度々 武勇 を顯 しける と 聞え し。 、 

氏 家 氏の 事 

氏 家 先祖 は、 越 中國の 住人な， -。 足 利 尾 張 守 高 經の與 力に、 氏 家中 務 一 翻 重、 延元ニ 

一周 七月、 越 前 國足羽 川の 合戦に 軍功 あり。 將軍尊 氏 公より、 美 濃に て 闕所地 數ケ所 

賜 はり、 安八 郡 高 澤庄に 住す。 其後數 代を經 て、 氏 家常 陸 介 直 元、 後 入道して 卜 全と 

號す。 安八 郡大垣 城主な り。 齋 藤氏 沒 落の 後、 信 長 卿に 從ひ、 元 龜ニ辛 未年 五月 十 

二： 、長 島 一 揆 退治の 節、 太 田 村 七 屋敷と いふ 所に て 討死。 其 子 氏 家 左 京亮. 同內 

氏 家 氏の 事  9 一七 
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膳、 大 垣の 城主な り。 慶長五 庚 子年、 氏 家內膳 • 同志 摩 守、 石 田 三 成に 組し、 勢 州 桑 名の 

城に 楣籠り たりと いへ り。 

正 法 寺の 事 

土岐 は、 天台宗に て、 西 美 濃 美 江 寺の 旦 越な b しが、 賴貞 始めて 驊 法を歸 依して、 土岐 

郡に 數 所の 禪館を 建立す。 賴遠、 長 森の 城 を 構へ て 以來、 大膳大 夫賴康 代に、 厚見 郡 

川 手府の 城に、 三つの 伽藍 を 建立す" 靈乘山 正 法 寺と 號す。 土岐 一統の 氏寺に て、 

次 弟に 繁昌し、 國 中無雙 の梵宮 にて、 開山 は、 夢 意 國師の 法 續嬾桂 正 榮和尙 、諡 大醫禪 

師 なり。 天文. 永 祿の頃 迄、 法 流相續 いで、 伽藍 も 恙な か， - しが、 義 ffi 代に 到り、 漸く 

頹 破に 及べり。 義 « 逝去の 後、 右兵衞 大夫 « 興 代、 永祿七 甲子 年 九月、 罕信 ft 大軍を 

率し、 稻葉 山の 城を攻 落し、 岐阜の 東西南北、 悉く 放火す。 此時、 寺 も 兵火の 爲に燒 亡 

して、 爯 興に 及ばす、 荒墟 となりぬ。 


龍 
寺 


瑞龍 寺の 事 

當寺 は、 長 井豊後 守利隆 入道 大年 居士の 建立の 地な、 り。 大年 居士 は、 悟溪和 尙に歸 

依、 外 護の 旦 越な. り。 明 應六年 四月、 天台の 舊 跡を轉 じて 、伽藍 を 建立し、 生 君 成賴の 

菩提 所と す。 土岐 は、 近代よ. > 相國寺 派に て、 川 手の 正 法 寺の 旦 越なる が、 成賴ー 人、 

關山 派に 歸 依して、 數ケ 所の 庄園 を 寄附す。 寄進 狀、 別に あ hs。 正 房、 成 賴の爲 め、 法 

事 執行の 節 は、 皆 川 手の 正 法 寺に て 勤行す。 賴藝 も、 相績 いで 正 法 寺に て 勤行す。 

天文 十三 年、 織田秀 信、 濃 州へ 攻 入りし 時、 先手の 大將 織田與 十郞實 近と、 齋藤 方の 勢 

と、 瑞 W 寺 西南の 野に て 大に戰 ひ、 其 內に秀 信、 岐阜の 曰 方より、 四方の 民家に 火 を か 

け攻 寄せけ るが、 瑞寵寺 も、 方丈 堂塔、 殘らす 兵火に 燒け 、れ ども、 ^斷絕 せす、 法 流 

繁榮 して、 悟溪 一統の 本 地な り。 大年 居士、 外に 一宇 建立し、 位牌 所と す。 今 善院是 

なり。 土岐左 京大 夫成賴 法名、 瑞 « 寺 殿 前 左 京 國文安 公大 禪定 門。 長 井豐後 守利隆 

法名、 法 印權大 僧都 大年椿 公。 

瑞龍 寺の 事  ell ル 
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大寶 寺の 事 

當寺 は、 齋藤新 四 郞利國 入道 超 公 僧都、 明應 三年に 建立。 同 十二月 開 堂に、 悟 溪和尙 

を 請 じ 開山と し、 後、 興 山 和尙を 居らし む。 開 堂の 日に 當、 りて、 利國 入道 妙 純と、 其臣 

石 丸 利 光と 合戰 あ..^。 委しく は 船田亂 記に 見えた. 9* 

美 江 寺の 事 

當寺 本尊 観 性 音 は、 國中無 養の 靈佛 な.^。 往昔 伊賀 國 より、 當國 本巢郡 十六 條の里 

へ 移らせ 給 ふなり。 人皇 四十 四 代 元 正 天皇、 敕願 所と して、 養老 年中に、 彼 寺 建立 あ 

.^。 其 後程 遙に隔 りて、 文治の 頃、 中 納言定 家 卿、 船 木の 庄 よ..^ 日參 あ， 9 て 後、 左 兵 

衞尉則 重に 仰せて、 文祿ニ 年、 寺院 堂塔 を 再興し、 一 鄕 を寺領 に 寄附す。 是れ船 木の 

庄と いふ。 土岐の 先祖 多 田 美 濃守國 房より 數代、 當 寺に 歸 依して、 數 箇所に 庄園 を 

寄附す。 元龜ニ 庚申 年、 土 岐賴貞 、落 & の ®» 田と いふ 里 を 寄附す。 左 兵 衞大夫 持 


宣は、 文明 二 年 二 月， 當寺 に 於て 髮し、 法名 道 賢と い ふ。 死去 の 後 を經 て、 正 房 

に 至り、 一宇 を 建立す。 道 賢院是 な， -。 美 濃 守成 賴の代 永 正 三年、 和 田 佐 渡 守に 命 

じ、 諸 堂 幷塔頭 廿四院 を 再興す。 然るに 天文 十 一 年、 和 田 將監滅 t の 後、 守護 不 入の 

地と 號し、 當國 他國の 賊徒 一 揆原、 當 寺に 集、 り 民を惱 し、 往來の 通路 を 塞ぎ、 動 も すれ 

ば 岐阜 を 犯さん とす。 國司義 « 、諸士 に 命じ 之 を 退治す" 永祿 年中、 寺院 堂塔 を 破 

却し 、観世音 を 岐阜に 移し、 今 泉 村に 一 宇 を 建立な り。 本巢郡 十六 條村 は、 今の 美 C 

寺 村の 事 か。 

立 正 寺の 事 

當寺 は、 知 通 和尙の 開基に て、 灯籠 庵と いひし を、 後光 嚴院の 御宇 文 和 年中に 建立し、 

其 後代々 の 帝王 敕願 所と 號し、 後小松 IS の 御宇、 紫 衣 を敕免 ありて、 大和 尙位を 賜 ひ、 

知 通 一 院の本 寺と す。 此寺 は、 土岐家 由緣の 寺に は あらす。 

立 正 寺の 事  g 一 
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梅 之 寺の 事 

往昔 乙津 寺と いふ。 七 里の 渡海の 湊 にて あ， -し 故、 船 着大明 神を饌 守と す。 此寺 

一 派の 本 寺に て、 土岐. 齋 藤の 兩家、 之を歸 依し、 數 箇所の 寄附、 家 別に 見えたり。 信 長 

卿 は、 佛 法を縑 ひ、 所 々 に て、 佛閣を 破 却し 給 ひしが、 故 ありて、 當寺は 尊敬し 給 ふな 

り。 當 寺の 梅 を 分けて、 江 州 安土 幷に 京都 妙 心 寺に 移させ 給 ふなり。 信 長 卿薨じ 

給ひてょり、當寺の威薄くなりしとなh^。 文祿ー 一年に、 秀吉 公、 寺領の 朱印 を 改正し 

給 ふとい ふ。 

崇 福 寺の 事  ， 

當寺 は、 後土御門 院 文明 元 巳 丑年、 齋藤越 前 守 利 永、 身の 居所 を轉 じて 建立す る 所な 

り。 文明 二 庚 寅年 四月 十五 曰 開 堂、 山 神の 靈瑞 あ. >て 、建立す る 故、 神 護山と 號す。 

長 井藤 左衞門 尉、 享祿 三年 正月 十三 日、 家臣 西 村 勘 九 郞が爲 に、 夬婦 共に 生害め り。 


法名 桂岳宗 昌と號 す。 妻の 法名 法 珠と號 す。 位牌、 崇福 寺に あり。 藤 左 衞門尉 は、 

池 田 郡白樓 村と いふ 所に 居城 ありし が、 川手府 の城释 遠，、、 政務の 便惡 し、 とて、 本 

巢郡 文珠に 、要害 を 構へ 住す。 長 良に 館 を 建て、 政務 を 執行 ふ。 天文の 頃、 公 命に 依 

つて、 此崇福 寺 を、 山 縣郡大 桑へ 移す。 彼 城斷絕 後、 又 長 良に 歸. 9 ぬ. 藤左衞 門長弘 

は、 瑞 « 寺の 西北 稻葉 山の 南の 谷の 間に、 新館 を 構へ 住居す。 近年 此 所に、 一向 宗の 

坊舍を 建立して、 本願 寺の 諸 評議 所と す。 俗、 其 所 を、 長 井洞と い ふなり。 

常 在 寺の 事 

齋藤帶 刀 左 衞門利 永 迄 は、 禪法を 崇敬して、 利 永 在京の 內 は、： "峯和 尙に參 謁し、 在國 

の內 は、 雲 谷 和尙歸 依し、 直 措 心 印 を 得て、 武儀 郡に 汾陽寺 を 建立して、 氏寺と す。 其 

子 利 藤よ...^、 曰 蓬 宗に歸 依して、 川 手 府に持 是院を 建立して、 其晚 年より、 愛に 住す • 

文 安五 年、 一條 兼 良 卿の 筆 額 を 求めて、 法 城と いへ， -。 利 藤、 妙 權と號 す。 權大 僧都 

法 印の 僧綱 を 得、 外に は 騵法を 信じ、 內には 妙經を 持す。 其 後嫡家 代々、 妙 全に 至る 

常 在 寺り 事  MAI 


常 在 寺 建 

立 


瀵陽諸 士傳記  »s 

迄、 皆當 宗に歸 依す。 寶德 1 1 庚 午年 三月、 京都 妙覺寺 住職 世 尊 院日範 僧都 を 請 じ、 岐 

山の 下 口、 厚見 郡 今 泉 村に 一 宇 を 建立し、 鷲 林 山 常 在 寺と 號す" - 著 賜な， 9。 第 四 世 

一 條院 H 運上 人と 申す は、 長 井 豊後守 利隆が 弟な. 9。 幼少より、 妙覺 寺： n 善 上人に 

隨 身して、 顯密の 奥旨 を究： たる 名僧な り。 始は 南陽坊 と號 す。 其 頃： E 善嫡 弟に、 

法蓮坊 とい ふ 者 あり。 是れ齋 藤 山城 守 秀« が 昔な り。 享祿 三年、 秀寵旣 に 首 を 刎ね 

ら れんと する 時、 古の 好に 依って、 常 在 寺の 日 運上 人、 一命 を 請 はれけ るな り。 其 後 

秀寵、 國守 となりし 時、 此 恩賞に 寺院 を 修造し、 數 箇所の 庄園 を、 別狀に 寄進し、 息 二 

人出 家せ さ せ、 日 運上 人の 弟子と す。 常 在 寺 第五 世 日饒. 第 六 世 日覺兩 上人 是 なり。 

此 由緒に 依って、 義寵 兪 興 共に 尊敬 あり。 庫裏 • 方丈. 鐘 樓. 塔 堂に 至る 迄、 玉 を 連ね 

て 造 立し、 領下 村. 日 野 村. 芥見 村. 印 食 村. 三 宅 村に て、 寺 領五百 貫 文 寄附す。 H 韵上 

人の 代 迄、 恙な かりし が、 信 長 卿 入城の 節、 暫 /、寺 領を召 上げられ、 又 曰 野 村に て、 百 

貫 文 賜 はり、 天 正 十一 年、 信孝沒 落の 時、 兵火に て 朱印 を燒 失す。 秀信卿 は、 朱印 賜 は 

ら ざれ ども、 寺領 相違な し。 慶長五 年、 秀 信卿沒 落に 付、 寺 領斷絕 す： 今殘る 物と て 


は、 道 三の 繪 像. 義 龍の 眞像 は、 義舆の 寄附な り。 本尊 文珠 菩薩 は、 前 左 金 吾 桂 岳宗昌 

の 建立な り。 本晃 郡文珠 村の 本尊な り。 永祿 年中、 文珠の 要害 攻めし 兵火に て， 堂 

舍斷絕 故、 齋藤 家の 由緒 を 以て、 當 寺に 安置す。 文珠孝 寶林寺 等、 長く 斷絕の 後、 デ 

正 十 一 年、 兵火に て、 本尊 藥師 如來燒 失して、 文珠 菩薩 を 本尊と するな， 5。 

土岐 氏神 の 事 

土岐 は、 淸 和の 嫡流た るに 依って、 八幡 一入 菩薩 を 氏神と す。 在 城の 近所に、 石 淸水八 

幡を勸 請し、 代 々 之 を 尊敬す。 先祖 多 田の 伊豆守 國房、 故 あ.^ て 三 熊 野 を 信 V あ t 

館の 邊に勸 請す。 依って 彼 子孫、 八幡. 熊 野の 兩社を 以て 鎮守と す。 八幡 は、 應神デ 

皇應佐 源家鎭 護の 靈 神な-^。 三 熊 野 は、 伊 鮮諾. 伊 冊の 尊、 我 朝 陰陽 男女の 始め、 開 

闢の祖 神な り。 土岐 一 統、 彼 兩社を 尊敬し、 氏族 住居の 所に は、 其 一 祖を勸 請せ やと 

いふ 事な し。 國房 嫡流 居住の 地に は、 必す彼 兩社勸 請す。 家相 續 して、 當國に 住せ 

し 故、 一族の 舊 跡其數 多し。 悉く 記す に 及ばす。 

土吱 氏神の 事  ほせ 
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齋藤 氏神の 事 

齋 藤氏 は、 田 村 將軍利 仁の 後裔な， 9。 故 あ.. >  て當家 は、 菅 神の 靈を 尊敬す。 加賀國 

富慳の 一 類. 越中國 井口 氏. 越 前國齋 藤の 一 族、 各 菅神を 氏神と 尊敬す。 加 賀國鋪 地 

の 天神 は、 富慳. 井口. 齋藤. 河 合 家の 氏神なる に 依り、 齋藤、 暫の間 も 住居の 所. に、 此社 

を勸 請せ すと いふ 事な し。 沓井 • 岐阜. 長 良. 關. 文珠. 北方. 白 程. 鏡 島. 掘津. 加賀 

野 江. 三 井 入神. 前 田. 谷務. 池 田. 宫地、 皆齋藤 住せし 所に は、 彼 社 を 以て 鎭守 とす。 齋 

藤數代 當國に 住せし 故、 一 族の 舊跡、 其數を 知ら や、 尋ねて 知るべし， 悉く 天神の 社 

f つ 彼 家の 印紋 に、 梅 鉢 を 用 ふるとい ふ も、 此 故なる べし。 堀. 前 田の 一族 も、 齋藤 

の 庶流なる を、 梅 鉢 を紋に 付く るに 依って、 菅原 氏と 稱 して、 後世に 至って、 誤る もの 

なり。 當國 に、 中頃よ. y  、梅 鉢の 紋を 付く る 者 多し。 是 れ皆齋 藤の 紋を給 はりて 付 

く る な， 9 


稻葉 山の 事  • 

當 S 、和歌の 名所に て、 廿 一代 集. 霞 集に 入. ^たり。 當 山に 三つの 名 t。 翁 

山. 一 石山 .濃 山と 號す。 仁 明 帝の 御宇、 中 響 在 原 3、 詔 S じて、 陸 奥國き 

金 花 石 を曳 きて 來り、 美 籠に 看く。  ■ 置の 神託に 依って、 墓に 捨置 き 上洛 

f。 後此石 を、 金大明 神と 號す。 此時 和歌に 詠 じ、 世の 人知る 所な、 り。 常 社 大明神 

は、 人 王 十一 代垂仁 天皇 第 八 皇子、 a 礎入彥 命な り。 景行 天皇 十 一 二 年に、 當 山に 儘ぎ 

し 給 ひ、 貞觀 2 卯年 二月、 正 一 位 因幡 琴 正三位 I と、 敕額 S はる。 今 H 葉 f  • 

五十 舊入 彥命.| 命. 物 S 四 座 を、 霊と 號す。 S の霍を 見る に、 當 社 は、 

本 地阿琵 如來、 奧 院は權 現と 申して、 本 地 は 謹如來 といへ ^ 奥の院と は、 內宫 

の 儀 を 申すな り。 然れば 陰 神に して、 五十 瓊磯 入彥の 正^ を崇む 所な らん 力 一 ま 

に、 峯の社 は、 垂仁帝 を 崇め 奉る 所に して、 御 親の 神な りと いふ。 何れ か 是たふ る？ 

らす。 其 本 地阿彌 陀藥師 とい ふ 據所を 知らす。 五十 瓊礎 入彥 は、 垂仁 天皇の 御子な 

卜  § 

95 葉 山の 事 


岐阜 城主 

の歷代 
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h.。 峯の社 は垂仁 帝、 我 朝の 神、 何ぞ西 3$ の 俗に 混すべき や。 本地垂 跡と は、 皆是れ 

浮 屠 氏、 人 を 惑 はすの 謂な hN。 信す るに 足らす。 

岐阜 城主 歷 代の 事 

山を岐 山と いひ、 里 を 岐阜. i いふ。 昔明應 よ.？ 水 正 迄の 舊 記に は、 多く 岐阜. 今 泉. 桑 

田. 忠節. 井 の 口と いひけ る を、 信 長 御 入城の 後、 沓井舎 田 を 合せて、 加 納と號 し、 忠節. 

井の 口人 r 泉. 桑田 を 合せて、 岐阜と 定め、 又 岐府と 書く、 本字な， o。 岐阜と 書く は 古 

文字に て、 信 長 卿の 附け給 ふ 字に あらや。 當城は 建 仁の 頃、 一 一階 堂 山 诚守藤 原 行政、 

始めて 要 圍を構 へ 、 佐 藤 伊賀 守 朝 光是に 住す。 伊賀 次 郞左衞 門 尉 光宗、 相續 いで 居 

住す。 光宗 入道して、 宗 監と號 す。 後 三 郞左衞 門 尉光資 居住す。 氏を稻 紫と 改め、 其 

後 時代 遙に隔 りて、 正 元の 頃、 二階 堂 出 羽 守 行 藤、 少しの 間 在 城の 內に、 武 儀郡吉 田の 

鄕に、 新 長 谷 寺 を 建立す。 其後應 永の 頃より、 齋藤帶 刀 左 衞門尉 利 永、 古城 を修 覆し， 

居住せ しょり 以來、 嫡子 越 前 守 利 藤. 其 子 新四郞 利國. 同 新 五郎利 親. 長 井 豊後守 利隆. 


齊藤新 四郞利 長. 長 井藤 左 衞門尉 迄是に 住す。 享祿 三年 正月 十三 = 家 西れ 勘 力 

郞、 キ； 人 長弘を 害し、 後、 齋藤 山城 守秀 tt と 名乘， -、 當诚の 主と なる。 其 子 美 濃守義 V 

孫の 右兵衞 太夫 義興迄 三代、 當 城に 住す， - 永祿七 2. 子年、 年 信 長の 爲め に 當城を 落 

ち、 義《 、江 州へ 落 行く。 同年 九月より、 信 長卿當 城に 移 b 、嫡子 三位 中 將信忠 卿 も 居 

住 あり。 天 正 十 年 六月 二： ：！、 御 父子 共に、 家臣 明智 H 向 守 光秀が 爲 めに、 京都に て 御 

生害の，、 信 忠の简 <  子 秀信卿 は、 江 州 安土の 城に 移， り 給 ひ、 信 ft の 三，.^ 三七郞 信， 赏 

こ 主す。 天 正 十一. 年、 羽 柴秀士  II の爲に 生害 あり。 池 田 庄九郞 政 敎* 同 三左衞 

輝 政. 羽柴 少將秀 勝、 是に 住す： 天 正の 末、 中 納言秀 信 S  、安土より 岐阜に 歸.. 'おはし 

ける が、 慶長五 庚 子年 八月、 石 田 三 成が 逆心に 組し 給 ひ、 後、 諸將 岐阜 を攻 落し， 秀信 

卿を廣 にし、 紀州 高野山に 送る。 是 より 城主 斷絕 して 公領と なる。 

長 森の 城の 事 

淸和 天皇 七 代の 後 風 多 田 伊豆守 阔房、 始めて 當 國土岐 郡に 住す。 光衡 代に 至 b て、 

..—  ii: …； _ f,,. ，』  i  .—— 
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郡 に 移， -、 其 子 光行 を、 同郡淺 野の 里に 住せし む。 其 後 四 代、 相績 いで 同 郡に 住す。 

賴貞 代に、 土 岐郡高 田の 里に 住す。 其 子賴遠 は、 同郡大 富の 里に 住す。 建武の 頃、 當 

國の 守護 職 を 賜 はり、 國務を 執行 ふに 便惡 し. - とて、 大 富の 城 を 捨て、 始めて 厚見 

郡長 森に 城 を 構へ 居住す。 長 森と は、 今の 川 手 村の 邊。 曆應 元年、 靑 野が 原の 合戦 

に、 賴遠疵 を 蒙 b  、長 森の 城に 返く と ある は、 此 節な， 9。 往昔 文治の 頃、 溢 谷 金 王 丸が 

要 K なりと いひ 傳 ふるな り。 

川 手の 城の 事 

す 

土岐 大膳大 夫賴康 迄、 長 森の 城に 住せし が、 延 文の 頃、 美 濃 • 尾 張， 伊勢三 國の 官領を 

拜 せられし 故、 府城 甚だ 狹く、 政務に 便惡 し、 とて、 代々 の 舊跡を 改め、 川 手に 诚 築き 

て 移り、 嫡家 代々 住す。 美 濃 守賴藝 を、 當 城に 居す。 賴藝 代に 至り、 世 中物騷 なれば と 

て i 井 豐後守 を 城代と して、 當 城に 差 置き、 其 身 は 山 縣郡大 桑の 城 を、 改め 築きて 是 

に ffi す。 諸 B の K 者、 或は 官 使と 雖も、 此所 にて 饗し、 大 桑の 城に 通す 事な し。 天文 


の 頃、 盜臣の 道 三 逆心 を 企て、 川 手. 大 桑の 兩 城を攻 落し！^。 是 より 兩城 共に i 

絕 するな り。 

_ 大 桑の 城の 事 

赏城 は、 新羅 三郞常 陸守義 光八 代の 孫、 逸見 又 三郞義 重、 * 久の戰 功に 依って， 當鄕を 

始めて 賜 はりて よ， -、 其 子 三 郞義元 相 傅して、 大桑 五三郎と 改め、 此 子孫、 世々 此 所に 

住す。 明應の 頃、 成賴の 子息 兵部大 矢 定賴、 當城を 改築して 居住。 左 京大 央賴藝 も 

住居す。 天 正 十一 年、 齋藤道 三 逆心 を 企て， 大勢 を 率し、 俄に 大 桑の S に 押 寄せた，" 

宗徒の 輩に は、 武井肥 後 守 • 曰 根 野 備中守 .富稷 藤 左衞門 • 上田 加賀守 • 青木 陽左衞 門. 

野 村 越 中 守 • 山 本 勘 解 由 .卒 井中 書、 林 右衞門 四郞. 同忠 介. 同 新 左衞門 .內 藤右瑪 助. 佐 

藤紀伊 守. 近 松 道右衞 門. 同 新五士 一山 又 次郞. 井上 加賀守 • 近 松 壹岐守 入道 • 真 野太 郞 

左衞門 • 安藤 九 郞左衞 門. 蔭山 新左衞 門. 世斐 入道. 松 浦 兵 庫 ゆ 淼野兵 助. 關左近 • 同 喜 

八 ¥ 上 村 十 郞太郞 .淼 川 掃 部. 村 橋 伊豆、 此等を 先と して、 數 千の ¥tK を 引 具し 八月 

大 桑の 城の 事 
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廿三 H の 卯 刻に、 大 桑の 城の 四方 を取圍 み、 城 中には、 村 山 出 羽 守. 同 主計 • 彥坂藏 人 • 

葦 藤 左 近 • 石谷播 磨 守. 同 長 門 守. 桑 山 左 近. 稻木宫 內少輔 * 鷲 見 美 濃 守. 深 尾 和 泉 守 • 栗 

原 加 賀守. 林駿河 守. 成 吉攝津 守. 松景 右京. 曰 井 將監. 私巿太 郞左衞 門. 梶原 九 郞ニ千 

佐 美 左衞門 尉。 國枝三 河 守. 下 村 丹 後 守. 片桐縫 殿. 中島 藤 左 衞門. 山 本數" 姆. 廣瀨阜 人 • 

不破 小. ff- 郞 以下、 命 を 輕んじ 攻め 戰ひ、 其外國 中の 大名 は、 恨 を 合む 折節 なれば、 一 人 

も參ら す。 只 御 連枝の 面々、 外 山. 根 尾. 遠山. 谷務. 揖斐. 鷲 律の 人々、 近習の 侍の 外 は、 

皆 山城 守が 昧 方な，.^。 城 中の 人々、 命 を 捨て i 防ぐ と雖 も、 大敵 なれば、 味方 利な く 

打 負けた， -。 山 本 數馬ネ 破 小 次郎. 〔歸〕 廣純 以下 七 人、 口 を 揃へ て 申す 樣、 一先 づ 

越 前 朝 倉 殿へ 落 行き、 重ねて 軍勢 を 催し、 攻 亡すべし と 申す に 依り、 賴藝も 詮方な く、 

城の 後靑 波と い ふ 所 へ 出で、 夫より 山傳 ひに、 山本數 馬が 在所 岐禮 の鄕 へ 落ち 給 ふ。 

城 中に 籠る 軍兵、 他家の 輩 は、 皆 山城に 降參 す。 道 三下 知して、 川村筑 後が 嫡子 圖書 

良秀. 林 駿河守 正道に 申 付け、 追 懸けさせ けれども、 土 岐相傳 の 侍 なれば、 佐 原と いふ 

所へ 引 違 ひ、 行方 知らす 落 行きたり。 川 村 a 書、 神 海と いふ 所に て備を 立て、 井野 河 


原へ 駔 出し 戰 ひしが、 圖書 も、 相 傅の 主君に 向 ひ、 弓 彎く事 本意に あらす， 天の 照覽恐 

しと 思 ひ、 山 本が 方へ 矢文 を 送り、 內意を 通 や。 依って 七 騎の兵 、計略に て 喪服 を 着 

て、 屋ぉュ 、旣に 御 生害と 披露して、 山の 上に て、 葬 鱧の 體を 執行 ひ、 柴を 精み 火 を か 

け >  れば、 圖書は 勝鬨を 上げ 引返く。 是ょ， り賴應 主從 七騎、 山路 を 傅 ひ 越 前 へ 落 行 

き、 朝 倉 を 賴み給 ふに、 朝 倉 も、 常々 美濃國 をも從 へば やと 思 ひければ、 賴藝を 討 取り 

齋藤を c し、 美 濃國を 領地に せんと 思ふ氣 色顯れ た."。 山 本數" S 、其 心底 を 推量し 

當 地の 御返留 然る ベ からすと て、 密に 一 乘の谷 を 立 出で、 忍びて 上總國 へ 落 行き、 上 

總介賴 尙を賴 み、 彼國満 木と い ふ 所に、 館 を 構 へ て 住み 給 ひしが、 眼 を 患 ひて 盲人と 

な b 、制髮 して 宗 藝と號 す。 天 正 十 壬 午年、 稻葉 一 鐵、 君臣の 義を 重んじ、 宗藝 入道 を 

上總國 より 迎へ 取， 5、 岐 鱧の 里に 新館 を 構へ、 米に て 二百 石 進ら せられ、 士女 五六 人 

附 置き 勞 はりし が、 同年 十二月、 假 初の 病に 伏し、 行年 八十 有餘 にして 薨じ 給. ふ。 法 

名、 文 關宗藝 i 號す。 一 鐵、 南北 玄與 和尙を 招き、 導師と す。 下火 拈香 等、 南北 文 築に 見 

えた h.。  0 頃 住み 給 ふ 館 を、 後に 東 春 庵と いひけ る 故、 東 * 院 殿と 號す。 其 墳墓、 東 春 

大桑？ 城の 事  き 
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庵り 南西の 隅に あ， 9。 遺命に 依って、 數； r か 弟 僧 泉 知 庵に 賜 ひ， 其 後庵 中の 重器 地藏 

尊 等 灰燼と なる、 數^、 後に 山 本 次 郞左衞 門と いふ。 彼 は 東 春院御 臨終 迄隨 身し 

て、 忠を盡 せし 者な， 5。 子な くして、 小 律の 住人 高 橋伹馬 次男 を 養子と す。 治郎左 

衞門娘 は、 野 村の 住人 汲 田 道 純が 妻な.^。  二 代 目の 次 郞左衞 門 娘 は、 岩手彈 正が 妻 

なり。 其 子孫、 今に 岐 鱧の 里に あり。 扨賴純 は、 美 濃 守 正 房の 嫡男に て、 城 田 寺の 城 

主な り。 始 は盛賴 とい ふ。 後に 左衞 門尉賴 純と 改む。 正房薨 じて 後、 家督と な.^ し 

を、 道 三が 逆心に 侬 つて、 賴藝と 川 手の 城に て戰 ひ、 敗北して、 尾 州 信 長を賴 み、 古渡 

へ 立 返き、 熱 田の 一向 宗の 寺に 蟄居す。 其 後 信 長の S にて、 濃 州へ 歸り、 大野 郡揖斐 

め庄 J 北方と いふ 所に、 城 を 構へ て 住居す， 天文 十 一 年の 軍に 勝利な くして、 越 前に 

赴き、 朝 倉の 加勢 を賴 み、 同 十六 丁 未年、 美 濃 國に攻 入. -、 大 桑の 城に て 道 三と 戰ひ、 

討死な り 則ち 南 泉 寺に て 葬る。 又賴 純の 兄弟、 天文 十一 年の 後 、磨と なりて、 大桑 

の 南 泉 寺 境內に 幽居し、 同 十六 年に、 道 三が 爲に 生害す とい ふ は、 大きなる 誤な， り。 

方 縣郡鷺 山の 城主 は、 淸和帝 十二 代の 末孫 佐 竹 美 濃 守 別 當秀義 、賴朝 公よ" 賜 は 


事 各 

城 
主 

の 


て、 始めて 要 圍を構 ふる 所な り。 其 後 時 遙に隔 りて、 永 正の 末、 美 S 寸賴藝 ，改築して 

是に 住す，" 賴藝 零落して 後、 左 近 大夫道 三是に 住す。 弘治ニ 丙 辰年、 義 龍の 爲に戰 

死す • 其 後！ g 生 斷絕。 道 三 法名、 過去 濃 州 前 司 山城 大守道 三 居士。 ffBil^。 

厚見 郡 加 納の城 は、 f 滕帶刀 左 衞門尉 利 永、 文 安二 乙 年 八月、 沓井鄕 に 要害 を 築き、 

川 手の 城の 後見たり。 代々 執權 の嫡傳 たる 者、 是に 住す。 長 井豊後 守利隆 も、 當城 

の 主た h^。 天文 年中よ.^、 暫く 城主 斷絕 す。 慶長五 年の 亂の 後、 神 君 御 父子、 所々 御 

見 分 あ. > て 、城 改築。 同 六 辛 巳年よ b 、奧平 美 作 守 信 昌に賜 はる。 慶長廿 年 卯 三月 

四 m 逝去。 法名 久昌院 殿 前 作 州 大守泰 雲 道 安 大禪定 門と 號す。 加 茂 郡 兼. E の诚主 

は、 森 三 左衞門 可成が 嫡子 淼武藏 守 長 一、 是に 住す。 始は森 勝 蔵と いふ。 天 正 十二 

年に、 尾 州 長久 手 合戦に、 鐵炮に 中り、 大久保 七 郞右衞 門が 與カ本 出 八藏に 討た る 

るな り。 行年 廿ニ 歲。 法名 鐵圍秀 公と 號す。 是れ作 州の 大守忠 政 父な り。 U お 村の 

城主 は、 森 長 一 の 舍弟森 蘭 丸 住するな り。 關の诚 主長 井维 人道 利、 長井藤右衞門r^i 

弘が 子な. -。 永祿七 甲子 年 九月、 義與沒 落の 節、 關の城 を 捨て、 江 州へ 落 行く。  .H 沼 

各 城主の 事  sii- 
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の 城主 大澤六 郎左衞 門 は、 永 祿 の 始め、 秀吉 調略 を 以て 味方と す。 大澤 は、 聞 ゆる 

大剛の 兵 故、 又 心を變 せん 事 を 恐れ、 信 長 卿、 密に 害せん と 計，^ 給 ふ 由 を 聞き、 鵜 沼 

城 を 落 去し、 其 行方 知れす。 i5 安の 城主 遠 藤 六 郞左衞 門 尉 は、 東 下野 守 常 利が 聱な 

,9。 是れ郡 上 遠 藤の 祖 なり。 苗木の 城主 は、 苗木 久兵衞 尉 開基な り。 明智十 兵衞尉 

は、 土岐の 氏族に て、 可 a 郡 明 智庄に 住居 あるに 依って、 在 名な，.^。 後に 信 長 卿に 仕 

へ、 日向 守 光秀と 名乗る。 牛牧の 城主 は、 牛牧 右京亮、 武儀 郡牛牧 な， 9。 多 治 見の 城 

主 は、 多 治 見 修理 亮。 外山.根尾.德山は、土岐の氏族の在名な..^。 根 尾の 城に は、 往 

昔 新 GS 左 中 將義貞 の 舍弟脇 屋刑部 卿義助 居住な， -。 後、 堀 口 美 濃 守 も、 當 城の 生た 

り。 北山の 四 家 は、 岩 手. 高 橋 桌江. 國枝 な， 9。 岩 崎 山の 要害 は、 齋藤道 三 砦な り。 太 • 

郞 丸の 城主 は 深 尾 和 泉 • 伊 目 良の 城主 は、 伊 目 良 次 郞左衞 門， 岩 利の 領主 は、 大岡 

左 馬 之 s。 跡 部の 領主 は 跡 部 將監。 御座 野 村の 要害 は、 稻葉元 塵の 砦な.^" 上 中 村 

の 城主 は、 纈纈 右京、 纈纈源 五、 源賴朝 卿より 當鄕を 賜 はり、 數代此 所に 住す。 伊 目 良 

谷 合の 城主 は、 曰 井 平 太夫。 小津 山の 城主 は 高 橋但. ぬ。 妻：小の城主は妻木源^^郞。 


津 野の 成 主 は、 池 田 庄九郞 信 輝是に 住す。 其 後 信 長 卿より、 尾 州 犬 山の 城 を 給 はり 

是に 移る。 淺 野の 城主 は、 淺野十 郞左衞 門、 土岐の 末流な. 5。 蜂屋の 城主 は 峰屋兵 

庫 頭。 加 治 田の 城主 は、 齋藤新 五郞。 岐阜 中 納言秀 信 卿の 家 g な，^ • 上 有 知の 诚主 

は 佐 藤 六左衞 門。 秀信 卿の 家臣な， -。 北 野の 城主 は 鷲 見 美 作 守。 其 後 弘治ニ 年、 齋 

藤 父子 合戦の 時、 道三當 城に 籠る。 村 山の 城主 は、 土岐の 一 族 M 敷. 村 m 等、 數代是 

に 住居す。 村 山 越 中 守 入道 も、 當 城の 主たり。 此外彥 坂. 石 谷 等に も、 土岐の 氏族 住 

すと いへ hs。 鵜 飼の 要圍 は、 村 山家の 砦な り。 其 後 齋藤道 三 入道 も、 此 所に 耍 圍 せ 

hs。 黑 野の 城主 は、 加 藤 左 衞門尉 光長、 西 美 濃： 女 藤 家の 氏族な，^。 久しく 當 城に 住 

す。 城 田 寺の 城主 は、 美 濃 守 正 房 嫡子 太郞盛 賴是に 住す。 明應の 年、 正 房の 4" 弟 四 

郞元賴 • 家臣 石 九 利 光 以下 討死の 所な.^。 其後齋 藤の 家臣 交代 是に 住す。 往昔 左 京 

大夫 成賴、 方 縣郡城 田の 庄に 閑居す。 持 是院法 印の 日5^ に、 诚田. 城 m 寺の 譯 知らす， 

我れ 城 田の 里人に て、 成 賴の舊 跡を尋 ぬるに、 其 館 跡と い ひ傳 へたる 所な し。 然れ 

ば 城 田 寺の 事 か。 又 诚田邊 に、 正木と いふ 所に は、 古城の 跡 ありと いふ • 山 內の先 

各 城主の 事  S 
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祖掃 部介實 通、 城 田に 住居と い へ り. 江戶 渡の 城主 井 戶十郞 は 、奥州の 產な b, 

當城を 造 立し、 廿餘年 居住す。 其 後 安八 郡 曾 根城 主稻葉 ー鐵、 當 城を攻 取.^、 十郞を 

追 落し、 嫡子 右京亮 を、 當 城に 差 置き、 我 身 は 曾 根に 住す。 其 後 右京亮 は、 郡 上の 城 へ 

移 b  、江戶 の 城 は、 年々 に 類 破し、 慶 長に 破 却し 畢。 此城 屋敷、 南 は 城 切の 川 あり、 夕 

部が 池の 流 迄な， -。 北 は 寺 田 村 境、 東 は 大河、 西 は 日 詰の 橋 際な り。 诚の臺 二十 間 

四方、 常の 居住 は、 臺の 西に あり。 井 十郞 は、 三百 貫の 少 知な h.。 右京亮 は ニ萬餘 

石、 但し 曾 根の 割 地な り。 此城 構、 井 戶十郞 i は 相違に 見えたり。 井戶 氏の 領地 は、 

黑 野の 加 藤に 奪 はる、 由、 漸く 城 を 守る 計の 由。 一 鐵、 殿中の 修理 增補 せし 故、 一 城 

の 名 を 得たり。 小 it 村の 古城 主 は 小 柿 助 六、 其 後 安藤 伊織 盛 元。 本 田 村の 要圍 は、 

ー鐡の 臣稻葉 長右衞 門。 北方の 城主 は、 安藤 道 足 三男 七 郞左衞 門。 天 正 十 壬 午年 六 

月 八日、 父子 兄弟 五 人 討死。 美 江 寺の 城主、 和 田 八郞. 和 田 佐 渡. 和 田 將監. 隨 門院 可心 

幷に杉 本 市 兵衞、 代々 土岐の 幕下な b。 天文 十一 年 九月 三日の 夜 軍に、 城を燒 落し、 

防ぐ に甚 へす して 威 を 去る、 十七 條の 城主 は、 土岐賴 負の 四 男 次郞賴 胤、 草創の 地 


f。 其 後 二階 堂 三 藏* 其 子 安 右衞門 尉是に 住す， 其 後 仙 石 權左衞 門秀豊 • 和 田 五 

郞兵衞 利詮領 なり。 其 後 時代 遙に隔 りて、 享祿 年中より、 林 氏、 耍害を 改築して 住居 

す。 林駿河 守. 越智正 次. 次男 惣兵衞 尉 迄、 城主た，^。 天 正 六 年 四月 三日 卒す。 法名 

亮月 宗 本と 號す。 十九 條の 城主 織 田 勘 解 由 左衞門 は、 尾 州 犬 山の 織 田 十 郞左衞 門 化 

弟な， o。 永 祿五年 五月 三日の 夜、 1^ 信 長 卿と 齋藤 tt 興と、 輕海 村に て 合戦の 時 討死。 

高 田 村の 要害 は、 山 田兵庳 頭が 弟 蘆 敷 又 三 郞是に 住す。 後に 山 田 丹 後と 改む。 其 後 

稻葉ー 鐵 砦に 園む。 道； の 城主 種 田 信 濃 守。 元 龜ニ年 五月 十二 日の 夜、 太 田 村に 

て 討死。 今 宿 村の 城主 種 田 助六郞 は、 信 濃 守と 一所に 討死。 直 江の 城主 は、 助 六. 弟 

種田彥 七。 後 九 毛 三郞兵 衞と改 む。 靑 柳の 城主 は 小 寺 掃 部。 小 野 村の 城主 は橫幕 

帶刀信 兼。 大塚 村の 诚主は 松 井九郞 直淸。 市瀨 村の 城主 は 桑原 治右衞 門。 江 崎の 

城主 は 林 權內。 加賀野 江の 城主 は 日比大 三郞. 加賀野 江彌 八郞。 森 部の 城主 は不破 

壹岐 守。 墨 の 城主 は 信 長 卿の 砦な. 竹ケ 鼻の 城主 は 不破源 六、 其 後 杉 原 五左衞 

門 f 三 井の 城 生 は 三井彌 市。 福 束の 城主 は 丸 毛 三 衛兵 衞。 松 木の 城主 は 德永法 印 • 

各 城主の 事  S 九 
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高次.，： 城主 は 高木 十 郞左衞 門。 今 尾の 城主 は 丸 尾 兵 庫。 太 田. 中島の 要害 は 原隱岐 

守 砦な. o。 菩提 山の 要害 は 竹 中半 兵衞。 今須の 城主 は 長 井 八 郞左衞 門" 白 俊の 城 

主 は 長 井藤 左 衞門尉 畏弘。 後、 長 良の 館に 移る。 揖 斐の庄 北方の 城 は、 天文の 始め 逆 

臣齊藤 道 三が 爲に 土岐の 氏族 蟄居の 所な， 9。 九鄕の 城主 は 稻葉櫂 之丞。 池 尻の 城 

生 は 飯 沼 勘 平、 後、 片桐半 右衛門。 又 後、 一 柳 伊豆守 住す。 市 橋の 城主 は 巿橋九 郞左衞 

sr 北方の 城主 は 苦 田 休 三 入道。 加 納の城 生 は 名 和 和 泉 守。 曾 根の 城主 は 稻葉伊 

豫 入道 一 纖、 後， 西 尾豊後 守是に 住す。 西の 保の 城 生は不 破河內 守、 後、 木衬惣 右衛門。 

南方 S 城主 は 久瀨民 部。 八 居の 城主 は 八 居 修理 亮。 野 村の 城主 は 織 田河內 守。 山 

口の 城主 は 古田 織 部， 見延の 城主 は 原 掃 部。 輕 海の 城主 は、 輕 海長滕 草創の 地な 

, -。 其 後土岐 家より、 砦の 耍圍を 給 はり、 稻葉家 代々 居住。 應仁 二子 年、 稻葉元 塵入 

道、 御座 野 村 遠見 山に 要害 を 構へ 是に 移る • 天 正 年中より、 一柳 伊 S 守. 越 智直末 住 

居し、 同 十八 寅年、 相 州 小 田 原陣 にて 討死。 後、 城主 斷絕。 直 末 は、 岐阜 今 泉に て 成長 

し、 量 名 市 助と いふ。 此舍弟 四 郞左衞 門 直 守、 秀吉 公よ b> 召 出され、 監 物と 改め、 尾 州 


黑 田の 城主に て、 三 萬 五千石 領す。 曾 我 部 村の 城主 は 曾 我 部 內藏助 別府 村の 城主 

は廣瀨 # 人。 穗積 村の 城主 は 長 井雅樂 頭。 長 松の 城主 は武光 式部。 本鄕の 城主 は 

國枝 大和 守。 文 珠の城 生 は、 往昔 中 鈉言定 家 卿の 舊 館の 地な.^。 船 木 山と いふ。 

後、 小 笠 原 十 郞泰綱 居住。 祐 向山と いふ。 長 井 勘 九 郞も是 に 住す。 大 垣の 城 は、 足 利 

十二 代の 將軍 義晴 公の 御 下知と して、 牛 谷川 を 形取り、 天文 四 乙 未年、 宫川 吉左衞 

門 尉、 始めて 築きて 居住す。 其 後、 城主 代 々なり。 織 田 播磨守 • 竹 越 道 陳。 永祿 二.^ 

年より 氏 家 卜 全。 元 龜ニ辛 未年よ、 り 氏 家 左 京。 天 正 三 亥年より 木 下 美？ I 守秀 長。 天 

正 六 年より 加 藤 作內。 天 正 九 年よ. り 氏 家内 膳。 天 正 十一 未年よ， -池田 ■ つ ^。， 同 十 

二 年より 三 好 孫 七郞秀 ftC 同年 十二月より 一柳 伊豆守。 同 十七 年よ，^ -羽柴 少將秀 

勝。 同 十九 卯年より 伊藤 長 門 守。 慶長四 亥年 伊藤 * 兵衞 尉、 石 田 三 成 逆心 I 組し 

同 五 年 庚 子 四月 討死。 同 六 年よ， り 石 川 長 門守康 道。 同 十二 年より 石 "日向 守 家 成。 

同 十四 年よ，：，??^ 主 殿 頭 忠從。 元 和 二 丙 辰年より 松 年甲斐 守 忠良。 寛 永 元年 her る 

0T 同年 盛。 同 十 年よ. 4 ハ P 中 I 綱。 同 十二 年より 戶田 

务 城主の 事  S 
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